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ft 


中學に は中擧 の 課目が あり、 高等 擧 校に は 高等 舉 校の 課目が あって、 之 を 修了せ ねば 卒業の 資格 はない 

として ある。 その 課目の 數 やその 按排の 順 は 皆 文部省が 制定す るの だから 各澹 任の 敎師 は娄托 をう けたる 

寧 問 を 其 時間の 範 園内に 於て 出來 得る 限りの カを盡 すべきが 至 當と云 はねば ならぬ。 

然 る に 各 課嫿任 の 敎師 は 其學問 の 専門家で あ るが 爲め、 專門 以外の 部門 に 無識 にして 無頓着 なる が爲 め、 

自己 研究の 題目と 他人 敎授の 課業との 權衡を 見る S 明な きが 爲め、 注々 わが 範圍 以外に 飛び 超えて、 わが 

舉 問の 有 效を、 他の 領域 內に侵 人して 迄 も 主張し やうと する 事が ある。 たと へば 英語の 敎師が 英語に 熱心 

なる の 餘り學 生 を 鞭撻して、 地理 數舉 S 研修に 利用すべき 當然の 時間 を釗 いて 迄 も 難句 集を喑 誦させる 樣 

な ものである。 た W に 夫の みで はない、 わが 專攻 する 課目の 外、 わが 擔任 する 授業の 外に は 天下 又 一の 力. 

を 用る るに 足る ものな きを 吹 聽し來 るので ある。 吹 聽し來 る 丈なら まだい、。 果は あらゆる 他の 課目 を 罵 

倒し 去る ので ある。 

か、 る 行動に 出づる 人の 中で、 相當 S 論據 があって 公然 文部省 所定の 課目に 服せ ぬ もの はこ、 に 引き合 

に 出す 限りで はない，。 それ 程の 見識の ある 人なら ば 結構で ある。 四角に 仕切った 芝居小屋の 桝 見た 樣な時 

間 割の なかに 立て籠って、 土龍の 如く 働いて るる 敎師 より 遙 かに 結構で ある。 然し 英語 丈の 本 城に 生涯の 

尻 を 落ちつけ るの みならす、 櫓から 首 を 出して 天下の 形勢 を 視察す る 程の 能力 さへ なきものが、 徒らに 自 

拿の 念と 固陋の 見 を 絢り 合せた る 如き 沒分曉 の 鞭 を 振って 舉生を 精根 s つ > く 限りた a いたなら、 見 じめ 

なの は 畢生， である。 熱心 は 敬服すべき である。 精神 は嘉 すべきで ある。 其 善意 的なる も 亦 多と すべきで あ 


る。 あるに も 拘らす 舉生は 迷惑で ある。 當該 課目に 於け る 智識が 缺乏 する 爲め ではない、 當該 課目 以外の 

智識が 全然 缺 乏して るるから である。 た V 缺 乏して ゐる からで はない。 其 結果と して 入らぬ 所 迄の さばり 

出て、 要 もない 課目 を 打ちのめさねば 已 まぬ 底の 勇氣が あるから 迷惑な ので ある。 

是 等の 人 は 自己の 主張 を 守る の點に 於て 志士で ある。 主張 を 莨 からん とする の點に 於て 勇士で ある。 主 

張の 長所 を認 むる の點に 於て 智者で ある。 他意な く 人の 爲 めに 龕さん とする の點に 於て 善人で ある。 只自 

他の 闕係を 知らす、 眼 を 全局に 注ぐ 能 はざる が爲 め、 わが 繩張り を 設けて、 い、 加減な 所に 幅 を 利かして 

満足すべき 所 を、 足に 任せて 天下 を潢 行して、 憚から ぬのが 災 になる。 人が 咎めれば 云 ふ。 おれの 地面と 

君の 地面との 度 は どこ だ。 境 は 自分が きめぬ 丈で、 人の 方で はとうから 定めて るる。 再び 咎めれば 云 ふ。 

此 通り 足が 達者で どこへ でも 歩いて 行かれる ぢ やない か。 足の 達者な の は 御意の 通りで ある。 足に 任せて. 

人の 畠 を 荒らされて は 困る と 云 ふので ある。 かの 志士と 云 ひ、 勇士と 云 ひ、 智者と 云 ひ、 善人と 云 はれた 

る もの も是に 於て か 忽ちに 浪人と なり、 暴. H となり、 盲者と なり、 惡人 となる。 

今の 評 家の ある もの は、 ある 點に 於て 此敎師 に似て 居る と 思 ふ。 尤も 糞 敬すべき 言語 を 以て 評 家 を飜譯 

すれば 敎師 である。 尤も 謙邏 したる 意義に 於て 作家 を觯釋 すれば 生徒で ある。 生徒の 點數 は敎師 によって 

定まる。 生徒の 父兄 朋友と 雖も此 權利を 奈何と もす る 事 は 出 來ん。 舉 業の 成蹟は 一 に敎師 S 判斷に 任せて 

不平 を さしはさまざる のみなら す、 却って 之に よって 彼等の 優劣 を 定めん としつ、 あろ。 一般の 世間が 評 

家に 望む 所 は 正に 是に 外ならぬ。 

たヾ攀 校の 敎師 には專 門が ある。 燴 任が ある。 評 家 はこ ゝ迄發 達して 居らぬ。 たまに は 詩の み 評する も 

の、 劇の み 品す る もの も あるが、 然し それすら 寥々 たる ものである。 のみなら す是 等の 分類 は 形式に 馬す 

る 分類で あるから、 專門 として 獨立 する 價 値が あるかな いか 旣に 疑問で ある。 して 見る と、 つまり は 純 文 


舉の 批評家 は 純 文舉の 方面に 關 すら あらゆる 創作 を檢閱 して 採點 しつ 、ある 事になる。 前洌を 布衍して 云 

ふと 地理、 數學、 物理、 歴史、 語 學の試 驗を只 一 人で 擔任 すると 同樣な 結果に なろ。 

純 文學と 云へば 甚だ 單簡 である。 然し 其 內容を 論 すれば 千 差 萬 別で ある。 實 は文擧 の摞榜 する 所 は 何と 

何で 其 表現し 得る 超 目 は 如何なる 範圍に 跨がって、 其 人 を 動かす 點は 幾ケ條 あって、 是 等が 未 來の 開化に 

觸る、 とき どこ 迄 押擴け 得る も^で あるか、 未だ 何人も 組織的に 研究した ものが 居らん ので ある。 また 頗 

る 出来に くいので ある。 

かう 云 ふて は 分らん かも 知らぬ。 例を擧 けて 一 一三 を 語れば すぐに 合點が 行く。 古い 話で あるが 昔し の 人 

は 劇の 三 統一 と 云 ふ 事 を 必要 條 件の 樣に說 いた。 所が 沙 翁の 劇 は是を 破って るる。 しかも 立派に 出來 てる 

る。 して 見る と 統一が 劇の 必要で あると 云 ふ 趣味から 沙 翁の 作物 を 見れば 失望す るに きまって るる。 或は 

駄作になる かも 知れぬ。 然し 是が爲 めに 統一 論の 價 値が なくなつ たので はない。 其 憤 値が モ. デフ ハ ィ され 

たので あると 思 ふ。 だから 此條 件を充 たした 劇 を 見れば 矢 張 それなりに 面白い。 其 代り 沙 翁の 劇 を 賞翫す 

ろ 態度で か、 つて はならぬ。 讀 者の 方で 融通 を 利かして、 其 作物と 同じ 平面に 立つ 丈の 餘裕 がなくて はな 

らぬ。 外に 一例 を あゆろ。 又 沙翁を 引合に 出す が、 あの 男の かいた もの は頗 ぶる 亂 暴な 所が ある。 劇の 一 

段が たった a 六 行で、 始まる かと 思 ふとす ぐ 仕舞 はねば ならぬ と 思 ふのに、 作者 は大膽 にも 平氣 でい くら 

でも、， こんな 連鎖 を 設けて るる。 無論 マクベス の發 端の 樣に行 數は短 かくても、 興味の 上に 於て 全篇 を 貫 

く 重みの ある もの は 論外で あるが、 平々 凡々 たる 而も 十行內 外の 一 段 を 設ける の は、 話し s 績 きを あら は 

す 爲め已 を 得す 插 人した の だと 見え透く 樣に思 はれる。 換言すれば 彼の 戲 曲の ある もの は 齣 慕の 組織に 於 

て 明かに 比例 を 失して るる。 だから 比例 丈 を 服 中に 置いて マ I チヤ ント、 オフ、 、、ェ 二 スを讀 む もの は必す 

失敗の 作 だと 云 ふだら う。 マ ー チャント、 オフ、 >- ニス は此點 から 讀 むべき もので ない と 云 ふ 事が わかる。 


又 沙翁を 引き合に 出す。 ォ セ 口 は四大 悲劇の 一 である。 然し 讀んで 決して 好い 感じの 起る もので はない。 

不愉快で ある。 (今 は 其 理由 を說 明す る餘 地がない から 略す。〕 もし 感じ 一方 を 以て あの 作に 對 すれば 全 

然 愚作で ある。 幸に して ォセ 口 は 事件の 綜合と 人格の 發展が 非常にう まく 配合され て 自然と 悲劇に 運び去 

る 手際が ある。 讀者は 夫 を 見れば い、。 日本の 芝居の 仕組 は 支離滅裂 である。 馬鹿々々 しい o 結構と か 性 

格と か 云ふ點 から あれ を 冕たならば 抱 腹す るの が 多いだら う。 然し 慕に 變 化が ある。 出来事が 走 馬 燈の如 

く 人 を 驚かして 續々 出る。 こ、 丈 を 面白がって、 その外 を 忘れて 居れば 矢張り 幾分の 興味が ある。 一九 は 

御覧の 通りの 作者で ある。 I 九 を 請んで 崇高の 感 がない と 云 ふの は 非難し や 、ひもない。 崇高の 感 がない か 

ら 排斥す べしと 云 ふの は、 文學と 崇高の 感と 内容に 於て 全部 一 致した 曉 でなければ 云へ ぬ 事で ある。 一 九 

に 點を與 へ ろ ときには 滑稽が 下卑で あるから 五十と か、 諧謔が 自然 だから 九十と かきめ なければ ならぬ。 

メリメの カルメン は カルメン と 云 ふ 女性 を 描いて 躍然 たらしめ て るる。 あれ を 讀んで 人生 問題の 根元に 觸 

れ てるない から 駄作 だと 云 ふの は 數學の 先生が 英^の 答案 を 見て 方程式に あてはまら ないから 落第 だと 云 

ふ樣な ものである 。デ * フォ ー は 一種^.^ 寳家 である。 ロビンソン クル I ソ ー を 讀んで テニソンの イノ ッ 

ク、 ァ— デン の樣に 詩趣がない と 云 ふ。 こ、 迄 は 成程と 降參 せねば ならぬ。 然し 夫 だから ロビンソン クル 

1 ソ— は 作物に ならない と 云 ふの は 歌 麿の 風俗 畫には 美人が あるが、 ギド、 レニの マグダレン は 女に なつ 

て 居らん と 主張す る樣な ものである。 —— 例 を擧け れば 際限が ないから 已 める。 

作家が 評 家に 呈出す る 答案 は斯の 如く 多種 多面で ある。 評 家 は 中學の 敎師の 如く 部門 を わけて 採點 する 

か 又は 一 人で 物理， 數學、 地理、 歴史 S 智識 を 兼ねなければ ならぬ。 今の 評 家 は 後者で ある。 苟も 評 家で 

あって、 專 門の 分岐せ ぬ 今の 世に立つ からに は、 多樣の 作家が 呈出す る 答案 を檢閱 するとき に 方って、 色 

色に 立場 を 易へ て、 作家の 精神 を 汲まねば ならぬ。 融通の きかぬ 一 本調子の 趣味に 固執して、 その 趣味 以 


外の 作物 を 一 氣に 抹殺 せんとす るの は、 英語の 敎師が 物理、 化擧、 歴史 を 受け持ちながら、 凡ての 答案 を 

英語の K 度で 採點 して 仕舞 ふと 一 般 である。 其 K 度に 合せざる 作家 は 悉く 落第の 悲運に 際會 せざる を 曰ぽ な 

い。 世 問は學 校の 採點を 信す る 如く 、 評 家 を 信す る の 極遂 に 其 落第な 常 然と 認定す るに 至る だら 5。 

是に 於て 評 家の 責任が 起る。 評 家 は先づ 世間と 作家と に 向って 文學は 如何なる 者 ぞと云 ふ 解 诀を與 へね 

ばな らん。 文擧 上の 述作 を 批判す るに 方って (詩 は 詩、 劇に 劇、 小說は 小說、 凡てに 共有なる 點は 共有な 

ろ點 として) 批判すべき 條項を 明かに 備 へねば ならぬ。 恰も 中學 及び 高等 學 校の 規定が 何と 何と、 これ こ 

わと を 修め 得ざる もの は學 生に あらす と 宣告す るが 如くせ ねばならん。 此條 項を備 へたる 評 家は此 条項 中 

の ある ものに 就て 百より 〇 に 至る 迄の 點數を 作家に 附與 せねば ならん。 此條^ のうち わが 趣味の 缺 乏して 

自己に 答案 を 撿查す るの 資格な しと 思惟す ると き は 作家と 世間と に 遠慮し て 點數を 付與す る 事 を 差し 持へ 

ねばならん。 評 家 は 自己の 得意なる 趣味に 於て 專門 敎師と 同等の 權カを 有する を 得べき も、 其繩張 以外の 

諸點に 於て は 知らぬ、 わからぬ と 云 ひ 切る か、 又は 何事 を も 云 はぬ が禮 であり、 德義 である。 

是 等の 條項を 机の 上に 貼り 附け るの は、 擧校 s 敎師 が、 擧 校の 課目 全體を 承知の 上で、 自己の 受 持に 當 

る樣な もので、 自他の 閼係を 明かに して、 文擧の 全體を 一 目に 見渡す と 同時に、 自己の 立脚地 を 知る の 便 

宜 になる。 今の 評 家は此 便宜 を 認めて ゐ ない。 認めても 作って るない。 只 手當り 次第に やる。 述作に 對す 

ると 思 ひ 付いた 事 をい、 加減に 述べる。 だから 評し 盡 したの だか、 まだ 殘 つて 居る のか 常人に も 判然し な 

い。 西洋 も 日本 も 同じ 事で ある。 

是 等の 條項を 遺憾な く 揃へ る爲 めに は 過去の 文學を 材料と せねば ならぬ。 過去の 批評 を 一 括して 其變這 

を 知らねば ならぬ。 從 つて 上下 數 千年に 渉って 抽象的の 工夫 を 費やさねば ならぬ。 右から 見て るる 人と 左 

から 眺めて るる 人との 閼係を 同じ 平面に あつめて 比較せ ねばならぬ。 昔し の 人の 述 fe: した 精砷 と、 今の.^ 


の 支配 を受 くる 潮流と を 地 圖の樣 に 指し示さ ねばならぬ。 要するに 一 人の 事業で はない。 一 日の 事業で も 

ない。 

此條 項を備 へたる 人に して 始めて、 此條項 中に 差等 をつ ける 事を考 へても よいと 思 ふ。 人力 も 人 を 載せ 

る C 電車 も 人 を 載せる。 兩者を 知った ものが 始めて 兩 者の 利害 長短 を 比較す るの 權 利を享 ける。 中 學の課 

目 は數に 於て 極まって るる。 時間の 多少 は 一 樣 ではない。 必要の 度の 高い 英語の 如き は 比較的 多くの 時間 

を 占領して るる。 批評の 條 項に 就いても 諸人の 合意で 此 等の 高下 を 定める 事が 出来ろ かも 知れぬ。 (出来 

ぬか も 知れぬ。) 崇高 感を第 一 位に 置く もよ い。 純 美感 を 第 一 にす る もよ い。 或は 人間の 機微に 觸 れた內 

部の 消息 を傳 へた 作品 を 第 一 位に 据 ゑても い、。 或は 平々 淡々 のうちに 人 を 引き 着ける 垢拔 けの した 著述 

を 推す もい、。 猛烈な もので も、 沈靜な もので も、 形式の 整った もので も、 放縱 にして まとまらぬ うちに 

面白味の ある もので も、 精锹を 極めた もので も、 一 氣に呵 成した もので も、 祌 祕 的な もので も、 寫實 的な 

もので も、 朧 のなかに 影 を 認める 樣な 模糊た る もので も、 青天白日の 下に 掌 を さすが 如き 明瞭な もので も 

い、 — 。 相當の 理由が あって 第一位に 置かん とならば、 相當の 理由が あって 等差 を附 するなら ぱ差 支な 

い。 但し 出来ろ か出来ぬ か は 疑問で ある。 

是 等の 條 項に 差等 をつ ける と 同時に 是 等の 條項 中の ある もの は 性質に 於て 倂 立して 存在すべき も、 甲 こ 

と從屬 せし むべき もので ない と 云 ふ 事に 氣が 付く かも 知れぬ。 然も 其 併 立せ る ものが 一見 反對の 趣味で 相 

容れ ぬと 云 ふ 事實も 認め^る かも 知れぬ —— 批評家 は 反對の 趣味 も 同時に 胸裏に 蓄 へる 必要が ある。 

"物理 寧 者が 物質 を 材料と する 如く、 動物 學者が 動物 を 材料と する 如く、 批評家 も 亦 過去の 文舉を 材料と 

して 以上の 條 項と 此條 項に 從て 起る 趣味の 法則 を 得ねば ならぬ。 去れ ども 此條 項と 此 法則と は 過去の 材料 

より 得た る事實 を 忘れて はならぬ。 從 つて 古に 拘泥して あらゆる 未来の 作物に 是 等を應 H= して 得.； -. りと 思 


ふ は 誤りで ある。 死した る 自然 は 古今 來を 通じて 同 一 である。 活動せ る 人間 精神の 發現は 版行で 押した 樣 

に は 行かぬ。 過去の 文舉は 未來の 文擧を 生む。 生まれた もの は 同じ 譯には 行かぬ。 同じ 譯に 行かぬ もの を、 

同じ 法則で 品牋 せんとす るの は 舟 を 刻んで 劎を 求む るの 類で ある。 過去 を 綜合して 得た る 法刖は 批評家の 

參考 で、 批評家の 度で はない。 尺度 は 伸縮自在 にして 常に 彼の 胸中に 存在せ ねばならぬ。 批評の 法則が 

立つ と 文 擧が衰 へる と はこの 爲め である。 法則が わるい ので はない。 法刖を 利用す る 評 家が 變 通の i: を眸 

せんので ある。 

作家 は 造物主で ある。 造物主で ある 以上 は 評 家の 豫期 する ものば かり は炕 りへ ぬ。 突然と して 破天荒の 

作物 を 天降らせて 評 家の 腦を奪 ふ 事が ある。 中學の 課目 は 文部省で きめて ある。 課目 以外 S 答 紫 を 出して 

採點を 求める 生徒 は 一 人 もない。 從 つて 敎師は 融通が 利かなくても よい。 造物主 は 白い 烏 を 一 夜に 作る か 

も 知れぬ。 動物 學者は 白い 烏 を 見た 以上 は 烏は黑 いものな りとの 定義 を變 する 必要 を 認めねば ならぬ 如く， 

批評家 も 亦 古來の 法則に 遵 はざる、 又 過去の 作 中より 擧け盡 したる 評 價的條 項 以外の 條項を 有する 文辭に 

接せぬ と は 限らぬ。 之に 接した ると き、 白い 烏 を 烏と 認 むる 程の、 見識と 勇 氣と說 明がなくて はならぬ。 

之が 出 來る爲 めに は 以上の 條 項と 法則 を 知らねば ならぬ。 知って 融通の 才を 利かさねば ならぬ。 拘泥 すれ 

ば 夫 迄で ある。 

現代 評 家の 弊 は此條 項と 此 法則 を 知らざる にある。 ある 人 は 煩悶 を 描かねば 文擧 でない と 云 ふ。 ある も 

の は 他に いか 程の 採るべき 點 があって も、 事件に 少しで も 不自然が あれば 文舉 でない と 云 ふ。 ある もの は 

人閒 交渉の 際 卒然として 起ろ 際どき 眞 味がなければ 文舉 でない と 云 ふ。 ある もの は 平淡なる 葸生 文に 事件 

の發展 がない の を 見て 文擧 でない と 云 ふ。 而 して 評 家が 從來 の讀書 及び 先輩の 薰陶、 若く は 自己の 狹隘な 

る^ 驗 より 出で たる 一縷の 細長き 趣味 中に 含まる、 もの、 み を 見て 眞の 文學 だ、 眞 の文擧 だと 云 ふ 余 は 


之 を 不快に 思 ふ。 

余 は 評 家で はない。 前段に 述べた る 資格 を 有する 評 家で は 無論ない。 從 つて 評 家と しての 余の 位地 を 高 

めんが 爲 めに 此篇を 草した ので はない。 時間の許す限り 世の 評 家と 共に 過去 を 研究して、 出來 得る 限り 此 

根 據地を 作りたい と 思 ふ。 思 ふに 付いて は 自分 一 人で やる より 廣く 天下の 人と 共に やる 方が わが 文 界の慶 

事で あるから 云 ふので ある。 今の 評 家は斯 程の 事 を 知らぬ 譯 では あるまい から" 御 互に かう 云 ふ 了見で 過 

去 を 研究して、 御 互に 得た 結果 を 交換して 自然と 吾邦 將來の 批評の 土臺を 築いたら よから うと 相談 をす る 

ので ある。 實は 西洋で も 左程 進歩して 居らん と 思 ふ。 

余 は 今日 迄に 多少の 創作 をした。 此 創作が 世間に 解せられ すして 不平 だから 此言 をな すので な いのは 無 

論で ある。 余の 作物 は 余の 豫期 以ヒ に歡迎 されて 居ろ。 たと ひ ある 人々 から 種々 の 注文が 出ても、 其 注文 

者の 立場 は 余に よく わかって 居る。 從 つて 是 等の 人に 對 して 不平 は猶更 ない。 だから 余の 云 ふ 事 は 自己の 

作物の 爲 めでない 事 は 明かで ある。 余 は 只 吾邦 未來の 文運 G 爲 めに 云 ふので ある。 


寫生 文の 存在 は 近頃 漸く 世間から 認められた 樣 であるが、 寫生 文の 特色に 就て はま だ 誰も 明瞭に 說 破し 

たもの が 居らん。 元來 存在 を 認めら る ， と 云 ふ 事 は旣に 認められる 丈の 特色 を 有して 居る と 云 ふ 意味に 過 

ぎんの だから、 存在 を 認められる 以上 は 特色 も 認められた 譯に 相違ない。 然し 認めら る、 と 云 ふの は說明 

される と は 一 樣 でない C 櫻と 海棠の 感じに 相違の あるの は 何人も 認めて 居る。 其 相違 を說 明し ろと 云 はれ 

ると 一 寸 出來惡 い。 寫生 文と 普通の 文章の 差違 は 認められて 居る にも 拘 はらす 明かに 道破され て 居らん の 

も此理 である。 かの 寫生文 を 標榜す る 人々 と雖 ども 單 にわが 特色 を 冥々 裡に 識別す ると 云 ふ 迄で、 明かに 

指摘した もの は 今日に 至る 迄 見當 らぬ樣 である。 虛子、 四方 太の 諸君 は 折々 此點に 向って 肯綮に 中る 議論 

をされ る樣 であるが、 余の 見る 所では 矢張り 物 足らぬ 心地が する。 余の 云 ふ 事 も 諸君から 見れば 依然と し 

て 物 足らぬ かも 知れぬ。 然し 云 はぬ より 參考 になる と 思 ふ。 單に寫 生 文 を 生命と する 諸君の 参考になる の 

みならす、 汎く 文章に 興味 を 有する 人々 の 耳に は 或は 物 珍ら しく 聞え るか も 知れぬ。 

寫生 文と 普通の 文章との 差違 を 算へ來 ると 色々 ある。 色々 あるう ちで 余の 尤も 要點 だと 考へ るに も關ら 

す 誰も 說き 及んだ 事の な いのは 作者の 心的 狀態 である。 他の 點は此 一 源泉より 流露す るので あるから、 此 

源 頭に 向って 工夫 を 下せば 他 は 悉く 刃 を迎 へて 向 ふから 解诀を 促が す譯 である。 

社會は 人間の 塊まりで ある。 其 人 閒を區 別 すれば 色々 出來 る。 貴と 賤 ともなる。 賢と 不肖と もなる。 正 

と 邪と もなる。 男と 女と もなる。 貧と 富と もなる。 老と 若、 長と 幼と もなる。 其 他 色々 に區 別が 出來 る。 

區 別が 出來る 以上 は、 區别 された 一 の ものが 他 を視る 態度 は、 一 のうちに ある 甲が、 同じく 一 のうちに あ 


る こ を視る 態度と は 異ならなければ ならぬ。 人生 觀と いふと 堅苦しく 聞え る。 何だか 恐ろしくて 近寄りに 

くい。 然し 煎じつ めれば 此 態度で ある。 隣り の 法律家が 余 を視る 立脚地 は、 余が 隣り の 法律家 を視る 立脚 

地と は自 から 違 ふ。 大袈裟な 言葉で 云 ふと 彼此の 人生 觀が、 ある 點に 於て 一 樣 でない。 と 云 ふに 過ぎん。 

人事に 閼 する 文章 は此 視察の 表現で ある。 從 つて 人事に 閼 する 文章の 差違 は此 視察の 差違に 歸营 する。 

此 視察の 差違 は 視察の 立場に よって 岐れ てく る。 すると 此 立場が 文章の 差違 を 生す る 源になる。 今の 世に 

云 ふ 寫生文 家と いふ ものの 文章 は 如何なる 事 を かいても 皆 共有 s 點を 有して、 他人の それと は 截然と 區別 

の 出 來る樣 な 特色 を帶 びて るる。 すると 此 等の 国 體は其 特色 S 共有なる 點に 於て、 同じ 立場に 根 據地を 構 

へて 居る と 云 ふて よろしい。 もう 一 遍 大袈裟な 言葉 を 借用す ると、. 同じ 人生 觀を 有して 同じ 穴から 隣り の 

御孃 さんや、 向 ふの 御爺さん を覼 いて 居る に 相違ない。 此穴を 紹介す る s が 余の 責任で ある。 否此 穴から 

浮世 を覜 けば どんなに 見える かと 云 ふ 事み- 說明 する のが 余の 義務で ある。 

寫生文 家の人 事に 對 する 態度 は 貴人が 賤 者を視 るの 態度で はない。 賢者が 愚者 を 見る の 態度で もない。 

君子が 小人 を視 るの 態度で もない。 男が 女 を視、 女が 男を視 るの 態度で もない。 つまり 大人が 小 供 を視る 

の 態度で ある。 兩 親が 兒 童に 對す るの 態度で ある。 世人 はさう 思 ふて 居るまい。 寫生文 家 自身 もさう 思 ふ 

て 居るまい。 しかし 解剖 すれば 遂に こ、 に歸 着して 仕舞 ふ。 

小 供 はよ く 泣く ものである。 小 供の 泣く 度に 泣く 親は氣 違で ある。 親と 小 供と は 立場が 違 ふ。 同じ 平面 

に 立って、 同じ 程度の 感情に 支配され る 以上 は 小 供が 泣く 度に 親 も 泣かねば ならぬ。 普通の 小說家 はこれ 

である。 彼等 は 隣り 近所の 人間 を 自己と 同程度の ものと 見做して、 擦った もんだ の 社 會に吾 自身 も 擦った 

り 揉んだり して、 飽く迄も、 其 社會の 一 員で あると 云 ふ 態度で 筆 を 執る。 從 つて 隣り の 御嬢さんが 泣く 事 

を かく 時 は、 當人 自身 も 泣いて 居る。 自分が 泣きながら、 泣く 人の 事 を敍述 する のと われ は 泣かす して、. 


泣く 人を舰 いて 居る のと ^記敍 の 題目 其 物 は 同じで も 其 精神 は 大變違 ふ 。 寫生文 家 は 泣かす し て 他の 泣く. 

を敍 する ものである。 

そんな 不人情な 立場に 立って 人 を 動かす 事が 出來 るかと 聞く ものが ある C 動かさん でもい、 ので ある。 

隣り の御孃 さん も 泣き、 寫す 文章 家 も 泣く から、 讀者は 泣かねば ならん 仕儀と なる。 泣かなければ 失敗の 

作と なる。 然し 筆者 自身が ほろ く淚を 落して 書かぬ 以上 は 御嬢さんが、 どれ 程 泣かれても、 讀 者が どれ 

程 泣かれなくても 失敗に はならん。 小 供が 駄菓子 を 買 ひに 出る。 途中で 犬に 吠えられる。 ヮ ー と 泣いて 歸 

る。 御母さんが 一 所に なって ヮ ー と 泣かぬ 以上 は、 傍人が 泣かんでも 出來損 ひの 御母さんと は 云 はれぬ。 

御母さん は 駄菓子 を 犬に 取られる 度に 泣き 得る 樣な 平面に 立って 社會に 生息して 居られる もので はない。 

寫生文 家 は 思 ふ。 普通の 小 說家は 泣かんで もの 事 を 泣 いてる る。 世の中に 泣く ベ き 事が どれ 程 あると 思 ふ- 

隣り のお 孃 さんが 泣く のを拜 見す るの は 面白い。 之 を 記述す るの も 面白い。 然し 同じ 樣に 泣く の は 御免 蒙 

りたい。 だから ある 男が 泣く 樣を 文章に かいた 時に たと ひ讀 者が 泣いて くれんでも 失敗した と は 思 はない _ 

無喑 に 泣かせる 杯 は 幼稚 だと 思 ふ。 

夫で は 人間に 同情がない 作物 を稱 して 寫生文 家の 文章と いふ 樣に思 はれる。 然し さう 思 ふの は 誤謬で あ 

る。 親 は 小 兒に對 して 無慈悲で はない、 冷 刻で もない。 無論 同情が ある。 同情 は ある けれども 駄菓子 を 落 

した 小 供と 共に 大聲 を揚 けて 泣く 樣な 同情 は 持たぬ ので ある e 寫生文 家の人 間に 對 する 同情 は敍述 された 

る 人間と 共に 頑是なく 煩悶し、 無 體に號 泣し、 直角に 跳躍し、 一散に 狂奔す る 底の 同情で はない。 傍から 

見て 氣の 毒の 念に 堪えぬ 裏に 微笑 を 包む 同情で ある。 冷 刻で はない。 世間と 共に わめかない 許で ある。 

從 つて 寫生文 家の 描く 所 は 多く 深刻な もので ない。 否 如何に 深刻な 事 を かいても 此 態度で 押して 行く か 

ら、 一寸見る と 底 迄 行かぬ 樣な 心持ちが する ので ある しかの みならす 此 態度で 世 問 人情の 交渉 を視 るか 

一九 


し 生 は 
た 文 他 
氣 家の 


ら 大抵の 場 4  口に は 滑稽の 分子 を 4-a んだ 表現と なって 文章の 上に あら はれて 來る。 

人に よると 寫生文 家の かいた もの を^て 世 を^ 鹿に してる ると 云 ふ。 茶化して るると 云 ふ。 若し 兩 親の 

小 供に 對 する 態度が 小 供 を 馬鹿 にして 居る、 茶化して 居る と 云 ひ 得べ くんば 寫生文 家 も亦此 非難ん-免 か れ 

ぬか も 知れぬ。 多少の 道化た るう ちに 一 點の溫 情 を 認め 得ぬ もの は 親の 心 を 姘らぬ もので、 又 寫生文 家 を 

解し 得ぬ もので あらう。 

此 故に 寫生文 家 は 地 圑太を 踏り 熱烈な 調子 を 避ける。 恁る 狂的の 人間 を寫 すの を 避ける ので はない。 寫 

生 文 家 自身 迄が 窵 さる、 狂的な 人間と 同一 になる を 避ける ので ある。 避ける ので はない。 そこ 迄 引き込ま 

る > 事が 可笑しくて 出來惡 いので ある。 

そこで 寫生文 家なる もの は眞 面目に 人世 を觀 じて 居らぬ かの 感か 起る。 成程 さう かも 知れぬ。 然し 一 方 

から 見れば 作者 自身が 戀に全 精神 を 奪 はれ、 金に 全 精神 を捧 け、 名に 全 精祌を 注いで、 さう して 戀 と金と、 

名 を 求めつ 、ある 人物 を 描く よ." も 比 絞 的に 眞 面目 かも 知れぬ。 描き出 ださるべき 一 人に 同情して 理否 も、 

前後 も辨 へぬ 程の 熱情 を 以て 文 を やる 男よりも 糙 かな 所が あるか も 知れぬ。 

吾が 精神 を篇 中の 人物に ー圖に 打ち込んで * 其 人物に なり 濟 まして、 戀を 描き 愛 を 描き、 もしく 

情緒 を 描く の は 熱烈な ものが 出来る かも 知れぬ が、 如何にも 餘裕 がない 作が 現れる に相逯 ない。 寫 

のかいた ものに は 何となく ゆとりが ある。 逼 つて 居らん。 屈 托氣が 少ない。 從 つて 讀 んで暢 びく 

がする。 全く 寫生文 家の 態度が 人事 を寫し 行く 際に 全 精神 を 奪 はれて 仕舞 はぬ からで ある。 

寫生文 家 は 自己の 精神の 幾分 を 割いて 人事 を視 る。 餘す所 は 常に 遊んで ゐる。 遊んで ゐる 所が ある 以上 

は、 寫 すわれと、 寫 さる、；^ との 間に 一致す る 所と 同時に 離れて 居る 局部が あると 云 ふ. 意味になる。 全部 

が ぴたりと 一致せ ぬ 以上 は 富 さる S 彼に なり 切って、 彼 を 寫す譯 に は 行かぬ。 依然として 彼我の 境 を 有し 


て、 我の 見地から 彼 を 描かなければ ならぬ。 是に 於いて 寫生文 家の 描寫は 多くの場合に 於て 客觀 的で ある。 

大人 は 小兒を 理辉 する。 然し 全然 小兒に 成り 濟 ます 譯には 行かぬ。 小兒の 喜怒哀 樂を寫 す 場合に は 勢客觀 

的で なければ ならぬ。 こ > に客觀 的と 云 ふ は 我を寫 すに あらす 彼を寫 すと いふ 態度 を 意味す るので ある。 

此の 氣 合で 押して 行く 以上 は 如何に 複雜に 進む とも 如何に 精緻に 赴く とも 又 如何に 解剖 的に 說き 人る とも 

調子 は 依然として 同じ 事で ある。 

余 は 最初より 大人と 小兒の 譬喩 を 用 ゐて寫 生 文 家の 立場 を說 明した。 然し 是は單 に 彼等の 態度 を 尤もな 

く 一 ル ひ あら はす 爲の 言語で ある。 诀 して 彼等 S 人生 觀の 高下 を 示す もので はない。 大人 だからえ ら卞。 え 

らい 見方 をして 人事に 對 する のが 寫生文 家 だと 云 ふ 意義に 解釋 されて は 余の 本旨に 背く。 えらい、 えらく 

な i は 問題外で ある。 只 彼等の 態度が かう だと 云 ふ 迄に 過ぎぬ。 

此 故に 寫生文 家 は 自己の 心的 行動 を敍 する 際に も 矢張り 同一 の 筆法 を用ゐ る。 彼等 も 喧嘩 をす る だら う。 

煩悶す る だら う。 泣く だら う.。 そ s 平生 を 見れば 毫も 凡隶と 異なる 所な く 振舞って るる かも 知れぬ。 然し 

一度び 筆 を 執って 喧嘩す る 吾、 煩悶す る 吾， 泣.、 -41、 ん i 描く 時 は 矢張り 大人が 小 兒を視 る 如き 立場から 筆 

を 下す。 平生の 小兒 を、 作家の 大人が 敍述 する。 寫生文 家の 筆に 侬怙の 沙汰 はない。 紙を展 ベて 思 を 構 ふ 

ると き は 自然と さう 云ふ氣 合になる。 此氣 合が 彼等の 人生観で ある。 少なくとも. K 章 を 作る 上に 於ての 人 

生觀 である。 人生 觀が 自然と 出来て るるの だから、 自己が 意識せ ざる ラ ちに 筆 は旣に 着々 として 其方 向に 

進んで 行く。 

彼等 は 何事 を も 寫 すを惲 からぬ。 只 拘泥せ ざる を 特色と する、 人事 百 端， 遭 逢 纏綿の 限りなき 波瀾 は悉 

く 喜 怒哀樂 の 種で , 其 喜 怒哀樂 は 必竟す るに 拘泥す る に 足ら ぬ ものであると 云 ふ 樣な笨 致が 彼等の 人生に 

齎し來 る 福音で ある。 彼等の かいた ものに は 筋の ない ものが 多い。 進水式 を かく。 すると 進水式の 雜然た 

.  二 一 


る 光景 を雜 然と 敍 ベて 知らぬ顔 をして るる。 飛鳥 山の 花見 を かく， 踴 つたり、 跳ねたり、 酣醉狼 鐯の體 を 

富して 頭 も 尾 もっけぬ。 夫で 好い 積り である J 普通の 小 說の讀 者から 云へば 物 足らない。 しまりがない。 

漠然として 柿捉 すべき 筋が 貫いて 居らん。 然し 彼等から 云 ふと かう である。 筋と は 何 だ。 世の中 は 筋の な 

いもの だ。 筋の ない もの、 うちに 筋 を 立て、 見た つて 始まらな いぢ やない か。 どんな 複雜な 趣向で、 どん 

な 纏った 道行 を 作らう とも 畢竟 は、 雜然 たる 進水式、 紛然た る 御 花見と 異なる 所 はな いぢ やない か。 喜 怒 

哀樂が 材料と なる にも 關 はらす 拘泥す るに 足らぬ 以上 は 小說の 筋、 芝居の筋の 樣な もの も、 亦 拘泥す るに 

足らん 譯だ。 筋がなければ 文章に ならん と 云 ふの は 窮窟に 世の中 を^ 過ぎた 話しで ある。 —— 今の 寫生文 

家が こ、 迄 極端な 說を 有して 居る か 居ない か は 余と 雖 ども 保證 せぬ。 然し 事實上 彼等 はパ ノラ マ 的の もの 

を か いて 平氣で るる 所を以 て 見る と 公然 と 無 筋 を 標榜せ ぬ 迄 も 冥 々 の うちに か -フ 云 ふ 約束 を遨 奉して ゐ る 

と 見ても 差 支な からう。 

寫生文 家 も かう 極端に なると 全然 小說 家の 主張と 相容れなく なろ。 小說に 於て 筋 は 第 一 要件で ある。 文 

章に 苦心す るよりも 背景に 苦心す るよりも 趣向に 苦心す るの が小說 家の 當然の 義務で ある。 從 つて 巧妙な 

趣向 は 傑作た る 上に 大 なる 影響 を與 ふるものと、 誰も 考 へて ゐる。 所が 寫生文 家 はそんな 事を书 眼と しな 

い。 のみなら す 極端に 行く と 力めて 筋を拔 いて 迄 其 態度 を 明かに しゃう とする。 

かくの 如き 態度 は 全く 俳句から 脫 化して 來 たもので ある。 泰西の 潮流に 漂 ふて、 橫濱へ 到着した 輸入品 

ではない。 淺 薄なる 余の 知る 限りに 於て は 西洋の 傑作と して 世に、 フ たはる ゝ もの、 うちに 此 態度で 文 を や 

つた もの は 見當ら ぬ。 (尤も 寫生文 家 S かいた ものに も是ぞ とい ふ 傑作 はま だない 樣 である。) ォ— ステ 

ン の 作物、 ガスケ ルの クラン フ ォ ー ド 或は 有名なる.. チ ツキ ンス のビ クヰッ ク 又は フ ヰ ー ル.. チン グの トム ジ 

ョ ー ン ス 及び セ ルヅン テスの ドン、 キホテ の 如き は 多少 此 態度 を 得た る 作品で ある。 然し 全く 同じと は 誰 


が 服に も 受け取れぬ。 

然し 此 態度が 述作の 上に 於て 唯 一 の 態度と 云 ふので はない。 又是 が最ヒ 等と 云 ふので はない。 只 こんな 

態度 も あると 云 ふ 事み 紹介した いと 思 ふので ある。 近頃 寫生 文の 存在が 漸く 認められる につけて、 寫生文 

家の 態度 はかう であると、 云 ひ 纏める の は 一 般の 人の 參考 になる 事と 思 ふから 此篇を 草した 迄で ある。 

俳句 は 俳句、 寫生文 は寫生 文で 面白い。 其 態度 も 亦柬洋 的で 頗る 面白い。 面白い に は 違ない が、 二十 世 

紀の 今日 こんな 立場の みに 籠城して 得意に なって 他を輕 蔑す るの は 誤って ゐる。 か、 る 立場から 出來 上つ 

た 作物に は それ 相 常の 長所が あると 同時に 短所 も 亦 多く 含まれて ゐる。 作家 は 身邊の 狀況と 天下の 形勢に 

應 じて 時々 其 立 揚を變 へねば ならん。 評 家 も 亦 眼界 を廣 くして 必要の 場合に は 作物に 對 する 毎に 其 見地 を 

改めねば 活 きた 批評 は出來 まい。 讀者は 無論の 事、 色々 な 種類の もの を 手に 應 じて 賞翫 する 趣味 を 養成せ 

ねば 損で あらう。 余 は 先に 「作物の 批評」 と 題す る ー篇を 草して 批評すべき 條項 の 複雜 なる 由を說 明した。 

此篇は 寫生文 を 品評す るに 當 つて 其條 項の 一 となるべき 者 を 指摘して わが 所論の 應用を 試みた ものである。 
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二 四 

文藝の 哲學的 基礎 

HI 明治 四十 年 四月 柬京 美術 學 校に 於て 述-—— 

東京 美術 學校 文舉會 s 開會 式に 一 場の 講演 を依賴 された 余 は、 朝日 新聞社 員と して、 同紙に 自說を 

發 表すべし と 云ふ條 件で 引き受けた 上、 面倒ながら 其 速記 を會 長に 侬賴 した。 會長は 快よ く 承諾され 

て、 四 五日の 後丁 寧なる 口上 を 添へ て、 速記 を 余の もとに 送付され た。 見る と 腹案の 不充分であった 

爲 めか、 或は 言 ひ 廻し 方の 不適 當 であった 爲 めか、 其 儘で は 殆んど 紙上に 載せて 讀 者の 一覧 を 煩 はす 

に堪 へぬ 位混雜 して 居る。 そこで 已を 得す 全部 を 書き改める 事に して、 偖 速記 を 前へ 置いて 遣り出し 

て 見る と、 至る 處に 布衍の 必要 を 生じて、 遂に は 原稿の 約 二倍 位 長い ものにして 仕舞った。 

題目の 性質と して は 一 氣に讀 み 下さない と、 思索の 緣を 時々 に切斷 せられて、 理路の 曲折、 自然の 

興趣に 伴 はざる の憾は あるが、 新聞の 紙面に は 固より 限りの ある 事 だから、 不都合 を 忍んで、 是を！ 

ニ瀾宛 日毎に 分載す る 積で ある。 ， 

この 事情の もとに 成れる 左の 長篇 は、 講演と して 速記の 體裁を 具 ふるに も關 はらす、 實は 講演者た 

る 余が 特に 余が 社の 爲 めに 新に 起草した る 論文と 見て 差 支な からう と 思 ふ。 是 より 朝日 新聞社 員と し 

て、 筆 を 執って 讀 者に 見えん とする 余が 入社の. 辭に 次いで、 余の 文 藝に關 する 所信の 大要 を 述べて、 

余の 立脚地と 抱負と を 明かに する は、 社員た る 余の 天下 公衆に 對 する 義務 だら うと 信す る。 

私 はま だ演說 とい ふこと を餘り —— 餘り ではない 殆んど 遣った 事の ない 男で、 賴 まれた 事 は 今迄 大分 あ 

りました けれども みんな 斷 つて 仕舞 ひました。 どうも 嫌なん ですな。 それに 出来ない のです。 其 代り 講義 


の 方 は 此間迄 毎日 やって来ました から、 恐らく 上手 だら うと 思 ふので すけれ ども 生憎 御賴 みが 演說 であり. 

t づ 

ますから 定めて 拙いだら うと 存じます。 

實は 先達て 大 村さん が 態々 御 出に なって 何 か 演說を 一 つと 云 ふ 御 注文で ありまし たが、 もとく 拙い と 

知りながら 御 引受 をす るの も 御氣の 毒の 至りと 心得て 先づ は御辭 退に 及びました。，  所が 中々 御 承知に なり 

ません、 是非 やれ、 何でもい、 から やれ、 どうか やれ、 と 頻りに やれく と御勸 めになります。 それでも 

と 云って 首 を捨 つて 居る と、 仕舞に は演說 はやらん でもい、 と 申されます。 演說を やらんで 何 を 致します 

かと 伺 ふと、 只 出席して みんなに 顔 さへ 見せれば^ 辨 すると 云 ふ 恩命であります。 そこで 私 も 大诀心 を 起 

して、 その 位の 事なら 恐る、 に 及ばん と 快く 御受合 を 致しました。 —— 今日は さう 云ふ條 件の 下に 此處に 

出現した 譯 であります。 けれども 不幸に して 餘り 御鬵に 人れ る 程な 顔 f もない。 顔 丈で は あまり 軽少と 思 

ひます から 序に 何 か 御 話 を 致し ませう。 もとより 演説と 名のつ く 諸贾ょ 諸君 はとても 出來 ません から 演說 

と 云っても 其實は 講義になる でせ う。 講義になる とすると、 私の 講義 は喑 では やらない、 云 ふ 事 は 悉く 文 

章に して、 敎 場で それ をのべ つに 話す 方針であります。 所が 今日は 夫 程の 閑暇 もな し、 又 考へも 纏まって 

居りません。 だから 上手で あるべ き 講義 も 今日に 限つ て 存外 拙 ぃ譯 であります。 

美術 學 校で 斯う 云 ふ 文學的 s 會を 設立して、 諸君の 專 門技藝 以外に、 一般 文學の 知識と 趣味 を 養成 せら 

れ るの は 大變に 面白い 事と 思 ひます。 唯今 正木 校長の 御 話の 樣に 文學 と美 術 は 大變關 係の 深い もので あり 

ますから、 其 一 方 を 代表な さる 諸君が 文擧の 方面に も 一 種の 興味 を 有 たれて、 われく の樣な 不調法 もの 

の 講話 を 御 參考に 供して 下さる の は、 此兩 者の 接觸 上から 見て、 諸君の 前に 卑見 を開陣 すべき 第一 の機會 

を 柿へ た 私 は 多大の 名 譽と感 する 次第であります。 出来ない 演說を 無理に やる の は 全く この 爲で、 遣り 付 

けない もの を 受け合つ たからと 云って、 诀 して 恩に 着せる 譯 ではありません。 全く 大 なる 光 榮と 心得て 此 


處へ 出て 來 たので ある。 が 繰返して 云 ふ 通り、 演說は 出来す 講義と して は 纏まらす、. 定めて 聞 苦し、 事 も 

ある だら うと 思 ひます o 其邊は あらかじめ 御 容赦 を 願 ひます o 

先づ是 から そろく 遣り 始めます。 遣り 始めます よと 斷 ると 何だか えら さう に 聞え るが、 其實ま 何でも 

な， >  こ、 に 三 四 頁 許り 書いた ノ ー 卜が あります。 是 から 御 話 をす る 事 は 此三四 頁の 内容に § ぎんの？ あ 

ります から、 すらく と 遣って 仕舞 ふと 十五 分 位です ぐ 湾んで 仕舞 ふ o いくら g 一 5;- する 寅說 でも 夫で ま餘 

り 情ない 力ら 此三四 頁 を 口から 出 まかせに 敷衍して 進行して 行きます。 敷衍し かた を 豫め考 へて 居な、， 

から、 どこ を どっちへ 敷衍す るか 分らない。 時に よると 飛んだ 寄り道 をして、 出る 所へ も 出られす、 歸る 

所 ハも歸 4, ない 力 も 知れない と 云 ふ 頗る 心細い 敷衍 法 を 用 ひます。 のみなら す が 何だか 譯の 分らな、 

事 力ら 始まる 力 も 知れない から、 決して 驚いて はいけ ません。 いづれ 結末に は 美術と か文擧 とか 御 互に 緣 

の 深，：， 方面へ すり 落ちて 行く 事と 安心して 聽 いて 戴きたい。 II 唯今 正木 會 長の 御 演說 中に 市 氣匠氣 と 云 

ふ 語 力 ありまし たが、 私の 御 話 も 出立 地 こそ ほうつ として 何となく 稀 有の 思 は あるが、 落ち行く らまと 云 

ヱと、 是 でも 會 長と 一 所に、 市 氣匠氣 迄 行く 積り であります。 

先づ II 私は此 所に 立って 居ります。 さう して 貴所 方 は 其 所に 坐って 居られる。 私 は 低い 听に 立って g 

K。 あなた 力 は 高い 所に 坐って 居られる、 斯樣に 私が 立って 居る とい ふ 事と、 あなた 方が 坐って 居らる > 

と 云 ふ 事が II 事實 であります。 此事實 と 云 ふの を 他の 言葉で 現して 見樣 ならば 私 は^と 云 ふ もの、 あな 

た 方 は 私に 對 して 私 以外の ものと 云 ふ 意味であります。 もっと 六 かしい 表現 法 を 用 ひると 物我對 立と 云 ふ 

事實 であります。 卽ち 世界 は 我と 物との 相 待の 闢 係で 成立して 居る と 云 ふ 事になる .o あなた 方 も 定めて さ 

う 思 はれる であり ませう、 私 もさう 思うて 居ります C 誰し も左樣 心得て 居る ので ある。 それから 私が、 か 

うやって 此處に 立って 居り、 あなた 方が、 さう して、 其 所に 坐って 御座る と、 其 間に 距離と 云 ふ ものが あ 


る。 一間の 距離と か、 二 間の 距離と か 或は 十 間 二十 間 I- 此講 堂の 大 さは どの位あります か I 鬼に 角 幾 

坪 かの 廣 がりが あって、 其 中に 私が 立って 居り、 其 中に あなた 方が 坐って 居る ことになる。 此廣 がり を^ 

間と 申します。 (申さな くっても 御 承知で ある。) つまり はスぺ ー スと云 ふ f ，があって、 萬 物 は 其 中に 

各、 ある 蒗を 占めて 居る。 次に 今日の 演說は 一 時から 始まります。 さう して 何時， る 力 分り まば; が ま 

あ 何 寺 か 終る でせ う。 大骸は 日が 暮れる 前に 終る 事と 思 ひます。 私が かう やって 好 加 减な事 を 喋 舌って 

それが 濟 むと、 あとから 上田さん が 代って 又 面白い 講話が ある。 それから 散會 となる。 私の 講話 も 上田 

さんの 寅說 も皆經 過す る 事件で あり. まして、 此經過 は 時間と 云 ふ ものがなければ、 どうしても 起る 譯に參 

りません。 是も 明嘹な 事で 別段 改めて 申 上 ゆる 必要 はない。 最後に、 なぜ 私が 此所 にかう やって 出て 來て 

頻： 口 を 動かして 居る かと 云へば、 是は醉 狂 やき 数奇で 飛 出して 来たと 思 はれて は 少し 迷惑であります。 

そこに は * それ 相當な 因緣、 卽ち 先刻 申 上 ゆた 大村 君の 鄭重なる 御依賴 とか、 私の 安受 合と 力 受 合った 

あとの 義務 心と か、 色々 な 因緣が 和合した 其 結果 かくの 如く フロック コ ー トを 着て 參 りました ^關係 

を (人事、 自然に 通じて) 因果の 法則と 稱 へて 居ります。 

すると、 かう ですな。 此 世界に は 私と 云 ふ ものが ありまして、 所 方と 云 ふ ものが ありまして さう t 

C お、， 空間^ 中に 居りまして、 此 空間の 中で 御 互に 芝居 をし. まして、 此 芝居が 時間の 經 過で 推移して 此 

椎多が 因果の 法則で 纏められて 居る。 と 云 ふので せう。 そこで 夫に は先づ 私と 云 ふ ものが あろと 兌な けれ 

ズ ならぬ、 貴所 方が あると 見なければ ならぬ。 空間と 云 ふ ものが あると 見なければ ならぬ。 時間と 云 ふ も 

のが あると 見なければ ならぬ。 又 因果の 法則と 云 ふ ものが あって、 吾人 を 支配して 居る と 見なければ なら 

ん。 是は 誰も 疑 ふ もの は あるまい。 私 もさう 思 ふ。 

听が 能くく 考 へて 見る と、 それが 甚だ 怪しい。 餘程 怪しい。 通俗に は 誰も さう 考 へて 居る。 私 も 通俗 


にさう 考へ てるる。 然し 退いて 不通 俗に 考へ て 見る とそれ が 頗る^-笑 しい。 どうも さう でない らしい。 冋 

故 かと 云 ふと 元來此 私と 云 ふ —— かう して フ ロック n  i トを 着て 高 襟 をつ けて、 髭 を 生やして 嚴 然と 存在 

して 居る かの 如くに 見える、. 此 私の 正體が 甚だ 怪しい ものであります。 フロック も 高 襟 も 目に 見える、 手 

に镯れ ると 云 ふ 迄で 自分で ない に は 極って ゐる。 此手、 此足、 痒 ゆい ときには 搔き、 痛い ときには 撫でる 

此身體 が 私 かと 云 ふと、 さう も 行かない。 痒い 痛い と 申す 感じ は ある。 撫でる 搔 くと 云 ふ 心持ち は ある。 

然し 夫より 以外に 何 にもない。 ある もの は 手で もない 足で もない。 便宜の 爲に 手と 名 づけ 足と 名 づける 意 

識 現象と、 痛い 痒い と 云 ふ 意識 現象であります。 要するに 意 S1. は ある。 又 意識す る. と 云 ふ 働き は ある。 是 

丈け は糙 であります。 是 以上 は證明 する 事 は 出来ない が、 是 丈け は證明 する 必要 もない 位に 炳乎 として 爭 

ふ 可から ざる 事^であります。 して 見る と 普通に 私と 稱 して 居る の は客觀 的に 世の中に 實 在して 居る もの 

ではなく して、 只 意識の 連續 して 行く ものに 便宜上 私と 云 ふ 名を與 へたので あります。 何が 故に 平地に 風 

波 を 起して、 餘 計な 私と 云 ふ もの を 建立す るの が 便宜 かと 申す と、 「私」 と、 一 たび 建立す ると 其 裏に は、 

「貴所 方」 と、 私 以外の もの も 建立す る譯 になり ますから、 物 我の 區 別が 是で 付きます C そこが 人ら ざ ザ？ 

葛藤で、 又 必要な 便宜な のであります。 

かう 云 ふと、 私 は 自分 (普通に 云 ふ 自分) の 存在 を 否定す るの みならす、 かねて 貴所 方の 存在 を も 否定 

する 譯 になって、 斯樣に 大勢 傍聽 して 居られる にも 拘 はらす、 有れ ども 無き が 如くで 甚だ 御氣の 毒の 至り 

であります。 御腹 も 御 立ちになる でせ うが、 根本的の 議論な の だから、 先づ 議論と して 御聽 きを 願 ひたい。 

根本的に 云 ふと 失禮 な申條 だが 貴所 方 は 私 を 離れて 客觀 的に 存在して は 居られません。 II 私 を 離れて と 

申した が、 其 私さへ 所謂 私と して は 存在 しないの だから- 況んゃ 貴所 方に 於ても やであります。 いくら 怒 

られて も 駄目であります。 貴所 方 は そこに 御座る C 御座る と 思って 御座る。 私 もま あ j 寸 さう 思って 居 ま 


す。 居ます 事 は、 居ます が 只 かりに さう 思って 差し 上け る 迄の 事であります。 と 云 ふ もの は、 いくら それ 

以上に 思って 上け たくても 夫 丈の 證據 がない の だから 仕方-かありません。 普通に 物の 存在 を 確め るに は 先 

づ 眼で 見ます かね。 眼で 見た 上で 手で 觸れて 見る。 手で 觸れた あとで、 嗅いで 見る、 或は 舐めて 見る I 

貴所 方の 存在 を 確め るに は 夫 程手數 はか、 らぬ かも 知れぬ が。 けれども 前に も 申した 通り 眼で 見樣 が、 耳 

でき かう が、 根本的に 云へば、 只 視覺と 聽覺を 意識す る 迄で、 此 意識が 變 じて 獨 立した 物と も、 人と もな 

5 ん ぼたん 

り樣譯 がない。 見る ときに 觸るゝ ときに、 黑ぃ 制服 を 着た、 金 釦の學 生の、 姿 を、 私の 意識 中に 現象と し 

てあら はし 來 ると 云 ふ 迄に 過ぎない のであります C 是を 外にして あなた 方の 存在と 云 ふ 事實を 認める こと 

が 出來樣 害がない。 すると 煎じ詰めた 所が 私 もなければ、 貴所 方 もない。 ある もの は、 眞 にある もの は、 

只 意識ば かりで ある。 金釦 が^に 映す る、 畲釦を 意識す る。 講堂の 天井が 黑く なって 居る、 其 黑ぃ所 を 意 

識 する。 I, 是は惡 口ではありません。 美術 舉 校の 天井が 黑 いと 云 ふので はない、 只黑 いと 意識す るので、 

客觀的 存在 は 認めて 居らん 惡ロ だから 構 はないで せう。 

まづ是 丈の 話であります。 すると 通俗の 考へを 離れて 物 我の 世界 を 見た所で は、 物が 自分から 獨 立して 

現存して 居る と 云 ふ 事 も 云へ す、 自分が 物 を 離れて 生存して 居る と 云 ふ 事 も 申されない。 換言して a ると 

己れ を 離れて 物 はない、 又 物 を 離れて 己 はない 害と なります から、 所謂 物 我なる もの は 契合 一致し なけれ 

ばなら ん譯 になります。 物 我の 二字 を 川 ひるの は旣に 分り 易い 爲 めに する のみで、 根本 翁から 云 ふと、 實 

は此兩 面を區 別し 樣 がない、 區別 する 事が 出來ぬ ものに 一致 杯と 云 ふ 言語 も 必要で はない のであります。 

いのち 

だから 只 明かに 存在して 居る の は 意識であります。 さう して 此 意識の 連 續を稱 して 俗に 命と 云 ふので あり 

ます。 

連 續と云 ふ 字 を 使用す る 以上に 意識が 推移して 行く と 云 ふ 意味 を 含んで 居って， 推移と 云 ふ 意味が ある 


以上 は (一 ) 意識に 箪 位がなければ ならぬ と 云 ふ 事と (一 一) 此單 位が 互に 消長す ると 云 ふ 事と (三) は 消 

長が 分明で ある 位に 單位 意識が 明嘹 でなければ ならぬ と 云 ふ 事と (四) 意識の 推移が ある 法則に 支配 せら 

る、 やと 云 ふ 事になります から、 問題が 餘程込 入って 來 ますが、 今 はそんな 面倒な 事 を 御 話す る 場合で な 

いから、 諸君^ 御 研究に 一 任す る 事と して 講話 を 進めます。 尤も 今 申した 四ケ條 のうち、 意識 推移の 原則 

に 就て は 私の 「文學 論」 の 第五 篇に 不完全ながら 自分の 考へ丈 は 述べて 置きました から、 御 参考 を 願 ひた 

いと 思 ひます。 序に 「文 學論」 も 一 部 宛 御 求め を 願 ひたいと 思 ひます。 —— とに 角 意識が ある。 物 もない、 

我 もない かも 知れない が 意識 丈は糙 にある。 さう して 此 意識が 連鎮 する。 何故 連績 する か は哲學 的に 又は 

進化 的に 說 明が 付く にしても、 付かぬ にしても 連續 する のは馐 であろ から、 之 を 事 實 として 歩 を 進めて 行 

そこで 一 寸 留まって、 此 講話の 冒頭 を 顧みる と少々 妙であります。 最初に は 私と 云 ふ ものが あると 申し 

ました。 貴所 方 も 糙に御 出になる と 申しました。 さう して、 御 互に 空間と 云 ふ 怪しい もの、 中に 這入り込 

んで、 時間と 云 ふ 分らぬ もの、 流れに 掉 さして、 因果 s 法則と 云 ふ 恐ろしい ものに 束縛 せられて、 ぐうぐ 

う 云って 居る と 申しました。 所が 不通 俗に 考 へた 結果に よると 丸で 反對 になって 仕舞 ひました。 物 我 杯と 

云 ふ 關門は 最初から ない 事に なりました。 天地 卽ち 自己と 云 ふえら い 事に なりました。 いつの 間に かう 豹 

變 したの か 分らない が、 全く 矛盾して 仕舞 ひました。 (空間、 時間、 因果律 も 矢 張 此豹變 のうちに 含んで 

居ます。 それ は 講話の 都合で 後 廻し にしました から、 今に 段々 わかります r) 

何故 こんな 矛盾が 起った の だら うか。 能く 考へ ると 何にもな いのに、 通俗で は 森 羅萬象 色々 な ものが 掃 

蕩 しても 掃蕩し きれぬ 稈雜 然として 宇 { 由に充 扨して 居る。 戸張 君で はない が 天地 前に あり、 竹 風 こ、 にあ 

りと 云 ひたくなる 位であります。 ill 何 故 こんな 矛盾が 起った ので あらう か。 これ は 颇る大 問 超で ある。 


面倒に 六 かしく 論じて 来たら 大分 暇が か、 り ませう。 私 は 必要 上、 極く 粗末な 所 を、 甚だ 短い 時間 2 に 御 

話しす るので あるから、 無論 豪い 哲擧 者な どが 聞いて 居られたら、 不完全 だと 云って 攻擊 せられる だら ラ 

と 思 ひます。 然し 此 短い 時間 內に、 こんな 大袈裟な 問題 を片 づける の だから、 無論 完全な 事 を 云ふ箦 がな 

い、 不完全 は 無論 不完全 だ. が、 あの 度胸が 感心 だと 賞め て 戴きたい。 尤も 時間 はいくら でも 與へ るから、 

もっと 立派に 言へ と 注文 されても 私の 手際で は覺 束ない かも 知れない。 まあ 丁度 宜 いのです。 

一 どうして、 こんな 矛盾が 起る かと 云 ふ 問題に 對 して、 只  一 口に 說 明して 仕舞へば 譯 はない。 前に 申す 通 

り 吾々 の 生命 は. —— 吾々 と 云 ふと 自他 を 樹立す る 語弊 は あるが 暫 らく 便宜の 爲 めに 使用し ます  吾々 の 

生命 は 意識の 連續 であります。 さう して どう 云 ふ もの か 此連績 を切斷 する 事 を 欲しない のであります。 他 

の 言葉で 云 ふと 死ぬ 事 を 希望 しないので あります。 もラ 一 つ 他の 言葉で 云 ふと 此連續 をつ W けて 行く 事が 

大好きな のであります。 何故 好む かとなる と 說明は 出来ない。 誰が 出て 来ても 說明は 出来ない。 只 それが 

事實 であると 認める より 外に 道 はない。 勿論 進化論者に 云 はせ ると 此 願望 も 長い間に 馴致 發展 し來 つたの 

だと 幾分 か 其發展 s 順序 を 示す 事が 出來 るか も 知れない。 と 云 ふ もの はそんな 傾向 を 有って 居らない 樣な 

もの、 其の 傾向に 應 じて 世の中に 處 して 来なかった もの は 皆 死んで 仕舞った ので、 今殘 つて 居る 奴 は 命の 

欲しい 慾 張り 許りにな つたの だと 論す る 事 も出來 るからで あります。 御 互の 樣に 命に 就て は 極めて 執着の 

多い、 奇麗で ない、 思 ひ 切りの わるい 連中が、 かう して ぴん くして 居る 樣な譯 かも 知れません。 是 でも 

多少の 說 明に はなります。 然し もっと 進んで 此 傾向の 大 原因 を 極め 樣 とすると 駄目であります。 萬 法 一 に 

歸す、 一 何れの 所に か歸 すと 云 ふ樣な 禪擧の 公案 工夫に 似た もの を 指定し なければ ならん 樣 になります。 

ショ ぺ ン ハ ゥヮ— と 云 ふ 人 は 生 欲の 言動 的 意志と 云 ふ 語で 此 傾向 を あら はして 居ります。 まことに 重寶な 

文句であります。 私 も 一 寸拜 借し やうと 思 ふので すが、 前に 述べた 意識の 連續 以外に こんな 變 挺な もの を 


建立す ると、 意識の 連續 以外に 何にもな いと 申した 言質に 對 して 申譯が 立ちません から， 殘 念ながら やめ 

に 致して、 此 傾向 は 意識の €： 容を 構成して 居る 一 部分 卽ち屬 性と 見做して 仕舞 ひます。 さう して r 此 傾向」 

と 云 ふ 樣な槪 念 は 抽象の 結果， 餘程發 達した 後に 「此 傾向」 として 放出した ものと 認める のであります。 そ 

れは、 とも 角 も 「吾人 は 意識の 連續を 求める」 と 云 ふ 事 丈 を 事實 として 受け とらねば ならん のであります 0 

もっと 明 嘹に云 ふと 「意識に は 連續的 傾向が ある」 と 云 ひ 切って 之 を事實 として 受けと るので あります。 

意識と 云 ひ、 連 續と云 ひ、 連續的 傾向と 云 ふと 其う ちに 意識の 分化と 云 ふ 事と 統一 と 云 ふ 事 は 自然と 含 

まって 居ります。 旣に 連續と ある 以上 は 甲と こと 連續 したと 云 ふ 事實を 意識せ ねばならぬ、 卽ち 甲と乙と 

差別が つく 程に 兩 意識が 明嘹 でなければ なりません。 差別が つくと 云 ふの は、 同時に 同じ 意識 若く は 類似 

の 意識 を統 一 し 得る と 云 ふ 意味と 同じ 事になります。 例へ て 見れば 視覺 とな づける 意識 は、 分化の 結果、 

觸覺ゃ 味覺と 差別が つくと、 同時に あらゆる 視覺的 意識 を統 一 する 事が 出來て 始めて 出來る 言語で ありま 

す。 意識に 是 丈の 分化 作^が 出來 て、 其 分化した 意識と、 眼球と 云 ふ 器械 を 結びつけて、 此 種の 意識 は 眼 

球が 司 どるの だと 思 ひつく。 しばらく 視覺の 意識と 眼球の 作用 を 混同して 云 ふと、 昔し 分化 作用の 行 はれ 

ぬう ち は 視力 は必 すし も 眼球に 集中して 居らなかった らう。 私 も 遠い昔で は、 からだ 全 體で物 を 見て ゐた 

かも 知れぬ、 或は 脊 中で 物 を 舐めて ゐた かも 知れぬ： 眼 耳鼻 舌と 分業が 行 はれ 出した の は、 つい 近頃の 事 

であると 思 ひます。 かう 分業が 行 はれ だすと 融通が 利かなくなります。 一寸 舌癌に か 、 つたから と 云 ふて 

踵で 钣を食 ふ 譯には 行かす、 不幸に して 痳疾を 患 ひたから と 申して. M で ffl を辨 する 事が 出來. なくなり まし 

た。 甚だ 不都合であります。 然し 意識の 連 續と云 ふ 以上 は、 I 連績の 意義が 明瞭になる 以上 は， ！- 連 

續を形 ちづく る 意識の 內容 が明嘹 でなければ ならぬ 害であります。 明嘹 でない 意識 は連續 して 居る か、 連 

續 してるな いか 剌 然しない。 つまり 吾人の 根本的 傾向に 反する。 否 意識 そのもの ゝ 根本的 傾向に 反する の 


であります。 意識の 分化と 統 一 とは此 根本的 傾向から 自然と 發展 して 參 ります。 向後 どこ 迄 分化と 統一 が 

行 はれる か 殆んど 想像が つかない。 而 して 之に 應 する 官能 もどの 位複雜 になる か 分りません。 今日で は 目 

に 見えぬ もの、 手に 觸れる 事の 出來ぬ もの、 或は 五感 以上に 超然たる ものが 次第に 意識の 舞臺に 上る 事で 

あら 5 と 思 ひます から、 先 づ氣を 長く して 待って 居たら 宜 からう と 思 ひます。 

もう 一遍 崧 返して 「意識の 連賴」 と， S. します。 此句を 割って 見る と 意識と 云 ふ 字と 連 ！i と 云 ふ 字に なり 

ます。 かう して 意識の 內容の 如何と、 此連續 の 順序の 如何と 一 一つに 分れて 問題 は 提起され る譯 であります。 

是を 合すれば、 如何なる 内容の 意識 を 如何なる 順序に 連續 させる かの 問題に 歸着 します。 吾人が 此 問題に 

逢着した とき —— 吾人 は 必す此 問題に 逢着す るに 相違ない。 意識 及 其 連續を 事實と 認める 裏に は 旣に此 問 

題 か 含まれて 居ります。 さう して 此 問題の 裏面に は 選 擇と云 ふ 事が 含まれて 居ります。 ある 程度の 自由が 

ない 以上 は、 又 幾分 か選擇 の餘裕 がないならば 此 問題の 出樣笞 がない。 此 SI 题が 出る のは此 問題が 一通り 

以上に 鮮诀 され 得る からで ある。 此鮮 決の 標準 を 理想と いふので あります。 之 を 纏めて 一 口に 云 ふと 吾人 

は 生きたい と 云 ふ 傾向 を 有って ゐる。 (意識に は 連續的 傾向が あると 云 ふ 方が 明確 かも 知れぬ が。) 此傾 

向から して 選擇が 出る。 此選擇 から 理想が 出る。 すると 今迄 は 只 生きれば い、 と 云 ふ 傾向が 發展 して、 あ 

る 特別の 意義 を 有する 命が 欲しくなる。 卽ち 如何なる 順序に 意識 を連賴 させ 樣か、 又 如何なる 意識の 内容 

を 選ばう か、 理想 は此 二つに なって 漸々 と發展 する。 後に 御 話 をす る 文 舉 者の 理想 もこ、 から. 出て 參 るの 

であります。 

次に 連 續と云 ふ 字義 をもう 一遍 吟味して 見ます と、 前に も 申す 通り、 は、 ぁ連續 して 居る 哩と 相互の 區 

別が 出來る 位に、 連續 しつ、 ある 意識 は 明瞭で なければ ならぬ 害であります。 さう して、 かやう に區 別し 

得る 程度に 於て 明嘹 なる 意識が、 新隊 代謝す ると 見る と、 甲が 去って こが 來 ると 云 ふ 順序がなければ なら 


ぬ箦 であります。 順序が あるから に は 甲 こが 共に 意識せられ るので はない。 甲が 去った 後で、 乙 を 意識す 

るので あるから、 乙 を 意識して 居る とき は 旣に屮 は 意識して 居らん 譯 です。 それに も拘 はらす E- と 乙と を 

區別 する 事が 出來 るなら ば、 明嘹 なるこの 意識の 下に は、 比较的 不明 嘹かは 知らぬ が、 矢張り 甲の 意識が 

存在して 居る と 見做さなければ なりません。 俗に 此 不明瞭な 意識 を稱 して 記憶と 云 ふので あります。 だか 

らして 記憶の 最高 度 は 尤も 明嘹 なる 上 暦の 意識で、 その 最低 度 は 尤も 不明 嘹 なる 下歷の 意識に 過ぎん ので 

あります。 

すると 意識の 連續は 是非共 記憶 を 含んで 居らねば ならす、 記憶と いふと 是非共 時間 を 含んで 來 なければ 

ならなくなります。 からして 時間と 云 ふ もの は 内容の ある 意識の 連賴を 待って 始めて 云 ふべき 事で、 之と 

閼係 なく 時間が 獨 立して 世の中に 存在す る もので はない。 換言すれば 意識と 意識の 問に 存 する 一 種の 關係 

であって、 意識が あって こそ 此閼 係が 出る のであります。 だから 意識 を 離れて 此關 係の みを獨 立させる と 

云 ふ 事 は 便宜上の 抽象と して 差 支ない が、 それ 自身に 存在す る ものと 見る 譯 には參 りません。 丁度 こ/' に 

ある 水 指の なかから 白い 色 丈 をと つて、 さう して 物質 を 離れて 白い 色が 存在す ると 主張す る樣な もので あ 

ります。 一 寸考へ ると 時間と 云 ふ ものが 流れて 居て、 其 永劫の 流れの なかに 事件が 發展 推移す る樣に 見え 

ますが、 それ は 前に 申した 分化 統一の 力が、 こ、 迄 進んだ 結果 時間と 云 ふ もの を 抽象して 便宜上 之に 存在 

を 許した との 意味に 外な らんので あります。 蘅 薇の 中から 香水 を 取って、 香水のう ちに 薔薇が あると 云つ 

た樣な 論鋒と 思 ひます。 私の 考 へで は 薔薇の なかに 香水が あると 云った 方が 適 當と思 ひます。 尤も 此 時間 

及び あとから 御 話 をす る 空間と 云 ふの は 大分 六づ かしい 問題で、 哲擧 者に 云 はせ ると 大變八 釜し いもので 

あります から、 私の 樣な 粗末な 考へを 好い加減に 云 ふ 時 は、 あまり 御 信じに ならん 方が よい かも 知れ ませ 

ん が， —— 然し あまり 信じな くっても いけません。 ま づ演說 の 終る 迄 信じて 居って、 御宅へ 御歸 りになる 


頃に 信じなくなる のが 丁度い ， 加減で あらう と 思 ひます。 

次に 今 云 ふ 意識の 連續 —— 卽ち 甲が 去って こがくる ときに、 かう 云 ふ 場合が ある。 先 づ甲を 意識して、 

それから こ を 意識す る。 今度 は 其 順 を 逆にして、 こ を 意識して から 甲に 移る。 さう して 此兩 つの もの を 意 

識 する 時間 を 延ばしても 縮めても、 兩 意識の 關 係が 變ら ない。 すると 此關係 は 比較的 時間と 獨 立した 關 係 

であって、 しかも ある 一定 S 闢係 であると 云 ふ 事が わかる。 その 時に 吾人 は 之 を 時間 S 關 係に 歸 着せし む 

る 事が 出來 ない 事 を 悟って、 之に 空間 的關 係の 名を與 へる のであります。 だからして 是も兩 意識の 間に 存 

する 一 種の 關 係であって、 意識 其 物 を 離れて 空間なる ものが 存在して 居る 害がない。 窣間 自存の 溉 念が 起 

るの は 矢張發 達した 抽象 を 認めて 實 在と 見做した 結果に 外ならぬ。 文法と 云 ふ もの は 言葉の 排列 上に 於け 

る 相互 S 關係を 法則に まとめた ものであるが、 小兒は 文法が あって、 夫から 文章が ある 樣に考 へて るる。 

文法 は 文章が あって、 言葉が あって、 其 言葉の 關係を 示す ものに 過ぎん の だからして、 文法 こそ 文章のう 

ちに 含まれて 居る と 云って 然るべ きで ある 如く 穴 H 間の 槪念 も具體 的なる 兩 意識のう ちに 含まれて 居る と 云 

つても よろしい と 思 ふ。 それ を 便宜の 爲 めに 抽象して 離して 仕舞って 廣ぃ 空間 を 勝手次第に 拋り 出す と * 

無邊 際のう ちに ほつ りくと 物が 散點 して 居る 樣な 心持ちになります。 尤も 此窣 間： i も. K 分 難物の 樣で、 

二 ュ ー トンと 云 ふ 人 は 空間 は客觀 的に 存在して 居る と 主張した さう です し、 カント は直覺 だと か 云った さ 

うです から、 私の 云 ふ 事 は、 あまり 當に はなり ません。 あなた 方が 當に なさらんでも * 私 は^に さう 思つ 

てるんだ から 毫も 差 支はありません。 只 自分 丈で、 さう 思って 居れば 濟む事 を、 斯樣に 何の 彼のと 申し 上 

ゆるの は、 演說 を御賴 みに なった 因果で 已を 得す 申し 上け るので、 もし 之 を 申し 上け ない と、 いつ 迄 立つ 

て も 文 學談に 移る 事 は 出来ない のであります。 

偖 抽象の 結果と して、 時間と 空間に 客觀的 存在 を與 へる と、 之 を 有意義なら しむる 爲 めに 數と云 ふ もの 


を 製造して、 此兩 つの もの を 測る 便宜 法を講 する のであります。 世の中 に^に 數と云 ふ樣な 閒の拔 けた 實 

質の ない もの は甞て 存在した 試しがない。 今でもありません。 数と 云 ふの は 意識の 内容に 闢 係な く、 只 其 

連 續的關 係 を 前後に 左右に 尤も 簡單 に 測る 符牒で、 こんな 正體 のない 符牒 を 製造す る に は餘程 骨が 折れた 

らう と 思 はれます C 

それから 意識の 連續 のうちに、 二つ もしくは 二つ 以上、 いつでも 同じ 順序に つながって 出て 來る のが あ 

ります。 甲の 後に は必す こが 出る。 いつでも 出る。 順序に 於て 毫も 變る 事がない。 すると 此ー 種の 闊 係に 

對 して 吾人 は 因果の 名 を與へ るの みならす、 此閼係 丈 を 切り離して 因果の 法則と 云 ふ もの を揑 造す るので 

あります。 揑 造と 云 ふと 妙な 言葉です が、 實際 あり もせぬ もの をつ くり 出す の だから 揑 造に 相違ない。 意 

識 現象に 附着し ない 因 菜 はからの 因果であります。 因 粟の 法則 杯と 云 ふ もの は 全くからの もので、 矢張り 

便宜上の 假定に 過ぎません。 之 を 知らないで 天地の 大法に 支配 せられて …… 杯と 云って 濟 ましてる るの は、 

自分で 張子の 虎 を 造って 其 前で 慄へ て ゐる樣 な ものであります。 所謂 因果 法と 云 ふ もの は 只今 迄が 斯うで 

あつたと 云 ふ 事 を 一 目に 見せる 爲 めの 索引に 過ぎん ので、 便利で は あるが、 未 來に此 法 を 超越した 連續が 

出て 來 ない 杯と 思 ふの は 愚の 極であります。 夫 だから、 よく 分った 人 は 俗人の 不思議に 思 ふ 樣な事 を 毫も 

不思議と 思 はない。 今迄 知れた 因果 以外に いくらでも 因果が あり 得る もの だと 承知して るるからで ありま 

ひるめし 

す。 ド ンが 鳴る と必 す晝 铋 だと 思 ふ 連中と は少々 逮 つて 居ます。 

こ、 いらで 前段に 述べた 事を總 括して 置いて、 夫から 先へ 進行し 樣と思 ひます。 (一 ) 吾々 は 生きたい 

ねんく 

と 云 ふ 念々 に 支配 せられて 居ります。 意識の 方から 云 ふと、 意識に は 連續的 傾向が ある。 (一 一) 此倾 向が 

選擇を 生す る。 (三) 選擇が 理想 を 孕む。 (四) 次に 此理 想を實 現して 意識が 特殊なる 連續的 方向 を 取る。 

(五) 其 結果と して 意識が 分化す る、 明瞭になる、 統一 せられる。 (六) 一 定の閼 係 を 統一 して 時 問に 客 


親 的 存在 を與 へる。 (七) 一定の 關係を 統一して 空間に 客觀的 存在 を與 へる。 (八) 時間、^ 間 を 有意義 

ならしむ る爲 めに 數を袖 象して 之 を 使用す る。 (九) 時間 内 に 起る 一 定の連 續を統 一 して 因果の 名 を附し 

て、 芮果の 法則 を 抽象す る。 

まづ ざっと、 斯んな ものであります。 して 見る と{ 仝 間と 云 ふ もの も 時間と 云 ふ もの も 因果の 法 刖と云 ふ 

もの も 皆 便宜上の 假定 であって、 眞實に 存在して 居る もので はない。 是は 私が さう 云 ふので す。 諸君が さ 

5 でない と 云へば 夫で も宜 い。 御隨 意で ある。 鬼に 角 今日 丈 はさう 假定 したい もの だと 思 ひます。 夫で な 

いと 話が 進行し ません。 何故 こん な餘 計な 假定を し て 平 氣で居 るかと 云 ふと、 そこが 人間の 下司な 了簡で 、 

我々 は 只 生きたい くとの み考 へて 居る。 生きさへ すれば、 どんな 噓 でも 吐く、 どんな 間違で も 構 はす 遂 

44 こと 

行す る、 眞に淺 間し いもの どもであります から、 空間が あると しないと 生活 上 不便 だと 思 ふと、 すぐ 空間 

を揑 造して 仕舞 ふ。 時間がない と 不都合 だと 勘づく と、 よろしい、 夫ぢゃ 時間 を 製造して やらう と、 すぐ 

時間 を 製造して 仕舞 ひます。 だから 色々 な 抽象 や 種々 な假定 は、 みんな 脊に腹 は 代 へられぬ 切な さの 餘り 

まこと 

から 割り出した 嘘であります。 さう して 嘘から 出た 眞實 であります。 如何に 此噓が 便宜で あるか は、 何年 

しんじつ 

となく 噓を つき 習った、 末世 澆季の 今日で は、 私 も 此噓を 眞實と 思 ひ、 あなた 方 も 此噓を 眞實と 思って、 

誰も 怪しむ もの もな く、 疑 ふ もの もな く * 公々 然 憚る 所な く、 假 定を實 在と 認識して 嬉しがって 居る ので 

も 分ります。 貧して 鈍す とも、 窮 すれば 濫す とも. & して、 生活難に 追 はれる とみんな かう 堕落して 參りま 

す。 要するに 生活 上の 利害から 割り出した 嘘 だから、 大晦日に 女郞 のこ ほす 淚と 同じ 位な 實は 含んで 居り 

ます。 なぜと 云って 御覽 なさい。 もし 時間が あると 思 はなければ、 又 時間 を 計る 數と云 ふ ものがなければ、 

土曜に 演說を 受け合って 日曜に 來る かも 知れない。 御 互の 損になります。 空間が あると 心得なければ、 又 

空間 を 計る 數と云 ふ ものがなければ、 電車 を 避ける 事 も 出来す、 二階から 下りる 事 も 出来す、 交番へ 突き 


當 つたり、 犬の 尾 を 踏んだり、 甚だ 嬉しくない 結果になります。 普通に 知れ渡った 冈果の 法 刖も此 通りで 

あります。 だから 凡て 是 等に^! 在の 權利 を與 へない と 吾 身が 危うい のであります。 わが 身が 危うければ ど 

んな 無理な 事で もしなければ なりません。 そんな 無法が ある もの かと 力 味で 居る 人 は 死ぬ 許であります。 

だから 現今 びん-く 生息して 居る 人間 は 皆 不正直 もので、 律義な 連中 はとく の 昔に、 汽車に 引かれたり、 

川へ 落ちたり、 -巡杳 にっか まったり して、 悉く 死んで 仕舞った と 御 承知に なれば 大した 間違はありません。 

旣に 空間が 出來、 時間が 出来れば 意識 を 割いて 我と 物との 二つに する 事 は 容易であります。 容易な 所の 

騷ぎぢ やない。 實は 我と 物を區 別して 之 を 手際よ く 安置す る爲に 空間と 時間の 御堂 を 建立した も 同然で あ 

る。 御堂が 出 來るゃ 否や 待ち 構へ て 居た 我々 は 意識 を 攫んで は 抛け、 攫んで は 抛け、 恰も 粟 餅屋が 餅 をち 

ざって 黃ナ粉 S 中へ 放り込む 樣な 勢で 拋ゅ つけます。 此黄ナ 粉が 時間 だと、 過去の 餅、 現在 S 餅、 未来の 

餅になります。 此黃ナ 粉が 空間 だと、 遠い 餅、 近い 餅、 こゝの 餅、 あすこの 餅になります。 今でも 私の 前 

にあな た 方が 百 五十人 許りな らんで 居られる。 是 は失禮 ながら 私が 便宜の 爲、 そこへ 拋ゅ 出した ので あり 

ます。 旣に 空間の 出來た 今日で あるから、 噓 にもせ よ 折角 出来 上った もの を 使 はな いのも 寶の持 腐れで あ 

るから、 都合に より、 ぴ しゃく 投出 すと 約 百餘人 ちゃんと、 そこに 行儀よ く 竝んで 居られて 至極 便利で 

あります。 投 ゆると 申す と 失敬に 當 ります が、 粟 餅と は 認めて 居ない の だから、 大した 非 鱧に はなるまい 

と 思 ひます o 

此 放射 作 川と 前に. & した 分化 作用が 合倂 して 我 以外の もの を、 箪に我 以外の ものと して 置かないで、 之 

に 色々 な 名 稱を與 へて 互に 區 別す る樣に なります。 例へば 感覺 的な ものと 超 感^的な もの (あるかな いか 

知らないが 幽靈 とか 神と か 云 ふ 正體の 分らぬ もの を 指す のです) に 分類す る。 其 感覺 的な もの を 又 眼で 見 

ろ 色 や 形、 耳で 聽く音 や 響、 鼻で 嗅ぐ 香、 舌で しる 味 杯に 區別 する C 此の 如く 區 別され たもの を、 また 段 


段に 細かく 割って 行く。 分化 作用が 行 はれて、 感覺 が銳敏 になれば なる 程此區 別は微 精に なって 來 ます。 

のみなら す 同 一 に統 一 作用が 行 はれる からして、 一 方で は 草と なり、 木と なり、 動物と なり、 人間と なる 

のみなら す。 草は蓳 となり、 蒲公英と なり、 櫻 草と なり、 木は栴 となり、 桃と なり、 松と なり、 檜と なり、 

動物 は 牛、 HT 猿、 犬、 人間 は士、 農、 ェ、 商、 或は 老、 若、 男、 女、 もしくは 贵、 賤， 長、 幼、 賢、 愚、 

正、 邪、 いくらでも 分岐して 來 ます。 現に 今日で も 植物 學 者の 見分け 得る 草 や 花の 種類 は 殆んど 吾人の 幾 

百倍に 上る であらう と 思 ひます。 又 諸君の 樣な畫 家の 鑑別す る 色 合 は 普通人の 何十 倍に 當 るか 分らんで せ 

5。 それ も 何の 爲 めかと 云へば、 元に 還って 考 へて 見る と、 つまり は、 うまく 生きて 行かう の 一念に、 此 

分化 を 促された に過ぎないので あります。 ある 一 種の 意識 連續を 自由に 得ん が爲 めに (選 擇の區 域に 出来 

得る 丈の 餘裕 を與 へんが 爲 めに) あらかじめ 意識の 範 圍を廣 くす ると 云 ふ 意味に 外な らんので あります。 

私共 は どの 草 を 見ても 皆 一 樣に靑 く 見える。 靑 のうちで 色々 な 種類 を 意識した いと 思っても、 如何せん 分 

化 作用が そこ 迄 達して 居らん から 皆無 駄目で ある。 少く とも 色に 就て 變 化に 富んだ 複雜の 生活 は 送れない 

事に 歸着 する。 盲 眼の 毛の 生えた ものであります。 情ない 次第 だと 思 ひます。 或る 評 家の 語に 吾人が 一 色 

を認 むる 所に 於て チ チア ンは 五十 色 を 認める とあります。 是は單 に畫家 だから 重寶 だと 云 ふ 許りで はあり 

ません。 人間と して 比較的 融通 S 利く 生活が 遂 けらる、 と 云 ふ 意味になります。 意識の 材料が 多ければ 多 

い 程、 選擇の 自由が 利いて、 ある 意識の 連續を 容易に 實行 出來る —— 、 卽ち 自己の 理想 を實 現し 易い 地位 

に 立つ —— 、 人と 云 はなければ ならぬ から、 融通の 利く 人と 申す のであります。 罩に色 許ではありません。 

例へば 思想の 乏しい 人の 送る 內 生涯と 云 ふ もの も 色に 於け る 吾々 と 同じく、 氣の 毒な 程 憐れな ものです。 

いくら 舍錢に 不自由がなくても、 いくら 地位 門閥が 高くても、 意識の 連 續は單 調で、 平凡で、 毫も 理想が 

なくて、 高、 下、 雅、 俗、 正、 邪、 曲、 直の 區別 さへ 分らなくて 昏々 濛々 として アミ— バの樣 な 生活 を 送 


ります。 こんな 連中 は 人間 さへ 見れば 誰も 彼 もみな 21 じ 物 だと 思って 働き かけます。 それ は 頭が 不明 棄な 

ん だから だと 注意して やる と、 却って 吾々 を輕 蔑したり、 篤 倒したり する から 厄介です —— . 然し 是 はこ、 

で 云 ふ 事で はない。 演說の 足が 滑って 泥 溝の 中へ 一 寸 落ちた のです。 すぐ 這 ひ 上がって 眞 直に 進行し ます Q. 

吾人 は 今 申す 通り 我に 對 する 物 を 空間に 放射して、 分化 作 川で 之 を 精細に 區 別して 行きます。 同時に 我 

に對 しても 亦 同樣の 分化 作 川 を發展 させて、 身體と 精神と を區 別す る。 其 精神 作用 を 知、 情、 意、 の 三に 

區 別し ます。 それから 此知を 割り、 情 を 割り、 其 作用の 特性に よって 又 色々 に 識別して 行きます。 此方 面 

は 主として 心理 擧 者と 云 ふ ものが 專門 として 擔 任して 居る から、 此 等の 人に 聞く のが 一 番 わかり 易い。 尤 

も 心理 舉 者の やる 事 は 心の 作用 を 分解して 袖 象して 仕舞 ふ 弊が ある。 智 情意 は當を 得た 分類 かも 知れぬ が、 

三つの 作 川が 各獨 立して、 他と 交涉 なく 働いて 居る 者ではありません。 心の 作 ffl は どんなに 立 入つ て^か 

ぃ點に 至っても， 之 を全體 として 見る と 矢張り 知情意の 三つ を 含んで 居る 場合が 多い。 だから 此三 作刖を 

裁 然と 區 別す るの は 全く 便宜上の 抽象で ある。 此柚象 法 を 用 ひないで， しかも 極度の 分化 作 ffl による 微細 

なろ 心の 働き (全體 として) を寫 して 人に 示す の は 重に 文學 者が やって 居る。 だから 文 g. 者の 仕^も 此分 

化發展 につれ て 段々 と、 朦朧たる もの を 明嘹に 意識し、 意識した る もの を 仔細に 區 別して 行きます。 例へ 

ば 昔の 竹 取 物語と か、 太平 記と か を 見る と、 色々 な 人間が 出て 來 るが みんな 同じ 人間の 樣 であります 0 西 

鶴 杯に 至っても 矢張り さう であります。 つまり あ ， 云 ふ 著者に は 人間が 大抵 同樣に ほうつ と 見えた ので あ 

り ませう。 分化 作 ^ の發展 した 今日に なると 人間 観が さう 鷹揚で はいけ ない。 彼等の 精神 乍 用に 就、，' て敫 

な 細い 割り方 をして、 しかも 其 割った 部分 を 明細に 描寫 する 手際がなければ 畤 勢に 釣り合 はない。 それ 

丈の 眼識の ない ものが 人間 を寫 さう と 企てる の は、 恰も 色盲が 耠をか ， うと 發 心する 樣な もので 到底 成功 

はしない のであります。 晝を專 門に なさる、 あなた 方の 方から 云 ふと、 同じ 白色 を 出す のに 白紙の 白 さと、 


<K 卓 布の 白 さを區 別す る 位な 視覺 力がない と視 覺の發 達した 今日に 於て 充分 理想 通の 色 を 表現す る 事が 出 

來な いと 同樣の 意義で —！ 、 文學 者の 方で も 同性 質、 同 傾向、 同 境遇、 同年輩の 男で も、 其^に 微妙な 區 

別 を 認め 得る 位な 眼光がない と、 人 を視る 力の 發 達した 今日に 於て は、 性格 を描寫 し た^は 申されな いの 

であります。 從 つて 人閒を かく 文舉者 は、 單 に文擧 者で はならん、 要するに 人閒を 識別す る 能力が 發 達し 

た 人でなくて はならん のです。 進んだ る 世の中に、 尤も 進んだ る 眼識 を 具へ た 男 —— 特に 文舉 者と して 

はない、 一般人 間と してせ 方面に 立派な 腕前の ある 男で —— なければ 手 は 出せぬ 箸であります。 世の中 は 

さう 思って 居りません。 何の 小說 家が と、 小 說家を 以て 恰も 指物師 とか 經師屋 の 如く 箪に輋 を 舐って 衣食 

すろ 人の 樣に考 へて ゐる。 小說 家よりも 大學の 先生の 方が 遙 にえら いと 考 へて 居る。 内務省の 地方 局長の 

方が 猶遙 にえら いと 思って るる。 大臣 や 金 持 や 華族 樣は猶 々遙 にえら いと 思って るる。 妙な 事であります o 

もし 我々 が小說 家から、 人間と 云 ふ もの は、 こんな ものであると 云 ふ 新 事 實を敎 へられたならば、 我々 は 

我々 の 分化 作用の 徑路に 於て、 此小說 家の 爲 めに 一歩の 發展を 促されて、 開化の 進^に あたる 一 鼗の荆 棘 

く りき 

を 切り開いて 貰った と 云 はねば ならんだ らうと 思 ひます。 (小說 家の 功力 は此 一 點に 限る と 云 ふ 意味で は 

ない。 此ー 點を擧 けて 考へ て も 局長さん や 博士さん に 劣る もので ない と 云 ふので あります。) もし 諸君が 

そんな 小 說家は 現今 日本に 一 人 もないで はない かと 云 はれるならば、 私 はかう 答へ る。 それ は小說 家の 罪 

ではない。 現今 日本の 小說家 (私 も 其 一 人と 御 認めに なって よろしい) の 罪で ある。 局長に でもが ある 如 

く、 博士に でもが ある 如く" 小說 家に でもが あるの も 御互樣 と. & さねば ならぬ のであります —— 。 叉 泥箭 

の 中へ 落ちました。 

實は まだ 文 學の御 話 をす る 程に 講演の 歩 を 進めて 居らん のであります。 分化 作 川 を 述べ る 際につ い 口が 

滑って 文學者 ことに 小説家の 眼識に 論及して 仕舞った のであります。 だから 是を 以て 彼等の 使命の 全般 を 

四 I 


つくした と は 申されない。 前に も 云 ふ 通り 序-たから 分化 作用に 卽 して 彼等の 使命の 一 端 を擧 ゆた のに 過ぎ 

んの である。 從 つて 文 學全體 に 渉っての 御 話 をす る ときには 今少し 漑括 的に 出て 来なければ ならぬ 譯 です o 

是 から 追々 そこ 迄 漕ぎ 付けて 行きます。 

かく 分化 作用で、 吾々 は 物と 我と を 分ち、 物 を 分って 自然と 人間 (物と して 觀 たる 人間) と 超感覺 的な 

祌 (我 を 離れて 神の 存在 を 認める 場合に 云 ふので あります) とし、 我 を 分って 知、 情、 意の 三と します。 

此 我なる 三 作用と 我 以外の 物と を 結びつけ ると、 明かに 三の 場合が 成立し ます。 卽ち 物に 向って 知 を 働か 

す 人と、 物に 向って 情 を 働かす 人と、 それから 物に 向って 意 を 働かす 人であります。 無論 此三 作用 は元來 

獨 立して 居らん の だから、 こ ゝで知 を 働かし、 情 を 働かし、 意 を 働かす と 云 ふの は 重に 働かす と 云 ふ 意味 

で、 全然 他の 作 川 を 除却して、 それの み を 働かす と 云 ふ 積ではありません。 そこで 比う ちで 知 を 動かす 人 

あきら 

は、 物の 閼保を 明める 人で 俗に 之 を 哲學者 もしくは 科擧 者と 云 ひます。 情 を 働かす 人 は、 物の 關係を 味 は 

ふ 人で 俗に 之 を 文學者 もしくは 藝術 家と 稱 へます。 最後に 意 を 働かす 人 は、 物の 關係を 改造す る 人で 俗に 

之 を 軍人と か、 政治家と か、 豆腐屋と か、 大工と か號 して 居ります。 

斯樣に 意識の 3： 容が 分化して 來 ると、 s: 容の 連續も 多種 多樣 になる から、 前に 申した 理想， 卽ち 如何な 

る 意識の 連續を 以て 自己の 生命 を 構成し 樣 かと 云 ふ 選 擇の區 域 も 大分 自由になります。 ある 人 は 比較的 知 

の 作用の み を 働かす 意識 の 連績を 得て 生存 せんと 冀ひ、 遂に 學者 になります。 又 ある 人 は 比較的 情 を 働か 

す 意識の 連 續を以 て 生活の 内容と したいと 云 ふ 理想から と 5  く 文士と か、 畫家 とか、 音樂家 になって 仕 

舞 ひます。 义 ある 人 は 意志 を 多く 働かし 得る 意識の 連績を 希望す る 結果 百姓に なったり 。• 車 引に なったり 

—— 是 はたんと ないか も 知れぬ が、 軍 をしたり、 冒險に 出たり、 革命 を 企てたり する の は 大分 あるで せ-? o 

かく 人間の 理想 を 三 大別した 所で、 我々、 卽ち 今日 此の 席で 講演の 榮譽を 有して 居る 私と、 其 講演 を钾 


聽き 下さる 諸君の 理想 は 何で あるかと 云 ふと、 云 ふ 迄 もな く 第二に 屬 する ものであります。 情 を 働かして 

生活したい、 知 意 を 働かせた くないと 云 ふので はない が、 情 を 離れて 活 きて 居た くないと 云 ふの が 我々 の 

ft- 想であります。 然し 只 「情が 理想」 では 合點が 行かない。 御 互に 成程と 合點が 參る爲 めに は、 今少し 詳 

細に 「情 を 理想と する」 と は、 こんな もの だと 小 かく 割って 御 話し をし なければ なるまい と 思 ひます。 

情 を 働かす 人 は 物の 關係を 味 は うんだ と 申しました、 - 物の 關係を 味 は 5 人 は、 物の 關 係み-明めなくて は 

ならす、 又 場合によって は 此關係 を 改造し なくて は 味が 出て 來な いからして、 情の 人 はかね て、 知 意の 人 

でなくて はなら す、 文 藝家は 同時に 哲擧 者で 同時に 實行 的の 人 (創作家) であるの は 無論であります。 然 

し 關係を 明める 方 を專ら にす る 人 は、 明め 易く する ために、 味 はう 事の 出來 ない 程度 迄に 此關係 を 袖汆し 

て 仕舞 ふか も 知れません。 林檎が 三つ あると、 三と 云 ふ 闢係を 明かに さへ すれば よいと 云 ふので、 肝心の 

林擒は 忘れて、 只 三の 數 丈に 重き を 置く 樣に なります。 文藝 家に 取つ て も 11 係 を 明かに する 必要 は あるが、 

之 を 明かに する のは從 前より よく 此闢係 を 味 はい 得る 爲 めに、 明かに する の だからして、 いくら 明かに な 

るから と 云 ふて、 此關係 を 味 はい 得ぬ 程度 迄に 明かに して は； にもな らんので あります。 だから 三と 云 ふ 

關係を 知る の は 結構 だが 林檎と 云 ふ 果物 を 忘る ゝ 事 は 到 底文藝 家に は 出来ん のであります。 文藝 家の 意志 

を 働かす 場合 も 其の 通りであります。 物の 閼係を 改造す るの が 目的で はない、 よりょく 情 を 働かし 得る 爲 

に 改造す るので ある。 からして 情の 活動に 反する 程度 迄に 此閼係 を 新に して 仕舞 ふの は、 文藝 家の 斷 じて 

やらぬ 事であります。 松の 傍に 石 を 添へ る 事 は あるで せう が、 松 を 切って 湯 星に 賫拂ふ 事 は餘程 貧乏し な 

いと 出來惡 い。 折角の 松 を 一片の 烟 として 仕舞 ふともう、 情 を 働かす 餘地 がなくなる からであります。 し 

て^ると 文 藝家は 「物の 關係を 味 はう もの だ」 と 云 ふ 句の 意味が 聊か 明暸 になった 樣 であります。 卽ち物 

の 關 係 を 味 は ひ 得ん が爲 めに は、 其 物が どこ 迄 も具體 的でなくて はならぬ、 知 意の 働きで、 具 體 的の もの 


を 打ち 壞 して 仕舞 ふや 否や、 文 藝家は 此閱係 を 味 はう 事が 出来なくなる。 從 つて どこ 迄 も具體 的の ものに 

卽 して、 ^を 働かせる、 具體の 性質 を破壞 せぬ 範圍內 に 於て 知、 意 を 働かせる。 —— まづ かうな ります。 

すると 文^家 の 理想 は 到底 感覺 的な も の を 離れ て は 成立 せんと 云 ふ 事になります。 (此事 を 詳し く 論す 

ると 色々 の 疑問が 起って 來. ますが、 今 は 時間が ありま せんから 述べません。 先 づ大體 の 上に 於て 此命^ は 

確然た る 根據の ある ものと 御考 へに なって も 差 支 はなから うと 思 ひます。) 早い 話しが 無臭 無形の 神の 事 

でも か ゝ うとす ると 何 か感覺 的の もの を 借りて 來な いと 文章に も繪 にもな りません。 だから 舊約 全書の 祌 

樣ゃ 希臘の 神樣は みんな 聲 とか 形と か 或は 其 他の 感覺 的な 力 を 有して 居ます。 それ だから 吾人 文藝 家の 理 

想 は感覺 的なる 或 物 を 通じて 一 種の 情 を あら はすと 云 ふても 宜しから うと 存じます。 そこで 問 S は 一 一つに 

なります。 一 は感覺 的な ものと は 何 だと 云 ふ 問題で 一 一は 所謂 一 種の 情と は、 感覺 的な もの ， , どの 部分に 

よって、 どんな 具合に あら はされ るか 又 T 感覺 的な もの を 通じて」 と 云 ふの は感覺 的な もの を 使って、 此 

道具の 方便で ある 情 を あら はすと 云 ふ S か、 然ら すん ば感覺 的な もの、 それ 自身が 此情を あら はす 目的物 

かと 云 ふ 問題であります。 此 問題 を解釋 すると 文藝 家の 瑰 想の 分化す る 模樣が 尺 體見當 がっきます。 第一 

問の 解釋、 第二 問の 觯釋 として 順 を 追 ふて は 述べません が、 ロハ 秩序 を 立て、 分り 易く する 爲 めに 矢張り 一 

一 一の 番號を 振つ て說 明して 行きます。 

( 一 ) 私 は 最，； 1, 空間、 時間の 建立から して、 物 我の 一 一 世界 を 作る と 申しました。 其 物なる もの は 自然で 

ある、 人間で ある、 (單に 物と して 見た る) 神で ある (我 以外に 存在す ると すれば) と 申し. ました。 このう 

ちで 祌 は感覺 的な も ^でない から 問題に なりません。 も し文藝 に 神 が 出現す ると き は感覺 約な 或 物ん-通じ 

てく るの だから、 出現 するとしても、 他と 同じ 分類の なかに 這 入る からして 矢張り 問題に する 必要 はあり 

ません。 すると 殘る もの は 自然と 人間であります。 さう して 我々 は此 自然と 此 人間と に對 して 一 種 s:^ を 


有して 居ります。 換言すれば 感覺 的なる 自然と 感覺 的な ろ 人閒其 物の 色 合 やら、 線の 配合 やら、 大小 やら, 

比例 やら、 賈の軟 硬 やら、 光線の、 反射 具合 やら 彼等の 有する 音聲 やら、 凡て 此 等の 感^的なる ものに 對 

して 趣味、 卽ち 好惡、 卽ち 情、 を 有して 居ります。 だから 此 等の 感覺 的な 物の 闢係を 味 はふ 事が 出來 ます 0 

のみなら す 其う ちで 尤も 優れたる 關係を 意識した くなります。 其 意識したい 理- 想 を實 現す る 一 方法と して 

詩が 出来ます、 畫が 出来ます。 此 理想に 對 する 情の 尤も 著しき もの を稱 して 美的 情操と 云 ひます。 (實 は 

美的 理想 以外に も 色々 な 理想が 起る 譯 であります。 或は 一 種の 關 係に 突 兀と云 ふ 名を與 へ、 或は 他 種の 閼 

係に 飄 逸と 云 ふ 名を與 へて、 突兀的 情操、 飄逸的 情操と 云 ふの を 作っても 差 支ない。 分化 作 ffl が發 達すれ 

ば 自然と 此處 へ來 るに 極まって 居ます。 西洋人の 唱 へ 出した 美と か 美 寧と か 云 ふ もの 、 爲 めに 我々 は大に 

迷惑し ます。) かやう にして 美的 理想 を 自然 物の 閼 係で 實 現し 樣 とする もの は 山水 專 門の 畫 家に なったり、 

天地の 景物 を咏 する 事を好む 支那 詩人 もしくは 日本の 俳句 家の 樣な ものになります。 それから 又、 此 美的 

理想 を 人物の 關 係に 於て 實^ しゃう とすると、 美人 を咏 する 事の 好な 詩人が 出来たり、 之 を寫す 事の 御 得 

意な 晝家 になります。 現今 西洋で も 日本で も 八 釜し く騷 いで ゐる 棵體畫 杯と 云 ふ もの は 全く 此 局部 S 理想 

を 生涯の 目的と して 苦心して るるので あります ノ 技術と して は六づ かしい かも 知れぬ が文藝 家の 理想と し 

て は、 ほんの 一 部分に 過ぎん のであります。 人に よると 裸體畫 さへ かけば、 畫の 能事 は盡 きた 樣に 吹聽し 

てるる。 私 は 畫の方 は 心得が ないから、 何とも 申し かねる が、 あれ は 佛國の 現代の 風潮が 柬漸 した 結 栗で 

はないで せう か。 とにかく、 畫 でも 詩で も 文で も 構 はない。 感覺 物と して 見た る 人 閒が旣 に感覺 物の 一 部 

分に 過ぎん 上に、 美的 情操と 云 ふの が 叉、 此感覺 物と して 見た る 人間に 對 する 情操の 一部に 過ぎん と 判然 

した 以上 は、 裸體美 と 云 ふ もの は 尊い もの か は 知れぬ が、 狭い ものに は 相違ないで せう。 

美的に せよ、 突兀 的に せよ、 飄逸 的に せよ、 皆 吾人の 物の 關係を 味 ふとき の 味 ひ 方で、 其 いづれ を 選ぶ 


か は 文藝家 の 理想で きまるべき 問題であります から、 分 化の 結果 理想が 殖え れば、 ど- .1 迄釗 れて 行く か 分 

りません。 然しい くら 割れても、 こ ゝに云 ふ 理想 は、 感覺物 を感覺 物と して 見た ときに 其關 係から 生す る 

のであります。 卽ち此 際に 於け る 情操 は、 感覺物 其 もの を 目的物と して 見た 時に 起る ので、 之 を 道具に 使 

つて、 その 媒介に よって、 感覺物 以外の 或る ものに 對 して 起す 情操と 混同して はならん のであります。 

(二) 物 我のう ち 物に 對 する 理想と 情操と は 以上で 大抵 御 分りに なったら うと 思 ひます。 すると 今度 は 

我の 番 であり ますから、 此方 を少々 說明 します。 

(い) 我の 作用 を 知情意に 區別 する こと は 前に 述べた 通りで、 此 知の 働き を 主にして 物の 關係を 明かに 

する もの は哲擧 者 もしくは 科學者 だと 申しました。 成る 程 閼係を 明かに すると 云ふ點 より 見れば 哲 學科擧 

の 領分に 相違ない が、 闢係を 明かに する 爲に 一種の 情が 起るならば、 情が 起る と 云 ふ點に 於て、 知の 働き 

であるに も拘 はらす 文藝的 作用 と 云 はねば ならん かと 思 ひます。 ところが 知 を 働 かして 情の 満足 を 得 る爲 

めに は 前に 說 明した 通り 感覺 的な もの を 離れて、 單に 物の 闢係 のみ を 抽象して あら はして はならん ので あ 

ります。 換言す ると 文藝 的に 知 を 働かせる 爲 め感覺 的の 具 體を藉 りて 來 なければ 成立し ない、 具 體を藉 り 

て 其の 媒介 を 待てば 知の 働きと 雖も之 を文藝 化する を 得べ しと 云 ふ 事になります。 さう すると、 こ ゝに新 

しい 文藝 上の 理想が 出來 上ります。 卽ち物 を 道具に 使って、 知 を 働かし、 其 閼係を 明かに して 情の 満足 を 

得る と 云 ふ 理想であります。 此 理想 を 眞に對 する 理想と 云 ひます。 だからして 眞に對 する 理想 は 哲擧者 及 

び科擧 者の 理想で あると 同時に 文藝 家の 埋想 にもなります。 但し 後者 は 具體を 通じて 眞を あら はすと 云 ふ 

條 件に 束縛され た > けが、 前者と 異なる のであります。 さう して 此眞の あら はし 方、 卽ち知 を 働かす 具合 

も 分化して 色々 になり ますが、 重に 人間の 精神 作 川が (此 場合に は (一) に 於け る 如く 人間 を 純感覺 物と 

見做さな いので ある)、 あらかじめ 吾人の 豫 想した 因果律と 一 致す るか、 又は 此 因果律に 一 歩の 分化 を 加 へ 


おやこ 

たる 新 意義に 應 じて 發展 する 場合に 多く 用 ひられる のであります。 たと へば 父子が 激論 をして 居る と， 急 

に 火事が 起って、 家が 烟り につ ゝ まれる。 其 時 今迄 激論 をして 居た 親子が、 急に 喧嘩 を 忘れて、 互に 相援 

けて 門外に 逃け る 所 を小說 にかく。 すると 書いた 人 は 無論 讀む人 も 成程 さも ありさう だと 思 ふ。 卽ち此 小 

說は ある 地位に ある 親子の 關係を 明かに したと 云 ふ點に 於て、 作者 及び 讀 者の 知 を 働かし 得て、 眞に對 す 

る 情の 満足 を 得せし むる のであります。 又は 反對 に、 大變 中の よかった 夫婦が 飢饉のと きに、 平生の 愛 を 

忘れて、 妻の 食 ふべき 粥 を 夫が 奪って 食 ふと 云 ふ 事 を小說 にかく。 すると 是も ある 位地 境遇に ある 夫婦の 

關係を 明かに すると 云 ふ 點で同 樣の满 足 を 作者と 讀 者に 與へ るか も 知れない。 (人間の 精神 作用から 云 ふ 

と眞は 色々 である。 時には 相反しても 依然として 雙 方共眞 である。) 好んで かう 言 ふ 事 を かく 文藝 家を眞 

を 理想に する 文藝 家と 云 ひます。 

(ろ) 吾人の 有する 第二の 精神 作 ffl は 情であります。 此情を 理想と して 働かせる 人 を文藝 家と 云 ふ 事 は 

前に 述べた 通りであります が、 說 いて こゝに 至る と 混雜を 生じ 易い からして、 少々 辯 じた 上進 行し ます。 

葷に 情と 云 ふと 瞹眛 であります。 何故 なれば 我々 が 情の 活動 を 得ん が爲 めに、 文藝 上の 作物 を 仕上け たり、 

又は 之 を 味 ふ 時に 働かし むる 情 は、 作物 中に 材料と して 使用す る 情と は區 別す る 必要が あるからで ありま 

す。 我々 は感覺 物 を感覺 物と して 兒る ときに 一 種の 情 を 起します、 此 情は卽 ち文藝 家の 理想の 一 であり ま 

す。 我々 は 又 感覺物 を 通じて 知 を 働かせる ときに 一 種の 情 を 起します、 此情も 亦文藝 家の 理想の 一 であり 

ます。 次に 我々 は 同じく 感覺物 を 通じて 情 を 働かせる ときに 亦 一 種の 情 を 得ねば ならぬ 譯 であります。 此 

ふたつ  ひし 

兩の情 は 假令其 內容に 於て 彼此 相 一 致 するとしても、 之 を 同體同 物と して は 議論の 上に 於て 混雜を 生す る 

譯 であります。 例へば ある 感覺物 を 通じて 怒りと 云 ふ 情 を あら はすと すれば、 此 作物より 得る 吾人の 情 も 

亦 同性 質の 怒 かも 知れぬ けれども (時には 異性 質の 情 を 起す 事 ある は 勿論で ある) 兩者同 物で はない。 m 

四 七 


の 怒り は 原因で 後の 怒り は 結果で ある。 わかり 易く 言 ひ 直す と、 前の 怒り は感覺 物に 附着した 怒で ある。 

(たと ひ 其 源 は 我の 有する 作 川 中の 怒り を 我 以外に 放射して 創設せ る ものに もせよ。) 後の 怒 は 我と 云 ふ 

自己 中に 起る 怒りで ある。 だから 混同 を 防ぐ 爲 めに 此 二つ を區 別して 置いて 歩 を 進めます。 然し 其： i 法 は 

大體に 於て (い) の 場合、 卽ち 吾人 は 知の 働き を 愛して、 之に 一 種の 情 を付與 すと 云ふ條 りに 說 明した も 

のと 變 りはありません。 吾人の 心 裏に 往來 する 喜 怒哀樂 は、 それ 自身に 於て、 吾人の 意識の 大部分 を 構成 

する のみなら す、 其 發現を 客觀 的に して、 之 を 所謂 物 (多くの場合に 於て は 人間であります) に 於て 認め 

た 時に も 亦大に 吾人の 情 を 刺激す る ものであります。 けれども 此 刺激 は 前に 述べた 條 件に 基いて、 ある 具 

體、 ことに 人間 を 通じて 情が あら はる、 ときに 始めて 享受す る 事が 出來 るので あります。 情に 於て 興味 を 

有する からと 云 ふて 心 理擧者 の 樣に情 丈 を 抽象して、 之 を 死物と して 取扱へ ば 文藝的 に はなり 兼ねる ので 

あります。 尤も 當體が 情で ある 丈に、 知 意に 比する と、 比較的 抽象化しても 物に ならん と は 限りません が * 

之 を 詳しく 說 明す る餘裕 がない から 略します。 

そこで 此 種の 理想に 在っても 分化の 結果 色々 になり ますが、 先 づ摞準 を 云 ふと、 物 を 通 〜て —— 物と 云 

ふより 人と 云 ふ 方が 分り 易い から 人と しませう。  < を 通じて 愛の 關^ を あら はす もの、 是は 十中八九 

み ひみい 

所謂 小說 家の 理想に なって 居ります。 其 愛の 關係も 分化す ると 色々 になります。 相愛して 夫婦に なったり、 

戀の 病に 種ったり —— 尤も 近頃の 小說に はそんな 古風な のは减 多に ない 樣で すが、 それから もっと 皮肉な 

のになる と、 嫁に 行きながら 他の 男 を 慕って 見たり、 漸く 思が 遂 けて 一 所になる 明くる日から 喧嘩 を 始め 

たり、 色々 な理相 5 —— 理想と 云 ふの も 可笑しい 樣だ —— とにかく 色々 出來 ます。 次に は忠、 孝、 貌俠 心、 

友情、 i な 德義的 情操 は 其 分化した 變形 と共に 皆 標準になります。 此德義 的 情操 を 標準と した もの を總稱 

して 善の 理想と 呼ぶ 事が 出来ます。 此事 はもつ と 委細に 御 話したい が 時間が ないから 略して 次に 移ります。 


(は) 精神 作 ffl の 第一 一一 は 意志であります。 此 意志が 文藝 的に あら はれ 得る 爲 めに は、 矢張り 前述の 條件 

に從 つて、 感覺 的な 物 を 通じて 具體 化されなくて はなり ません。 さう すると、 感覺 的な 物 は 道具であって、 

此 道具の 爲 に 意志の 働きが 判然と あら はれて く る。 然し 道具 は ど f 迄 も 道具で 、 意志が あら は れ るか ら道 

具 も 尊くなる。 例へば 德 利の 樣なも のであります。 德利 自身に 贵重な 陶器がない と は 限らぬ が、 底が 拔け 

て 酒 を 盛る に堪 へなかったならば、 杯盤の 間に 周旋して 主人の 御意に 入る 事 は 出來ん のであります。 今 か 

りに 大彈 丸の 空 裏 を 飛ぶ 樣を寫 すと する。 すると 之 を a る 方に 一 一通り ある。 一 は單 に感覺 的で， 第 一 に述 

ベた 樣な揚 合に 屬 する。 一 は 此感覺 的なる もの を 通して 非常に 猛烈な 勢 —— た V の 勢で は 寫す事 もどう す 

る 事 も 出來ん から —— を あら はす。 すると 彈丸は 客で、 實の 目的 は彈 丸の あら はす 猛勢 である。 自然な が 

ら、 器械 的ながら 一 種の 意志の 作 用 である。 冬 富 十： 山へ 登る もの を 見る と 人 は 馬鹿と 云 ひます。 成程 馬鹿 

に は 相違ない が、 此馬鹿 を 通して 一 種の 意志が 發 現される とすれば、 馬鹿 全 體に眼 をつ ける 必要 はない、 

只 其 意志の あら はれる 所、 文藝 的なる 所 丈 を 見て やれば よい かも 知れません。 貴重な 生命 を 賭して 海峽を 

泳いで 見たり、 沙漠 を橫 ぎって； ^たりす る 馬鹿 は、 みんな 意志 を 働かす 意識の 連續を 得ん が爲 めに 他を犧 

牲に 供す るので あります。 從 つて 之 を文藝 的に あら はせば 矢張り 文藝 的に ならん と は斷言 出來 ません。 況 

んゃ 國の爲 めと か、 道の 爲め とか、 人の 爲め とか 、(な) の 場合に 述べた 德義的 理想と 合する 樣に 意志が 發 

現して くると 非常な 高尙な 情操 を 引き起します。 所謂 懦夫 をして 起た しむと は此 時の 事であります o 英語 

では 之 を lieroism と 名 づけます。 吾人の heroism に對 して 起す 情緒 は實際 偉大な ものに 相違 ありませ 

ん。 私 は 今日 此處 へ參 りが けに 砲兵 工廠の 高い 烟 突から 黑烟 が無喑 にむ くく 立ち 騰 るの を a て 一 種の 感 

を 得ました。 考へ ると 煤 烟杯は 俗な ものであります。 世の中に 何が きたない と 云って 石炭た き 程き たない 

もの は 滅多にない 。さう して、 あの 黑 いもの は みんな 金が とりたい くと 云って 烟 突が 叶： く 呼吸 だと 思 ふ 


と猶 いやです。 其 上 あの 烟は 肺病に よくない。 —— 然し 私 はそんな 事 は 忘れて 一 種の 感を 得た。 其 感じ は 

取 も 直さす、 意志の 發 現に 對 して 起る 感じの 一 部分であります。 砲 丘 ハ 工廠の 烟で すら かう だから、 眞 正の 

heroism に 至って は實に 壯烈な 感じが ある だら うと 思 ひます。 文藝 家のう ちで は此 種の 情緒 を 理想と する 

もの は 現代に 於て は殆ん どない 樣に思 ひます。 此理 想に も 分化が あるの は 無論です。 橘 公が 湊 川で、 願く 

は 七た び 人間に 生れて 朝 敏を亡 ほさん と 云 ひながら 刺しち がへ て 死んだ の は 一 例であります。 跛で 結 伽の 

出來 なかった 大燈 國師が 臨終に、 今日 こそ、 わが 言 ふ 通りに なれと 満足で ない 足 をみ しりと 折って 鮮血が 

法衣 を 染める にも 頓着な く 座 禪の儘 往生した の も 一 例であります。 分化 は 色々 出來 ます。 然し 其 標準 を 云 

ふと 先づ莊 嚴に對 する 情操と 云 ふて よろしから うと 思 ひます。 

是 で文藝 家の 理想の 種類 及び 其說明 は先づ 一 と 通り 濟 みました。 槪括 すると、 一 が感覺 物 そのものに 對 

する 情緒 (其 代表 は 美的 理想)。 一 一が 感覺物 を 通じて 知、 情、 意の 三 作 ffl が 働く 場合で 之 を 分って、 (い) 

知の 働く 場合 (代表 は 眞に對 する 理想) (ろ) 情の 働く 場合 (代表 は 愛に 對 する 理想 及び 道義に 對 する 理 

想) (は) 意志の 働く 場合 (代表 は莊 厳に、 對 する 理想) となります。 此四 大別の 上に 連想から 來 る情緖 

が 如何にして 混入す るか を； i じなければ ならん のです が、 是も 時間が ないから やめます。 

文藝 家の 理想 を 漸く 此四 種に 分けました。 此 分類 は 私が 文學： fl のなかに 分けて 置いた ものと は少々 違 ひ 

ますが、 是は 出立 地が 違 ふの だから 仕方が ありません。 尤も この 分け 方の 方が、 明瞭で 適切の 樣に思 はれ 

ますから、 双方 違って ゐ ても诀 して 諸君の 御 損に はなり ません。 偖^に も 申す 通り、 知、 情、 意なる 我々 

の 精神的 作用 は區 別の 出來 るに も、 か、 はらす、 區 別され た 儘、 他と 闢 係な く發現 する もので ない、 のみ 

ならす 文藝 にあって は 皆 感覺物 を 通じて 其 作用 を 現す ので あるから して、 此四 種の 理想に 對 する 情操 も、 

互に 混合 錯雜 して、 事 實上は 斯樣に 明 嘹に區 劃 を 受けて、 作物 中に 出て くる ものではありません。 それに 


も拘 はらす 理想 は 四 種 あるので、 四 種 以下に はならん のであります。 しかも 或る 格段なる 作物 を 取って 惊 

して 見る と、 四 種のう ちの 孰れ か 尤も 著しく 眼に 付きます。 從 つて 此作は どの 理想に 屬 する も S だと 云 

ふ^は ある 程度 迄 云へ ます。 さう して 此四 種の 理想が、 時代に より、 個人に より、 其 勢力の 消長 遷移に 影 

響 を 受けつ、 ある は 疑 ふ 可から ざる 事實 であります。 ある 時代に は、 美の 要求 を 満足し なければ 文藝 上の 

作品で ない と 迄 見做される 事 も ありませ う。 又 次の 時代に は 理想が 推移して 美 はとに かく 眞は 是非共 あら 

はさなくて は 文藝^ 一 一字 を 冠ら する 資格がない と 評します。 又 ある 人 は どこかで 道教 心に 滿足 を與 へない 

作物 は、 作り 度くない 讀み 度くない と斷ー ずします。 又 他の 人 は 意思の 發 現に 伴 ふ 莊嚴の 情緒な 得なければ、 

文藝 上の ある もの を 味 ふた 氣 がしない と 迄 主張す るか も 知れない。 是 等の 時代 も是 等の 人々 も^く 正しい 

のであります。 又 四 種の 何れで も 構 はない と 云 ふ 人が あれば、 其 人の 趣味 は 尤も 廣ぃ 人で 又 尤も 正しい 人 

と判斷 しても よから うと 思 ひます。 此四 種の 何れが 如何なる 時勢に 流行し、 いづれ が 如何なる 人に 尤も 歡 

迎 さる、 か は 大分 興味 ある 問題であります が、 是も 時間が ないから 拔 きに 致します。 只 一 寸御斷 り をして 

置きた いのは、 此 ra 種 は 名前の 示す 如く 四 種であって 互に それ 相當の 主張 を 有して、 文藝 s 瑰想 となって 

& る ものであります から、 甲 を 以て 乙に 隸屬 すべき 理由 はどうしても 發 1 出来ん のであります。 此 四つの 

うちに、 重要の 度から して 差等の 點數 をつ けて 見ろ と 云 はれた 時に、 何人も 之を敢 てす る 事 は 出来ない 箸 

と 思 ひます C もし あると すれば 答案み-調べ すに 點數 をつ ける 亂 暴な 敎 員と 同じ もので、 言語 道斷の 不心得 

であります。 只 吾 は 時勢の 影響 を 受けて 居る から、 しかぐ の 理想に 屬 する もの を 好む と 云 ふなら ば それ 

でよ ろしい。 吾 は 個性と して 斯 くくの 瑰 想の 下に 包含 せらるべき もの を擇 むと 云ぶならば、 夫で 尠辨し 

て もよ い。 好惡は 理窟に はならん の だから、 いやと か 好きと か 云 ふなら 夫 迄で あるが、 根據 のない 好恶を 

發 表する の を恥ぢ て、 理窟 もっかぬ 所に、 い たづら な 理窟 をつ けて、 辯醉 する の は、 消化が わるい から 僕 


は 蛸が 嫌 だと 云 ふ樣な 口上で、 もし 好物であった なら、 如 H: 程 不消化で も、 だまって、 足 は 八本 共に 平け 

る 程な 覺 たらう と 思 ひます。 

此 故に 此等四 種の 瑰想 は、 互に 平等な 權利を 有して、 相 冒すべからざる 標準であります。 だから 美の 摞 

せん？ すぢ  > 

準の み を 固執して 眞の 理想 を 評 隙す るの は疝氣 筋の 飛車 取り 王手の 樣な ものであります。 朝 起を橾 準と し 

て 人の 食慾 を 批判す る樣な もので せう。 御前 は 朝寢坊 だ、 朝寢坊 だから 無 喑に食 ふの だと 判斷 されて は 誰 

も 心服す る もの はない。 桝を 持ち出して、 反物の n< を 取って やる から、 さあ 持って 來 いと 號令を 下した つ 

て 誰も 號令 に應 する ものはありません。 寒暖計 を 眺めて、 どうも あの 山の 高さ は餘程 あるよ と 云 ふ 連中 は、 

寒暖計 を驗^ 器の 代りにして 逆上の 程度で も 計ったら よから うと 思 ふ。 尤も こ、 に見當 違 ひの 批評と 云 ふ 

の は、 类を あら はした 作物 を 見て、 こ、 には眞 がない と 否 定 する 意味で はない。 眞 がない から 駄目 だ 作物 

にならん と 云 ふ 批評 を 云 ふので ある。 眞 はない かも 知れぬ、 なければ ないで よい。 無い もの を 有る と 云 ふ 

て 貰 ひたいと は 誰も 云 はないで せう。 然し 現に ある 美 丈 は 見て やらな くって は、 折角 作った 作物の 生命が 

なくなる 譯 であります。 頭 は藥糴 だが 鬚 丈 は 白い と 云へば 公平で あるが、 藥鐯ぢ や 御 話しに ならん よと、 

1 言で 退けられたなら、 鬚 こそい ゝ 災難で ある。 運慶の 仁王 は 意志の 發動を あら はして 居る。 然し 其體格 

は 解剖に は 叶って 居らんだ らうと 思 ひます。 あれ を 評して 眞を缺 いてる から 駄目 だと 云 ふの は、 云 ふ 方が 

駄目です。 ミレ 1S 晚 祈の 圖は 一種の 幽遠な 情 を あら はして 居る。 そこに 目が つけば、 それで 澤 山で ある。 

此螯に は 意志の 發 動がない と 云 ふの は、 我慢して 聞いて やって 好い。 發 動がない から 晝 にならん と 云 ふな 

ら、 發 動の 管から 文藝の 世界 を 見る 蛙の 樣な ものであります。 

然しながら、 一 の 理想 を あら はすと きに、 他の 理想 を缺 いて 居る 場合と、 積極的に 他の 理想 を 打ち 崩し 

て 居る 場合と は少々 逮 ふので あります。 缺 いて 居る 3 は 口へ 含んで 居らん と 云 ふ 迄で、 打ち壊す となると 明 


か に 其 想に 違背し て 居る のです からして、 此場八 口に は 作家の 標準に した 理想が 、 凡 一し の 他 を 忘却せ しめ 

得ろ 程な 手際で うまく 作物に あら はれて 居らねば ならん。 けれども 是は 天才で も 甚だ 六 かしい。 從 つて 普 

通の 場合に は 功罪が 帳消しに なって 餘す所 は 棒 丈になります。 いくら 藤 村の 羊獒 でもお まるの 中に 入れて 

あると、 少し 答へ ます。 其お まるたる と 否と を 問 はす、 むしゃく 食 ふ ものに 至って は 非常！ f 有の 牟葜好 

きで なければ なりません。 あれ も學才 があって 敎師に は 至極 だが、 どうも 放蕩 をして と 云 ふ 事になる と 到 

底 及第 は出來 かねます。 品行が 方正で ない と 云 ふだけ なら、 まだし も だが、 大に駄 々羅 遊び をして、 二 0< 

に餘る 料理屋の つけ を懷 中に 吞ん で、 蹣跚 として 登校され る樣 では、 敎場 S の 令名に 關 はるの は 無論で あ 

ります。 だから 如何な 長所が あっても、 此 長所 を 傷け る 短所が あって、 此 短所 を 忘れ 得せし むる 丈に 長所 

が 串 然として ゐ ない 作物 は、 惜しい けれども 文句が つきます。 私 はとく に 惜しい けれどもと 云 ひたい。 惜 

しいと 云 ふの は、 旣に 長所 を 認めた 上の 批評で あり、 且 短所 を も 知り 拔 いた 上の 判斷 で、 一本調子に 搦手 

ばかり、 五 年 も 六 年 も 突つ いて 居る 陣笠 連と は 步調を 一 にしたくない からかう 云 ふので あります。 

そこで 愈^ 代 文 藝の现 想に 移って、 少々 氣焰を 述べたい と 思 ひます。 現代 文 藝の现 想 は 何で ありませ う。 

美？ 美で はない。 害 一の 方、 彫刻の 方で も 恐らく、 罩 純な 美で はない かも 知れない が、 それ は 不案内 だから、 

諸君の 剁ー 考を烦 はすと して、 文學に 就て 申す と 決して 美で はない。 美と 云 ふ もの を 唯一 の 牛： 命に して か 

いた もの は、 短詩の 外に はないだ らうと 思 ひます。 小 說には 無論あります まい。 脚本 は 固より です。 詳し 

く 云 ふと、 暇が かゝ るから、 此 位で 御免 蒙って 先へ 進みます。 現代の 理想が 美で なければ、 善で あらう か、 

愛で あらう か。 此 種の 理想 は 無：！ i 幾多の 作物 中に 經 となり 緯 となりて 織り込まれて 居る にに 相逮 ない が、 

是れが 現代の 理想 だと 云 ふに は、 遙に 微弱す ざると 忍 ひます。 それで は莊： 厳 だら うか。 莊嚴が 現代の 理想 

ならば 聊か 賴母 しい 氣持 もす るが、 實際は 却って 反對 である。 現代の 世 程 lieroism に缺 乏した 世 はなく， 


又^ 代の 文擧程 heroism を發投 しない 文 舉は少 からう と 思 ひます。 現代の 世に 莊嚴 の感を 起す 悲劇 は 一 

つも 出ない ので も 分ります。 ^代 文 藝の珲 想が 美に も あらす、 善に も あらす 又莊 厳に も あらざる 以上 は、 

其^ 想 は眞の 一 字に あるに 相違ない。 例 を 引けば 長くなる、 證を擧 ゆれば 大變 である。 仕方がな いから、 

口へ 眞の 一 字が 現代 文藝 ことに 文舉の 理想で あると 云 ひ 放って置きます。 しばらく 之 を事實 と 御 承認 を 願 ひ 

たい。 所で 此眞 なる もの も、 所謂 分化 作 川で、 色々 の 種類と 程度 を 有して 居る に は相逮 ない  >  英佛獨 露の 

諸 書 を 獵 渉したら ば其變 形の 重な もの を 指摘す る 事 は 出來る 事に なり ませう。 私 は それに 對 して 決して 不 

平 を 云 ふ 積ではありません。 前に 云 ふ 如く、 眞は四 理想の 一 であって、 其 一 たる 眞が勢 を 得て、 他の 三理 

想が 比較的 下火にな るの も、 時勢の 推移 上 銀杏 返しが すたれて 束髮が 流行す ると 同じ 樣に、 巳む を 得ぬ 次 

第と 考 へられます。 然し 是に 就て 一 言御參 考の爲 めに 申し 上け て 置きた いのは、 外でありません が、 斯う 

云 ふ 事なん です。 

人間の 觀 察と 云 ふ 者 は 深くなる と狹 くなる ものです。 世の中に 何が 狹 いと 云って 専門家 程狹 いもの はな 

いので も 御 分りになる でせ う。 狹 いと 云 ふ 事 は 別段 わるい と 云 ふ 意味 は 含んで 居りません から、 構 はない 

と 主張され るか も 知れません が、 狹 いと 云 ふと 不都合な 事になります。 醫 者が あまり 熱心に なって 狭い 專 

門の 範圍 を、 寢ても 醒めても S る 事が 出來 ない と， 遂に は 妻に 毒 藥を飮 まして、 其 結果 を寳驗 して 見たい 

杯と 飛んでも ない 事 を 工夫す るか も 知れません。 世の中 は廣 いものです、 廣ぃ 世の中に 一 本の 木綿糸 を わ 

わきめ  j 

たして、 傍目 も觸ら す、 其 上 を 御叮. 1- にある いて、 さう して、 是が 世界 だと 心得る の は 旣に氣 の 毒な 話て 

あります。 ロハ 氣の啬 な 丈なら 本人 さへ 我慢 すれば 夫で 濟 みます が、 かう 一 本調子に 行かれて は、 火に にた 

の ものが 迷惑す る 樣な譯 になります 。往來 を あるく ので も 分ります。 いくら 巡査が 左へ 左へ と， 月給 を 時 

間 割にした 程な 聲を 出して、 制しても、 束 西南 北へ 行く 人 を 悉く 一  直線に、 同 方向に、 同 速力に 向ける 事 


は出來 ません。 廣ぃ 世界 を、 廣ぃ 世界に 住む 人間が、 隨 意の 歩調で、 勝手な 方角へ あるいて 居る とすれば、 

御 互に 行き 合 ふとき、 突き 當 りさうな とき は、 格別の 理由の ない 限り、 兩 方で 路を讓 り 合 はねば ならない。 

四 種の 理想 は 皆 同等の 權利を 有して 人生 を あるいて 居る。 あるく の は御隨 意-たが、 權 利が 同等で あると 極 

つたなら、 衝突し さうな 場合に は 御 互に 示談 をして、 好い加減に 折り合 を 付けなければ ならない 譯 です。 

此 折り合 を 付ける 爲 めに は、 自分が 一 人合點 で、 自分 一 人の 路を あるいて 居て は出來 ない。 つまり 向 ふか 

ら來る 人、 潢 から 來る人 も、 それ <\ 相 常の 川 事 も あり、 理由 も あるんだ と 認める 丈に、 世間が 廣く なけ 

れば なりません。 所が 狹く 深くなる と 前に 云 ふた 御醫 者の 樣に それが 出來 なくなる。 抽出 法と 云って、 自 

分の 熱心な 所 丈へ 眼 をつ けて 他の 事 は 皆 抽出しで 度 外に 置いて 仕舞 ふ。 度 外に 置く 譯 である。 他の 事 は 頭 

から 眼に 這 人って 來な いのであります。 さうな ると 本人の 爲 めに は 至極 結構で あるが、 他人 卽ち同 方向に 

進んで 行かない 人に は隨分 妨害になる 事が あります。 妨害に なると 云 ふ 事 を 知って 居れば 改良 もす る だら 

うが、 自己の 世界が 狹 くて、 此狹ぃ 世界 以外に 住む 人の ある 事 を 認識し ない 原因から 起る とすれば、 どう 

する 事 も 出来ません。 現代の 文 藝で眞 を 重ん する の 弊 は、 かうな り はしまい かと 思 ふので あります。 否 現 

にかうな りつ 、あると 私 は 認めて 居る のであります。 

眞を 重ん する の 結果. 眞に 到着 すれば 何 を 書いても 構 はない 事と なる。 眞を發 揮す るの 結果、 美 を 構 は 

ない、 善 を 構 はない、 莊嚴を 構 はない 迄 はよ いが、 一 步を 超えて 眞の爲 めに 美を慯 つける、 善 を そこな. う、 

莊嚴を 踏み潰す となって は、 眞 派の 人 は 夫で 萬 歳 を あける 氣 かも 知れぬ が 美黨、 善黨、 莊嚴黨 は 指 を 甸へ 

て、 御尤もと 屛 息して 居ろ 譯には 行くまい と 思 ひます。 目的が 違 うんだ から 仕方がな いと 云 ふの は、 他に 

累を及 ほさない 範 園内に 於て 云 ふ 事であります。 他に 累を及 ほさ る ものが 嚴 として 存在して 居る と 云 ふ 

事す ら自覺 しないで、 眞の 世界 だ、 眞の 世界 だと 騒ぎ 廻る の は、 交通 便利の 世 だ、 交通 便利 s 世 だと， 鈴 


を ふり 立て、、 電車が 自分勝手な 道路 を、 無茶苦茶に 驅 ける 樣な ものである。 電車に 乘ら なければ 動かな 

いと 云 ふ 程な 電車^ 貭の 人なら、 夫で 満足 かも 知れぬ が、 あるいたり， 只の 車へ 乘 つたり、 自轉車 を 川 ひ 

たりす る もの 、爲 めに は不都 台 此上 もない 事と^ じます。 

尤も 文 藝と云 ふ もの は 鑑賞の 上に 於ても、 創作の 上に 於ても、 多少の 抽出 方 を 含む ものであります。 

(抽^ 法に 就て は 文學； i 中に 愚兑を 述べて あります から 御 參考を 願 ひたい。) 其 極端に 至る と 妙な^ 象が 

生じます。 たと へば、 かの 裸體靈 が 公々 然と 青天白日の 下に 曝される 樣な ものであります。 一般 社會 S 風 

紀 から 云 ふと 裸 體と云 ふ もの は、 見苦しい 不體 裁であります。 西洋人が 何と 云 はう と、 さう に 違 ありませ 

ん C 私が 保證 します。 然しながら、 人 體の感 覺美を あら はす 爲に は、 是非共 裸體 にしなければ ならん、 此 

不體裁 を 冒さねば ならん 事と なります。 衝突 はこ、 に存 する のです。 此 衝突 は 文明が 進む に從 つて、 盆烈 

敷なる 許で 決して 調停の しゃう がない に 極って 居ます。 之 を 折り合 はせ る爲に は社會 si^ 惯を變 へ るか、 

^體 の感覺 美を棄 てる か、 どっち かにし なければ なりません、 が兩方 共强情 だから、 收 りが っき惡 い 所 を、 

無 现に收 り もっけて、 頓珍漢な 一 種の 約束 を 作りました。 其 約束 はかう であります。 「肉體 の感覺 美に 打 

%  さい ザん  むづ 

たれて ゐる うち は、 裸體の 社會的 不體裁 を 忘るべし」 と 云 ふので あります。 最前 川 ひた 六 かしい 首 葉 を 使 

ふと 不體 裁の 感を 抽出して、 裸體畫 は^るべき ものであると 云 ふ 事に 歸着 します。 此 約束が 成立して から 

裸 體畫は 漸く 其 生命 を繫ぐ 事が 出來 たのであって、 ある 畫ェ ゃ文藝 批評家の 考 へる 樣に、 世 問 晴れて 裸體 

畫が 大きな 顔 をされ た 義理ではありません。 電車 は危險 だが、 交通に 便 だから、 一定の 道路に 限って、 危 

險の念 を杣^ して、 あるいて やらう と 云ふ條 件の 下に、 東鐵 や^ 鐵が 存在す ると 同じ 事であります。 裸體 

畫も、 柬鐵 も、 電鐵 も、 あまり 威張れば 存在の 權利を 取 上け てよ い 位の ものであります。 然し 一度び 抽出 

の 約束が 成り立てば 構 はない。 眞も其 通りであります。 眞を發 揮した 作物に 對 して、 他の 理想 を 悉く 忘れ 


る、 抽出す ると 云 ふ條件 さへ 成立 すれば それで 宜しい。 —— 宜しい と 云った つて 大きな 顏 をして 宜しい と 

云 ふので はない、 存在しても 宜しい と 云 ふので あります。 他の ^想 諸君へ は 御 氣の毒 だが、 僕 も 困る から、 

少し 辛抱して 呉れ 玉へ 位の 態度なら 宜しい と 云 ふので あります。 然し 此條件 を 成立せ しむる^ めに は眞に 

對. して 起す 情緒が 强烈 で、 他の 理想 を 忘れ 得る 程に、 うまく 發 揮され なくて はならん 譯 であります。 今の 

作物に 是丈^ 仕事が 出來て 居る か V 疑問であります。 

. あまり 議論が 抽象的になります から、 實 例に 就て 少々 自分の 考へを 述べて 見 ませう。 こゝに 贋の 啞 がー 

人 あると します。 何 か 不審の 件が あって 警察へ 拘引され る。 尊 問に 答へ るの が 不利 盆-たと 悟って、 愈啞の 

眞似 をす る。 警官 も已を 得す、 其 儘 繋留して 置く と、 翌朝に なって、 啞 は大變 腹が 减 つて 來た。 始めは 啞 

だから 默 つて 辛抱した が、 とうく 堪 へられ なくなって、 飯 を 食 はして 呉れろ と 大きな 聲を 出す と 云. ふ 筋 

を かいたら、 どんな もので せう。 面白い 小說 になる、 ならん の 手際 は、 g!^ として、 鬼に 角 ある 境遇に 於 

ける、 ある 男に 就て、 一 種の 眞を あら はす 事 は 出 來る。 面白味 は そこに あるで せう。 然し 是丈 では 美な 所 

も、 善な 所 も、 又 莊嚴な 所 も 無論ない。 卽ち眞 以外の 理想 は 毫も 含んで 居らん のです。 そこが 疵 かと 云 ふ 

と 私 はさう は 認めません。 と 云 ふ もの は 他の 理^ を 含 んで 居らん と 云 ふ 迄で、 毫も 之 を 害して は 居り ませ 

ん。 從 つて 眞に對 する 面白味 を感す るの みで、 他の 理想 は 悉く 抽出して 讀み 終る 事が 出來^ るからで あり 

ます Q 

次に こんな 事 を 書いたら、 どうな り ませう。 一 人の 乞食が 居る。 諸 所 放浪して ゐる うちに、 或 日. 或 時、 

或 村へ 差し か、 ると、 しきりに 腹が減る。 幸 ひっそり とした 一 構へ に、 人の 氣は いもない 樣子を 見屆 けて、 

麵齙と 葡萄酒 を 盗み出して、 口腹の 慾 を 充分 充 たした 上、 村 外れへ 出る と、 眠くな つて、 うと <\ して 居 

る 所へ、 村の 女が 通り か、 る。 腹が 張って" 酒の 氣が 廻って、 當 分の 間 外 S 慾が なくなった 乞食 は、 女 を 


見る や 否や 急に 獸慾を 遂行す る。 —— 此 話し はモ— パサ ンの 書いた ものに ある さう です が、 私 は 讀んだ 事 

がありません。 私に 此話 をして 聞かした 人 は 頻りに 面白い と 云って 居ました。 成程 面白いで せ 3コ 然し 其 

面白い と 云 ふの は、 矢張り ある 境遇に ある ものが、 ある 境遇に 移る と、 それ 相 應な事 を やる と 云 ふ 眞相を • 

瞭面 なく 書いた 所に あるので せう。 然し 此 面白味 は、 前の 啞の 話と 逡 つて、 只 眞を發 揮した 許りで はない。 

他の 理想 を^ち 壌して 居ます。 其 打ち. 壞 された 理想 を 全然 忘れな い 以上 は、 . 折角の 面白味 は 打ち消さ れ て 

仕舞 ふから 役に立 たんの みか、 他の 理想 を 主にす る 人から 散々 に惡 口され る 場合が 多いだら うと 思 ひます。 

かう 云 ふ 場合に 柚 出の 約束 は 成立し さう にもない。 約束が 成立し ない 以上 は、 此 作物の 生命 はない と 云 ふ 

より、 生命 を 許し 得ない と 云 ふ 方が よから うと 思 ひます" 一 般の 世の中が 腐敗して 道義の 觀 念が 蒲く なれ 

ばなる 程此 種の 理想 は 低くな ります。 つまり 一般の 人間の 德義 的感覺 が 鈍くなる から、 作家 批評家の 理想 

も 他の 方面へ 走って、 こちら は 御 留守になる。 遂に 善 杯 はどうで も眞 さへ あら はせば と 云ふ氣 分になる ん 

ではあります まい か。 日本の 現代が さう 云 ふ社會 なら 致し方 もない が、 西洋の 社會 がかく 腐敗して 文藝の 

理想が 眞の 一方に 傾いた ものと すれば、 前後の 考へ もな く、 すぐ 夫を澹 いで、 神戶 ゃ潢濱 から 輸入す るの 

は 隨分氣 の 早い 話であります。 外國 からべ ス トの種 を 輪 入して 喜ぶ 國民は 古来 多く あるまい と考へ る。 私 

がかう 云 ふと あまり 極端な 言語 を 弄する 樣 であります か、 實 際外國 人の 書いた もの を 見る と、 私等には 抽 

出 法が 5 まく 行 はれない 爲 めに 不快 を感 する 事が 厪ぁ るの だ から 仕方が ありま せ ん。 

現代の 作物で はない が沙 翁の ォセ D 杯 は 其 一 例であります。 事件の 發展 や、 性格の 描寫 は眞を 得て 居り 

ませう * 私 も 二三 度 講じた 事が あるから、 其邊 はよ く 心得て 居る。 然し 讀んで 仕舞って 如何にも 感じが わ 

るい。 悲壯 だの 芳烈 だのと 云 ふ 考へは 出て 来ない。 只 妙な 壓迫を 受ける。 ひまが あったら、 此 感じ を明嘹 

に^ 剖して 御 目に かけたい と 思 ふが 今では、 そこ 迄に 頭-か 整 ふて 居りません から 一 言に して 不愉快な 作ね 


^申します。 沙 翁の 批評家が あれ 程 あるのに、 今迄 なぜ 此の 事に 就いて 何にも 述べなかった か 不思議に 思 

はれる 位であります。 必竟 する に 只 眞と云 ふ 理想 丈 を 標準に して 作物に 對 する 爲 ではなから うかと 思 ひま 

す。 現代の 作物に 至る と、 此弊を 受けた もの は 枚 擧に遑 あらざる 程 だら うと 考 へる。 へ ダ、 ガグレ ルと云 

ふ 女 は 何 の 不足 もない のに、 人 を 欺いたり、 苦しめたり、 馬鹿にしたり、 ひどい 眞似を やる。 徹； i 徹^ 不 

愉快な 女で、 此 不愉快な 女 を 書いた の は 有名な イブ セ ン 氏であります。 大變 に虛榮 心に 富んだ 女^ を 持つ 

た 腰辨が ありました。 ある 時 大臣の 夜 會か何 かの 招待 狀を、 ある 手蔓で 貰 ひまして、 女房 を 連れて行った 

ら唯 喜ぶ だら うと 思 ひの 外、 細君に 中々 强 硬な 態度で、 着物が かう だの、 響が かう だのと 駄々 を揑 ねます。 

折角の 事 だから 亭主 も 無理な 工面 をして 一 々奧 さんの 御意に 召す 樣に 取り計ら ひます。 夫で 御 同伴になる 
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かと 云 ふと、 まだ 强 硬に 構へ てるます。 最後に 金剛石と か ルビ ー とか 何 か 寶石を 身に 着けなければ 夜^へ 

は 出ません よと 斷然. E. します。 さすがの 御 亭主 も 是には 辟易 致しました が、 遂に 一計 を 案じて、 朋友の 細 

君に、 か 5 云 ふ 飾り 一切の 品々 を 所持して 居る ものが あるの を 幸 ひ、 た V 1 晚 丈と 云 ふので、 大切な 金剛 

石の 首輪 を かり 受けて、 急の 間 を 合せます。 所が 細君 は 恐悦の 餘り、 夜 會の常 夜、 踊ったり 跳ねたり、 飛 

ん だり、 笑ったり、 した 揚句の 果、 とうく 貴重な 借物み-どこかへ 振り落して 仕舞 ひました。 兩人は 蒼く 

なって、 あまり 跳ね 過ぎた なと 勘す いたが、 是 より 以後 跳 方を儉 約しても 金剛石が 出る 譯 でもない ので、 

巳む を 得す 夫婦 相談の 結果、 無瑰棼 段の 借金 をした 上、 巴 里 中 かけ 廻って 漸く、 借 川 品と ー對 とも 見 違へ 

られる 首 飾 を 手に入れて、 時 を 違へ す 先方へ、 何 知らぬ顔で 返却して、 其 場 は 無事に 濟 ましました。 が 借 

金 は 中々 濟 みません。 借りた もの は 巴 里 だって 返す 習惯 なの だから、 如何な a ぇ坊の 細君 も茲に 至って 飜 

然節を 折って、 臺 所へ 自身 出張して、 凝 も 焚いた 3、 水仕事 もしたり、 霜燒を こしら へたり、 馬 鈴 薯を食 

つたり して、 何年 かの 後 漸く 負憒丈 は皆濟 したが、 同時に 下女から 發 達した 奧 樣の樣 に、 妙な 顔と. 變な 
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手と、 卑しい 服^の 所有者と なり 果てました。 話 はもう 一段で 濟 みます。 

ある 日 此の 細君が 例の 如く 笊 か 何 かを提 けて、 西洋の 豆腐で も S 只 ふ 積で 表へ 出る と、 不圆 先年 金剛石 を 

拜 借した 婦人に 出逢 ひました。 先方 は 立派な 奧樣 で、 當方は 年期の 明けた 模範 下女 よろしくと 云 ふ 有様 だ 

から、 挨拶 をす るの も、 一寸 面に ゆけ に 見えたん でせ うが * 思 ひ 切って、 おやま あ 御 珍ら しい 事と か 何 と 

か 話 かけて 見る と 案の 如く、 先方で は、 もうと くの 昔に 忘れて 居ます。 下女に 近付 はない 害 だが と 云 ふ 風 

に 構へ^ 居た 所 を、 しょけ 返り もせす、 實は是 々で、 あなたの 金剛石 を辨 償す る爲 め、 こんな 無理 をして、 

其 無瑰が 祟って、 今でも 此 通り だと、 逐 一 を 述べ立て ると 先方の 女 は 笑 ひながら、 あの 金剛石 は 練 物です 

よと 云った さう です。 夫で 御 仕舞です。 是は 例の モ I パサ ン 氏の 作であります。 ^後の 一 句 は大に 振った 

もので、 定めて モ —パ サン 氏の 大得^ な 所と 思 はれます。 輕^ な 巴 里の 社 會の眞 相 はさ も かう ある だら う 

穿ち 得て 妙 だと 手 を拍ち 度くなる かも 知れません。 そこが 此 作の 理想の ある 所で、 そこが 此 作の 不愉快な 

听 であります。 よくせ きの 場合 だから 細君が 虛滎心 を 折って、 田 育ちの. E 出し 女と 迄 成り下がって、 何 

年の 間 か 苦心の 末、 身に 釣り合 はぬ 借金 を 奇麗に 返した の は 立派な 心掛で 立派な 行動で あるから して、 も 

しモ ー パ. サ ン 氏に 一 點の 道教 的 同情が あるならば、 少 くと も此 細君の 心行き を 活かして やらなければ 濟ま 

ない 譯 であり ませう。 所が 奥さんの 折角の 丹精が 一 向活 きて 居りません。 積極， 的に と 云 ふと 言 ひ 過ぎろ か 

も 知れぬ けれども、 喑に 人から 瞞 されて、 働かないでも 濟んだ 所 を、 無理に 馬ぎ 氣た 働き をした 事に なつ 

て 居る から、 ， 奥さんの 實 着な 勤勉 は、 精祌 的に も、 物質的に も 何等の 報酬 をモ— パサ ン氏 もしくは 請 者 か 

ら 得る 事が 出來 ない 樣に なって 仕舞 ひます。 同情 を 表して やりた くても 馬鹿 氣てゐ るから、 表されな いの 

です。 それと 云 ふの は 最後の 一句が あって、 作者が 妙に 穿った 輕璲な 落ち を 作った からであります。 此 一 

句の 爲 めに、 モ— パ サン 氏は德 義心に 富める 天下の 讀者 をして， 適 ゅ5 なる 目的物に K 情 を 表する 事が 出來 


ない 樣 にして 仕舞 ひました。 同情 を 表すべ き 善行 を かきながら、 同情 を 表して はならん と 禁じた 乃が 比.^ 

であります。 いくら 眞相を 穿つ にしても、 善の 理想 を かう 害して は、 私に は贊 成出來 ません。 もう 一 つ 例 

を擧 けます。 今度 は-ゾラ 君の 番 であります。 御爺さんが 年の 違った 若い 御 嫁さん を 貰 ひます。 結 娘 ま 致し 

ましたが、 どラ云 ふ も-のか 夬婦の 間に 子が 出來 ません。 夫 を 苦に 病んで 御爺さんが 醫 者に 相談 を かけます 

と、 醫者は 何でも 答 辯す る 義務が あります から、 左樣、 海岸へ 御出でになって 何とか 云 ふ を 召し上がつ 

たら 子供が 出來 ませうよ と 妙な 返事 をし ました。 爺さん は 大喜びで、 早逨妻 君携帶 で佛蘭 西の 大^ 邊 へ 出 

掛けます。 すると 其 處に妻 君と 年齢から 其 他の 點に 至る まで 夫婦と して、 如何にも 釣り合の ぃゝ 刃が 逗留 

して 居まして 細君と すぐ 懇^になります。 兩人は 毎日 海の 中へ 飛び込んで 一所に： 水ぎ 廻ります。 爺さん ま . 

濱邊の 砂の 上から、 毎日 遠く 之を拜 見して、 中々 若い もの は活潑 だと、 心中 ひそかに 嘆賞して 居りました P 

ある 日の 事 三人で 海岸 を散步 する 事になります。 時に、 お爺さん は 老體の 事です から、 石の 多い 濱^ を 嫌 

つて 土 堤の 上 を 行きます。 若い 人々 は 波打 際 を 遠慮な くさつ さと あるいて 參 ります。 所が まが 六 丁 も 来る 

と、 磯 際に 大きな 洞穴が あって、 兩 人が それへ 這 人る と、 うまい 具合と. E. すか、 折惡 くと. a. すか、 潮が 上 

けて 來て 出る 事が 六づ かしくな りました。 老人 は 洞穴の 上へ 坐った 儘、 沖の 白帆 を 眺めて、 潮が 引いて 兩 

人の 出て 來 るの を 待って 居ります。 そこで あまり 返 屈 だもの だから、 不圆思 ひ 出して、 例の 翳 者から 勸め 

られた 貝 を 出して、 此旦を 食って は 待ち、 食って は 待って、 とうく 潮が 引いて、 兩 人が 出て くる^ こよ 

餘程 多量の 貝 を 平け ました。 其揚は 夫れ で濟 みまして、 愈 細君 を 連れて、 宅へ 歸 つて 見ます と、 m の 

は 忽ち あら はれて、 細君 は 其 月から 懷 妊して、 玉の 樣な 男子 か 女子 か 知りません が 生み落して 若人 は 大^ 

足 を 表する と 云 ふの が大图 いであります。 ゾラ 君 は 何を考 へ て此 著作 を 公け にされ たもの かお じません が、 

私の 考 では 前に 擧 けた モ ー パサ ン 氏よりも ある 方面に 向って 一 歩 進んだ ^ 想が なくって は 到底^き こなせ 


ない 作物 だと 思 ひます。 よく 下民の 聚 合する 寄席 杯へ 參 ると、 時々 妙な 所で 喝采す る 事が あります。 普通 

の 人が を 顰める 所に 限って 喝采す るから 妙であります。 ダラ 君 杯 も 日本へ 來て 寄席へ でも 出られたら、 

定めし 大入を 取られる 事で あらう と^じます。 

現代 文學は 皆此弊 に陷 つて 居る と は 無論 斷言 しま せんが、 色々 な點に 於て 此倾向 を帶 びて 居る こと は 疑 

ひもない と 思 ひます。 さう して 此 傾向 は眞の 一 字 を 偏 重視す るから して 起った 多少 病的の^ 象 だと 云 ふて 

もよ い^ ^ら うと 思 ひます。 諸君 は 探 愤 と 云 ふ もの を 見て、 齒す るに 足る 人間と は 思 はんで せう。 探、 だつ 

, て 家へ 歸れば 妻 も あり、 子 も あり、 隣近所の 付合 は 人並に して 居る。 丸で 道 德的觀 念に 缺 乏した 動物で は 

ない。 たまに は 夜店で 掛物を ひやかしたり、 盆栽の 一 鉢 位 眺める 風流 心 は あるか も 知れない。 然しな から 

探侦が 探偵と して 職務に か、 つたら、 只事 實を あける と 云 ふより 外に 彼等の 眼中に は 何もない。 眞 を發撣 

すると 云 ふと 勿體 ない 言葉であります が、 まづ 彼等の 職業の 本分 を 云 ふと、 尤も 下劣な 意味に 於て 眞を探 

ると 申しても 差 支ないで せう。 それで 彼等の 職務に か ゝ つた 有樣を 見る と 一 人前の 人間 ぢ やありません。 

道德 もなければ 美感 もない、 莊嚴の 理想 杯 は 固より ない。 如 何 なる、 うつくし いもの を a て も、 如何なる 

善に 對 しても、 又 如何なる 崇高な 場合に 際しても 一 向感す 事が 出來 ない。 出來れ ば棵侦 なんかす る氣 にな 

れる ものではありません。 探偵が 出來 るの は 人間の 理想の 四 分の 三が 全く 缺 亡して、 殘る四 分の 一 の 尤も 

低度な ものが 無噌に 働く からであります。 か ， る 人間 は 人間と して は 無論 通 ffl しない。 人間で ない 器械と 

してなら、 ある 場合に あって は^ 寶で せう。 重 寶 だから、 警視 廳 でも 澤山 使って、 月給 を 出して 飼って 置 

きます。 然し 彼等の 職業 はもと く 器械の 代り をす るの だから、 本人 共 も 其 積で、 職業 をして 居る. ZZ は 人 

間の 資格 はない も S と斷 念して やらなくて は、 普通の 人間に 對 して 不敬であります。 ^代の 文 擧者を 以て 

榨.^ に 比する の は 甚だ 失禮 であり ますが、 只眞の 一 字 を 標榜して、 共 他の 现想 はどうな つても 構 はない と 


云 ふ 意味な 作物 を 公然 發 表して 得意になる ならば、 其 作家 は 個人と して は、 いざ 知らす、 作家と して 陷缺 

の ある 人間で なければ なりません。 病的と 云 はなければ なりません。 (四 種の 理想 は 同等の 權利を 有して 

相 冒すべき もので ない と、 先き に 述べて 置きました。 四 種 を 同等に 満足せ しむる 事 は ra 難 かも 知れません o 

多少 は 冒す 場合が あるで せう。 其 場合に は 冒された ものが、 屛 息し 得る 樣に、 冒す 方に 偉大な 特色が なけ 

れば ならん のであります。 此點に 於て は、 先に 例證 した ォセ 口が 一番 辯 護し 易い 樣に思 はれます。 ゾラと 

モ —パサ ンの 例に 至って は 殆んど 探偵と 同樣に 下品な 氣持 がします。) 

文 藝に四 種の 理想が あるの は 毎度 繰返した 通りでありまして、 其 四 種が 又 色々 に 分化して 行く 事 も 前に 

述べた 如くであります。 此四 種の 理想 は文藝 家の 理想で は あるが、 ある 意味から 云 ふと 一般人 間の 理想で 

あります からして、 此 四面に 渉って 尤も 高き 理想 を 有して 居る 文 藝家は 同時に 人間と しても 尤も 高く 且つ 

尤も 谈き 理想 を 有した 人であります。 人間と して 尤も 廣く 且つ 高き 想 を 有した 人で 始めて 他 を 感化す る 

事が 出來 るので あります から、 文 藝は單 なる 技術ではありません。 人格の ない 作家の 作物 は、 卑近なる 理 

想、 もしくは、 理想な き 内容 を與 ふるのみ だからして、 感化 力 を 及 ほす 力 も 極めて 薄弱であります。 偉大 

なる 人格 を發 揮す る爲 めにある 技術 を 使って 之 を 他の 頭上に 浴せ かけた とき、 始めて 文藝の 功枭は 炳焉と 

して 末代 迄 も耀き 渡る のであります。 耀き 渡る と は 何も 作家の 名前が 傳 はると か、 世間から わいく 騒が 

れ ると 云 ふ 意味で 云 ふので はありません。 作家の 偉大なる 人格が、 讀者、 觀者 もしくは 聽 者の 心に 浸み 渡 

つて、 其 血と なり 肉と なって 彼等の 子々 孫々 迄傳 はると 云 ふ 意味であります。 文 藝に從 事す る もの は此意 

味で 後世に 傳 はらなくて は、 傳 はる 甲斐がない のであります。 人名 辭 書に 二 行 や 三 行か ゝれる 事は傳 はる 

ので はない C 自分が 傳 はるので はない。 活版 丈が 傳 はるので あります。 自己が 眞の 意味に 於て 一 代に 傳は 

り、 後世に 傳 はって、 始めて 我々 が 文 藝に從 事す る 事の 閑 事業で ない 事 を自覺 する のであります。 始めて 


自己が 一 個人で ない" 社 會全體 の 精神の 一 部分で あると 云 ふ 事實を 意識す るので あります。 始めて 文藝が 

世 道 人心に 至大の 關 係が あるの を 悟る のであります。 我々 は 生 慾の 念から 出立して、 分化の 理想 を 今日 迄 

持續 したので あります から、 此 理想 を ある 手段に よって 實現 する もの は、 我々 生存の 目的 を、 一曆 高く 且 

大いにした 功蹟の ある ものであります。 尤も 偉大なる 现想を 尤もよ く 莨 現す る もの は 我々 生存の 目的 を尤 

かんじん 

もよ く 助長す る 功績の ある ものであります。 文藝 の. H は此 意味に 於て 诀 して 閑人ではありません。 芭蕉の 

如く 消極的な 俳句 を 造る もので も 李 白の 樣な放 縱な詩 を 詠す る もので も诀 して 閑人ではありません。 普通 

の 大臣 豪族よりも、 有意義な 生活 を 送って、 皆 夫れ ぐに 人生の 大目 的に 貢獻 して 居ります。 

理想と は 何でもない。 如何にし て 生存す るが 尤もよ きかの 問題に 對 して 與 へたる 答案に 過ぎん ので あり 

ます。 畫 家の 畫、 文士の 文、 は皆此 答案であります。 文 藝家は 世 問から 此 問題 を 呈出され るから して、 色 

色の 方便に よって 各自が 解釋 した 答-案 を 呈出 者に 奥へ て やろ に 過ぎん のであります。 答案が 有力で ある 爲 

に は 明瞭で なければ ならん、 折角の 名答 も 不明瞭であるなら ば、 相互の 意志が 疏 通せぬ 樣 な不郤 合に 陷り 

ます。 所謂 技巧と 稱 する もの は、 此答案 を明嘹 にす る爲 めに 文 藝の± が 利 川す る 道具であります。 道具 は 

固より 本體 ではない。  . 

そこで 諸君 はわかった と 云 はれる かも 知れぬ。 又は わからぬ と 云 はれる かも 知れぬ。 分った 方 は 夫で よ 

ろしい が、 分らぬ 方に は少々 說明 をし なければ なりません。 只今 技巧 は 道具 だと 申しました。 さう 一 槪に 

云 ふと 明瞭な 樣 であるが 退いて 考へ ると 中々 わかり 惡ぃ。 技巧と は 何 だと 聽 かれた 時に、 大抵 困ります。 

普通 は 思想 を あら はす、 手段 だと 云 ひます が、 其 手段に よって 發 表される 思想 だからして、 思想 を 離れて、 

手段 丈を考 へる 譯には 行かす、 又 手段 を 離れて 思想 丈を拜 見す る 譯には 無論 行きません。 夫で 段々 論じ 詰 

めて 行く と、 どこ 迄が 手段で、 どこから が 思想 だか 苒 だ瞹昧 になります。 丁度 此 白墨に 卽 いて 云 ふと、 白 


め やす 

い 色と 白墨の 形と を 切 離す 樣な もので 此 格段な 白墨 を 目安に して 論す ると 白い 色 を とれば 形 はなくな つて 

仕舞 ひます し、 又 此形を とれば 白い 色 も 消えて 仕舞 ひます。 兩 つの もの は 一 一にして 一 、 一 にして 一 一と 云つ 

て も 然るべき ものであります。 そこで 哲理 的に 論す ると 中々 面倒です から、 分り 易い 爲 めに 實 例で 說 明し 

樣と思 ひます。 先達て 大學で 講義の 時に 引 川した 例が あります から、 一 寸 それで 川を辨 じて 置きます。 

茲に 二つの 文章が あります。 最初の は沙 翁の 句で、 次の はデ、 フォ— と 云 ふ 男の 句であります。 \ 一 を 比 

較 すると 技巧と 内容の 區 別が 自ら 判然す る だら うと 思 ひます。 

uneasy  lies  tlie ザ ead  tliat  wears  a  crown. 

Kings  freqlnently  lamented  tlie  3iserat>le  consequences  of  tsing-  t>orn  to  gr ひ at  things,  an<J 

wlsllec-  t:Iiey  liad  .been  in  tlie  middle  of  tlie  1:wo  extremes,  betwrtrtn  l:lie  mrean  and  t:lie  crreat. 

大體の 意味 は說 明す る 必要 もない 迄に 明嘹 であります。 卽ち冠 を 戴く 頭 は 安き ひまな しと 云 ふの が沙翁 

の 句で、 高貴の 身に 生れた る 不幸 を 悲しんで、 兩 極の 中、 上下の 間に 世 を 送りた く 思 ふ は 帝王の 習 ひなり 

と 云 ふの がデ、 フォ— の 句であります。 無論 前者 は 韻語の 一 行で、 後荠は 長い 散文 小說 中の 一 句で あるか 

ら、 前後に 關 係して 云 ふと、 種々 な 議論 も出來 ますが、 此ニ句 丈 を獨立 させて 評して 見る と， 其 技巧 9 點 

に 於て 大變な 差違が あります。 それ は あとから 說明 するとして、 二 句 S 内容 は、 二 句 共に 大同小異 である 

事 は、 誰も 疑 はぬ 程に 明かで ありませ う。 だ から 思想から 見 る と 雙方共 に 同樣と 見ても 差 支な い とします o 

思想が 同樣 であるに も關 はらす、 此ニ句 を 讀んで 得る 感じに は 大變な 違が あります。 私 は 先達て 中デ、 フ 

ォ 1<S 作物 を 批評す る 必要が あって、 其 作物 を讃み 直す ときに 偶然 此 句に 出合 ひまして、 不阖沙 翁のへ ン 

リ— 四 世 中の 語 を 思 ひ 出して、 其 内容の 同じき にも 闢ら す、 其 感じに 大變な 相違の あるに 驚き ましたが、 

何故 こんな 相違が あるかに 至って は 解剖して 見る 迄 は 判然と 自分に も わからなかった のであります。 そこ 


で 是 から 御 話し をす も の は 私の 當時 の 咸，) じ を 解剖 した 所であります。 

沙 翁の 方から 述べます と —— 彼の 句 は 帝王が 年中 (ト 年で もよ い、 二十 年で もよ い。 苟も 彼が 位に ある 

間 丈) の 身心 狀態 を、 長い 時間に 通す る 言語で あら はさないで、 之 を 一刻に つ  >  めて 示して 居る。 そこが 

一 つの 手際であります。 其 意味 を もっと 詳しく 說明 すると かうな ります。 uneasy  (不安」 と 云 ふ 語 は 漠然 

たる 心の 狀態を あら はす 樣 であるが 實は 非常に 銳敏 なよ く 利く 言葉であります。 例 へ ば 椅子の 足の 折れ か 

かった のに 腰 を 掛けて uneasy であると か、 ヅ. ボン 釣り を 忘れた 爲めヅ ボンが 擦り 落ちさう で uneasy で 

あると か、 凡て 落ち 付かぬ 樣 子であります。 勿論 落ち 付かぬ 樣 子と 云 ふの は、 ある 時間の 經過を 含む 狀態 

に は 相違ない が、 長時間の 經 過み-待たないで、 すぐ 眼に 映る 狀態 であります。 だから 此 sleasy と 云 ふ 語 

は、 長い間 持績 する 狀態 でも、 之 を 一 刻 もしくは 一 分に 縮めて 畫の樣 に 咄嗟の 際に 頭腦の 裏に 描き出し 得 

る狀 態であります。 - 

ある 人 はかう 云って、 私の 說 を攻擊 する かも 知れぬ。 —— 成程 君の 云 ふ樣な uneasy な 狀態も あるか も 

知れない。 然し それ は 身體の uneasy な 場合で 心 S  uneasy な 場合で はない。 身體の uneasy な 狀態は 長 

い 時間 を 切って 斷面 的に 之 を 想像の 鏡に 寫す事 も出來 やうが、 心の uneasy な 場合 卽ち 心配と か、 氣が、 

りと 云 ふ 様な もの は、 さう 云 ふ 風に 印象 を 構成す る 譯には 行かんだら うと。 私 は 其 攻撃に 對 して は、 かう 

答へ る。 —— さう 云 ふ sleasy な 狀態は あるに 相違ない。 ない が、 こ、 に はそんな 事を考 へる 必要 はない。 

よし 帝王の uneasiness が 精神的で あっても、 さう 考 へる 必要 はない。 必要 はない と 云 ふよりも そんな 餘 

裕 はない。 uneasy の 下に lies 卽ち潢 はると ある。 lies と 云 ふと 有形 的な 物 體に適 州 せらる 、文字で あ 

る。 だ 力ら uneasy と讀ん で、 どちらの uneasy かと 迷 ふ 間もなく、 直と lies と 云 ふ 字に 接續 する から 

して uneasy の 意味 は 明確に なって くる。 すると 又 かう 非難す る 人が 出る かも 知れぬ。 —— lies にも 兩 


樣が ある。 有形 物に 就て 云 ふ 事 は 無論で あるが 無形 物に 就ても 能く 使 ふ 字で ある。 だから uneasy  lies で 

は 君の 云 ふ樣に 判然たる 印象 は 起って 來な いと。 此 非難に 對 する 私の 辯 解 はかう であります。 tseasy  lies 

では 印象が 起らぬ と 云 ふなら 第三 字 目の head と 云 ふ 字 を 請んで 見る がよ からう。 liead は 具 體 的の もの 

である。 よし head 迄 も 比喩的な 意味に 解せられ ると しても uneasy  lies  the  liead と績 けて 讀ん で、 し 

かも 此 head を 抽象的な 能力と か 知力と か觯釋 する 者 は あるまい。 誰でも 具體 的の 髮の 生えた 頭と 解釋す 

るで あらう。 head を 具體と 解す る 以上 は lies も 無論 有形 物の lie する 有樣に 相違ない。 して 1 ると un- 

easy も 亦 形態に 關係 のない 目に 見えぬ 意味と は 取りに くい。 しかも 其 uneasy な有樣 はいつ まで 鑌くか 

無論 わからな いが、 よし 長時間 續く狀 態に しても、 苟も 續 いて ゐる間 は、 何時でも 目に 見える 狀態 である < 

いつでも 見える 狀態 であるか らして、 其 いづれ の 一 瞬間 を 截ち切っても 其 斷面は 長い 全部 を 代表す る 事が 

出來 る、 語を換 へて 云へば、 十 年 二十 年の 狀態を 一瞬の 間につ V めた もの、 煑 詰めた もの、 煎じ詰め たも 

のを腦 裏に 呼び 起す ことが 出來 ると。 そこで 此煑 詰めた 所、 煎じ詰めた 所が 沙 翁の 詩的な 所で、 讀 者に 電 

光の 機鋒 を ちらっと 見せる 所 かと 思 ひます。 是は 時間の 上の 話であります。 長い 時間の 狀態を 一 時に 示す 

詩的な 作用であります。 

所で 沙 翁に は 今一 つの 特色が あります。 上述の が 時間 的なる に對 して 是は 空間 的と 云 ふても よから うと 

思 ひます。 卽 ちかう 云 ふ 解剖な のです。 帝王と 云 ふ 字 は 具體の 名詞 か 抽象の 名詞 かと 問へば、 誰も 具體と 

答へ る だら うと 思 ひます。 成程 具體 名詞に 相違ないです。 けれども 只 具 體的だ と 承知す る 許りで、 明嘹な 

印象 は 比較的 出に くいので す。 帝王の 晝を 眼前で かいて 見ろ と 云 はれても、 すぐと 圖 案は斿 へられんだら 

うと 思 ひます。 私共の 腦 中には 此 帝王と 云 ふ ものが 頗る 漠然として 纆 まらない 圖 になって 疊み 込まれて 居 

ます。 所へ the  liead  that  wears  a  crown と 云 はれる と、 帝王と 云 ふ 観念が 急に 判然とし ます。 なぜか 


と 云 ふと、 今迄 は具體 であると 云 ふ 事 丈が 解って 居た けれど、 局部の 知識 は 頗る 曖昧で 取と めが つかな か 

つたので あります。 恰も 度の 合 はぬ 眼鏡で 物 を 児る 樣に、 其 物は獨 立して 存在して 居る が 他の物と 獨 立し 

てるる こと 丈が 明瞭で、 其 物の 内容 は矇朧 として 居った のであります。 所が uneasy  lies  tlie  head  that 

wears  a  crown と 云 はれた ので 燒點が 急に 極った 樣な 心持ちが する のであります。 帝王と 云へば 個人と 

して 帝王の 全部 を 想像せ ねばならん、 全部 を 想像す ると 勢 ほんやり する。 ほんやり しない 爲に、 局部 を 想 

像し やうと すると、 局部が 澤山 あるので、 どこ を 想像して よい か 分りません。 そこで 沙翁は 多く ある 局部 

のうちで、 こ、 を 想像す るの が 一 番ぃ 、と敎 へて 吳れ たのであります。 其敎 へて 吳れ たの は、 帝王の 足で 

もない、 手で もない。 乃至 は脊 骨で もない。 もしくは 帝王の 腹の 中で もない。 彼が 指さして、 あすこ 丈 を 

注意して 御覽、 Ens がよく 見える と敎 へて くれた 所 は、 燦爛たる 冠 を 戴く 彼の 頭であります。 此 注意 を 

うけた 吾々 は 今迄 全局に 眼 をち らっかせ て 要領 を 得ん のに苫 しん でるたのに、 かく 注意 を 受けた から、 試 

みに 其方へ 視線 をむ ける と、 成程 Icing が 見えた のであります。 明嘹 なの は 22 部に 過 ざぬ けれども、 此局 

部が king を 代表 レて 然るべき 精髓 であるか らして、 こゝ^ 明嘹に 見えれば 全體を 明嘹に 見た と 同じ 事に 

なる。 取 も 直さす 物み- a るべき 耍 點を沙 翁が 我々 に敎 へて くれたので あります。 此要點 は 全體を 明かに す 

るに 於て 功力が あるの みならす、 要點 以外に 氣を 散らす 必要が なく、 不要の 部分 を 悉く 切り 棄 てる 事 も 出 

來 るから して、 讀荞 から 云へば 注意力の 經濟 になる。 此耍點 を 空間に 配して 云 ふと、 沙翁は king と 云 ふ 

大きな もの を 縮めて、 單 なる 「冠^ 戴く 頭」 に變 化さして 吳れ たのであります。 かくして 六尺の 人 は  一 X 

に 足らぬ 頭と 煎じ詰められた のであります。 

して 見る と沙 翁の 句 は 一 方に 於て 時間 を 煎じ詰め、 一 方で は 空間 を 煎じつ めて、 さう して 鮮 かに 長時間 

と 廣牢- 間と を 見せて くれて 居ります。 恰も 肉眼で 遠景 を 見る と 漠然として 居る が、 一 たび 雙 眼鏡 を かける 


と 大きな 尨大な ものが 奇麗に 縮まって 眸裡に 印す る樣な ものであります。 さ 5 して 此雙 眼鏡の 度 を 合 はし 

て吳れ るの が卽ち 沙 翁な のであります。 是が 沙翁 の 句 を讀 ん で 詩的 だ と感す る 所以であります。 

所が デ、 フォ ーの 文章 を讀ん で 見る と 丸で 違って 居ります。 此男 のかき 方 は 長い もの は 長いな り、 短ハ 

もの は 短い なりに 寄き 放して 毫も 煎じ詰めた 所がありません。 遠景 を 児る のに 肉眼で 見て 居ます。 度 を 合 

せぬ のみ か、 雙 眼鏡 を m ひ檨 ともしません。 まあ 智慧の ない 敍 方と 云って よいで せう。 或は 心配して 讀者 

の 便宜 を はかって 吳れぬ 書き方、 呑氣 もしくは 不親切な 書き方と 云っても 惡く はありますまい。 もしくは. 

仲 縮 方 を 解せ. ぬ、 彈カ 性の ない 文章と 評しても 構 はないで せう。 汽車 電車 は 無： i 人力 さへ 工夫す る 手段 を 

知らないで、 どこ 迄 も 親譲りの 一 一本 足での そく 歩いて 行く 文章であります。 從 つて 散文的の 感が あるの 

,  55 ふち 

です。 散文的な 文章と は 馬へ も乘れ す、 車へ も乘れ す、 何等の 才覺 がな くって、 只 地道に 御 拾 ひで 御 出に 

なる 文章 を^ ふので あります。 是は诀 して 惡ロ ではありません。 御 拾 ひも 時々 は 結構であります。 U ハ 年が 

年中 足を擂 木に して、 火事 見舞に 行 くんでも、 葬式の 供に 立 つんでも 同じ 心得で、 てく くやって 居る の 

は、 本人の 勝手 だと 云へば 云 ふ樣な もの、、 あまり 器量の ない 話であります。 デ、 フォ ー は だ 達筆で 生 

涯に 三百 何 部と 云 ふ 書物 を かきました。 まあ 車夫の 樣 な文窣 家な のです。 

是でニ 家の 文章の 批評 は 了り ます。 此 批評に よって、 我々 の 得た 結論 は 何で あるかと 云 ふと、 文 藝に在 

つて 技巧 は 大切な ものであると 云 ふ 事であります。 もし 技巧がなければ 折角の 思想 も、 氣の啬 な 事に、 左 

程な 利 目が 出て 來 ない。 沙 翁と デ、 フォ ー は 同じ 思想 を あら はした のであります が、 其 結 栗 は 以上の 如く、 

大變な 相違 を來 します。 思想が 同じい の に是 程な 相違が 出る の は 全く 技巧の 爲 めだと 結論し ます。 近頃 日 

本 の 文學者 の ある 人々 は 技巧 は 無 ffl だとし きりに 主張す る さう です が、 未だ 明嘹 なる 御 考へを 承つ た 事が 

ないから、 何とも 申されません が、 以上の 說明 によると、 文藝 家で ある 以上 は、 技巧 はどうしても 捨てる 
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譯に は、 參 るまい と 信じます。 さう して 以上の 說 明は诀 して 論^ 其 他の 誤謬 を 含んで 居らん と 信じます。 

有名な 人の 作曲 さ へ やれば、 どんな 下手が 奏しても 構 はない と 云 ふ 御主 意^? らば 文章 も 技巧 は 無用 かも 知 

れ. ません が、 私に はさう は 思 はれません。 さう して 技巧 を 無川視 せらる、 方の、 フ ちに は 人生に 觸れ なくて 

は 駄目 だ、 技巧 はどうで もよ い、 人生に 觸れ るの が 目的 だと 言 はれる 人が 大分 ある 樣で すが、 是も 未だ 明 

嘹な說 明 を 承った 事がない から 何の 意味 だか 了解 出來 ません が、 此 言葉 を 承. はる 度に 何だか 妙な 心 持が し 

ます。 只觸れ ろくと 仰が あっても、 觸れ る見當 がっかなければ、 作家 は 途方に 暮れます。 無喑に 人生 だ- 

人生 だと 騒いでも、 何が 人生 だか 御說 明に ならん 以上 は、 火の見えない のに 半鐘 を 擦る 樣な もので、 一 寸 

景氣 はい、 樣 だが、 どいた くと 驅 けて 行く 連中 は、 あとから 大に 迷惑 致す だら うと 察せられます。 人生 

に觸れ ろと 御 注文が 出る前に、 人生と はこん な もの、 觸れ ると は あんな もの、 凡ての あんな、 こんな を 明 

瞭 にして 置いて 偖斯 樣な譯 だから 技巧 は 無用お やない かと 仰せられたなら、 其 時 始めて 御 相手 を 致しても 

遲ぐ はなから うと 思って、 それ迄 は 差し 控 へる 事に 致して 居ります。 もし 私の 方で 申す 人生に 觸れ ると 云 

ふ 意味が 御 承知に なりたければ 今ぢ きに 明嘹 なる 御 答へ を 仕っても よろしい が、 序 も ある 事 だから、 次の 

節 迄 待って 戴き ませう。  .. 

御 待 遠 だとい かぬ から、 すぐ 樣 次の 節に 移って 辯 じます。 文擧 者の 一部分で、 しきりに 觸れ ろくと 云 

ひ、 技巧 は 無用 だくと 云って 居る に反して、 養家の 方で は —— #1ー 家 は 我々 の 樣に騷 々しくない、 大人し 
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く勉强 して 居られる から、 無喑に 三つ 番は敲 かれぬ 樣 であるが —— 然し 其實 行して 居られる 所を拜 見す る 

と、 觸れ るの 觸れ ぬのと 云 ふ 事 は 頓着な く 只 熱心に 技術 を 研いて 居られる 樣に 見受けます。 申す 迄 もな く 

私 は 極めて 畫 道に は 喑ぃ 人間であります。 だから 畫の 事に 關 して 嘴 を 容れる 權利は 無論ない のです が、 門 

外 漢の云 ふ 事 も 時には 御參考 になる だら うし、 かう して 諸君に 御 目に かゝる 機會も 滅多に ありませ す、 且 


文 藝全體 に 通じての 議論です から、 大膽な 所 を 述べて 仕舞 ひます。 I あなた 方の 方で は 人間 を 御 かきに 

なるとき はモデ ルを御 使 ひになります。 草 や 木 を 御 かきになる とき は 野外 もしくは 室内で 寫生 をな さ いま 

す。 是 はまこと に 結構な 事で、 我々 文學 者が 四疊 半の なかで、 夢の 樣な 不都合な 人物、 景色、 事件 を 想像 

して 好 加減な 事 を竝べ て 平氣で 居る よりも 遙に 熱心な 御 研究であります。 其 效能は 固より 御 承知の 事で、 

私 杯が 彼是 申す の も 釋迦に 何とか 云 ふ 類になります が、 先 講話の 順序と して 分らぬ 乍ら、 分った と 思 ふ 事 

丈 を 述べます。 かう 云 ふ 修業で 得る 點は 私の 考 へで は先づ 二通りになる だら うと 思 ひます。 一 つ は 物の 大 

小形 狀 及び 其 色 合 杯に ついて 知覺 が明嘹 になり ますのと、 此明嘹 になった もの を、 精細に 寫し 出す 事が 巧 

者に 且つ 迅速に 出 來る事 だと 信じます。 二 は 之 を 描き出す に當 つて 使 川す る 線 及び 點が、 描き出される 物 

の 形 狀ゃ色 合と は 比較的 獨 立して、 それ 自身に 於て、 一種の 手際 を帶 びて 來る 事であります。 此 第二の 技 

術 は 技術で あり 且つ 理想 を も あら はして 居る からして 純然たる 技巧と 見る 譯 には參 りません。 現に 日本 在 

來の 繪晝は 重に 此 技巧 丈で 價値を 保った ものであります。 それに も關 はらす、 之に 對 して 鑑赏の 眼 を恣に 

すると、 それぐ に 一種の 理想 を あら はして 居る、 卽ち畫 家の人 格 を 示して 居る、 爲 めに 大 なる 感興 を 引 

く 事が 多い のであります 3 たと へば 一 線の 引き 方で も、 (其 一 線 丈で は螯は 成立せ ぬに も關 はらす) 勢 ひが 

あって 畫 家の 意志に 對 する 理想 を 示す 事 も出來 ますし、 曲り 具合が 美に 對 する 理想 を あら はす 事 も 出來ま 

すし、 又は 明 嘹， で 太い 細い の關 係が 明かで 知的な 意味 も 含んで 居り ませう し、 或は 婉 約の 情、 溫 厚な 感を 

蓄 へる 事 も ありませ う。 (知、 情の 理想が 比較的 顯著 でな いのは 性質 上巳 を 得ません。) か. うなる と 線と 

點 丈が 理想 を 含む 樣に なります。 丁度 金石文 字 や 法帖と 同じ 事で、 書 を 見る と 人格が わかる 杯と 云 ふ 議論 

は 全く 是 から 出る ので あらう と考 へられます。 だから、 この 技巧 は ある 程度の 修養に つれて、 理想 を 含蓄 

して 參り ます。 然し 前 種の 技巧、 卽ち 物に 對 する 明嘹 なる 知 覺を其 儘に あら はす 手際 は、 全然 理想と 沒交 


渉と 云ふ譯 には參 りません が、 比較的に 之と は獨 立した ものであります。 之 を わかり 易く 申します と、 物 

を かいて、 現物の 樣 に出來 上っても、 知、 情、 意、 の 働きの あら はれて 居らん のがあります。 何だか 氣乘 

りの しないの があります。 どことなく 機械的な のがあります。 私の 技巧と 云 ふの は， 此 種の 技巧 を 云 ふの 

であります。 私の 非難した いのは、 此 種の 技巧 丈で 畫ェ になら うと 云 ふ 希望 を 抱く 人々 であ. ります。 無論 

諸君 は、 畫ェ に， なる には此 種の 技巧 丈で 充分-たと 御考 へに なって は 居られますまい。 然し 技巧 を 重に して 

研究 を 重ねて 行かれる うちに は、 時に よると 知らぬ 間に、 つ ぃ此 弊に 陷る 事がない と は 限らん と 思 ひます。 

再び 前段に 立ち 歸 つて 根本的に 申します と、 前に 述べた 通り、 文藝 は感覺 的な 或 物 を 通じて、 ある 理想 を 

あら はす ものであります。 だからして 其 第一義 を 云へば ある 理想が 感覺 的に あら はれて 來 なければ、 存在 

の 怠義 が^くなる 譯 であります。 此理想 を感覺 的に する 方便と して 始めて 技巧の 憤 値が 出て くる もの と存 

じます。 此 理想の ない 技巧 家を稱 して、 所謂 市 氣匠氣 の ある 藝術 家と 云 ふの だら うと 考 へます。 市 氣匠氣 

の ある 繪畫が 何故 下品 かと 云 ふと、 其 書面に 何等の It- 想が あら はれて 居らん からで ある。 或は あら はれて 

居ても 淺遝 で、 狭小で、 卑俗で、 毫も 人生に 觸れて 居らん からであります。 

私 は 近頃 流行す る 言語 を拜 借して、 人生に 觸れて 居らん と. e. しました。 私の 所謂 人生に 觸れ ると 申す 意 

味 は、 前段から- S 議論で 大槪は 御 分りに なったら うと は 思 ひます が、 御 約束 だから 形式的に 說明 致します 

と、 比較的 簡單 で明嘹 であります。 少く とも 私 丈に はさう 思 はれます。 我々 は 意識の 連鑌を 希望し ます。 

連績の 方法と 意識の 内容の 變化 とが 吾人に 選 擇の範 園を與 へます。 此範 園が 现想 を與 へます。 さう して 此 

理想 を實 現す るの を、 人 牛； に觸れ ると. E- します。 是 以外に 人生に 觸れ たくても 觸れら れ樣譯 がありません。. 

さう して 此理想 は眞、 美、 善、 壯の四 種に わかれます からして、 此四 種の 理想 を實 現し 得ろ 人 は、 同等の 

程度に 人生に 觸れた 人であります。 眞の 理想 を あら はし 得る 人 は、 美の 理想 を あら はし 得る 人と、 同樣の 


權 利と 重みと を 以て、 人生に 觸れ るので あります。 善の 现想を 示し 得る 人 は 壯の现 想 を 示し 得る 人と， 同 

樣の權 利と 重み を 以て、 人生に 觸れ たもので あります 3 何れの 理想 を あら はしても、 同じく 人生に 觸れる 

のであります。 其 一 つ 丈が 觸れ て、 他に 觸れぬ も s だと 斷 言す るの は、 論理的に かく 證 明し 來 つた 所で、 

成立せ ぬ 出放題の 廣 言であります。 眞は 深く もな り、 廣 くもなり 得る 理想であります。 然しながら、 眞が 

獨り 人生に 觸れ て、 他の 理想 は觸れ ぬと は， 眞 以外に 世界に 道路が ある 事 を 認め 得ぬ 色盲 者の 云 ふ 事で あ 

ります。 東西南北 悉く 道路で、 悉く 通行すべき 笞で、 大切と 云へば 悉く 大切であります。 

I： 種の 理想 は 分化 を 受けます。 分化 を 受ける に從 つて 變 形み-生じます。 變形を 生じつ、 進歩す る 機會を 

早めます。 此變 形のう ち、 尤も 新しい 理想 を i 莨 現す る 人 を、 人生に 於て 新 意義 を 認めた 人と 云 ひます。 變， 

形のう ち 尤も 深き 理想 を實 現す る 人 を、. 深刻に 人生に 觸れた 人と 申します。 (云 ふ 迄 もな く 深刻と は眞、 

善、 美、 壯の 四面に わたって 申すべき 形容詞であります。 - 悲酸 だから 深刻 だと か、 嗞黑 だから 深刻 だと か 

云 ふの は 無意味の 言語であります。) 變 形のう ち 尤も 廣き瑰 想を實 現す る 人 を， 廣く 人生に 觸れた 人と. S- 

します。 此 三つな 兼ねて * 完全なる 技巧に よりて， 之を實 現す る 人 を、 理想的 文藝 家、 卽ち 文藝の 聖人と 

云 ふので あります。 文藝の 聖人 は 只の 聖人で、 之に 技巧 を 加へ ると きに、 始めて 文藝の 聖人と なる ので あ 

ります。 聖人の 理想と 申して 別段の 事 もありません。 た V 如何にして 生存すべき かの 問題 を觯釋 する 迄で 

あります。 • 

發 達した^ 想と、 完全な 技巧と 合した 時に、 文藝は 極致に 達します。 (それ だから、 文藝の 極致 は、 時 

代に よって 推移す る ものと 解釋 する のが、 尤も 論顼 的な のであります。) 文藝. か 極致に 達した ときに、 之 

に 接する もの は、 もし 之に 接し 得る 丈の 機綠が 熱して 居れば， 還元 的 感化 を 受け 4 よす。 此 還元 的 感化 は 文 

薩が 吾人に 與へ 得る 至大 至高の 感化であります。 機綠が 熱すと 云 ふ 意味 は、 此 極致 文藝 のうちに あら はれ 


たる 理想と、 自己の 理想と が 契合す る 場合 か、 もしくは 之に 引きつ けられた る 自己の 理想が、 新しき 點に 

於て、 深き 點に 於て、 もしくは 廣き點 に 於て、 啓 發を受 くる 釗那に 大悟す る 場合 を 云 ふので あります。 綠 

なき 衆生 は 度し難し と は 單に佛 法の みで 言 ふ 事ではありません。 段 違 ひの 理想 を 有して 居る もの は、 感化 

してやり 度くても、 感化 を 受けた くても 到底 どうす る 事 も出來 ません。 

還元 的 感化と 云 ふ 字が 少々 妙 だから、 御 分りに ならん かと 思 ひます。 之 を 説明す ると、 かう 云 ふ 意味に 

なります。 文 藝家は 今 申す 通り 自. 己の 修養し 得た 理想 を 言語と か 色彩と かの 方便で あら はすので、 其 現 は 

される 理想 は、 あ^ 種の 意識が、 ある 種の 連續 をな すの を、 其 儘に 寫し 出した ものに 過ぎません。 だから 

之に 對 して 享樂の 境に 達する と 云 ふ 意味 は， 文藝 家の あら はした 意識の 連 續に隨 伴す ると 云 ふ 事に なり ま 

す。 だから 我々 の 意識の 連續 が、 文藝 家の 意識の 連續と ある 度 迄 一致し なければ、 享樂と 云 ふ 事 は 行 はれ 

る 箸が ありません。 所謂 還元 的 感化と は此 一 致の 極度に 於て 始めて 起る 現象であります。 

一 致の 意味 は 固より 明嘹 で、 此 一 致した 意識の 連續が 我々 の 心のう ちに 浸み 込んで、 作物 を 離れた る 後 

迄も痕 迹を殘 すの が 所謂 感化であります。 すると 說 明すべき もの は 只 還元の 一 一字になります。 然し 此ー 一字- 

も 亦 一 致と 云 ふ 字面のう ちに 含まれて 居ります。 一 致と 云 ふと 我の 意識と 彼の 意識が あって、 此ー 一つの も 

のが 合して 一 となると 云 ふ 意味であります が、 それ は 一 致せぬ 前に 言 ふべき 事で、 旣に 一 致した 以上 は 一 

もな く 二 もない 譯 であります からして、 此垵界 に 入れば 旣に 普通の 人間の 狀態を 離れて、 物 我の 上に 超越 

して 居ります。 所が 此物 我の 境 を 超越す ると 云 ふ 事 は、 此 講演の 出立 地であって、 また あらゆる 思索の 根 

據 本源になります。 從 つて 文藝の 作物に 對 して、 我 を 忘れ 彼 を 忘れ、 無意識に (反省 的で なくと 云 ふ 意な 

り) 享樂を 擅まゝ にす る 問 は、 時間 も筌問 もな く、 只 意識の 連續が あるの みであります。 尤も こ、 に 時間 

も筌問 もない と 云 ふの は 作物 中 にないと 云 ふので はない、 自己が 作物に 對 する 時間、 又 自己が 占めて 居る 


空間がない と 云 ふ 意味であって、 讀んで 何時間 かゝ るか、 又 請んで 居る 場所 は 書 齋の裡 か 郊外 か蓐中 か を 

忘れる と 云 ふのと 同じ 事であります。 普通の 場合に 於て 此を 忘れる 事が 出来ん の は、 ある 閒は 作者の 意識 

連續と 一致し、 あるとき は 之 を 離れる から、 我 は 依然として 我、 彼 は 依然として 彼な のであります。 一致 

して 居る 際に 蚤に 食 はれて 急に 我に 歸り、 時計が 鳴って 俄に 我に 歸 ると 云ふ樣 であるから、 間髮を 容れざ 

る 完全の 一 致より 生す る 享樂を 擅 まに する 事が 出來ん のであります。 かくの 如く 自己と 作家の 意識が 離れ 

たり 合ったり する 間 は、 讀 書で も觀畫 でも、 純一 無 雜と云 ふ 境遇に 達する 事 は出來 ません。 之 を 俗に 邪魔 

が 這 入る とも、 油を寶 ると も、 散漫になる とも 云 ひます。 人に よると、 生涯に 一 度 も 無我の 境界に 點 頭し、 

恍惚の 域に 逍遙す る 事の ない ものが あります。 俗に 之 を 物に 役せられ る 男と 云 ひます C 斯樣な 男が、 何 か 

の因綠 で、 急に 此 還元 的 一致 を 得る と、 非常な 醜男 子が 絕 世の 美人に 惚れられた 樣に 喜びます。 

「意識の 連續」 のうちで 比較的 連 續と云 ふ 事 を 主にして 理想が あら はれて くると、 重に 文學 が出來 ます。 

比較的 意識 そのもの 、 內容を 主にして 瑰 想が あら はれて 来る と耪畫 が 成立し ます。 だからして 前者の 理想 

はお もに 意識の 推移す る有樣 であら はれて 來 ます。 從 つて 此 推移 法が 瑰想 的に 行く 作物 は、 讀者 をして 退 

元 的 感化 をう け 易く します。 之 を 動の 遠 元 的 感化と 云 ひます。 夫から 後者の 理想 はお もに 意識の 停留す る 

有樣 であら はれて 來 ます。 だから 停留 法が うまく 行く と、 卽ち 意識が 停留したい 所 を 見 計って、 其钊那 を 

柿へ ると、 觀者 をして 還元 的 感化 をう け 易く します。 之 を 靜の遠 元 的 感化と 云 ひます。 然しながら 是は重 

なる 傾向から 文擧と 繪畫を 分った 迄で、 其實は 截然と かう 云 ふ 區別は 出來ん のであります。 しばらく 此ー 一 

要素 を 文學の 方へ かためて 申します と、 推移の 法 M は文舉 のカ學 として 論ずべき 問題で、 逗留の 狀態は 文 

學の 材料と して 考へ るべき 條 項であります。 雙方 とも 批評 學の發 達せぬ 今日は 誰も 手 を 着けて 居りません 

から、 研究の 餘地 はいくら でもあります。 私 は 自分の 文舉 論の うらに、 不完全ながら 自分の 考へ丈 は 述べ 


て 置きました から、 御 參考を 願 ひます。 固より 新たに 開拓す る 領土の 事であります から、 御參考 になる 程 

に は出來 てお" ません。 けれども、 あの 議論の 上へ 上へ と是 からの 人が、 新 知識 を 積んで 行って、 私の 疎 

漏な 所 を 補 ひ、 誤謬の ある 所 を 正して 下さったならば、 批評 學が舉 問と して 未來に 成立 せんと は 限らんだ 

らうと 思 ひます。 私 は ある 事情から 重に 創作の 方 を やる 考 へであります から、 向後 此方 面に 向って、 ど の 

位 の 貢默が 出來 るか 知れません が、 もし 篤寳 な擧 者が あって、 鋭意 に そちら を 開拓し て 行かれ， たなら ば、 

學 界は此 人の 爲 めに 大 いなる 利益 を享 ける に 相違な からう と 確信して 居ります。 

最後に 一 首 を 加へ ます。 我々 は 生きたい くと 云 ふ 下司な 念 を本來 持って 居ります。 此 下司な 了見から 

して、 物 我 S 區別を 立てます。 さう して 如何なる 意識の 連績を 得ん かと 云 ふ 選 擇の念 を 生じ、 此選 擇の範 

園が 廣ま るに 從 つて 一種の 理想 を 生じ、 其 现 想が 分岐して、 哲擧者 (又は 科學 者) となり， 文藝 家と なり 

實行 家と なり、 其文藝 家が 又 四 種の 理想 を 作り、 且つ 之 を 分岐せ しめて、 各自に 各自の 欲する 意識の 連績 

を實 現しつ 、あるので あります。 要するに 皆 如何にして 存在 せんかの 生活 問題から 割り出し たものに 過ぎ 

ません。 だからして 何 を やらう と诀 して 寳際 的の 利害 を 外れた こと は 一 つもない のであります。 世の中で 

ひ まじん 

は^ 術 家と カ文舉 家と 力 云 ふ もの を 閑人と 號 して、 何 か 入らざる 事で もして 居る もの 、樣 に考へ て 居ます o 

實を云 ふと 藝術 家よりも 文攀 i みよりも 人らぬ 事 をして 居る 人閒 はいくら でも あるので す。 朝から 晚迄車 を 

飛ばせて 馳け 廻って 居る 連中のう ちで、 文舉者 ゃ藝術 家よりも 人らざる 事 をして 居る 連中が いくら あるか 

知れません。 自分 丈が 國家有 ffl の材だ 杯と 己 惚れて 急がし けに 生存 上 十 人前 位の 權 利が あるかの 如く 振舞 

つても 到底 駄目な のです。 彼等の 有 ffl とか 無 川と か 云 ふ 意味 は 極めて 幼稚な 意味で 云 ふので すから 駄目で 

あります。 怒るなら、 つても よろしい、 いくら 怒っても 駄目であります。 怒る の は 理窟が 分らん から 怒 

るので す。 怒る よりも 頭 を 下 ゆて 其譯 でも 聞きに 來 たらよ からう と 思 ひます。 恐れ入って 聞きに くれば い 


つで も敎 へて やって よろしい.。 —— 私 杯 も 學校を やめて、 綠側 にごろ く晝寐 をして 居る と 云って、 友達 

がみん な 笑 ひます。 —— 笑 ふの ぢ やない、 實は 羨ましい のか も 知れません つ —— 成る 程 晝寐は 致します。 

晝寐 ばかりで はない、 朝寐も 宵寐も 致します。 然し 寐 ながらに して、 えらい 理想で も實 現す る 方法 を考へ 

たら * 一 一六 時 中 車 を 飛ばして 電車と 競爭 して 居る 國家有 ffl の才 よりえら いか も 知れない。 私 は只寐 てるる 

ので はない、. えらい 事 を 考へ樣 と 思って 寐て 居る ので ある" 不幸に して まだ 考へ 付かない 丈で ある。 中々 

以て 閑人で はない。 諸君 も 閑人で はない。 閑人と 思 ふの は、 思 ふ 方が 閑人で ある、 でなければ 愚人で ある。 

ひま 

文 藝家は 閑が 必要 かも 知れません が、 閑人 ぢゃ ありません。 ひま 人と 云 ふの は 世の中に 貢獻 する 事の 出來 

ない 人 を 云 ふので す。 如何に 生きて 然るべき か S 薛釋 を與 へて、 平民に 生存の 意義 を敎へ る 事の 出来ない 

い き 

人 を 云 ふので す。 かう 云 ふ 人 は 肩で 呼吸 をして 働 い て 居た つ て 閑人です 、 文藝家 はいくら 綠惻 に晝寐 をし 

て 居た つて 閑人 ぢ やない。 文藝 家の ひまとの らくら 華族 や、 づ ほら 金 持の ひまと 一 所に されち ゃ大變 だ。 

だから 藝術 家が 自分 を 閑人と 考 へる 樣ぢ や、 自分で 自分の 天職 を 抛つ 樣な もので、 御 天道 樣に濟 まない 事 

になります。 藝術家 は ど f .1 迄 も 閑人 ぢ やない と 極めな く つ ちゃ いけな い。 いくら 緣 側に 畫寐を しても 閑人 

ぢ やない と 極めな くつち やい けない。 然し 是丈 大膽に ひま 人ぢ やない と. 主張す る爲 めに は、 主張す る 丈の 

確信がなければ なりません。 言葉 を換 へて 云 ふと 如何にして 活 きべき かの 問題 を解釋 して、 誰が 何と 云つ 

て も、 自分の 理想の 方が， すっと 高い から、 ちっとも 動かない， 驚かない、 何 だ 人生の 意義 も 理想 も わか 

らぬ 癖に、 牛-意 氣を云 ふなと 超然と 構へ る 丈に 腹が 出 來てゐ なければ なりません C 是 丈に 出來て 居な けれ 

ば、 いくら 技巧が あっても、 寄いた ものに 品位がない。 ない 箐で ある。 かう 書いたら 笑 はれる だら う、 あ 

あ 云ったら 叱られる だら うと.， びくく して 筆 を 執る から、 あの 男 は 腹の 中が かたまって 居らん、 理想が 

生煑 だ、 と 云 ふ 弱點が 書物の 上に 昆ぇ 透く 樣に寫 つて 居る、 從 つて 如何にもぎ 氣 地がない。 いくら 技巧が 

七 七 


七-" 

あつたって、 是ぢゃ 人 を 引きつけ る こと も 出来ん、 況んゃ 感化 を やであります。 又 況んゃ 還元 的 感化 を や 

であります。 こんな 文藝 家を稱 して 閑人と 云 ふので あります。 正木 君の 云 はれた 市 氣匠氣 と 云 ふの は、 か 

かる 閑人の 文藝 家に 着いて 廻る のであります。 要するに 我々 に 必要な の は 理想で ある。 理想 は 文に 存 する 

もので もない。 繪に存 する もので もない、 理想 を 有して 居る 人間に 着いて 居る ものである。 だからして 技 

巧の カを藉 りて 理想 を實 現す るの は 人格の 一部分 を實 現す るので ある。 人格に ない 事 を、 只 句 を 綴り 章 を 

繋いで、 上滑りの する 樣に かきこな したって 閑人に 過ぎません。 俗に 之 を 柄 にないと 申します。 柄に ない 

事 は、 やっても 閑人で やらなくても 閑人 だから、 やらない 方が 手数が 省け る だけ 得になります。 只 新しい 

理想 か、 深い 理想 か、 廣ぃ 理想が あって、 之 を 世の中に 實 現し やうと 思っても、 世の中が 馬鹿で 之 を實現 

させない 時に、 技巧 は 始めて 此 人の 爲 めに 至大な 用 をな すので あります。 一般の 世が 自分が 實 世界に 於け 

る發 展を妨 ける 時、 自分の 理想 は 技巧 を 通じて 文藝 上の 作物と して あら はる 、 より 外に 路 がない ので あり 

ます。 さう して 百 人に 一 人で も、 千 人に 一 人で も、 此 作物に 對 して、 ある 程度 以上に 意識の 連續に 於て 一 

致す るなら ば、 一 步 進んで 全然 其 作物の 奧 より 閃めき 出 づる眞 と 善と 美と 壯に 合して、 未來の 生活 上に 消 

え 難き 痕跡 を殘 すなら ば、 猶 進んで 還元 的 感化の 妙 境に 達し 得るならば、 文藝 家の 精神 氣魄は 無形の 傳染 

により、 社 會の大 意識に 影響す るが 故に、 永久の 生命 を 人類 內 面の 歴史 中に 得て、 茲に 自己の 使命 を完う 

したる ものであります。 


創作家の 態度 

—— 明治 四十 一 年 二月 诋京 靑年會 館に 於て 述 —— 

演題 は 「創作家の 態度」 と 云 ふので あります。 態度と 云 ふの は 心の 持ち 方、 物の 觀方： K に解攀 して 置い 

&カ た  さま /C, 

て 下されば 宜しい。 此、 心の 持ち 方、 物の 觀 方で 4> 人、 十 色、 樣々 の 世界が 出來 又^々 の 世界 觀が 成り立 

つの は 申す 迄 もない。 一 例 を 上け て 申す と、 もし 諸君が 私に 向って 月の 形 は どんな だと 聞かれ ゝば、 私 は 

すぐに 丸い と 答へ る。 諸君 も 定めし 御 異存 はなから うと 思 ふ。 所が 此間 ある 西洋人の 書いた もの を 見たら、 

我々 は 普通 月 を半圓 形の ものと 解して 居る とあった のみ か、 何故 眞 丸な ものと 思って るぬ かと 云ふ譯 迄が 

二三 行つ け 加へ てあつ たんで、 少し 驚いた 位であります。 我々 は敎 育の 結果、 習慣の 結果、 ある 眼識で 外 

界 を觀、 ある 態度で 世相み-眺め、 さう して 夫が 眞の 外界で、 又眞の 世相と 思って ゐる。 所が 何 かの 拍子で 

全然 種類の 達った 人 —— 商人で も、 政事 家で も 或は 宗敎 家で も 何でもよ ろしい。 成るべく 綠の 遠い 關 係の 

镩ぃ 先生方に 逢って、 其 人々 の 意見 を 聞いて 見る と 驚ろ く 事が あり. ます。 夫 等の 人の 世界 觀に 誤謬が ある 

ので 驚く と 云 ふよりも、 世の中 はかう も 觀られ る も s かと 感心す る 方の 驚ろ き 方であります。 丁度 前に 述 

ベた 我々 が 月の 恰好に 對 する 考 への 差と 同じであります。 かう 云 ふと 人 問が ばらく になって、 相互の 心 

に 統一 がない、 極めて 不安な 心 持になります が、 其 代り、 誰が どう 見ても 變ら ない 立場に 居って、 申し 合 

せた 樣に 一 致した 態度に 出る 事 も澤山 あるから、 さう 苦になる 程の 混雜も 起らない のであります (少なく 

とも 實際上 )o ジヱ— ム スと云 ふ 人が 吾人の 意識す る 所の 現象 は 皆 撰 擇を經 たもの-たと 云 ふ 事 を 論じて る 

るう ちに、 こんな 例を擧 けて ゐ ます。 —— 撰擇の 議論 は 鬼に 角、 其 例が 此 所の 說 明に は 尤も 適切 だと 思 ひ 

ますから、 一 寸借 川して 辯 じます。 今 こゝに 四角が あると する。 すると 此 四角 を 見ろ 立裼は 色々 ある。 撗 
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から も、 竪か らも、 筋 違から も、 眼の 位置と、 角度 を 少し 變へ れば千 差 萬 別に 見る 事が 出来る。 さう して 其 

度々 に 四角の 恰好が 遠 ふ。 けれども 我々 が 四角に 對 する 考は 申し 合せた 樣に 一 致して 居る。 おら ゆる 見方、 

あらゆる 恰好のう ちで、 たった 一 つ。 II 卽ち 吾人の 視線が 四角形の 面に 直角に 落ちる 時に 映 じた 形 を 正 

當な 四角形 だと 心得て るる。 是を 私の 都合の 好い 樣に言 ひ換へ ると、 吾人 は 四角形 を觀る 態度に 於て 悉く 

一致して 居る のであります。 又 別の 例み-申し ますと 彫刻 杯で 云 ふ foreshortening と 云 ふ 事 かあります。 

誰でも 心得て 居る 事であります が、 人が 手で も 足で も 前の 方に 出して るる 姿勢 を、 こちらから 眺める と、 

實 際の 手 や 足よりも 短 かく^えます。 けれども 本來は あれより 長い もの だと 思つ て 見て ゐま す。 だから 畫 

心の ない 吾々 が 手 や 足 を 描かう とすると 本來其 儘の 足 や 手 を、 方向の 如何に 拘 はらす、 紙の 上に あら はし 

たくなる。 あら はして 見る とどう も 釣合が わるい。 惡 いけれ ども 腹が 承知 をし ないで 妙な 矛盾 を感 する。 

小 供の かいた 畫を 見る と此 心持ちが 思 ひ 切って 正直に 出て ゐ ます。 是も此 際 都合の い 、樣 に翻譯 して 云 ひ 

ますと、 吾々 が 手 や 足の 長さに 對 する 態度 はちゃん と 申し 合せた 樣に 一致して 居る と 云 ふ 事になります。 

して 見る と 世界 は 觀樣で 色々 に 見られる。 極端に 云 へ ば 人々 個々 別々 の 世界み 持って ゐ ると 云っても 差 

支ない。 同時に 其 世界の ある 部分 は 誰が 見ても 一 樣 である • 始めから 相談して、 かう^ や うぢ や ありませ 

ん がと、 規約の 束縛 を 冥々 のうちに 受けて ゐる。 そこで 人間の 頭が 複雜 になれば なる 程、 觀 察される 事物 

も複雜 になって 來る。 複雜 にな るんで はない が、 單 純な もの を 複雜な 頭で 色々 に 見る から、 つまり は物自 

身が 複雜 に變 化する と 同樣の 結果に 陷 るので あります。 是を 前の 1 一目 紫に 戾 して 云 ふと、 世が 進む に從 つて、 

ひろ 

複雜な 世界と 複雜な 世界 觀が 出來 て、 さう して 一 方で は 此複雜 な ものが 統一 される 區 域も擴 がって 來 るの 

であり ますつ 

そこで 創作家 も 一 種の 人間であります から 各々 勝手な 世界 觀を 持って、 勝手な 世界 を 眺めて ゐ るに 遠な 


い。 然しながら 旣に 創作家と 云 ふ 名 を 受けて、 {R 吏と か 商人と か、 法律家と かから 區 別され ろ 以上 は、 此 

名 稱は箪 に 鈴 木と か、 山 田と か 云 ふ 空名と 見る 譯には 行かない。 内 .W に 於て それ 相 常の 待 性が あって 他の 

職業と 區 別され て 居る のか も 知れない つ だから、 此人々 の 立場 を 研究して：^ たらば、 多少の 御參考 になり 

はす ま いかと 思って 此 演題 を揭 ゆた 譯 であります。 

そこで、 此問题 を 研究す るの 方法に 就て 述べます と、 第一 に は 歴史的の 研究が あります。 是は 創作家の 

世界 觀 S 纏って あら はれた 著作れ、 物 を 比較して、 其 特性 を 綜合した 上で， 之に 一 種の 名稱 (自然 派と か浪 

漫派 とか) ^與 へて、 夫から 年代 を 追つ K 其 發 展を迹 付ける のであります。 所謂 文舉史 であります。 此閬 

中から して、 日本で 大分 自然 派の 論が 盛に なりまして 色々 の雜 誌に 其 說明杯 か澤. E 出て， 私 杯 も 大分 利益 

を 受けました。 我々 日本人が 佛藺 西の 自然 派 はかう 發 達した の、 獨 この 自然 派 は 今 こんな 具合 だのと 云 ふ 

事み-承知 したの は、 全く 此 歴史的 研究の 御蔭で 至極 結構な 事と 思 ひます。 

唯此 種の 研究に 就て 私の 飽き 足らない 所 を 云 ふと、 或は 下の 樣な 弊が あり はすまい かと 忍 はれます。 

(一〕 歴史の 研究に よって、 自家 を 律 せんとす ると、 相當の 根據を 見出す 前に、 ^在 卽ち 新と 云 ふ 事と、 

價 値と 云 ふ 事 を 同一 視 する 傾が 生じ 易く はない かと 思 はれます。 凡ての 心的 現象 は 過程で あるから して、 

B と 云 ふ 現象 は、 A と 云 ふ 現象に 次いで 起る の は 勿論であります。 從 つて B の 價値は B の 性質の みに よつ 

て 定まらない、 B の 前に 起った A と 云 ふ 現象の 爲 めに 支配 せられて 居る 事 も 勿論であります。 腹が減る と 

いふ 現象が 心に 起れば こそ 钣が 旨い と 云 ふ 現象が 次いで 起る ので、 必す しも 料理が 上等 だから 旨かった と 

許り は斷 1 一一 一：： 出來 にくい のであります。 そこで 吾々 は A と 云 ふ 現象 を 心禋に 認める と、 之に 次いで 起ろ べき 

B に 就て は、 其 性質 やら、 强度 やら、 色々 な條 件に ついて 出來 得る 限りの 撰擇 をす る、 又せ ねばならぬ 譯 

であります。 丁度 車 を 引いて 坂 を 下り 掛けた 樣な もので 前の 一 步は 後の 一 步を 支配す る。 後の 一 歩 は 前の 


1 歩の 趨勢に 應 する 樣な 調子で 出て 行かなければ 旨く行かない。 人 の 歴史 はかう 云 ふ 連鎖で 結び付けら 

れて 居る の だから、 诀 して 切り放して 見ても 其 惯値は 分りません。 仰山に 言 ふと 一時間の 意識 は 其 人の 生 

涯の意 職 を 包含して 居る と 云っても 不條现 ではありません。 從 つて 人に は 現在が 一 番價 値が ある 樣に甲 3 は 

れる。 一番 意味が ある 如く 感ぜられる。 現在が 凡ての 標準と して 適當だ と 信じられる。 だから 明日になる 

と 何 だ 馬鹿々々 しい、 どうして、 ^ん な氣 になれ たかと 思 ふ 事が よくあります。 昔し 戀 をした 女 を 十 年 立 

つて 考へ ると、 なぜ まあ、 あれ 程 逆上られ たもの かな あと 感心す るが、 當時は 其 逆上が 尤もで、 理 の當然 

で、 實に 自然で、 絕對に 憤 値の ある 事と しか 思 はれなかった いであります。 ー國 の赝史 で 申しても、 ー國 

內 の文舉 丈の 歴史で 申しても 是と同 樣の因 栗に 束縛され てるる の は 勿論であります。 現代の 佛蘭西 人が 革 

命當 時の 事を考 へたら 無茶 だと 思 ふか も 知れす。 又 浪漫派の 勝利 を 奏した ェ ルナ 一一 事件 を 想像しても、 あ 

あ 熱中し ないでも よから う 位に は感 する だら うと 思 ひます。 が 是が因 菜であって 見れば 致し方がない。 唯 

氣を つけて 然るべき 事 は、 自分の 心的 狀 態が まだ そんな 廻り 合せに ならない のに、 人の 因果 を 身に 引き 受 

けて、 やきもき 焦る の は、 多少 他の 疝氣を 頭痛に 病む の 傾きが ある 樣に思 ひます。 所が 歴史的 研究 丈 を 根 

本義と してぎ 己の 立脚地 を 定め やうと すると、 わるく すると 此 弊に 陷り 安い 樣 であります。 と 云 ふ もの は 

理に 研究して ゐる 事が 自分の 歴史なら 善から うが 人の 歴史で ある。 人 は 夫々 勝手な 因 を 蒔いて 果を 得て、 

現在 を 標準と して 得意で ある。 夫 を 遠くから 研究して、 彼の^ 在が、 かう だから 自分の 現在 もさう しなけ 

れ ばなら ない となると、 少し 無理が 出來 ます。 自己の 傾向が そこへ 向いて るない のに" 向いて 居る と同樣 

の 仕事 をし なければ ならなくなる。 >_ 云 は V 御 付合になる。 酷評 を 加 へ ると 自分から 出た 行爲 動作 もしくは 

立場で なくって、 模 傚になる e 物眞 似に 歸着 する。 もとより 我々 は物眞 似が 好きに 出來 上って るるから、 

しても 構 はない。 時と 場合によ ると 物眞似 をす る 方が 其 間の手 數 と手續 と、 烦瑣な 過程 を拔 きにして、 す 


ぐ さま 結局 丈を應 ffl する 事が 出來 るから 非常に 調法で 便利であります。 現に 電信、 電話、 汽車、 汽船 を始 

めと して、 凡そ 我 國に行 はれる 所謂 文明の 利器と いふ もの は 悉く 物眞 似から 出來 上った ものであります。 

至極よ ろしい。 人に 餅を搗 かして、 自分が 寐 ながらに して 之 を 平け るの 觀 があって * 頗る 痛快で ありま す- 

が 此 現象 をす ぶ應 用して、  文擧 杯に も 持って行 ける、 又 持って行かなければ ならない と 結論して は、 少し 

寸法が 違 つ て る 樣に思 ひます。 と 云 ふ もの は理 學ェ舉 其 他の 科學 もしくは 其 應用は 研究の 年代 を 重ねる に 

從 つて、 一定の 方向に 向って 發 達する もので、 どの 國 民が やり 出しても、 同程度の 頭で 同程度の 勉强 をす 

る 以上 は 一. 日 早く やれば 早く やった 方が 勝になる 樣な擧 問で、 しかも 一日 後れた もの は、. 必す、 一日 早く 

進んだ もの  > 後 を ( 一 筋道で ある〕 通過し なければ ならない 性質の ものであります。 歩く 道が 一 筋で、 さ 

二つち 

きが 進んで るる 以上 は、 此方の 到着 點も 明らかに 分って ゐ るんだ から、 出 來る丈 早く 屮を脫 いで 降參 する 

方が 得策であります。 眞似 をす ると 云 ふと 人 聞が 惡 いが 骨 を 折らないで、 g い 汁 を 吸 ふ 程 結構な 事 はない- 

此點に 於て 私は模 傚に 至極 贊成 である。 然し 人間の 内部の 歴史に なると、 又 其 2： 部の 歴史が 外面に あら は 

れた 現象に なると、 さ- フ簡單 に は 行きません 樣 です。 風俗で も 習慣で も、 情操で も， 西洋の 歴史に あら は 

れ たもの 丈が 風俗と 習慣と 情操であって、 外に 風俗 も 習慣 も 情操 もない と は 申されない。 又 西洋人が 自己 

の 歴史で 幾多の 變遷 を經て 今日に 至った 最後の 到着 點が必 すし も 標準に はならない (彼等に は 襟 準で あら 

うが)。 ことに 文擧に 在って はさう は參 りません。 多くの 人 は 日本の 文學を 幼稚 だと 云 ひます。 情けない 

事に 私 もさう 思って ゐ ます。 然しながら、 自國の 文擧が 幼稚 だと 自白す るの は、 今日 3 西洋 文學が 標準 だ 

と 云 ふ 意味と は 違 ひます。 幼稚なる 今日の 日本 文 學が發 達すれば 必す 現代の 露 西 亞文學 にならねば ならぬ 

もの だと は斷 言出來 ない と 信じます。 又は 必すュ ー.- コ！ から バ ル. ザ ック、 バ ルザ ック から. ゾラと 云 ふ 順序 

を經て 今日の 佛蘭西 文擧と 一 樣な 性質の ものに 發展 しなければ ならない と 云 ふ 理由 も 認められな いので あ 


ります。 幼稚な 文 擧が發 達する の は必す 一 本道で、 さう して 落ち 付く 先 は必す 一 點 であると 云 ふ 事 を 理論 

的に 證明 しない 以上 は 現代の 西洋 文學 の 傾向が、 幼稚なる 日本 文學の 傾向と ならねば ならん と は速斷 であ 

ります。 又此 傾向が 絕, に 正しい とも 論 結 は 出來惡 いと 思 ひます。 一 本道の 科擧 では 新卽ち 正と 云 ふ 事が、 

ある 程度に 於て 言 はれる かも 知れません が、 發展の 道が 入り組んで 色々 分れる 以上 は 又 分れ 得る 以上 は 西 

洋 人の 新が 必す しも 日本人に N しいと は 申し 樣 がない。 而 して 其 文學が 一 本道に 發 達しない ものであると 

云 ふ 事 は、 理窟 は 偖 置いて、 現に 當代 各國 の文學 —— 尤も 進歩して るる 文擧 —— を 比較して 昆 たら 一番よ 

く 分る だら うと 思 ひます。 近頃の 樣に 交通 機 關の備 つた 時代で すら、 露 西 B "文 學は侬 然として 露西亞 風で、 

佛蘭西 文學は 矢張り 佛蘭西 流で、 獨乙、 英吉利 も 亦 それぐ に獨こ 英吉利 的な 特長が ある だら うと 思 ひま 

す。 從 つて 文學は 汽車 や 電車と 違って、 現今の 西洋の 眞似 をした つて、 左程 痛快な 事 はない と 思 ひます。 

夫よりも 自分の 心的 狀 態に 相當 して、 自然と 無理 をし ないで 胸中に 起って 來る 現象 を 表現す る 方が 却って、 

自分の ものら しくって 生命が あるか も 知れません G 

尤も 日本 だって 孤立して 生存して ゐる國 柄で はない。 矢っ張り 西洋と 御 付合 をして 大分ば た 臭くな りつ 

つ ある 際 だから、 西洋の 現代 文學を 研究して、 其 歴史的の 由 來を視 て、 はは あ 西洋人 は、 今 こんな 立場で 

書いて るな 位 は 心得て 置かな くつち やなりません。 假令 夢中に 眞似 をす るの が惡 いと 云っても、 先方の 立 

場 其 他 を參考 にす るの は 勿論 必要であります。 文學 は 前 申し た樣な 特色 の もので はあり ますが、 其 特色 の 

中には 一 本調^に 發 達する 科擧の 影響が 澤山 流れ込んで 来ます から、 定數 として 動かすべからざる 此耍素 

が、 如何に 科學の 進歩に 連れて 文 學の各 局部 を 冒して 居る か を 見る の は、 科學 思想の 發 達しない 日 木 人が、 

徒らに 自己の 傾向ば かり 振り 廻して 居て は、 分らない ので、 さ、 フ 頑張って ゐては 遂に は 正宗の 名刀で 速射 

砲と 立 合 をす る樣な 奇觀を 呈出す るか も 知れません。 


して 見る と 歴史的 研究 は 前の 樣な弊 も あるが、 诀 して 閑却す ベ からざる ものであります から、 私の 希望 

を 云 ふと、 歴史 を 研究 するならば 其 研究の 結果と して、 綜合 的に 現代 精神と はこん な もので、 此 精神が な 

いも S は殆ん ど文學 として 通用し ない もの だと 云 ふ 事 を 指摘して 事實の 上に 證 明したい のであります。 私 

の 現代 精神と 云 ふの は，、 今月 もしくは 先月 新ら しく 出来た 作物 其 物に 就て、 此 作物 は 現代 精神 を あら はし 

て 居る 云々 と 云 ふ樣な 論じ 方ではありません。 過去 一 一 一世紀に 渡つ て、 (もしくは もっと 溯っても、. よろし 

い y 人 5 心 を 動かした 有名な 傑作 を通覽 して 其 特性 ( 一 つでなくて もよ ろしい。 又 矛盾 倂 立して ゐても 差 

支ない ン を 見出して 行く 事であります" さう すると 一 年 や 十 年の 流行 以上に 比較的 永久な 創作の 耍 素が ざ 

つと 明^になる だら うと 思 ひます。 少なくとも 吾々 の 子 若しくは 孫 時代 迄 は變ら ない 特性が 出て くる-たら 

うと 思 ひます。 もし 標準が 必要と あるならば、 これで こそ 多少の 標準が 出來 ると も 云 ひ 得る でせ う。 かう 

云 ふ手數 をして 現代 精神 を 極めた からと 云って、 夫より 以前に 出た ものに は 現代 精； t がない と 云 ふ 譯には 

ならない。 たと へば ダンテの 神曲に 見える 樣な考 を 持って ゐる人 は 今の 世に は澤 山ない。 又 神曲の 眞似を 

した 作物 を 出さう と 云 ふ 男 もあります まい。 然し あの 神曲のう ちから、 現代 精！： を 引き出せば いくらでも 

出て 來 るに 極って ゐる。 今の 人の 心に 訴へ る 箇所 は卽ち 現代 精神であります。 デ カメ  口 ン其儘 を 春陽^ か 

ら 出版した つて 讀み手 はない に 極って ゐる。 然し あの 中に 現代 精神 卽ち 種々 な點に 於て 吾人 を 動かす 自然 

派の 樣な所 はいくら でもあります。 すっと 昔に 溯って ホ— マ— はどうです。 全體 から 云 ふと 寧ろ 馬鹿 氣て 

ゐる" 誰も イリ ァ ッ ドが 書いて 見たい と 云 ふ 人 も あるまい が、 其ィ リア ッ ドが 矢張り 現代の 人に 讀み 得る 

所、 讀んで 面白い所、 請んで 拍 案の 槪が ある 所、 浪漫的な 所、 が 少なく はなから うと 思 ふ。 かう 考 へて 見 

なと 作物 は 時代の 新舊 ばかりで 評 をす るよりも 現代 精神に リファ ー して 評價 すべ き 事と なります。 さう し 

て 此^ 代 精神 は 實を云 ふと、 讀 者が めいく 胸の 中に 有って ゐる。 た  >茫 乎 漠然たる ある 標準に なって 這 


人って るるの だから， 私の 申出し は 此茫乎 漠然たる もの を 歴史的の 研究で、 もっと 明瞭に、 もっと 一 般に 

通 川す る ものにし たいと 云 ふ 動議に 外な らんので あります。 諸君の 御存じの ブ ラ ン デスと 云 ふ 人の 害いた 

十九 世紀 文擧の 潮流と 云 ふ 書物が あります。 讀んで 兌る と 中々 面白い。 獨こ S 浪漫派 だと か、 英吉利の 自 

然派 だと か 表題 をつ けて、 其 表題の 下に、 いくたり も 人間の 頭 數を竝 ベて 論じて あります。 これで 面白い 

のであります が、 私が 讀んで 妙に 思った の は、 かう 一 題目の 下に 括られて 仕舞って は 括られた 本人が 押し 

込められ たなり 出る 事が 出來 ない 樣な. 氣 がした 事です。 英吉利の 自然 派 は 決して 獨 この 浪漫派と 一 致す る 

事 は 許さぬ。 一 點も 共通な 所があって はならぬ と 云 はぬ 許りの 書き方の 樣に 感じられました。 無論 ブラン 

デスの 評した 作家 はかくの 如く 水と 油の 檨に區 別の あった もの かも 知れない。 然しながら、 かう 書かれる 

と 自然 派 へ 屬 する もの は 浪漫派 を鲲 いちや ならない。 浪漫派 へ 押し込め たもの は 自然 派 へ 足 を 出しち ゃ駄 

目 だと、 恰も 先天的に こんな 區 別の ある 如く 感ぜられて、 後世の 筆 を 執って 文壇に 立つ もの も 截然と どつ 

ちかに 片付けなければ ならん かの 如き 心 持が します からして、 一 寸 誤解 を 生じ 易くな ります。 されば と 云 

つて 此ー 一派が 先天的に 哲理 上 かう 違 ふから 微塵 も 一 致す る もので ない と 云 ふ 理窟 も 書いて なし、 又 理論 上 

文藝の 流派 は 是非 かう 分化す る もの だと も敎 へて 吳れ ない。 只 著者が 諸家の 詩歌 文章 を、 說 明す る條り を、 

さう です か./^ と 聞いて ゐる樣 な もので ありました C 然し 是は 少し 困る。 例へば 學派を 分けて あれ は早稻 

田 派 だ、 是は 大舉派 だとして 濟 まして ゐる樣 な ものであります。 夫 程 判然たる 區 別が あるかない^ 分らな 

いが、 よしあった にし. て も 早稻田 派と 大學派 は 或る 點に 於て 同じ 說を 吐いて はならない と壓し 付ける のみ 

か、 たと ひ 實際は 同じ 說 でも、 なに 違って るよ。 早稻田 だもの， 大舉 だものと 只 名前 丈で 極めて 仕舞 ふ 弊 

が 起り 易い。 私の 現代 精神の 綜合と 云 ふの は、 此弊を 救ふ爲 めで、 一方で は 此窮窟 な 束縛 を 解く と 同時に、 

名に 叶 ふたる 實を 有する 主義 主張 を竝 立せ しめ やうと する 爲 であります。 


けれども、 かう 云 ふ 研究 は 私に は 一 寸臆 劫で 中々 出來 ないから、 歴史的に 行く と 自然^ 代の 西洋 作家な 

實慣 以上に 買 ひ 被る 弊が 起り 易いだら-つと 思 ひます。 そこで 歴史的 研究 以外の 立場から 創作家の 態度 を 御 

話す る 事に しました。  . 

(一 0 もう 一 つ 歴史的 研究に 對 して 非難した いのは、 ちと 哲學者 染みます が、 斯う 云 ふ 事であります。 

凡ての 歴史 は與 へられた 事實 であります。 旣 に事實 である 以上 は 人間の 力で どうす る 事 も出來 ない- 儼と 

して 存在して るから、 此點に 於て 爭 ふべ からざる 眞で あります。 然しながら 是が 唯一 の眞 であるかと 云 

ふの が 問題な のであります。 言葉 を 改めて 云 ふと 人類 發展の 痕迹は みんな 一 筋道に 伸びて 來る もの だら う 

かとの 疑問であります。 もし さう だと 云 ふ 斷定が 出 來れば 日本の 歴史 卽ち 西洋の 歴史、 西洋の 歴史 卽ち希 

腋の 歴史と 云 ふ 事に 歸着 します。 けれども 多数の 人 は、 是等 各國の 歴史 を 皆 事實と 首肯す ると 共に、 悉く 

差逯 ある ものと 見 肥す だら うと 考 へます。 尤も 此各國 の 歴史から 共通 s 徑路を 柚 象して 人類の 發展の 方向 

は必 す、 かう 云 ふ 筋 を 通る もの だと は 云 はれませ う。 然し 夫 だからと 云って 日本 も、 支那 も、 英士 n 利 も、 

獨 こも、 同じ 現象 を 同じ 順序に 過去で 繰り返して 居る とは參 らんので あります。 あまり 雪 を 攫む 樣な 議論 

になります から、 もう 少し 小さな 領分で 例 を 引いて 御 話 を 致します が、 日本の 繪畫の ある 派 は 西洋へ 渡つ 

て 向 ふ の畫 家に 甚だ 珍重され てるる し、 又 日本から は 態々 留擧生 を 海外 に 出して 西洋の 畫を 稽古し てる ま 

す。 さう して 御 互に 敬服し あって ゐ ます。 兩 方で 及ばない 所が あるからで せう。 それ は * どうで も 善い が- 

日本の 畫を 元の 儘で 抛って 置いて、 西洋の 畫を 今の 通 打ち 遣って 置いたら、 兩 方の 歴史 かいつ か 一 度 は、 

どこかで 出逢 ふ 事が あるで せう か。 日本に ラファエル とか.、 ユラ スケス の樣な 人間が 出て、 西洋に 耿麿ゃ 北 

齋の 如き 豪傑が あら はれる でせ うか。 ちと 無理な 樣 であります。 夫よりも 適當 な觯釋 は、 西洋に ラフ ァェ 

ル や，、 H ラス ケスが 出 たれば こそ 今日の 樣な 歷史が 成立し、 又 歌 麿 や 北齋が 日本に 牛； れ たから、 浮世 繪 の 歴 


晷 

史がぁ ， 云 ふ 既に 爲 つたと 逆に 論じて 行く 方が よく はない かと 存じます。 從っ てラ ファ エルが！ 人出な か 

つたら、 西洋の 繪畫史 は 夫 丈 變化を 受ける し、 歌 麿が 居なかったら、 風俗 晝の樣 子 も餘程 趣が 異なって る 

るで せう。 すると 同じ 歴史で も ラフ ァ ェ ルが 出る と 出ない とで 一 一通り 出來 上ります。 (事實 が 一 通り、 想 

像が 一 通り。 ン 風俗 畫の方 も 其 通り、 歌 麿の あるな しで 事 實の 歴史 以外に もう 一 つ 想像 史が 成立す る譯で 

あります C 所で 此 ラフ ァ ェ ルゃ歌 麿 は必す 出て 來 なければ ならない 人間で あらう か。 神の 思 召 だと 云へば 

夫 迄 だが、 もし さう 云 ふ 御幣 を擔 がすに 考 へて 見る と、 三分 S 二 は 僥倖で 生れた と 云っても 差 支ない。 も 

し ラファエル の 母が、 ラフ ァ ヱ ルの 父！？： 所へ 嫁に 行く 代りに 外の 男 へ 嫁いだら、 もう ラ ファェ ルは 生れつ 

こない。 ラフ ァヱ ル. か 小さい 時 腕で も 挫いたら、 もう 螯ェに はなれない コ 父母が 坊主に でもして 仕舞った 

ら、 矢張り あれ 丈の 事業 は出來 ない。 よし あれ 丈の 事業 をしても 生涯 人に 知らせなかったら 決して 後世に 

は殘ら ない。 して 見る と 西洋の 繪晝史 が 今日の 有樣 になって ゐ るの. は、 まことに 危うい、 綱渡りと 同じ 樣 

な藝當 をして 來た 結果と 云 はなければ ならない のでせ う。 少しで も 金 合が 狂へば すぐ 外の^ 史 になって 仕 

舞-、 r 議論と して はま だ 不充分 かも 知れません が實際 的に は、 前に 云った 樣な 意味から 歸納 して 繪畫 の歷 

史 は無數 無限に ある、 西洋の 繪畫史 は 其 一 筋で ある、 日本の 虱 俗 畫の歷 史も單 に 其 一 筋に 過ぎない と 云 ふ 

事が 云 はれる 樣に思 ひます。 是は單 に檢畫 丈 を 例に 引いて 御 話 をした のであります が、 必す しも 繪畫に は 

限りますまい。 文擧 でも 同じ 事で ありませ う。 同じ 事で あると すると、 與 へられた 西洋の 文 學史を 唯一 の 

眞と 認めて、 萬 事 之に 訴へ て：^ し樣 とする の は 少し 狭くな り 過き るか も 知れません。 麼史 だから 事 實には 

相違ない。 然し 與 へられない 歴史 はいく 通り も 頭の 中で 組み立てる 事が 出來 て、 條件 さへ 具足 すれば、 い 

つ で も 之 を實 現す る 事 は 可能 だ と 迄 主張しても 差 支ない 位 だと 私 は 信じて 居ります。  ， もれ 

そこで 西洋の 文 擧史を 唯一 の眞と 認めて か、 るの は 誤って 居る と * 私 は 申し 度い のであります が、 只 夫 


さナ 

丈なら 別に こ、 に 述べ立てる 心耍 もない。 いざと なると 西洋の 歴史に 支配され るか も 知れません が、 普通 

頭の 中で 判斷 すれば 西洋の 文 擧史と 日本の 文學史 と は 現に 1 一筋であって， 兩方 とも 事 實で兩 方と も眞 であ 

るの は 誰が 見ても 分り 易い 事であります から、 其 邊 はどうで も 構 ひません。 又 一 般に 申して 西洋の 方が 進 

ん でる るか ら萬事 手本 に す る んだ と 言 ふ 人が あって も 構 ひません。 私 も 至極 御 同感で あり ます。 只 歴史の 

解釋を 私の 樣 にした 上で、 西洋 を 手本に したら 間違が 少なから うと 思 ふので あります。 さう しないと 弊が 

出て くる。 さう して 其 弊に 陷 つて 悟らす に 居る 事が あります。 

たと へば 十九 世紀の 前半に 英 國にス コ ット なる 人が あら はれて * 澤 山小說 を^き ました。 此 人の 作が 一 

時期 を畫 する 樣な新 現象で ある 爲 めに 世人 は 之 を 口 マ ンチシ ズムの 代表者と 見, しました。 それで 差し 支 

ない のです けれども、 一度 かう 云 ふ 風に 推し 立てられ ると、 スコット は 浪漫主義で 浪漫主 殺 は スコットで 

あると 云 ふ 風に ァ イデ ン チファ ィ される 樣 になります。 ァ イデ ン チファ ィ される と、 スコッ 卜の：^ に 見 ま 

れた 要素 は 悉く 浪漫主義 を 構成す るに 必要で 且つ 充分 (necessary  and  sufficient) な ものと 認められ ま 

す。 成程 ス コ ットの 作 中には 中世 主義 もあります、 冒險談 もあります。 種々 な 意味に 觯釋 される 浪 漫主穀 

の 特色 を 含んで 居ります が、 困る 事に は 多少の 寫實的 分子 も 交って 居る のです。 所が 寫 { 莨 主義と 云 ふ もの 

は 別に 旗幟 を 翻が へして 浪漫派の 向 を 張って るんだ から、 兩々 對 立の 勢の 爲 めに 折角 ス コ ットの 有って る 

る寫黉 的 分子 を 引き 拔 いて 寫實 派の 中 へ 入れて やる 事が 出來 なくなって 仕舞 ふ。 又寫寶 派の 中に 散見し 得 

る 浪漫的 分子 を 切り放して、 浪漫派の 中に 人れ る 事 も 困難に なって 仕舞 ふ。 そこで 此名 稱の爲 めに 誤 まら 

れて 彼等の 作品 は 精製した 金 や 銀の 樣に 純粹な 性質で 自然に 存在して るると 思ふ樣 になります。 所が 富 際 

は大槪 まざりものな のであります。 だから 本 來を云 ふなら、 こ、 に 浪漫主義なら 浪漫主義、 自然主義なら 

自然主義の 定義が あって、 何人の 作物で も 構 はない からして、 此 定義に 叶った 丈 を 持って 來て此 主義のう 

八 九 


九 o 

ぶ  • 

ちへ 打ち込む のが 當然 であらう と 思 はれます。 例へば 白なら 白と 云ふ屬 性の 槪念 があって、 白墨、 白紙、 

白旗、 雪 杯と 云 ふ出來 上った もの , うちから 白と 云 ふ 屬性丈 を 引き 拔 いて 此漑 念の 下に 詰め込む のが 至當 

であり ませう。 然るに 只 色 丈が 白い からと 云って、 色の 白い もの は 形 や 質 や 溫度其 他の 如何に 關 せす 悉く 

白のう ちへ 人れ て、 しかも 外へ 出る 事 を 許さなかったら、 統 一 の出來 るの は 白と 云 ふ屬性 丈で あるに も閼 

せす、 人 は 凡ての 點に 於て 統一 されて 居る かの 如く 誤解 を 抱く のであります。 白い もの は 白で 區 別しても 

差し 支ない から、 之と 同時に、 形 や 質の 點に 於ても 區 別して、 一 個の 具體を 一 一重に も 三重に も 融通の 利く 

樣に 取り扱 はなく つて は眞 相に は 達せられん 害であります。 又 一 例 を 云 ふと、 こ、 に 一 人の 男が ある。 此 

人は擧 校へ 出る。 其 時には 敎師の 仲間へ 入れて 見なければ なりません。 筆 を 執る。 其 時には 著作家の 群に 

伍す る ものと 認める のが 至當 であります。 家へ 歸 る。 すると 夫と も 親と もして 種類 別 をし なければ ならな 

い。 此人は 一 人で ある けれども 是 程の 種類へ 編 人され る 資格が あるので あります。 作物 も 其 通りで ありま 

す G 之 を 分解し、 之 を 綜合して、 同一 物の ある 部分 を 各 適當な 主義に 編 人す るの が穩當 であります。 そん 

な錯雜 した 作物がない と 云 ふの は 過去の 歴史 丈 を 眼中に 置いた 議論で 是 から 先に 作物の 性質が、 どの位に 

複雜な 性質 を かねてく るか を 窮めない 早計の 議論 かと 思 ひます。 よし 過去の 作物 丈に 就て 撿 して 見. て も 其 

作全體 もしくは ^人の 作物 總體を ある 一 主義の もとに 一 括し 得て 妥當と 認めら る、 程の 眾 調な もの 許り は 

ない 笞で あります。 然るに 歴史に 束縛され ると 此 分類が 旨く行かない。 何故と 云 ふと 文 舉史で 云 ふ 何々 主 

義と云 ふの は 理論 力ら 出た のでな くして、 個人の 作物から 出た のであって、 其、 作物の 大體を 鷲 撰み にして、 

さう して 尤も 顯 著に 見える 特性 丈 を 目 懸けて 名 を 下した 迄であります。 元祖 か旣 にさう であるか らして、 

繼 いで 起る もの、 分類 も、 みんな 此 格で 何 主義の もとに 押し込められて 仕舞 ふ。 嚴 正な 類別で なくって、 

人別に なって 仕舞 ふ。 嚴 正な 類別 を やる に は 人 を 離れて、 作 を ほごして、 出來 上った もの を 取り崩して 掛. 


ら なければ なりません。 因襲の 結果 歴史的の 研究 は 此方 法 を 吾人に 敎 へない のであります。 つまり は 幾 通 

りと なく 成立し 得べ き 歴史の うちで 寳 際に 發展 した 歴史 丈に 重き を 置いて、 しかも 殆んど 偶然に 出現した 

人間の 作 其 物 を 全き 成體で 取り崩す 事の 出來 ない ものと 見 傚した 上で せ： 〔特色 .3 著る しきもの 丈に 何 主義の 

名 を 以てする 弊であります。 だから 此際 理論の 方から 這 入れば 成立し 得る あらゆる 歴史に 通用す る 議論が 

立てられ ますし、 又は ュ— ゴ ー とか， バ ルザ ック とか 云 ふ 名前で 代表して ゐる 作物 を、 一塊りの 堅牢 體 で- 

塊まりと して 取り扱 ふより 外に 手の 付けられな いもの だと 云ふ觀 念を脫 する 便宜 も あ"、 又 從來資 際に 發 

展 した 歴史から 出て 來た 何々 主義より 以外に は 主義 は 存在し 得べ からざる ものである. との 誤解 もなくなる 

だら うと 田- 5 ひます C  - 

(三) もう 一 つ 歴史的 研究に 就ての 危險を 一 言 單簡に 述べ て 置きたい と 思 ひます。 主義 を 本位に して 動 

ザん 

かすべからざる ものと 見ます と、 前 申した 通り 作家 (卽ち 作物) を 取り崩して 掛 らんと 不都合が 生す る 如 

く、 作家 (卽ち 作物) を 本位と して 動かすべからざる ものと すると、 今度 は 主義の 方に もっと 融通 をつ け 

なければ なりますまい。 融通 をつ ける と 云 ふと、 一 つの 作物のう ちに は 同時に 色々 な 主義 を 含んで 居る 場 

合が 多い。 少なくとも 含んで 居る 場合が あり 得る のです から、 斯樣な 作物 を 批評したり 分解したり 說 明し 

たりす る 際に は、 一 主義の もとに 窮窟に 律し 去る 習慣 を 改めて、 歴史的に は 矛盾す る 如くに 見 t されて 居 

る 主義で も 構 はない から、 之 を倂 立せ しめて、 苟し くも 其 作物の ある 部分 を說 明す るに 足る 以上 は 之 を 列 

舉 して 憚から ん樣 にしなければ、 矢張り 前段 同樣の 不都合に 陷る譯 であります。 然し 歴史的 關 係から 作物 

は 夫 自身に whole な ものと して 取り扱 はれて 居ります し、 何 主義と 云 ふ 名は此 whole な 作物 を掩ふ 名 

稱 として ffl ひられて 居ります から、 妙な 現象が 起って 參 ります。 茲に 甲の 人が あって A と 云 ふ 作物 を 出す- 

すると 此 作物に B 主義と 云 ふ 名が つく。 (多くの場合に 於て はかう 一 言に 纏められない にも 拘 はらす。) 次 


に 乙なる 人が 出て 來 て^と 云 ふ 作物 を 公け にす る。 すると 批評家が A とがの 類似の 點を 認めて、 矢張り B 

主義に 入れて 仕舞 ふ。 或は 作家 自身が 自ら B 主義と 名乘る 場合 も ありませ う" どちらで も 同じ 事で ありま 

す。 第三に 丙と 云 ふ 男が 出て A を 書く。 と 〃がと 似て 居る 所から 矢張り B 主義に 纏められる。 かう 云 ふ 風 

にして、 漸次に A 迄 行った とすると、 どんな もので ありませ う。 甲と こと は 別人であります。 こと 丙と も 

別人であります。 別人で ある 以上 はいくら 眞似を 仕 合った 所で 全然 同性 質の ものが 出 來る譯 がない。 況ん 

や 各自が 本來の 傾向に 從 つて、 個性 を發 揮して 懸 つた 日に は、 どこかに 異分子が 混入して 來る譯 になり ま 

す。 しかも 此^ 分子 も 亦 B 主義の 名に 掩 はれて 次第々々 に流轉 して 行く うちに は、 B 主義の 意味が 一 歩 ご 

とに 摺れ て、 摺れる 度に 定義が 變 化して、 變 化の 極 は 空名に 歸着 する か、 夫で なければ 徒らに 紛々 たる 擾 

亂を 文壇に 喚起す る 道具に 過ぎな く なります。 芭蕉が 死ん で か ら 弟子 共が 正風の 本家 は お れだ我 だと 爭っ. 

た 話が あります。 成程 正風の 旗 を 翻へ すの は、 天下 を 挾んで 事 を 成す 樣な もので 當時 にあって 實利. に 大切 

であった かも 知れません が其爭 奪の 渦中から 一 歩 • 退いて 眺めたら 全く 無意味と しか 思 はれません。 今 私の 

申す 弊 は 全く 理知的の 事で 實利 問題と は 全く 沒交 渉で はあり ますが、 轉々 承繼 した 主義 を 一 徹に 主張す る 

と、 少なくとも 其 形 迹丈は 芭蕉 以後の 正風 爭 ひと 同價 値に 終る 樣 になり はせ ぬかと 思 にれ ます。 尤も こん 

な 事 は 我々 の 日常よ く ある 事で、 友人と 一 時間 も 議論 をして ゐ ると 何時の間にか 出立 地 を 忘れて、 飛んで 

もない 無閼 係の 問題 に 火花 を 散らしな-か ら 毫も 氣が 付かな い 場合 は 珍ら しくない 樣 です。 A と A と は 似 て 

るる。 だから 双方 共 B 主義で もま あよろ しい。 がと A とも 似て るる。 だから 双方 共 まあ B 主義で よろしい。 

降って だと A とも 比较 すると 矢張り 似て るる。 だから 双方と も侬 然として B 主義で 差 支ない 樣な もの ， 、 

最初の A と：^ 終の A を 封 照した 時に 始めて 困る。 何だか B 主義で は 足りない 樣な心 持が します。 スコット 

の浪曼 趣味と モリスの！ 1H 曼 趣味と は 大分 違 ふ樣 です。 モリス は チヨ ー サ I に似てる ると 云 ひます。 其 チヨ 


—サ ー は 詩人で は あるが 寫實 派と 云 ふ 方が 適當 であ. c: ます。 すると 浪漫主義 を 中世^ 義 と解釋 せぬ 以上 は 

スコットと モリス と を 同じ 浪漫派に 入れる のが 妙に なって 來 ます。 今度 は モリスと ゴ ー チェ を 比較す る o 

誰が 見ても 同じ 範鑄 では 律せられ さう もない。 夫で も 双方 共浪漫 家で 通用して るます。 あろ 人の 說 による 

と佛蘭 西の 自然 派 は 浪漫派 を 極端 迄 發展さ せた もので、 诀 して 別途 の 徑路 をた ど る もので はない と 申し ま 

す。 さうな ると 自然 派 は 浪漫派の 出店 見た 樣な ものに なって 仕舞 ひます。 イブ セ ンを铈 まへ て 自然 派 だと 

云 ふ 人が あります。 どうも イブ セ ンとモ —パ サンと は 一 所に ならな い 樣に思 はれます。 さう かと 思 ふと ィ 

ブセ ンを 浪漫派 だと 申す 人が あります。 然し イブ セ ンとュ —ゴ ー と は 到底 同じ 畠の もの ぢ やない 樣 であり 

ます。 要するに 一 三 一の 主義 を どこ 迄 も 押し通して、 あらゆる 作物 を どっち かへ 片付け 樣 とする 無瑰 から 起 

つた もの ぢ やない かと 考 へられます。 イブ セ ン なら イブ セ ンを 本位と して、 說 明す るに は、 在來の 何々 主 

義 (しかも 其う ちの 一 つ) で^りる と 思 ふの は、 又 足りなければ ならない と 思 ひ 定めて か、 るの は、 矢 張 

り 歴史的 研究の 弊 を 受けた もので はなから- フ かと 愚考 致します。 夫で 少々 出立 地を變 へて 見たら、 此 窮屈 

を 破る と 同時に 此瞹昧 もも 幾分 か 避けられる だら うと 思 ひます。 

^四) もう 一 つ 申して 本題に 人る 積り であります が、 是 は純粹 なる 歴史的 研究と は 云へ ないか も 知れ ま 

せんつ 今迄 述べ た 三ケ條 はみ な 文事 史 に連賴 した 發展が ある ものと 認めて、 舊を棄 てて 漫 りに 新 を 追 ふ 弊 

とか、 偶然に 出て 來た 人間の 作の 爲 めに 何 主義と 云 ふ 名 を 冠して、 作 其 物 を 是非 此 主義 を 代表す る 樣に取 

り 扱った 結 果、 妥當 を缺 くに も拘 はらす 之 を 飽く迄も 取り崩し 難き whole と a, す 弊 や、 或は 漸移、 ん勢 

につれ て此 主義の 意義が 變化を 受けて 混雜を 來す弊 を 述べ たのであります。 - 一 、 に 申す 事 は 歴史に 關係は 

あります が、 歴史の 發展と は 左程 交渉 はない 樣に思 はれます。 卽ち 作物 を區 別す るのに、 ある 時代の、 あ 

る 個人の 特性 を 本と して 成り立った 某々 主義 を 以てする 代りに、 古今 柬 西に 渉って あてはまる 樣に、 作家 

九 三 


も 時代 も 離れて、 作物の 上に のみ あら はれた 特性 を 以てする 事であります。 旣に咭 代 を 離れ、 作家 を 離れ * 

作物の 上に のみ あら はれた 特性 を 以てする と 云 ふ 以上 は、 作物の 形式と 題目と に 因って 分つ より. 外に 致し 

方が ありません。 まづ 形式から して 作物 を區 別す ると 詩と 散文と になります。 是は 誰でも^つ てるる 事で 

改めて 云 ふ 程の 必要 も 認めません。 詩と 散文と 區 別した からと 云って 創作家の 態度が 一 寸髮鬆 しにくい の 

です。 分けない より 增 しかも 知れない が、 分けた 所で 大した 利益 も 出て 来ない 樣 です。 次に 問題から して 

作物の 種類 別 をす ると、 先 づ出來 事 を 害いた ものみ- 敍事詩 (是は 希 腿の 作 を土臺 にして 付けた 名 だから、 

我々 は敍事 文と 云っても 構 ひません) と 名 づけたり。 自己の 感情 を咏 じた もの だから 叙情詩 (是も 敍情文 

としても よろしい) と 申したり。 性格 を 描いたり、 人生 を寫 したりす るんで、 小說 とか 戲曲 とかの 部類に 

編入したり。 或は 靜 物ん- 模寫す るんで 敍景 文と 號 する 樣な 分類法であります。 此 分類に なると 多少 細かに 

なります から、 詩と 散文の 區 別より 幾分 か 創作家の 態度 を 窺 ふ 事が 出来て、 隨分 重寳 ではあります が、 是 

れ とても 與 へられた 作物 を與 へられた なりに 取り扱 ふ 丈で、 其 特性 を槪 括す るに と まって 仕舞 ひやす い 

から、 夫より 以上に 溯って、 もう 少し 奧 から、 かう 云 ふ 立場で、 かう 變 化する と 小說が 出来る、 かう 變化 

すると 敍情 詩が 出来る と 迄 は 漕ぎ 付けて るない のが 多い。 そこ 迄 漕ぎ 付けない 以上 は、 頭から、 結果と 1 

られ べき 作物 を棄 て、 源 因と 認めべき 或 物の 方から 說 明して、 溯る 代りに、 流 を 下って くる 方が 善い 譯に 

なります。 つまり 角が あるから 牛で、 鱗が あるから 魚-たと 云 ふ 代りに、 發生學 から 出立して、 どんな 具合 

に 牛が 出來、 どんな 具合に 魚が 出來 るか を 究めた 方が、 何ん-たか 事件が 落着した 樣な心 持が 致します. - 

私が 創作家の 態度と 超して、 歴史の 發展に 論據を 置かす、 又 通俗の 分類法なる 敍事詩 敍情詩 等の 區別を 

眼中に 置かないで、 單に 心理 現象から 說 明に 取り か 、 らうと 思 ふの は 之が 爲 であります。 

夫で 創作家の 態度と 云 ふと、 前 申した 迎り 創作家が 如何なる 立場から、 どんな 風に 世の中 を 見る かと 云 


ふ 事に 歸着 します。 だから 此態度 を撿 する に は 二つの もの、 存在 を假定 しなければ なりません。 一 つ は 作 

家. E 身で、 かりに 之 を 我と 名 づけます。 一 つ は 作家の I ^る 世界で、 かりに 之 を 非 我と 名 づけます。 是は常 

識の 許す 所で あるから、 別に 抗議の 出樣譯 がない。 又 此際は 常識 以上に 溯って 研究す る 必要 を 認めません 

から、 これから 出立す る 積であります が、 今 申した 我と 云 ふ ものに 就て 一 言 辯 じて 後の 伏線 を 張って 置き 

たいと 思 ひます。 尤も 辯す ると 申しても 哲學 者の 云 ふ Transcendental I だの、 心瑰舉 者の 論す る Hgo 

^ 感じ だ のと 云 ふ .： ハづ かしい 事で はあり ません。 只 我と 云 ふ もの は 常に 動 いて ゐる もので 「意識の 流が) 

さう して 續 いて ゐる もの だから、 之を區 別す ろと 過去の 我と 現在の 我と になる 譯 であります。 尤も どこで 

過去が 始まって、 どこから 現在に な るんだ と 議論 をし 出す と 際限が ありません。 古代の 哲舉 者の 樣に、 空 

を 飛んで 行く 矢へ 指 を さして 今 何處に 居る と 人に 示す 事が 出來 ないから、 必竟矢 は 動いて 居な いんだ 杯と 

云 ふ 議論 もやれ ないでも ありません。 さう、 二 だ わって 來ては 際限が ありま せんが、 十 年 前の 自分と 十 年 

後の 自分 を 比較して 過去と 現在に 區 別の 出來な いものはありません から、 かう 分けて 差し 支ない だら うと 

思 ひます。 そこで II 現在の 我が 過去の 我 を 振り返って 見る 事が 出 來る。 是は 當然の 事で 記憶 さへ あれば 

誰でも 出來 る。 其 時に、 我が 經驗 した. SI 界の 消息 を 他人の 消息の 如くに 觀 察する 事が 出来る。 事が 出來る 

と 云 ふので すから、 必す さうな ろと 云 ふので もなければ、 又 さう 見なくて はならない と 云 ふので も ありま 

一 1 *  -？' ち 

せん。 例へば 私が 今日 此 所で 演說 をす る。 其 時 S 光景 を 家へ 歸 つてから 寐 ながら 考 へて 見る と、 私が 演說 

をした んぢ やない、 自分と 同じ 別人が した 樣に思 ふ 事 も 出来る —— 出來 ません か。 それ ぢゃ， 斯う 云 ふな 

あど、 フ でせ う。 去年の 暮に 年が 越されない 苦しま ぎれ に、 友人から 金 を 借りた。 借りる 當時は 痛切に 借り 

た 樣な氣 がした が、 今と なって 見る と 何だか 自分が 借りた やうな 氣 がしない。 —— 不可ません か。 それ ぢ 

や 私が 小 供の 時に 寢 小便 をした C 夫 を 今日 考 へて 見る と、 其 時の 心 持 は 幾分 か 記憶で 思 ひ 出せる が、 どう 


九 穴 

も髯を はやした 今の 自分が やつた^に は 受取れ ない。 是は あなた 方 も 御 同感 だら うと 田 s ひます。 猶 溯り ヒ 

うと — も. ？％H です か、 然し 序で だから、 もう 一 つ 申し ませう。 私は此 年になる が、 未だ 赏 て 生れた^ 

^、も^ 力した 事がない。 然し 囘 顧して^ ると 糙 かに 某 年^ 月の 午の 刻 か、 寅の 時に、 母の 抬 2 から、 U 產 

して 居る に 違 ひない。 違 ひない と は 申しながら、 泣いた 覺 もなければ、 浮世の 臭 も かい-た 氣が しませし。 

纏に 聞く と糙 かに 泣いた と 中し ます。 が 私から 云 はせ ると、 冗談 云つ ちゃや！. ません。 大方 そり や 人 違 ひ 

でせ うと 云 ひ 度なります。 そこで 我々 2： 界 の經驗 は、 現在 を 去れば 去る 程， 洽も 他人の 内界の 經驗 である 

力の 如き 態度で 觀 察が 出来る 樣に思 はれます。 かう 云 ふ 意味から 云 ふと、 前に 巾した 我の 5 ち こも、 非 我 

と 同樣の 趣で 取り扱 はれ 得る 部分が 出て 參 ります。 卽ち 過去の 我 は 非 我と 同 憤 値 だから、 非 我の ケ、 分頹 

しても 差し 支ない と 云 ふ 結論になります。  . ^あび プ， 

斯樣に 我と 非 我と を區 別して 置いて、 夫から 我が 非 我に 對 する 態度 を撿査 して^ります。 ひ理擧 者の 說. 

により まサ と、 我々 の 意識の 內容を 構成す る 一 刻 中の 要素 は雜然 疣大な ものでありまして、 せ、 うちの 一 點 

が汴 意に 伴れ て明暸 になり 得る の だと 中し ます。 是は時 を 離れて 云 ふ 事であります。 ^に 一 刻 中と 云った 

^  U の； f 思つ 一」 頂けば よろしい。 例へば 私が 此疆に 立？ 一  寸 i はすと、 千餘 人の 顔が 

1 度に 眼に 這 入る。 這 人った と 云 ふ 感じ はあり ますが、 何となく 同じ 顔で、 惡く云 ふと 眼 も 鼻 も i つて 

居な レ メカ 竝んで 御出でになる。 あながち 私が 度胸が 据ら ないで 眼が ちらく する 許で はない。 かう、 漠 

然 たるの が木來 で、 心理 舉 者の 保證 する 所であります。 然し 此際は 不幸に して、 別段 私の 注意 を惹 くもの 

力る レ 力ら、 只 漠然たる のみで、 別に 明瞭なる 所がありません。 もし 演壇の すぐ 前に 美く しい 衣装 を 着け 

た 美く  t い 婦人で も 居られた も その 周圍六 《< 許り は 大いに 明瞭になる かも 知れません が、 昔し い 事に 御 

出に ならん 力ら 完全に 私の 心理 狀 態を說 明す る 譯に參 りません。 そこで 此 漠然たる 限界の 廣ぃ 内容 を 意 


識界と 云って、 其う ちで 比較的 明瞭な 點を 焦點と 申します。 是は前 申した 通り 時間の 經 過に 重き を 置かな 

い simultaneous の 場合であります が、 時間の 經過 上に 就ても 同樣の 事が 申されます。 然し 之を說 明す る 

とくどく なります から 略します。 又 想像で 心に 思 ひ 浮べ る 事物 も 略 同 樣に見 傲され る だら うと 考 へます か 

ら 略します。 夫から 前に 申した 例 は單に 分り 易い 爲 めに 視覺 から 受ける 印象の みに 就て 說 明した もので あ 

ります から、 實際は 非常に 區 域の 廣 いものと 御 承知 を 願 ひます。 

先づ 我々 の 心 を、 幅の ある 長い 河と 見立てる と、 此幅 全體が 明らかな もので はなく つて、 其う ちの ある 

點 のみが、 顯著 になって、 さう して 此顯 著に なった 點が 入れ 代り 立ち 代り、 長く 流 を 沿 ふて 下って 行く 譯 

であります。 さう して 此顯 著な 點を 連ねた ものが、 我々 の 内部 經驗 の主腦 で、 此經驗 の 一部分が 種々 な 形 

で 作物に あら はれる ので あるから、 此焦點 の 取り 具合と 績き 具合で、 創作家の 態度 もき まる 譯 になります。 

一 尺 幅 を  一 n< 幅 丈に 取らないで、 其う ちの ー點 のみに 重き を 置く とすると 勢 ひ 取捨と 云 ふ 事が 出 來て參 り 

ます。 さう して 此 取捨 は 我々 の 注意 (故意 もしくは 自然の) に 伴って 決せられる のであります から、 此注 

意の 向き 案排 もしくは 向け 具合が 卽ち 態度で あると 申しても 差 支な からう と 思 ひます。 (注意 そのもの > 

性質 や 發達は 茲には 述べません。) 私が 先年 倫敦に 居った 時、 此間 亡くなられた 淺井 先生と 市中 を 歩いた 

事が あります。 其時淺 井先 生 は どの 町へ 出ても、 どの 建物 を 見ても、 あれ は 好い 色 だ、 これ は 好い 色 だ、 

と、 とうく 家へ 歸る 迄色盡 しで 御 仕舞に なりました。 流石 畫伯 丈あって、 違った もの だ、 先生 は 色で 世 

界 が出來 上がって ると 考へ てるんだ なと 大に 悟りました。 すると 又 私の 下宿に 返 職の 軍人で 八十 許になる 

老人が 居りました。 毎日 同じ 時間に 同じ 所 を 散歩 をす る 器械の 樣な 男でした が、 此 老人が 外へ 出る と 屹度 

お 子 を 拾って 來る。 尤も 日本の 钣 杓子の 樣な 大きな ものではありません。 小 供の 玩具に する ブリ ツキ 製の 

匙であります。 下宿の 婆さんに 聞いて 見る と 往來に 落ちて ゐ るんだ と 申します。 然し 私が 散歩した つて、 


未だ 甞て 落ちて るた 事が ありません 。然るに 爺さん 丈 は 不思議に 拾って 來る。 さう して、 これ を 叮嚀に 室 

の 中へ 竝 ベます。 何でも 餘 程の 數 になって 居りました。 で 私 は 感心し ました。 外の 事に 感心した 譯 でも あ 

りません が、 此 爺さんの 世界 觀が 杓子から 出來 上って るのに 尠 なから す 感心した のであります。 是 はた > 

に 一 例であります。 詳しく 云 ふと 講演の 冒頭に 述べた 如く 十人十色で、 いくらでも 不思議な 世界 を 任意に 

作って 居る 樣で あります。 中に も 力 ント とかへ ー ゲルと か 云 ふ哲擧 者になる と 到底 普通の 人に は 解し 得な 

い 世界 を 建立され たかの 如く 思 はれます。 

かう 複雜 に發展 した 世界 を、 出来 上った ものと して、 一 々御 紹介す る 事 は、 とても 出來 ません から、 分 

り 易いた め、 極めて 單 純な 經驗で 一 般の 人に 共通な もの を 取って、 經驗 者の 態度が 如何に 分岐して 行く か 

と 云 ふ 事 を 御 話して、 其 態度の 變 化が 卽ち 創作家の 態度の 變化 にも 應 用が 出来る もの だと 云 ふ 意味 を說明 

し 樣と思 ひます。 極めて 單 純な 所 丈、 大 體の點 のみし か 申されません が、 幾分 か 根 本義の 解釋 にもなら う 

かと 存じて、 思 ひ 立った 譯 であります。 

先づ 吾人の 經驗で 尤も 單 純な もの は sensation であります。 近頃の 心理 學 では、 此 字に 一 種 限定的の 意 

味を附 して， ある 單 純なる 全部 經驗の 一 方面 を あら はす 事に なって 居ります が、 私 は 便宜の 爲め 全部 經驗 

の 意義に 用 ひます。 只 便宜の 爲 めに 用 ひるので すから、 資 際の 衝突の ない 事 は 私の 說明を 御 聞きに なれば 

御 分りになる だら うと 思 ひます。 夫から ある 心理 學者は sensation は 分解の 結果 到着す る單 純な 經驗 で、 

琅實な 吾人の 經験 はもつ と 複雜な 所から 始まって るる ぢ やない かと 云って る樣 です が、 夫 も 構 ひません。 

ロハ sensation が單 純な 經驗を あら はせば、 私の 目的に は 宜しい のであります。 もし 不都合なら、 そんな 字 

を 借用し ないでも よろしい。 面倒な 事 を 云 はないで、 例で 以て 御 話 を すれば、 早く 合點が 行かれます から- 

すぐ さま  g  に 取り か  > ります。 


時々 酒 問屋の 前 杯 を 御 通りに なると、 目喑 縞の 着物で 唐棧の 前垂 を 三角に、 小 倉の 帶へ 挾んだ 番頭さん 

が、 菰 被りの 飮ロを ゆるめて、 樽の 中から 僅 許りの 酒 を、 勿體 なさう に 猪口に 受けて 舌の 先へ 持って行く 

所 を 御覧になる 事が あるで せう、。 商賨柄 丈に 旨い 事 をす るな と 見て 居る と、 酒の t. が 舌へ 觸 るか、 觸らな 

いうちに ぶっと 吐いて 仕舞 ひます。 さう して 次の 撙 から 又 同じ 樣に 受けて、 同じ 樣に 舌の 先へ 落して は、 

次へ 次へ と 移って 行きます。 けれども 何遍 同じ 事 を 繰り返しても 決して 飮 まない。 飮ん だら 好 ささうな も 
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のです が、 悉く 吐き出して 仕舞 ひます。 そこで 今度 は 同じ 番頭が 店から 家へ 歸 つて、 神さん と 御 取 膳 か 何 

かで、 晚酌を やる。 すると 今度 は飮 みます ね。 诀 して 吐き出しません。 ことによると 飮み 足りないで、 も 

う 一本なん て、 赤い 手で 德久利 を 握って、 細君の 眼の 前へ ぶらつかせる 事が あるか も 知れません。 先づ此 

一 一た 通りの 酒の 呑み 方 (尤も 一 方 は 呑み 方で はない、 吐いて 仕舞 ふから 吐き 方 かも 知れません が) II 吐 

き 方なら 吐き 方で もよ ろしい。 此 呑み 方と 吐き 方 を比较 して 見る と 面白い。 研究と 申す 程の 大袈裟な 文字 

は 如何 はしい が、 說 明の 仕樣に よると、 中々 えらく 聞え る樣に 出来ます から 御 慰みになります。 先づ 第一 

に は、 御 店で 舐めた 酒と、 長火鉢の 傍で ぐびく 遣った 酒と は、 此 番頭に 取って 同じ 經驗 であります。 尤 

も燒 酎と ベ ル モット、 ビ ー ルと 白酒で は 同じ 經驗 とも 申されません が、 同種、 同類、 同價 W 酒 を 店で 吐い 

て、 家で 飮んだ とすれば、 吐く と飮 むとの 相違が ある 丈で、 舌の 當りは 同じ 事 だと 見る のが 順當 だから、 

つまり 此男は 同じ 味覺の 經驗を 繰り返した 譯 になります。 此所迄 は 誰が 見ても 同じ 經驗 であります。 それ 

なら 何听迄 も 同じ だら うかと 云 ふと、 逢って るます。 店で 試しに 口へ 當て、 見る の は、 此酒は どんな 質で、 

いくら  あと さつ ish- 

どう ロ當 りが して、 賣れば 幾何 位の 相場で、 舌觸 りが びり 、として、 後が 淡泊して、 頭へ びんと 答へ て、 

灘か、 伊丹 か、 地酒 か 濁酒 かが 分る 爲め、 言ひ換 へれば 酒の 資格 を 鑑別す る爲 めであります。 これが 晚酌 

の 方で 見る と 趣が 違 ひます。 そり や 時と 場合によ ると， 今日の 酒 は 大分 善い ね、 一升 九十 錢 位する ね 位の 
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事 は 云 ひながら、 舌 をび ちゃく 鳴らす かも 知れません が、 何も 九十 錢を 研究して ゐる譯 でも 何でも あり 

やしない のです。 だから 九十 錢が 一 圓 でも 只 旨く 飮 めさへ すり や 結構なん です。 かう 云ふ點 から 云 ふと、 

兩 方が 變 つて 居ます。 酒の 味 を 利用して 酒の 性質 を 知らう と 云 ふの が 番頭の 仕事で、 酒の 味 を 旨がって、 

口舌の 満足 を 得る と 云 ふの が 晩酌の 狀態 であります。 双方と も 同じ 經驗に 違 ひない。 只其經 驗の處 置が 異 

なって るます。 言葉 を換 へて 云 ふと 同樣の 經驗に 就て、 眼の 付け所が 違 ふ、. 注意の 向け 方が 違って るる。 

最後に 此 講演に 大事な 言葉 を 用 ひて 申します と、 態度が 違って 居ります。 (こゝ の 所が 少し ヴント 杯と 違 

つてる かも 知れません。 ヴント の 樣な專 問の 大家に 對 して 異說を 立てる の は 甚だ 恐縮です が、 私の は、 か 

う 行かない と說 明に なりません から、 かう して 置きます。 又 かう しても、 實際上 差 支ない と 信じます) 

もう 一 步 進んで、 此 態度が 違って 居る と 云 ふ 事を說 明し ますと、 番頭の 方 は 酒の 味 を 外へ 抛け 出す 態度 

であります。 卽ち 自分の 味覺を 以て、 自分 以外の もの、 (最前 申した 非 我) の 一部分 を 知る 料に 使 ふので あ 

ります。 譬喩で 云 ふと、 酒の 味が 舌の 先から 飛び出して、 酒の 中へ 潜んで 落ち着く 方角に 働く ので ありま 

す。 晚 酌の 方 は 之が 反對の 方向に 働いて 居ります。 非 我のう ちに 酒と 云 ふ ものが あって、 其 酒が、 ある 因 

緣で、 外から 飛び込んで 來て、 我 を 冒 かした、 もしくは 我が 冒された と 承知す るので あります。 詰めて 云 

ふと、 一は 我から 非 我へ 移る 態度で、 一は 非 我から 我へ 移る 態度であります。 一は 非 我が 主、 我が 賓 とい 

ふ 態度で、 一 は 我が 主、 非 我が 賓と云 ふ 態度と も 云へ ます。 番頭から 云 ふと 酒の 味 自身が 酒の 屬 性になる 

の だから、 之を屬 性的の 經驗 とも 云へ ませう。 晩酌から 云 ふと 酒の 味が 自己の 幸 不幸 (あまり 大袈裟なら 

快 不快) にな るんだ から 感受 的と でも 云へ ませう。 洋語で 云 ふと affective と 申したら 妥當だ らうと 思 ひ 

ます。 或は 番頭の、 自己に あらざる 酒に 重き を 置く 點 から 云へば 客觀的 態度と も名づ けられ ませう し、 晚 

酌の、 自己に 受 くる 刺激 を、 密 切な 自己の 一部分と 見 傚す 點 から 云へば、 主観的と も 申され ませう。 又は 


番頭の 態度が 非 我 を 明らめ やうと する 態度で あるから、 主知主義と 云って 善から うと 思 ひます し、 晩酌の 

態度が、 我に 感 する 態度で あるから、 主感 主義と 云って 善から うと 思 ひます。 (こ > に 云ふ兩 主義 は 便宜 

の爲め 私が 翁へ たの だから、 かの 心理 擧の 一 派 を 代表す る 主意 說とは 切り離して 見て 項きたい) 

これで 大抵 御 分りに なったら うと 思 ひます が、 猶 念の 爲に、 もう 少し 複雜で 時間の 經過を 含んで 居る 例 

を 御 話しして 置きたい と考 へます。 甞て 西洋の 石版 業の 事 を 書いた もの を 見た 事が あります が、 其 中に 彼 

等の 技巧 は 驚ろ くべき もの だと ありました。 何故 驚ろ くべき もの かと 申す と、 彼等 は 原 畫をー 目 見る や 否 

や、 此 色と 此色 を、 是 丈の 割合で、 かう 混ぜれば、 此 調子が 出る と、 すぐに 呑み込んで 仕舞 ふ。 それから 

其 通りに やる、 果して 其 通りの 調子が 出る。 まづ こんな 具合なん ださう です。 所が 畫ェの 方 はどう かと 云 

ふと、 先づ 腹の 中で、 此 所へ こんな 調子 を 出して、 面白味 を 付け 樣と思 ふ。 夫から 繪の具 を 交ぜる II も 

し ィムブ レシ ョ 二 ス ト なら 單 純な 色 を竝べ て、 すぐに 畫 布へ 塗り付ける。 さう して 思 ひ 通りの 調子 を 出す。 

今 此兩人 を 比較して 見ます と、 ある 手段に 訴 へて、 目的 (卽ち 思 ひ 通りの 色) に 到着す るの だから、 其 所 

迄 は 同じ 事と 見 % して 差 支ない のです。 然し 兩 人が 工夫の 結果 同じ 色彩に 到着しても、 到着した 時の 態度 

は 大に違 ふと 云 はなければ なりません 。畫ェ の 方は此 色彩 を樂 しむので あります。 い >  effect が 出た と 

云って 嬉しがる のであります。 此樂み を 除いて は" 色々 の 工夫 を 積んで 此 結果に 達する 迄の 知識 は 無用な 

のであります。 然し 此 知識 を ある 意味に 於て 自得して るない と、 どう あっても 此 結果が 出せない。 出せな 

ければ 樂 しむ 譯に參 らんから 已を 得す 此 過程 を 冥々 のうちに 或は 理論的に 覺ぇ 込む のであります。 然るに、 

石版 星の 方で は、 注文 を 受けて 原畫と 同じ 樣な 調子 を 出せば、 夫で 萬 事が 了す るので、 其 結果が 網膜 を 刺 

激し 樣が、 連想 を 呼び 起さう が 一向 構 はんので、 必竟 する に 彼の 興味 は 色彩 其 物に 存す るので あります。 

何と 何と 何が どんな 割合に 調合され て此 色彩が 出來 上つ たんだな と 見分けが つけば よろしい のであります。 
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從 つて 彼の 重ん する 所 は 色彩から 受ける 樂 みよりも、 如何にして 此 色彩 を 生じ 得る かの 知識 もっと 纏めて 

云 へ ば此 色彩の 知識に あると 云っても 無理ではありません。 偖 此兩人 も出來 上った 色 を經驗 すると 云 へ ば 

同じ 經驗 をした に 違 ひない。 只 石版 星の 方 は 此經驗 を 我から 放出して、 非 我の 屬性 たる 色と 認め、 且つ 屬 

性と して 他の 色と 區 別す るに 引き 易へ て、 畫家は 同 一 經驗 を、 晝 面より 我に 向って 反射し 來 つたる 一 種の 

刺激と 見 i し、 此 色が 如何に 我 を 冒す かの 點に のみ 留意す るので あります。 だから 石版 屋の方 を 客 觀的態 

度で 主知主義 とし、 晝ェの 方 を 主觀的 態度で 主感 主義と 名け てよ からう と 思 ひます。 

先 づ是で 客觀、 主觀、 主 知、 主感の 解釋が 出来 ましたが、 是は 極めて 單 純なる 經驗に 就て 云 ふ 事で、 其 

經驗は 一 の 全き 經驗 であり ますから、 此經 驗に對 する 注意の 向け 方、 卽ち 態度 一 つで、 かう 兩 面に 分鮮は 

出来ます 樣な もの、、 此兩 極端の 態度 を 取って、 いづれ へ か 片付けなければ ならない 樣に 人間が 出来 上つ 

て 居る と 思 ふの は 中庸 を 失した 議論であります。 分り 易い 爲 めに こそ、 かう 截然たる 區別 はっけました が- 

かう 明暸に 離れる 場合 は、  あらゆる 場合の 兩 端に 各 一 つ 宛し かないと 合點 しても 間違で はなから うと 思 ひ 

ます コ 其 中間に 橫 つて ゐる 多數の 場合 は 皆 此兩面 を 兼ねて 居る でせ う。 もし 兼ねて 居る のが 不都合な らば 

或る 比例に 於て 入り 交って るると 云 ふが 好いで せう。 

さう すると 私 は、 何だか 入らざる 駄辯を 弄した、 獨 りよが りの 心理 舉 者の 樣 になります。 夫で は少々 心 

細い から、 もう 少し 此兩 方面 を 研究して 御 話しした いと 思 ふ。 卽 ち此單 純な 經驗に 於て 兩面 を區 別して 置 

く 方が 適當 であると 御 納得の 參る樣 に、 此兩 面が 漸々 右と 左へ 分れて 發展 する 結果 遂に は大變 違った もの 

に爲り 得る と 云 ふ 事 を說 明したい と 思 ひます。 

說明 はなるべく 簞簡な 方が 宜 ろしい から、 茲に 一 つの 物で も、 人で も あると する。 此物か 人は與 へられ 

たものと します。 すると、 以上の 兩 態度で 之に 對 すると、 之 を敍述 する 方法が 双方 共に どう 發展 する かと 


云 ふ 問題であります。 

其 前に 一寸 御斷 わり をして 置きます が、 こ、 では A なら A を與 へて あると 見て、 其與 へられた A を 如何 

に敍述 して 行く かと 云 ふので すから、 敍述 家に A を撰擇 する 權 利がない 事になります。 然しながら 前に 我 

我の 心 を 幅の ある 河に 喩 へた 時、 此 川幅の 一 點 丈が 明瞭になる から、 明暸 になった 一 點 丈が 意識の 佳 ® に 

なって、 他 は 皆茫々 の裡に 通過して 仕舞 ふ。 さう して 其^ 點は 注意の 尤も 强ぃ 所に 出来る、 さう して 注意 

は卽ち 態度で あると 申しました。 だから 心の 態度 は 撰 擇陶汰 の權を 有して 居ります。 茲に A を與 へられた 

とする の は、 心の 態度に A を撰擇 する 權 利がない と 云 ふ 意味ではありません。 旣 に撰擇 せられた る A に 就 

ての 話であります。 

本来なら ば 前に 申した 兩 態度が 如何なる 風に、 如何なる 性質の 焦點を 作る か を 論じなければ ならん 箸で 

あります。 然し さう すると 大變 複雜な 問題になります し、 又 撰擇の 態度 は、 卽 ち撰擇 された もの を 敍述す 

る 態度と 同じ 事で、 双方と も 傾向に 相違 はない と考 へます。 前に 云った 色 好きの 淺井 先生の 樣な 人に、 ェ 

スト ミンス タ—、 アベ— が 眼に 着いた とすると、 先生 は 自分の 勝手で 此 寺院 を撰擇 した 譯に なります が、 

偖 之 を敍述 する 段に なれば (腹の 中で 敍述 しても、 口で 敍述 しても、 又は 筆で 敍述 しても) 撰擇 した 時の 

態度 を 以て 細かに 局部に 向 ふ 丈の 事であります。 只 叙述の 際に ある 連想 だと か、 ある 漑念 だと か ある 記號 

だと か アベ— 以外の 材料 を 以て 來て、 アベ— の 色を說 明す るか も 知れません が、 說 明の 道具に 使 はれる 材 

料 も 亦 同じ 態度で 撰擇 した ものであります から、 つまり は 同じ 事 だら うと 思 ひます。 (尤も 例外 は 出て 来 

ます。 態度が 中途で 代る 事 も あり 得ます。 然し 是は 些細の 事と して 御 見逃し を 願 ひたい) 

そこで A を與 へられた ものと 見て、 之 を敍述 する 樣 子が 段々 に 分れて 遠ざかる 所 丈 を 御 話し をしたい。 

A 其 物 は 何だか 分らない のです が、 之 を敍述 する 方法 は 主 知 (客 觀) の 態度に 三つ、 主感 (主 觀) の 態度 
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に 三つ さう して 兩方を 一 つ つ 結び付けて 對に する 事が 出來 るかと 思 ひます。 當 つて ゐ る當 つてるな い 

は 勿論 大切であります が、 比較す ると、 よく 對が とれて 居 る^に 私 は 興味が あるので あります し、 敍述と 

なると 旣に、 文擧の 領分に、 いつの 間に か 這 入って 居ります から、 私の 思 ひ 付いた 儘 を 御 參考に 供し ます。 

第一 段 は敍述 が、 一 步客觀 主 觀の兩 面へ 展開した 時の 狀 態で、 此 左右の 扉 を對と 見る 所に 興味が あるの 

であります。 此 時期に 於け る 客 觀的敍 述を私 は perceptual と 名 づけ 樣 かと 思 ひます。 卽ち 前に 申した 酒 

の 味よりも 稍複雜 な感覺 的屬 性が 纏まって 一 體を 構成して ゐる もの を、 綜合され た 一 體と 認めて、 認めた 

儘 を敍述 する 意味に 用 ひる 積であります。 例へば 茲に洋 卓が あると、 此洋卓 は 堅い、 黑ぃ、 -I スの 臭の す 

る、 四角で 足の ある、 云々 と 一 々に 其 屬性を 認めて、 認めた 屬性を 綜合して 始めて 敍述が 成立す る譯 であ 

ります。 所が 斯樣に 屬性を 結びつけ ると 云 ふ 事が、 前に 申した 酒の 味のと きよりも 一 曆客觀 性を糙 かにす 

る 事 だら うと 思 はれます。 と 云 ふ もの は 視覺、 聽覺其 他 を單に 主觀的 態度で 取り扱って ゐ ると 色 は 遂に 色 

で、 音 は どこ 迄 も 音で、 此 色と 此音は 同一 體の非 我が 兼ね 有して 居る と 云 ふ 事 實には 比較的 無頓着で 居ら 

れ ます。 從 つて 色 も 非 我の 屬性 であり、 音 も 非 我の 屬性 であると 云 ふ 以上に、 此色も 此音も 同一 非 我の 屬 

性で あると 綜合 すれば、 前より は 一 段と 其 物の 存在 を 確かにす る 意味になる から、 客觀的 態度に 重き を 置 

いた 敍述と 云 はねば なりません。 只 注意すべき 事 は此際 主觀的 分子が 無くなつ たと 解釋 して はならん ので 

あります。 現に 色 を視、 音 を 聞く 以上 は、 此經驗 を 綜合して 我 以外に 抛け 出す と、 抛け 出さざる とに 論な 

く、 色 も 音 も 依然として、 一方で は主觀 的事實 であります。 

是で 私の 所謂 perceptual な 敍述の 意味 は 大槪御 分りに なりました らう。 所が、 屬 性が 複雜 になる に從 

つて、 敍述が 長たら しくなります。 長たら しくなる と、 敍述 をす る 當人も 迷惑で あり、 敍 述を聽 くもの は 

1 度に 纏め かねる 樣 になります。 從 つて 此敍述 を簡單 にす る爲 めに は、 勢 ひ敍述 されべき 物に 類似の もの 


で， 聞く 人の 頭の 中に、 旣に纒 つて 這 入って るる もの を 持ち出して 代理 をさせる のが 便利になります。 例 

へば 柹を 見た 事の ない 西洋人に 柹を說 明す るよりも 赤茄子の 樣 だと 話す 方が 早 解りが する 樣な もので あり 

ます。 勿論 此 代理になる 赤茄子の 考が 先方の 頭の なかに なくて は 駄目で、 考が ある 以上 は、 其考へ 次第で 

は、 第二 段に 述べる conceptual な敍 述を豫 想した 事になります が、 是 は其揚 合に 至って 成るべく 不都合 

のない 樣に說 明して 見 ませう。 鬼に 角此 代理の もの を 用 ひると 云 ふ 事 は、 純粹 の敍述 ではない、 方便で あ 

るから、 あまり 厳密に 考 へる と 少し は 破綻が 出さう であります。 然し 實際 的に は殆ん ど、 私の 主意 を 害す 

る 事の ない のみ か、 却って 私の 考を 明瞭に 御 分らせ 申す 結果になります から、 かう 致して 置きたい。 のみ 

ならす、 斯うして 置く と、 片 一 方の 主觀 的の 方と 比較 するとき に 大變な 好都合になる のであります。 

さう すると、 歸着 すると ころ は、 perceptual な 敍述の 尤も 簡便な 形式 は 洋卓は 唐 机の 如しと か、 柿 は 

赤茄子の 如しと か、 驢は騾 の 如しと か、 凡て 眼に 見、 耳に 聞き、 手に 觸れ、 口に 味 はい、 鼻に 嗅いで 得た 

る 形相 を 以て 敍述 する 事になります。 其 一 般の 形式 を A は B の 如しと して 置きます。 

Perceptual な敍 述に對 する、 主觀的 方面の 敍述は 何で あるかと 云 ふと、 私 は 一 寸 名前に 窮す るから、 

暫 らく 在来の 修辭擧 に 用 ひて ゐる 直喩 (simile) と 云 ふ 語 を 借用 致します。 然し 全然 從來の simile とも 思 

はれない 樣 ですから、 其 積で 聞いて 頂きたい。 普通 修辭攀 者の 說 によると、 似た もの を 似た もので 說 明す 

るんだ さう です。 是 丈なら ば 柿 を 赤茄子で 說 明したり、 洋卓を 唐 机で 說 明す るのと 別段の 相違 もない 樣で 

す。 所が 實 際の 例 を 見る と、 大分 之と は 趣 を 異にして ゐる のがあります。 あの人の 心 は 石の 樣だ。 あの 男 

は 虎の 樣だ。 杯と 云 ふの があります。 そこで は 私 は 第一 段の 主觀的 敍述を あら はすに simile と 云 ふ 字 を 

借用し ました。 是は 普通 simile の 下に 取り扱 はれて 居る 敍述の ある ものが、 私の 所謂 第一 段の 主 觀的敍 

述と同 傾向 を 有して ゐ るから と 云 ふ 丈に 過ぎません。 偖 今 申した、 あの人の 心 は 石の 樣 だと 云 ふ 例 をと つ 
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て、 調べて 見る と、 心と 石を竝 ベても 比較し 樣 がありません。 又 あの 男 は 虎の 樣 だと 云 ふ 例に しても 其 通 

り、 虎と 人間と は 到底 一 所に なり 樣 がない。 けれども 別に 無理と も 思 はないで 使って ゐ ます。 して 見る と 

何 所 か 似た 所が あるに 違ない。 其 似た 所を考 へて 見たら 此兩 面の 敍述の 差が 判然す る だら うと 思 ひます。 

人の 心 を 石に 比較す るのに、 比較に ならん 樣に思 ふの は、 我々 が 石に 就ての 經驗 を、 我から 非 我の 世界に 

抛け 出す 態度、 卽ち我 以外に 一 塊の 動かすべからざる 石と 名づ くる ものが 存在して 居る と 見 傚す からで は 

ありますまい か。 旣に拋 け 出されて 石と 名づ けられた る 以上、 我の 態度が 我から 非 我に 向って 働ら く 以上 

は、 石 は 何 處迄も 石で、 どうしても 人の 心に 比較され 樣譯 がない のであります。 我々 の 石に 就ての 經驗は 

堅い とか、 冷たい とか、 素氣 ない とか 云ふ屬 性から 構成され て 居る の は 無論であります が、 苟し くも 此屬 

性が 石の 屬 性で、 石の 意義 を 明瞭なら しむる ものと 相場が 極って 仕舞へば、 もう 融通 は 利きません。 どラ 

しても 石 を 離れる 事が 出來 なくなります。 石 を 離れる 事が 出來 ない とすると、 丸で 性質の 違った 心 を 形容 

する 譯に は參 りません。 堅 いのは 石が 堅い ので、 冷た いのも 矢 張 石が 冷た いんだから、 其 堅さ 冷 さ を 石 か 

ら 奪って、 心に 與へ る譯 には參 りません。 然し 一 度び 立場 を變へ て、 其 堅さ 冷 さ を 石から 經驗 したと すれ 

ば、 自分が 石 を 認めたん でな くって、 石が 自分 を 冒した とすれば、 冷た いのは 自分の 冷た さで、 堅 いのも 

自分の 堅さで あなから、 一度び 石の 經驗に 觸れる や 否や、 石 を 離れて 冷たい、 堅い と 云 ふ 心持ち 丈になる 

から、 苟し くも 之と 同じ 心 持 を 起す ものなら ば、 移して 何へ でも 使 ふ 事が 出来ます。 それで、 あの人の 心 

は 石の 樣 だと 云 ふ 叙述が 意味の ある ものと なります。 是は 全く 性質の 違った 比較 をす る 場合で、 寧ろ 極端 

であります。 比較す る ものと 比較され る ものとの 屬 性が 一 點 もしくは 一 以上の 諸點に 於て、 似て 居れば 似 

て 居る 丈 客觀的 比較に 近づく 譯 ですからして、 漸々 perceptual の 叙述に 緣が 付いて 參 ります。 例へば 先 

刻の あの人 は 虎の 樣 だと 云 ふ樣な simile でも 石と 心の 比較に 比べる と、 幾分 か は perceptual の 方面へ 


向いて 居ります。 何故と 云 ふと、 虎 は 動物で あり、 人 も 動物で あると 云 ふ點に 於て、 旣に客 觀的價 値の あ 

る 比較であります。 何も 動物と 云ふ槪 念がなくても 構 ひません、 寐る 所が 似て ゐる、 物 を 食 ふ 所が 似て る 

る、 步く 所が 似て ゐる 以上 は、 客 觀的價 値が あります。 いくら 皮膚が 似て るな くっても、 足の 恰好が 似て 

居な くっても、 髯の數 が 似て 居な くっても、 似て るる 所が ある 丈夫 丈 客 觀的價 値の ある 比較であります。 

然しながら、 もし 以上の 點に 於て 類似 を 主張す るなら ば、 よりよ き 類似 を 主張す る 比較 物 はいくら でも あ 

る 答であります。 例へば あの人 はハ乂 に似てる ると か 又は 母の 如しと か 云 ふ 方が 虎の 如しと 云 ふよりも 遙か 

に穩當 であります。 立派な perceptual な 敍述が 出来る 箸であります。 然るに 之を棄 て、 客 觀的價 値の 尤 

も 少ない 虎 を 持って来 たの は、 凡ての 不 類似のう ちに 獰猛の 一 點 を撰擇 して 尤も 大切な 類似と 認めた から 

であります。 偖 此撰擇 は 前に 云った 通り 我々 の 注意で きまる ので、 云ひ換 へる と 我々 の 態度で 決せられ. 0 

のであります。 では 此 際の 態度 は客觀 か主觀 かと 云 ふ 問題になります。 獰猛 を 客觀 的に 虎の 屬 性と 見 ^ せ 

ば 獰猛 は 遂に 虎の 獰猛であって、 どうしても 虎 を 離れる 事 は 出来ません。 其 代り 人間の 獰猛 も 亦 客 觀視す 

る 事が 出來 ますから して 双方 共 我 を 離れた ものと して 比較が 出来ます。 然し 同一 經驗の 方向 を 逆にして 虎 

より 受 くる 獰猛、 人より 受 くる 獰猛と して、 双方から 來る心 持 丈 を比较 すると、 主觀の 態度であります。 

だから 此 場合に 於て は、 兩 方に 見る 事が 出来て、 兩方共 正しい のであります。 然しながら 實際 はどう かと 

云 ふと、 個人の 習慣 及び 其 時の 模樣 によって、 變 化の あるの は 無論であります が、 多くの場合に、 多くの 

人が、 多く 主觀の 方に 重き を 置いて 居る 樣に思 はれます。 だから 私は此 種の 比較に 用 ひる 虎なら 虎 を、 客 

觀的價 値の 尤も 少ない ものであると 云ふ譯 で、 又 客 觀的價 値の ある 局部 を も 主観的 態度で 注意す る 傾向が 

あると 云ふ譯 で、 此方 面の 敍述と 見る のであります。 石の 例と 虎の 例で も 分る 如く 旣に 主觀の 程度に は 厚 

薄が あります。 猶 進んで 月が 縑の樣 だと 云 ふ 叙述に 至る と 又ー步 perceptual の 方へ 近付いて 居ります。 
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10 八 

(面倒 だから 解剖 は 致しません。) 斯樣 にして 漸 々客観的 價 値を增 すに 從 つて、 遂に は perceptual の敍 

述に 達する のであります。 

Perceptual の敍述 と、 simile  (私の 所謂) との 對は先 づ斯樣 な ものであります。 前者 は 客 觀で知 を 主と 

し、 後者 は 主 觀で感 を 主と する のが 特性であります。 然し 常態 を 申す と 双方が 幾分 か 交り 合って 居る 事 は、 

例に 因つ て說 明した 通であります。 

是 から 第一 一段の 對に 移ります。 第一 一段の 片 扉で 客觀 態度の 方 を conceptual な 敍述と 名 づけたい と 思 ひ 

ます。 夫から 片 扉の 主 觀 態度の 方 を 矢張り 在 來の修 辭學の 言葉 を 借りて metaphor として 置きます。 意 

味は是 から 說明 します。 

ある もの を 一 一度 見て は  >  ああれ だな と合點 する の を recognition と 申します。 二度 以上 度々 見て、 矢つ 

張り あれ だな と 承知す るの を cognition と 申します。 もし 一 つもの を 度々 見る 代りに 同種 額の 甲乙 を 度々 

見た 上で、 矢張り 同種類の 丙に 逢った 時、 是は此 種類の 代表者 もしくは 其 一 つで あると 認める の は Co:? 
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ception の 力であります。 隣り の 斑 はかう であった。 向 ふの 白 はかう であった。 どこそこの 犬 はかう であ 

つたの 經驗が 重なると、 凡ての 犬 はかう であった と 纏って 參 ります。 夫れ がもう 一層 固まる と、 かう であ 

つたが 變 じて、 斯く あらねば ならぬ と 迄 高 じて 参ります。 斯く あらねば ならぬ となった 時に、 犬なら 犬 全 

體に 通じての 考が 出来ます。 斯く あらねば ならぬ 考 だから、 本人 はま だ 見ぬ 犬に も、 未だ 生れぬ 犬に も 之 

を 適用 致します。 偖 此槪念 を 抱いて 往來を 歩いて 居る と， 忽ちわん と 吠えられる 事が あります。 當人は 早 

速に は、 あ 鳴いた な。 是れ 犬な りと 斷 じます。 私は此 これ 犬な りの 敍述を conceptual な 敍述と 申したい 

のであります。 犬 は 一 匹であります。 耳が 垂れて、 尾が 卷 いて、 わんく 云 ふ聲を 出して 居る かも 知れ ま 

せん。 然し 單に夫 丈 見たり 聞いたり した 丈で は、 種 屬全體 に 通用す る 犬と 云 ふ 斷案は 出て 來 ません。 だか 


ら此 際に 於け る 犬 は、 頭の 中に 前から 存在して るる 犬の 一 匹 もしくは 代表者であります。 固より 頭の なか 

に 這 入って るる 犬 は、 犬と 云 ふ 名前で 這 入って ゐ るか、 又は 抽象的な 關係的 知識に なって 這 入って るる 丈 

だから、 形 を 具へ て は 居りません、 形 を 具へ てるる 犬 はいつ でも 代表的な 一 匹の 犬に なって 仕舞 ふの は 無 

論であります が、 個々 特別の 場合 を 綜合して 成立った ものであると 云 ふ點に 於て、 旣に密 切な 主觀的 意味 

を 失って 居ります。 personal  element が 亡くなって 居ります。 犬 はかく あるべき ものと 云 ふ 事 を 云ひ換 

へる と、 凡ての 人 は 犬 を かく 考 ふべき 箸 だと 云 ふ 事になります。 卽ち 他人 はどうで も 自分 はか 5 と 云 ふ 立 

場 を 離れて 居ります。 誰に でも 通用す る もの、 結局 は 客観的に 糙 かなものと 云 ふ 事になります 。^^から 

犬の 槪念は 頭の 中に ある 丈に も拘 はらす、 其 價値は 頭 以外 卽ち非 我の 世界に 抛 出されて 始めて 分る もので 

あります。 其 代り 例の 主觀 的な 分子 は、 perceptual の敍述 に比べる と 全く 缺 乏して 參り ます。 只 吾人の 知 

識が非 我の 世界に 於て 廣 くな つたと 云 ふ 事 は 云 はれます。 けれども 犬と 云へば、 すぐに 一匹の 犬 を 思 ひ 出 

すの が 通例で あるから、 理窟から 云 ふ 程 主觀的 分子 は缺 けて 居ない 場合が 多い ので、 其點に 於て は 第一 段 

の perceptual な敍述 とつな がって 居ります。 (此 場合に 於ても 是は 犬な りと 云 ふの は 尤も 單簡 なる 形式 

を 撰んだ ものであります )o 

今度 は 對の片 扉なる 主觀の 方面 卽ち metaphor に 移って 申します。 是は钾 承知の 通り simile の變化 

した もので、 修辭擧 者 は大膽 なる simile と 評して 居ります。 あの人の 心 は 石の 樣 だと 云 ふ 代りに、 あの 

人の 心 は 石 だと 斷じ、 あの人 は 虎 だと 云 ひ 切る 類であります。 第 一 段の 比較に 對 して、 こ、 では 心 を 石と 

同 一 視し、 人 を 虎と 同 一 視す るので あります。 だから simile よりも 一 曆客 觀的不 類似の 點を 無視した 譯 

になります。 だから 其點に 於て 一 暦 主觀的 態度の 敍述と 見 % して 差 支あります まい。 (其 他の 點は simile 

の 所と 同樣の 議論であります から 略します) 
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第三 段になる と 妙な 對が 出來 ると 思 ひます。 此 所になる と 双方 共が 象 徵に歸 して 仕舞 ふので あります。 

本 來を云 ふと、 犬と 云 ふの も記號 で、 心 を 石 だと 云 ふの も 一種の 象徵 であり ますから、 第三 段に なって 正 

式に あら はれる の は旣に 前から 胚胎して 居った ものであります。 客観の 態度から 出る 象徵 の、 尤も 面白い 

例は數 字の 記號 である もの を 代表す る 事であります。 例へば え +y~=\ と あれば 此閼 係で 圓を 敍述 する 

事になる さう です。 私の 知って ゐる 數擧者 は此式 さへ 見れば 圓が 眼に 浮ぶ と 云 ひました。 恐ろしい もので 

す。 然し 此 式の 意味 を 解しても、 圓が 眼に 浮ぶ 樣 になる の は 一 寸暇が か、 る だら うと 思 はれます。 夫れ か 

ら H  =  AC0S2TT ミ は 一 種の 振動^-あら はしたり、 x  =  597n と あると 光波の 長さで 光の 色 を あら はすの だ 

さう で、 洵に 不可思議の 至の 樣に思 はれます が、 いづれ も 長く か、 つて 說 明すべき もの を、 手數を 省く 爲 

めに、 斯樣に 詰めた ものであります。 だから 比較的に 非常に 込み入った、 客観的 閼 係が 疊み 込まれて 居る 

に は 相違ありません。 夫が 爲め是 等 を 了解す る 非 我の 世界に 於る 知識 は 大分 廣く 深くなる であり ませう が、 

其 代り 我 自身 丈に 闕 する 經験卽 ち 主觀の 部分 は 全くない と 云っても 差し 支ありません。 但し 、十/ =  \ は 

如何な 圓 でも 圆 でさへ あれば あら はして 居る の だから、 取 も 直さす 圓の槪 念に 當 ります。 のみなら す ある 

人 は 此式を 見れば すぐに 一個の 圓が 眼に 浮ぶ と 云 ふので すから、 此 人に 取って は、 此 公式 は perceptual 

な 敍述の 代りに もなります。 まことに 重寶な 式であります。 然し 如何な 數擧 好きの 友人 も 此式を 見て 好い 

心 持 だと か 不愉快 だと か 申さない 所 を 以て 見ます と、 主観的 方面の 叙述と は殆 んど緣 がない 式の 樣に思 は 

れ ます。 是 から 翻って 主觀の 方の 象徵を 述べます。 是は 歴史的に 申す と、 私の 知らない 佛蘭 西の 詩人 や 何 

か を 引用し なければ なりません ので、 少々 迷惑 致します。 然し 前以て 申し 上け た 通り、 是 は文擧 史上の 御 

話で ない の だから、 相 成るべく は 手製の 例で 御 勘 辨を願 ひたいと 思 ひます。 つまり は、 此 態度に かなって 

居れば、 どんな 例で も 構 はん 位で 御 聞き 下さい。 旣 にあの 人の 心 は 石の 樣 だと 云っても、 あの人の 心 は 石 


だと 云っても、 石 を 以て 心 を 代表す ると 云ふ點 から 見ます と、 矢張り 主觀 方面に 屬 する 一 種の 象 徵に違 あ 

りません。 けれども、 それが 一 步 進んで、 心と 石を竝 ベないで、 石と 云って すぐ 心 を 思 ひ 起させる 敍述に 

至った ときに、 私 は 之 を 始めて 第三 段の 主観的 象徵と 申したい と 思 ひます。 勿論 形式 は 此敍述 に 叶って 居 

ましても 一 向 主觀の 分子 を 含んで 居らん のがあります が 夫 は 御注意 を 致して 置きます。 例へば 茶柱が 來客 

を 代表したり、 嚏が 人の 噂 を 代表した りする 樣な ものであります。 是は 偶然の 約束から 成立した 象徵 であ 

ります から、 茲に云 ふ 種類に は屬 しない 譯 であります。 尤も 器械 的の 象徵も 馬鹿にな らん もので、 習慣の 

結果 茶柱 を 見て 來 客の 時の 樣な心 持に なったり、 嚏 をして、 人の 噂 を 耳に する 樣な氣 分が 起る 人がない と 

も 限りません。 さ 5 云 ふ 人に はこん な 象徵も 矢張り 主 觀的價 値の ある ものであります。 だから 本人の 氣の 

持ち 樣ー つで は、 仁 參が御 三 どんの 象徵 になって 瓢簟が 文擧士 の象徵 になっても、 悉く 信心 がらの 鰯の 頭 

と 同じ 樣な利 目が あります。 猶進 むと、 烏鳴きが 凶事の 記號 になったり、 波の音が 永劫 を あら， はす 響と 聞 

えたり、 星の 輝きが 人間の 運命 を默 示す る 光りに 見えたり します。 かうな ると 漸々 主 觀的價 値が 增 してく 

るの みならす、 解剖の 結果 全く 得手勝手な 象徵 でない と 云 ふ 事も證 明が 出來 ます。 此 位なら ば まだ、 大し 

た 事はありません。 第二 段 第 一段とつ ながって 居る 位の ものであります が、 層々 展開して 極端に 至る と 妙 

な 現象に 到着し ます。 一 寸其說 明 を 致します。 我々 は 我々 の氣分 (主観の 內容) を 非 我の 世界から 得ます。 

然し 非 我の 世界 は 器械 的 法則の 平衡 を 待って 始めて 落ち 付く ものであります。 もし 此 平衡 を 失へば すくに 

崩れて 仕舞 ひます。 從 つて 自分が かう 云ふ氣 分に なりたい と 思った 時に、 其氣分 を^して くれる 非 我の 世 

界の 形相が 具って 居らん 事が あります。 つまり 非 我の 世界 を 支配す る 器械 的 法則が 我の 氣 分に 應 じて 働い 

て は吳れ ません。 そこで 此 法則の 運行と、 自分の 氣 分と 合體 した 待、 卽ち 自分が かくな り^ぃと 兼々 希望 

してる たかの 如き 氣分、 を 生 するとき の 非 我の 形相 を、 常住の 公式に 翻譯 しゃう とする のが 我々 の 欲望で あ 


.  一 ニー 

ります。 例へば 時鳥 平安 城 を 筋 違に と 云 ふ 俳句が あります。 平安 城 は 器械 的 法則の 平衡 を 保って 存在して 

居る の だから、 さう 無喑に 崩れて はし まひません。 それすら 明治の 今日に は 見る 事が 出來 ません。 況んゃ 

時鳥 は 早い 鳥であります。 又 其 鳥が 筋 違に 通る 所 も、 始終はありません。 おやと 云 ふうちに 時鳥 も 筋 違 も 

消えて 仕舞 ひます。 消えて 仕舞 ふ 以上 は 其 時の 氣分 になり たくっても 一 寸 なれない から、 平安 城 を 筋 違 

にと いふ 瞬間の 働き を さも 永久の 狀態^ 如く、 保存に 便に する 樣に纒 めて 置きます。 偖 斯樣に 纏った 氣分 

が (客觀 的に 云 ふと 形相) 段々 頭の なかへ 溜って 參 ると 假定 します。 さう して 夫が 入り 亂れ ると します。 

廣く なり 深くなる と 見ます。 すると 一 種 奇妙な 氣 分になります。 此氣分 を 構成す る 一 部 一 部 は、 非 我の 世 

界に 之に 相應 する 形相 を發 見し もしくは 想像す る 事が 出来ます が、 此全 體の氣 分に 應じ たもの を客觀 的に 

拈出 しゃう とすると 到底 駄目であります。. 花で も 足りない。 女で も 面白くない。 あ、 でもない、 かう でも 

ない、 ともが く樣 になります。 之 を 形容して、 よく 西洋人 杯の 云 ふ 口調 を 借りて 申します と、 無限の 憧 懞 

(infinite  longing) とかになる のでせ う。 私 は 昔し 大擧に 居った 頃 此字を 見て 何の 事 だか 分りません でし 

た。 それでも 難 有が つて 振り 廻して ゐ ました。 今でも 實は 分りません。 私 は 解釋丈 は出來 ますが、 本當の 

所 infinite  longing と 云 ふ もの を 持って ゐな いの だから、 是非 も 稗 座い ません。 然し 私の 樣に說 明 すれば 

ともかくも 形容の 詞 なのです から、 それで 差 支 御座いますまい。 とにかく、 そんな 形容 を 使 はなければ な 

ら ない 氣 分が 起り まして、 煩悶 致します。 煩悶して どうか 發 表したい とする が發 表出 來 ない。 出來 ないで 

仕舞へば 夫 迄であります が、 せめて 不完全ながら 十の 一 でも あら はさう とすると、 是非とも 象 徵に訴 へな 

ければ なりません。 十の もの を 十 丈 あら はさないで  あら はさない と 云って は 間違になります。 あら は 

せない のです。 で已を 得す 一 丈に して 已 めて 置く 敍述 であります。 無論 氣分 を氣 分と して あら はすなら、 

大に 悲しい とか、 少々 嬉しい とか 云 ふ 丈で、 始めから 表 はせ る 表 はせ ない の 議論 をす る 必要がない のです 


が、 此 深い 樣な、 廣ぃ樣 な、 複雜な 樣な氣 分の 對象 を、 客観的なる 非 我の 世界に 見出さう とすると 十の 氣 

分 を 一 の 形相で 代表 させて" 殘る九 は 此象徵 を 通じて 思 ひ 起す 樣に しなければ なりません。 然しながら 元 

來之は 本人 すら 無理な 事 をして るるので すから、 他人に は餘程 通用し 惡 くなる 譯 であります。 一 を 聞いて 

十 を 知る と 云 ふ 事が あります が、 一 を 見て 十を感 する 人で なければ 出來 ない 事です。 しかも 一 を 見て 十 を 

感 する、 其 感じ かたが、 云 ひ あら はした 本人と 一致して るる かどう かに 至る と 甚だ 六づ かしい 問題で あり 

ます。 要するに 象徵 として 使 ふ もの は 非 我の 世界中の もの かも 知れません が、 其喑 示す る 所 は 自己の 氣分 

であります。 要するに おれの 氣 分であって、 非常に 厳密に 言 ふと 他人の 氣分 ではない、 外物の 氣分 では 無 

論ない。 と 云 ふ 傾向の ある 所から， 此 種の 象徵を 主觀的 態度の 第三 段に 置いて、 數學の 公式 杯の 對と見 立 

てました。 (シ モン ズの佛 蘭 西の 象 徵派を 論じた 文の なかに、 こんな 句が あります。 「我々 が 林の 中の 木 

を 一本々々 に敍述 する の 煩 を 避けて、 自然 を 怖れて 逃が れんと する が 如く もてなす と、 盆 自然に 近くな り 

ます。 又 普通の 俗人 は 日常の 雜事 を捉へ て實 在に 觸れ てるる と考へ て 居ります が、 是 等の 煩瑣な 事件 を 掃 

蕩 して 仕舞 ふと、 盆 人間に 近くなる ものであります。 世界に 先って 生じ、 世界に 後れて 殘 るべき 人間の 本 

體に 近づく ものであります。」 此人は 又 力 ー ライルの 語 を 引用して 居ます。 「眞 正の 象徵は 明らかに 又 直 

接に、 無限 を あら はして 居る。 無限 は象徵 によって 有限と 合體 す&。 眼に 見える 樣 になる。 恰も 達せら る 

るかの 如くに 見える。」 此 二人の 言葉 は 多少 infinite  longing と 同じく、 聊か 形容の 言葉の 樣 にも 思 は 

れ ますが、 御參 考の爲 に、 こ  >  に 引いて 置きます) 

是で主 觀客觀 の 三對倂 せて、 六 通りの 敍 述の說 明を濟 ましました。 そこで 是丈說 明 すれば あらゆる 文學 

書中に 出て 來る 凡ての もの を說 明し 盡 したと は诀 して. S. す 積ではありません。 然しながら 是丈說 明 すれば- 

吾人の 經驗の 取扱 ひ 方の 一 般は 分る だら うと 思 ひます。 客觀主 觀の兩 態度の 意味と、 其 態度に よって、 敍 
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述の樣 子が 段々 に 左右へ 離れて 行く 模樣が 分る だら うと 思 ひます。 それが 普通の 人の 分れ 具合で 又 創作家 

の 分れ 具合であります。 だから 詰る 所 は 創作家の 態度 も 常人の 態度 も 同じ 事に 歸 着して 仕舞 ひます。 何 だ 

詰らない、 失が どうし たんだと 仰し やる 方が、 あるか も 知れません。 成程 詰らない。 私 も 詰らない と 思 ひ 

ます。 然し 此所迄 解剖して 見て 始めて 詰らない 事が 分った ので、 夫 迄 は 私 も 諸君と 同じ 樣に 一 向 不得要領 

であった のです。 然し 詰らないながら も 斯う 云 ふ 事 丈 は 云 ひ 得る 樣に なりました。 此六 通りの 敍述は 極端 

から 極端 迄す うとつな がって 居ます。 どこで、 どれが 終って、 どこで、 どれが 始まった と 云 ふ 事が 出來な 

い 樣に鑌 いてる ます。 それ を 外の 言葉で 翻譯 すると、 客 觀主觀 いづれ の 態度に しても、 このうち の 一 と 通 

りに 限らねば ならない と 云 ふ 理由 もな し、 又 限った が 便利 だと 云 ふ 事 もな し、 其 時 其 場合で 變 化しても 差 

支ない のみなら す、 變 化する のが 順當 で、 變 化しなければ 窮窟 であると 云 ふ 事 丈は糙 かの 樣に思 はれます o 

尤も 客觀の 極端に 至る と 科舉者 丈に 通用す る敍述 になり * 主觀の 極端に なると、 少數の 詩人の みに 限られ 

る敍述 になり ますから、 例外になります。 然し 常人 は此兩 極の 間 を 自由 勝手にう ろくして 居る もので あ 

ります。 さ、 フ して 創作家 も 亦 常人と 同じ 樣に 其邊 のい、 加減な 所 を 上下して 居る ものであります。 

そこで、 かの 西洋の 文 擧史に 起った 何 派 もしくは 何 主義と 云 ふ もの は、 其 傾向から 推して、 此 等の 客觀 

的 態度の 三 敍述、 もしくは 主觀的 態度の 三 敍述の 左右 へ 排列され る もの だら うかと 思 ひます。 先 づ寫蟹 派、 

自然 派、 め樣な もの は 前者に 屬し、 浪漫派、 现想派 杯と 云 ふ もの は 後者に 屬す るので はなから うかと 思 ひ 

ます。 私は是 等の 諸派 を 歴史的に 研究して、 こんな もの だと 斷定 する のではありません。 私が 創作家の 態 

度 を 極端 迄 左右に 展開 さして 其 傾向 を 確め てるる と、 西洋に はかう 云 ふ 派が ある、 あ、 云 ふ 派が あると 云 

ふ 話 だから、 それならば と！^ 性質 を 大略 聞いて 見て、 夫なら ば、 私の 解剖した 兩 翼の 方へ 其 派の 名前 を 結 

び 付けて 排列して 見樣、 見れば かう 左右に 割って 置かれ はしない かと 云 ふ 迄であります。 從 つて 私 は此解 


剖に よって、 歴史的に 起った 自然 派 や 浪漫派の 定義 を 下す 意 は 毛頭ありません。 卽ち此 左右の 兩 翼が 自然 

派 若く は 浪漫派と ァ イデ ン チカ ルの ものと 云 ふ考は 丸でない のであります。 私 は 心理 狀 態の 解剖から 出立 

する。 だから 出來 る丈犟 純に 又 出 來る丈 根本的に 片付け 得る 樣に 解剖して 来たので あ， ります。 然るに かの 

自然 派 もしくは 浪漫派と 名く る もの は 其 中に 含まれた る 多くの 書物の 特性 を あら はして 居って、 大分 複雜 

であるの みならす、 其 內容を 形づくって 居る 文章が 旣に 純粹に 何々 派 を あら はして 居らん から、 到底 私の 

展開 させた 兩 翼と 全然 一致し 樣 がない のであります。 けれども 大體の 傾向 を 云へば、 かう 分布 排列しても 

無 现 はない と 思 ひます" 

所で 普通の 人間 は 今 申す 通り、 此兩 極端の 間 を うろついて 居ります。 それの みならす、 此六 通りのう ち 

の 一 敍述を 擇んだ 所で、 揮んだ のは當 人で、 之を閬 くもの 又は 讀む もの は 其 隣り の 敍述と 受取る かも 知れ 

ません。 例 へ ば 月が 眉の 樣 だと 云 ふ 敍述を 本人 は perceptual と 思つ て 述べ て 居ても、 聞く 人 は simile 

と 受ける かも 知れません。 第三者が 之 を 見て、 どっちが 間違って るると も 評されません。 双方 共 正しい と 

しなければ なりません。 そこで かう 云 ふ 事 は 云 はれない でせ うか。 自然 派と 浪漫派と は 本来の 傾向から 云 

ふと 矢張り 左右に 展開して るる 樣で すが 或る 所になる と、 どっちと でも 解釋が 出来る もので、 要は 讀 者の 

態度 如何によ つて 決せられる もの だと 云 ふ 事 は。 一句 や 二 句の 例ではありません、 ちと 比例 を 失する 樣な 

大きな 例になる かも 知れません が、 一寸 御 判 斷を願 ふ 爲に御 話 を 致します。 獨 こで 浪漫主義の 熾に 起った 

時、 御 承知の 通り、 有名な 力 口 リ ー ネと 云ふシ ュ レ ー ゲルの 細君が ありました。 此 細君が 夫の 朋友^ シ ェ 

リ ン グと 親しい 仲に なりまして、 とう/ \- 夫と 手を切って、 シ ヱ リ ン グと 一 所になります。 しかも 其時此 

女 は 自分の 手紙のう ちに、 緣 は是れ にて 切れ 申^。 始めより 二世 かけて と は 固より 思 ひ 設け す^と 書き ま 

した。 しかも シ ュ レ ー ゲルと 一 所に なった のが 旣にー 一度 目な のです から、 シ エリン グの 所へ 行く と 三度 目 
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の 細君になる のです。 夫で 亭主の 方 はどう かと 云 ふと、 離婚 を 申し込まれた 時 は 俠氣を 起して 早速 承知し 

たのみ ならす、 離別 後 も 常に シ ェ リングと 親密な 音信 をして 居た さう であります。 もう 一 つ こんな 御 話が 

あります。 東京 近傍の 在です が、 ある 宿に 一 軒の 荒物屋が ありまして、 荒物 星の 向 ふに 反物屋が ありまし 

たさう で。 所が 其 荒物屋の 祌 さんが、 どう 云 ふ 仔細 か、 その 家 を 離別 致して、 すぐ 向 ふの 反物屋へ 嫁に 行 

つた さう です。 それで、 嫁に 行った 明くる日から、 店先へ 坐って、 もとの 亭主と 注來を 隔て、 向きあって 

居 るんだ さう です。 私に 此話 をして 聞かせた もの は淺 間し いと 云 はぬ 許りな 顏 をして、 田舍の もの は呑氣 

な もの だと 云って 笑って ゐ ました。 此 二つの 話 を 取って 調べて 見ます と餘程 似て 居ります。 然し 前の は浪 

漫 派の 中心で 起った 事で、 後の は —— 何 派 だか 一 寸 困ります が、 まあ 自然 派の 作に でも ありさう に 見え ま 

す。 然し 事實 はどうしても 同じなん だから 致し方がない。 それ ぢゃ 同じ ものが、 どうして 浪漫派に なった 

り、 自然 派に なったり す るんで せう。 まあ 說明 すると こんな 譯ぢ やありません か。 浪漫派の 人 は 主 觀的傾 

向に 重き を 置く もので、 愛 は 其 傾向の 尤も 顯 著なる もので 從 つて 尤も 神聖な ものであります。 愛と 云 ふ 分 

子が あれば こそ 結婚と か 夫婦 同棲と か 云 ふ 形式の 内容に 意味が ある 譯 だから、 此內容 がなくなる 以上 は、 

どんな 形式 だって 構 やしません。 三下り半 を 請求す る 方 も其覺 悟、 遣る 方 も 其 了見 だから 双方 共洒 然とし 

て 形式の 爲 めに 煩 はされ ない のであります。 所が 反物屋の 方になる と 愛に 重き を 置いた 出來事 かも 知れな 

いが、 始めから 愛の ない 結婚で 出ても 引いても 同じ 事な のか も 知れない。 それ はどう 解釋 する にしても、 

我々 はさう 云 ふ 動機 を 見る のぢ やない、 普通の 約束 的の 德義 を破壞 した 行爲 だと 云 ふ點を 認める ので あり 

ます。 德 義を棄 てた 露骨の 人性 かもしく は 野性が 其 儘 出た 所作 だと 見る のであります。 力 ロリ— ネの方 は 

離緣 したり 結婚した りする の を 善い 事、 美く しい 姿と 思って やる のです。 反物屋の 神さん はそんな 事を考 

へち や — まあ 居ないで せう。 だから 見る もの、 方で も、 そんな 人間 も あるかね、 は あさう かねと 一 つ 0- 


事實 として 認める のであります。 だから 此 二つの 話 を敍述 する 時には、 只敍 する 時の 態度が 逢 ふので あり 

ます。 所が 先つ き 申した 通り 「眉の 樣な 月」 と 云 ふ敍述 が、 どっちの 態度に もなる 譯 ですから、 此 結婚 問 

題の 敍述も 亦 どっちの 態度に も 受け取られる かも 知れない。 いくら 反物屋の 神さん を 書いても 主觀 的の 敍 

述だと 人が 讀む かも 知れす、 力 ロリ— ネの嫁 人事 件を寫 しても 客觀 的の 敍述 だと 解され ない とも 限り ませ 

ん。 して 見る と 自然 派と 浪漫派 も ある 場合に は、 客 觀主觀 の 敍述が 合し 得る 如くに 合し 得る ものと 見ても 

差 支へ ない、 かと 思 ひます。 (尤も 一句 や 二 句の 敍述 でありません から 、「眉の 樣な 月」 の樣 に、 きっぱり 

とは參 りません。 只兩 態度の 傾向 を 推して 極端 迄 持って行った 御 話です から 其 邊は御 斟酌 を 願 ひます) 

是はー つの 態度が 兩樣に 認められ 得る と 云 ふ 例であります が、 もう 一 つ 前節の 最初に 申した 我々 の 態度 

は 常に 兩 極の 閒を ぶらついて、 居る もので、 決して 片 っ方づ けられる もので ない と 云 ふ 事 を 御 話 をして 夫 

から、 議論の 步を， 進めたい と 思 ひます。 是も 分り やすい 爲 めに 成るべく 單簡に 通俗な 例で 說明 致します。 

普通 用談の 際 は 無論 雜談の 際で も、 我々 は 滅多に 主觀 的な 敍述を 用 ひて は 居ない と 思って ゐ ます。 詩的な- 

浪漫的な 句 は 筆 を 執って 紙に でも 咏懷 の辭を 書き下す 時に 限る 樣に考 へて るます。 所が 實際 は大 違で、 談 

笑の 際 始終 此 種の 敍述を やって 居ります。 腹の虫が 承知し ない 杯と 云 ふの も 其 一 つであります。 腹の なか 

に 虫 は 居りません。 よし 居った 所で、 承知し ない 虫 は 居りません。 承知し ない 虫が 居た つて 誰が 相談なん 

かする ものです か。 或は 腹が立つ と 申します。 腹が立つ と 云った つて、 元來 坐り もしない 腹が立ち 樣 がな 

いぢゃありません か。 或は 眼が 廻る とも 云ふ樣 です が、 今日 迄 未だ 眼 玉の 廻轉 してる る 人に 逢った 事が あ 

りません。 それに も拘 はらす 三 句と も 皆 通用して ゐ ます。 是は皆 主觀的 態度で 話し 主觀的 態度で 聞いて 居 

るので あります。 此 態度で 話せば こそ、 聞けば こそ 通用す るので あります。 大袈裟に 云 ふと 御 互が 浪漫派 

だから 合點 が出來 るので あります。 簡單を 尊んで、 短 かい 句 丈で 說 明し ましたが、 もっと 長くな つても 精 
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神に 變 りはありません。 此 態度で 行く 方が 分 便利な 事が あります。 其 代り 徹頭徹尾 浪漫派で は 矢張り 辟 

易します。 「君 富士山へ 登った さ 5 ぢ やない か」 「うん 登った」 「どんな だい」 「どんなの、 こんなの つ 

て大變 さ」 「どうして」 「先 づ足は 棒になる、 腹 は 豆腐になる」 「へえ ー」 「それから 耳の 底で ダイナ マ 

イトが 爆發 して、 眼の 奥で： K 火事が 始まった かと 思 ふと 頭签 骨の 中で 大地震が 搖り 出した」 こんな 人に 逢 

つたら 堪 りません。 少々 氣 が觸れ てるん ぢ やない かしらと 聊か 警戒 を 加へ たくなります。 して 見る と、 我 

我の 文句 長く 云 へ ば 敍述は 矢っ張り 茲に說 明した 六 通りの 中間 を 左 へ 出たり 右 へ 出たり して 好い加減に 都 

合の 好い 所で 用 を 足して 居る に 違ない。 創作家 も 矢っ張り 其 通りであります。 論より 證據 自然 派で も浪漫 

派で も 構 はない から、 一冊の 本 を 取って来て、 一句 毎に 五六 頁 順々 に 調べて 見る と 分ります。 浪漫的な 句 

は澤山 出て 来ます。 浪漫的な 句が 嫌な 人 だって、 腹 を 立てち や 不可ない、 眼が 廻って は 怪しからん、 是非 

腹の 虫を殺して 仕舞へ と 迄 主張す る 人 はないで せう。 浪漫派の 書物 も 其 通り、 诀 して、 のべつ 浪漫づ くめ 

では 濟 まない のです。 諸君 は、 或は、 そり や 唯 句の 話 じ やない か、 ー篇ー 窣も その 議論で 行ける かいと 钾 

荨 ねになる かも 知れません。 左 樣ー篇 一章 一 卷 となると 私 も 少し 困却 致します。 然し 降參 する 必要 もない 

だら うと 思 ひます。 と 云 ふの は 私の 考 では 一句で も 敍述、 二 句で も 敍述、 三句績 いても 敍 述の氣 なので、 

しかも 其 敍述に は 前に 說 明した 樣な 種類 以外の 敍述 卽ち囘 想と か 批判と か 云 ふ もの 迄 も 含められる 丈 含め 

る 積な のです から、 應用 は是で 思った よりも 存外 廣 いのであります。 

こ、 で 一 步 進めます。 客觀的 態度の 三 敍述を 通じて 考 へて 見ます と、 何れも 非 我の 世界に 於け る (冒頭 

に說 明した 如く 我 も 非 我と 見 % す 事が 出來 ますが) ある 關係を 明かに する 用 を 務めて 居ります。 知識 を與 

ふるのが 主にな つて 居ります。 だからして 一 言に して 云 ふと 眞を發 揮す るの が 本職であります。 本職と 云 

ふ 意味 は、 同時に 主觀 的の 內職も 出来る と 云 ふ 積り で 用 ひた 言葉であります。 もし 此 €： 職が ある 程度 迄并 


行して 居なければ、 此 種の 敍述の 價値は 大分 減じます。 大擧の 敎授が 私立 大學を やめる と收 人が 餘 程遠 ふ 

樣な ものであります。 現に 眞專 問の ^+>^=\ 氏の 如きに 至って は、 殆んど 文學を 休めて、 理學の 方で 

月給 を 貰 はなければ 立 行かん 姿であります。 唯眞を 本職と する 創作家の 爲 めに 都合の 好い 事 は眞其 物に 付 

着して ゐる 別途の 感情 を 有して 居る 事であります。 例へば (前の 例で 說 明して 見ます と) 柹は 赤茄子の 如 

しと 云 ふと 無論 simile を 2： 職の 內職 位に して 居ります が、 本職 は圍 より 柹の 性質 を 明かに する 爲 めです。 

柹を 葡萄 や 梨と 區 別す る爲め であります。 今柹を 赤茄子で 說明 すると、 其說 明が うまく 出來 たか 出來 ない 

か、 よく 柹を あら はん 得た か 得ない か、 うまい 比較 物 を 以て 來 たか 來 ないか、 柹と 赤茄子が 實 によく 似て 

るる 似ないで、 は あ 成程と 思 ふ 程度が 大分 違 ひます。 此はぁ 成程が 何時でも 色々 な 程度で 食つ 付いて 廻る 

のであります。 simile の 方で も 此はぁ 成程 は 無論 必要であります が、 それ は 内職で、 本業 を 云 ふと、 石の 

冷た さ 堅さ を 自得して、 其 自得した 氣 分で 人の 心を感 する のであります から、 石と 人の 心 を 比^して 何處 

迄妥當 なり や 否 や は 寧ろ 第一 一義の 問題 かも 知れない のであります。 柹と 赤茄子の 例 は 尤も 簡單な もので あ 

ります が、 もう 少し 複雜 になる と、 このば あ 成程 丈で 一 篇の 小說が 出来ます。 (K 果 律を發 揮した 場合 )o 

之に 反して 馬 琴の 樣な 小說は 主觀的 分子 はいくら でもあります が、 この 方面の 融通が 利かない から、 つま 

りは靜 御前せ 虎の 如し 杯と 云 ふ simile を 使った 樣な もので、 遂に 讀む 事が 出來 なくなる のであります。 

君の 云 ふ は あ 成程 は 成程 分った が、 夫り や 矢張り 主親ぢ やない かと 云 はれる かも 知れない。 さう だと 申す 

より 外に 致し方がない が、 是は 客觀的 闢 係 を 明める につけて 出る ので、 似る、 移る、 因が 某になる 等の 事 

實を 認めて 感心した 時の 話であって、 旣に 明らめら れ たる 客 觀的關 係 を 味 ふのと は 方向が 違 ふので ありま 

す。 三 勝 半 七 酒屋の 段と いふ もの を 知らないから、 始めて 聞いて 見て は、 あと 感心す るのと、 もう 一遍 酒 

屋を 聞いて 來 ようかと 出掛けて、 は、 あと 感心す るのと は、 同じ 感心で も、 性質が 違 ひます。 此客觀 的に 
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非 我の 關係を 明める につけて 生す る 付 屬物を intellectual  sentiment と 云 ひます。 付屬 物と は 下等な も 

のと 云 ふ 意味ではありません。 否 寧ろ 此方が 文事の 領域 内で は 必要な のであります。 然し 客觀的 態度 を 主 

として 眞の發 揮に 追陪 して 起る ものであります し、 且は 創作家の 態度 を 主観 (主 感)、 客觀 (主 知) と 分け 

た 以上 は、 今又此 intellectual  sentiment を 主觀の 部に 編入す ると 徒らに 混雜を 引き起し ますから 矢 張 

り附屬 物と して 置きます。 夫で も 少し 混雜 して 御 分りに くい かも 知れません。 私の 說 明の 下手な 所 は 御 詫 

を 致します。 (場合に 依って は intellectual  sentiment と 云 ふの が 余り 仰山であります が 面倒 だから、 

之で 凡て を 兼ねさせます) 

客 觀卽ち 主 知の 方 は 以上の 通りで あるが、 主 觀卽ち 主 感の方 はと 申す と、 眞を發 揮す るに 對 して 美、 善、 

壯に對 する 情操 を 維持す るか 涵養す るか 助長す るの が 目的であります。 此 三者の 解釋は 詳しく述べ る 事が 

出来ません。 美と 云 ふ 事 を 大きく 解す ると、 善 も 壯も掩 つても 構 ひません。 のみなら す眞を さへ 包んでも 

い、 でせ う。 夫 は 人の 勝手であります。 受 持の 範圍を 極めて 名 をつ ける 丈の 事であります。 私 はごく 單純 

に 耳目 を 喜ばす 美しい もの、 美しい 音 位で 御免 蒙ります。 尤も 美醜 を 通じて 同 範圍の もの を 入れます。 善 

も 其 通り 善惡を 通じ 含ませる のみなら す、 直接に 道 德に關 係の ない 希望と か、 愛と か 云 ふ もの も 入れる 積 

です。 壯は 意志の 發現 (發 現で なくっても 發 現の ポテ ン シ ャリチ —を 認めた 時 も 無論 入れます) に對 する 

情操 を 入れます。 上 は壯烈 もしくは 壯大 より 下 は 卑劣 若しくは 耩 弱に 至る 迄 入れます。 すると 是は 前の 善 

の 範圜に 或 所 迄 入り込みます。 凡ての 感情が 多くの場合に 於て 意志 を 促が す もの 又は 意志に 變 化する 傾 

向の ある ものとの 學 說に從 へば、 此 1 一範 鑄 は ある 點に 於て 一 所に 出合 ふ もので せう が、 壯と は行爲 所作に 

對 する こちらの 受け 方 を 本位と して 立てた ので、 善と は 善惡其 他の 諸 情 其 物に 對 する こちらの 受け 方 を 本 

位と して 立てた、 範 鑄の 積であります。 御 相談で は片っ 方へ 編入しても よろしう 御座います。 夫れ から 人 


間の 所爲を 離れて 所謂 物質 界に 意志の 發現 もしくは 其ポテ ン シャ リチ— を 認めた 場合に は、 此 意志 は變じ 

て 物理 上の energy の樣な ものになります 少なくとも 人間の 意志と は 趣 を 異にして 參 ります。 斯樣 に壯の 

發現 もしくは 潜伏が 物質 界に 移る とすると、 美の 範 鑄と 接近して 參 ります。 それ 故 時宜に よって は、 是も 

美の なかへ 押し込んでも 構 ひません。 まづ 不完全ながら 善、 美、 壯、 の解釋 はかう と 致して、 此 三者に 對 

する 我の 受け 方 を敍述 する のが 此方 面の 文擧の 目的であります。 所が 我の 受け 方 は 千 差 萬 別に 錯雜 して 參 

ります が、 總括 すると 快 不快の 二字に 歸着 致します、 好悪の 二字に 落ちて 參 ります。 卽ち 善に 逢って 善 を 

好み、 惡を 見て 惡を惡 み、 美に 接して 美 を 愛し、 醜に 近づいて 醜 を 忌み、 壯を仰 ひで 壯を慕 ひ、 弱 を 目し 

て 弱を賤 しむの 類であります。 固より 善、 美、 壯の考 は 人に より 時に より、 相違 はあります、 又、 三が 冒 

し 合 はない とも 限りますまい。 現に 前に 述べた カロ リ— ネの 話で も 愛に 從 ふの を 善と すれば、 あ. の 話を讀 

んで 充分 満足の 氣分 になれ ませう し、 又 夫に 從 ふの を 善と すれば、 どうも 不快な 話になります。". 然し どう 

. 浮世が 引っ繰り返っても、 三者に 對 する 情操の ない 世 はない 箸で、 如何に 無頓着な 人間で も 此點に 於て 全 

然好惡 を 持って 居ない 人はありません。 もし あれば 社會が 維持 出來 ない 許りであります。 一歩 進んで 云へ 

ば 社會は 改良 出來 ない 譯 であります。 器械 的の 改良 卽ち 法律が 細かくなる とか 巡査の 數を殖 す 事 は 出來ま 

すが、 肝心の 人間の 行爲を 支配す る 根本の 大部分 を 閑却して 世の中が 運轉 する 譯 がありません。 是が爲 め 

に、 此 等の 情操 を 維持し、 助長す る 事 を 目的に する 文學が 成立す るので あります。 

私 は客觀 主觀兩 方面の 文學の 目的と する 所 を 一 言 述べました。 こ、 に 目的と 云 ふの は 敍述家 自らが、 敍 

述 以前に かゝ る 目的 を 有して 居らなければ ならん と 云 ふ 意味ではありません。 其 結果 丈が かう 云 ふ 目的に 

叶って 居る 丈で も 一 向 差 支ない のであります。 我々 が 結婚す る樣な もので、 何も 必す子 を產む 了見で 嫁 を 

貰 ふと は 限りません。 然し 事實は 多くの場合に 於て、 恰も 子 を 產む事 を 目的に して 結婚 をした 樣に 見え ま 
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す。 去れば と 云って 子孫 を 作る 目的で 嫁 を 貰って なら，^ i 云 ふ 理由 もありません から、 結粜が 同じなら 

どうで も 構 はないで せう。 私は此 目的 を 眼中に 置かないで、 おの づ から 此 目的に 叶ふ樣 な^ 作 を やる 人 を 

ait  for  art 派の 藝術 家と 云 ひたいと 思 ひます。 俗に art  for  art 派と 云 ふと 何だか、 ことさらに 道德を 

無視す る 作家の み を 指す 樣で すが、 たと ひ 道德的 情操 を 鼓吹した つて、 始めから、 此 目的 を 本位と して、 

述作に とり か、 ら すに、 出來 上った 結果 丈が おの づ から 此 目的に かなって 居たら 矢張り art  for  ar* の 作 

家 かと 思 ひます。 ュ —ゴ ー の 攻撃の 如き は 固より 歴史的に あ、 云 ふ 必要 もあった のでせ うが、 私の 樣に解 

釋 したら あれ 程 議論 をす る 必要 もなから うと 思 ひます。 同時に 最初から 一 定の 目的 を 以て 出立した つて 構 

はない 譯 かと 存じます。 普通 此 立場 を 非難す る 人の 說は かう なんだら うと 思 ひます。 作 其 物が 藝術 家の 目 

的で あるのに、 作 以前に ある 目的 を 立て、 置いて、 其 目的の 爲 めに、 作 を 道具に 使へば 無理が 出來 るから、 

作の 憤 値に 影響 を 及 ほして くる 所に 弊が ある。 —— 果して かうならば 至極 御尤もであります。 ^しあら か 

じめ 胸中に ある 目的 を 立てる のと、 作 そのもの を 目的に する のと は此 場合に 於て、 そんなに 判然. たる 區別 

はありません。 刀 は 人 を 殺す 道具であります。 すると 人 を 殺す と 云 ふ 所作が 目的になります。 だから 二つ 

の もの は 全く 違 ひます。 然し 斬 もと 云 ふ 働. きを 考 へたら ば どうで せう。 方便で せう か 目的で せう か。 刀 を 

使 ふと 云 ふ 方から 云へば 方便であります が、 殺す 方から 見れば、 目的に もな り ませう。 云ひ換 へる と、 斬 

ると 云 ふ 働きが 一 步 進む 毎に、 殺す と 云 ふ 目的が 一 步づ、 達せられ るので、 斬り 了った 時に 目的 は 終 a| に 

歸す るの だからして、 斬る のと 殺す の はさう 差違はありません。 述作と 述作の 目的と は 斬る と 殺す 位の 差 

ぢ やなから うかと 思 ひます。 述作 其 物 を 方便と したって、 方便と 共に 目的 も 結了 せられる 譯 ではない でせ 

うか。 少なくとも、 今 述べた 樣な 目的 を 以てなら ば 最初から 其 心得で 述作に 取り 掛 つても、 只 述作 丈 を 目 

懸けて 取り 掛 つても 同じ 事 だと 私 は 思って るので あります。 だから art  for  art 派で も、 さう でな くって 


も 差 支ない。 要するに 述作の 目的 は 以上の 樣に區 別が 出來 ると 云 ふので あります。 

述作の 二 態度と 其 目的と する 所 は 今 申した 通であります が、 只 御注意 迄に 一言して 置きた いのは、 こん 

な 事であります。 かう 分ける と 一 寸、 一 方に 屬 する もの は、 他方に 屬 して はならん。 どっち か 片付けて 旗 

幟 を 鮮明に しなければ 濟 まない 樣に 見える かも 知れません が、 さう 見えて は 却って 迷惑な ので、 旣に 誤解 

を 防ぐ 爲め カロ リ ー ネの例 や 馬 琴の 例 を ひいて、 機會の あるた びに 二三 度 辯 じて 置き ましたが、 改めて 御 

斷 わり を 致して 置きた いのは、 眞を寫 す もの は純粹 なる 眞 のみ を寫 して は 居ません。 また 居られん ので あ 

ります。 又 如何に 情緒に 訴へ る 人で も 全く 眞を 離れての 敍述は 111 少なくとも 長い 敍述は I 出來 ない の 

であります。 ズ ー デル マンの マ グダと 云 ふ 脚本 をつ い 近頃に なって 讀 みました が、 是はマ グダと 云 ふ 女が、 

父の 意に 悖って、 押し付けられた 御聱 さん を 嫌って、 家 を 出奔した 話であります。 偖 家 を 飛び出してから 

諸 所 を 流浪す る 間に、 ある 男と 親しい 仲に なって、 子 を 生んで、 夫から 其 男に 棄 てられます。 男 は マ グダ 

の 故 鄉に歸 つて、 立派な 紳士に なり 澄まして ゐ ると 同時に、 マ グダ は以太 利で 有名な 唄 ひ 手になる。 囘り 

囘 つて 故鄉へ 興行に 來る。 父母と 和解す る。 所が 流浪 中の 不品行が 曝露して、 又騷 動が 起ら うとす ると、 

昔し 棄 てた 男が 出て 來て 正當に 婚儀 を 申し込む。 こ、 で 目出度 市が 榮 へれば 平凡 極まる 趣向であります が， 

いざと 云 ふ 間際にな つて、 聱 になら ラと云 ふ 男が 昔の事 —— 互の 間に 子が あると 云 ふ 事 —— 丈 は、 今の 身 

分に か、 はるから、 どうか 公け にしす に 置いて くれと 賴む。 マ グダ は 此所迄 は 納得した 樣な もの、、 そん 

な關係 を內々 にして 夫婦に なれる もの かと 大 1 に 怒って、 どう 賴ん でも 聞き入れない。 父 は 御前が 承知し 

て吳れ ない と、 家の 恥辱になる。 い たづら 娘 を 持った と 云 はれて は、 世間へ 顔向けが 出來 ない。 妹 だって 

御前の 身內 だと 云 はれて は、 誰も 貰 ひ 手がない。 だから、 どうか 承知して 男の 云 ふ 事 を 承知して やれと 逼 

る。 マ グダ はどう あっても 聞かない。 父 は 遂に 愤 死す^ « 是が 結末であります。 此 一 段が あるので、 昔 か 
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ら 見馴れた 戀愛談 の 陳腐な ものと は 趣 を 異にする 樣に^ F ますが、 結婚 問題が 破裂す る 所が あれば こそ は 

あ 成程と 云 はせ る 事が 出来る のです。 は あ 成程と 云 ふの は 取 も 直さす 新ら しかった と 云 ふ 意味であります。 

新ら しい 因果 を 見て 尤も だ 今の 世の中に はこん な 因果が ある だら うと 思 ふからで す。 今の 人々 の 腹の 中に 

は行爲 にこ そ、 此所迄 出さな くっても、 約束 的な 姑息 手段に 堪 へないで、 マ グダと 同じ 樣な 似た ものが、 

ある だら う、 あり 得る 害 だと 認める 丈の 眼 を 以て 讀んで 行く からであります。 此點に 於て 此劇は 固より 眞 

を發 揮した ものであります。 然し 此劇は それ 丈より 外に 能事の ない もので あらう かと 考へ て 見ます ると、 

大 にある でせ う。 第 一 は此 相手の 男の 我儘な 所、 過去の 非 を 塗り潰して 好い子に ならう と 云 ふ 精神が 出て 

るるから、 讀者は その 點に 於て 憎惡 とか 輕蔑 とかの 念 を 起さなければ ならない 害で せう。 然し 世の中 は 廐 

僞 でも 上部 さへ 形式に 合って るれば、 人が 許す もの だから、 互の 終り を 全くして 幸福 を得樣 とする に は、 

過去の 不品行 を藏 すに 若く はない と 云 ふ 男の 苦心 を 察して 見る と 多少 は氣の 毒であります。 どこ 迄 も 習慣 

的 制裁 を 墨守して 娘の 恥 を 雪ぐ 爲 めに は、 とも 角 も 公け に 結婚 させて 仕舞 はなければ ならない と 思 ひ亂れ 

る 父親に も 同情が あります。 最後に 娘が 一 徹に、 たと ひ 世間から どう 云 はれても、 社會的 地位 を 失っても、 

そんな 俗習に 壓 しつけられて、 僞 はりの 結婚 をして、 可愛い 子 を 生涯 日蔭 ものにす るの は 決してい や だと、 

飽く迄も 約束 的 習慣に 抵抗す る 所 は、 たと ひ 其 情操に 全然 一 致しない 人 迄 も、 幾分 か 壯と感 する でせ う。 

此數 者が あれば こそ 劇 も 面白くなる のであります が、 これ は、 みんな 主觀の 方の 情操であります。 是で見 

ますと 眞 丈の 作と 思って たものに 存外、 他の 分子が 這 入って るる 事が 御 分りに なり ませう。 之に 反して 如 

何に 主観的の 作物で も 全然 眞を 含んで 居ない ものはありません。 もし 含んで るなかったら 到底 讀み 得ない 

に 極って ゐ ます。 かの infinite  longing で すら 之 を敍述 する 時には 箪に吁 とか 嗟 乎で は 云 ひつく せない の 

で、 不足ながら 客観的 形相 を かりて 之を髮 罱 させ 樣 とする のであります。 それに 就いて こんな 話が ありま 


す。 是 は小說 ではありません。 實事だ として、 ある ものに 書いて ありまし たが、 私 は單に 自分に 都合の い 

い 例と して 御 話 を 致します。 以太 利の 去る * ワイ オリ-一 ストが 旅行 をして、 しばらく、 ポ ー ト サイドに 逗留 

して 居りました 時、 妙齢の 埃 及の 美人に 見 染められまして 親しき 仲と なった さう で 御座います。 所が 此男 

は 本國に 許嫁の 娘が あるので、 龛 結婚の 期が 逼 つた 頃、 ポ —ト サイド を 出帆して 歸國 の途に 上りました。 

所が 其 夜になる と、 船足で 波が 割れて 長く 尾を曳 いて ゐる 上に 忽然と かの 美人が あら はれました。 身體も 

服装 も 透き通って 居ります が、 顔 丈は糙 かに 其 女 だと 分る 位に 鮮 かであります。 只 常より は 非常に 蒼白い 

のであります。 此 女が 波の 上から 船の 方へ 手 を 伸して、 舷を見 上け ながら 美く しい 聲で唄 をうた ひました。 

それが 奇麗に 波の 上へ 響く ので、 船の 中の 人 は 悉く 物凄い 心 持に なり ましたが、 やがて 夜が 明ける と共に 

かの 美人 はふつ と 消えました。 やれく と 安心して ゐ ると 其晚又 あら はれました。 さう して 手 を 伸して、 

首 を 上け て、 波の 上 を 滑って、 船の あと をつ けて、 如何にも 淋しい 聲で、 夜もすがら 唄 をうた ひます。 そ 

れ から 夜が 明ける と、 又 ふっと 消えます。 さう して 夜になる と 又 出ます。 そのうち 船が とう/^ ネ ー プル 

ス へ 着きました ので、 かの 音 樂家は そこで 上陸 致して、 自分の 鄉 里へ 歸 ると、 手紙が 來て 居ります。 差 出 

し 人 はと 見る と、 ポ— ト サイドに 居る 友人で、 かねて 自分と 彼の 女との 間 を 知って ゐる もので ありました o 

すぐに 開封して 見る と、 あの 女 は 君が 船へ 乘 つて a?w する や 否や、 海の 中へ ざぶ く 這 入って 行って、 と 

うとう 行き方 知れす になった と ありました。 —— 話 は 是で御 仕舞 ひです。 私は此 話を讀 むと 何となく 妙な 

氣分 になり ました。 其氣 分が 妙になる 所に 此 話の 價値は あるので すから、 どの 畠の もので あるか は 分って 

居ります。 然し 眞には 乏しい。 實事 物語と して かいて ありまし たが、 どうも 其方の 價値は 乏しい。 眞 とか 

眞 でない と 云 ふ 事 は、 澤 山の 人の 經驗が 一致して 存在して るると 認める か、 又 天下に 一 人で もい、 から 其 

存在 を 認めた ものが あって、 これが 眞だと 云った 時に、 他の ものが 之 を 認識し なくて はならん もので あり 
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ます、 又 本人 は眞 だと 證 明し 得る ものでなくて はなり ません。 出來 得る ものなら ば 實驗で V も證 明し 得る 

もの、 方が 糙 かに は 相違ない のであります。 所が 此幽 靈談 になる と 中々 容易に は證 明出來 ない。 出 來る樣 

になる かも 知れません が、 今の所で は 先 づ噓に 近い 方であります。 然しながら 胸中の 戀 とか、 なつかし さ 

とか 云 ふ もの は、 たと ひ 人に 見せられない 迄 も、 よし 人が 想像して くれない 迄 も、 又 好い加減に 甲、 こ、 

丙、 丁の だれの 胸の 中に も 存在して 居 るんだら う 位に 推察して 居る にも 拘 はらす、 自分 丈に 取って は是程 

糙 かなものはありません。 是 程切寶 な經驗 はありません。 だから 矢っ張り 眞だ らうと 云 はれる と、 御尤も 

と 云 はなければ なりません。 只 自分に 眞な もの 卽ち 人に 眞な ものに なって、 始めて W 間に 通用す る 眞が成 

立す るの だから、 此切實 な 經驗を 誰が 見ても 動かすべからざる 眞 にもり 立て 樣 とする に は、 之 を客觀 的に 

安置す る 必要が 起って 參 ります。 そこで 私 は 此演說 の 冒頭に 自分の. 過去の 經驗も 非 我の 經驗と 見 傲す 事が 

出來 ると 云って あらかじめ 豫防線 を 張って 置きました。 刻下の 感じ こそ、 我の 所有で、 又 我 一 人の 所有で 

あります が、 囘 顧した 感じ は 他人の ものであると 申しました。 少なくとも 自分に 綠 故の 尤も 近い 他人の も 

のとして 取り扱 ふ 事が 出來 ると. & しました。 愛と 云 ふと 一 字であります。 自分の 愛と 人の 愛と 云へば、 た 

とひ 分量 性質が 同じで も 遂に 所有者が 違って 參 ります。 愛の 見 常が 違 ひます。 方角が 違 ひます。 從 つて 自 

己の 過去の 愛と 他人の 愛と は 等しく 非 我の 經驗と 見做し 得ます。 此點に 於て 主觀 的なる 愛 そのもの を 一 步 

離れて 眺める 事が 出來 ます。 只 困る 事 は、 時に より 場合により 增减 があって、 變 化の 度が 著る しく 眼に つ 

くんで、 それが 爲め 客觀的 憤 値が 大分 下落 致します。 のみなら す 悲しい 事に は、 いくら 客觀 的に 見る 事が 

出來て も客觀 的に 寫す 事が 出來 ない 性質の ものであります。 ある 坊さんに、 あなた 一 寸魂を 手の平へ 乘せ 

て 見せて 御吳 れんかと 云 はれて、 弱った 人が あります。 是が 私なら、 魂と 云 ふ 字 を 手の平へ 書いて 坊さん 

に 見せて やらう と 思 ひます。 それと 同じ 事で 客觀 的に 愛が 見られるなら、 客觀 的に 愛 を 書いて 見ろ と 云 は 


れ るなら、 只 愛と かいて 見せます。 甘い とか、 辛い とか 書く のと 同じ 意味で 書いて 見せます。 白い とか 黑 

いと か 云 ふ 意味で 書いて 見せます。 然し 愛の 一 字ぢ やい けない から、 もっと 長く 分る 樣に 書いて 見ろ と 云 

はれるなら、 それ ぢゃ 小說 でも か、 うと 申します。 それが 茶 かす 樣で氣 に 入らなければ、 そんな. 無理 を 云 

はないで、 誰 それの 愛 を 書け と 明瞭に 所有 主 を 示して 貰 ひたい、 いくら 僕が 愛の 客觀的 存在 を 認めても、 

R の 愛 はかけ ない、 根 こぎに して 引つ こ拔 いた 愛 丈 はかけ ない、 根 こぎに して 引つ こ拔 いた 鉢 植の松 を 描 

けと 云 ふ 難題と 同じ 事 だからと 云って 御免 蒙ります。 それ ぢゃ 主觀 の敍述 は殆ん どなくなる 譯 だと 又 仰し 

やる かも 知れ ませぬ が、 前から 何遍も 申す 通り 無論 ある 所では 主觀も 客觐も 双方 一致して るるので、 書き 

手の 心 持、 讀み 手の 心 持で 判す るより 外に 手の 付け 樣 のない 場合が いくらでもあります。 だから 形式の 上 

では 遂に 要領 を 得なくなります。 然し 丁度 好い 機會 だから、 今の 幽靈の 話を說 明かた ぐ 此疑點 を も 明ら 

かにして 置き ませう。 今 申す 如くた とひ 愛の 客觀的 存在 を 公認しても、 之 を敍述 する 時には、 其 愛の 所有 

者と 結び付けなければ なりません。 五官に 訴へ 得る 樣に 取り扱 はなければ なりません。 同時に 愛 を 主觀的 

の經驗 としても 矢張り 同樣の 手段に 訴 へなければ 敍述が 出来ません。 然し 夫 だから 同じ 事に 歸着 すると 結 

論す るの は 少し 誤って 居ります。 前の 方 は 非 我の 事相のう ちに 愛 を 認めて、 之 を 描出す るので、 後の方 は 

我の 愛 を 認めた る 上、 之 を 非 我の 世界に 拋ゅ 出す のであります。 卽ち其 本位と する 所 は、 我が 味 ふ 所の 愛 

と 云 ふ 情操で、 此 無形 無臭の 情操に 相應 する 樣な非 我の 事相 を 創設す るので あります。 非 我の 事相 は 自然 

方ら 與 へられた もので、 一 厘 も 動かす ベから すと して、 其 一分 子た る 愛を敍 して 來 るのと、 我の 切實 に經 

驗 する 愛を與 へられた る ものと して、 尤も 適 當に之 を敍述 せんが 爲 めに、 非 我の 事相 を 任意に 建立す るの 

との 差になります。 從 つて 兩者は ある 點に 於て 一 致す るの は 勿論であります が、 極端に 至る と大に 趣を異 

にす るので あります。 先程 述べた 幽 靈の戀 物語の 樣な もの は 其 極端の 例の 一 つ だと 思 ひます。 こ、 に、 こ 
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んな 切な 戀が ある。 之 を どう 云 ひ あら はしたら ば、 云 ひ 終せ るかとの 試問に 應 じて 出 來 上った 答案と 見な 

ければ なりません。 世の中へ 出て 行って、 どんな 戀が あるか 探索して 來 いと 云 ふ 命令に 基いた、 報告書と 

見て は 見 當が違 ひます。 從 つて 客 觀的價 値の 少ない ものが 出來 たのであります。 眞と 認められな いものに 

なりました。 だから 此話を 聞く と、 マ グダの 結末 程に は、 は あ 成程、 かう も あらう とか、 かう あるか も 知 

れな いねと 云 ふ氣に はなり ません。 然しながら 其 代りに、 御尤も だ、 かう も ありたい ね、 斯う あれ かしだ 

と 云ふ氣 には糙 かに なれます。 あれ かしと 云 ふ 語 は 裏面に 事實ぢ やない と 云 ふ 意味 を 含んで 居ります から、 

つまり は噓 だと 云 ふ 事に 下落して 仕舞 ひます。 此 下落が 烈しくな ると 到底 讀 めなくなります。 馬鹿々々 し 

くなります。 例へば 今の 話しで も、 もし 船の あと を跟 ける ものが、 幽靈 でな くって、 本當の 女が、 波の 上 

を あるいて 來て、 ちょいと、 あなたと か 何とか 云って 手招ぎ でもしたら 夫 こそ 奇蹟になります。 幽靈 なら 

ば、 有る とも 無い とも 證 明が 出 來 ない 丈で 濟 みます が、 生きた 人間が 波の 上を步 いて は 明かに 自然の 法則 

を 破って 居ります。 いくら、 かく あれ かしと 思った つて、 冗談 ぢ やない、 おのろけ も 好い 加减 にした 方が 

よから うと 申した くなります。 人 を 馬鹿にする にも 程が あら あね、 丸で 小 供 だと 思って ゐゃ がると 本 を 抛 

ゆ 出す かも 知れません。 (西遊記、 アレビ ヤン、 ナイト、 もしくは シェ ー, 井 ング、 オフ、 シャグ バットの 
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樣な もの ， 面白味 は 別問題と して 論じなければ なりません。) して 見る と 私が 前段に 申した 意味が 自 から 

御 明瞭に なりました らう。 卽ち 如何な 主觀 的な 敍述 でも、 ある 程度 迄眞を 含んで 居らん と讀 みにくい もの 

である、 さう 截然と 片 っ方づ けられる もの ぢ やない と 云 ふ 事であります。 此幽靈 の 如き は 極端の 例で ある 

から、 積極的に 眞を 含んで 居らん とも 云へ ませう が、 無 喑に眞 を 打ち 壞 して 居る もので ない と 云 ふ 事 丈 は、 

さきの 說 明で 明らかで ありませ う。 しかも 讀んで 馬鹿々々 しくな らんの は 全く 其お 蔭で ある 以上 は、 眞の 

分子が 如何に 敍述の 上に 大切で あるか 5T 分る であり ませう。 


客觀、 主觀、 兩 態度の 目的と 閼係 は略說 きつく しました から、 これから 兩 者の 特性に 就て 少し 述べたい 

と 思 ひます。 铣に兩 者の 閼係 やら 目的 を 述べる 際に も 自然の 勢で、 不知 不識の 間に 此 問題に 觸れ てゐ るの 

は 勿論であります から、 其 逯は御 斟酌の 上 御 聞き を 願 ひます。 

偖 客觀的 態度から 出た 句 もしくは 節、 もしくは 章、 大きく 云へば 一 篇 —— さう 純粹に 行く もので ない の 

は 大抵 御 分りに なりましたら うが、 まあ あると 假定 して. —— それから かの 歴史的に 發 達した 自然 派寫實 派 

これ も 嚴密に 議論したら 純粹の ものが、 あるか どうか 存じません が、 まあ あると して、 此ニ派 を 此方 

面に 編入して 置いて 論じます。 尤も 自然 派 も 寫實派 も、 眞 本位で はない と、 主張され ると、 夫 迄で、 やめ 

にす る 丈であります。 又は 眞 本位 だけれ ど 御前の 所謂 眞ぢ やない と 云 はれる と、 矢っ張り やめに しな けれ 

ばな りません。 が 大抵の 所で 眞の解 釋は折 合が つきさう に 思 ひます し、 且 歴史 を 眼中に 置かないで 立てた 

私の 議論と、 全く 歴史的に 起った 流派と を、 結び付けられねば、 結び付けて 考 へます と、 大分 諸君に も 私 

にも 興味が あるから かう 致した ので、 よしや 自然 派 ゃ寫實 派が 此 部分から 脫走 致しても、 私の 議論 は 矢つ 

張り 議論になる だら うと は 思 はれます。 そこで 此 部分の 主要な 目的 は 前に 申す 如く 眞を發 揮す るに 存 する 

事 は 別に 繰り返す 必要 も 御座いますまい。 旣に眞 が 目的で ある 以上 は 好 惡の念 を 取りの けなければ なり ま 

せん。 取捨と 云 ふ 事を廢 さなく つて はなり ません。 と 云 ふと 諸君 はかう 仰し やる かも 知れない。 眞が 目的 

なら 眞を 好む の だら う、 よし 好まない 迄 も、 僞を 惡む譯 だら う。 眞を 取り 僞を棄 てるの は 自然の 數ぢ やな 

いか。 成程 さう であります。 然し 文字の 上で こそ 眞僞 はあり ますが、 非 我の 世界、 卽ち 自然の 事相に は眞 

僞 はありません。 昨日 は 雨が 降った、 今日は 天氣 になった。 雨が 眞で、 天 氣が僞 だとなる と 少し、 天氣が 

迷惑す る 樣に思 はれます。 これ を 逆にして、 それ ぢゃ 雨の 方が 僞 だと 云っても、 雨の 方が 苦情 を 云 ふだら 

うと 思 ひます。 だから 大千 世界の 事實 は、 旣に 其事實 たるの 點に 於て 悉く 眞な のであります。 此事實 は眞 
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だから 好きだ， 此事 實は僞 だから 嫌 だと、 どうしても 取捨 は出來 ない 譯 であります。 眞僞 取捨の 生す る揚 

合 は、 此客觀 の 事相 を寫し 取った 作物 其 ものに 就て こそ 云 はれべき ものであります。 詳しく 云へば、 傍觀 

者が 此 作物 を 自然 其 物と 比較 するとき、 もしくは 甲の 作と この 作と を 自然 を 標準と して 對照 する 時に 始め 

て 眞僞が 出來、 取捨が 出來、 好悪が 生す るので あります。 だから 客觀的 態度で 敍述 した 詩文に は僞が ある 

かも 知れません、 又 ある 箐で あります。 けれども 客觀的 態度で 向 ふ 世界に は、 懦は 始めから 存在して 居ら 

ん、 少なくとも 眞丈 だとし なければ、 最初から 眞の價 値 を 認めない のと 同樣の 結果に 陷 ります。 だから 苟 

しく も眞を 本位と して 筆 をと る 以上 は 好 惡の念 を 挾む 餘 地がない 事になります。 從 つて 取捨 はない と 一 般 

に歸着 致します。 たと へば 隣り に 醜く い 女が ゐる。 見ても 厭になる と 仰し やる。 それ はどうで も 御隨 意で 

ありませ うが、 いくら 醜く つても 何でも 現に 居る もの は 居る に 相 逢ありません。 ^くいから 戶籍に 載せな 

いとなった 日に は區 役所の 調べ は 丸で 當 にならない 事になります。 僞 りになります。 氣に喰 はない 生徒 だ 

からと 云って 點數 表から 省いたら， 學校程 信用の 出來 ない 所はなくなる でせ う。 して 見る と、 眞を寫 す 文 

字 程 公平な もの はない。 一視同仁の 態度で， 忌憚な く 容赦な く 押して 行くべき 箸の ものであります。 ブル 

ン チェ ルがバ ルザ ックを 論じた うちに こんな 句が あります。 自然 派 作家に は、 蛆 よりも 象の 方 を 大切 だと 

考 へる 權 利がない。 勿論 生物 學 上の 發 達から 云ったら、 象の 方が 重要の 位地 を 占めて ゐる かも 知れない が、 

何も 是は 自然 派 作家が 自分の 意志で 隨 意に 重要に した 譯 ではない。 . I 面白い 句であります。 (ブ ルン チ 

ェ ルのバ ルザ ック論 は 勿論 一 人の 著者に 就ての 議論であります から 系統的に 理論 は 述べて ありま せんが、 

かう 云 ふ 點に關 して 甚だ 有 盆の 参考書であります から 御 二 讀を願 ひます。 この 取捨の ない 意味な ども、 實 

はバ ルザ ック 論の 所々 にある の を 私が、 纏めて 布衍して 行く 位な ものであります。 此人は 同書に 又、 我、 

浪漫派、 抒情 主義 杯と 云 ふ 字 を 使って 說明 をして 居ります。 然し 一 一 者 を 截然 區 別の ある 如く 論じて 居る の 


が欠點 かと 思 はれます。). 旣に 公平 無視の 立場であります から、 問題の 撰擇 がない。 撰擇 がない と 云 ふの 

は、 意識 界に 落つ る ものが 悉く 焦點 になって 仕舞 ふと 云ふ譯 ではありません。 意識 界 のどの 部分 も 比較的 

自由に 煤 點 になり 得る と 云 ふ 意味であります。 毛 嫌 を しないと 云 ふ 事であります。 ある もの 丈に 注意が 向 

いて、 其 他に は 頑强の 抵抗が あって、 氣が 向けられな いと 云 ふ 樣な狀 態に 居らない 事 を 指す のであります * 

だからもう 一 つ 言葉 を 換えて 云 ふと 敍述 すべき 事相に 自己の 評 價を與 へ て 優劣の 差別 をつ けない と 云ふ亊 

にもなります。 例へば 美く しい 女と 差し 向 ひになる。 —— 難 有い。 II 女が 戀の 物語 をす る。 I 嬉しい ( 

—— 所で 急に 女が 欠伸 をす る。  と 急に 厭になる。 厭に なった からと 云って、 そこ 丈拔 きにして しまつ 

たら、 拔 かした 丈が 事實に 叶はなくなる 然し 事實を 書く からに は、 眞を寫 すと 云 ふから に は、 徒らに 好 

惡の念 丈で 欠伸 を棄 てべ きもので はない 害で ありませ う。 眞に妨 けなき ものと して 略す とこ そ 云 ふべき で 

ありませ う。 又 別の 例を擧 ゆて 見ます と、 こ、 に 一 人の 醫者 があります。 ある 患者の 病症 を 確め る爲 めに 

檢尿を やる、 或は 檢便を やる。 わきから 見る と隨 分き たない 話であります。 然し 本人 は 別に 留意す、 る氣色 

もな く、 熱心に 撿查 をす る。 尿な り 便な りの 成分 を 確め る 迄 は 是非 やります。 もし、 きたない から 好 加減 

にして 已め ると 云ふ醫 者が あったら 夫 こそ 大變 であります。 醫 者の 職分 を^れ たもので あります。 醫 者ば 

かりではありません、 擧 者で もさう であります。 動物 學 者が 御 苦勞 にも 泥 溝の 中から 一滴の 水 を 取って 來 

て、 しきりに 顯微 鏡で 眺めて ゐ ます。 澤山 虫が 見える でせ う。 然し みんな 裸體に 違ない、 のみなら す 時々 

は 如何 はしい 狀態 をす るか もしれ ない。 覼き 込んで ゐる 動物 擧 者が 此有樣 を 見て、 いや 是は 大變だ ^ 紀に 

害が あるから、 もう 研究 を已め やう。 と 云 ふ 馬鹿 もないで せう が、 あったら どうで せう。 非常に 道德 心の 

高い. 動物舉 者に は 相違ないで せう が、 然し 眞理の 研究者と して は 殆んど 三文の 價値 もない と. S. さなければ 

なりません。 文 擧者も 其 通り かと 存じます。 眞を 目的と する 以上 は、 眞を囘 避す るの は 卑怯であります。 
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露骨に 書かなければ なりません。 大膽に 忌憚な く 筆 を 着けな くって は、 眞に對 して 面目の ない 事に なり ま 

す。 (此點 に 於て 善、 美、 壯に對 する 情操と 時々 衝突 を 起す 事 は 文藝の 哲擧的 基礎に 於て 述べました し。 

前段に 於ても 一方が 强 くなる と、 一方が 弱くなる 事實 を例證 しました から 御 記憶 を 願 ひ. ます。) けれども 

眞に 向って 進む 人が 必す しも 好惡 のない 人と は 申されません。 眞に 向って 進む 間 丈 好惡の 念を脫 却す るの 

であります。 尿 を檢査 する 醫師 がいつ でも 尿に 無頓着と は 受け取れません。 無頓着な らば 食卓の 上に 便器 

があって も 平然として 食事が 出來る 箸であります。 虫の 交尾す る 所 を 研究す る 動物 擧者 だって、 虫 以外の 

萬 事 迄に 其 態度 を應 用す る勇氣 はないで せう。 た W 眞を 研究す る 時 丈 他 を 忘れ 得る 程に 眞に 熱中す るので 

あると 解釋 しなければ なりません。 眞を寫 す 文 擧者も 此醫者 や 動物 學 者と 同じ 態度で、 平生は 依然として 

善惡に 拘泥し、 美醜に 頓着し、 壯 劣に 留意す る 人間で ある 事は爭 ふべ からざる の事實 であります。 柳 は綠、 

花 は 紅、 其 外に 何の 奇が あると 云 ひます。 然し 實際 はかう 素氣 ない 世の中ではありません。 柳に 舟 を 繋ぎ 

たくな つたり、 花の 下で 扇 を 翳した くなる のが 人情であります。 

そこで かう 云 ふ 事が 起り ます。 眞を 描く 文攀 は、 眞を 究めさへ すれば よろしい となる。 其 結果 他の 情操 

と 衝突しても、 まあ 好い とする。 . —— 讀 者の 方で は 好い としない かも 知れません が —— 然しながら 眞は取 

捨 なき 事相であります。 公平の 敍述 であります。 好悪の 念 を 離れた る描寫 であります。 從 つて 褒貶の 私意 

を寓 して は 自家撞着の 窮地に 陷 いります。 ことに 作 以外の 者 際に 於て、 約束 的に せよ 善に 與し惡 を 忌み、 

美 を 愛し、 醜 を 嫌 ふ ものが、 單に 作物の 上に 於ての み 矛 を 逆 まにして 惡を 鼓吹し、 醜 を獎勵 する 態度 を 示 

すの は、 た-に 標準 を 誤 まるのみなら す、 誤 まった 標準 を 逆に 使用して：^ る點に 於て 二重の 自殺と 云 はれ 

て も 仕方が ありますまい。 書籍 を s 只ふ條 件で 國 から 爲替を 取り寄せて、 之 を 別途に 支辨 する からが、 旣に 

間違って るるのに、 使 ひ 道 も あらう に 身 を 持ち崩す 爲 めに 使 ひ 梨した とあって は、 申し 譯が 立つ 立たない 


の 段ではありません、 頭の よくない 人 だと 云 はれても 仕方が あるまい と 思 ひます。 幸 ひ <r 日の 日本に は、 

かう 云 ふ 作家 は見當 りません が、 自然 派の 趨勢 一 つで は、 向後 この種の 作物が いつ 何時 あら はれて 來 ない 

とも 限りません から、 御 互に 用心 をしたら 善から うと 存じて 聊か 愚 存を附 け 加 へ ました。 

眞を. 寫 す文攀 の 特性 は 略是で 明瞭に なりました から、 進んで 善、 美、 壯を敍 して 之に 對 する 情操 を 維持 

し もしくは 助長す る 文學の 特性に 移ります。 然し 是は 前段と 相 待って 分明に なるべき 關係 的の もので あり 

ますから、 私の 申し 上 ゆべき 事の 影法師 は旣に 諸君の 御 認めに なった 害であります。 卽ち 客觀的 態度の 公 

平なる に對 して、 此 態度の 不公平 —— 不公平と 云 ふと 可笑しく 聞え ますが、 好惡に 支配 せられる 事で あり 

ます。 意識の 幅の 一 ケ所 丈が 焦點 にならなくて はならない のが 原則で、 此焦點 は 注意で きまる ので ありま 

すから、 も し 子惡が 注意 に 關 係す ると すれば、 好惡 の は ゆしい ものに は 注意が 餘計 集ま る譯 になります。 

從っ て 好惡が 焦點を 支配 致します。 偖此 意識 容を紙 へ 寫す 際に は 好 は 好、 惡は惡 で 判然と 明瞭に 意識 

された 事であります から、 勢 ひ惡の 方卽ち 嫌な 事、 厭な もの、 は 避ける 樣 になる か、 もしくは 之 を 敍述す 

るに して も 嫌 ひな 樣 に寫 します。 厭 だ と 云 ふ 意味が 分る 樣に し て寫 します。 鼓 後に は 自己の 好きな も の 、 

面白い もの を 引き立てる 爲 めの 道具と して 寫 します。 從 つて 敍述 が評價 的敍述 になります。 尤も 評 憤 は あ 

ら はでない 含蓄 的の 場合が 多い かも 知れません が、 ともかくも 好 惡の兩 面 を 記述して、 しかも 公平に 記述 

すると 云 ふ 事 は、 恰も 冷 熱の 二 性を寫 して、 湯と 水 を 同一視し ろと 云 ふ 注文と 同じ 事で、 それ 自身に 於て 

矛盾であります。 もし 双方 を敍 する 以上 は 勢 ひ評價 せねば ならぬ 事と なります。 のみ か、 たと ひお きな 方 

面 丈 を 撰ぶ にしても、 噗ぶれ たもの が 悉く 一  樣の價 値と して 作者の 眼に 映らない 以上 は、 矢張り 表向きで 

も、 内々 でもい、 から、 評 憤の あら はれる 樣 にしなければ なりません。 此 意味で (差等 をつ ける と 云 ふ 意 

味)、 此 種の 文擧 では ブ ルン チェ ルの 所謂 無 取捨と 云 ふ 事が 不可能になる のであります。 撰 擇と云 ふ 事が、 
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あながちに 甲 はとる、 こ は 捨てる と 云 ふ 意味 だと 思 ふと 誤解が 生じ やすう 御座いま すから 一 寸辯 じて 置き 

ました。 かう 云 ふ 性質の 文舉 であるから して、 此 種の 文舉に は、 眞を寫 す 文擧に 見出し 難い 特徵. か 出て 參 

ります。 卽ち 作物 を 通じて 著者の 趣味 を 洞察す る 事が 出來 ると 云 ふ 便宜であります。 もし 我々 の 趣味が 所 

謂 人格 の 大部 を 構成す る ものと 見 i し 得るな らば 、作 を 通して 著^: 自身 の 面影 を 窺が う 事が 出來 ると 云つ 

て も 差し 支ないで ありませ う。 それで 著者の 趣味が 深厚 博大で あれば ある 程、 深厚 博大の 趣味が あら はれ 

る譯 になります から、 えらい 人が 此 種の 文擧を かいて， えらい 人の 人格に 感化 を 受けたい と 云 ふ 人が 出て 

來て、 双方が びたり 合へば、 深厚 博大の 趣味が 波動 的に 傳 つて 行って、 ー篇の 著書 も 大 いなる 影響 を與へ 

る 事が 出來 ます。 然し 個人に S きを 置かない 社會 にあって は、 ヒ ー 口— を 首肯 はない 世に 於て は、 自他の 

P 隔 差等 を 無視す る 平等観の 盛んな 時代に 於て は、 崇拜 畏敬の 念 を 迷信の 殘り 物の 如く 取り 极ふ國 柄に 於 

て は、 思 ふ 程の 功果の 出て 來な いのは 勿論であります。 從 つて 著作家 は 立派な 趣味 を 育成したり、 高尙な 

嗜好 を 涵養したり、 通俗 以上の 氣品を 修得す る 事が 不必要に なって 參 ります。 つまり は 事相に 對 する 評 價 

を、， 世間が 著作家に 對 して 耍 求し ないから であります。 御前 方は眞 相を與 へれば い、、 評 價の方 は 此方で 

引き受ける からと 云ふ讀 者 許りになる からであります。 我々 の 知りた いのは 事實 である、 著者 は 事 實を與 

へる 媒介 者と して、 重き を 置く 必耍は あらう が、 著者 自身の 人格 や、 趣味 や、 評價 は、 反って 迷惑 だと 云 

ふ讀者 許りになる からであります。 迷惑 は閬 えて 居ります が、 迷惑と 感じる 人が、 各々 自己に 相赏 S 評價 

的 標準 を 具して、 其 標準で 評 憤し つ、 作に 向 ふか 向 はない かが 疑問であります。 も. し 向 はない とすると.、 

(全然 此 態度 を 滅却す る 事 は 不可能であります が、 もし 眞を 本位と して 著作に 向 ふと、 思った よりも 評價 

的 神 經は遲 鈍になります) 其 結果 は 人間が 段々 不具になります。 自己の 趣味 は II 趣味の ない 人 は 全然 あ 

りません が —— 同趣味の ものと、 接觸 する 爲 めに、 涵養 を 受ける ので、 又 異趣 味の ものに 逢着す る爲 めに 


啓發 される ので、 又 高い 趣味に 引き付けられ るが 爲 めに、 向上 化する のであります。 さう して 世の中の 運 

轉は七 分 以上 此 趣味の 發 現に 因る のであります から、 此 趣味が 孤立して 立 枯れの 姿になる と、 世の中の 進 

行 はと まります。 とまらない 部分 は 器械の 樣に 進行す るの みであります。 「誰さん は 金が 欲しいた めに、 

奧 さん を 離別し ました」 ，「さう か、 それ も 一 つの 事實 さね」 「あの 男 は 藝者を 受け 出す 爲に 泥棒 をした さ 

うです」 「は あ、 それ も 一つの 事實 さね」 「誰さん は、 ちっとも 約束 を 守らないで 困ります よ」 「成程 そ 

れも 一 つの 事實 だね」 —— かう 事實づ くめで、 ひどい 奴 だと も 感心な 男 だと も 思はなかった 日に は、 懐手 

をして、 世の中 を 眺めて るる 丈で、 善に も 移らない し、 惡をも 避けない し、 壯擧を も 企て 得ない し、 下劣 

を，^ 恥ぢ ないし、 花裊月 夕の 興 も盡き はて やうし、 夫婦と しても、 朋友と しても、 親子と しても、 通 川し 

ない 人間になる でせ う。 

こ、 迄來 て、 氣が 付いて 見る と、 客觀、 主觀兩 方面の 文 學には 妙な 差違が 籠って 居ります。 純 乎と して 

眞 のみ を あとづけ 樣 とする 文擧に 在って は、 人間の 自由 意思 を 否定して 居ります。 たと へば こ、 に 甲が あ 

つて、 ある 憤りの 結果、 乙 を 殺す。 罪 を 恐れて 逃け る。 後悔して 自殺す る。 と假定 すると、 憤りが 源 因で 

人 を 殺して、 人 を 殺した のが 源 因で、 罪 を 恐れる 樣 になって、 それが 又 源 因に なって、 後悔して、 後悔の 

結果 遂に 自殺した 事になります から、 かくの 如く 曆々 發展 して 來る 因果の 纏綿 は 皆 自然の 法刖 によって 出 

來 たものと 見なければ なりません。 殺す の も、 恐れる の も、 悔 ゆるの も、 自殺す るの も、 诀 して 當 人が 勝 

手に やった 譯 ではない。 殺して 見る と、 厭で も應 でも 恐れな くつち や 居られ なくなり、 恐れる と、 どんな 

に 避け やうと しても 悔恨の 念が 生じ、 悔恨の 念 は 是非共 自殺 させなければ 已 まない 樣に逼 つて 來る。 此階 

段 を 踏んで 死な > ければ ならない 樣な 運命 を 以て 生れた 男と 見 傚す より 外に 致し方が なくなります。 さつ 

き 用 ひた 言葉で 分る 樣に 申します と、 此 男の 所作 は 評價を 離れた ものになります。 毀譽 褒貶の 外に 立つ ベ 
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き 所作であります o 柳 は 綠花は 紅 流 S 死に 方であります。 從 つて 人殺し をした 本人 を 責める 譯 にも、 自殺 

をした 本人 を 褒める 譯 にも 參ら なくなります。 若し 責めるなら 自然 を 責めな くって はなり ません。 一 袋め る 

にしても 自然 を 褒める より 致し方が なくなります。 人間に 義務 を 負 はせ る 代りに、 神 か 何 かに 義務 を 負 は 

せなければ ならなくなります。 所が 情操 を 本位と する 文學 になる と、 好惡が あり、 評慣が あるんだ から、 

篇中 人物の 行爲は 自由意志で 發 現された ものと 判して か、 ら なければ ならない。 右へ も 行ける。 左へ も 行 

ける。 のに 彼 は 右を棄 て、 左へ 行った。 だから、 えらい となります。 感心 だとなります。 彼 自身の 意志の 

働ら きで、 やった 行爲 であれば こそ、 其行爲 者に 全部の 責任 を 負 はせ る 事が 出來、 出來 るから 其 責任者た 

る當 人が 責められる 資松も あり、 又 褒められる 資格 も あるので あります。 もし 自分が やつたん ぢ やない、 

因果の 法則が しでかし たの だと、 高 を 括って 居たら ば、 行爲其 ものに 善惡其 他の 屬性を 認め 得る にしても、 

行 爲を敢 てした る 本人に は 罪も德 もな ぃ譯 になります。 かうな つ て來 ると 人間の 考が 大分 違って 來 なけれ 

ばな りません。 自分 は 自然に 生み付けられて、 自然の 命す る 通り を や るんだ から、 罪 を 犯しても、 惡を働 

らいても 仕方がない。 恨んで くれるな、 嫉んで 貰 ふまい と 落ちて 來る。 だから 大きな 顏 をして * 不都合な 

事 を 立ち振舞 ふ樣 になる でせ う。 夫で は 御 互が 迷惑す る。 社會が 崩れて 來る。 文擧の 目的が 直接に 此弊を 

救 ふに あるか どうか は 問題外と しても 情操 文學が 此間缺 を 補 ふ 效果を 有し 得る 事は糙 かであります。 しか 

も此 情操の 供給 を 杜絕 すれば、 吾人に 大切な. 滋養物 を 奪 はれた ると 一 般で 日に日に 痩せ 枭 てる 許りで あり 

ます。 

兩 種の 文學の 特性 は 以上の 如くであります。 以上の 如くであります から、 双方 共 大切な ものであります o 

決して 一 方ば かり あれば 他方 は 文壇から 驅逐 しても よい 杯と 云 はれる 樣な 根柢の 淺 いもので は诀 して あり 

ません。 又 名前 こそ 兩種 であり ますから 自然 派と 浪漫派と 對立 させて、 壘を堅 ふし 濠 を 深 かう して 睨み合 


つてる 樣に考 へられ ますが、 其 寳敏對 させる 事の 出來 るの は 名前 丈で、 內容は 双方 共に 住ったり 來 たり 大 

分 人り 亂れて 居ります。 のみなら す、 ある もの は：^ 方讀 方で は どっちへ でも 編 人の 出來る もの も 生す る笞 

であります。 だから 詳しい 區別を 云 ふと、 純客觀 態度と 純 主 觀 態度 の 間に 無 數の變 化み-生す るの みならす。 

此變 化の 各の ものと 他と 結び付けて 雜種を 作れば 又 無数の 第一 ー變 化が 成立す る譯 であります から、 誰の 作 

は ® 然派 だと か、 誰の 作 は 浪漫派 だと か、 さう 一 槪に 云へ たもので はないで せう。 それよりも 誰の 作の こ 

この 所 はこん な 意味の 浪漫的 趣味で、 こ、 の 所 は、 こんな 意味の 自然 派 趣味 だと、 作物 を 解剖して 一 々指 

摘す るの みならす、 其 指摘した 場所の 趣味 迄 も、 眾に 浪漫、 自然の 二字 を 以て 單簡に 律し 去らないで、 ど 

の-位の 異分子が、 どの位の 割合で 交った もの かを說 明す る樣 にしたら 今日の 弊が 救 はれる かも 知れない と 

思 ひます。 今日の 日本の 批評 は 山 縣は長 州 人 だ 大山 は 薩州人 だと 云 ふ樣な 具合に 傾いて 居 はしない かと 考 

へられます。 それよりも 山縣 はこん な 人、 大山 はこん な 人と 觯 剖し 又 綜合す る 方が 二 元帥 を 評する 適^の 

方法 かと 存じます。 それでも 長 州 薩 州 は 地圖の 上で 動かすべからざる 面積 を 持って 居ります から， まだ 混 

雜が 少ない 樣で すが、 歴史の 流 を 沿 ふて 漂 ひ 付いた 一 一派 は 名前 は 昔の 通りです が 内容 は 始終 變 つて 居り ま 

すから 猶 不都合であります。 だから、 もし 作物 を 本位と しないで、 主義 を 本位と するならば 主教の 意 莪を 

確然と 定めて、 さう して 其 主義の もとに、 其 主義に 叶 ふ 局部 (作物の) を 排列して、 此 主義の 實例 とする 

が 適 常 だら うと 思 ひます。 一 つの 作物と、 一 つの 主義 を アイ デンチ フ ワイし なければ 氣が濟 まない 樣な考 

は 是非共 改める 事に 致したい と 思 ひます。 是 から 先き 文學 上の 作物の 性質 は 異分子の 結合で 愈複雜 になつ 

て參 ります から、 幾多の 變態を 認めなければ ならな いのは 無論の 事であります。 從 つて、 二三の 主義な 終 

古！. 定の ものと して、 萬 事 を 是で律 せんとす るの みならす、 律 せんとす る 尺度の 年々 に 移り行く の を 咎め 

な いのは、 將來 出現の 作家に は不 便宜の 極で、 且つ 批評家の 無責任 を 表白す る もので はない かと 存じます。 
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客觀、 主觀兩 面の 目的、 特性、 必要、 關係等 は 略述べ 終りました。 以上 は 大體の 御 話であります.。 固よ 

り 普遍的の 論で 一般に 通す る 說とは 信じます が、 今日の 日本に 於て いづれ が 比較的 必要 かと 云 ふと， 少し 

は 特別の 問題になります から、 此點を 一 應 調べた 上、 演説の 局 を 結ばう かと 思 ひます。 情操 文擧の 目的 は 

情操 を 維持し、 啓發 し、 又 向上 化する にある と は 私の 前に 述べた 通りであります。 偖與 へられた る 情操 は 

與 へられた る 事相に 附着して 居ります。 たと へば 孝と 云 ふ 情操 は 親子の 關 係に 附着して 居ります。 所が 親 

子の 關係は 社 會上複 雜な源 因から して、 わが 日本で は 著る しく 變 つて 参りました。 此關 係が 變 はれば、 孝 

と 云 ふ 情操の 評價も 次第に 變ら なければ ならな ぃ譯 になります。 然るに 舊來の 親子 關 係に 附着した 儘の 評 

價を與 へ て、 孝 を 叙述して 居る と、 在来の 孝心 を 維持す るか、 もしくは 不幸の もの を啓發 する か、 又は 一 

暦 孝心 を 深く する 爲 めの 敍述に なります。 今日は 孝の 時代で ないから 親 を 粗末に して 好い と 誰も 云 ふ もの 

はありません が、 昔の 樣に 絕對 的評價 をつ けて 叙述す るの は、 どうで ありませ う。 孝と 云 ふ 字 は 現に 勅語 

にもあって 大切な 情操 に は 相違 御座いま せんが、 昔日の 樣に 親が 絕對的 權威を 弄す る 事 を 社 會の有 樣が許 

さない 以上 は、 多少 其邊に 注意 を拂 つた 適度の 評價 をし なければ なりますまい。 もし 是を 在來の 儘で 絕對 

評價を 以て 敍述 すると 時勢 後れになります。 折角の 目的が 達せられなくなります。 昔 は 親の 爲 めに 身 を 苦 

海に 沈める の を 孝と 云った かも 知れない。 今日の 我々 から 見ても 孝 かも 知れない が、 よし 娘が 拒絕 したつ 

て、 事柄が 事柄 だから 不孝と は 思 ひますまい。 夫 丈 孝の 評價が 下落した のであります。 之 を 西洋人に 云 は 

せる と • 頭から てんで 想像し 得られな いと 云 ひます。 西洋へ 行く と 孝の 評 價が又 一 段 下がる のであります 一 

こう 云 ふ 風に 評 價が變 つて 行く の はつ まる 所、 前に 云った 社會狀 態の 變 化に 基いた 結果に 外な らんので あ 

ります から、 此狀 態の 變化を 知り さへ すれば、 舊來の 評價を 墨守す る 必要が なくなります。 之 を 知らねば 

こそ 烦悶が 起ったり 矛盾が 起ったり して 苦しむ のであります。 かう 云 ふ 時に 誰か 眼の 明きら かな 人が、 此 


狀 態の 變化を 知らせる、 I— 卽 ち客覲 的に 敍述 すれば、 讀者 はは あ 成程と 思 ふので、 大變 な觯脫 になり ま 

す。 (こんな 簞 純な 場合で は解脫 にもなります まいが、 まあ 洌 ですから 其 積り で 御 聞き を 願 ひます。) そ 

れで讀 む 人 は 難 有が る。 書く 人 は 成功す る。 ばかり ぢ やない、 傍から 見ても、 舊來の 評價を 無理に 維持し 

やうと する 情操 文擧 よりも 必要 s 度が 多いで せう。 

次に 日本で は 情操 文 學も揮 眞文學 も 双方 發 達して 居りません の は、 いくら 己 惚の强 い 私 も 充分に 認めね 

ばな りません が、 昔から 今日 迄 出版され た 文學 書の 統計 を 取 つて 見たら、 無論 情操 文舉に 屬 する ものが 過 

半で ありませ う。 のみなら す 作物の 價 値から 云っても 此 系統に 屬 する 方が 優って ゐる樣 であります。 それ 

は 常然の 事で 客 觀的敍 述は觀 察 力から 生す る もので、 觀察カ は 科 擧の發 達に 伴って、 間接に 其 {仝氣 に傳染 

した 結果と 見るべき であり.^ す。 所が 殘 念な 事に、 日本人に は藝術 的精祌 はあり あまる 程あった 檨で すが、 

科舉的 精； t は 之と 反比例して 大いに 缺 乏して 居りました。 それ だから、 文學に 於ても、 弗 我の 事相 を 無我 

無心に 觀 察する 能力 は 全く 發 達して 居らなかったら しいと 思 ひます。 くどくなります から、 例 も 引き ませ 

んが、 是 丈で 充分 御 合 點は參 る だら うと 存じます。 是を別 方面の 言葉で 云 ふと、 子 は みんな 孝行の もの、 

妻 は必す 貞節 ある もの と 認めて 居たら しいので あります。 だか ら 芝居で も 小説で も 非常な 孝行 も の や 貞節 

ものが、 怆 かも 隣り 近所に 何人で も 居る かの 如き 樣子 であら はれて 參る のみなら す、 見物 ゃ讀者 も亦寶 際 

にいく たりで も 存在して るるう ちの 代表者 だと 云 はぬ 許りの 顏 付で、 之に 對 して 居た のであります。 居た 

のであります と 云 ふと 私が 元祿 時代から 生きて ゐた 樣に當 ります が、 どうも さう に 違 ひない と 思 ひます。 

あんな 芝居 や 書物 を 見る 人 は、 眞 面目に 熱心に 我 を 忘れて 釣り込まれて ゐ たに 違な いんで せう。 それでな 

ければ 今日 迄傳 はる 前にと くに 湮滅して 仕舞 ふ 箸であります。 さう すると、 ある 御孃 さん は朝貌 になった 

り、 ある 細君 は御阖 になったり、 また ある 若旦那 は 信 乃ゃ權 八の 氣 でるたんで せう。 そり や 満足で せう。 
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自己の 情操 を满 足させる と 云ふ點 から 云ったら 満足に 違ない。 自分ば かり ぢ やない、 自分の 子 や 女房 や 夫 

を こんな もの だと 考へ てるたら 定めし 満足に 違 ひない。 尤も あの 時代に 出て くる 惡黨は 又 非常な もので 到 

底 想像が 出來 ない 樣な 惡黨が 出て 來 ますが、 是は 善人 を 引き立てる 爲 なんだから、 此方に は 誰もなら うと 

志願す る もの はない から 安心です。 それ ぢゃ 善と 惡の 混血 兒 はと 云 ふと 殆んど 出て 來な いんだから、 至極 

單簡 で重竇 であります。 かう 云 ふ譯で 一 家 町内 芝居へ 出て くる 樣な 善人で 成り立つ てるた のであります。 

それ ぢゃ 天下 太平な もので ありさう だのに、 矢っ張り 夫婦喧嘩 も 兄弟喧嘩 も ありました。 あつたに 違な か 

らうと、 まあ 思 ふので す。 しかも 此 喧嘩が 彼等が 完全なる 善人で あつたと 云 ふ證據 になる から、 不思議で 

あります。 ちと パラドックス になり 過ぎます が、 凡そ 喧嘩の もとは 御 互 を 完全の 人間と 認めて、 さて やつ 

て み ると 案外 豫 期に 反す る か ら起 るので あります。 だか ら 喧嘩 をす る爲 めに は 理想が 必要で あります。 次 

に此 理想と 實 際と は 一致して るる もの だと 認める 事が 必要であります。 今日 も 喧嘩 は 毎日あります が、 何 

も 理想的 人物で ないから 癢に 障る と 云 ふ樣な 野暮 は中學 生徒のう ちに も、 まあない 樣で 至極 恧利 になり ま 

した。 其 代り 人間の 相場 は 聊か 下落 致した 樣な もの、 結句 此方が 住み 安い かの 樣に存 ぜられ ます。 所が 舊 

幕 時代に は、 みんな 理想的 人物 を 以て 目され、 理想的 人物 を 以て 任じて 居た のであります から、 大變 窮屈 

で 御座いまし たらう。 何 ぞと云 ふと、 町人の 癖にな かと 胸 打 杯 を 喰 ひます。 女房の 癖に 何 だ 無喑に ふくれ 

て 杯と どやされ ます。 子供の 癖に 何 だ 親に 向って 口答 をして 杯と 遣り込められます。 鬼 角 何々 の 癖に と， 

癖が 流行した 世の中であります。 癖に の 流行る 世の中 程 理想の 一定した 世の中 はない のであります。 町人 

はかく あるべき もの、 女房 はかくすべき もの、 子供 はかく 仕へ べき ものと、 杓子定規で 相場が 極って 居り 

ます。 尤も 是は 双方 合意の 上で なければ 成立し ない 譯 であり ますから， 町人の 方で も、 子供の 方で も、 女 

房の 方で も、 どんな 理想的 人物 を 以て 豫 期されても、 立派に 其豫 期み- 充 たす 積り で 居た のであります。 從 


つて 自分 は 天下 一 の 孝行 者で、 天下 一 の 貞女で" 天下 一 の 町人 I は、 ちと 可笑しい が、 何しろ 立派な も 

のと 心得て 居たん でせ う。 かう 己 惚れて るれば 世話 はない。 大抵の 事が 否應 なしに 進行し ます。 萬 事が 腹 

の 底で 濟んで 仕舞 ひます。 それで 上部 丈 は どこ 迄 も 理想 通りの 人物 を 標榜 致します。 ちと 僞 善になる やう 

です が、 惡德の 天 眞爛熳 より は 取り扱 ひ 易い から 結構です。 中には 腹の 底で 濟ん だな とさへ 氣が 付かない 

でゐる もの も ， 山あった さう です o 

この 有 樣で御 維新 迄 進んで 參 りました。 それから 科學が 泰西から 飛んで 參 りました。 今日 迄 約 四十 年 立 

つたので、 大分 趣が 變 つて 參 りました。 科舉の 訓練 を經た 眼で、 人 を 見たり、 自分 を 見たり する 事が 大分 

流行って 參 りました。 然し 此 精神が 一般に 行き渡って 居ない 爲め、 且つ は あまり 大切で ない 爲め 今日 迄 あ 

まり 進步 して 居りません。 なぜ 大切で ないかと 考 へて 見る と 面白い のであります。 自分で 自分の 腹の 中 を 

檢查 して：^ ると、 さう 自慢になる 事ば かり はあり やしません。 自分ながら 淺間 しい 事 も澤山 出て 來 ます。 

然しい くら 淺 間し いものが 見當 つたく と 云って 觸れて 歩いた つて、 自分の 恥になる ばかりで、 あまり 發 

明 家と して 尊敬 を拂 つて は 貰へ ません。 だから 折角 發 見しても 默 つてる 方が 得策であります。 骨 を 折って、 

探が し當 て、、 自分 一人で 氣持を わるく して、 さう して 苦い 顔 をして 塞いで るるの も、 あまり 景氣 のい、 

もので もありません から、 つい 遠慮が 無沙汰に なりが ちで、 吾 身で 吾 身が 分った 樣な、 分らない 樣な心 持 

で 其 日く とぶらつ いて 居ります。 かう して るれば、 いつ 迄 己 惚れて ゐ たって、 變 事が 起らない 限り は大 

丈夫、 己 惚れつ V けに 己 惚れて 死ねます から、 折角 土 を かけた 所 を 掘り返して 腐った 死骸 を ふんく 嗅い 

で 見る なんて、 むく 大の 所作 をす るに は 及ばん 仕儀になります。 私 も 其 一 人であります。 私の 妻 も 其 一 人 

であります。 折々 は あれで も 令夫人 かと 思 ふ 事 もあります から、 向 ふで も、 あれが わが 郎君 かと 愛想 をつ 

かす 事 も あるんで せう。 夫で も 私 は 立派な 夫の 積で 濟 まして 居ます から、 奥方の 方で も 天下の 賢妻 を 以て 
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自任して 居られる 事と 存じます。 斯樣の 己惚は 存外 多い もので、 諸君 迄 私共の 仲間へ 引き入れ るの は 恐縮 

であり ますが、 可成 勢力 範圍 を擴 張して 置く 方が 勝手であります から、 遠慮のない 所 を 申します と、 滔々 

たる 天下 皆然 りと 申しても 差 支ない かも 知れません。 腹の 奧の 方で は 博士 を 宛に してるな がら、 口の 先で 

は 熱烈な 戀だ 杯と 云 ふの があります。 さう かと 思 ふと 持参金が 欲しい 樣な氣 分 を 打ち消して、 なに あの 令 

孃の淑 德を慕 ふの さと 濟 まし 切って ゐ ます。 それで 僞善 でも 何でもない、 兩 方共眞 面目 だから 面白い もの 

です。 そこで 我々 の 樣な觀 察 力の 鈍い もの は、 なるべく 修養の 功 を 積んで、 それから、 大膽な 勇猛心 を 起 

し て 、 赤裸 々 な 所 を 恐れす に 書く 事 を 力める 必要が 出て 參 ります。 

それで は 今日の 文學に 客觀的 態度が 必要ならば、 客觀的 態度に よって、 どんな 事 を硏究 したら よから- フ 

と 云 ふ 問題になります。 私 は 私の 氣の 付いた 數ケ條 を 御 参考の 爲 めに 述べて、 結末 をつ けます G 

第 ！ は 性格の 描寫に 就いて > あります。 是 は小說 とか 劇と かに 必要な もので， 作家が 此點に 於て 成功す 

れば、 過半の 仕事 は旣に 結了した ものと 迄 思 はれて 居ります。 そこで 俗に 成功した 性格と は どんな もの か 

と 調べ て 見る と 活動の 一 一字に 歸 着して 仕舞 ひます。 又 どう 考へ て も此ー 一字 以外に は 出られない 樣に思 ひま 

す。 しかし、 活動に も 色々 あるが 如何なる 意味の 活動 か 一 と 口. に 云へ るかと 聞かれる と、 少し 臆斷 過ぎる 

樣で すが、 私 は 斯う 答 へても 差 支ない と考 へます。 普通の 小說 で， 成功した ものと 稱 せられて ゐる 性格の 

活動 は大槪 矛盾の ない と 云 ふ 事と 同！ 義に歸 着す る。 之 を 他の 言葉で 云います と、 ある 人が 根本的に ある 

ものみ-握って ゐて、 千 態 萬狀の 所作に 悉く 此 ある もの を應 用す る。 從 つて 所作 は 千 態萬狀 であるが、 之 を 

奇麗に 統 一 する 事が 出来る。 しかも 之 を 統一 すると 此 ある ものに 落ちて 仕舞 ふ。 猶言ひ 換える と、 描寫さ 

れた 性格が 一字 もしくは 二三 字の 記號 につ V まって 仕舞 ふ。 勇氣の ある 人、 親切な 人、 吝嗇な 人と 云った 

風に 簡單 になる、 卽ち覺 え 易-くなる。 まあ、 こんな もので はなから うかと 思 ひます。 つまり は、 一 篇の小 


說に 一 定の 意味が あって、 此 意味 を 一 句に つ  >  め 得る の を 愉快に 思ふ樣 に、 同じく 一 句に つ  >  め 得る 性格 

を かき 終せ たもの が 成功した 樣な 趣が 大分あります。 然し 此 意味で 成功した 性格 は、 個人性 格の 全面 を寫 

し 出した ものではありません (特別の 場合 を 除いて は )o 個人の 全面 性格の ある 顯 著な 特性 を 任意に 袖 出 

して、 抽出した 丈 を 始めから 終 迄 貫ぬ かして、 作家に も讀 者に も 都合の い、 性格 を 創造した もので ありま 

す。 しかも 自然の 法則に 從 つて 創造した もので はなく つて、 小說の 世界に 便宜 を與 ふる 爲 めに、 ある 程度 

迄 自然の 法則 を 破って、 創造した ものであります。 普通の 場合に 於て、 個人の 性格 中の ある 特性が、 其 個 

人の 生涯 を 貫ぬ いて 居る 事 は事實 であります。 が此 特性 丈で 人物が 出來 上って 居らん 事 も事實 であります。 

のみ か、 此 特性に 矛盾 反對 する 樣な 形相 を 澤山備 へ て 居る のが 一 般 の事實 であります。 だから 諺に も 近侍 

の 眼から 見れば 英雄 も 亦 凡人に 過ぎす と 申します。 極めて 簡單で 例に ならん 程の 例であります が、 人事に 

は大變 冷淡な 人が、 健康 丈に は 恐ろしく 神經 過敏に 見え る 事が あります。 家族に^ 無愛想 極まっても 朋友 

には此 上な く 叮嚀な 男 も 御座います。 かう 云 ふ點を 詳しく 調べて 見たら ば、 或は 矛盾の ある 方が 自然の 性 

格で、 ない 方が 小說の 性格と 迄 云 はれ はしますまい か。 

そこで 小說 家、 戲曲 家のう ちで も 此點に 注意し 出して、 遂に 矛盾の 性行 を かく 樣に なりました。 さう し 

て 讀者も 之 を 首肯す る樣 になり ました。 柔順であった 妻 君が、 ある 事情の もとに、 急に 夫に 反抗して、 今 

迄に 夢想し 得なかった 女丈夫に なると 云 ふ樣な 例であります。 然し 是は 在來の 敍述を 一 歩 複雜の 方面へ 進 

めた ものに 過ぎません。 と 云 ふの は、 明かに 矛盾した 特性 を ことさらに 竝 ベて、 對 照の 結果 讀 者の 注意 を 

此ニ 焦點に 集注す るからで あります。 だから 性格の 複雜と 云 ふ 事 丈 を 眼中に 置いて 見る と、 是は まだく 

葷 調の ものであります。 だから 飽迄 も客觀 的に 性格の 全局 面 を 描出し やうと すれば、 今迄の 小 說ゃ戲 曲に 

あら はれた よりも 遙 かに 種々 な 形相が 出て 來る譯 であります。 さう して 形相が 異なる に從 つて、 相互の 間 
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に 一 致がない 樣に 見えて 來 るの は、 已を 得ぬ 結果であります。 從 つて 描寫が 客觀 的に 微妙で あれば ある 程、 

纏まりが つかぬ 性格が 出來 安いで せう。 一言に して 蔽ふ 事の 出來 ない 性格に なり 易い、 記 臆に 不便な 性格 

になり 易いで せう。 要するに 大變 出来の わるい、 下手に かいた 性格の 樣に 見えて くるで せう。 從來 のかき 

方 は、 こ、 に 風邪 を 引いた 人が あると すると、 其 人の 生涯 を 通じて、 風邪 を 引いた 部分 丈 を 抽き拔 いて 書 

くので すから、 分り 易く 明瞭になる 代りに は 甚だ 單調 にして 有名なる 風邪 引き 男が 創造され て 仕舞 ひます。 

本 來を云 ふと 病氣の 時と、 丈夫な 時と、 病氣 でも 丈夫で もない 時と 三 通り かいて、 始めて 其 人の 健康の 全 

局面が、 あら はれる と 云 はなければ なりません。 しかし、 さう すると、 どうしても 散漫に 見えます。 要領 

を 得ない 樣に 見えて 來 ます。 風邪で も此 通りです が、 性格 は是 よりも 遙 かに 複雜 であります。 例へば A な 

る 性格の 第一 行爲 を^と すると、 ャ からして 類推の 出来る が^^ を 順次に 描出して 行けば、 全局 面 は 無論 

出て 來 ない。 大抵 は 一 特質の 重複に 近くなります。 もし^^〃 がが 因果の 法則で 連結され て 居って、 此諸 

行爲の 內容に 密接な 類似 を 示す とき は、 重複が 變 じて 發展 となります。 發展 では あるが A が 某- 點 であって、 

其が は 全 性格の 一 特性で あるから して、 がの 發展も 亦 全 性格の 谖展と 見 傚す 譯に は參 りません。 私 は此種 

の 重複で も發展 でも 文舉 上價 値の な いもの と斷 言す るので はない ので すが、 其方 は旣 に 大分 あ る 事 だから、 

全 性格の 描寫と 云 ふ 方に 客觀的 態度 を 以て 少しく 進んで 見たら 開拓の 餘 地が 澤山 ある だら うと 思 ひます。 

其 代り 在來の 小說を 讀んだ 眼から 見れば、 散漫になります、 滅裂に なり 易いです、 又は 神祕 的に 變じ ませ 

う。 然し 吾人が 客觀 的描寫 に 興味 を 有して くると、 漸々 此散漫 と 神祕を 妙に 思 はない 樣な 時機が 到着し は 

せまい かと 思 はれます。 言葉 を 換えて 云 ふと 形式の 打破 を ある 程度 迄 意に 留め なくなり はせ まい かと 考へ 

るので す。 然し 一 應は御 斷りを 致して 置きます。 吾々 の 世界 は旣に 冒頭に 於て 述べた 通り 撰擇の 世界で あ 

ります。 光線に しても、 音響に しても、 一 定の 振動 數 以上 もしくは 以下の もの は、 見る 事 も 聞く 事 も出來 


ない 有樣で 御座います。 性格の 全 部と 云った 所で、 全部が 悉く 觀 察され 得る と は 申しません。 無論 比較的 

と 云 ふ 文字 を插 入して 御 考を願 ふより 外に 致し方が ありません。 夫から 客觀的 態度で 時間の 內 容を寫 して 

行く と (ある 一 物に つき) 此連續 が 因果になる に は 相違ありません から、 いくら 散漫で も 滅裂で も 神祕で 

も 因果 を 離れる と は 申されません。 只 其 因果が、 因果の 律に まとめられる 程に、 經驗上 熱 知され てるない 

から、 散漫で 滅裂で 神祕と 見る 迄の 事であります。 だから 此 種の 因果の 經驗を 繰り返して、 其 中から K 杲 

の 律 を 抽象す る 事が 出來 ると 同時に、 散漫 は 統一 に歸 し、 祌祕は 明白になります。 (性格の 描寫 に關 連し 

て 研究の 價 あるの はム— ドの觀 察であります。 ム ー ドの 描寫は 昔の 小說に は殆ん どない と 思 ひます。 しか 

も 此ム— ド から 面白い 行爲が 出て、 糙 かに 興味の ある 結果 を 生じます。 ム ー ドと 性格の 關係其 他 は 今は述 

ベません。 又 述べられる 丈に 頭が 整って 居りません) 

性格の 解剖に ついで は、 心理 狀 態の 解剖であります。 是も 性格と 關 係が あるの は 無論であります が、 一 

言に して 云 ふと 今日の 人の 心的 狀態は 昔し の 人の 心的 狀 態より 大分 複雜 になって 居ります からして、 同 一 

の行爲 でも、 其 動機が 遙 かに 趣 を 異にして ゐる譯 で、 そこ を觀 察したら、 充分 開拓の 餘 地が あると 申す 意 

味で 御座います。 例へば こ、 に 一人の 男が あって 人殺し をす る。 何故 人殺し をした かと 云 ふに 人殺しが 目 

的で はない、 ほんの 方便で、 人殺し をした あとの 心 持 を 痛切に 味 はって 見たい と 云 ふ 樣な藝 術 家が 出て 來 

たと するならば —— まだ あんまり 出ない 樣で すが —— どうで せう。 いくら 說 明した つて 元祿 時代の 人物に 

は 分らない に 極って ゐる。 と 云 ふ もの は此 男の人 殺しに 對 する 評 價は、 人殺しから 生す る 自己の 心 裏の 經 

驗に對 する 評 憤より 遙 かに 相場が 安いので あります。 平たく 云へば 人殺しと 云 ふ 事 を 左程 わるく 思って る 

ない。 のみなら すわ ざと 罪 を 犯して 置いて、 犯した あとの 心 持 を 痛切に 味 はう と 云 ふ樣な 込み入った 考へ 

は 到底 大石良 雄 や 室鳩巢 などに 分る ものではありません。 勿論 今の 人に でも 分らん かも 知れません が、 今 
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の 人なら ば 略 想像 はっき ますから、 夫 迄 複雜 なのに 違ありません。 又 戀と云 ふ 一 字で も此 頃になる と戀と 

云 ふ 一 字で は 不充分な 位 種類が 出來 はしまい かと 思 はれます。 旣に沙 翁の かいた もので も 分ければ 幾通り 

にも 分けられる 戀が 書いて あります が、 近代に 至る と其區 別が 盆 微細に なり はせ ぬかと 思 はれます。 ゴ ン 

ク ー ルの 書いた ラフ ォ— スタ ンと云 ふ小說 のなかに はこん なのが あります。 有名な 女優が あって、 此 女優 

それぎ り 

が ある 英國の 貴族と 慇勤を 通じた 儘 夫 限 幾年 か 音信不通の 姿で 居りました 所、 貴族の 方で は 急に 親が 死ん 

で、 莫大の 遺產 を相續 する 樣な 都合に なった ので、 今 は 結婚 其 他の 點に 就ても 何人も 喙を 挾む 事の 出來な 

い 身分であります から、 多年 戀 着して 居た 婦人 を疋 式に 迎 へる のは此 時と 云 ふので、 狂 ふ 許りに 喜んで、 

佛蘭 西へ 渡ります と、 女の 方 も 固より 深い 仲の 事で ありまし たから、 泣いて 分れた 其 日の 通り 大事に 男の 

事 を 思 ひつ V けて るた 折で、 無論 異存の ある 笞は 御座いません。 目出度 結婚 致します。 それ 丈 だと 是も陴 

腐な のです が、 是 から 先が 山であります。 偖 結婚 をして 見る と 夫の 方で は 金に 不足の ない 身で は あるし、 

女房 を 女優 にして置くの は 何となく 心配です から、 もう 廢 業したら 善から うと 云 ふ 相談 を 持ち 懸けます。 

所が 細君の 方 はもと く 役者が 性に 合って るる 譯 なんだから かどう か 分りません が、 何となく 廢め たくな 

かった のであります。 然し 可愛い 男の 云 ふ 事 だから、 厭な 心 を 抑へ て 亭主の 意に 從 ひます。 夫から 一 一人で 

非常な 贅澤を やります。 嬉しい 仲で 一 所に なって、 金を使 ひたい 丈 使 ふんだ から、 幸福で なければ ならな 

い 害です が、 そこが 妙な もので、 細君が 女優 を やめて からと 云 ふ もの は 何となく 氣 色が 勝れなくなります _ 

いくら 夫が 機嫌 をと つても 浮き立ちません。 と 云って 固々 憎い 男で はな いんだから 粗略に する 譯 はない。 

眞底 夫の 事 はいと しく 思って ゐ るので あります。 ロハ 心が 陽氣 になれ ない 丈な のです が、 夫の 方で は 最愛の 

細君の 一 颦 一笑 も 千金よ わ 重い 譯 ですから、 捨て置か れんと 云 ふので 慰 籍旁以 太 利へ 旅行に 出掛けます。 

然るに 男 は 出先で 病氣に 罹ります。 細君 は 看病に 忘り は 御座いま せんが、 定業 はしかた のない もので とう 


く 死んで しま ひます。 其 死ぬ 少し 前に 例の 通り 細君が 看護の 爲め 枕邊へ 寄り添 ひます と、 男 は 何時に な 

く 荒々 しい 調子で、 手 を 以て 細君 を 突き 退ける 許りに、 押し返して、 御前 は 必竟藝 術 家 だ。 本 常の 戀は出 

来ない 女 だと 云 ふので す。 夫が 結末であります。 御前 は 必竟藝 術 家 だ 本 當の戀 は 出来ない 女 だ。 是 がー 種 

の戀 であり ませう。 有名な ル ー デン の戀も 普通 一般の 戀 ではありません。 ル ー デン 一流の 戀 であります。 

ズ ー デル マ ンの 書いた フ ヱ リシ タ スの戀 杯 は 尤も 特色 を帶 びた 一 種の 戀の樣 に 思 ひます。 是が 日本の 昔で 

あって 見る と、 大槪 似た もの ゝ樣に 見えます。 八重垣 姬の戀 も、 御齣才 三の 戀も、 御染久 松の 戀も、 まあ 

似たり寄ったりであります。 何故 似たり寄ったり かと 云 ふと、 異種 類の 戀は なかった と鲊釋 する 事 も 出来 

ますし 又、 觀察 力が 鈍かった と斷定 する 事が 出來 ますが、 まづ兩 方と 見て 置き ませう。 がま づ ざっと、 こ 

んな譯 であり ますから、 斯樣 に複雜 になり つ、 ある 吾々 の 心のう ち をよ く觀 察したら、 色々 面白い 描寫が 

出 來る事 だら うと 思 ひます。 

あまり 長くな ります から、 あと は 可成 手 短 かに 指摘して 通り過ぎる 位に 致し. ます。 次に は、 人生の 局部 

を描寫 して、 之 を 一 句に まとめ 得る 樣な 意味 を與 へる 事であります。 落語家の 所謂 落ち をつ けた 小 說の樣 

な ものになります。 是は 近頃 大分 流行 致して 居ります から、 別段 布衍す る 必要 も 御座いますまい。 唯 御 注 

意 丈に 留めて 置きます。 前の 例 杯も此 所に 應 用が 出来ます。 「御 前 は 必竟藝 術 家 だ。 木 當の戀 は 出來な い」 

是が 一 籯の 主意の 落着す る 所であります。 但し 落ち を 取る 目的 は 綜合に あるので、 前 S 一 一 ケ條は 解剖が 主 

であり ますから、 目的の 方角 は反對 になります" だから 一 寸區 別して 置きました。 

次に は、 人生に 於て、 容易に 注意 を拂 つて 置かなかった 現象、 從 つて 滅多にない 事と 云 ふ 意味に もな り 

ますが、 此方 面に も 大分 新ら しい 材料が ある 事と 思 はれます。 此問 友人から こんな 話 を 聞きました。 其 男 

の國 での 事であります が、 ある 藝妓 が、 ある 男と 深い 闕係 になって ゐ たの ださう で、 其兩 人が ある 時 船 遊 

I 四 七 


びに 出ました。 そこいら を 漕ぎ 廻った 末" 都合の い、 磯へ 船 を も あ ひまして、 男が 舟 を 棄てゝ 岸へ 上り ま 

した。 所が 岸邊に 神社 か 何 か あると 見えて、 磯から すぐに 崖に なって、 崖の なか、 ら 石段が、 海の 方へ 細 

長く ついて 居ります。 男 は 其 石段 を 登つ たんだ さラ です。 女 は 船の なか、 ら、 石段 を 上って 行く 男の 後 姿 

を 見て 居た さう です。 其 後 姿 を 見て ゐた 時、 急に 自分の 情夫に 愛想 をつ かして 仕舞つ たんだと 友人 は 話し 

ましたが、 其 源 因 は 私に も、 友人に も、 本人の 藝者 にも 無論 分りません。 是と 類似の 例 をゼ— ムスの 宗敎 

的 經驗と 云 ふ 本 や、 スタ ー バックの 宗敎 心理 舉で 見た 事が あります が、 個人の 經歴譚 として 聞いた のは是 

が 始めて > あります。 これ は、 あまり 突飛な 例 かも 知れません が、 こんな 經驗で 文學の 形に なって あら は 

れて 居らない ものが 大分 ある だら うから、 さう 云 ふ 研究 をしたら 材料 は隨分 出て 來 はすまい かと 思って 居 

ります o  . 

此外 因果の 閼 係で 人の 氣 にっかなかった 事 やら、 類型 を脫 した 個性 を かく 方面 やら 色々 ある だら うと 思 

ひます が、 此三四 ケ條は 理論 上是々 に 分れる と 云 ふので なくって、 只 思 ひ 付いた 事 を 列べ た 迄であります 

が、 どこで 切っても 同じ 事であります からこれ で已 めて 置き ませう。 然し 今日の 吾邦に 比較的 客觀 態度の 

敍述 が必耍 であると 云 ふ 事 は、 向後 何年つ V  く 事 か 明らかに は 分りません。 西洋で は illuminism が 盛に 

行 はれた、 十八 世紀の 反動と して 十九 世紀の 前半に 浪漫的 趣味の 勃興 を來 しました。 それが 變 化して 又 客 

觀的 態度に 復 して 參 りました。 二十世紀 はどうな るか 分りません。 此ニ 潮流が 押しつ 押されつ して 居る う 

まざ 

ちに、 つまり は兩 方が 一 種の 意味に 於て 一 樣に發 達して 參 ります。 さう して 發 達した 兩 方が 交り 合って 雜 

種の 雜 種と 云 ふ樣な ものが、 いくらでも 其 間に 起って 參 ります。 右へ 行ったり 左へ 寄ったり する の は、 つ 

まり 態度 丈の 話で、 此 態度から 出る 敍述は 決して 綠り 返される ものではありません。 どこか 變 つて 參りま 

す。 杜撰ながら 自分の 考 では、 世間 一般の 科舉的 精神が、 情操の 勢力より 比 较的强 くな つて、 平衡 を 失 ひ 


かける や 否や、 文壇で は 情操 文學が 隆起して 參 ります し、 又 情操の 勢力が 科學的 精神 を壓遛 する 程に 隆起 

してく ると、 客 觀文學 が 是非とも 起って 參る譯 だと 考 へます。 文壇 は此 二つの 勢力が 互に 消長して、 平衡 

を囘復 し、 囘復 する かと 思 ふと 平衡 を 失して 永久に 發展 する もので ありませ う。 であるから 同時 同 刻に せ 

よ 西洋の 文學 にあら はれた 態度が、 必す 日本の 態度の 模範になる 理由 は 認められません。 前段に 申した 今 

日 吾邦に 於け る 客 觀文學 の 必要と は、 我 邦 現在の 一 般の 敎育狀 態から して 案出した 愚考に 過ぎん ので あり 

ます。 然しながら、 矢張り 同一 の 立場から 見て * 殆んど 純 客觐に 近い 態度の 文舉を 必要と認める 程 情操の 

勢力 は社會 を威壓 して 居る 樣には 思 はれま せんから、 徒らに 客觀 にの み 重き を 置く 文舉は 不必要に 近い 樣 

に 思 はれます。 維新 後 今日 迄の 趨勢 を 見ます と、 猛烈なる 情操に 始まって 四十 年間 次第々々 に 情操の 降： ト 

を經驗 して 居ります から、 現 時 はま だ 客觀に 重き を 置く 方 を 至當と 存じます が、 ，M 後日 淸戰役 もしくは 日 

露 戰爭の 如き 不規則なる 情操の 勃 張 を 促が す機會 なく 日本の 歴史が 平靜に 進行 するとき は、 情操 は 久し か 

ら すして 科擧的 精神の 壓迫を 蒙る 事 は 明らかであります から、 情操 文擧は 近き 未来に 於て 必す 起るべき 運 

命 を 有って 居る 事と 存じます。 但し 未来の 情操 文舉は 如何なる S 容を 以て、 如何なる 評價 をな す やに 至つ 

て は 固より 測り 難いの は 勿論であります が、 夫 迄に 發展 した 客 觀描寫 を 利用して 之 を 評慣の 方面に 使 ふの 

は爭 ふべ からざる 運命と 存じます。 これ を 結末の 一 句と して 此 講演 を 終ります。 


一四 九 


I 五 o 

田 山 花 袋 君に 答 ふ > 

本 月の 「趣味」 に 田 山 花 袋 君が 小生に 關 して 斯んな 事 を 云 はれた。 II 「夏 目漱石 君はズ —デル マ ンの 

『カッツ ヱン. ス テツ ヒ』 を 評して、 其 盆 序を逐 うて 迫り 來 るが 如き 點を ひどく 感服して 居られる。 氏の 

近作 『三 四郞』 は此 筆法で 注く 積り だと か 聞いて 居る。 倂し 云々」 

小生 は 未だ 曾て 「三 四郞」 をズ ー デル マ ンの 筆法で 書く と 云った 覺 えなし。 誰かの 話し 違 ひか、 花 袋 君 

の 聞き違 ひだらう。 疎忽な ものが 花 袋 君の 文を讀 むと、 小生が ズ ー デル マ ンの眞 似で もして るる やうで 聞 

き 苦しい。 「三 四郞」 は 拙作 かも 知れない が、 模擬 踏 壟の 作で はない。 

花 袋 君 は 六 年 前に カツ ツエ ン . ス テツ ヒ を翻譯 せられて、 翻 譯の當 時 は 非常に 感服せられ たが、 今日 か 

ら見 ると、 作爲 の痕迹 ばかりで、 全篇 作者の 斿へ ものに 過ぎない と 貶せられ た。 褒貶 は 固より 花 袋 君の 自 

由で ある。 然し 今日より 六 年後に、 小生の 趣味が 現今の 花 袋 君の 趣味に 達する と、 達せざる とも 固より 小 

生の 自由で ある。 是 も疎忽 ものが 讀 むと、 花 袋 君と 小生の 嗜好が 一 直線の 上に 於て 六 年の 相違が ある 樣に 

受 取られる から、 御 斷りを 致して 置きたい。 

花 袋 君が カッツ ェン . ス テツ ヒ に心醉 せられた 時分、 同書 を獨步 君に 見せたら、 斿へ もの ぢ やない かと 

云って 通讀 しなかった と 云って、 痛く 獨步 君の 眼識に 敬服して 居られる。 花 袋 君が 獨歩 君に 敬服 せらる、 

と 云 ふ 意味 を漱 石が 獨歩 君に 敬服す ると 云 ふ 意味に 解釋 する もの はない から 此點は 安心で ある。 

愚見に よると、 獨步 君の 作物 は 「巡査.. T を 除く の 外 悉く 斿へ ものである。 (小生の 讀ん だものに 就いて 

云 ふ。) 但し ズ ー デル マンの カッツ ェン. ス テツ ヒ より 下手な 斿へ ものである。 花 袋 君の 「蒲 圑」 も斿 へ 


ものである。 「生」 は 「蒲 圑」 程斿 へて 居られない。 其 代り 満谷 國四郞 君の 「車夫の 家」 の やうな 出來榮 

えで ある。 

群へ もの を 苦にせら る、 よりも、 活 きて 居る としか 思へ ぬ 人間 や、 自然と しか 思へ ぬ 脚色 を： ^へる 方 を 

苦心したら、 どう だら、 フ。 称へ た 人間が 活 きて ゐる としか 思へ なくって、 斿 へた 脚色が 自然と しか 思へ ぬ 

ならば、 斿 へた 作者 は 一 種の クリエ ー タ ー である。 斿 へた 事 を 誇りと 心得る 方が 當然 である。 た 乂 下手で 

しかも 巧妙に 斿 へた 作物 (例へば-. チュ ー マの ブラック • チュ ー リップの 如き もの) は 花 袋 君の 御注意 を 待 

たす して 駄目で ある。 同時にい くら 糊 細工の 臭味が 少なくても、 凡ての 點に 於て 存在 を認 むる に 足らぬ 事 

實ゃ實 際の 人間 を 書く の は、 同等の 程度に 於て 駄目で ある。 花 袋 君 も 御 同感 だら うと 思 ふ。 

小生 は 小說を 作る 男で ある。 さう して 所々 で 惡ロを 云 はれる 男で ある。 自分が 惡ロを 云 はれる 口惜し 紛 

れに 他人の 惡ロを 云 ふ樣に 取られて は、 惡 口の 功力がない と 心得て 今日 迄 謹慎の 意 を 表して ゐた。 然し 花 

袋 君の 說を拜 見して 一 寸辯 解す る 必要が 生じた 序に、 端な く獨歩 花袋兩 君の 作物に 妄評 を 加へ たの は 恐縮 

である。 

小生 は 日本の 文 藝雜誌 を 悉く 通讀 する 餘裕と 勇氣に 乏しい ものである。 現に 花 袋 君の 主宰して 居らる ゝ 

「文章 世界」 の 如き も拜 見して 居らん。 向後 花 袋 君 及び 其 他の 諸君の 高 說に對 して、 一 々御 答 辯 を 致す 機 

會を 逸する かも 知れない。 其 時 漱石は 花 袋 君 及び 其 他の 諸君の 高 說に御 答 辯が 出來 かねる 程 感服した なと 

誤觯 する 疎忽 ものが あると 困る。 序 を 以て、 必 すし も然ら ざる を豫め 天下に 廣告 して 置く。 


一 五 二 

コン ラッドの 描きた る 自然に 就いて  . 

一 月 一 一十 七日の 讀賣 新聞で 日 高 未徹君 は、 余の 國民 記者に 話した、 コ レ ラッドの 小說は 自然に 重き を 置 

き 過ぎる の 結果 主客顛倒の 傾きが あると 云 ふ 所見 を 非難 せられた。 

日 高 君の 說 によると、 コ ン ラッド は 背景と して 自然 を W ひたので はない、 自然 を 人間と 對 等に 取扱った 

ので ある、 自然の 活動が 人間の 活動と 相 交渉し、 相對 立す る 場合 を寫 した 作物で ある。 是を 主客 顚 倒と 見 

る の は 始め から 自然 は 客で あ る ベ き 箸と の 僻目 か ら起 るので ある。 まあ 斯う いふの が 非難 の 要點で ある。 

せんだつ 

如何にも 御尤もな 御說 で、 余 は 之に 反對 すると 云 はんより は、 寧ろ 大贊成 を 表したい 位で ある。 先達て 

も ある 人が コ ン ラッドの 樣な もの を 描いて 何 所が 面白い かと 聞いた から、 余 は、 自然の 經過は 人情の 經過 

と 同じ 樣な 興味 を 以て 讀む 事の 出來る もの だ、 普通の が 人情 小說 なら、 コ ン ラッドの は 自然 情小說 だと 答 

へた 位 だから、 余 は 日 高 君より は 一歩 極端に 走って、 自然と 人間 を對 等に 取扱 ふ 境 を 通り越して、 自然 を 

主、 人間 を 客と 見た 面白味 を さへ 解して るる 積り である。 

現に タイフ ー ンの 如き 又、 船火事 (名前 を 忘れたり) の 如き は單に タイフ— ンを寫 し、 單に 船火事 を寫 

した ものと して 立派な 雄篇で ある。 首尾 一 貫 前後 相 待って 渾 然と 出来上がつ てるる。 何故かと 云 ふと、 篇 

中に 出て 來る 人間の 心狀、 及び 動作が 悉く タイフ —ンと 船火事なる 自然力 を 離れす に、 何 所 迄 も 密接な 閼 

係 を 以て 展化 進行す るから、 自然と 人間が 打って 一 丸と なされて、 偉大なる 自然力の 裏に 副へ 物と して 人 

間が 調子よ く 活動す るからで ある。 

所が 同じ 船と 海の 事 を 寄いた もので も、 船長が 眼病で、 船の 操縱 が出來 ない の を、 眼の 見える 振で どこ 


迄 も 押し通す 樣子 杯になる と、 筋 は 海 を 離れて、 船長 自身の 個人の 身の上 話に 移って 仕舞 ふ。 だから 斯う 

云 ふ 場合に いくら 海が 活動しても 夫 程 役に立たない。 夫よりか 船長の 一身上の 生活の 行路の 方が 氣 にか、 

る、 其方 を 旨く 取り扱って くれる 方が 極力 海 を描寫 する よりも 大切で あり、 且讀 者に 難 有い ので ある。 余 

の 見る 所では コ ン ラッド 位 其 調子 を 取らない。 

是 では まだ 日 高 君 は 首肯され ないか も 知れない から 尤も 著しい 例を擧 ける と、 ゼ、 ニガ ー、 ォブ、 ゼ、 

ナ— シッサ スの樣 な ものである。 是は 一 人の 黑 奴が、 ナ ー シッサ スと云 ふ 船に 乘り 込んで 航海の 途中に 病 

死す る 物語で あるが、 黑 奴の 船中 生活 を敍 した ものと して は、 如何にも 幼稚で、 出 來が惡 い。 然し 航海の 

描寫 として は 例の 通り 雄 健 蒼 勁の 極を盡 くした ものである。 だから、 余の 希望から 云 ふと、 なまじ ひに 普 

通の 小說 じみた 黑 奴と いふ 主人公の 經歴 はやめて、 全くの 航海 描寫 としたら ば 好から うと 思 ふので ある。 

然ら ざれば 入らざる 虱濤の 描寫を 割いて、 主人公の 身邊に 起る 波瀾 成り行き をもう 少し 上手に 手際よ く敍 

したら ば 好から うと 思 ふ。 

普通の 小説の 樣な 脚色が ありながら、 其方の 筋 は 一 向出 來てゐ ないで、 却て 自然力の 活動ば かり 目醒ま 

しいので、 余 は 之 を 主客 顚 倒と 評した ので ある。 所が 短 かい 談話で、 國民 文事 記者に コ ン ラッド 丈 を 詳し 

く 話す 餘 地がなかった ので、 つ ひに 日 高 君の 誤解 を 招く に 至った のは殘 念で ある。 

要するに 日 高 君の 御說は 甚だ 御尤 ななので ある。 けれども 余の コ ン ラッド を 非難した 意味、 及び 此 意味 

に 於て 非難すべき 作物 をコ ン ラッドが 書いた と 云 ふ 事 も、 日 高 君が 承認 されん 事 を 希望す る。 

此答辯 は 日 高 君に 對 しての みならす、 世間の 讀 者のう ちで、 まだ コ ン ラッド を 知らす して、 余の 說と日 

高 君の 說の 矛盾 丈 を 見て 其の 調和に 苦しむ 人の 爲に 草した ので ある。  ， 

II 四 二、 1、 三 〇 I . 
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明治座の 所感 を虛子 君に 問 はれて 

〇 虛 子に 誘 はれて 珍ら しく 明治座 を^に 行った。 芝居と いふ ものに は 全く 無知 無識 であるから、 どんな 印 

象 を 受ける か 自分に も 丸で 分らなかった。 虛子も 其 所が 聞きたい ので、 わざく 誘った ので ある。 尤も 幼 

少の頃 は 澤村田 之 助と か訥 升と かいふ 名 を 運 耳に した 事を覺 えて ゐる。 それから 猿 若 町に 芝居小屋が 澤山 

あつたかの 樣に、 何となく 夢ながら 承知して るる。 しかも、 あとから 聞く と訥 升. か焱 辰だった とい ふ 話で 

あるから 驚^。 それ は 大方 噓だ らうと 思 ふ。 物心が ついてから は 全く 芝居に は 足 を 入れなかった。 然し 自 

分の 兄 共 は 揃 ひも 揃って 芝居 好きで、 家に ゐ ると 不斷假 色 杯 を 使って ゐ るから、 自分 は 此假色 を 通して 役 

者 を 知って ゐた。 夫から 今日 迄に 圑十郞 をた つた 一 遍兒た 事が ある 計りで ある。 尤も 新派 劇 は 歸朝後 三 四 

遍見 たが、 诀 して 好き ぢ やない。 何時でも 盛 子に 誘 はれて 行く 丈で、 行った あとで は 大いに 辟易す る 位で 

ある。  、 

〇 夫で 明治座へ 行って、 自分の 桝へ這 入って 見る と、 た  >  四方八方 ざ わくして 色々 な 色彩が 眼に 映る 感 

じが 一恭 强 かった。 尤も 是は 能と 左程 性質に 於て 差違 はない が、 正面の 舞臺で 女の 生首 を 抱いたり 箱へ 入 

れ たりして るるのに 其 所作に は 一向 同情がない。 萬事餘 計な 事 をして ゐる樣 に 思 はれる。 丸で 西洋人が 始 

めて 日本の 芝居 を a たら、 かう だら うと 想像され る 位 妙な 心 持であった。 全く 魚の 陸^物で ある。 

〇 夫から 段 々慣れて 來た ち、 漸く 役者の 主意の 存 する 所 も 略 分って 來 たので、 幾分 か 彼我の 胸裏に 呼應す 

る 或 もの を 認める 事が 出來 たが、 奈何 せん、 彼等の やって ゐる事 は、 到底 今日の 開明に 伴な つた 筋 を 演じ 

てるない の だから 甚だ 氣の 毒な 心 持が した。 


〇 その 特色 を 一 言で 槪括 したら、 どうなる だら ラと考 へ ると、 —— 固より 色々 あり、 又 例の 如く 長々 と說 

明した くなる が —— 極めて 低級に 屬 する 頭腦を 有った 人類で、 同時に 比較的 藝術 心に 富んだ 人類が、 同 程 

度の 人類の 要求に 應 する ために 作った もの を 遣って るから だら うと 思 ふ。 例を擧 ける と、 いくら も あるが、 

丸 橋忠彌 とかい ふ 男が、 酒に 醉 ひながら、 濠の 中へ 石を拋 けて、 水の 深淺を 測る 所が、 如何. にも 大事 件で 

ある 如く、 又 如何にも 豪 さうな 態度で、 又 如何にも 天下の 智者で なくつ ちゃ、 こんな 眞似 は出來 ない ぞと 

云 はぬ 許りに 勿體 振って やる。 其勿體 振ろ 所 を 見物が わつ と 喝采す るので ある。 が、 常識から 判斷 すれば 

誰に でも 考へ つく 事で、 誰に でも 遣れる 事で、 遣った つて 仕樣の ない 事で ある。 だから 勿體 振り方 はいく 

ら藝術 的に うまく 出來 たって、 うまく 出来れば 出 來る程 可笑しく する 丈で ある。 それ を 心から 感心して 見 

るの は、 どうしたって、 本 町の 生藥 星の 御 神さん と 同程度の 頹 腦 である。 こんな 謀反 人なら 幾 百 人出て 來 

たって、 德 川の 天下 は 今日 迄つ  > いて ゐる箦 である。 松 平 伊豆守 なんてえ 男 も是と 同程度で ある。 番傘 を 

忠彌に 差し 懸けて 兒 たりなん かして、 丸で 利口 振った 十五 六の 少年 位な 頤腦 しか 有して ゐ ない。 だから、 

是等は 丸で 野蠻 人の 藝術 である。 子供が ま、 事に 天下 を 取り 競 をして ゐる所 を 書いた 脚本で ある。 世 

すの 坊ちゃんの 淺薄 愚劣なる 世界 觀を、 さもく 大人 振って 表白した 筋 書で ある。 こんな もの を 演ぜねば 

ならぬ 役者 は 嘸 かし 迷惑な 事 だら うと 思 ふ。 あの 藝は、 あれより 數 十倍 利用の 出 來る藝 である。 

〇 油屋 おこん 杯 も 無 嗜に刀 をす り更 へたり、 手紙 を 奪 ひ 合ったり、 丸で 眞 面目な 顔 をして、 い たづら をし 

て 見せる と 同じで ある o 

〇 祐天 なぞで も、 あれ 丈の 思附 きがあれば、 もう 少し ハイカラに 出 來る譯 だ。 不動の 御利益が 蠻 カラなん 

ぢ やない。 神が 出ても 佛が 出ても 一 向 差 支へ ない が、 たかが 如是我聞の  一 二 句で、 あれ 程の 人騒がせ を や 

るの みならす、 不動 樣迄騷 がせる の は、 開明の 今日 甚だ 穩 やかなら ぬ 事と 思 ふ。 あれ ぢゃ 不動 樣が 安つ ほ 
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くなる 計り だ。 不動 を あらた かにし ようと 思ったら、 もう 少し 深い 事情 を 原因に 置かな くつち や 不可ない- 

其上祐 天が ちっとも 愚鈍ら しくない。 いやに 色氣 があって、 さう して 黄色い 聲を 出す。 のみなら す 無喑に 

泣いて 愚痴ば かり 竝べ てるる。 あの 山 を 上る 所 杯 は 一 起 一 仆 悉く 誇張と 虛僞 である。 M の 上から 水杯 を 何 

杯 浴びた つて、 ちっとも 同情 は 起らない。 あれ を眞 面目に 見て るるの は、 虛僞の K 襲に 囚 はれた 愚かな 見 

物で ある。 

〇 立ち 廻りと か、 だんまり とか 號 する もの は、 前後の 筋に 關係 なき、 獨 立した る體 操、 もしくは 滑稽 踊と 

して 賞翫 されて ゐる らしい。 筋の 發展 もしくは 危機 切逼 とい ふ點 から 見たら、 如何にも 常識 を缺 いた 暢氣 

な 行動で ある。 若しくは 過 長の 運動で ある。 其 代り 單 なる 體操 若しくは 踊と して 見れば 中々 發 達した もの 

である。 

〇 お 俊 傳兵衞 は大餍 面白かった。 あれ は 他の ものの 樣に 馬鹿 氣た點 がない。 藝 術と、 人情と、 頭腦 が、 平 

均 を 保って ゐる。 戈渾然 融合して ゐる。 幕の 開いた 時の 感じ もよ かった。 慕の 閉まる 時の 人物の 位置 態度 

も大變 よかった。 さう してお 俊 も傳丘 ハ衞も 綺麗であった。 只 與次郞 なる ものが 少々 遣り過ぎる。 今一 歩う 

ち 揚に控 へれば、 あんな 厭味 は 出ない 害で ある。 

〇 仕舞の 踊 は 綺麗で 愉快だった。 見て ゐて 人情 も 頭腦も 人らない。 た V 藝術 的に 眼 を 喜ばせる 單 純な もの 

であるから、 そこが 自分に は 頗る 結構であった。 

〇 最後に 一 言す るが、 自分 は 午後の 一 時から、 夜の 十 一 時 迄 明治座の 中で 暮らした。 時間から 云 ふと 大變 

な ものである。 是は 日本の 芝居が 安 過ざる か、 又は 見物が 慾 張り 過ぎる 證據 である。 實を云 ふと 自分 はも 

つと 早く 濟む 方が 便利であった。 た-、 まだ ある もの を 途中で 出る の は勿體 ないから、 消極的に 慾 張って 

仕舞 迄ゐ たので ある。 自分と 同感の 人 も 大分 ある だら うと 思 ふ。 然し 見物が 積極的に、 此 長時間に 比例す 


る 程 慾 張る が 故、 役者 も 巳む を 得す 働く とすれば 役者 は 甚だ 氣の 毒で ある。 同盟して もっと 見物 賃を 上け 

るが 好い。 41. 肉で も 葱で も 外の 諸式 はもつ とぐ つと 高くな りつ 、 ある。 
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虛子 君へ 

咋日は 失敬。 斯う 續け樣 に 芝居 を 見る の は 私の 生涯に 於て 未曾有の 珍 象です が、 私が、 私に 固有な 囚循 

極まる 在來の 軌道 を ぐれ 出して、 一寸で も 陽 氣な御 交際 をす ろの は 全く 貴方の 所爲 です よ。 それに も 飽き 

足らす、 此上 相撲へ 連れて行って、 それから 招魂 社の 能へ 誘 ふと 云 ふんだ から、 貴方 は 偉い。 實際 善人 か 

惡人か 分らない。 

私 は 妙な 性質で、 寄席 興業 其 他 娛樂を 目的と する 場所へ. 行って 坐って ゐ ると、 其 間に 一 種 荒涼な 感じが 

起 るんで す。 左右 前後の 綺羅が 頭の 中へ 反映して、 心理 學に 所謂 反照 聯想 を 起す 爲か とも 思 ひます が、 全 

くさう で， o ない らしいです。 あんな 場所で 周 園の 人の 顔 や 樣子を 見て るると、 みんな 浮いて 見えます。 男 

でも 女で も 左 も 得意です。 其 時 ふと 此 顔と 此樣 子から、 自分の 住む 現在の 社會が 成立して ゐ るの だとい ふ 

考 へが 何處 からか 出て 來て 急に 不安になる のです。 さう して 早々 自分の 穴へ 歸 りたくな るんで す。 

そのと き は 未だ 好い が、 次に 屹度 自分 も 人から 見れば、 矢っ張り 浮いた 顔 をして、 得意な 調子 を 振り 舞 

はして ゐ るんだら うと 氣が附 くので す。 さう すると 如何にも 自分に 對 して 面目なく なります C 其 次に は、 

自分の 浮氣ゃ 得意 は此場 限りで、 もう 少しす ると 平生の 我に 歸 るの だが、 外の 人の は、 是が 常態であって- 

家へ 歸 つて，^、 職務に 從 事しても、 あれで 遣って るるんだ と 己 惚れます。 すると 自分 はどうしても 此 所に 

居るべき ではない となる。 宅へ 歸 つて、 一 一 一時 問默 坐して 見たい なんて 氣が 起り ます。 

其 癖 周 園の 筌氣に は名狀 すべから ざる 派出な 刺激が あって、 一方から いふと 前後 を 忘れ、 自我 を沒 して- 

此 派出な 刺激 を 痛切に 味 は ひたいの だから 困ります。 其 意味から いふと、 美々 しい 女 や 華奢な 男が、 天地 


紳明を 忘れて、 當 面の 春色に 醉 つて、 優越な 都會 人種 を 以て 任す る樣 や、 或は 天下 を わがもの 顔に 得意に 

振舞 ふの が 羨ましい のです。 さう かと 云って 此 人造 世界に 向って 婼進 する 勇氣は 無論ないです。 年来の 生 

活狀 態から して、 私 は 始終 山の手の 竹 藪の 中へ 招かれて ゐる。 のみなら す、 此竹藪 や 書物の なかに、 丸で 

趣の 違った 巢を 食って 生きて 來 たのです。 其方が 私の 性に 合 ふ。 それから 直接に 官能に 訴 へる 人工的な 刺 

激を 除く と、 此巢の 方が 遙 かに 意義が ある 樣に思 はれ るんだ から、 四邊の 空氣に 快く 耽溺す る 事が 出來な 

ちゆう l*J し 

いで 迷つ ちま ひます。 こんな 中腰の 態度で、 芝居 を 見物す る 原因 は複雜 S 樣で すが、 其五釗 乃至 七 釗は舞 

臺で演 する 劇 そのものに 歸 着す るの かも 知れません。 あの 劇が ね、 私の 巢の 中の 世界と は 丸で 別物で、 し 

かも あまり 上等で ないから だら うと 思 ふんです。 かう 云 ふと、 役者 や 見 物 を ー槪に 罵倒す る樣で わるい か 

ら、 1 寸說 明し ます。 

此 間帝國 座の 二宮 君が 来て、 あなたの 明治座の 所感と 云 ふ もの を讀ん だが、 我々 の 神經は 麻痺して ゐる 

所爲 だか 何だか あなたの 口にする 樣な 非難 は 到底 持ち出す 餘 地がない、 芝居に なれた ものの^から^ ると 

筋 なぞ は どんなに 無理 だって、 妙 だって、 丸で 忘れて 見て ゐ ますと 云 ひました。 成程 それが 僕の 素人で あ 

る 所 かも 知れない と 答へ た樣な もの、、 私 は 二宮 君に 斯んな 事 を 反問し ました。 僕 は 芝居 は 分らない が 小 

說は 君よりも 分って ゐる。 其 僕が 小說 を讀ん で、 第一 に感 する の は 大體の 筋卽ち 構造で あろ。 筋なん かど 

うで も、 局部に 面白い所が あれば 構 はない と 云 ふ氣に はとても 成れない。 從 つて 僕が 如何程 芝居 通に なつ 

た 所で、 全然 君と 同じ 觀察點 に 立って、 芝居 を 見得る かどう だか 疑問で あるが、 其邊 はどう だら う。 — 

話し は 要領 を 得すに 濟んで 仕舞った が、 私に は 矢っ張り 構造、 譬 へば 波瀾、 衝突から 起る 因染 とか、 此因 

果と、 あの 因果の 闕係 とか 云 ふ ものが 第 一番に 眼に つくんで す。 所が それが あんまり 善く 出來 てるな いぢ 

やありません か。 ある もの は 私の 理性み-愚弄 する 爲に 作った と 思 はれます ね。 太 功記な ど は 全く さう だ。 
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ある もの は 平板の べつ、 のつ ベら ほうで せう。 楠なん とかい ふの は、 誰が 見た つての つ ベら ほうに 違 ひな 

い。 ある ものに 至って は、 私の 人情 を慯 つけよ 5 と 思って 故意に 殘 酷に 斿 へさした と 思 はれる 位です。 き 

られ與 三郞の —— さう、 尤も 是は 純然たる 筋ぢ やない が、 まあ 殘 酷な 所が ゆすりの 原因に なって ゐる でせ 

生涯の 大勢 は 構 はない 其 日々々 を 面白く 暮らして 行けば 好い とい ふ 人が ある やうに、 芝居 も 大體の 構造 

なんか 眼中に 置く 必耍 がない、 局部々々 を斷片 的に 賞翫 すれば 可い とい ふ說 —— 一 一宮 君の やうな 說で すが、 

まあ 其說に 同意して 見たら どんな もので せう C 

夫で も賞翫 は出來 ますが、 それ を 賞翫 する に、 局部の. 2： 容 を賞翫 する のと、 其 内容 を發現 する 爲に用 ふ 

ろ 役者の 藝 を賞翫 する のと、 殆ど 內容を 離れた、 .2: 容の發 現に は 比較的 效能 のない 役者の 藝 を賞翫 する の 

と 三つ ある 樣で すね。 

斯うな つても 芝居の 好きな 人 は、 矢っ張り 內容に 重き を 置いて 居ない 樣ぢ やありません か。 お 富が 海へ 

飛び込む 所 なぞ は 内容と して、 私に は 見る に堪 へない。 演り 方が 旨い とか 下手い とか 云 ふ藝術 上の 鑑賞の 

餘 地がない 位 厭です。 中村不 折が 隣に るて、 あのと き藝術 上の 批評 を 加へ てるた の を 聞いて 實は 意外に 思 

ひました。 所が 芝居の 好きな 人に は 私の 厭 だと 思 ふ 所 は 一 向應へ ない 樣に 見えます がどうで せう。 

光秀が 妹から 刀 を 受取って 一 人で 引 込む 所 は、 内容と して 不都合がない。 だから 藝術 上の 上手 下手 を 云 

ふ餘 地が あつたの です。 あすこ は 虫 貝 方が たも 旨い と 云った。 私 も 旨い と 思 ひます。 た 5T し、 あすこの 藝術 

は 内容 を發 現す る 爲の藝 術で せ う。 

第三の、 內容と は 比 较的關 係の ない 藝 術になる と、 妙です な。 内容 を賞翫 して 好 いんだ か、 藝術 を賞翫 

して 好 いんだ か 分りません。 十 段 目に、 初 菊が、 あんまり 聞こえぬ 光よ し樣 とか 何とかい ふ 所で 品 をして 


ゐ ると、 私の 隣の 桝にゐ た 御婆さんが 誠實に 泣いて たに は 感心し ました。 あの 位單 純な 内容で 泣ける 人が 

今の 世に も あるかと 思ったら 難 有かった。 我々 はもつ とすつ と、 擦れて るから 始末が 惡 い。 と 云って あす 

こが 詰らない んぢ やない。 可な り 面白かった。 けれども 其 面白味 は あの 初 菊と いふ 女の 胴 や 手が 蛇の 樣に 

三味線に つれて、 ひなく する から 面白 かったんで、 人情の 發現 として 泣く 了簡 は 毛頭な かったんです。 

此點に 於て 私と 芝居 通の 諸君と 一 致して ゐる かどう だか 伺 ひます。 御婆さんに 贊成 なさる か。 私に 同意な 

さる かで 事 は 極まります。 

忘れました。 局部 內容發 現の 藝 術で 尤も 旨かった の は 蝙蝠 安です な。 あれ は 旨い。 本當に 出来て る G ゆ 

すり をした 經驗の ある 男が 正業に 就いて 役者に なつたん でなければ、 あ、 は 行くまい と 思 ひました。 顔 も 

ごろつき さうな 顔で せう。 あれが 髭 を 生やして 狩 衣 を 着て 楠 正 成の 家來 になって たから 驚いた。 • 

次に 内容と 全く 獨 立した、 と 云 ふより 內容 のない 藝術 があります が、 あれ は 私に も少々 分る。 鷺 娘が 無 

喑に 踊ったり、 それから 吉原 仲の 町へ 男性、 中性、 女性の 三 性が 出て 來て 各、 特色 を發 揮す る 運動 を やつ 

たりす るの は 可いです ね。 運動 術と して は 男性が 一 番旨 いんだ さう です が、 私 は あの 女性が 好きだ、 好い 

恰好 をして ゐるぢ やありません か。 それに 色彩が 好い。 

色彩 は 私に は 大變な 影響を及ぼします。 太 功記の 色彩な ど は 甚だ 不調和 極まって 見えます。 加藤淸 I が 

金釦の シャツ を 着て ゐ ましたが、 可笑しかったです よ。 光秀のう ち は 長屋です な。 あの 中に あんな 綺麗な 

着物 を 着た 御 嫁さん なんかが るるんだ から、 勿體 ない。 光秀 は 何故 百姓 見た 樣に： ^ 槍 を 製造す るんで すか- 

木更 津汐 干の 場の 色彩 は ごちゃくして 一 旯厭 になり ました。 御成 街道に ベ ン キ 星の 長い 看板が あるか 

ら 見て 御覧なさい。 

. 楠 一族の 色彩 は 甚だよ ろしい。 第一 調和して ゐろ樣 です。 正 成の 細君 は 品が あってよ ござんす。 あの 子 
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も 好い。 みんな 好い 色 だ。 

私の 厭な 所と、 好きな 所 を 性 貧から 區 別して 竝 ベて 御覧に 入れました。 是で 私が 芝居 を 見て ゐる 時の 頃 

慶流ひ 1 ^持 力..^ し說 明が 出來た 積り です-か、 まだ この 外に も 中々 あります。 それ は 他日 御 面き の 節に 嚷り 

ます。 不折は 男性、 女性、 中性 を 見す に歸 りました ね。 不折は 奴 的の 畫が 好きなん だら うと S ひます。 凡 

鳥 君に よろしく。 以上。 

II 四 二、 六、 1 二 稿 I - 


太陽 雑誌 募集 名家 投票に 就 い て 


新聞 ゃ雜 誌で よく 藝人ゃ 美人の 投票 を やる 事が ある。 是は餘 程 以前から 行 はれた 樣で、 現に 余 は 子供の 

時是 等の 投票の 結果に 支配 せられて 、 當 選者 を 實際夫 丈の 價 値が あ る やうに 思って、 私 かにえ らい もの だ 

と考へ てるた 時期 もあった 位で ある。 成長して 見る と、 多くの場合に 於て 此 投票なる ものが 一 種の 蓮 動か 

ら出來 上がって 居る とい ふ 事が 分った。 是 等の 場合に 於て、 投票 を 受ける ものの 性質 は、 大抵 人氣を 大切 

にす る 家業 か、 もしくは 人氣を 苦にする 虛榮 家で ある。 だから 營業 上の 必要 もしくは 心瑰 上の 満足の 爲、 

當 選の 名 譽を擔 ひたくなる。 從 つて 色々 な 工面 をして 當 選され ようとす る。 然るに 投票なる もの は、 勝負 

を诀 する 尤も 簡單な 方法で、 何等の 内容な き 白紙の 數で 運命が 決せられ るので あるから して、 此 際の^ 券 

は 丁度 紙幣 の效 川を帶 びて 來る。 さう すると 被 投票者 は 自己の 眞實價 で 競爭す る 必要が な. くな つて 來 て、." 

ロハ 表面上の 數 字で 競 爭 さへ すれば 濟む譯 になる から、 其競爭 は內容 の 優劣で はなく つて、 金力の 勝負に 歸 

着して 仕舞 ふ。 誰も 金 を 出して 白紙 を 買 ひたがる もの はない けれども、 投票の 結果が、 直接に 自家の 生活 

に 影響 を 及 ほす か、 或は 本能 的と も 見られべき 弱點に 至大な 關係を 及 ほす 以上 は、 II 又 其 性質が 金力に 

換算 せられる 事 を 許す 以上 は II 彼等 は 巳む を 得す、 或は 喜んで 買 收の策 を囘ら すの が當然 である。 從っ 

て 現今 投票な ど を 募集す る 新聞 雜誌は 其 主意の 何たるに 係らす、 此ロ寳 の もとに 財幣 を吸收 する ものと 一 

概に 見做されて 仕舞 ふ。 中には 眞 面目なの が あるに 相違ない けれども、 其 手段が 右の 如き 特長 を 有して ゐ 

るの だから、 此 手段 卽其 主義 を 代表す る ものと 認定され るの は 已むを得ない。 しかも 新 IM 雜誌 がー 種の 營 

業で ある 以上 は、 ある 場合に はか、 る 方針 を 取る の も (營 業と して は) 正常で ある。 

I  S 


すると 金で 投票 を 買 ふの も 尤もな 事で、 金で 投票 を 賣り附 ける の も 尤もで ある。 實際 問題と して 考 へる 

と、 . I 生活 問題 虛榮 問題 もしくは 營業 問題と して 考へ ると、 是程 尤もな 事 はない。 但し 德義 問題から 云 

へば、 雙 方共不 尤もで ある。 雙方 共に 信用がない からで ある。 他 を 馬鹿にして るるから である。 詐欺 を 働 

いて るるから である。 

そこで 此 投票の 手段 やら、 此 投票の 結果 やら を- どっちの 問題と して 見る のが 好から うと 云 ふ 事になる。 

つまり 見方 は 一 一つ ある けれども 實行 する 際に は、 どっち か片附 けて かゝら なければ、 動きが 取れな いんだ ■ 

から、 此兩面 ある^ 方の 一 方に 眼 をつ ぶって、 I 方丈で 推して 行く の は 事 實の發 展が證 明して ゐる。 從っ 

て事實 として 發展 させる 前に、 どっちの 心 持で 取り掛かるべき だら うと 云 ふので ある。 かう 云 ふと 道學者 

から 叱られる かも 知れな. いが、 德義と 云 ふ もの は 一般の 生活 狀 態に 安 慰 幸福 を與へ るの が 目的で あるから, 

して， 生 活其 物が 根本的に 杜絶 せられる 場合に は 列 底 顧慮す る 事 は 出来ない ものである。 日露 戰爭 のとき 

r 方が 德義 問題で 戰爭を 始めたら 小銃 一 つ すら 放す 事が 六づ かしい 譯 である。 從 つて ある 事件 を德籙 的に 

取り捌く 爲に は、 しか 取り捌く 丈の 餘裕が 力ければ ならない。 生活 狀態 がそれ 程 壓迫を 受けて 居らん と假 

定 しなければ ならない。 もし 生活に 相當の ゆとりが あるに も 係らす、 どこ 迄 も實利 問題で 押し通したら、 

押 し 通す 方が 强 つく 張りで ある。 若し 明日の 命も危 いとい ふ 場合に、 版行で 押した 樣に 德義 問題 を逼 つ た 

ら、 逼られ たもの は 可哀相で ある。 嘘を吐いても、 詐欺 をしても、 德義の 服 は 塞いで やるべき ものである。 

日本の 現在の 狀態 は、 一般生活に ゆとりがない ので、 色々 の 問題 を、 德義の 方面から 解釋 しない 人の 多 

く 出て 來 るの は 御 jbl に 悲しむべき 現象で あるが、 是も 前の 樣に考 へ て a ると、 單に 悲しむべき 現象に と 

まって、 あながち 强 つく 張り 計りが 寄り合って 國家を 建設して ゐ ると 斷： 一一 in する 必要 もない だら う。 た V 御 

互の 運が 惡 くて、 せち 辛い 世に 生れた と 諦める より 仕方がない。 


だから 太陽 雜 誌の 投票 も、 一般投票と 見做され 易 いのは 已むを得ない。 よし 見做されても 今日日 本の 狀 

態に 於て、 太陽 雜誌 たる もの は 毫も 恥 づる所 はない 譯 である。 當 選の 諸 公 も 其 通り 金力で 萬、 二 萬の 點數 

を 得た と 思 はれても 一 向 差 支へ ない と 思 ふ。 

た  >  「太陽」 投票の 一 般と 異なる 所 は、 博 文 館の 信用が 比較的 堅固な のと、 當 選され る 人が、 未 來の總 

理 大臣と か、 未來の 外務大臣 とか 云 ふ、 金を使って 投票され る 程の 必要の ない 資格 者で ある 事で ある。 た 

だ 文藝家 及び 未來の 大關君 杯の 投票に 至る と、 一般 藝 人の 投票と 紛れ 易い。 とい ふ もの は、 我々 文藝家 は、 

取り も 直さす、 高等 藝人 である。 一 方から 見れば 人氣 家業で ある。 だから 生活の 必要 上から 云っても 常 選 

を 利益と すべきで ある。 のみなら す、 文 藝家は 皆虛榮 心で 活動して ゐる もの 計りで ある。 (文藝 家 諸君の 

うちで、 もし 抗議 を 申し込まれる 方が あれば、 申し込まれた 方丈 は 取り除く。) 其點 から 見ても 當選 は満， 

足の 至りで ある。 だれら 普通の 原則に 從 つて、 此 部の 投票に は 金力の 競爭が 始まる べきが 至當 である。 所 

が 文 藝家は 申し 合 はせ た樣に 貧乏で ある。 漱 石が 一 萬 圓で家 を 作る と 聞いて 驚く 樣な 連中ば かりで ある。" 

だから 手の 出し 樣 がない。 「太陽」 を 一 萬 部 買 ふに は 二三 千圓の 金が 人る。 そんな 金が あれば 原稿 を 書か 

すに 當分寢 て 暮らせる 譯 である。 其 上 博 文 館の 投票が 全然 自己の 未來を 支配す るに 足る 程 有力と も 思へ な 

い。 のみなら す 我々 文 藝家は 普通の 藝 人より、 より 以上の 敎育を 受けて ゐる。 此敎 育のう ちに は、 前. S. 丄 

た 物 を德義 問題と して 觀る眼 を 含んで ゐる。 是 等の 原因が 合倂 して、 文 藝家は 金力の 競爭 は出來 なかった、 

又 遣らなかったら う。 博 文 館の 坪 谷 君が 來て、 此事丈 を 特に 證 明され た 所 を 見る と、 少なくとも 金力 競爭 

の痕迹 はなかった ものと 認めて 差 支へ ない。 

さう すると、 此 投票の 結果 は 公平な ものでなくて はならぬ と 云 ふ 結論に 到着す るか も 知れない。 所が 自 

分 は 平生から 投票に 就いて 一種の 主義 を 抱いて ゐる。 五月 初め 「太陽」 の 寄贈 を 受けた 時、 自分 は 自分の 


ニハ穴 

考へを 認めて これ を 「朝日 新聞」 に 掲載した。 文句 は 左の通り である。 

二三 日 前 太陽 雜誌 五月 號の 寄贈 を 受けた。 見る と、 同誌 上に かねて 募集し つ、 あった 「名家 投票」 

の 結果が 發表 になって ゐる。 さう して、 そのうちの 文藝 家と いふ 名の 下に、 余の 姓名が 見えた。 余 は 

今日 迄 太陽 雜誌 の讀 者でなかった 爲、 殘 念ながら 此 投票 募集の 主意 を 知る ことが 出来ない が、 一般 投 

票と 云 ふ ものに 對 して は 常に 善くない こと だと 云 ふ 考へを 抱いて るる。 それで 我 朝日 紙上 を 借りて、 

1 應 余の 意見 を 述べ る。 

天下に 投票の 稀 類 も 多から うし、 又 其 主意 も澤山 あらう が、 如何なる 場合で も、 其 結果 は 優劣の 相 

揚を 定める 事に 歸 着して 仕舞 ふ。 然るに 文明 人 は 決して 自己 を 以て、 他よりも 小な り 若しくは 下等な 

りと 肯ふ 程に 英雄 崇拜 の隋 性を帶 びて 居らぬ ものである。 萬 一 他 を 以て 己の 上に 置く とき は，、 必す 己. 

の 自由意志 によ P て、 相當 の根據 を、 强 ひられざる わが 一 隻眼に 求める 外 はない。 然るに 投票なる も 

の は、 己の 相場 を、 勝手次第に、 無遠慮に、 毫も 自家 意志の 存在 を 認める 事な しに 他人が 極めて 仕舞 

ふ。 多数の 暴君が 同盟した と 同じ 事で ある。 是を 公平と 云 ふの は、 他 を 自分より えらい と 認めた 場合 

か、 然ら すん ばた》 投票す る ものの 言 草で" 投票され る もの は、 自分の 主意の 少しも 貫徹し ない 點か 

ら 見て、 尤も 不公平な 運動 (ある 場合に は) と號 して 差 支へ ない。 議會の 投票 杯 も 公平 だから 遣る と 

思 ふの は 間違 ひで ある。 あ、 しな ければ 诀 着が 附 かないから 仕方なし に 不公平な 事を敢 てして ゐ るの 

である。 從 つて 今日 開明の 世に 於て、 人々 自意識 を 有して、 己 を 評價し 得る 自由 を與 へられつ、 ある 

以上 は、 成るべく 此 自由 を 奪 はない 樣 にす るの が正當 である。 投票 は 多 數の聲 を 借りて 問 接に 此 自由 

に 壓迫を 加へ る 手段に なり 易い。 だから 已むを 得ぬ 場合の 外 は 遣らん 方が 好から うと 思 ふ。 

余 は 少年の 頃よ く、 西鄉 隆盛と 楠 正 成と どっちが 偉から うの、 ワシントンと ナ^レオンと どっちが 


優れてる る だら うのと 云 ふ 質問 を發 して、 年寄 を 困らせた 事が ある。 今考 へて 見る と 優劣なん か 到底 

分り やしない。 文 藝界に 於ても 其 通りで ある。 余 は 「太陽」 の 投票結果 によると 中 村不折 君より 上に 

居る。 其 中 村 不折君 は 幸田延 子さん より 上に 居る。 さう して 三人 共 皆門逯 ひで ある。 此 三人が 寄って 

御 互の 價値は 斯う 極まった さう です が、 果して さう でせ うかと 相談した つて 纏まる 譯の もの ぢ やない- 

幸 ひに 余 は 點數が 多い から、 是が 公平 だと 主張す るか も 知れない が、 中 村 君が どうして 默 つて ゐろも 

のか。 つまる 所 は、 余の 名譽 は、 幾分 か 中 村 君の 名譽を 削って 來て、 さう して、 自分の 上に 食つ 附け 

た 傾きが あるから、  ^かも 何等の 理由 もない のに 削って 來 たんだから、 中 村 君 は 承知し ない 譯で 

ある。 幸 田さん も 同じ 事 だら うと 思 ふ。 

同じ 當 選者の 内に 島 村 抱 月 君が るる。 是は略 同商賣 だから 優劣が 附け 安いと 考へ る 人が あるか も 知 

れ ない。 それが 大問逯 ひで ある。 全體 人に 對 して 誰と 誰と は 何方が えらい 杯と 聞く のは必 す、 其 道に 

喑ぃ 素人で ある。 素人 は眞喑 だから、 何でも 自分に 覺ぇ 易い 樣に 無理 無體に 物の 地位 關係を 知りた が 

るの 結果と して、 か、 る簡單 極まる とば 口の 返答 を 得て 満足す るので ある。 つまり は 自分 は 到底 知る 

權利 のない 問題に 首 を 出して、 知ったか振り をした がるので、 要するに どっちが えらい のかと 活版で 

極めて 貰はなくて は 不安心な ので ある。 

同じ 文藝 でも 多 趣多樣 である。 文藝 上の 作物 も 亦 多 趣 多様で ある。 圑子を 串で 貫いた 樣に 容易く 上 

下 順序が 附 けられる 譯の もので はない。 苟も 筆 を 執って 文壇に 衣 する 以上 は、 余の 如き もので も、 

相當の 自信と 抱負の あるの は 勿論で ある。 その 自信 あり 抱負 ある 點に 於て は敢て 何人に も 讓らぬ 丈の 

覺悟は 己 惚れに もせよ 有して ゐる。 けれども、 (西洋の 大家 は 暂く云 はすと して) 現代 日本の 諸 作家た 

る もの、 何れも 同樣 同程度の 覺悟は ある 箸で ある。 のみなら す 余は實 際是 等の 諸君の 如何なる 作物に 
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接しても、 到底 余の 及ぶ 能 はざる 點を 認め 得ない 事 は 少ない。 して 見る と 我々 は必竟 平地の 上に 散點 

すべき 人間で ある。 將棋の 駒の 樣に 積み かさねら るべき もので は 無から う。 人の 肩の 上に 乘 るの は 無 

禮 である。 且危險 である。 人の 足 を わが 肩の 上に 載せる の は 難儀で ある。 かつ 腹が立つ。 何方に して 

も 等級 階段 をつ けられて 一 直線に 竝 ぶべき 商 賣とは 思へ ない。 相撲 は 別物で ある。 あれ は 相手が あつ 

て 勝負 を附 けなければ 立ち行かない 家業 だから 仕方がない。 文藝 家の 作品 は 單獨な 作品と して 立派に 

通用す る。 もし 比較す る 必要が あれば 其 道の 人が 出て 相互の 複雜な 特長 を 明^かにすれば 夫で 濟む。 

文藝の 批評家 は 相撲の 行司の 樣に 勝負 を 名 乘る必 要は 毫もない。 

余 は 太陽 雜 誌の 讀 者で はない が、 太陽 雜誌 及び 記者に 對 して 诀 して 悪意 を抱藏 する もので はない。 

太陽 雜誌及 記者が 四 ヶ月の 日子 を 費やして、 廣く 私な き 投票 を 募られた のみなら す、 十數 名の 當 選者 

へ 金 盃贈與 の 計晝さ へ 立てられ たの は 種々 の 方面から 見て 賞 讚に 價 する 美 舉とは 認める けれども、 以 

上の 理由で、 遣憾 ながら、 余の 平生の 主義と 反する から、 折角の 光 榮を擔 ひながら、 その 記念と も 見 

る ベ き 贈 品 を 受ける 事が 出來 ない のを釋 念に 思 ふので ある。 

余 は、 余 若しくは 余の 作品に 對 する 同情の 記念と して、 今日お 晴與の 物品 を 受けた 事は厪 ある。 是 

等の 人 は皆當 初より 余 一 人 を 眼中に 置いて 眞 直に 余 を 目が けたので ある。 從 つて 彼等 贈 與の品 は 甲よ 

りこ を 優れり とし、 若しくは 丙 を 丁の 上に 置く 御， 褒美の 意味 を 毫も 含まざる 好意の 發 現であった。 又 

褒己貶 他の 痕迹 なくして、 只 余が 好きで ある、 余の 作物が 好きで あるから して 吳れ たもの 計りで ある C 

だからして 余 は 快く 貰 ふ 事が 出來 たので ある。 

太陽 雜 誌の 寄贈 を 受けた 後、 余は此 意見 を發 表する 事の、 或は 穩當 ならざる か を 疑った。 又 同雜誌 

に對 して 禮を缺 き はせ ぬかと も 懸念した。 けれども 是は 余の 眞 直な 考 へで ある。 さう して 其眞 直な 考 


へ を 公に する のが 此際 一般の 爲 にも 自分の 爲 にも 善い と 信じた。 夫で 思 ひ 切って、 これみ-朝日の 紙上 

に 載せる 事に したつ 萬 ー此數 言が 太陽 雜諭， の 所信 及び 所期に 反する のみなら す、 同雜 誌の 折角な 計畫 

に 寸毫の 煩 ひ を 及 ほすならば 余 は 謹んで 同雜 誌に 對 して 謝罪す る覺 悟で ある。 

自分の 所論 新紙揭 載の 翌日、 坪 谷さん が 雨 を 冒して 來訪 されて、 あなたの 考へ は咋日 新聞で 見た が、 此 

方の 計晝も ある 事 だから、 金 盃丈は 受けたら どう だら う。 もし 人が 何とか 聞いたら 坪 谷が 來て 無理に 押し 

附 けて 行った と 答 へれば 差 支へ なから うとの 親切な 勸 誘であった。 其 時 自分 は 坪 谷さん に 自分の 突飛な 行 

動 を 散々 詫びて、 「金 盃丈は 不可ません よ。 あんな 事 を 書いて、 投票に は反對 だが、 金 盃の方 はもら ふと 云 

ふ 事になる と、 ^の 主意が 立たない から」 と 御氣の 毒だった けれども、 とうく 謝絶した。 それでも 坪 谷 

さんが 首 を 傾けて ゐられ るので 、「どうで せう。 夏目漱 石と いふ 變 人が ゐて、 たった 獨り 頑固 を 云って、 金 

盃を 貰はなかった とい ふ 記念に、 私の 分 丈 を 博 文 館へ 保存して 置いて 下す つたら」 とい ふ樣な 妙な 說迄持 

ち 出した が、 坪 谷さん は 矢っ張り 納得され ない。 自分 一 人が 金盃を 受けない 爲 めに、 折角の 計 畫に狂 ひが 

出 來る事 だから、 自分 は 坪 谷さん に對 して、 甚だ 濟 まない 氣 がした。 が もとく 自分の 主義から 出た 事が- 

「太陽」 に對 しても、 坪 谷さん に對 しても、 其 他の 同誌 記者 諸君に 對 しても、 別段 悪感情 を 抱いて ゐる譯 

でも 何でもな いの だから、 では、 いっそ 大 びら に 投票 反對の 意見 を、 「太陽」 の 次號に 載せて、 當 選者に 閼 

する 議論、 傳記、 等の 中へ 加へ たら 宜 からう と 云 ふ 事に 相談が 極まった。 此篇 はさう いふ 闳綠で 金 盃を贳 

はない 罰と して 書いた ので ある。 寫眞も 其 時 坪 谷さん に 約束 をした ものである。 
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「額 の 男」 を讀む 

「それから」 を脫 稿した から 取り あへ す 前約 を 履行し ようと 思って 「額の 男」 を讀ん だ。 讀んで 仕舞つ 

て 愈 批評 を かく 段になる と 忽ち es に 打擊を 受けた。 さう して 一 一三 日の 間 は 殆ど 人と 口 を 利く 元氣 もない 程 

の 苦痛に 囚 へられた。 漸く 床の 上に 起き直って、 小 机 を 蒲圑の 傍まで 引 張って 來て 胃の 膨満 を 抑へ ながら、 

原稿紙に 向った 時 は、 もう 世の中が 秋の色 を帶 びて ゐた。 時機 を 失して 著 荞に對 して は 甚だ 濟 まない と 思 

つたが、 書かない より は增 しだら うと 己 惚れて 所感 を 記す 事に した。 

「額の 男」 の 著者が 普通の 小 說家を 以て 任す る 人で ない 事 は 云 ふまで もない。 從 つて 尋常の 小 說を畫 く 

ひつべ 

積り で、 「額の 男」 を 書いた のでない 事 丈 は 誰の 目に も 明らかで ある。 こ、 迄 は 此書を 一寸 二三 頁で も引剝 

がした ものに はすぐ 氣 がっく。 けれども 其 以上の 問 g~ になる と 中々 分らない。 「額の 男」 を通讀 して 其批 

評 を 書く つもりの 余に も 述作 上に あら はれた る 如是 閑と は 如何なる 人で、 如何み る 意味で 此書を 著して、 

又 何が 故に か、^ 調子の 變っ たもの を 公に して、 又 何が 故に 斯う 云 ふ 變り方 を 選んだ もので あるか 甚だ 不 

明暸 である o それ 所ではない。 此 書の 普通の 小 說と變 つて ゐる所 は どこが 特色 だら うと 思って、 一 寸 人に 

說 明した くても 容易に 判然たる 卽 答が 浮かんで 來 ない 位で ある。 

かど 

して 見る と、 此 害が 普通 _$ 小說 と、 どうい ふ 風に 違って ゐ ると いふ 筒 所を舉 ける 丈で も旣に 一 角の 批評 

である。 诀 して 無 盆な 事と は 思 はれない。 それ を 極 粗末ながら 一言で 述べて 見たい。 

普通の 小說に 於て 興味の 中心と なる もの は篇中 人物の 關係、 S. が 如 ：！： にして こに 移り行く かを讀 者に 指 

示す る 所に ある。 此關 係、 E- が 移らん として 移り 得ぬ 場合 や、 又は こに 行くべく して 却て 丙に 行く 場合 や、 


又は 甲から 動いて 再び 甲に 戾る 場合 は 皆 此の 〔脫 字〕 E- が 乙に 移る に は 昔風の 運命と いふ ものが 手傳 ふか 

も 知れない、 又 今の 人が 唱 へる 神祕 的な 要素が 働く かも 知れない、 或は 偶然な 外界の 事情に 制せられ るか 

も 知れない、 若しくは 篇中 人物の 主義の 有無、 敎 育の 高低、 地位の 上下と 其 意志の 强 弱と によって 制せら 

れる かも 知れない。 

此 等の 要素が 入り 亂れ て、 人物が どう 動く かとい ふ有樣 を、 篤と 納得させる 樣に 書き 卸ろ して 行く 所に- 

讀 者の 興味が 集中して 來 るので ある。 

して 見る と 普通の 小說 では、 移る と 云 ふ 事が 主眼になる。 如何に 旨く 移る * 如何に 自然に 移る、 如何に 

讀者 を啓發 する 樣に 移る、 如何に 讀者を 驚かす 樣に 移る、 如何に 讀 者の 頭 を 屈伏させる 樣に 必然に 移る、 

—— 是 等が 此 興味 を 園繞 する 諸條 件で ある。 

所-か 「額の 男」 を 見る と此 移る とい ふ 事が 殆どない。 篇中 人物の 閼係は 始めから 終り 迄 略同樣 である。 

よし 多少の 變 化が あっても、 書中に 書いて ある 諸條 件から 因果律で 推し 轉 がされて 移った もので はない。 

頁 以外から 抛け 込まれた 外發 的の 因數で 移って 居る。 だから 「額の 男」 の 興味 は、 普通の 小說の それの 如 

く、 篇中 人物の 關係、 甲が こに 移る 所に 存 すと は 云 はれない。 

では 「額の 男」 の 興味 は何處 にある か。 余の I る 所では、 全く 篇中 人物の 意見 其 ものの 興味で ある。 篇 

中 人物の 意見と 云 ふ 意味 は、 ま.^ 斯うで ある。 —— 普通の 小說の 中で 第一流の 作え 稱 せられる もののう ち 

で も篇中 人物の 抱 いて ゐる 意見 丈 拾って 讀 むと 極めて 詰らない ものが ある。 それ は その 苦で、 隨分 下等 社 

會の努 働 者 や、 山の 中の 無敎育 ものが 雄篇 大作の 主人公に ならん と は 限らぬ からで ある。 必竟は 以上 述べ 

た 理由で、 普通の 小說の 面白味 は篇中 人物の 意見で 左 迄に 支配され ないから そんな 事 は 第一 一義 第三 義に落 

ちて 仕舞 ふので ある。 だから 若し 昔風の 婆さん や 姐さん、 もしくは 裏店の 神さん、 もしくは 黑人 上りの 女 
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房 杯 を 捕へ ると すると、 其會 話の 內容は 自然 貧弱で なければ ならない。 唯 其 貧弱な 會 話が、 前後 相竣 つて 

始めて 人間と して 有意義な 一 種の 響 を傳へ るから それで 凡てが 償 はれる ので ある。 

もし 其斷片 的の 意見 (會 話に あら はれた る) を 拾って 其 價値を 穿 整したら 實に 馬鹿 氣. たものに なって 仕 

每ふ。 

I, グ  オビ-一 矛..' 

所が 「額の 男」 に 出て 來る會 話 —— しかも 此會話 は 常に 人物の 意見 を 代表す る 以外に 何事 を も 進行 させ 

てゐ ない が此會 話は會 話と して それ 丈に 色彩が ある。 無論 怠见 としての 色彩 だから 他の 色彩と 混同して は 

オビ ニォ. 一 

ならん が、 あんなに 社會 上、 人事 上、 學問 上に 於て 意見 を 持った 人が 寄り合って、 さう して 始めから 仕舞 

ナビ-一 オン  オビ 二 オシ  - 

迄 意見の 交換 を 遺って 居る 小說は あるまい。 さう して 其 意見が 悉く 奇拔な ひねくれ たもの 計りで ある 眼 

オビ -I ォ > 

新しい 耳新しい もの 計りで ある。 「額の 男」 の 興味 は 全く 此連續 した 一 調子 變 つた 意 ^ から 出る 刺激 だと 

云 はなければ ならない。 

. 余 は 此連續 不斷の 意見 を逐 一 に讀 みながら、 深く 如是 閑 君の 才氣 の. 煥 發縱潢 なる に 感服した 一 人で ある G 

他の 作家 をして 片言隻句 すら 容易に 纏めし むる 餘裕 を與へ ぬ 先に 如是 閑 君 は滔々 として 常人の 思 ひも 寄ら 

ぬ 事 を、 五 頁で も 六 頁で も繫 けて 行く、 實に 驚くべき 才力で ある。 

オビ- ，ォ A  ィ， ごァレ クチ ユア ル 

然し 一言 如是 閑 君に 忠告したい。 あの 意見 は、 世の中 を傍觀 する、 頭腦 的な 遊藝に 似た 所が ある。 ヰ 

ットは 無論 あり 餘る程 あるが、 惜しい かな 眞 正の 意味； i 於ての 眞理、 摯實 なる 観察と しての 漑 括と はどう 

も 受けと り惡 い。 

いくら 社會 上人 事 上 重大な 問題に 渉っても、 派出. で 華奢な 感が 先へ 立って ならない。 無論 さう 云 ふ 場所 

も 場面 も 必要に は 相違な からう が 「額の 男」 は あまりに 其 色彩で 蹂躪され て 居る。 

だから 讀 者の 方で は、 難 有い 敎訓を 得て 啓發 された と 思 ふよりも、 や あ 又 面白く 地口った な 才子 だな と 


感す る。 又 警句 を 吐いて 人 を 驚かさう として 居る ものと 考へ る。 

尤も 此 警句の 中には 诀 して 安つ ほい もの 計り はない。 且 君の 學 問の 範園、 知識の 領域に 至って は 我々 老 

生 をして 眞に 感服せ しむる 丈の 素養 は 十分 認められ るが 如何に せん 一 面から 話す と 以上の 弊を帶 びて ゐる 

樣な氣 がする から 已むを得ない C 

もう 一 つ 申したい の は、 —— 普通の 小說 でも 篇 中の 人物が 中々 意兒 家で ある 場合が ある。 其 意見 家の 裼 

t  ノーニ オシ  4 ビニ  4，ー 

合が 單に 意見と して 興味 を惹く 場き は 如是 閑 君の 場合と 同 一 であるが、 其 時は此 意見なる もの は S 単に 装飾 

さいぜん 

的 道具に 使用され てゐ る。 だから 小說の 本義と は 殆ど 没交渉で ある。 最前 述べた、 小說の 興味の 中心に 影 

オビ 二 ズシ  オビ 二 オン  W ビ 一一 ォ.. - 

響し て く る樣な 意見 になる と、 單な る 意見で は濟 まなくなる。 其 人物の 意見が 篇中 人物の 關係を 動 力して 

來 なくて はなら なくなる。 首 葉 を換へ ていふと、 意見が 人物の 頭の 奧へ 飛び込んで 其處 で、， 一 仕事し でか 

き  >  め  -I 矛シ.  . 

さなければ 效 目が なくなって くる。 斯うな つた 時に、 平面で 敍述 された 意 a が 漸く 立方 體に變 化して 奧行 

ォピ 一一 ォ シ 

の ある 樣な心 持が する ので ある。 余 は 如是 閑 君の 篇 中の 人物の 取りぐ に 面白い 意見 を 面白い と 思った か 

ら讀ん だに も 拘らす 其 意見 は 遂に 仕舞 迄 平面での ベ つに 平た い 感じが した。 それ は 全く 此 原因 だら うと 思 

ふ。 然し 旣に 普通の 小說 でない と斷 りながら、 普通の 小說の 資格 を 以て 再び 1 額の 男」 に 向 ふの は 我な が 

ら 矛盾で ある。 た V 是は 如是 閑 君の 御 參考に 申す 迄で ある。 

以上 は 「額の 男」 を 讀んだ 時の 感じ を 後から 考へ て 理窟 を附 した ものである。 斯う 明ら さまに 理窟 を附 

けて 見る と、 如是 閑 君に 濟 まない 樣な失 鱧な 箇條も 出て 來 たが 仕方がない。 我々 批評家 は 好い 加 滅な事 を 

云って 作家に 媚びる よりも、 自分の 思 ひ 通り を、 作家の 前に 披瀝して、 潔く 罪 を 作家に 得た 方が 自分に 對 

しても 作家に 對 しても 義務 ある 所 爲と考 へ る。 

夫から 余 も 批評 もやる が 創作 もやる。 此 「額の 男」 の 批評 中で 移して 余 自身の 小說の 上に 持って来て 非 
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難 f て も 構 はない もの も あるか も 知れない。 如是 閑 君 も 其 逯は御 容赦あって、 一 體 御前の 小說ま 可う だ 杯 

と 遣り込められ ざらん 事 を 希望す る。  "ss  /_f(f  ^狩 
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「夢の 如し」 を讀む 

四方 太 君の 「夢の 如し」 はホト 、 ギスに 出た 時分に 一 應 は通讀 して 面白い と 思った。 殊に 其 初めの 方 を 

面白い と 思った が、 其 後 纏めて 一 卷の甞 物にする とい ふ 話 を 聞いて、 書物に して 通読したら 其 興味が 或は 

削減せられ はしまい かと、 餘 所ながら 心配した。 是は 何故と いふ 說 明よりも、 寧ろ 其 企ても 閬 いた 時、 は 

たと 感じた 事な の だから、 其 通り を 今 正直に 白狀 する ので ある。 それ も ロハの 白狀 なら I： 方 太 君に 取って 却 

て 迷惑 かも 知れない が、 此白狀 の 裏に は、 想像の 懸念が 實 際の 鑑賞の 爲に 見事に 打ち消され たとい ふ、 朋 

友と して は 愉快な 事 實を含 んでゐ るの だから、 殊更に 夫 を 公に する ので ある。 

實は 「夢の 如し」 が 本に なって 出たら、 批評 をしょう と 云 ふ 約束であった。 處が 約束 丈で 本が まだ 出來 

上がらない 先に 旅行 をして 仕舞った。 比較的 長い 旅行で あつたので、 「夢の 如し」 の 評 も 時機が 後れたら う 

から、 どんな もの かと 思って 歸 つて 來た。 すると 留守中に 溜まった 西洋の 雜誌 やら 書物 やら、 手紙 やらが 

氣を 腐らす 程 積もって るて、 何時 是 等に 對 する 義務 を 果たす 事が 出來る だら うと、 窃かに 自分の 課程 を自 

分から 狂 はした 無頓着 を 後悔し 始めた。 小冊子 「夢の 如し」 は實に 此甞册 堆積の 間に 潜んで ゐて、 人の 注 

意 を 受ける 迄 は、 余 自身に も何處 にある か 氣が附 かなかった ので ある。 

余は此 非廣告 的な 冊子 を 一 一三 日 前 漸く 手に する の 閑 を 得た。 さう して、 近來 にない 一 種の 趣 を 把持し つ 

つ、 長い 夜を燈 火に 親しみ 盡 くす 事 を 得た。 心 怠 雜亂の 際 はからす も 「夢の 如し」 に 筏^して * 此 境地に 

住する 事 を 得た の は 余の 深く 四方 太 君に 感謝す る 所で ある。 

「夢の 如し」 の 好い 所 を 一 言に して 云 ふの は少々 六づ かしい が、 强 ひて 云へ と 云 はれ、 ば、 故意と らし 
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い 所が 丸でない と 答へ たい。 普通の 文學 者の 囘想錄 とか 追憶 記と いふ もの は、 みんな、 己 は 文舉者 だぞと 

いふ 覺 悟で 書きに 掛かる。 卽ち 普通の 人問ぢ やない、 文擧 者と &す 普通の 人間以上の 種類に 屬 する もので 

あると いふ 自覺で 筆 を 執って るる。 さう して 其自覺 がいやに 頁 ごとに 附け 廻る。 何處 を讀ん でも、 どう だ 

文擧 者ら しからう と 云 ふ 顔が 出て 來る。 其 顔が 白粉 をつ けたり、 隈を とったり、 甚 た 氣障 である。 從 つて 

泣かないでも 好い 所に 淚を 零す。 性慾 問題 を 引 張り出さないでも 閼 はない， のに、 何 だと か 蚊んだ とか 流行 

の 文字 を 使 ひたがる。 そんなに 景色に 憧憬し ない 方が 結構 だのに 一 人で 憧憬したがって ゐる。 甚だしき に 

至る とッ ルゲネ —フと 云 ふ 字 を 使 はなければ 文章に ならない と 思って ゐる。 或は 技巧 を 避ける 爲と 力んで 

るる。 さう して 西洋人から 衣服 を 借りて 來て、 是が 本來の 面目 だと 云って ゐる。 人の もの を 借りて 來て自 

分の ものら しくす るの は、 是亦 悉く 技巧の 力で あると 云 ふ 事に は 全く 氣が附 かない。 

我 は 普通の 人間以上の 文舉 者で あると 自覺 して 書いた もの は、 甚だ 厭味な ものである。 (此 自覺を 離れ 

て、 實際 普通 以外の 人が 普通 以外の 事 を 書く の は 仕方がない。) 四方 太 君の 「夢の 如し」 は 毫も 此 厭味 を 

帶 びて るない。 た V 昔の 幼少の 時の 事が 其 通り、 街 はす、 慢ら す、 ぶら す， がらす、 平々 淡々 と 書いて あ 

る。 だから 其筌氣 が 如何にも 質實 で、 單 純で、 可憐で 結構で ある。 其點に 於て は、 恐らく 四方 太 君の 人間 

以上に 枯れた もの だら う。 

「夢の 如し」 の 中に ある 事 實其物 は、 余の 如く 東京に 生れた ものに は 非常に 與 味が ある。 又 四方 太 まに 

類似の 境遇 を經 過した ものに も、 愉快なる 過去の 思 ひ 出で あらう。 是 等の 材料の 趣味 ある 事に 就いて、 も 

う 少し 論じたい が あま^ 長くなる から、 これで 止めに する。 只 「夢の 如し」 と はよ く附 けた 題で あると 申 

して 置きたい。 

余 は甞て 四方 太 君の 文字 を 評して 白紙 文學 だと 罵倒した 事が ある。 今では 此 罵倒 を 逆さまに して 賞 讚の 


辭 として 「夢の 如し」 の 一 篇に呈 したい。 余の 如き 色氣の 多い もの は、 ことに 白紙 文 擧の價 値 を 認めな け 

れ ばなら ない。 四方 太 君 は 「長靴」 とい ふ 短篇と、 それから 其 續篇を 書いた。 其 續篇を 朝鮮の 汽車の 中で 

請んで 大いに 失望した。 其 失望の 反動と して 「夢の 如し」 が猶更 旨い 樣に思 はれる。 

四 二、 一  1、 丸 
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日英， 博覽會 の 美， 術 品 

上野に 行って 日英 博覽會 に 出る 美術品 を 見た が、 其點 数の 少ない 事 は 驚く 程であった。 あの 位の 物を大 

きな 建物のう ちにち よん ほり 陳 ベて、 是が 東洋 美術 を 代表した もの だと 英 人に 誇る 事 は 到底 出來 ない。 事 

務官の 話しで は、 此 外に 六十 點程 大阪 方面からの 出品が 加 はった 上に、 文部省の 買 上品 を 六 點丈打 込んで、 

始めて 送り出す の ださう であるが、 よし 夫丈增 した 所で 總體の 量に 於て 大した 變 化の ある 樣 にも 思へ ない。 

常 日 陳列室 を 無雜 作に 通り越して、 何だか あっけなかった と 感じた もの は、 恐らく 自分 一人で は あるまい。 

陳列室 は 僅かに 二つし かなかった。 さう して 其 一 つ は 個人の 客間 程に 狹ぃ ものであった。 

自分 は 斯んな 事に 不案内な 人間 だから、 實 際の 事情 はよ く 知らないが、 た》 此 陳列室 を 通り 拔 けた 丈で 

は、 今 囘の博 覽會が 美術の 方面に 重き を 置いて 計畫 されて るなかった 樣 にも 思 はれる。 それが 或は 眞相か 

も 知れない。 然しい くら 大袈裟に 美術の 出品 を獎勵 したって、 矢張り 物足りない 樣な顔 をして 陣列 室 を 出 

ものが、 我々 の 運命 ぢゃ 無から うかと 考へ附 いたら、 大分 元氣が 沮喪した。 成程 獎勵 やら 勸誘 やらの 結果 

一 咋日 自分の 見た ナ倍 もしくは 百倍の 美術品 を 海外の 博覽會 に 送り出す 方針 は、 時日 さ へ あれば 容易に 立 

て 得られる だら う。 けれども 其 十倍な り 百倍な り S 陳列 品が 竝んだ 所 を 眼中に 想像して 見る. と、 徒らに 參 

観の 際 根氣を 疲らす 丈で、 存外 變 化に 乏しい 重複 を 示される のが、 我 邦 美術界の 今日ら しい。 . 

本 當の事 を 云 ふと、 ー咋日 見た 丈で、 今日の 日本に 産出し 得る 美術品の 九 割 以上 はすつ かり 網羅して る 

るので ある。 しかも 各部 門に わたっての 代表的 出品 は、 多少の 例外 は あるに しても、 まあ 精華 を萃 めた も 

のと 云っても 宜しい。 それが 何故 あんなに 物足りなかった と 云 ふと、 全く 美術の 性質に 因る と 云 ふの 外 は 


日本の 美術 は 殆ど、 手に 取って 撫 摩すべき ものであって、 一定の 距離に 立って 鑑賞すべき もので ない。 

吾々 の 着物が 旣 にさう である 。■ 四疊 半の 座敷で 差し 向 ひの 相手に 賞 めら るべ く 三越 を 煩 はすの 外 殆ど 何の 

取 枘 もない と 云って 宜しい。 日光の 廟 舍が旣 にさう である。 局部々々 を 吟味す ると 御念の 入った 精巧 を盡 

くして ゐる。 然し あれ 丈の 殿堂 を 望む に 適當な 距離に 遠退いて 見る と、 折角の 局部の 苦心 は 犬死に をして 

仕舞 ふ。 一 咋日 陣列され た 美術品の 多く は、 呉服物 や 日光の 御宮と 同じく、 好んで 緣の 下で 力持ち をして 

るる。 狩野芳 崖の 觀音樣 を 一 生 懸命に 刺繍に したって、 觀音樣 を 見ようと すれば、 刺繍の 手際 は 眼に 入ら 

ない 位 離れな くつち やならない。 無線 七寳で 鮮やかに 鴨の 色 を 染め出し たって、 額に して 下から 見る 以上 

は、 絹に 畫ぃ たものと 何處が 違って ゐる。 大きな 銀 瓶に 寒 山 拾得 を 彫り 附 けた 手際の 冴えて ゐ るの は、 た 

だ 筆力 を 一層 困難な 刀 力に 移した とい ふ 迄で、 それ 以外に 何等の 特色の ない のみ か、 花瓶の 見頃な 所に 立 

ち 留まって るれば、 寒 山 も 拾得 もてんで 顔 さ へ 明 嘹には 分らない。 

全部と 局部と 比例 を 失し ^勞 力の 損 はま づ 何う でも 構 はない として、 大抵の 出品 は 皆 手先の 器 用からの 

み出來 上がって ゐる。 勿論 それが 日本人の 長所 だから 結構に は 相違ない が、 あまり 器 用 過ぎる から、 針の 

先で 指が 出來 てるる かの 如き 細かな 仕事ば かり 爲終 せて ゐる。 從 つて 精緻で は 有らう けれども、 あの 西洋 

の 大きな 客間の 隅へ でも 置かう ものなら、 蟲 眼鏡 を 掛けて るない 以上、 誰も 氣が附 かすに 濟んで 仕舞 ふ。 

今の 世に 用 もない 鍔を斿 へて、 それに 小さい 不動 樣 なんか 喰つ 附 けて るる。 丸で 玩具で ある。 西洋人が 鍔 

を 珍重す るの は 昔の 遺物と して、 其當 時相 應の 理由が あって 出来上がった もののう ちに、 一種の 手際 を認 

めて、 喜ぶ ので ある。 卷茛入 だって さう である。 僅か 五六 寸 四方のう ちに、 あんな 七面倒な 惡戲 をして 幾 

日も廣 すに ま 《nK たるま い。 
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要するに 頭に 一種の 精祌 があって、 其 精神が 手 を 働かす のでな くって、 手の 筋肉の 使 川 法 丈を繙 細に 呑 

み 込んだ のが 日本の 美術家で ある。 彼等 は 頭 を 使 ふん ぢ やない、 指の 方が 修練の 結^ 器械 的に うまく 動い 

て くれる ので ある。 如何にも 器 ffl だと は 思 ふ。 然し 向う の 頭が 此方の 頭に 感應 する 事 は 少ない。 だから 手 

に 取って 好く ほじく つて 見ても 物足りな いので ある。 まして 適當な 距離から 大きく 觀 察する に 於て を やで 

ある。 況んゃ 英吉利へ 持って行って 廣大な 建物の 隅に ちょん ほり 竝. ベら る ， に 於て を やで ある。 

自分 は 日本の 美術に 就いて 專門 家の 口にする 樣な 巧拙 は 分らない。 自分の 云 ふ 所 は、 技藝の 巧拙 如何に 

拘らす 存在す る、 日本 美術に 殆ど 固有と も 云 ふべき 特色に 關 してで ある。 勿論 自分の 批難に 相當 しない 物 

品 はいくら でも 出て 來る だら- フ。 現に 陴列 品のう ちに も隨 分あった。 自分 は 敢て是 等の 佳作に 對 して 敬意 

を 表する に 躊-躇 する もので はない。 
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東洋 美術 圖譜 

偉大なる 過去 を 背景に 持って ゐる國 民 は 勢 ひの ある 親分 を控 へた 個人と 同じ 事で、 何 かに 附 けて 心丈夫 

である。 あるとき は 此自覺 の爲に 驕慢 s 念 を 起して * 當 面の 務め を 怠ったり 未 來の計 を 忘れて、 落附 いて 

ゐる 割に 意氣 地が 無くなる 恐れ は あるが、 成 上り ものの 一 生 懸命に 奮鬪 する 時の 樣に、 齷齪と こせつく 必 

要な く厭揚 自若と 衆人環視の 裡に 立って 世に 處 する 事の 出來 るの は 全く 祖先が 骨 を 折って 置いて くれた 結 

果と云 はなければ ならない。 

余 は 日本人と して、 神武 天皇 以來の 日本人が、 如何なる 事業 を わが 歴史上に 發展 せる かの 大問题 を、 過 

去に 搾へ て 生息す る ものである。 固より 余 一 人の 仕事 は、 余 一 人の 仕事に 違 ひない の だから、 余 一 人の 意 

志で 成就 もし 破壞 もす る 積り では あるが、 余の 過去、 —— もっと 大きく 云へば、 わが 祖先が 余の 生れぬ 前 

に殘 して 行って 吳れた 過去が、 余の 仕事の 幾分 か を旣に 余の 生れた 時に 限定して 仕舞った 様な 心 持が する。 

自分 は 自分 の す る 事に 就 い て 飽く迄も 責任 を 負 ふ 料簡で は あ るが 、 自分 をし て此 責任 を 負 はしむ ろ もの は 

自己 以外 に は 遠い 背景が 控 へ てるる からだら うと 思 ふ。 

さう 考 へながら、 新しい 眼で 日本の 過去 を 振り返って 見る と、 少し 心細い 樣な 所が ある。 一 國の 歴史 は 

人間の 歴史で 、 人間の 歴史 は あら ゆ る 能力 の 活動 を 含ん でゐ るの だ から 政治に 軍事に 宗敎 に 經濟に 各方 面 

にわた つて 一望したら 何う 云ふ賴 母し ぃ囘 顧が 出來 ない とも 限るまい が、 とくに 余に 密接の 關係 ある 部門、 

卽 ち文學 丈で 云 ふと、 殆ど 過去から 得る イン スビ レ ー ショ ンの 乏しき に 苦しむ と 云 ふ有樣 である。 人 は 源 

氏 物語 や 近 松 や 西 鶴を舉 けて 吾等の 過去 を 飾る に 足る 天才の 發禪と 認める かも 知れない が、 余に は 到底 そ 
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んな己 惚れ は 起せない。 

余が 現在の 頭 を 支配し 余が 將 来の 仕事に 影響す る もの は殘 念ながら、 わが 祖先の もたらした 過去で なく 

つて、 却て 異人 種の 海の 向う から 持って 來て くれた 思想で ある。 一 日 余 は 余の 書齋に 坐って、 四方に 竝べ 

て ある 寄 棚 を 見渡し て ， 其 中 に 詰ま つ て ゐる 金文字の 名前が 悉く 西洋 語で あるの に 氣が附 い て. 驚 いた 事が 

ある。 今迄 は此 五彩の 眩い うちに 身 を 置いて， 少し は 得意で あつたが、 氣が阶 いて 見る と、 是等は 皆異國 

產の 思想 を靑 く綴ぢ たり 赤く 綴ぢ たりした ものの みで ある。 單に 所有と 云ふ點 から 云 へ ば 聊か 富と いふ 念 

も 起る が、 それ は 親の 遺産 を 受け 繼 いだ 富で はなく つて、 他人の 家へ 養子に 行って、 知らぬ ものから 得た 

財產 である。 自分に 利 ffl する の は 養子の 權利 かも 知れない が、 こんな ものの 御蔭 を 蒙る の は 一人前の 男と 

し て は氣が 利かな 過ぎ る と 思 ふ と 、 有り 餘る本 を 四方に 積みながら 非常に 意氣地 のない 心 持が した。 

東洋 美術 圖譜は 余に かう 云 ふ 料簡の 起った 當時 L1 出版され たもので ある。 是は 友人 瀧 君が 京都 大學で 本 

邦 美術お， の 講演 を侬 託された 際、 聽 衆に 說 明の 必耍 があって、 建築、 彫刻、 繪畫の 三門に わたって、 古来 

かに 保存され た實物 を寫眞 にした ものであるから、 一枚々々 に 観て 行く と、 此方 面に 於て、 わが 日本人が 

如何なる 過去 を 吾々 の 爲に斿 へて 置いて 吳れ たかが 善く 分る。 余の 如き 財力の 乏しい ものに は參考 として 

甚だ 重寶な 出版で ある。 文學に 於て 悲観した 余 は 此圆譜 を 得た ために 多少 心細い 氣分を 取り直した。 圆譜 

中に ある 建築 彫刻 綺畫 ともに、 ある もの は 公平に 評したら 下らないだ らうと 思 ふ。 ある もの は 源氏物語 や 

近 松 ゃ西鷂 以下 かも 知れない。 然し 其 優れた ものに なると 诀 して 文 舉 程度の ものと は 云へ ない。 われ ノ\ 

日本の 祖先が われく の 背景と して 作って 吳れ たと 云って 恥づ かしくな いものが 大分 ある。 

西洋の 物數奇 がしき りに 日本の 美術 を 云々 する。 然し 是は千 人の i ちの 一 人で、 飽く迄も 物數奇 の說だ 

と 心得て 聞かなければ ならない。 大體 の. 上から 云 ふと、 さう 云 ふ 物 數奇も 矢張り 西洋の 方が 日本より 偉い 


i?a  f  I ながら. 左樣考 へる。 もし 曰 本に 豪な り讓 な""？^;^ u 

が、 過去に 於て 日本人が 旣に是 丈の 仕事 をして 置いて くれたと いふ 臭は 未来の 發展^1 

n お 化 rs、^』 ひない。 だから 余 は 喜んで asill に 紹介す る：；〕？：^^ t 

2 ネ i"^、0i つ こま 見出だしき ベから ざる 特長 を觀 得する 事が 出来るならば たと ひ 其 特長 力 全 

^missi^^ 觀 S い 得た 丈 それだけ 其 人の 過 S 偉大なら しむ i である。 從 つて 

其 人の 將來を 其 丈 インス パイ ャ ー する 譯 である。  .11 四 三、 一、 £  II 
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客 觀描寫 と 印象 描寫  .  ， 

是は 近頃の 小說 家の よく 用 ひたがる 言葉で あるから 無論 小 說の描 寫卽ち 書き方に 閼 した 術語に 違 ひない 

が、 無喑に ffl ひる 割合に 使 川 方が 頗る 茫凌 として ゐ るので、 了解に 苦しまされる ものが 大分 多い。 中には 

客 觀描寫 と 印象 描寫 を兩 刀の 如く 心得て 同時に 振り 廻す 事が 出来る 樣に說 いてる る もの も 有る 樣- たが、 是 

は 恰も 金貨 本位と 銀貨 本位 を 同時に 採用す ると 一般で、 甚だしき 亂暴 である。 わが 文藝 簡の讀 者の 多數は 

とうから 氣が附 いて ゐるだ らうと は 思 ふが、 世間に は 批評家の 好い加減な 出鳕目 術語に 迷 はされ て 困る も 

の も 少なくな ささう だから 1 寸辯 じたい。 

元 來純客 觀な描 寫と稱 する もの は 嚴密に 云 ふと 小說の 上で 行 はれべき 害の もので ない が、 それ は 鬼に 角 

俗に 客觀 的な 事柄と 云 ふの は、 我々 の 頭の 中に 映る 現象のう ちで、 甲に もこに も 丙に も 共通の 點丈を 引き 

抽 いて、 便宜上 名 づけた 約束に 過ぎない。 云 ひ 直す と、 主觀 のうちの 一般に 共通な 部分が 卽 ち客觀 なので 

ある。 自分の 頭の 中に 花が 赤く 映る 事實は 勿論 主觀 である、 (自分の 頭の 中に 起る 現象で 他人の 頭の 中に 起 

る 現象で ないから。) けれども 此 赤と 云 ふ 事 M に 就いて、 十 人が 十 人、 百 人が 百 人 悉く 一致した 時には、 

甲なる 自分と 乙なる 他人 を 離れて、 赤い 花が 獨 立して 存在す る ものと 見做す 事が 出來 る。 卽ち漱 石の 頭に 

映る 花 は 赤い と斷る 必要が なくなって、 唯 花が 赤い と 云へば 濟 むから、 それ を 客 觀の價 値が 生じた と稱す 

るので ある。 所が 印象 描寫 印象 描寫と 頻りに 振り 廻され てゐる 印象と 云 ふ 字 は、 全く 反對の 性質 を帶 びた 

ものである。 印象と あるから に は必す 誰の 印象と 附加 しなくて は 意味が 完全し ない 言葉で ある。 もと 印象 

と 云 ふ 語 は ィムブ レツ ショ ンの譯 であって、 印象と 一 一字 竝べ て 使 ふ 以上 は、 何人も 此 裏面に 原語の ィムプ 


レツ ショ ンを繰 返さない もの はない 位に 明 嘹な譯 字で ある。 試みに 西洋人の 此字を 使 ふ 場合 を 調べ て 見る 

が 好い。 必す 私の ィ ムプ レツ シ ヨン とか、 あの人の ィ ムプ レツ シ ヨン とか、 ある 格段な 认の 特別に 所有し 

た 印象と 斷 つてない 事 はない。 (ない 場合 は 印象と 他の 同 穂 類の 言葉、 例へば 感覺 とか 情操と かに 對立さ 

せた 時に 限る。 丁度 だれの 父と 云 はねば 父と 云 ふ 言葉の 意味 は 完全し ない けれども 子に 對 した" 伯父に 對 

したりして 用 ひる 時 は葷に 父と 云 ひ 放しに する 樣な ものである) 

ー旣に 甲の 印象と 斷ら なくって 通 s しない 字なら ば、 甲の 印象であって、 必 すし もこの 印象 ぢ やない と 限 

定 したと 同然で ある。 從 つて 印象的の 事 實と云 ふ もの は 十 人が 十 人、 百 人が 百 人に 共通で あると は 限らな 

い。 否 卜 人 十 色と 云 ふ 位に 違 ふべき 筋の ものである。 自分の 頭に 映る 花が 赤い と 迄 は 誰も 一致す るが、 此 

赤い 花から 受ける 心 持 はめい く 違って ゐる かも 知れない からで ある C 

だから 客 觀描寫 の德は 一 般に 通す る點 にあって、 印象 描 寫の趣 は 作家の 特有な 點に存 する ので ある。 無 

論 一 篇の 小說を 作る うちに 兩描寫 を 兼用す る 事 は出來 るが、 主張と して 是を倂 立させる 事 は 性質 上 不可能 

である。 一 行の 描寫を 見て、 是が客 觀的描 寫で且 印象的 描寫だ 杯と 云 ふの は 恰も 是が 君主 獨 裁で 同時に 民 

衆同诀 だと 騷ぐ樣 な もので、 頭の ある 人の 口にする を 憚る ベ き 云 ひ 分で ある。 

其 上 厳密に 論じる と、 前に も 言った 通り、 純客觀 の敍述 なる もの は科舉 以外に は 殆ど あり 得べ からざる 

事で ある。 もし 客觀的 描寫を 主張して 極端 迄 行く とすると、 彼 は 頭 を 下け たと は 云へ るが、 彼 は 感謝した 

と は 書け ない 譯 になる。 感謝の 積り で 頭 を 下 ゆた の だか、 人 を 茶化す る 積り で 頭 を 下け たかは、 向う の 心 

理狀態 を こちらで 好い 加减に 想像した に過ぎないから である。 だれが 見ても 頭 を 下け さ へ すれば 感謝の 精 

神が 現 はれたん だと 斷定 する 程、 吾人 は 此客觀 的 現象の 裏面に 固定した 心 瑰狀態 を 附着して ゐ な，。 それ 

はド ンが 鳴っても 必 すし も午钣 だと 極めない 樣な ものである。 是と 同じく 只 笑った と は 書け るが 苦笑した 
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とか 冷笑した とか は诀 して 書いて ならん 事になる。 苦笑と か 冷笑と か 云 ふや 否や 吾人 は 先方の、 い 現 を瑞孽 

する 事に なって 半ば 客観の 現象 を 離れる からで ある。 

小說の 批評 や 議論が 盛になる の は 文 藝界に 住する 一人と して 余の 尤も 喜ぶ 所で ある。 ナれ ども 自分の 吏 

用す る 用語の 意味 を もよ く考 へす に、 無喑に 頭の 確かで ない 靑年を 吹きに 掛かる の は、 またから 見て るて 

も 青年に 氣の 毒で ある。 一般の 讀 者に は 餘り狹 過ぎる 題目と は 思った が、 以上の 理由で 數言を 費やした。 

I 四  一 11、 二、  j  II 


草 平氏の 論文に 就いて 

三月 九 曰の 本願 こ 出した 草 平氏の 自然主義者の 用意と 云 ふ 論文の 中に、 余の 「創作家の 態度」 と 云 ふ 論 

f 引いて TS 明快で 異 f 挾む 餘地 S いもの」 と斷 ぜられ たの は、 感謝の 至りで あるが』 次に 

「凡て 主義 又 ま 說と云 ふ もの は、 それが 科擧の 基礎の 上に 置かれて ゐる間 は 大抵 異論がない」 と ゾ 

れる 所が 一 寸分り 惡 かった。 事實 問題と して 考 へても 科學 的に 基礎 を 有して ゐ ると 目せ ちれて ゐる 主義 f 

究ノム ロ久、 、へ 一冊， の S こなる 事 はいくら でも ある。 かの ダ —  4  ニズム だって、 異論 を 挾む 餘地 がな 力っ^ら^ 

^^0^p^ro 然し 是は まだ 可い が、 其 次の 所へ 行って、 擊氏は 主義 も f 「哲學 の 上へ 

"び お" する ものである」 と附 加され たの は 余に 取^ 讓鮮 であ。 るに^ 平氏 

よ 科擧と 哲學を どう 區 別して ゐらる ， か、 余は此 一 句を讀 みながら 切に 承 はりた くな っ^ 轧 ^ し 差 力 

i 扱 法の 差 か、 もっと 根本的な ある ものの 差 か、 如何なる 新 因数が 加 はって、 科學 的に 異議な しと 認めら 

る、 ものの、 急に 哲學の 上に 移される と 異議が 生す るので ある 力  .： £ 二ら 

その I の 上まで 持って行かない 所が、 余の 持論 だと 攀氏 はわ ざく 斷 つて 居" る" 旣 if ば 

の 8SS 別が 判然し ない 以上、 余 自身 は 氏の f 肯定す I にも、 霊す る譯 にも 行き 力ね る 從 

つて 學の 方面へ 入らな いのは 余の 持說 でも 何でもなくなる。  ， 、 ， <L 

余 は 余の 人格 を 支配す. る 意見、 もしくは 余の 人格 全體を 支配す るに 至らざる 程の 意見 を (單 なる 意見と 

して ノ 發 表する 爲に、 理智を 重す る 余の 精神に 適 ふ樣な 表現 法 を 用 ひて、 世に 問 ふ 考へは あるが そわ 力 

科攀 的と 哲擧 的なる と を 論す るの 暇 は 今日 迄 未だ 嘗て 有しなかった。 又 其 意見に 理情兩 面の いづれ 力に 渉 
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つて、 陷缺 ありと すれば、 余の 意見 そのものの {仝 疎なる か、 放漫なる かに 基因す る ものと 信じて、 これ を 

科 攀哲學 S 區別 から 生す ると は 未だ 嘗て 思 ひ 至らなかった。 

然し もし 哲學と 云 ふ 字 を メタ フィジックの 意味に 解釋 して、 力 ン ト其 他の 唱導した 一 派の 學問を 指すな 

らば、 草 平氏の 所謂 そこ 迄 行かぬ のが 漱 石の 持 說 であると 云 ふ 文句 は、 當 に妥當 である。 余 は 余に 關し、 

社 會に關 し、 人間に 關 して、 未だ 嘗て 彼等 一派の 純正 學 者の 云々 する 絕對 とか、 無限と かいふ 意義 を 使 

用す る 必耍を 認めた 事がない。 況んゃ 自然主義 を 論す るに 於て を やで ある。 草 平氏の 胸に 響く と 感服 せら 

れる 安倍 能 成 氏の 自然主義！ i と 雖も、 そんな メ タフ イジ 力 ルな點 は 少しも 認められない 樣 である。 して 見 

ると 草 平氏の 胸に 響く とい ふ哲擧 的な 議論と は 如何なる 意味に 於て 哲學 的なる かが 愈 承知した くなる。 氏 

の 所謂 哲學と は、 或は 哲舉 にあら すして 宗敎 (宗 敎擧 にあら す) に 近い もので はない か。 

余 は 余の 境遇 上 職業 上 比較的 世間の 人の 眼に 留まる 樣 にしば く 筆 を 執って ゐる。 從 つて 余の 意見、 主 

張， 其 他に 關 して 誤解 を 招く 事 は 何遍で も ある。 然し さう 一 々辯 解す る 程の 必要 も 認めない から、 大抵 は 

それなり にして ある。 然し 朝日 文 藝攔は 余の 擔任 だから、 其 紙上で 草 平氏が、 余の 持說は 斯うで あるの、 

何のと 論ぜられ ると， 氏と 余の 關係 上、 余 は 余の 擔 任す る攔 内に 於て、 余に 關 する 誤解 を默認 したと 一 般 

になって、 後日 意見 を發 表する 時の 邪魔になる から 此際 一 言して 置きたい と 思 ふので ある。 

余 は 文藝髑 の擔任 記者と して、 憫. 2： に揭 載す る 文字に は 大抵 眼 を 通して ゐ るが、 草 平氏の 原稿が 後れた 

爲通證 .S 機會を 得すして、 すぐ 直接に 編輯へ 廻され たため、 つい 斯う 云 ふ 事 を 公に いふ 樣に なった。 それ 

でなければ 以上の 諸 項に 就いて 一 々氏と 押 問答 をして 裏面で 埒を 明ける 害であった。 

—— 四 一一 一、 三、 1 八 I 


文藝と ヒロイック 

自然主義と い ふ 言葉と ヒロイックと 云 ふ 文字 は仙臺 平の 袴と 唐 棧の前 掛の樣 に 懸け離れた ものである。 

從 つて 自然主義 を 口にする 人はヒ 口 イツ. クを 描かない。 實際 そんな 形容の つく 行 爲はー 一十 世紀に は 無い 害 

だと 頭から 極て か、 つて ゐる。 尤もで ある。 

けれども i 莨 際 世の中に ない 又は 少 いと 云 ふ事實 と、 馬鹿け てゐ る、 滑稽で あると 云 ふ事實 と は 違 ふべき 

箦 である o 吾々 の した 世間に さう 服に つく 程 ごろくして ゐ ない 物のう ちに は、 常人 さへ 唾棄して 顧 

みなくな つた (從 つて 存在の 權利を 失った) の も澤山 ある だら うが、 責 重なた め 容易に 手に入り かねる の 

も隨分 あるべ き 譯 である。 ヒロイック は 後者に 屬 すべ きものと 思 ふ。 

自然 派の 人が 滅多にな いからと 云 ふ 理由で ヒ ロイ ックを 描かな いのは 當を 得て ゐる。 然し 减 多に ないか 

らと言 ふ 言辭の もとに ヒ 口 イツ クを輕 蔑す るの は 論理の 昏亂 である。 此 派の 人々 は 現實を 描く と 云 ふ。 さ 

うして 現實爆 露の 悲哀 を感 するとい ふ。 客 觀の眞 相に 着して 主觀の 苦悶 を覺 ゆると いふ。 一 々贊 成で ある _ 

けれども 此の 苦悶 は 意の 如くなら ざる 事相に 卽し、 思 ひの 儘に 行かぬ 現象の 推移に 卽し、 もしくは 斯くぁ 

れ かし、 斯く ありた しとの 希望 を 容れぬ 自然の 器械 的なる 進行に 卽 して 起る 矛盾 扞 格の 意に 外ならぬ。 云 

ひ 換れば 客觀の 世界が 主觀の 世界と 一 致 を かくが 爲 である。 現實が 吾れ に 伴 はざる の 恨みで ある。 又 云 ひ 

換れば わが 理想が わが 頭の 中に 孤立して、 世態と あまりに 没交渉な るが ためで ある。 冷 刻なる 自然が わが 

知識と 情操と 意志 を 侮蔑して 勝手に 撗 着に 非人間的に 社會を 動かして 行く からで ある。 

自然 主毅 者の 所謂 主觀の 苦悶 を斯 く解釋 するとき、 理想の 一 一字 を 彼等の 主觀 中より 取 去る 事 は 困難と な 
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ら ねばならぬ。 廣羲に 於け る 理想 を 抱かざる ものが、 自己 又は 他人の 經 過した 現實を 顧みて、 之 を 悲しむ 

の 必要 も な ければ 之 に悶 ゆるの 理由 もない 箦 である。 

1 たび 此論 斷を肯 つたと き、 彼等 は 彼等の 主觀 のうちに、 又 彼等の 理想のう ちに、 彼等の 平素 排斥し つ 

つ あるが 如べ 見 ゆる 諸々 の 善、 諸々 の 美、 又もろ くの 壯と烈 との 存在 を肯 はねば ならぬ。 從 つて ヒロ ィ 

ックは 彼等の 主張 せんと 欲して、 現實に 見出しが たきが 爲 めに、 これ を 描く を 憚り、 もしくは 之 を 描く を 

恐る 、 一 種の 行 爲と云 はねば ならぬ。 

彼等に しても し現實 中に 此行爲 を 見出し 得た ると き、 彼等の 憚り も 彼等の 恐れ も 一 掃に して 拭 ひ 去 を 得 

べきで ある。 況ゃ 彼等の 輕蔑を や 虛僞呼 はり を やで ある。 余 は 近時 潜航艇 中に 死せ る 佐久間 艇長の 遺書 を 

讀ん で、 此 ヒロイックなる 文字の、 我等と 時 を 同く する 日本の 軍人に よって、 器械 的の 社會の 中に 赫 とし 

て 一時に 燃燒 せられた る を 喜ぶ ものである。 自然 派の 諸君 子に、 此 文字の、 今日の 日本に 於て 猶眞 個の 生 

命 ある を 事實の 上に 於て 證據 立て 得た るを賀 する ものである。 彼等の 腦 中より ヒ ロイ ックを 描く 事の 憚り 

と 恐れと を 取り去って、 隨 意に 此方 面に 手 を 着けし むる の 保證と 安心と を與へ 得た るを慶 する ものである。 

往時 英國の 潜航艇に 同樣 不幸の 事の あった 時、 艇 員は爭 つて 死 を 免れん とする の 一 念から、 一 所に かた 

まって 水明り の 洩れる 窓の 下に 折り重なつ たま ゝ 死んで ゐ たとい ふ。 本能の 如何に 義務 心より 强 いか を 證 

明す るに 足るべき 有力な 出來 事で ある。 ， 本能の 權 威の みを說 かんとす る 自然 派の 小說家 はこ、 に 好個の 材 

料 を 見出す であらう。 さう して 或る 手腕家に よって、 此 一 事實 から 傑出した 文學を 作り 上る 事が 出 來るだ 

らう。 けれども 現 實は是 丈で ある。 其 他 は 嘘で あると 主張す る 自然 派の 作家 は、 一 方に 於て 佐久間 艇長と 

其 部下の 死 と 、 艇長 の 遺書 を 見 る 必要が ある。 さう して 重荷 を擔 ふて 遠き を 行く 獸 類と 選ぶ 所な き 現代的 

の 人間に も、 亦此種 不可思議の 行爲が あると 云 ふ 事 を 知る 必要が ある。 自然 派の 作物 は狹ぃ 文壇の 中に さ 


へ 通 ほす^  V6， 差 支ない と 云 ふ 自殺的 態度 を 取らぬ 限り は、 彼等と 雖も亦 自然 派の みに 專領 さわて ゐ ない 庚 

い 世界 を 知らなければ ならない。 

病院 生活 をして 約 一 ヶ月になる。 人から 佐久間 艇長の 遣 書の 濡れた の を 其 儘寫眞 版に したの を 貰って、 

床の 上で 其 名文 を讀み 返して 見て T 文 藝とヒ ロイ ック」 と 云 ふ ー篇が 書きた くな つた 


一九二 

艇長の 遺書と 中佐の  詩 

昨日 は 佐久間 艇長の 遣 書 を 評して 名文と 云った。 艇長の 遺書と 前後して 新聞紙 上に あら はれた 廣瀨 中佐 

の 詩が、 此遺 書に 比して 甚だ 月並な の は 前者の 記憶の まだ 鮮 かなる 吾人の 腦 裏に 一 種 痛ましい 對照を 印し 

た Q 

露骨に 云へば 中佐の 詩 は 拙 惡と云 はんより 寧ろ 睐套を 極めた ものである。 吾々 が 十六 七のと き 文 天祥の 

正氣の 歌な どに かぶれて、 ひそかに 慷慨 家 列傳に 編入して もら ひたい 希望で 作った ものと 同程度の 出來榮 

である。 文字の 素養が なくと も 誠實な 感情 を 有して るる 以上 は (又 如何に 高等な 翫賞 家で も 此誠實 な 感情 

を 離れて 翫赏の 出來な いのは 無論で あるが) 誰でも 中佐が あんな 詩 を 作らす に默 つて 閉塞 船で 死んで 吳れ 

たなら と 思 ふだら う。 

ま づ いと 云ふ點 から 見れば 雙方 ともに 下手い に 違ない。 けれども 佐久間 大尉の は已を 得すして 拙く 出來 

たので ある。 呼吸が 苦しくなる。 部屋が 喑 くなる。 鼓膜が 破れさう になる。 一 行書く すら 容易で はない。 

あれ 丈 文字 を 連ら ねる の は 超凡の 努力 を 要する 譯 である。 從 つて 書かなくて は濟 まない、 造さなくて は惡 

いと 思 ふ 事 以外に は 一 畫と 雖も漫 りに 手 を 動かす 餘 地がない。 平安な 時 あらゆる 人に 綞ぇゃ 附け纏 はる 自 

己廣告 の街氣 は 殆ど 意識に 上る 權威を 失 つて ゐる。 從っ て 艇長 の 聲は 最も 苦しき 聲 である-' 又 最も 拙な 聲 

である。 いくら 苦しくても 拙で も 云 はねば 濟 まぬ 聲 だから、 最も 娑婆 氣を 離れた 邪氣 のない 事で ある。 殆 

んど 自然と 一致した 私の 少ぃ聲 である。 そこに 吾人 は 艇長の 動機に、 人間と しての 極 皮の 誠實心 を 吹き込 

んで、 其 一 首 一句 を眞の 影の 如く 讀 みながら、 今の 世に わが 欺かれざる を 有難く 思 ふので ある。 さう して 


其 文の 拙 なれば 拙なる 丈眞の 反射と して 意 を 安ん する ので ある。 

其 上 艇長の 書いた 事に は 嘘を吐く 必要の ない 事實が 多い。 艇が 何度の 角度で 沈んだ、 ガソリンが 室內に 

充 ちた、 チヱ インが 切れた、 電燈が 消えた。 此 等の 現象に 自己 廣告は 平時と 雖 ども 無益で ある。 從 つて 彼 

は 艇長と して^ 報告 を 作らん がた めに、 凡ての 苦悶 を 忍んだ ので、 他に よく 思 はれる がた めに、 徒ら な 富 

句 を 連ねた のでない と 云 ふ 結論に 歸着 する。 又 其 報告が 實際當 局 者の 參考 になった 效果 から 見ても、 彼 は 

自分の ために 書き 殘し たのでなくて 他の 爲に 苦痛に 堪へ たと 云 ふ 證據さ へ 立つ。 

廣瀨 中佐の 詩に 至って は 毫も 以上の 條件を 具へ てゐ ない。 已を 得すして 拙な 詩 を 作った と 云 ふ 痕跡 はな 

くって、 已を 得る にも 拘 はらす 俗な 句 を竝 ベた とい ふ 疑 ひが ある。 艇長 は 自分が 書かねば ならぬ 事 を 書き 

殘 した。 又 自分で なければ 書け ない 事 を 書き 殘 した。 中佐の 詩に 至って は 作らないでも 濟 むのに 作った も 

ので ある。 作らないでも 濟む 時に 詩 を 作る 唯一 の 辯 護 は、 詩 を 職業と する からか、 又は 他人に 眞 似の 出来 

ない 詩 を 作り 得る からかの 鍚 合に 限る。 (其 外 徒然で あったり、 氣が 向いたり して 作る 場合 は 無論 ある だ 

らうが。) 中佐 は 詩 を殘す 必要の ない 軍人で ある〕 しかも 其 詩 は 誰に でも 作れる 個性の ない ものである。 

のみなら す 彼の 樣な詩 を 作る ものに 限って 诀 して 壯 烈の擧 動を敢 てし 得ない。 卽ち單 なる 自己 廣告 のた め 

に 作る 人が 多 さう に 思 はれる ので ある。 其 內容が 如何にも 偉 さう だからで ある。 又 偉がって ゐ るからで あ 

る。 幸 ひに して 中佐 は あの 詩に 歌った と 事實の 上に 於て 矛盾し ない 最後 を遂 けた。 さう して 銅像 迄 建てら 

れた。 吾々 は 中佐の 死 を 勇ましく 思 ふ。 けれども 同時に あの 詩 を 俗 惡で陣 腐で 生きた 個人の 面影がない と 

思 ふ。 あんな 詩に よって 中佐 を 代表す るの が 氣の毒 だと 思 ふ。 

道義 的 情操に 關 する 言 辭 (詩歌 感想 を 含む) は 其 言 辭を實 現し 得た ると き 始めて 他 をして 其 誠 實を肯 は 

しむる のが 常で ある。 余に 至って は、 更 らに懷 疑の 方向に 一 步を 進めて、 其 言 辭を莨 現し 得た る 時に すら- 
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猶且其 誠實を 殘 りなく 認 むる 能 はざる を 悲しむ もの である。 微かなる 陷缺 は言辭 詩歌の 奥に 潛 むか， 又は 

それ を實 現す る 行爲の 根に 絡んで るる か 何方 かで あらう。 余 は 中佐の 敢て せる 旅 順 閉塞の 行爲に 一 點虛僞 

の 疑 ひふ-挟む を 好ま ぬ ものである。 だから 好んで 罪 を 中佐の 詩に 嫁す るので あ る 。 
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鑑賞の 統一と 獨立  - 

ァ ー サ—. バルフ オア ー の 書いた 「批評と 美」 と 云 ふ 講演 を 讀んで 見た。 バ ル フォア I が 本職 外に 斯う 

云 ふ 講演 をした 事が 余の 好奇心 を 釣った ので、 わざく 注文して それ を 取り寄せ たので ある。 

講演 は Is いもので 僅 五十 頁に 盡 きて ゐる。 しかし 彼 自身が 小 序に 於て 斷 つた 如く、 文字の 使^方 も 議論 

の 遣り口 も 寧ろ 通俗に 近い ものである。 其 上 彼の 到着した 結論 は 遂に 消極的であった。 けれども 其 消極的 

な點が 余 S 感興 を 動かした。 

注 年余が 英國 に留擧 して、 文學 とい ふ 茫漠たる もの を 研究して るる 際に、 作物の 評 憤 上、 大に 彼此の 差 

に 迷って 困却した 事. か ある。 例へば 向 ふの 人が 悉く 許して 傑作と 見做して ゐる ものが、 此方に は 左程に 思 

はれなかったり、 或 ひ は 微妙の 音樂が あると して 强 ひられる 詩歌に、 何物 もも 迎へ 入れる 耳がなかったり 

そんな 矛盾が 毎日の 樣 にある ので、 不愉快な 日ば かり 重ねてる た。 仕舞に 自家の 味 はふべき ものに、 他人 

G 味 覺を襟 準と する は顚 倒で ある、 文 藝の翫 賞 は 善 かれ 惡 かれ 自分の 持って るる 舌で やるべき 仕事で ある- 

い  くら 信 川して 然る  ベ き 男が るるに しても、 此 道ば か り は 代理 を 賴む譯 に 行かない もの だと 悟った。 

それから 自分の 立場 を正當 にす るた めに * 「趣味の 差違」 と 云 ふ 題目の 下に あらゆる 類例 を 集めに かゝ つ 

た。 類例の 範園 は文擧 美術 習慣 道 德其他 苟も 趣味の 附着し 得る 限り あらゆる 方面に 渉つ て 取捨す る 所な く- 

集め 得る 丈の もの を 集めて、 しかる 後に：^ 括 的に 論斷を 下す 積であった。 無論 出立 點が國 民に より、 時代 

により、 流行に より、 年齢に より、 個人の 性情と 敎育 によって 好尙に 差違の ある 事 を 根底から 證據 立てた 

いとい ふ 希望で あつたの だから、 たと ひ 思 ひ 通に 計晝は 成就し なかった にしても、 結： i の 方 は 例 を 集める 
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前旣に 半分 は出來 上って るた と 云っても 差 支 はない。 常^ 余の^ 抗心は 所謂 權威 ある 傳流 的な 批評、 若く 

は 他の 定めた る 藝術的 範疇に 因って、 雷同 を强 ひらる、 屈辱 を 避けん がた めに 起った ので あるから、 今バ 

ル フォア— によって 拈 出せられ たる (美の 標準に 客. 觀 的に 定めに くい、 嚴密に 云へば 人々 別々 であると い 

ふ) 頗る 常套な 結論 を讀ん でも、 當時予 の 親しく 經 過した 不安 やら、 此 不安に 次いで 起った 诀斷 やら を 憶 

ひ 起さ しめる 點に於 て 余 は 頗る 興味 を感す るので ある。 

同時に 余 は 現在の 自己 を 顧みて、 ひそかに 當 年の 余と 比較す る S 機會 を、 バルフ オア— によって サジェ 

ストされ た 樣な心 持が する。 余 は近來 若い 人々 と接觸 して、 近代の 作物 乂は 現今の 日本で 出版になる 創作 

に 就いて 批判的の 意見 を 交換す る 事が 多い。 中には 運よく 一致す る 事が ある。 たまに は 首尾よく 先方で 余 

の 評 憤 を 容れて くれる 事が ある。 けれども 左樣 容易く 埒の あかない 時が 往々 ある。 さう して 双方と も 下ら 

ないで 分れて 仕舞 ふ。 そんな 時に 余 はどうしても 余に 反對す る 若 い 人の 評 惯 が 間違 つてる て、 自分の 方 が 

正しい 氣 がして ならぬ。 或 場合に は あれの 云 ふ 事 は 飛んでも ない 誤謬 だと 確信す る 事 も ある。 新聞 雜 誌に 

出る 月々 の 創作 に對す る 批評な ど に閼し て はこ とに 此感が 深 い。 余は此 等の 評 壇を擔 任す る專門 家に 對し 

て 惡意を 抱く がた めに ことさらに 自白す るので はない が、 稀に はよ く あんな 事が 云 へ たもの だと 思 ふ 事 さ 

へあった。  . 

此心 持の 底に は 彼より 我の 方が、 評價に 於て 優って ゐ ると いふ 自信が ある。 彼 も 正し かるべき 箦 である 

し、 我 も 間違って 居らぬ と 公平に 主張す るよりも、 彼 は 自家 S 見地 を棄 て、 我に 從 ふの が當然 だとい ふ斷 

定が ある。 少く ともさう 云 ふ 希望が ある。 それ 所ではない、 彼に して 我 ほど S 鑑賞 力が あったなら 必す我 

に 一 致す る だら うにと 云. ふ 己惚が ある。 一 言に して 蔽 へば、 作物の 評惯 には統 一 が ありた きもので ある。 

又 統一 が あるべき 害で あると いふ 氣に充 ちて るる。 然ら ざれば 文壇 は滅 茶々々 だと 云 ふ感が ある。 紛糾 支 


離の 結果 どうなる だら 5 とい ふ 恐れが 潜んで ゐる。 

昔 は 他の 權 威に 堪 へぬ 結果、 自己の 舌で 冷 暖を味 はねば ならぬ と 主張して、 人 は 人、 我 は 我の 極 差別 觀 

を 立て やうと した 余が、 夫で 正鵠 を 得た ものと 思 ひ 過ごした 今日 迄 も 立脚地 を 立て直す 必要 も 認めない の 

に、 自身 はいつ か 冥々 のうちに 自分 一 個 s 批判 を大 なる 權威 として 他の 鑑賞 力の 上に 被ら さう と冀 つてる 

た。 しかも 夫 は 正しい 事と 信じて ゐた。 

バ ル フォア— の 講義 を讀ん で、 今昔の 自分 を 同時に 對 照す るの 機會を 得た 時、 余は此 自家 頭上の 矛盾 を 

1 度に 意識した。 意識しながら も 何方 か 一 方に 片付けなければ なるまい と 云 ふ 理由 を發 見す ろに 苦しんで 

るるの は 不思議で ある。 各自の 舌 は 他の 奪 ひがた，. き 獨 立した 感覺を 各自に 鳴らす 自由 を 有って るるに 相違 

ない。 けれども 各自 は 遂に 各自 勝手で 終るべき もので あらう か。 己れ の 文藝が 己れ だけの 文藝で 遂に 天下 

の ものと なり 得ぬ であら 5 か。 それで は 情ない、 心細い。 散りく ばら，， （- である。 何とかして 各自の 舌 

の 底に 一 味の 連絡 をつ けたい。 さう して 少しで も 統一 の感を 得て 落ち 付きたい。 消極的の 結； fi に 到着した 

バ ル フォア ー には此 積極的な 希望 も喑示 もない ので あらう かつ 余 は 此喑示 を 今 確 的に 客觀 的に 指摘す る 程 

頭の 燒點が 整 はない のみ-憾み とする。 さう して 此 矛盾 を 理路 を迎 つて 調和す る 力の ない のを殘 念に 思 ふ。 

けれども 一 方に 於て 個人の 趣味の 獨立を 說く余 は、 近來 一 方に 於て どうしても 此統 一 感を驅 一 ぼす る 事が 出 

來 なくなつ たので ある。 
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イズムの 功過 

大抵の イズムと か 主義と かいふ もの は 無数の 事實を 几帳面な 男が 束に して. 頭の 抽出へ 入れ 易い 樣に斿 へ 

て くれた ものである。 一纏めに きちり と 片付いて ゐる 代りに は、 出す のが 臆 幼に なったり、 解く のに 手數 

がか、 つたり する ので、 いざと 云 ふ 場合に は 間に合 はない 事が 多い。 大抵の イズム は 此點に 於て、 實 生活 

上の 行爲を 直接に 支配す るた めに 作られた る 指南車と いふより は、 吾人の 知識欲 を充 たす ための 統 一 函で 

ある。 文章で はなく つて 字引で ある。 

同時に 多くの イズム は、 零碎の 類例が、 比較的 徴密な 頭腦に 濾過され て 凝結した 時に 取る 一 種の 形で あ 

ろ。 形と 云 はんより は 寧ろ 輪廓で ある。 中味の ない ものである。 中味 を棄 て、 輪廓 丈を疊 込む の は、 天 保 

錢を脊 負 ふ 代りに 紙幣 を 懐に すると 同じく 小さな 人間と して 輕便 だからで ある。 

此 意味に 於て イズム は會 社の 決算報告に 比較すべき ものである。 更に 生徒の 舉年 成績に 匹敏 すべき もの 

である。 僅 一 行の 數 字の 裏面に、 僅か 一 一位の 得點の 背景に 殆ど 有の 儘に は橾 返しが たき、 多くの 時と 事と 

人間と、 其 人間の 努力と 悲喜と 成敗と が潛ん でる ろ。 

從 つて イズム は 旣に經 過せ る事實 を土臺 として 成立す る ものである。 過去 を總 束す る ものである。 經驗 

の 歴史 を 簡略に する ものである。 與 へられた る亊資 -s 輪廓で ある。 型で ある" 此型を 以て 未来に 臨む の は • 

天の 展開す る 未来の 内容 を、 人の 頭で 娇 へた 器に 盛 終せ やうと、 あらかじめ 待ち設け ると 一般で ある。 器 

械 的な 自然界の 顼 象のう ち、 尤も 單 調な 重複 を 厭 はざる ものに は、 すぐ 此型 を應 用して 賨 生活の 便宜 を 計 

る 事が 出來 るか も 知れない。 科學 者の 研究が 未來に 反射 するとい ふの はこの 爲 である。 然し 人間 精神 上の 


生活に 於て、 吾人が もし 一 イズムに 支配 されん とするとき、 吾人 は 直に 與 へられた る 輪廓 力^に 生存す る 

の 苦痛 を感 する ものである。 單に與 へられた る 輪廓の 方便と して 生存す るの は、 形骸の 爲に 器械の 用 をな 

すと 一般 だからで ある。 其 時 わが 精神の 發展 が自個 天然の 法則に 達って、 自己に 眞實 なる 輪廓 を、 自らと 

自 G に 付與し 得ざる 屈辱 を 憤る 事 さ へ ある。 

精神が 此 屈辱 を 感 するとき、 吾人 はこれ を 過去の 輪廓が 將に 崩れん とする 前兆と 見る。 未来に 引き延ば 

しがた きもの を 引き延ばして 無理に 或は 盲目的に 利用 せんとし たる 罪過と 見る。 

過去 は是 等の ィズ ムに 因って 支配せられ たるが 故に、 是 から も亦此 イズムに 支配せられ ざるべ からすと 

臆 斷 して、 一 短期の 過程より 得た る 輪廓 を 胸に 藏 して、 凡ても 斷 ぜんとす る もの は、 升 を 抱いて 高さ を 計 

り、 かねて 長さ を 量らん とする が 如き 暴擧 である。 

自然主義なる ものが 起って 旣に 五六 年になる。 これ を 口にする 人 は 皆 それぐ の根據 あっての 事と 思 ふ _ 

わが 知る 限りに 於て は、 又 わが 了解し 得た る 限りに 於て は (了解し 得ざる 論議 は 暫く 措いて) 必す しも 非 

難すべき 點 ばかり はない。 けれども 自然 卞： 篛も亦 一 つの イズムで ある。 人生 上藝術 上、 ともに 一種の 因果 

によって、 西洋に 發展 した 歴史の 斷面 を、 輪廓に して 舶載した 品物で ある。 吾人が 此 輪廓の 中味 を充 扨す 

るた めに 生きて 居る のでない 事 は 明かで ある。 吾人の 活力 發展の 内容が、 自然に 此 輪廓 を 描いた 時、 始め 

て 自然主義に 意義が 生す るので ある。 

1 般の 世間 は 自然主義 を 嫌って ゐる。 自然主義者 は 之 を 永久の 眞理の 如くに 云 ひなして 吾人 生活の 全面 

に 渉って 强 ひんと しつ、 ある。 自然主義者 にして 今少し 手强 く、 又 今少し 根氣 よく 猛進したなら、 自ら 覆 

るの 未來を 早めつ ゝ ある 事に 氣 がつ くだらう。 人生の 全局 面 を蔽ふ 大輪 廓 を 描いて、 未 來を其 中に 追 ひ 込 

まう とする よりも、 茫漠たる 輪廓 中の 一 小片 を 堅固に 把持して、 其處に 自然主義の 恆久を 認識して もらう 
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方が 彼等の ために 得策で はなから うかと 思 ふ。 

II. 四 三、 七、 二 三 


作物の 評 憤に 好 惡の辯 を 用 ひる 限り、 作物 そのもの は 是非の 煩から 脫 却して るる。 とい ふ 意味 は、 好惡 

と は 遂に 評 家の 頭に のみ 存 する 印象で、 云 はや 作物から 反射した 光線の 影が、 彼の 胸に 宿った 主觀 的の 感 

じに 過ぎない からで ある。 之に 反して、 もし 翫 賞の 上に 優劣の 文字 を 使用す ると、 前と は 趣が 大分 違って 

くる。 旣に 優劣と いふ 以上 は、 評 家の 受取った 個人的の 感じに 満足し ないで、 其 感じ を 自己 以外の 讀 者に 

も 通用す る ものと 見做す か、 又は 通用せ しめんと する 一種の 努力で ある。 他の 方面から 說明 すると * 優劣 

と 云 ふ 言葉 は、 旣に評 家の 頭 を 離れて 作 其 物に 附着した 區別 である。 優劣の 二字で 批判され た 作物 は、 其 

批評 を 自家の 屬 性の 如くに 脊 負って 歩かなければ ならない つ 客觀 的に さう 云 ふ 資格 を 評 家から 附與 された 

と 云っても よし、 もっと 鮮明に 述べる と、 在 來客觀 的に 作 中に 存在して ゐ たさう 云 ふ 資格 を、 評 家に よつ 

て今發 見され たとい ふ 事に もなる。 

だから 只 自分 は &■ の 作が 乙の 作より 好きだと か 嫌 ひだと か 云って るるう ち は、 評 家と して 作物に 對 する 

責任 は 甚だ 1L いので ある。 卽ち其 裏面に は、 常に 人 は 異見 も あらう が 自分 は 斯う 思 ふと 云ふ條 件が 附帶し 

て ある。 謙遜の 美德に 富んだ 人、 もしくは 作家に 敬意 を 表する 人が、 好んで 此 態度に 出る の は、 この 爲で 

ある。 (今の 評 壇に 此 種の 人 は 甚だ 少ぃ) 

之に 反して 優劣 を斷 言す る 人 は、 自分の 評 價は單 に 自分に のみ 正當 なので はない、 他の 人に も 是非 通用 
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しなければ ならない とい ふ假 定から 出立して るる。 云 は >權 威 ある 批評で ある。 甲 は 乙よりも 優って るる 

或は 劣って るると は、 卽ち 評者 一家の 好惡 ではない、 作 そのものが 旣に 優って るる、 劣って るると 云 ふ 意 

味なの だから、 天下 一般に 通用し なくて はならない 頗る 强ぃ もので、 殆ど 他に 反對を 許さぬ 性質 を帶 びて 

る る。 從 つて 其 責任 は 甚だ 重くなければ ならない。 是非共 客觀 的に 論證 して、 此作は 斯う 云 ふ 長所 特色、 

もしくは、 斯う 云 ふ 短所 陷缺が あるから、 優って ゐる、 もしくは 劣って るると、 自分の 頭に 受けた 好惡 を， 

更に 作 そのもの、 上に 放射して、 誰に でも 見える 作 中の 事相に 本づ いて、 それ を 材料と して 絮說 しな けれ 

ばなら ない。 しかも 云 ふ 所はコ ン * 井 ン シ ン グ でなければ ならない。 然らざ れば旣 に 自家 出立 當 時の 假定 を、 

蔑 如せ る 矛盾に 陷 るからで ある。 (今の 評 家の 多くが、 態度から 云 ふと 作物の 優劣 を 論す る 如くに 見せて、 

其 實は單 に 好 惡の評 を 繰 返す の は、 た V に 作家 を 侮辱す るの みならす、 かねて 天下 を 瞞着 せんとす る もの 

である o) 

優劣の； 1 議は 一個の 好惡 を擄 大して、 これ を 出 來ろ丈 普遍的なら しめんと する の 努力で ある。 自己の 好 

惡を 直下に 他に 感染せ しむる の 方法な き 故に、 已を 得す 一 先づ之 を客觀 的に 翻譯 して、 それ を 納得す ろ 他 

人に、 自己 同樣の 好悪 を 把捉せ しむる 方便で ある。 一 一重に 手間の かゝ る 廻りく どい 方法で は あるが、 翫賞 

の 上に 於て は 各翫賞 家. S 間に 以心 傳 心の 法 を缺く 人間の 所作と して、 手ぬ るく とも 仕方がな いので ある。 

下 

此 間接 手段 (自分の 主 觀をー 返客觀 に翻譯 して、 其 翻譯の 力で、 又もとの 主觀に 似た ある もの を 人の 頭 

に 起させる 手段) に 於て、 自他の 感情に 交通の 途を つける 中間の 連鎖が 至要の 使命 を帶 びる の は當然 であ 

る。 比喩的に 云へば、 此 導線 はわが 電流 を 彼に 送る に堪 へる 程 丈夫で なければ ならない、 又 デリ ケ ー トで 


なければ ならない。 平たく 說破 すれば、 兩 者の 中間に 潢 たはる 客觀的 絮說は 有力で 明瞭で 佚 序が あって、 

聞く 人に 納得の 出來る やうな もので なければ ならない。 卽ち 普遍的の 傾向 を 有する 點に 於て 相 當の實 力 を 

具へ てゐ なければ ならない C 

けれども 吾人が 作物の 優劣 を 論 するとき、 自家の 好 惡を癀 大して 更に これ を 他人の 好惡 となさん と 試み 

ると き、 其 試みの 成敗 は 一 にか、 つて 此 中間の 絮說 にある が 如く 考へ るの は、 それが 唯 一 の 方便 だからで 

ある。 よくく 自分の 心理 狀態を 反省して 見る と、 自分の 本氣に 重き を 置いて ゐる 所の もの は、 依然と し 

て 矢張り 當 初の 主觀卽 ち好惡 にある。 此好惡 の 念が 鮮 かに 隈 どられ て、 强烈 に燃燒 するとき、 これ を傳ふ 

る導體 も亦必 す 有力で あり、 コ ンギ ン シ ン グ であらね ばなら ぬとの 感が潛 んでゐ る。 主觀 を翻譯 する 客觀 

的 絮說の 掼 値 こそ 却て 懸 つて 此主觀 S 强弱 にある かの 信念が ある。 好惡の 取捨 赫灼 として 眼 を 射る 如く 明 

かなる とき はこれ を 布衍す る 第 一 一義の 說明 も、 亦 それに 相應 する 權威を 以て 上下に 徹底し 得ざる ベから す 

との 自信に 支配され る。 卽ち直 覺が强 ければ 強い 程 それ を 代表す る 議論 も 堅牢で あるとの 念 か 深い。 だか 

ら客觀 S 辯 說が作 S 優劣 を诀 すると は 云 ひながら、 其 實は旣 に 一 個の 好惡が 早く 旣に其 優劣 を诀 してる ろ 

ので ある。 好惡が 優劣に 變 化せねば やまぬ 程、 (自己が 多數 に傳染 せねば やまぬ 程) 卞觀. か强 ければ こそ、 

客觀的 の 導線 も 自然に 流出す るので ある。 

個人の す- 觀が 個人的の 制限に 甘ん ぜす して、 これ を 普通なら しめんとの 活動 を 試みる の は、 取 も 直さす、 

趣味に 統一がなくて はならぬ と W 努力に 外ならぬの である。 自分の 好惡は 同時に 甲の 好惡 であり、 乙の 好 

惡 であり、 竝ぜて 丙 丁の 好惡 であり 得べ し、 もしくは 然 あらざる ベから すとの 念力であって、 此 念力 を杲 

す 方法が 卽ち 誰に でも 通用す る 客 觀的論 辯の 形に なって 發 現す るので ある。 

「鑑賞の 統！ と獨 立」 中に 述べた 統！ と獨 立との 閼係 は、 實を云 ふと 斯う 云 ふ もので あつたの である。 
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從 つて 此 統一と いふ 字面の 裏に は、 必す しも 俗に 所謂 藝術 上の カノン (法規)， を 含んで ゐ ない。 藝術 上の 

カノ ンは希 臊のァ リスト I ト ル 以後 幾多の 哲學 者と 批評家に よって 建立せられ 又破壞 された。 昔より 今日 

に 至る 迄、 永久 不變の 價値を 有する カノン は 未だ 曾て 一 つもない と 云って 差 支ない。 其 理由 を說 明す るの 

は、 先に 述べた 「イズムの 功過」 中に ある 議論 を 繰 返す 丈 だかち、 重說 しない。 ケャ ー ドと云 ふ擧者 は、 

天才 は 自ら 法規 を 制定す る S 權利を 有すと 云って るる。 余の 言葉に 從 へば、 自己の 生命 は 自己に 商ー當 なる 

輪廓 を 自然に 構造す るが 故に、 一代 前の 輪廓 を 何時の間にか 脫却 すると 云 ふ 事で ある。 だから 此處に 辯 じ 

て 來た統 一 と 古来から 幾度 も 唱道され た 力 ノ ン と同樣 式の ものと すると、 一 方に 統 一 を說き 一 方に ィズ ム 

を排 する、 余 は 明ら さまに 矛盾 を 冒した 譯 になる。 だから 其處を 明かに して 置きたい。 

余の 云った 趣味の 統一 と は、 多種 多樣の 作物の 個々 を翫 賞す る裼 合に E- 乙が 其 評慣に 於て 一 致す る 事 を 

指して 多く 云った ので ある。 苟 くも 或 程度 迄此 統一 を 許さぬ 以上 は、 文 藝界に 在って 同じ 筌氣を 吸 ひなが 

ら、 同じぎ を 食 ひながら、 同じ 文明と 社會に 住みながら- 友人と 他人と に 論な く、 人 は 皆 石片の 如く 何等 

精神的に 交渉な く 只 ごろくして るるとい ふ 不合理な 結論に 到着し なければ ならない。 さう すれば 文藝の 

成立に 必要なる 相互の 同情と いふ 本義 を滅 して 仕舞 ふと 云 ひたいの である。 好惡を 以て 満足の 出 來ぬ程 主 

親が 强烈に 働く とき、 これ を客觀 化して 優劣と し、 其處に 趣味の 統一 を 要求して 始めて 落ち 付く の は單に 

自我 を吹聽 すろ 許で ない、 わが 卞觀 に對 する 同情 を 天下に 求む る 自然の 聲 であると 提唱した ので ある。 
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自然 を 離れん とする 藝術 

新 日本 畫譜の 序 

藝術 家が 自然の 一部分 を 切り 拔 いて、 それ を區 割の ある 特別な 枠に 嵌め込んで、 永久. に 他の 侵 人 を 防い 

だ 時、 彼 は 同時に 三樣の 興味 を感 する 事が 出來 る。 

彼に 取って 意味 ある 此斷片 を、 廣大な 空間 中に 發 見し 得た とい ふ、 自家の 活眼に 對 する 興味が 其 一 であ 

る。 此斷片 を 思 ひ 切って 大 世界から 截り 取って、 それ 自身 を完 たき 小 世界に 變 化させた 勇 氣に對 する 興味 

が 其 一 一で ある。 此斷片 を 自己の 頭と 腕で 思 ふ 通りに 紙 もしくは 絹の 上に 斿らぇ 上け た 手柄に 對 する 興味が 

其 三で ある。 

自然 は 固より 藝術家 のた め に 存在す る もので はない。 けれども 自然のう も に藝 術を發 見 する の は 藝術家 

である。 此發 見した る藝 術に 永久の 生命 を與 へんが ために、 他物の 混交 を 防いで、 これ を 安全の 地位に 置 

くもの は 矢張り 藝術 家で ある。 最後に、 此安全 を 計る 手段と して、 變り 易い 自然 を依賴 せす に、 自ら 其 影 

とも 見るべき 第一 一の 自然 を 創設す るの も 亦藝術 家で ある。 自然 を 寫す藝 術 家が、 自然に 對 して 漫 りに 奴婢 

の 感を 抱かす し て、 常に どこか 小さき ゴッドの 樣 な 氣宇を 有す るの はこれ が爲 である。 

吾人の 有する 自我 心の 要求 は單 にこれ に 止まらない。 吾人 は 誠實に 自然 を 描寫 しつ 、ありと 聲 言す るに 

も拘 はらす、 其描寫 せる 所の もの は 遂に 自家の 見た る 自然 を脫 する 譯に 行かない。 自然 を寫 すと 稱 しなが 

ら 常に 自然の 影 を 描いて るる。 のみなら す 少し 個性の 烈しい 人になる と、 進んで わが 腦 裏に 印象され たる 

獨特の 色彩 を發 揮し やうと 力めて ゐる。 從っ てこの 人々 の 努力 は 自然 を 再現し やうと する ので はない、 わ 

が 頭に 映 じた 一 種の 自然 を 描かう とする 事になる。 選擇 した 自然 s 特色 を 出さう とする 上に、 かねて 又自 
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家の 特色 を も 出さう として ゐる。 藝術 は是に 於て 更に 一 步 自然 を 去って 人間に 近づいて くる。 否 寧ろ 己れ 

に 近づいて くる。 妙な 意味に 於て 自然から 獨 立して くる。 

もう 一段 此方 面に 進む と、 吾人 は 自然 を も 描かす。 自然の 映 じたる わが 頭 を も 描かす" 遂に 自然の 解釋 

のみ を 描く やうになる。 解釋 とに、 われ は 自然 を かく 翻譯 して 眺める と 云 ふ 意味で ある。 耿舞 伎の 外に 能 

樂が 成立し， 小說の 外に アラビア ン ナイトが 行 はれ， 普通の 畫と 竝んで 装飾 畫が 珍重せられ るの は、 皆自 

然を 離れて、 藝 術を藝 術と せんとす る 人間の 镯 立 心に 本づ くもので ある C 動植物の 寫 生か.. 立した と稱 

せ。 る ゝ 幾何 模樣の 如き は 其 極端 を證 明す ると 云っても 差 支な からう と 忍 ふ。 

此獨立 心から 出た 藝術 は、 一見 自然に 背く 如き 感 あるに 拘 はらす、 自然 を 離れん とする の 努力 あるの 點 

に 於て、 旣に 厭味 を脫 したる ものである。 自然に 背いて 不快 を 感ぜし むる 藝術 は、 自然に 背きながら 自然 

を 描く と呼號 する からで ある。 噓を 演じて 眞と思 はせ やうと する 僞を含 むからで ある。 日本の 芝居の 如き 

は 正に それで ある。 寫實 ならざる 寫實を 見せて、 社 會の眞 相で > も あるかの 如き 顏付 をな す點に 於て、 余 

は 芝居 を 野卑と 斷言 する を惲ら ぬ。 之に 反して 能樂は 純然 普通 以外の 別天地と 思 はる ゝ 程の 事 を、 まとも 

に 正直に 演じて るる か ら 毫も 强ひ られる 所 が な ，、， o も し 此藝術 S なかに 人る の が 嫌なら すぐ 出て 仕舞 へ ば 

夫 迄で ある。 能樂は 自然と 閼係を 保った めに、 ある 距離 をと つて これと 竝 行して ゐる かも 知れない。 けれ 

ども 其 徑路が 自然の 上 を 行き つ、 あると は 演者 も 看 者 も 認めて るな い。 否 あまり 寫實 過ぎる と 云 つて 非難 

する 位で ある。 

日本逡 は 装飾的なる 點に 於て、 普通の 畫 以上に 自然 を 離れて 獨立 せんとす る藝 術で ある。 其獨 立の 程度 

は 無論 幾何 模樣の 如く 甚 しく はない、 或は 能樂 ほどに も 自然 を 遠ざかつ てるない かも 知れない。 けれども、 

誠實な 自然の 再現で もなければ、 肖 然の われに 映 じた 頭の 記錄 でもな くって、. 寧ろ 一 種の 自然の 解釋 であ 


る 事 は 明かで ある。 だから 全然 自然で もなければ、 全然 不自然で もない。 其 中間に 位する ものである。 さ 

うして 其 範圍は 應擧の 魚の 樣な寫 生 的な ものから 文人 畫の つく 芋に 至る の だから 甚だ 廣く 且つ 自由で ある 0 

日本 晝を かく 人のう ちに、 寫 生々々 とい ふ 人と、 氣 韻々々 とい ふ 人の あるの は、 此廣く 且つ 自由な 範園 

の 兩極を 代表した もので、 何方も 理由の ある 主張で あると 共に、 いづれ も 他 を 排斥す る 程に、 大切な もの 

では あるまい と 思 ふ。 た w 寫生を 口にする 人 は 自然に 重き を 置き、 氣 韻に 重き を 置く 人 は 人間の 頭に 重き 

を 置く の 差で、 兩方 ともに 面白い もの、 出來 るの は 無論で あらう。 

た  >  し氣韻 派の 弊 は 自然 を輕ん すると 同時に 自 10 の 頭 を も 重んぜす、 た V 氣 韻の ある 作品 を 遣した 人の 

頭 丈 を 重ん する がた め、 徒らに 粉本の みに 拘泥して、 草木 花鳥 悉く 同一 模型より 出る が 如き 531. 調に 陷る事 

が ある。 日本の 在 來の畫 家 は實に 粉本の みの 力で、 成功し 又 失敗した もので はなから うか。 彼等 は 實に遝 

滯 なき 一筆で、 梅の 枝 もしくは 鶴の 脛 を 尤も 簡潔に 明瞭に 確實に 安々 と 誤な く 描き出す ために、 其 全力 を 

擧 けて 練磨の 功 を 積んだ。 描く 所 は 早くて、 要領 を 得て、 際どくて、 多く を 語らない 裏面に 多く を 含んで 

るる。 だから これ を 描き 始めた 人 は文與 可の 竹に 於る が 如く 最も 親切に 丁寧に 自然 を觀 察した かも 知れな 

いが、 筆 を 下す とき は、 旣に 第二の 自然が 頭の 中に 別に 存 してる て、 筋肉の 力が それ を 運び出し たに 過ぎ 

ない。 結果 は 自然に 卽 いてる ると も 云へ るが 又 自然 を 離れて るると も 評せられる。 後の これ を舉ぶ ものに 

至って は、 阇 より 自然 を 離れて るる。 しかも 彼等が 祖述 せんとす る 人間の 頭 さへ 離れて るる。 要はた V 筋 

肉 運用の 鍊 磨に 歸 着して 仕舞 ふ。 千篇 一 律の 弊 は 其 所から 出る ので ある。 

自然 を 離れて 獨立 せんとす る 傾向の 藝 術が、 この 弊に 陷 つたと き は、 再び C 然に 接近して 直接に 新なる 

解釋 み-施す より 外に 途 のない ものである。 寫 生から 仕込まれた 洋畫 家の 試みる 日本 遑が、 今の 時代に 一 種 

特別の 意義 を もたらす の は 是が爲 である。 余 はもと 畫に 於て 造詣の ない ものである。 從 つて 石 井 君の 新畫 
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譜が 果して どれ 程 この 弊 を 救 ふ 上に 於て 價 値が あるか 明 暸に斷 言 は出來 ない。 た V 君が 從來 の弊竇 を擺脫 

して、 再び 自然に 向って 自己の 解釋を 試みられた 勇氣と 精力 は 余の 大いに 喜ぶ 所で ある。 收 むる 所 七十 餘 

枚のう ち 一 として 同 樣の構 圆 がない ので も 君の 佛を 恐れす 祖を 述べす 直に 大自然 を わが 道と して 親しく W 

究 せられた 證據 になる。 況ん ゃ譜中 描く 所の 松の 如き、 出る ごとに 葉 を 異にし 枝 を 異にし 幹 を 異にし、 毫 

も 相 冒す 所な くして、 しかも 遂に 松た るに 於て を やで ある。 

た  > 日本 畫は石 井 君 自身の 斷 はられる 通め 装飾 晝 である。 装飾 畫の 特色 は 前に も 述べ る 通り 自然 を 離れ 

ん とする 自我 心の 要求に 應 する 藝 術の 一 樣式 である。 自然 を 離れん とする 藝 術が、 一 轉 して 自然に 近づく 

の は、 現 時の 弊が これ をして 然 らしめ たので、 永久に 亙る 装飾 畫の 必要 條件 ではない。 もし 個々 の 人間が 

出 來る丈 自然から 獨 立して、 出 來る丈 自分の 頭に 重き を 置いた 新ら しい 解釋を 呈出したら 嘸 かし 面白い 事 

だら うと 甲 ：！ ふ。 
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上 

余が 博士に 推薦され たと 云 ふ 報知が 新聞紙 上で 世間に 傳 へられた とき、 余 を 知る 人のう ちの 或 者 は 特に 

書 を 寄せて 余の 榮選を 祝した。 余が 博士 を辭 退した 手紙が 同じく 新聞紙 上で 發 表された とき も 亦 余 は故舊 

新^ もしくは 未知の 或 ものから わざく 贊成 同情の 意義に 富んだ 書 狀を幾 通 も 受取った。 伊豫に るる 一 舊 

友 は 余が 學位 を授 奥され たと 云 ふ 通信 を 讀んで 賀狀を 書かう と 思って ゐた 所に、 辭 退の 報知 を 聞いて 今度 

は辭 S- の 方 を 目出度 思った さう である。 貰っても 辭 しても 何方に しても 賀 すべき 事 だとい ふの が此 友の 感 

想で あると か 云って 來た。 さう かと 思 ふと 惡戲 好の 社友 は、 余が 辭 退した の を 承知の 上で， 故 さらに 余 を 

顧 がらせる 爲に、 夏 目文學 博士 殿と 上書 をした 手紙 を 寄こした。 此 手紙の 內容は 御 退院 を 祝す すと 云 ふ 丈な 

ん だから 一 行で 用が 足りて ゐる。 從 つて 夏 目文學 博士 殿と 宛名 を 書く 方が 本文よりも 少し 手 數が掛 つた 譯 

である。 

然し 凡て 是 等の 手紙 は 受取る 前から 豫 期して ゐ なかった と 同時に、 受取っても 夫 程 意外と も 感じな かつ 

たもの 許で ある。 た V 舊師 マ ー ド ッ ク 先生から 同じく 此 事件に 就て 突然 封書が 届いた 時 丈 は 全く 驚ろ かさ 

れた。 

マ ー ド ッ ク 先生と は 一 一十 年 前に 分れた ぎり 顔 を 合せた 事 もなければ 信書の 往復 をした 事 もない。 全くの 

疎遠で 今日 迄 打ち過ぎ たので ある。 けれども 其 當時は 毎週 五六 時間 必す 先生の 敎 場へ 出て 英語 ゃ歷 史の授 
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粱を 受けた 許で なく、 時々 は 私宅 迄 押し 懸けて 行って 話 を 聞いた 位 親しかった ので ある。 

先生 はもと 母國 の大擧 で希腋 語の 敎授 をして 居られた。 それが ある 事情の ため 斷然 英國を 後に して 單身 

日本へ 來る氣 に なられた ので、 余 等の 敎授を 受ける 頃 は、 まだ 日本化し ない 純然たる 蘇 國語を 使って 講 

みさか ひ 

義 やら 說明 やら 談話 やら を 見境な く 遣られた。 それが 爲め 同級生 は 悉く 辟易の 體で、 た》 烟に捲 かれる の 

を 生徒の 分と 心得て るた。 先生 も 夫で 平 氣の樣 に 見えた。 大方 どうせ こんな 下らない 事を敎 へて ゐ るんだ 

から、 生徒なん かに 分っても 分らな くっても 構 はない と 云ふ氣 だった の だら う。 けれども 先生の 性質が 如 

何にも 淡泊で 丁寧で、 立派な 英國 風の 紳士と 極端な ボ へ ミア ュ ズム を合倂 した 樣な 特殊の 人格 を 具へ てる 

るのに 敬服して 敎授 上の 苦情 を 云 ふ もの は 一 人 もなかった。 

おプィ トシヤ— ト 

先生の 白 襯衣 を 着た 所 は 滅多に^る 事が 出來 なかった。 大抵 は 鼠色の フラ ネルに 風呂敷の 切れ端の 樣 

ネクタイ  ネクタイ  チ 3 ヅヰ 

な 襟 飾 を 結んで 濟 まして 居られた。 しかも 其 風呂敷に 似た 襟 飾が 時々 胴着の 胸から 拔け 出して 風に ひら ひ 

らす るの • を 見受けた 事が あった。 高等 舉 校の 敎 授が黑 い ガウン を 着 出した の は 其 頃からの 事で あるが、 先 

ころも ■  は おつ 

生 も 當時は 例の 鼠色の フラ ネルの 上へ 襦子か 何 かの ガ ゥ ン を 法衣の 樣に 羽織て るら れた。 ガ ゥ ン の 袖口に 

は 黄色い 平 打の 紐が、 ぐるりと 縫 ひ 廻して あった。 是は 装飾の 爲 とも 見られる し、 又は 袖口 を 括る 用意と 

も 受取れ た。 た V し 先生に は 全く 兩樣の 意義 を 失った 紐に 過ぎなかった。 先生が 敎 場で 輿に 乘 じて 自分の 

面白い と 思 ふ 問題 を 講じ 出す と、 殆んど ガウン も 鼠の 襯衣 も 忘れて 仕舞 ふ。 某 はわが 居る 所が 敎場 である. 

と 云 ふ 事 さへ 忘れる らしかった。 新ん な 時には 大股で 敎壇を 下りて 余 等の 前へ 髯 だらけの 顔 を 持って くる。. 

もし 余 等の 前に 欠席者で もあって、 一 脚の 机が 空いて るれば、 必す其 上へ 腰 を 掛ける。 さう して 例の ガウ 

ンの 袖口に 着いて るる 黄色い 紐 を 引 張って、 一 C< 程の 長さ を斿ら へて 置いて、 それで ぴしゃり くと 机の 

上を敲 いた ものである。 


當時余 はほんの 小 供であった から、 先生の 擧殖 とか 造詣と か を 批判す る 力 は 丸でなかった。 第一 先生の 

使 ふ 言葉から が 余 自身の 英語と は 頗る 綠の 遠い ものであった。 それでも 余 は 他の 同級生よりも 比較的 熱心 

な 英語の 研究者であった から、 分らない ながら も出來 得る 限りの 耳と 頭 を 整理して 先生の 前へ 出た。 時 二 
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は 先生の 家 迄 も 出掛けた。 先生の 家 は 先生の フラ ネルの 襯衣と 先生の 帱子 II 先生 はくしゃく になった 

中 折 轄 に 自分勝手に 變な鉢 卷を卷 き 付けて 被って ゐた 事が あった。 — 凡て 是等 先生の 服装に 調和す る 程 

に、 先生の 生活 は單 純な ものであるら しかった。 

中 

其 頃の 余 は 西洋の 禮 式と 云 ふ もの を 殆んど 心得なかった から、 訪問 時間な どと 云 ふ 觀念を 少しも さむ 

氣兼 なしに、 時なら す 先生 を 壟 ふ 不作法 を敢 てして 憚から なかった。 あ， る 日朝 早く 行く と、 先生 は 丁度 朝 

食 を 認めて ゐる 最中で ぁづ た。 家が 狹 いため か、 又は 余 を 別室に 導く 手數を 省いた 爲か、 先生 は 余 を 自分 

の 食卓の 前に 坐ら して、 君 はもう 飯 を 食った かと 聞かれた。 先生 は 其 時 卵の フライ を 食って ゐた。 成程 西 

洋 人と 云 ふ もの は 斯んな もの を 朝食 ふの かと 思って、 余 は ひたすら 食事の 進行 を 眺めて ゐた。 實は 今考へ 

ると 其 時 迄 卵の フライと 云 ふ もの を 味 はった 事がない 樣な氣 がする。 卵の フライと 云ふ當 葉 も 夫から すつ 

と 後に 覺 えた 樣に思 はれる。 

ナイフ  フォ— ク 

先生 はやが て 肉 刀と 肉 匙 を 中途で 置いた。 さう して 椅子 を 立ち上がって、 書棚の 中から 黑ぃ 表紙の 小形 

の 本 を 出して、 そのうちの 或 頁 を朗々 と讀み 始めた。 しばらく すると、 本 を 伏せて 何う だと 閗 かれた。 正 

直の 所 余に は 一 言 も 解らなかった から、 一 體夫は 英語です かと 聞いた。 すると 先生 は 天来の 滑稽 を 不川意 

に 感得した 樣に惲 りなく 笑 ひ 出した。 さう して 是は希 膙の詩 だと 答 へられた。 英國 の表プ 現に、 珍紛漢 


の 事 を、 それ は 希 膿 語 さと 云 ふの が ある。 希 臓 語 は 彼 地で も 其 位六づ かしい 物にして あるの だら う。 高等 

寧 校 生徒の 余な どに 解る 箸 は 無論ない。 それ を 何故 先生が 請んで 聞かせた のかと 云 ふと、 詳しい 理由 は 今 

思 ひ 出せない が、 何でも 希臊 の文學 を椎稱 した 揚句の 事ではなかった かと 思 ふ。 鬼に 角 先生 はさう 云 ふ 性 

質の 人な ので ある。 

先生の 作った 「日本に 於る ドン . ジュ アンの 孫」 と 云 ふ 長 詩 も馐か 聞かされた 樣に思 ふ。 けれども 其う 

ちの 或 行に アラス、 アラック、 と 云 ふ 感投詞 が 二つ 賴 いて ゐ たと 記憶す る 丈で、 あと は 丸で 忘れて 仕舞つ 

た。 - 

ベ ィ ンの 論理 學を讀 めと 云って 先生が 貸して 呉れた 事 もあった。 余 は それ を通讀 する 積り で 宅へ 持って 

歸 つたが、 何分 課業 其 他が 忙 がしい ので 段々 延びく になって、 何時 迄 立っても 目的 を果し 得なかった。 

程經て 先生が、 久しい 前 君に 貸した ベインの 本 は 僕の 先生の 著作 だから 保存して 置きたい から、 もし 讀ん 

で 仕舞ったなら 返して 吳れと 云 はれた。 其 本 は 大分 丹念に 使用した ものと 見えて 裏表と も 表紙が 千切れて 

るた。 それ を 借りた ときに も 返した 時に も、 先生 は 哲舉の 方の 素養 も あるの かと 考 へて、 小 供 心に 羨まし 

かった。 

あるとき 何ん な 英語の 本 を讀ん だら 宜 からう と 云 ふ 余の 問に 應 じて、 先生 は 早速 手近に ある 紙片に、 十 

種 程の 害 目 を 認めて 余に 與 へられた。 余 は 時 を 移さす その内の 或 物 を 讀ん だ。 卽 座に 手に 人らなかった も 

の は、 機會を 求めて 得る 度に これ を讀ん だ。 どうしても 眼に 觸れ なかった もの は、 倫敦へ 行った とき 買つ 

て讀ん だ。 先生の 書いて 吳れた 紙片が、 余の 袂に 落ちてから、 約 十 年の 後に 余 は 始めて 先生の 擧 ゆた 凡て 

を讀む 事が 出來 たので ある。 先生 は あの 紙片に それ 程の 重き を 置いて 居なかった S だら う。 凡て を 讀んで 

から 又 卜 年も經 つた 今日から 見れば、 それ 程 先生の 紙片に 重き を 置いた 余の 方で も 可笑しい 氣 がする。 


外國 から 歸 つた 當時 先生の 消息 を 人傳に 聞いて、 先生 は 今鹿兒 島の 高等 學 校に 相 變らす 英語 を敎 へて，. 

居る と 云 ふ 事が 分った。 鹿兒 島から 人が 出て くる 度に 余 は マ —ド ッ ク さん は 何う したと 尋ねない 事 はな か 

つた。 けれども 音信 は 其 後 二人の 間に 全く 絕 えて ゐ たので ある。 た V 余が 先生に 就いて 得た 最後の 報知 は、 

先生が とうく 攀 校を已 めて 仕舞って、 市外の 高 臺に居 を 卜しつ ゝ、 菜樹の 栽培に 余念がない らしい と 云 

ふ 事であった。 先生 は 「日本に 於る 英國 の隱 者」 と 云 ふやうな 高尙な 生活 を 送って ゐる らしく 思 はれた。 

馎士 問題に 闢 して 突然 余の 手元に 届いた 一 封の 書翰 は、 實 に此隱 者が 二 4. 餘年來 の 無音 を 破る 憤 ありと 信 

じて、 とくに 余の ために 認めて 吳れ たものと 見える。 

下 

.  ま じめ 

手紙に は 日常の 談話と 異ならない 程度の 平易な 英語で、 眞 率に 余の 學位辭 退 を 喜 こぶ 旨が 書いて あった。 

其內 に、 今 囘の事 は 君が モラル、 バック ボ— ンを 有して ゐ る證據 になる から 目出度と 云 ふ ハウ か 見えた。 モ 

ラル、 バック ボ ー ンと云 ふ 何でもない 英語 を翻譯 すると、 德義的 脊髓と 云 ふ 新奇で かつ 趣の ある 字而が 出 

來る。 余の 行 爲が此 有用な 新 熱 語に 憤す るか 何う か は、 先生の 見識に 任せて 置く 積で ある。 (余 自身 は 夫 

程 新ら しい 脊髓 がなくても、 不 便宜な しに 誰に でも 出來る 所作 だと 思 ふけれ ども) 

先生 は又グ ラッド スト ー ンゃ 力— ライル ゃスぺ ンサ ー の 名 を 引用して、 君の 御 仲間 も 大分 あると 云 はれ 

た。 是に は恐綜 した。 余が 博士 を辭 する 時に、 是等 前人の 先例 は、 毫も 余が 腦 裏に 閃めかなかった からで 

ある。 ，.—— 余が 诀斷を 促 かす 動機の 一 部分 を も 形づくらなかった からで ある。 尤も 先生が 是等 知名の 人の 

名を擧 けたの は、 辭 任の 必 すし も非禮 でない と 云 ふ 實證を 余に 轺介 された 迄で、 是等 知名の 人 を 余に 比較 

する 爲 でなかった の は 無論で ある。 

二  I 三 


二-四 

先生 云 ふ、 —— 吾等が 流 俗 以上に 傑出し やうと 力める の は、 人と して 常然 である。 けれども 吾等 は社會 

に對 する 榮譽 の貢獻 によって のみ 傑出すべき である。 傑出 を 要求す るの 最上 權利 は、 凡ての 時に 於て、 吾 

等の 人物 如何と 吾等の 仕事 如何によ つての み诀 せらる ベ きで ある。 

先生の 此 主義 を 實 行して ゐる事 は、 先生の 日常生活 を 別にしても、 其 著作 日本 歴史に 於て 明かに 窺 ふ 事 

が 出来る。 自白 すれば 余 はま だ此 標準 的 述作 を 讀んで 居ない ので ある。 夫に も拘 はらす、 先生が 十 年の 歲 

月と、 十 年の 精力と、 同じく ト 年の 忍耐 を 傾け 盡 して、 悉く これ を此 一 書の 中に 注ぎ込んだ 過去の 苦心談 

は、 先生の 愛弟子 山縣 五十雄 君から 精し く 聞いて 知って ゐる。 先生 は 稿 を 起す に 常って、 殆んど あらゆる 

國 語で 出版され た 日本に 閼 する 凡ての 記事 を讀 破した とい ふ 事で ある。 山 縣君は 第 一 其 語舉の 力に 驚ろ い 

てるた。 和藺 語で も 何でも 自由に 讀 むと 云って 呆れた 樣な顔 をして 余に 語った。 述作の 際 非常に 頭 を 使 ふ 

結果と して、 仕舞に は 天 を 仰いで 昏倒 多 時に 亙る 事が あるので、 奥さんが 大變 心配した と 云 ふ 話 も 聞いた。 

夫 許で はない、 先生 は 單に此 著作 を 完成す る爲 に、 日本語と 漢字の 研究 迄 積まれた ので ある。 山 縣君は 先 

生の 技倆 を 疑って、 六づ かしい 漢字 を 先生に 書かして 見たら、 旨く はない が、 劃 丈 は 間違な く 立派に 書い 

たと 云って 感心して ゐた。 此 等の 準備から なる 先生の 日本 歴史 は、 悉く 材料 を 第 一 の 源から 拾 ひ 集めて 大 

成した もので、 儲からない 保證が あると 同時に、 擧 者の 良心に 對 して 毫も 疚 ましから ぬ德義 的な 著作で あ 

るの は 云 ふ 迄 もない。 

「余 は 人間に 能 ふ 限りの 公平と 無私と を 念じて、 榮春 ある 君の 國の 歴史 を 今に 猶 述作し つ、 ある。 從っ 

て 余の 著書 は 一部 人士の 不満 を 招く かも 知れない。 けれども 夫 は 巳 を 得ない。 ジョン モ— レ ー の 云った 通 

り 何人に も あれ 誠 實を妨 ぐる もの は、 人類 進歩の 活力 を妨 ぐると 一般であって、 其眞 正なる 日本の 進步は 

余の 心 を 深く かつ 眞 面目に 動かす 題目に 外ならぬからで ある。」 


余 は 先生の 人となりと 先生の 目的と を 信じて、 茲に 先生の 手紙の 一節 を 有の 儘に 譯 出した。 先生 は 新^ 

第三 卷の 冒頭に ある 緒論 をと くに 思慮 ある 日本人に 見て 貰 ひたいと 云 はれる。 先生から 同書の 寄贈 を 受け 

る 日 それ を 一 讀 して 満足な 批評 を 書き 得るならば、 さう して 先生の 著書 を 天下に 紹介す る 事が 出來 得るな 

らば 余 の 幸で ある。 先生の 意 は、 學 位を辭 退した 人間と しての 夏 目な にがしに 自分の 著述 を 讀んで 貰って、 

同じく 博士 を辭 退した 人間と しての 夏 目な にがしに、 その 奢述を 天下に 紹介して 貰 ひたいと 云 ふ 所に ある 

の だら うと 思 ふからで ある。 

四 四、 三、 六 i 八 


二  i 


ニー 穴 

マ— ドック 先生の 日本 歷史 


上 

先生 は 約の 如く 潢濱總 領事 を 通じて ケリ —ヱ ン ドウ ォ ルシ から 自著の 日本 歴史 を 余に 送るべく 取り 計 は 

れ たと 見えて、 約 七 百 頁の 重い 書物が 其 後日なら すして 余の 手に 落ちた。 た し 夫 は 第一 卷 であった。 さ 

うして 卷 末に 明治 四十 三年 五月 發 行と 書いて あるので、 余 は 始めて 此 書に 對 する 出版 順序に 閼 しての 余の 

誤 薛を覺 つた。 

先生 は 吾邦 歴史のう ちで、 葡萄牙 人が 十六 世紀に 始めて 日本 を發 見して 以來熾 田、 豐臣、 德川三 氏を經 

て 島 原の 内亂に 至る 迄の 間、 所謂 西歐 交通の 初期と も稱 して 然るべき 時期 を擇ん で、 其 部分 丈 を 先年 出版 

された ので ある、 だから 順序から 云 ふと、 第二 卷が 最初に 公け にされ た譯 になる。 さう して 去年 五月 發行 

と ある 新刊の 方 は、 却って 第一 卷に相 常す る 上代 以後の 歴史であった。 最後の 卷、 卽ち 十七 世紀の 中頃 か 

ら 維新の 變に 至る 迄の 沿革 は、 今猶 述作 中に か ， る 未成品に 過ぎなかった。 其 上 去年の 第 一 卷と是 から 出 

る 第三 卷目 は、 先生 一個の 企てで なく、 日本の 亞細亞 協會が 引き受けて 刊行す るの だと 云 ふ 事が 分った。 

從 つて 先生の 讀んで 吳れと 云った 新刊の 緖論 は、 第三 卷 にある のではなくて、 矢張り 第一 卷の 第一 篇の事 

だと 知れた。 夫で 先づ 寄贈され た 大冊 子の 冒頭に ある 緒言 丈 を 取り 敢す 通覧した。 

維新の 革命と 同時に 生れた 余から 見る と、 明治の 歴史 は卽ち 余の 歴史で ある。 余 自身の 歴史が 天然 自然 

に 何の 苦 もな く 今日 迄發展 して 来たと 同 樣に、 明治の 歴史 も 亦 尋常 正當に 四十 何年 を 重ねて 今日 迄 進んで 


來た としか 思 はれない。 自分が 世間から 受ける 待遇 や、 一般から 蒙る 評 憤に は、 案外な 點も 或は あると 云 

はれる かも 知れない が、 自分が 如何にして 斯んな 人間に 出來 上った かとい ふ 徑路ゃ 因果 ゃ變 化に 就て は、 

善 惡に拘 はらす 不思議 を 挾む 餘地 がちつ とも 無い。 た V 斯の 如く 生れ、 斯の 如く 成長し、 斯の 如き 社會の 

感化 を 受けて、 斯の 如き 人間に 片付いた 迄と 自覺 する 丈で、 其自覺 以上に 何等の 驚ろ くべき 點 がない から、 

從 つて 何等の 好奇、； -も 起らない、 從 つて 何等の 研究心 も 生じない。 か、 る理の 當然ー 片の 判斷が 自己 を 支 

配す る 如くに、 同じく 當り前 さと 云ふ觀 念が、 矢張り 自己の 生息す る 明治の 歴史に も 付け 纏って ゐる。 海 

軍が 進歩した、 陸軍が 强大 になった、 工業が 發 達した" 擧 問が 隆盛に なった と は 思 ふが、 それ を 認める と 

等しく、 しか あるべき 箐だ と考 へる 丈で、 未だ 甞て 「如何にして」 とか 「何故に」 とか 不審 を 打った 試し 

がない。 必竟 吾等 は 一種の 潮流の 中に 生息して ゐ るので、 其 潮流に 押し流されて ゐ る自覺 はありながら、 

斯う 流される のが 本當 だと、 筋肉 も神經 も腦髓 も、 凡てが 矛盾な く 一致して、 承知す るから、 妙 だと か變 

だと かいふ 疑の 起る 餘 地が 天で 起らない ので ある。 丁度 葉 裏に 隱れる 虫が、 鳥の 眼を晦 ます 爲 めに 靑 くな 

ると 一般で、 虫 自身 はたと ひ靑 くなら うと も 赤くなら うと も、 そんな 事に 頓着すべき 所以がない。 かう 變 

色す るの が 當り前 だと 心得て ゐ るの は 無論で ある。 た y 不思議が るの は當の 虫ではなくて、 虫の 研究者で 

ある、 動物 學者 である。 

マ —.. ト ッ ク 先生の 吾等 日本人に 對 する 態度 は 恰も 動物 學 者が 突然 靑く變 化した 虫に 對 すると 同樣の 驚嘆 

である。 維新 前 は 殆んど 歐洲の 十四 世紀 頃の カル チ ユア— にし か 達しなかった 國 民が、 急に 過去 五十 年間 

に 於て、 二十世紀の ja 洋 と比铰 すべき 程度に 發展 したの を 不思議が るので ある。 僅か 五隻の ペリ— 艦隊の 

前に 爲す術 を 知らなかった 吾等が、 日本海の 海戰で トラフ ァ ルガ ー 以來の 勝利 を 得た のに 心 を 躍らす ので 

ある。 

一二 七 


一二  < 

先生 は此 驚嘆の 念^り 出立して、 好奇心に 移り、 夫から 又 研究心に 落ち 付いて、 此 大部の 著作 を 公け に 

する に 至ったら しい。 だから 日本 歴史 全部のう ちで 尤も 先生の 心 を 刺戟した もの は、 日本人が どうして 西 

洋と 接觸し 始めて、 又 其 影響が どう 働ら いて、 黑船着 後に 至って 全局 面の 劇變を 引き起し たかと 云 ふ點に 

あった ものと 見える。 それ を 一通り 調べても まだ 足らぬ 所が あるので、 矢張り 上代から 漕ぎ出して、 順次 

に根氣 よく 人文 發展の 流 を 下って 來な いと、 此 突如た る 勃 典の 眞髓が 納得 出來 ない と 云 ふ 意味から、 次に 

上代 以後 足 利 氏に 至る 迄 を 第 一 卷 として 發 表された ものと 思 はれる。 さう は斷 つてない けれども、 緖論を 

讀 むと 其 邊の 消息が 多少 窺 はれる 樣な氣 もす る。 

從 つて 緒論に 現 はれた 先生 は、 出來 得る 限りの 範圍に 於て、 吾等が 最近 五十 年間の 豹 變に對 する 說明 を、 

箇條 がきの 如くに 與 へて 居られる。 其 内に は 一 寸 吾等の 思 ひ 設けぬ 觯釋 さへ ある。 西洋人が 豫 期せざる 日 

本の 文明に 驚ろ くの は、 彼等が 開化と いふ 觀念を 誤 まり 傳 へて、 耶蘇 敎的 カル チ ユアと 同意義の もので な 

ければ、 開化なる 語 を 冠すべき もので ない と 自信して るた からで あると 云 ふが 如き は 其 一例で ある。 西洋 

の 開化と 耶蘇 敎的カ ルチ ユア— と密 切の 閼 係の ある 事 は 誰でも 知って ゐ るが、 耶蘇 敎的 カル チ ユア— でな 

くて は 開化と 云へ ない と は、 普通の 日本人に ：？ うしても 考へ 得られない 點 である。 けれども 夫が 西洋人 一 

般 の判斷 だと、 先生から 注意され て 見る と、 成程と 首肯せ ざる を 得ない。 斯う 云 ふ 意味に 於て、 先生の 著 

述は 日本 を 外國に 紹介す る 上に 非常な 利 盆が ある 許で なく、 研究心に 富んだ 外國 人が、 吾等 自身 を 如何に 

親 察して ゐ るか を 知る 便宜 も 亦 甚だ 少なくな いので ある。 

西洋の 雜誌を 見る と、 日本に 關 した 著述の 廣告 は、 一 週に 一一 ー册は 屹度 出て るる。 近頃で は是 等の 書籍 


を 蒐集した 丈で も 優に 相 應の圆 書 館 は 一杯になる だら うと 思 はれる 位で ある。 けれども 眞の觀 察と、 眞の 

努力と、 眞の 同情と、 眞の 研究から 成った もの は 極めて 乏しい と斷 言しても 差 支 は あるまい。 余は此 乏し 

いもの、 一 として、 先生の 歴史 を 吾等 日本人に 紹介す る 機會を 得た の を 愉快に 思 ふ。 

歴史 は 過去 を 振 返った 時 始めて 生れる ものである。 悲しい かな 今の 吾等 は 刻々 に 押し流されて、 瞬時 も 

1 所に 泜徊 して、 吾等が 歩んで 來た道 を 顧みる 暇 を 有たない。 吾等の 過去 は 存在せ ざる 過去の 如くに、 未 

來の爲 に蹂躏 せられつ 、 ある。 吾等 は 歴史. を 有せざる 成り 上り もの ゝ 如くに、 た V 前へ 前へ と 押されて 行 

く。 財力、 腦カ、 體カ、 道德 力、 の 非常に 懸け隔たった 國 民が、 鼻と 鼻と を 突き合せた 時、 低い 方 は 急に 

自己の 過去 を 失って 仕舞 ふ。 過去な ど は 何う でもよ い、 只此 高い ものと 同程度に ならなければ、 わが 現在 

の 存在 を も 失 ふに 至るべし との 恐ろし さが 彼等 を眞 向に 壓 迫す るからで ある。 

吾等 はたご 一つの 眼 を 有って ゐる。 さう して 其 二つの 眼 は 二つながら、 晝夜 ともに 前 を 望んで るる。 さ 

■ .  あせり あ せつ  い き 

うして 足の 眼に 及ばざる を 恨みと して、 焦慮に 焦慮て、 汗 を 流したり 呼 息 を 切らした りする。 恐る へき 祌 

經 衰弱 はべ ストよりも 劇しき 病毒 を 社會に 植付けつ  > ある。 夜番の 爲に 正宗の 名刀と 南蠻鐵 の 具足と を 買 

ふべ く 余儀なく せられた る 家族 は、 澤 庵の 尻尾 を嚙 つて 日夜 齷齪す るに も拘 はらす、 夜番の 方で は 頻りに 

刀と 具足の 不足 を訴 へて ゐる。 吾等 は 渾身の 氣 カを擧 ゆて、 吾等が 過去 を破壞 しつ、、 斃れる 迄 前進す る 

ので ある。 しかも 吾等が 斃れ る時ゝ 吾等の 烟 突が 西洋の 烟 突の 如く 盛んな 烟りを 吐き、 吾等の 汽車が 西洋 

の 汽車の 如く 廣ぃ 鐵軌を 走り、 吾等の 資本が 公債と なって 西洋に 流用せられ、 吾等の 研究と 發 明と 精神 事 

業が 畏敬 を 以て 西洋に 迎 へらる、 や 否や は、 どう 己 惚れても 大 いなる 疑問で ある。 マ ー ドック 先生が 吾等 

の^ 在に 驚嘆して 吾等の 過去 を 研究され ると 同時に、 吾等 は 吾等の 現在から 刻々 に 追 ひ 捲られて、 吾等の 

未 來を斯 の 如く 悲觀 してる る。 余 は 吾等の 過去に 對 する 先生の 著書 を 紹介す るの 序 を 以て、 吾等の 運命に 
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關 しての 未. 來觀を も 一 言 先生に 告 けて 置きたい と& ふ。 

ra 四、 一 11、 一六 ！ 一  七 


博士 問題の 成 行 

1 一月 一 一十 一 日に 學位 を辭 退して から、 一 一ヶ月 近くの 今日に 至る 迄、 當局 者と 余と は 何等の 交涉 もな く 打 

過ぎた。 所が 四月 十 一日に 至って * 余 は 圖らす も 上田 萬 年、 芳賀矢 一 一 一 博士から 好意的の 訪問 を 受けた。 

二 博士が 余の 意見 を當 局に 傳 へたる 結果と して、 同日 午後に、 余 は 又 福原專 門擧務 局長の 來訪を 受けた。 

局長 は 余に 文部省の 意志 を吿 け、 余は义 局長に 余の 所見 を 繰返して、 相互の 見辉の 相互に 異なる を 遺憾と 

する 旨 を 述べ 合って 別れた。 

翌十 二日に 至って、 福 原 局長 は 文部省の 意志 を 公け にす るた め、 余に 左の 書翰 を 送った。 實はニ ヶ月 前 

に、 余が 局長に 差 出した 辭 退の 申し出に 對 する 返事な ので ある。 

「復啓 一 一月 一 一十 一 日付 を 以て 學位授 與の儀 御 辭退相 成 度 趣 御 S. 出 相 成 候 處已に 發令濟 にっき 今更 御辭退 

の 途も無 之 候 間 御 了知 相 成 度 大臣の 命に より 別紙 擧 位記 御 返付 旁 此段申 進 候 敬具」 

余 も 亦 余の 所見 を 公け にす るた め、 翌 十三 日附を 以て、 下に 揭 ぐる 書面 を 福 原 局長に 致した。 

「拜啓 學位辭 退の 儀 は 旣に發 令 後の 申出に か ， る 故、 小生の 希望 通り 取 計ら ひかね る 旨の 御 返書 を領 し、 

再 應の御 答 を 致します。 

「小生 は 學位授 與の御 通知に 接した る 故に、 辭 退の 儀 を 申し出でた のであります。 夫より 以前に 辭 退す 

る必耍 もな く、 又辭 退す る 能力 もない ものと 御考 へに ならん 事 を 希望 致します。 

r 擧位 令の 解釋 上、 學 位は辭 退し 得べ しとの 判斷を 下すべき 餘地 あるに も拘 はらす、 毫も 小生の 意志 を 

眼中に 置く 事な く、 一  途に辭 退し 得すと 定められ たる 文部大臣に 對し 小生 は 不快の 念 を 抱く ものなる 事 を 
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兹に 言明 致します。 

「文部大臣が 文部大臣の 意見と して、 小生 を擧位 ある ものと 御 認めになる の は已を 得ぬ 事と する も、 小 

生 は舉伉 令の 觯釋 上、 小生の 意志に 逆って、 钾受 をす る 義務 を 有せざる 事 を茲に 言明 致します。 

「最後に 小生 は 目下 我 邦に 於け る擧問 文藝の 兩界に 通す る 趨勢に 鑒 みて、 現今の 博士 制度の 功少 くして 

弊 多き 事 を 信す る 一 人なる 事 を茲に 言明 致します。 

「右大臣に 御 傳へを 願 ひます。 學 位記 は再應 御手 許 迄 御 返付 致します。 敬具」 

要するに 文部大臣 は 授與を 取り消さ ぬと 云 ひ、 余 は 辭退を 取り消さ ぬと 云 ふ 丈で ある。 世間が 余の 辭退 

を認 むる か、 又は 文部大臣の 授 與を認 むる か は、 世間の 常識と、 世間が 舉位 令に 向って 施す 解 釋に侬 つて 

極まる ので ある。 た V し 余 は 文部省の， 如何と、 世間の 如何と に拘ら す、 余 自身 を 余の 思 ひ 通に 認む るの 自 

由 を 有して 居る。 

余が 進んで 文部省に 取消 を 求めざる 限り、 又 文部省が 余に 意志の 屈 從を强 ひざる 限り は、 此 問題 は此ょ 

"以上に 纏まる 害がない。 從 つて 落ち 付かざる 所に 落ち着いて、 歳月 を此 儘に 流れて 行く かも 知れない。 

解決の 出 來ぬ樣 に解釋 された 一 種の 事件と して 統一 家、 徹底 家の 心を惱 ます 例と なる かも 分らない。 

博士 制度 は學問 獎勵の 具と して、 政府から 見れば 有 效に違 ひない。 けれども 一 國の學 者を擧 けて 悉く 馎 

士 たらん がた めに 舉問 をす ると 云 ふ 樣な氣 風 を 養成したり、 又は 左樣思 はれる 程に も 極端な 傾向 を帶 びて、 

擧^ が 行動す るの は、 國 家から 見ても 弊害の 多 いのは 知れて るる。 余 は 博士 制度 を破壞 しなければ ならん 

と 迄は考 へない。 然し 博士で なければ 擧者 でない 樣に、 世間 を 思 はせ る 程 博士に 價値 を陚與 したならば、 

學問は 少數の 博士の 專有 物と なって、 僅かな 舉者的 貴族が、 擧權を 掌握し 盡 すに 至る ど 共に、 選に 漏れた 

る 他 は 全く 1 般 から 閑却され るの 結果と して、 厭 ふべき 弊害の 績 出せん 事 を 余 は 切に 憂 ふるもの である。 


余 ま此意 味 に 於て £i 蘭 西 にァカ デミ ー の ある 事す らも 快よ く 思 つ て 居らぬ。 

從 つて 余の 博士 を辭 退した の は 徼頭镦 尾 主義の 問題で ある。 此 事件の 成 行 を 公け にす ると 共に、 余は此 

1 句 丈 を 最後に 付け 加 へ て 置く。 

II 四 四 四、 1 五 II 
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文藝 委員 は 何 をす るか 


上 

攻府が 官選 文藝 委員の 名を發 表する の 日 は 近き にあり と傳 へられて るる。 何人が 進んで 其 囑に應 する か 

は 余の 知る 限りで ない。 余 はた V 文壇の ために 一 言して 諸君 子の 一 考を煩 はしたい と 思 ふ 丈で ある。 

政府 は ある 意味に 於て 國家を 代表して ゐる。 少く とも 國家を 代表す るかの 如き 顔 をして 萬 事 を 振舞 ふに 

足る 位の 權カ 家で ある。 今 政府の 新設 せんとす る 文藝院 は、 此點に 於て まさしく 國家 的機閼 である。 從っ 

て 文 藝院の 內容を 構成す る 委員 等 は、 普通 文士の 格 を 離れて" 突然 國家を 代表すべき 文藝 家と ならな けれ 

ばなら ない。 しかも 自家に 固有なる 作物と 評論と 見識との 齎 した 惯 値に よって、 國家を 代表す るので はな 

い。 實行 上の 權 力に 於て 自己より 遙に 偉大なる 政府と 云 ふ もの を 背景に 控 へた 御蔭で、 忽ち 魚が 龍と なる 

ので ある。 自ら 任す る 文藝家 及び 文學者 諸君に 取って は、 定めて 大 いなる 苦痛で あらう と 思 はれる。 

諸君が もし、 國家 のた めだから、 此 苦痛 を 甘んじても 遣る と 云 はれるなら、 まことに 敬服で ある。 其 代 

り 何 處が國 家の 爲 だか、 明かに 諸君の 立脚地 を 吾等に 敎 へられる 義務が 出て 來る だら うと 考 へる。 

政府が 國家的 事業の 一 端と して、 保護 獎勵を 文. 藝 _s 上に 與 へんと する の は、 文明の 當局 者と して 固より 

當 然の考 へで ある。 けれども 一 文 藝院を 設けて 優に 其 目的が 達せられる やうに 思 ふなら ば、 恰も 果樹の 栽 

培 者が、 肝心の 土壤を 問題外に 閑却しながら、 自分の 氣に 入った 枝 丈に 袋 を 被せて 大事 を 懸ける 小刀細工 

と 一 般 である。 文 藝の發 達 は、 その 發 達の 對 象と して、 文藝を 歡迎し 得る 程度の 社會の 存在 を假定 しなけ 


れ ばなら な いのは 無論の 事で、 其 程度の 社會を 造り 出す 事が、 卽ち 文藝を 保護 獎勵 しゃう と 云 ふ 攻府の 第 

I 目的で なければ ならない 事 も 亦 知れ 切った 話で ある。 さう して 夫 は 根の 深い 國民敎 育の 結果と して、 始 

めて 一 般 世間の 表面に 浮遊して 來 るより 外に 途 のない ものである。 旣に 根本が 此處で 極まり さ へ すれば、 

他の 設備 は 殆んど 装飾に 過ぎない。 (其 弊害 を 勘定に 入れない 時で すら。) 余 は 政府が 文藝 保護の 最急政 

策と して、 何故に まづ 學檢敎 育の 遠き 源から 手 を 下さな かつ たかを 怪 むので ある。 夫程大 仕掛の 手 數を厭 

ふ 位なら、 序に 文 藝院を 建てる 手 數をも 厭った 方が 經濟 であると 考へ る。 國家を 代表す るかの 觀を装 ふ 文 

藝 委員なる もの は、 其 性質 上 直接 社會に 向って、 以上の 樣な 大勢 力 を 振舞 ひかね る圑體 だからで ある。 

もし 文藝院 がより 多く 卑近なる 目的 を 以て、 文 藝の產 出家に 對 して、 個々 別々 の 便宜 を、 其 作物 上の 評 

憒に應 じて、 零細に かつ 隨 時に 與 へやう とするならば、 余 は 其 效果の 比 较的少 きに 反して、 其 弊害の 思つ 

たよりも 大 いなる 事を斷 言す るに 惲らぬ ものである。 

我々 は 自ら 相應に 鑑賞 力の ある 文士と 自任して、 常住 他の 作物に 對 して、 自己の 正當と 信す る 評 價を公 

けにして 憚らない のみ か、 藝術 上に 於て 相互 發展 進歩の 餘 地は是 より 外にない と迄考 へて るる。 けれども 

我々 の 批判 は 飽迄も 我々 一家の 批判で ある。 もし 夫が 一 家の 批判 を 超越す る 場合に は、 批判 其 物の 性質と 

して 普遍なら ざるべ からざる 權威 を內に 具へ てるる が爲 で、 云 は V 相手と 熟議の 結果から 得た 自然の 勢力 

に過ぎない。 我々 の 背後に はた > 他より 優秀なる 鑑賞 力と、 他より 超越せ る判斷 力が あるの みで、 單に是 

が爲 にわが 1 言辭に それ 相 應の權 威 を 生す るので ある。 

此權威 を 最後 最上の 權威 であれ かしと 冀 ふの は、 我々 の 欲望であって、 一般に 通す る事實 ではない。 之 

を事實 にして 吳れる もの は、 相手と 公平なる 三者で ある。 苟 くも 二者の 許諾 を 得ざる もの は、 どこ 迄 も 一 

家の 批判に 過ぎない。 夫が 當然 である。 然るに 一家の 批判 を 以て 任すべき 文藝家 もしくは 文擧 家が、 國家 
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を 代表す る 政府の 威信の 下に、 突如と して 國家を 代表す る文藝 家と 化する の 結果と して、 天下 をして 彼等 

の 批判 こそ 最終 最上 の 權威ぁ る ものとの 誤鮮を 抱かし むる の は、 其 起因す る 所が 文 藝其物 と 何等の 交渉な 

き 政府の 威力に 本づ くだけに、 猶 更の惡 影響 を 一 般社會 II ことに 文 藝に志 ざす 青年 II に與 ふるもので 

ある。 是を文 藝の墮 落と 云 ふの は 通じる。 保護と 云 ふに 至って は 其 意味 を 知る に 苦しまざる を 得ない。 

中 

1 家の 批判 を、 一家と して 最後 最上の 批判と 信す るのに、 何人も 蟓 を容れ やうがない。 けれども 夫 をし 

て 比較的 普遍なら しめんが ため、 II 夫 を 世間に 通用す る 事 實と變 化せし めんがた めに、 文藝の 鑑賞に 緣 

も ゆかり もない 政府の カを藉 りる の は 卑怯の 振舞で ある。 自己の 所信 を客觀 化して 公衆に しか 認めし むべ 

き 根據を 有せざる 時に 於て すら、 彼等 は 自由に 天下 を 欺く の 權利を あらかじめ 占有す るからで ある。 

弊害 は是 許りで はない。 旣 に文藝 委員が 政府の 威力 を 背景に 置いて、 個人的なら ざるべからざる 文藝上 

の 批判 を國家 的に 膨脹して、 自己の 勢力 を 張る の 具と なすならば、 政府 は 又文藝 委員 を 文 藝に閼 する 最終 

の 審判 者の 如く 見立て ゝ、 此機關 を 通して、 最も 不愉快なる 方法に よって、 健全なる 文 藝の發 達 を 計る と 

の 漠然たる 美名の 下に、 行政 上に 都合よ き 作物の み を獎勵 して、 其 他を壓 迫す る は 見易き 道理で ある。 公 

平なる 文藝の 鑑賞 家 は 自己の 所謂 健全と 政府の 所謂 健全と 一 致せざる 多くの場合に 於て、 文 藝院の 設立 を 

迷惑に 思 ふだら う。 

是 等の 弊害 を 別にしても、 文 藝院の 建設 は 依然として 文 藝の發 達上效 力が ある、 卽ち ある 種類の 好い 作 

物 は 出る に 違ない と 主張す る 人が あるか も 知れない。 余 はさう 云 ふ 人に 向って、 たと ひ 日本に 文藝院 がな 

くっても 好い 作物 は 出る の だと 云 ひたい。 嘗て 文部省の 展覽き S 審査員の 某氏に 會 つた 時、 日本の 繪畫も 


近頃 は 大分 上手に なりました と 云ったら、 其 人 は 文部省の 展覽會 が 出来てから 大變 好くな りました と 答へ 

た。 日本の 繪畫の 年 々進歩す るの は爭ふ ベから ざる 事實 では あるが、 其 原因 を 某氏の やうに 一 槪に 文部省 

の展 ilsa に歸 する のは閒 逢って ゐる樣 に 思 はれる。 果して 日本の 畫 家が あの 位の 刺激に 挑撥され て 人工的 

に 向上した とすれば、 彼等 は 文部省の 御蔭で 腕が 上がる と 同時に、 同じく 文部省の 御蔭で 頭が 下がった の 

で、 一 方から 云 ふと 氣の 毒な 程 不見識な 集合 體 だと 評しなければ ならない。 

余が 某氏の 言に 疑 を 挾む の は、 自分に 最も 密接の 閼 係の ある 文壇の 近 狀に徵 して、 诀 して 左樣 では ある 

まいとの 自信が あるから である。 政府 は 今日 迄 わが 文 藝に對 して 何等の 保護 を與 へて ゐ ない。 寧ろ 干涉の 

み を 事と した 形跡が ある。 それに も拘 はらす、 わが 文學は 過去 數 年の 間に 著る しい 發展 をした。 余の 見る 

所 を 以てする と、 現今 毎月 刊行の 文學雜 誌に 載る 幾多の 小說の 大部分 は、 英國の 4 ンダ— 杯に 賴々 現れて 

くる 愚劣な 小說 よりも、 何の 位藝術 的に 書き流されて ゐ るか 分らない。 旣に此 数年の 間に 斯程 進歩の 機運 

が 熱する としたなら、 突然 それ を 阻害す る 事情の 起らない 限り は、 文藝院 杯と 云 ふ 不自然な 機闢の 助け を 

藉 りて 無理に 溫 室へ 入れなくても、 野生の 儘で 放って置けば、 此 先順當 に發展 する 丈で ある。 我々 文. H か 

ら 云っても、 好い加減な 選り好み をされ た 上に、 生 中 もやし 扱 ひに される の は 難 有い もので はない。 

現代の 文士が 述作の 上に 於て 要求す る 所の もの は、 國家を 代表す る文藝 委員 諸君の 注意 や 批判 や 評價だ 

と 思 ふの は、 政府の 己惚 である。 それ 等 は 皆 各自に 有って るる 害で ある。 疑 はしい とき は、 個人と しての 

先擊 やら 朋友 やら、 信用の ある 外國 人の 著 はした 書物 やらに 聽 いて、 自分の 考へを 纏めれば 澤山 である。 

現代の 文士が 述作の 上に 於て 最も 要求す る 所の もの は 夫 等で はない。 金で ある。 比較的 容易なる 生活で あ 

る。 彼等 は 見苦しい 程 金に 困って るる。 所謂 文壇の 不振と は、 文壇に 提供せられ たる 作物の 不振で はない _ 

作物 を 買って やる 財囊の 不振で ある。 文士から 云へば 米 榧の 不振で ある。 新設され べき 文 藝院が 果して 此 
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不振の 救濟を 急務と して 適當の 仕事 を 遣り出すならば、 よし 永久の 必要 はなしと した 所で、 刻下の 困難 を 

し お ほ 

救 ふ 一時の 方便 上、 文壇に 綠の 深い 我々 は 折れ合って 無理に も贊 成の 意 を 表したい が、 何う して 夫 を 仕 終 

せる かの 實行 問題に なると、 余に は 全然 見込が 立たない ので ある。 

下 

ファクト， - 

近時の わが 文壇 は 殆んど 小說の 文壇で ある。 脚本と 批評 は 之に 次ぐべき 重要の 因數に 相違ない が、 分量 

から 云っても、 一般の 注意 を 惹く點 から 云っても、 遂に 小 說には 及ばない。 其 小說に 就て、 斯道に 關係ぁ 

る 我々 の 見逃し 能 はざる 特殊の 現象が 毎月 刊行の 雜 誌の 上に 著る しく 現れて 来た。 それ は 全 體の小 說が藝 

術 的 作品と して、 或る 水平に 達しつ、 あると 云 ふ事實 である。 又 其 水平が 年々 に 高くな りつ、 あると 云 ふ 

事實 である。 此 二つの 事實を 左右の 翼と して、 論理的に 一段の 交渉 を 前方に 進めるならば、 我々 は 局外者 

に 向って 興趣 ある 一 種の 結論 を 提供す る 事が 出來 る。 其 結論と は 斯うで ある。 I 

わが 小 說界は 偉大なる 一  一 一 S 天才 を 有する 代りに、 優劣の しかく 懸隔せ ざる 多数の 天才 (もしくは 人才) 

の 集合 努力に よって 進步 しつ 、ある。 

この 傾向 を 首肯 ひつ >、 文藝 委員の するど 云 ふ 選拔賞 與の實 際 問題に 向 ふなら ば、 公平に して 眞に 文界 

の 前途 を 思 ふ もの は、 誰し も 其 事業に 伴 ふ 危險と 困難と を感 すべき 笞 である。 左 迄 優劣の 階段 を設 くる 必 

要な き 作品に 對 して、 國家的 代表者の 權 威と 自信と を 以て、 敢て 上下の 等級 を 天下に 宣告して 憚らざる さ 

へ あるに、 文明の 趨勢と 敎 化の 均霑 とより 來る 集合 園體の 努力 を 無視して、 全部に 與 ふべき 害の 報酬 を、 

强 ひて 個人の 頭上に 落さん とする は、 殆ん ど惡意 ある 取捨と 一 般 の行爲 だからで ある。 

好惡は 人々 の隨 意で ある。 好惡 より 生す る 物品 金 錢の贈 與も亦 人々 の隨 意で ある。 英國の 王家が 月桂 詩 


人力 稱號 をスヰ ン バ 1 ン に與へ ないで、 ォ ー ス チン に 年々 一 一三 百磅の 恩給 を 贈る の は、 單に 王家が 此詩人 

に對 する 好惡の 表現と 見れば 夫 迄で ある。 けれども 國 家の 與 ふべき 報酬 は、 一 錢 一 厘たり とも 好惡 によつ 

て 支配 さるべき ではない。 必す 優劣に よって 诀 せらるべき である。 しかも 其 優劣が 判然と 公衆の 眼に 映ら 

なければ ならない。 此 必要 條件を 具備し ない 國家的 保護と 獎勵と は 無き に 優る と寬假 する よりも、 ， 寧ろ 有 

るに 劣る (若し 左樣 いふ 言葉が 意味 をな すなら ば) と 非難す る 方が 當然 である。 

作物の 現狀と 文士の 窮狀と は旣に 上說の 如くであって、 茲に 保護の 爲に 使用すべき 金が 若干で も あると 

すれば、 それ を 分配すべき 比铰的 無難な 方法 はた V 一  つ ある 丈で ある。 余 は 毎月 刊行の 雜誌に 掲載され る 

凡ての 小 說とは 云 はない 積で あるが、 其 大部分、 卽ち 或る 水平 以上に 達した る 作物に 對 して は 此 保護金な 

り獎勵 金な り を 平等に 割り 宛てて * 當分 原稿料の 不足 を 補ふ樣 にしたら 可から うと 思 ふ。 固より 各人に 割 

り 宛てれば 僅かな ものに 違ない けれども、 一つ の 短篇に 就て 一 一 一 十圓 乃至 五 卜 圆 位な 赏與を 受ける 事が 出來 

たなら、 賞 與に伴 ふ 名 譽杯は 何う でも 可い として、 實 際の 生活 上に 多少の 便宜 は ある 事と 信ぜられ るから 

である 3 斯う すれば 雜 誌の 編輯 者と か膦賈 者と かに は 丸で 影響 を 及 ほさす に、 た .V 雜誌を 飾る 作家 丈が 寬 

容ぐ 利益の ある 事 だから、 一 雜 誌に 載る 小 說の數 が 無喑に 殖える 氣遣 はない。 尤も 自分で 書いて 自分で 雜 

誌 を 出す 道樂な 文士 は 多少 增す かも 知れない が、 それ は實 施の 上に なって 見なければ 分らない。 

余 は 以上の 如く 根本に 於て 文 藝院の 設置に 反 對を唱 ふるもの であるが、 もし 保護金の 使 ffl 法に 就て、 幸 

ひ に も文藝 委員が 此 公平な る 手段 を講す るなら ば、 其 局部に 對 して は 大に贊 成の 意 を 表する に吝 かなら ざ 

る 積で ある。 其 他の 企畫に 就ても 悉く 非難す る 必要 は 無論 認めない。 けれども 大體の 筋から 云って、 凡て 

是等 は 政府から 獨 立した 文藝 組合 又 は 作家 圓と云 ふ樣な 組織の 下に 案出 さ れ 、 又 其 組 熾の 下に 行攻 者と 協 

商され べきで ある。 惜 いかな 今 C 日本の 文藝家 は、 時間から 云っても、 金錢 から 云っても、 又精绅 から 云 
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つても、 同類 保存の 途を講 する 餘裕 さへ 持ち 得ぬ 程に 貧弱なる 孤立 者 又は ィゴィ ストの 寄 合で ある。 自己 

の 》 したる 檻 内に 咆哮して、 互に 嚙み合 ふ 術 は 心得て 居る。 一 步 でも 檻 外に 向って 社會 的に 同類 全 體の地 

位 を 高め やうと は考 へて るない。 互を輕 蔑した 文字 を恬 として 六號 活字に 丼べ 立てたり^ して、 故 さら こ 

f 分 等が 社會 力ら 輕 蔑され る樣な 地盤 を 固めつ， 澄まし 返って ゐ る有樣 である。 日本の 文藝 家が gi^u 

部と 云 ふ 程の 單 純な 組織す らも 構成し 得ない 卑 力な 徒で ある 事 を 思へば、 政府の 計畫 した 文 藝院の 憂 こ 成 

立す るの は 無理 はない かも 知れぬ。  f  {£• 
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isr 書齋 より 街頭 へ」 

日本語と して は 珍ら しい 書名で ある。 書齋 より 街頭へ 打って出 るの 意 だと 王 堂 氏 自身が 註釋を 施して る 

る。 擧 者の a 識を書 齋に蓄 へて、 志士の 功名 を 街頭に 樹 てようと する のが、 氏の 希望 ださう である。 贊成 

である。  . 

た Y 氏の 說く 所の 三分の 二 は、 人事 現象の 空間 的 辯 明に 過ぎな いのは 如何なる もので あらう。 たと へば 

政府と は 斯う、 個人と は 斯う、 理想と は 斯う、 道 德とは 斯う、 と 一 々彼等に 割り 宛てられた 社會上 又は 心 

理 上の 役目 を、 一場 内に 陳列して、 相互の 關係 やら、 其 物の 特色 やら を 鄭重に 指摘す る 丈に 止まって ゐる。 

從 つて 讀 者の 是 等の 講釋 より 得る 知識 は辨別 上の 知識で ある。 大 いなる 槪念 である。 人間 活力の 種々 なる 

表現に 就いての 長い 定義で ある。 尤も 此方 面に 於て、 氏の 眼界 は 中々 に廣 いのみ ならす、 氏の 分類に は 立 

派な 見識が 一 貫して ゐ るに は 相違ない が、 夫 は 氏が 書齋の 人と して 尤も 得意な 方面 を發 揮した 丈で、 實行 

の 人、 街頭へ 打って出た 志士と しての 價 値と は 何等の 交渉 もない。 單に 書齋の 研究 を 以て 世に 問 ふと 云 は 

すして 別に 社會的 使命 を帶 ぶる 著述と 宣言す る 以上 は、 單 なる 學識を 標榜す る 丈で は濟 むまい。 其 擧識が 

必然 社會的 に裔し 得る實 際 上の 效果 を豫 想す るに 足る 要素 を 胚胎して 居なくて はなるまい。 必すゃ 純粹の 

理舉 でなくて 理 擧の應 ffl である ェ舉を 孕むべき 笞 であらう。 理想と か、 道德 とか、 知覺 とか、 槪念 とか 云 

ふ もの を 空間 的に 排列して 順序 を 整へ た 丈で は 不可まい。 此 整った 隊伍 を 勇ましく 繰り出して、 實 世間に 

ひとい くさ 

一 戰を しなければ なるまい。 王 堂 氏の 陣立て は 成程 立派で あるが、 た V 丘ハ 除が 規律； 止しく 竝ん でゐる 丈で、 

それが 別段の 働き もせす、 徒らに 綺麗に して 且 無用なる 長物との み 見える 場合が 多い 樣に 見受けられ るの. 
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は 甚だ 殘念 である。 空間 的に 排列され た 計りで、 時間 的に 動かない 兵隊が 装飾に 過ぎな いのは 云 ふ 迄 も あ 

るまい o 

王 堂 氏の 論文の 過半 は 辯 難 攻撃の 聲で 充満して ゐる。 辯 難 攻擊は 他の 立場 を 否定す るの を 根本の 能事と 

する もの だから、 美しく 成功した 時で すら、 其 效果は 消極的に 過ぎない。 惜しい かな 王 堂 氏 は 十字街 頭に 

立って 汝等斯 くす ベ し、 斯 くせざる ベ からすと 積極的に 呼號し 得る 底の 特殊なる 何物 を も 把持して 居らぬ 

やに 見受けられる。 王 堂 氏 はわれ 生活の 定義 を 下して 剴切な り。 道 德の動 力 を 論じて 肯綮 を 得たり、 理 

想を說 いて 自然 派の 蒙 を 啓け. り、 是等は 皆 われに 積極的の 或 物 ある 證據 にあら す やと 詰問され るか も 知れ 

ない。 御尤もで ある。 余と 雖も王 堂 氏が 積極的 S 見解に 富んで 居られる 事 は 疑 はない。 しかも 其 見解の 豪 

邁 にして 精徵 なる 事 を 優に 認 むろ もので あろ。 た > 積極的の 見解 を 山程 積み 疊 ねても、 吾々 の 現代 生活 中 

に 原動力 を與 ふる 積極的の 方針と も活 作用と も變 する 術の ない の を 悲しむ ので ある。 氏の 論文の 間口の 非 

常に 廣大 なのに 驚いて、 這 入って 見る と、 存外 奥行が 詰まって ゐる 感じが したり、 又は 全くの 吹き 拔 けで 

何處で 建物が 盡 きて ゐ るの か 分らない 氣持 がする の は、 要するに 是が爲 だら うと 思 ふ。 氏が 余の 「文藝 の 

哲舉的 基礎」 を 評せら る、 に 百 六十 六 頁 を 費やされ たる は、 余の 深く 光榮 とする 所で、 氏の 學界に 貢獻せ 

ん とする 意氣 も目醒 ましき もので は あるが、 うんと 踏ま へられた 余に、 何う もうん と 踏ま へられた 樣な氣 

が 起らない のが 缺點 である。 氏の 論鋒 は、 恰も 區 役所の 戶籍掛 りが、 出產 届に 對 して、 出產の 事實を 不問 

に附 しながら、 た、 W 其 書式の 法に 叶 はない 事 丈 をく どく 長く 主張して、 いつ 迄 も 屆書を 受取らない 樣な觀 

が ある。 

けれども 今の 見す ほらし き 批評 界に 在って、 是程 時間と 勞 力と 精神と 舉 問と 見識 を 惜します に" 堂々 と 

觀丘 〈の 偉 典 を舉け 得る もの はた V 一  の 王 堂學人 あるの みで あらう。 表へ 仁 丹 を 買 ひに 出る 準備と して、 先 


づ% の 草鞋 を 訛へ るの は、 一寸 異樣 では あるが、 外の 人 はそんな S 意 をす る 盒も時 もない からの 苦しがり 

から、 只 着の み 着の 儘で 飛んで 出る の-だと 思へば、 王 堂擧 人の 方が 遙 かに 餘裕の ある 大人 舉者 である。 隨 

つて 王 堂 學人は 隨分自 尊卑 他の 言語 を 極端まで 使用され る けれども、 丁度 大名が 町人 を 呼び捨てに すると 

同じ 事で、 時として 滑稽に 響く かも 知れない が、 少しも 陋劣の 調を傳 へない。 余 は 余の 敬愛す る 王 堂擧人 

のヒ めに 特に 此美點 を 指摘して、 此書を 世間に 薦 むる ものである。 王 堂學 人の 武器 を 以て、 王 堂舉 人の 奢 

述 を舉究 的に 批評す る 事が、 わが 文 藝攔の 性質 上 出來惡 かった の は 返す ぐ 遺憾で あるが、 夫 は 巳む を 得 

ない の だから さう 御 承知 を 願 ひたい。 
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上 

一 週日に わたる 「ハム レット」 の 公演 は 文壇 最近の 出来事と して 藝 術に 閼係 ある 多數の もの、 興味 を惹 

き 起した 新ら しい 色彩で ある。 余 も 招待 を 受けて、 親に 行った。 一 寸 した 差 支の ため、 後れて 席に着いた 

のみなら す 早く 席 を 立った から、 全部の 連績 した 光景が、 眼に も 耳に も 展開 的に 收 まらなかった の は、 遣 

憾 である けれども、 長い 卷 物の 中間 丈は馐 かに 鮮明に 切り 拔 いて 宅へ 持って 歸 つた。 其 印象の 中には 坪 内 

博士に も 登場の 諸君に も 面と 向って は 云 ひ惡ぃ 所が 大分 あるので、 少なくとも 公演 中 はと 差 控えて るた。 

今 これ を 公け にす るの は、 博士の 熱心と 諸君の 努力に 對 する 余の 敬意に、 誠實 なる 內容 を與 へんと する 心 

苦しき 試みに 過ぎない。 

根本的に 云 ふと、 「ハ ム レット」 は英國 で出來 たもの、 三百 年 も 昔に 成った もの、 無 韻で は あるが 一 行 五 

疊の 律から 割り出した 所謂 ブラ ン クヅ I スで 書き 綴られた もの —— 旣に 外面 的に も是 程の 特色 を 具へ てゐ 

る 以上 は、 今日の 日本に 生れた 我々 の此 劇に 對 する 態度が、 鑑賞 的で あるべき か、 はた 批評 的で あるべき 

かは讀 まぬ 前から 略 極まるべき 笞 である。 と 云 ふ 意味 は T ハ ム レット」 と 我々 が必す ぴたりと 一 致すべき 

ものとの 迷信に 近い 信念 を 以て 讀み 始める より は、 寧ろ 我々 は 我々 として 何處迄 「ハ ム レット」 に 引っ張 

つて 行かれ 得る だら うかと 云 ふ 批判的 態度で、 研究に 取り 掛ら なければ なるまい と 論定した いので ある。 

これ を 事 實に訴 へれば、 余の 意味 は 更に 一 倍の 光度 を 高め 得る かも 知れない。 あの 一 週間の 公演の 間に 


來た 何千 かの 觀 客に 向って、 自分が 舞 臺の裡 に吸收 せられる 程 我 を 忘れて 面白く 見物して 來 たかと 聞いた 

ら、 左 樣と斷 言し 得る もの は 恐らく 一  人 もなから うと 思 ふ。 夫 程 劇と 彼等の 問に は 興味の 間隔が あつたの 

だと 余は犟 りなく 信じて るる。 

それで は 其 間隔 を說 明し ろと 坪內 博士が 云 はれるなら、 余 は 英國が 劇と 我等の 間に 挾まって るると 答へ 

たい。 三百 年の 月日が 挾まって ゐ ると 答へ たい。 使 ひ 慣れない 詩的な 言葉が のべつ に 挾まって ゐる とも 答 

へたい。 要するに 沙 翁と 云 ふ 一 人の 男が 間へ 立って、 凡て 鑑賞の 邪魔 をして ゐ るの だと 憚な く 云 ひ 切りた 

い。 我等と 劇の 間に 寸分の 隙間な く、  二つが ぴたりと 合ぶならば、 其 劇に 英國 だの、 ニー 百年の 昔 だの、 詩 

的な 言葉 だのと 云 ふ 面倒な 形容詞 は 要らぬ 笞 である。 「ハム レット」 はた V の 「ハム レット」 で 充分 通用 

しなければ ならない 箸で ある。 

坪內 博士の 譯は 忠實の 模範と も 評すべき 鄭重な ものと 見受けた。 あれ だけの 骨折 は實際 翻譯で 苦しんだ 

經驗の ある もので なければ、 殆んど 想像す る さへ 困難で ある。 余 は 此點に 於て 深く 博士の 勞 力に 推服する。 

けれども、 博士が 沙 翁に 對 して 餘 りに 忠實 ならん と 試みられ たがた め、 遂に 我等 觀 客に 對 して 不忠 實 にな 

られ たの を 深く 遺憾に 思 ふので ある。 我等の 心理 上 又 習慣 上 要求す る 言語 は 一 つも 採用の 榮を 得すして、 

片言隻句の 末に 至る まで、 悉く 沙 翁の 云 ふが 儘に 無理な 日本語 を 製造され た 結果と して、 此 矛盾に 陷 たの 

は 如何にも 氣の 毒に 堪 へない。 沙翁劇 は 其 劇の 根本 性質と して、 日本語の 翻譯を 許さぬ ものである。 其 翻 

譯を敢 てす るの は、 これ を敢 てす ると 同時に、 我等 日本人 を見棄 たも 同樣 である。 翻 譯は差 支ない が， 其 

翻譯を 演じて、 我等 日本人に 藝術 上の 満足 を與 へやう とするならば、 葡萄酒 を 正宗と 交換した から 甘黨で 

も飮 めない 事 はなから うと 主張す ると 等しき 不條理 を 犯す ことになる。 博士 はた V 忠實 なる 沙 翁の 翻譯者 

として 任す る 代りに， 公演 を斷 念す るか、 又は 公演 を 遂行す るた めに、 不忠 實 なる 沙 翁の 翻案 者と なる か、 
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二つのう ち 一つ を 選ぶべき であった。  - 

下 

沙 翁の 作物が 自然の 鏡に 映る 明かなる 影の 如くに 無理の ない もの だと、 一 槪に 西洋人の いふ 通り を眞に 

受けて、 自己の 味覺を わざと 客 位に 置いて は、 我々 の 不見識になる ばかり か， 現に 御 互の 損で ある。 沙翁 

を寫實 の 泰斗の 樣に云 ひ觸ら すの は眞 でも あるが 又大 いなる 嘘で あると 余 は 主張したい 位に 思って ゐる。 

成程 喜 怒哀樂 の 因果 的 に 流露す る 段落 關係 に は 普遍の 趣 を 具へ てゐ るか も 知れない が、 其 喜 怒哀樂 の 中に 

盛られる 表現に は 寄り付け ない 程に 不自然で 且 突飛な ものが ある。 今日の 日本人 は 無論- 今日の 英國人 も 

無論、 當時 エリ. ザべ ス 朝の 人間と 雖も诀 して こんな 思想 を 意志 疏 通の 道具と して W ひ はしなかった らうと 

考 へられる。 

此 不自然で 突飛な、 我々 と は 尤も 人間的 交渉の 少ない 思想が、 卽ち沙 翁の 詩想な ので、 平凡と 常 套を脫 

した 普通 以上の 別世界に 行 はるべき 巧みなる 表^な の だと 云 ふ 事 實に氣 が 付くならば、 所謂 沙翁 劇なる も 

の は、 普遍なる 脚色の 波瀾から 觀 客に 刺戟 を與へ る 外に、 一 種 獨特の 詩國を 建立して、 其 詩國の 市民で な 

ければ 到底 これ を享樂 する 權利を 有して 居らぬ と 規定され た六づ かしい 條件 付の 芝居で あると 云 ふ 事が 解 

る" たらう o 

從 つて 日常の 人閒 としても 猶 且つ 鑑賞の 餘地 ある 脚色に のみ 追 伴して、 同時に 一 方の 條件 を充 たす 事 を 

忘れた もの、 又は 充 たす. に 意な きものに は、 一 種 云 ふべ からざる 不徹底な 齒痒 さと、 片付ける 事の 出來な 

い 矛盾の 苦痛 を與 へざる を 得ない。 我等 は 全く 之が 爲に惱 まされた ので ある。 けれども 坪內 博士と 登場の 

諸君 は、 夫 程 詩的な 表現 を恣 まに する 沙 翁に 跟 いて 來 得ない 我等の 方が、 趣味の 程度に 於て 稚な いの だと 


云 はれる かも 知れない。 余 は 特に 其 所 を 辯 じて 置きたい ので ある。 

余の 經驗 に訴へ ると、 沙 翁の 建立した と 云 ふ詩國 は、 歐洲の 評 家が 一 致す る 如くに、 しかく 普遍な 性質 

を帶 びて るる もので はない。 我等が 相應 にこれ を 味 は ひ 得る の は、 年來 修養の 結果と して、 順應の 境地 を 

意識的に 把捉し た 半ば 有意 の 鑑賞で ある。 緣の 遠い 所になる と 依然として 我等と 沙 翁との 間に は 何等の 血 

も 脈 も 共通に 搏 つて はるない。 其 上 我等 は 字面に 泜徊 して、 其 内部に 潛在 する 情味 を 掬しながら 徐々 と 進 

行す る ものである。 單 なる 俳句の 如きで すら 詩と 名のつ く 以上 は廣告 を讀み 流す 勢で 進行して は頤も 情緒 

も 字義に 伴 ふ 餘裕を 見出し 得な いのは 經驗 の敎へ る 所で ある。 況して 本來 から 己れ を 異境の 土に 移しての 

鑑賞に、 日常 談話の 速力 は、 汽車で 箱 根 を 馳け拔 ける よりも 無理な 見物で ある。 今の 普通 敎育を 受けた 英 

人に すら 沙 翁の 首 葉 は 舞臺の 文句と して は餘 りに 詩的で、 殆んど 意義 を 構成して るない 所が 多い。 もし 此 

不足 を 補 ふに ァクセ ン トの 特別な 組織から 生す る 朗詠 吟誦の 調子に 伴って 起る 快感 を 以てしなかったら、 

彼等 は 殆んど 長時間の 席に 堪 へない だら うと 思 ふ。 沙翁は 詩人で ある、 詩人の 言葉 は 常識 以上の 天地 を馳 

け囘 つて ゐる、 と 許した 以上、 之 を 口にする もの も 亦 常識 以上の 調子で 觀客を 釣り込む 魔力と 覺 悟と を 具 

へなければ ならない。 要するに 沙翁 劇の セリフ は 能と か謠 とかの 樣な 別格の 音調に よって 初めて、 興味 を 

支持され べきで あると 極めて 懸ら なければ ならない。 こ、 に 注意 を拂 はないで、 「晴嵐 梢 を 吹き 拂 つて」 と 

云 ふ樣な 言葉 を T おい 一 寸來て くれ」 と 云 ふ 日常の 調子で 遣って は、 双方 共 崩れに 終る 丈で ある。 

西洋で も 沙翁劇 は 今猶屢 演ぜられる。 其 都度 評 家の 苦情 は、 今の 役者が 詩 を 理解し ないで， 普通の 散文 

と 選ぶ 所な く 口から 出任せに 遣って 退ける から、 折角の 美く しい もの を臺 なしに 打ち 壌して 仕舞 ふと 云 ふ 

にある。 旣に 音律の 整った 原詩に 對 して すら 斯う 云 ふ 非難が ある。 坪 内 博士の 「ハム レット」 は 寫實を 遠 

かる 埋 合せと して 沙 翁の 與 へたる 詩 美 を、 單に聲 調の 上に 於て すら 再演す る 事が 出來 なかった ため、 我々 
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お s^""? 持に 幾分？ なり？、 又普通の 人 SI の 上に 見る樣な切實な面白味を味 
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木 村 項の 發 見者 木 村 博士の 名 は 驚くべき 速力 を 以て 旬日 を 出ない うちに 日本 全 國に廣 がった。 博 t の 功 

績を 表彰した 學士會 院と其 表彰 を飽迄 緊張して 報道す る 事 を 忘れなかった 都下の 各 新聞 は、 久し振り にと 

云 はんより は 寧ろ 初めて、 純粹 の科學 者に 對 して、 政 客、 軍人、 及び 實業 家に 讓らぬ 注意 を 一般 社會 から 

要求した。 學問 のために も賀 すべき 事で、 博士の 爲 にも 喜ばしき 事に 違ない。 

けれども 今より 一 ヶ月 前に、 此木村 博士が 何 處に何 をして ゐ たかを 知って ゐ たもの は、 全國を 通じて 僅 

か 百 人 を 出ぬ 位であった らう。 博士が 忽然と 著名に なった の は、 今迄 丸で 人の 眼に 觸れ ないで 經 過した 科 

擧界 とい ふ 喑黑な 人世の 象 面に、 一 點 急に 輝 やく 場所が 出來 たと 同じ 事で ある。 其 所が 明るくな つたの は 

仕 合せで ある。 然し 其 所 丈が 明るくな つたの は 不都合で ある。 

1 般 の社會 はつ い 一 三 一週間 前 迄 博士の 存在に 就て 全く 神 經を使 はな か. つた。 一 般の 社會は 今日と 雖 科擧 

とい ふ 世界の 存在に 就て は殆ん ど不關 心に 打ち過ぎつ、 ある。 彼等から 見て 闇に 等しい 科擧界 が、 ー樣の 

程度で 彼等の 眼に 喑く 映る 間 は、 彼等が 根柢 ある 人生の 活力の 或 物に 對 して 公平に 無感覺 であった と 非難 

される 丈で 濟 むが、 苟し くも 此喑ぃ 中の 一 點が木 村 項の 名で 輝 やき 渡る 以上、 又 他が 依然として 喑 がりに 

靜 まり 返る 以上、 彼等が 今迄 所有して るた 公平の 無感覺 は、 俄然と して 不公平な 感 覺と變 性し なければ な 

ら ない。 是迄 はた》 無知で 濟ん でるたの である。 それが 急に 不德義 に轉換 する ので ある。 問題 は 單に智 愚 

を界 する 理性 一 遍の墙 を乘り 超えて、 道義の 圈內に 落ち込んで 來 るので ある。 

木 村 項 だけが 炳 として 俗人の 眸を燒 くに 至った 變 化に つれて、 木 村 項の 周圍 にある 喑黑面 は 依然として， 
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木 村 項の 知られざる 前と 同じ 樣に 人から 其 存在 を 忘れられるならば、 日本の 科 學は木 村 博士 一  人の 科擧で • 

他 S 物 瑰學 者、 數學 者、 化學 者、 乃至 動植物 舉 者に 至って は、 S 単位 をす ら充 たす 事の 出来ない 出來 損な ひ 

でなければ ならない。 貧弱なる 日本で は あるが、 余に は是程 迄に 愚圖が 揃って 科學を 研究して るると は 思 

へない。 其方 面の 知識に 疎い 赛 聞なる 余の 頭に さへ、 此斷見 を 否定すべき 材科は 充分 あると 思 ふ。 

社會は 今迄 科舉界 を， た .V 漠然と 喑く 眺めて ゐた。 さう して 其 科 擧界を 組織す る學 者の 研究と 發見 とに 對 

して は、 其 比 铰的價 値 所 か、 全く 自家の 着衣 喫飯と 交渉の ない 徒 事の 如く 見 傚して 來た。 さう して 擧士會 

院の 表彰に 驚ろ いて、 急に 木 村 氏 をえ らく 吹聽し 始めた。 吹聽の 程度が 木 村 氏の 偉 さと 比例 するとしても、 

木 村 氏と 他の 舉 者と を 合せて、 一 樣に坑 中に 葬り去った 一 ヶ月 前の 無知なる 公平 は、 全然 破れて 仕舞った 

譯 になる。 一 且木村 博士 を 賞 接するならば、 木 村 博士の 功績に 應 じて、 他の 學者も 亦 適 當の名 譽を荷 ふの 

が正當 であるのに、 他の 學者は 木 村 博士の 表彰 前と 同じ 喑黑な 平面に 取り 殘 されて、 た V 一  の 木 村 博士の 

みが、 今日 迄舉者 間に 維持 せられた 比較的 位地 を 飛び離れて、 泶 目の前に 獨り 偉大に 見える 樣 になった の 

は 少なくとも 道義 的の 不公平 を敢 てして、 一 般の 社會に 妙な 誤解 を與 ふる 好意的な 惡 結果で ある。 

社會 はた V 新聞紙の 記事 を 信じて るる。 新聞紙 はた V 學士會 院の所 置 を 信じて るる。 擧士 會院は 固より 

己れ を 信じて ゐ るの だら う。 余と 雖 ども 木 村 項の 名譽 ある 發見 たる を 疑 ふ もので はない。 けれども 擧士會 

院 が其發 見者に 比較的の 位置 を與 へる 工夫 を 講じないで、 徒らに 表彰の 儀式 を 祭典の 如く 見せし むる ため 

被 賞 者に 絕對の 優越 權を與 へる かの 如き 擧に 出で たの は、 思慮の 周密と 辨 別の 細緻 を 標榜す る舉 の 所 置 

として は、 余の 提供に か ゝ る 不公平の 非難 を 甘んじて 受ける 資格が あると 思 ふ。 

擧士 會院 が榮譽 ある 多 數の舉 者 中より 今年 はま づ木村 氏 丈 を 選んで、 他 は 年々 順次に 表彰す ると 云 ふ 意 

を當 初から 持って るた の だと 辯 解す るなら ば、 木 村 氏 を 表彰す ると 同時に、 其 主意が 一般に 知れ渡る やう 


に^り 計 ふの が學 者の 用意と 云 ふ もので あらう。 木 村 氏が 五 百圖の 賞金と 直徑 三寸 大の 賞牌に 相當 する 

のこ、 也の 擧者 はた V の 一 錢の 賞金に も直徑 一分の 賞牌に も 値せぬ やうに 俗衆に 思 はせ るの は、 木 村 氏の 

功績 を 表する がた めに、 他の 擧 者に 屈辱 を與 へたと 同じ 事に 歸着 する。 
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道樂と 職業 

. I 明治 四十 四 年 八月 明 石に 於て 逑. I . 

唯今 は牧 君の 满洲 問題 II 満洲の 過去と 満洲の 未來 とい ふやうな 問題に 就いて、 大變 條理の 明かな、 さ 

うして 秩序の よい 演說が ありました。 そこで 牧 君の 披露に 依る と、 其の あとへ 出る 私 は 一段と 面白い 話 を 

するとい ふやう になって 居る が、 なかく 牧 君の やうに 旨く 出來 ませぬ。 殊に 秩序が 無から 5 と 思 ふ。 唯 

今 本社の 人が 明日の 新聞に 出 すんだ から、 講演の 梗ま> 一 一十 行ば かりにつ  > めて 書け とい ふ 注文で したが、 

それ は 書け ない と 言って 斷 つた 位です。 それ ぢゃァ Is 舌らない かとい ふと、 現に 斯う やって 饒舌り つ、 あ 

る。 饒舌る 事 は あるので すが、 秩序と か 何とか 云 ふ 事が、 ハク キリ 句切りが 附 いて 頭に 疊み 込んで ありま 

せぬ から、 或は 前後したり、 混雜 したり、 いろくお 聽 きにくい 所が ある だら うと 思 ひます。 殊に あなた 

方の 頭 も 大分 勞れ ておいで V せう から、 先づ 成る ベ く 短 かく 申さう と 思 ふ。 

私の 申す の は 少しもむ づ かしい ことではありません。 満洲と か 安 南と かいふ 對外 問題と は 違って 極 やさ 

しい 「道 樂と 職業」 とい ふ 至極 簡單 なみだし です。 內 容も從 つて 簡單な ものであります。 まあ それ を 一 寸 

僅かば かり 御 話 をし やうと 思 ふ。 

元來 こんな 所へ 來て 講演 をし やうな ど  > は 全く 思 ひも よらぬ ことで ありまし たが T 是非 出て 來ぃ」 と斯 

うい ふ譯 で、 それで は 何 か 問題 を考 へなければ ならぬ から 其 問題 を考 へる 時間 を與へ て 吳れと 言 ひました 

ら、 社の 方で は 宜しい と 云って 相應の 日子 を與 へて 吳れ ました。 ですから 考 へて 來 ない とい ふこと も 言へ 

す、 出て 來な いとい ふこと も 無論 言へ す、 それでと うく 此 所へ 現 はれる 事に なりました。 けれども 明 石 

とい ふ 所 は、 海水浴 を やる 土地と は 知って 居ました が、 演說を やる 所と は、 咋夜 到着す るまで も 知り ませ 


ん でした。 どうして あ、 いふ 所で 講演 會を 開く 積り か、 一 寸 其の 意 を 得る に 苦しんだ 位であります。 とこ 

ろが 來て 見る と 非常に 大きな 建物が あって、 彼處で 講演 を やる の だと 人から 敎 へられて 始めて 尤も だと 思 

ひました。 成程 あれ 程の 建物 を 造れば 其 中で 講演 をす る 人 を何處 からか 呼ばなければ 所謂 寶の持 腐れに な 

る 許で ありませ う。 從 つて 西日が カンく、 照って 暑く は あるが、 折角の 建物に 對 しても、 あなた 方 は來て 

見る 必要が あり、 又 我々 は 講演 をす る 義務が あると でも 言 はう か、 まァ ある ものと して 此 壇上に 立った 譯 

である。 

そこで 「道樂 と 職業」 とい ふ 題。 道 樂と云 ひます と、 惡ぃ 意味に 取る とお 酒 を飮ん だり、 又は 何 か 花柳 

瓧會へ 入ったり する、 俗に 道樂 息子と 云 ひます ね、 あ A いふ 息子の する 仕業、 それ を 形容して 道樂 とい ふ。 

けれども 私の 此處で 云 ふ道樂 は、 そんな 狹ぃ 意味で 使 ふので はない、 もう 少し 廣く應 用の 利く 道樂 である。 

善い 意味、 善い 意味の 道樂 とい ふ 字が 使へ るか 使へ ないか、 それ は 知り ませぬ が、 段々 話して 行く 中に 分 

る だら うと 思 ふ。 若し 使へ なかったら 惡ぃ 意味に すれば それで 宜 いのであります。 

道樂と 職業、 ！ 方に 道 樂と いふ 字 を 置いて、 一方に 職業と いふ 字 を 置いた の は、 丁度 東と 西と いふ やう 

な もので、 南北 或は 水火、 つまり 道樂と 職業が 相 鬪ふ所 を 話さう と、 斯うい ふ譯 である。 卽ち 道樂と 職業 

とい ふ もの は、 どうい ふやう に關 係して、 どうい ふやう に 食 ひ 違って 居る かとい ふこと を 先づ 話して —— . 

尤も 其の 道樂も 職業 も、 旣に御 承知の あなた 方に さう いふ 事 を 言 ふ 必要 もな し、 私も强 ひて やりた く はな 

ザん 

いが、 倂し前 5- した 樣な譯 で わざく 出て 來 たもの だから、 そこ は あなた 方に 旣に御 分りに なって 居る 程 

度 以上に、 ー步 でももう 少し 明かに 分らせる ことが、 私の 力で 出来れば 夫で 私の 役目 は濟ん だものと 內々 

髙を 括つ てゐ るので あります。 

夫で 我々 は  一口に よく 職業と 云 ひます が、 私 此の間 も 人に 話した のです が、 日本に 今 職業が 何 種類 あつ 
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て、 それが 昔に 比べ て どの位の 數に 殖えて 居る かとい ふこと を 知って 居る 人 は、 恐らく 無いだら うと 思 ふ o 

現今の 世の中で は 職業の 數 は煩雜 になって 居る。 私 は 曾て 大擧に 職業 學と いふ 講座 を 設けて はどう かとい 

ふこと を考 へた 事が ある。 建議し やしませ ぬが、 唯考 へた ことがある のです。 何故 だとい ふと、 多くの 擧 

生が 大擧を 出る。 最高 等の 敎 育の 府を 出る。 勿論 天下の 秀才が 出る ものと 假定 しまして、 さう して 其の 秀 

ォが 出てから 何 をして 居る かとい ふと、 何 か 糊口の 口がない か 何 か 生活の 手蔓 はない かと 朝から 晚迄搜 し 

て步 いて 居る。 天下の 秀才 を 何かない か 何かない かと 血眼に させて 遊ばせて 置く の は 不經濟 の 話で、 一 日 

遊ばせて 置けば 一 日の 損で ある。 一 一日 遊ばせて 置けば 1 一日の 損で ある。 殊に 咋 今の 樣 に米價 の 高い 時は尙 

更の 損で ある。 一日 も 早く 職業 を與 へれば、 父兄 も 安心す るし 當人も 安心す る。 國家社 會も夫 丈 利 盆 を受 

ける。 それで 四方八方 良い こと だらけになる ので ある けれども、 其 秀才が 夢中に 奔走して、 汗 を ダラく 

垂らしながら 捜して 居る にも 拘 はらす、 所謂 職業と いふ ものが 餘り 無い 樣 です。 餘り所 かな かく 無い。 

今 言 ふ 通り 天下に 職業の 種類が 何百 種 何千 種 あるか 分らない 位 分布 配列され てるる に拘ら す、 何處 へで も 

融通が 利くべき 害の 秀才が 懸命に 馳け 廻って ゐる にも 拘ら す、 自分の 生命 を 託すべき 職業が なかく 無い o 

三 箇月 も 四 箇月 も 遊んで 居る 人が あるので 是は氣 の 毒 だと 思 ふと、 豈 計らん ゃ旣に 一 年 も 一 一年 もボ ンャリ 

して 下宿に 入って 爲すこ ともなく 暮 して 居る ものが ある。 現に 私の 知って 居る 者のう ちで、 一年 以上 も 下 

宿に 立て籠って、 未だに 下宿料 を 一 文も拂 はないで 范 然として ゐる 男が ある。 尤も 下宿の 方で も 信用して 

居る から 貸して 置く し、 當人 もどう かなる だら うと 思つ て 安心 はして 居る らしい が國 家の 經濟 からい ふと 

隨分 馬鹿 氣た 話であります。 私 も 多少 知って 居る 間柄 だから 氣の 毒に 思って、 職業 は 無い か 職業 は 無い か 

位 人に 尋ねて 見る が、 何處 にも さう 云 ふ 口が 轉 がって ゐな いので 殘 念ながら まだ 其 儘に なって ゐ ます。 け 

れ ども 今 言 ふ 通り 職業の 種類が 何百 通り も あるの だから、 理窟から 云へば 何處 かへ 打 付かって 然るべき 箐 


だと 思 ふので す。 丁度 嫁 を 貰 ふやうな もので 自分の 嫁 は何處 かに あるに 極って るし、 又 向 ふで も搜 して 居 

るの は 明らかな 話し だが、 つい 旨く行 かないと 何時 迄 も 結婚が 後れて 仕舞 ふ。 それと 同じで いくら 秀才で 

も 職業に 打 付からなければ 仕樣がない のでせ う。 だから 大擧に 職業 擧と いふ 講座が あって、 職業 は 擧理的 

にどう いふ やうに 發展 する ものである o 又 どうい ふ 時世に は どんな 職業が 自然の 進化の 原則として 出て 來 

る ものである。 と 一 々明細に 說 明して やって、 例へば 東京 市の 地圖が 牛込區 とか 小石 川區 とか 何區 とか ハ 

ッ キリ 分って る やうに、 職業の 分化 發展の 意味 も 區域も 盛衰 も 一 目の 下に 瞭然 會得 出來る やうな 仕掛に し 

て、 さう して 自分の 好きな 所へ 飛び込ましたら 洵に 便利 ぢ やない かと 思 ふ。 まあ 是は筌 想です。 寳際 やつ 

て 見ない から 分らぬ が、 恐らく 出來 ますまい。 出來 たら 宜か らうと 思 ふ 丈です。 非常に 經濟な ことに はな 

るで せう。 

斯ん な考を 起す 程に 私 は 今の 日本に 職業が 弗 常に 澤山 あるし、 又 其 職業が. 混 亂錯雜 して ゐる樣 に 思 ふの 

です。 現に 此の間 も 往來を 通ったら 妙な 商賣が ありました。 それ は 家と か土藏 とか を 引きす つて 行く とい 

ふ商賣 なんだから 私 は 驚いた のであります。 此の 公會堂 を 此の儘 他の 場所へ 持って行 くと いふ 商寶 です。 

いくら 東京に 市區 改正が 激しく 行 はれた つて、 さう 毎年 建てた ばかりの 家の 位置 を 動かさなければ ならぬ 

とい ふやう に變 化して 居ゃァ しない。 現に 私の 家な ど は 建った 時から 今日まで 市區 改正に 掛ら すに 居る。 

餘程邊 鄙な 所に あるの だからで せう。 けれども 縱令 繁華な 所に 居た つて、 さう 始終 家 を 引 ッ張ッ て ッて貰 

はなければ ならぬ とい ふ 人 はない。 然るに それ を專 門に 商賫 にして 居る 者が あるから、 東京 は廣 いと 思つ. 

たのです。 馬 琴の 小 說には 耳の 垢 取り 長官と か 云 ふ 人が ゐ ますが、 他の 耳垢 を 取る 事 を 職業に でもして ゐ 

たので せう か。 西洋に は 爪 を 綺麗に 掃除したり 恰好 をよ く するとい ふ商賣 があります。 近頃 日本で も 美顔 

術と いって 顔の 垢 を 吸 出して 見たり、 クリ ー ムを 塗抹して 見たり いろくの 化粧 をして くれる 專門 家が 出 
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て來 ましたが、 あ、 いふ 商寶は 恐らく 昔 はない のでせ 5。 今日の やうに 職業が 芋の 蔓 見た やうに 夫から 夫 

へ と 延びて 行って いろく 種類が 殖えなければ、 美顔術な どと いふ 細かな 商賣は 存在が 出來 なから うと 思 

ふ。 尤も 昔 は 却って 今にない 商寶が ありました。 私の 幼少の 時 は 「柳の 蟲ゃ 赤蛙」 など、 云って 賫 りに 来 

た。 何に した もの か 今 はた V 賫聲 丈覺 えてる ます。 それから 「い たづら もの は 居ない かな」 と 云って、 旗 

を擔 いで 往來 を步 いて 來 たの も ありました。 子供の 時分です から 其の 聲を 聞く と、 ホラ 來 たと 云って 逃 ゆ 

たもので ある。 よくく 聞いて 見る と 鼠取りの 藥を寶 りに 来たの ださう です。 鼠の い たづら もので 人間の 

い たづら もので はない とい ふので やっと 安心した 位の ものである。 そんな 妙な 商賣は 近頃 頓と 無くなり ま 

したが、 締 括った 總體の 高から 云へば、 どうも 今日の 方が 職業と いふ もの は餘程 多いだら うと 思 ふ。 葷に 

職業に 變 化が あるば かりで なく、 細かくな つて 居る。 現に 唐物 屋と いふ もの は， 此間迄 何でも 寶 つて 居た。 

襟と か 襟 飾りと か 或は ズボ ン下、 靴 足袋、 傘、 靴- 大抵な ものが ありました。 身 體へ附 ける 一 切の 舶來品 

を賫 つて 居た と 云っても 差 支ない。 所が 近頃になる とそれ が變 つて シャツ 屋は シャツ 屋の專 門が 出來 る、 

傘屋 は 傘 星、 靴屋 は 靴屋と ちゃんと 分れて 仕舞 ひました。 靴 足袋 屋 …… 是 はま だ專門 は出來 ないやう だが、 

今に 出来る だら うと 思 ひます。 現に 日本の 足袋 屋は專 門に なって ゐ ます。 卜 文の を 吳れと 云へば ト 文の を 

吳れ る、 十一 文の を吳れ ろと 云へば 十一 文の を吳れ る。 私が 演說 を賴 まれて 卽 席に 引受け^ いのは、 足袋 

星みたい に 一 寸出來 合 ひがない からです。 どうか 十 文の 講演 を やって 吳れ、 彼 處は十 一 文 甲高の 講演で な 

ければ 困る 杯と 注文され る。 其の 位に 私が 演說の 専門家に なって 居れば 譯 はありません が 私の 御手 際 は 夫 

程專門 的に 發 達して ゐな い。 素人が 義理に 東京から 態々 明石邊 まで やって来 ると いふ： K の 話であります か 

»  、  たべものや 

ら な 力く さう 旨く はいき ませぬ。 足袋 屋は偖 置いて 食物 星の 方で も チャンと した 専門家が あります。 

例へば 牛肉 も 鳥の 肉 も 食 はせ る 所が あるかと 思 ふと、 牛肉ば かりの 家が あるし、 又 鳥の 肉で なければ 食 は 


あ ひがら 

せない とい ふ 家 も ある。 或は それが 一段 細かくな つて 家鴨より 外に 食 はせ ない 店 も ある。 しま ひに は 鳥の 

爪 だけ 食 はせ る 所と か 牛の 肝臓 だけ 料理す る 家が 出來 るか も 知れない。 分れて 行けば 何處 まで 行く か 分り 

ません。 こんなに 劇しい 世閒 だから 仕舞 ひに は 大變な ことになる だら うと 思 ふ。 鬼に 角 職業 は 開化が 進む 

につれ て 非常 に 多くな つて 居る ことが 驚く ばかり 眼に つく やうです。 所 が是 は當り 前の ことで 擧 問の 研究 

の 上から 世の中の 變 化と でも 云 ひませ うか、 漠然たる 社會の 傾向と でも 云 ひませ うか、 必然の 勢 さう いふ 

樣に 割れて 細かに なって 來 るので あります。 是は 何も 私の 發 明した 事實 でも 何でもない、 昔から 人の 言つ 

て 居る ことであります。 昔の 職業と いふ もの は 大まかで、 何でも 含んで 居る。 丁度 田舍の 吳服屋 みたい に、 

反物 を賫 つて 居る かと 思 ふと 傘を賫 つて 居ったり 油も賣 ると いふ、 何屋 だか 分らぬ 萬 事 一 切 を賣る 家と い 

ふやうな ものであった のが、 段 々専門的に 傾いて いろくに 分れる 末 は 殆ど 想像が 附 かない 所 迄 細かに 延 

びて 行く のが 一 般の 有樣と 云って 差 支ないで せう。 

所で 此事實 をす つと 想像に 訴へ て 遠い 過去に 溯ったら どうなる でせ う。 或は 想像で も 溯れない かも 知れ 

ない けれども、 此事實 の 中に 含まれて るる 論理の 力で 後ろの 方へ 逆行したら どんな もので せう。 今 言 ふ 通 

り 昔 は商賣 とい ふ ものの 數が 少なかった。 職業の 數が 少なく つて、 世間の 人 も 其 僅かな 商賨を 以て 満足し 

て 居った とい ふ譯 なの だから、 或は 傘 を 買 ひに 行っても 傘がない、 衣 物 を 買 ひに 行っても 衣 物がない とい 

ふ 時代がない とも 限らない。 私 は 曾て 熊 本に 居り ましたが、 或る時 灰 吹を賈 ひに 行った ことがある。 所が 

灰 吹 はない と 云 ふ。 熊 本 中 何處を 尋ねても 無い かと 云ったら 無いだら うと 云 ふ。 ぢゃ熊 本で は 煙草ん-喫 ま 

ないか 痰 を 吐かない かとい ふと 現に 煙草 を 喫んで 居る。 それで は 灰 吹 はどうす るんだ と 聞く と、 裏の 藪へ 

行って 竹 を 伐って 來て斿 へ るんだ と敎 へて 吳れ ました。 裏の 藪から 伐って 來て、 青竹の 灰 吹で 間に合 はし 

て 置けば 宜 いと 思って ゐる 所では 灰 吹 は寶れ ない 譯 である。 從 つて 賫 つて ゐる笞 がない ので ある。 さう い 
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ふ 風に 自分で 人の 厄介に ならす に 裏の 薮へ 行って 怍を 伐って 灰 吹 を 造る 如く、 人のお 世話にならないで 自 

分の 身の 圍りを 成るべく 多く 足す、 又 足さなければ ならない 時代が あった もので せう。 偖 其 事實を 極端 ま 

で迎 つて 行く と、 一 切 萬 事 自分の 生活に 閼 した 事 は 衣食住と も 如何なる 方面に せよ 人のお 蔭 を 被らないで • 

自分 丈で 用を辨 じて 居った 時期が あり 得る とい ふ 推測になる。 人間が たった 一 人で 世の中に 存在して 居る 

とい ふこと は、 殆ど 想像 も 出来ない かも 知れない し、 又其處 まで 論理 を賴 りに 推 詰めて 考 へる 必要 もない 

話です が、 其處 まで 行かない と 一 寸 講話に ならない から、 まあ さう して 置く のです。 卽ち 誰のお 世話に も 

ならないで 人間が 存在して ゐ たとい ふ 時代 を 思 ひ 浮べて 見る。 例へば 私が 此の 着物 を 自分で 鐡 つて、 此の 

襟 を 自分で 斿 へて、 總て 自分 だけで 用を辨 じて、 何も 人のお 世話にならな いとい ふ 時期が あつたと する。 

又 有った としても 宜 いでせ う。 さう いふ 時期が 何時か あったら どう するとい ふ 意味で はない が、 まあ ある 

と假定 して 御覽 なさい。 さう したら さう いふ 時期 こそ 本當の 獨立獨 行と いふ 言葉の 適當に 使へ る 時期 ぢゃ 

ないで せう か。 人から 月給 を 貰 ふ 心配 もなければ 朝起きて 人に お早うと 言 はなければ 機嫌が 惡 いとい ふ 苦 

努 もない。 生活 上寸 毫も 人の 厄介に ならす に暮 して 行く の だから 平氣な ものである。 人に 些とも 迷惑 を掛 

けない し、 又 人に 聊かの 恩義 も 受けないで 濟 むの だから、 是れ程 都合の 好い こと はない。 さう いふ 人が 本 

當の 意味で 獨 立した 人間と 謂 はなければ ならないで せう。 實際 我々 は 時勢の 必要 上さう は 行かない 樣なも 

の、 腹の 中で は 人の 世話にならないで どこ 迄 も 一 本 立で 遣って 行きたい と 思って ゐ るの だから 詰り はこん 

な.^ 古の 人 を 一 面に は ft: 想と して 生きて ゐ るので ある。 けれども 事實 已むを得ない、 仕方がな いから 先づ 

衣 物 を 着る 時には 吳服 星の 厄介に なり、 お菜 を斿 へる 時には 豆腐屋の 厄介になる。 米 も 自分で 搗 くよりも 

人の 搗 いたの を 買 ふとい ふこと になる。 其の 代りに 自分 は 自分で 米 を搗き 自分で 着物 を 織る と 同程度の 或 

き もの 

る專門 的の 事 を 人に 向って しつ、 あると いふ 譯 になる。 私 は 未だ 曾て 衣 物 を 熾った こと もなければ- 靴 足 


l  き も 

袋 を 縫った こと もない けれども、 自ら 縫 はぬ 靴 足袋、 或は 自ら 織らぬ 衣 物の 代りに、 新聞へ 下らぬ 事 を 書 

くと か、 或は 斯うい ふ 所へ 出て 來 てお 話 をす ると かして 埋 合せ を 付けて 居る のです。 私ば かり ぢ ない、 誰 

でも さう です。 すると 此の 一 歩專門 的になる とい ふの は 外の 意味で も 何でもない、 卽ち 自分の 力に 餘りぁ 

る 所、 卽ち 人よりも 自分が 一 段と 抽んで 、居る 點に 向って 人よりも 仕事 を 一 倍して、 其の 一 倍の 報酬に 自 

分に 不足した 所 を 人から 自分に 仕向けて 貰って 相互の 平均 を 保ちつ ゝ 生活 を持續 するとい ふ 事に 歸着 する 

譯 であります。 それ を 極む づ かしい 形式に 現 はすと いふと、 自分の 爲に する 事 は卽ち 人の 爲に する こと だ 

と 云 ふ 哲理 を ほのめかした 樣な 文句になる。 是 でも まだ 一 寸分らないなら、 それ を もっと 數擧 的に 言 ひ 現 

はします と、 己の 爲に する 仕事の 分量 は 人の 爲に する 仕事の 分量と 同じで あると いふ 方程式が 立つ ので あ 

ります。 人の 爲に する 分量 卽ち 己の 爲に する 分量で あるから、 人の 爲に する 分量が 少ない 程 自分の 爲には 

ならない 結果 を 生す るの は 自然の 理 であります。 之に 反して 人の 爲 になる 仕事 を餘計 すれば する 程、 それ 

だけ 己の 爲 になる の も 亦 明かな 因綠 であります。 此閼係 を 最も 簡單 に且 明瞭に 現 はして 居る の は 金です な。 

つまり 私が 月 袷 を 拾 五 阖 なら 拾五圓 耽る と、 拾 五圓方 人の 爲に盡 して g ると いふ 譯で 取り も 直さす 其 拾 五 

ふち 0- う 

匱が 私の 人に 對し て爲し 得る 仕事の 分量 を 示す^ 丁に なって 居ます。 拾 五圓方 人に 對 する 努力 を 費す、 さ 

うして 拾五圓 現金で 入れば 卽ち其 拾 五圓は 己の 爲 になる 拾五圓 に過ぎない。 同じ 譯で 人の 爲に千 11 の 働き 

が 出 來れ ば、 己の 爲 にも 千圓使 ふこと が 出来る の だから 誠に 結構な ことで、 諸君 も 成るべく 精出して 人の 

爲に お働きに なれば なる 程、 自分に も 益々 贅澤の 餘裕を 御作り になる と變り はない から、 成る 可く 人の 爲 

に 傲く 分別 をな さるが. fB3 しからう と 田 ひふ。 

尤も 自分の 爲 になろ と 云っても 爲 になり 方 は 色々 ある。 第 一 其の 中から 税 杯を拂 はなければ ならない。 

稅を 出して 人に 月給 を やったり、 巡査 を 雇って 置いたり、 或は 國務 大臣 を 馬車に 乘 せて やったり する。 尤 
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も 一人 ぢ ゃァ是 丈の 事 は 出来 ませぬ、 我々 大勢で 金 を 出して やる のです が、 畢竟す るに あの 税杯も 矢張自 

分の 爲に 出す のです。 國務 大臣が 馬車 や 自動車に 乘 つて 怪しからんと 言った つて 夫 は 野暮の 云 ふ 事です。 

我 々 が稅を 出し て乘 らして 置いて やる の で國務 大臣の 爲ぢゃ な い 、 つまり 己の 爲だ と 思 へ ば 間違 はな い。 

だから 時々 自動車 ぐらる 借りに 行っても 宜 からう と 思 ふ。 稅は其 位に して 此外 己の 爲に する もの は 衣食住 

と 他の 贅澤 費になります。 それ を 合算す ると、 つまり 銀行の 帳簿の 樣に收 入と 支出と 平均し ます。 卽ち人 

の爲 にす る 仕事の 分量 は 取り も 直さす 己の 爲に する 仕事の 分量と いふ 方程式が ちゃんと 數 字の 上に 現 はれ 

けち た 

て參 ります。 尤も 吝で蓄 めて 居る 奴が あるか も 知れない が、 是は 例外で ある。 例外で あるが 蓄 めて 居れば 

それだけの 努力と いふ もの を 後へ 繰越す の だから、 矢張り 同じ 理窟になります。 よく 彼奴 は 遊んで 居て 憎 

らしい とか 又は ごろくし てるて 羨ましい とか 金 持の 評判 をす る樣 です が、 抑 も 人間 は 遊んで 居て 食へ る 

霏 の もので はない。 遊んで 居る やうに 見える のは懷 にある 舍が 働いて 吳れて 居る からの ことで、 其の 金と 

いふ もの は 人の 爲に する 事な しにた 遊んで 居て 出來 たもので はない。 親 S< が 額に 汗 を 出した 記念 だと か 

或は 婆さんの 臍 繰 だと か 中には 因緣 付きの 惡ぃ金 も ありませ うけれ ども、 鬼に 角 何等か 人の 爲 にした 符 徵- 

人の 爲 にして やった 其の 報酬と いふ ものが、 つまり 自分の 金に なって、 さう して 自分 は 其のお 蔭で もって 

懷手 をして 遊んで 居られる とい ふ譯 でせ う。 職業の 性質と い ふ もの はま あざ つ と 斯んな ものです。 

そこで ネ、 人の 爲に するとい ふ 意味 を 間遠へ てはいけ ません よ。 人を敎 育す ると か 導く とか 精神的に 又 

道義 的に 働き かけて 其 人の 爲に なるとい ふ 事 だと 解釋 される と 一 寸 困る のです C 人の 爲 にと いふの は、 人 

の 言 ふが 儘に とか、 欲する が 儘に とい ふ 所謂 卑俗の 意味で、 もっと 手 短 かに 述べれば 人の 御機嫌 を 取れば 

と 云 ふ 位の 事に 過 ざん のです。 人に お 世辭を 使へば と 云ひ變 へても 差 支ない 位の ものです。 だから 御覽な 

さい。 世の中に は德義 的に 觀 察する と隨分 怪しから ぬと 思 ふやうな 職業が ありませ う。 しかも 其の 怪し か 


ら ぬと 思 ふやうな 職業 を 渡世に して ゐる奴 は 我々 より は餘 程え らい 生活 をして 居る のがあります。 然し 一 

面から 云へば 怪しから ぬに せよ、 道德 問題と して 見れば 不埒に もせよ、 事實の 上から 云へば 最も 人の 爲に 

なること をして 居る から、 それが 又 最も 己の 爲 になって、 最も 贅澤を 極めて 居る と莒 はなければ ならぬ の 

です。 道德 問題 ぢ やない、 事實 問題で ある。 現に 藝妓 とい ふやうな もの は、 私 は 餘り閼 係し ないから して 

精し いこと は 知らん けれども 鬼に 角 一 流の 藝妓 とか 何とかな ると 一 寸 指環 を 買 ふので も千圓 とか 五 百圓と 

いふ 高價な もの、 中から 撰 取 をして 餘裕が ある やうに 見える。 私 は 今茲に 一一 ッケル の 時計し か 持って 居ら 

ぬ。 高尙な 意味で 云ったら 藝妓 よりも 私の 方が 人の 爲に する 事が 多く はないだら うかと いふ 疑 も あるが、 

どうも 藝妓 ほど 人の 氣に 入らない 事 も亦糙 からしい。 つまり 藝妓は 有 德な人 だから あ、 云 ふ贅澤 が出來 る、 

いくら 舉 問が あっても 德の 無い 人間、 人に 好かれな. i 人間と いふ もの は、 ニッケルの 時計ぐ らゐ 持って 我 

慢 して 居る より 外 仕方がな いとい ふ 結論に 落ちて 來る。 だから 私の いふ 人の 爲に するとい ふ 意味 は、 一般 

の 人の 弱點 嗜好に 投 すると 云 ふ 大きな 意味で、 小さい 道德 I 道德は 小さく ありませ ぬが、 先 づ事實 の 

一 部分に 過ぎない の だから 小さい と 言っても 差 支ないで せう。 さう 云 ふ高尙 では あるが 偏狭な 意味で 人の 

爲に するとい ふので はなく、 天然の 事 @ 其 もの を 引き くるめて 何でも 蚊で も 人に 歡迎 される とい ふ 意味の 

「爲 にす る」 仕事 を 指した のであります。 

そこで 職業 上に 於る 己の ため 人の 爲と云 ふ 事 は 以上の 樣に御 記憶 を 願って 置いて、 話が 又 後戾り をす る 

ぜん 

. 恐れが あるか も 知れない が、 前 申した 通り 人文 發 達の 順序と して 職業が 大變 割れて 細かくな ると 妙な 結果 

を 我々 に與 へる もの だから 其 結果 を  一口 御 話 をして、 さう して 先へ 進みたい と 思 ひます。 私の 見る 所に よ 

ると 職業の 分化 錯綜から 我々 の 受ける 影 響 は 種々 ありませ うが、 其^: に 見逃す 事の 出來 ない 一 種 妙な 者が 

あります。 とい ふの は 外で もない が 開化の 潮流が 進めば 進む 程 >  又 職業の 性質が 分れ、 ば 分れる 程、 我々 
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は 片輪な 人間に なって 仕舞 ふとい ふ 妙な 現象が 起る のであります。 言 ひ換へ ると 自分の 商賣が 次第に 專門 

的に 傾いて くる 上に、 生存 競 爭の爲 に、 人一倍の 仕事で 濟ん だものが 二倍 三倍 乃至 四 倍と 段々 速力 を 早め 

て逐 付かなければ ならない から、 其の 方 だけに 時間と 根氣を 費し がちで あると 同時に、 お 隣り の 事 や 一軒 

置いた お 隣り の 事が 皆目 分ら なくなって 仕舞 ふので あります。 斯うい ふやう に 人間が 千 筋 も 萬 筋 も ある 職 

業 線の 上の た V 一線し か往來 しないで 濟む樣 になり、 又 他の 線へ 移る 餘裕 がなくなる の はつ まり 吾人の 社 

會的 知識が 狹く 細く 切り詰められ るので、 恰も 自ら 好んで 不具に なると 同じ 結果 だから、 大きく 云へば 現 

代の 文明 は 完全な 人間 を 日に日に 片輪 者に 打 崩しつ、 進む の だと 評しても 差 支ない のであります。 極の 野 

蠻 時代で 人のお 世話に は 全くなら す、 自分で 身に 纏 ふ もの を 捜し出し、 自分で 井戶を 掘って 水を飮 み、 又 

自分で 木の 實か何 か を 拾って 食って、 不自由な く、 不足な く、 不足が あるに しても 苦しい 顏 もせす に 我慢 

をして 居れば、 それ こそ 萬 事 人に 待つ 所な き點に 於て、 又 生活 上の 知識 を 一 切 自分に 備 へたる 點に 於て 完 

全な 人間と 云 はなければ なりますまい。 所が 今の 社 身で は 人のお 世話にならないで、 一人前に 暮らして 居 

る もの は 何 所 を どう 尋ねた つて 一人 もない。 此 意味から して 皆 不完全な もの 許で ある，. - のみなら す 自分の 

專^ は、 日に 月に、 年に は 無論の こと、 た V 狹く 細くな つて 行き さへ すれば 夫で 濟 むので ある。 丁度 針で 

• 掘 拔井戶 を 作る とで も 形容して 然るべき 有樣 になって 行く ばかりです。 何 商賫を 例に 取っても 說明 は出來 

ますが、 此狀態 を 最も 能く 證 明して 居る もの は 專門舉 者な ど だら うと 思 ひます。 昔の 擧者は 凡ての 知識 を 

し よ 

自分 一人で 脊 負って 立った 樣に 見えます が、 今の 學者は 自分の 研究 以外に は 何も 知らない 私が 前 申した 意 

味の 不具が 揃ってる るので あります。 私の 樣な 者で も 世間で はた まに 學者 扱に して 吳れ ますが、 さう する 

と 矢張り 不具の 一人であります。 成程 私な ど は 不具に 違ない、 どうも 些とも 普通の こと を 知らない。 區役 

所へ 出す 轉居屆 の 書き方 も 分らなければ、 地面 を責 るに は どんな 手續 をして い、 かさへ 分らない。 綿 は 綿 


の 木の どんな 所 を どうして 斿 へる かも 解し 得ない。 玉子、 豆腐 は ど 5 して 出來 るか 是亦 不明で ある。 食 ふ 

こと は 知って 居る が斿 へる 事 は 全く 知らない。 其 他味淋 にしろ、 醬油 にしろ、 I！： にしろ 蚊に しろ 凡て 知ら 

ない こと だらけで ある。 知識の 上に 於て 非常な 不具と 云 はなければ なりますまい。 けれども 凡て を 知らな 

い 代りに 一 ケ所か ニケ所 人より 知って 居る ことがある。 さう して 生活の 時間 をた V 其方 面にば かり 使った 

もの だから、 完全な 人間 を 益々 遠ざかって、 實に 突飛な ものに なり 終せ て 仕舞 ひました。 私ば かりで はな 

い、 かの 博士と か 何とか 云 ふ もの も同樣 であります。 あなた 方 は 博士と 云 ふと 諸事 萬 端 人間 一切 天地 宇宙 

の 事 を 皆 知って 居る やうに 思 ふか も 知れない が 全く 其反對 で、 實は 不具の 不具の 最も 不具な 發 達を遂 けた 

ものが 博士になる のです。 それ だから 私 は 博士 を斷 りました。 倂 しあな た 方 は —— 手を叩い たって 駄目で 

す。 現に 博士と いふ 名に 胡 魔 化されて 居る の だから 駄目です。 例へば 明 石なら 明 石に 醫擧 博士が 開業す る、 

片方に 醫攀. H が あると する。 さう すると 醫擧 博士の 方へ 行く でせ う。 いくら 手を叩い たって 仕方がない、 

胡 魔 化される のです。 内情 を 御 話 すれば 博士の 研究の 多く は 針の 先き で 井戸 を 掘る やうな 仕事 をす るので 

す。 深い こと は 深い。 掘 拔きだ から 深い こと は 深いが、 如何せん 面積が 非常に 狹ぃ。 それ を 世間で は 凡て 

の 方面に 深い 研究 を 積んだ もの、 全體の 知識が 萬遍 なく 行き渡って ゐ ると 誤解して 信用 を 置きす ぎる ので 

す。 現に 博士論文と 云 ふの を 見る と 存外 細かな 題目 を铺 へて、 自分 以外に は 興味 もなければ 知識 もない 樣 

な 事項 を 穿鑿して るるの が 大分 あるら しく 思 はれます。 所が 世間に 向って は 唯醫學 博士、 文舉 博士、 法學 

博士と して 通って ゐ るから 恰も 總 て の 知識 を 有 つ て 居る かの 樣に 解釋さ れる。 あれ は 文部省が 惡 いの かも 

知れな い。 虎 列 刺 病 博士 とか 腸 窒扶斯 博士 と か 赤痢 博士 とか もつ と 判然と 領分 を 明らかに した 方が 善く は 

ないかと 思 ふ。 肺病 患者が 赤痢の 論文 を 出して 博士に なった 醫 者の 所へ 行った つて 差 支 はない が. • 其 人に 

博士た る 名 譽を與 へたの は 肺病と は沒 交渉の 赤痢であって 見れば、 單に 博士の 名で 肺病 を擔ぎ 込んで は 勘 

二 五三 


二 五 四 

逢になる かも 知れない。 博士の 事 は 其 位に してた > 以上 を かい 撮んで 云 ふと、 吾人 は 開化の 潮流に 押し流 

されて 日に く 不具に なりつ 、 あると いふ こと だけ は 確かで せう。 それ を 外の 言葉で いふと 自分 一 人で は 

迚も 生きて 居られない 人間に なりつ ゝ あるので ある。 自分の 專門 にして 居る ことに 掛けて は、 不具 的に 非 

常に 深い かも 知れぬ が、 其の 代り 一 般 的の 事物に 就て は、 大變に 知識が 缺 乏した 妙な 變人 ばかり 出來っ 、 

あると いふ 意味です。 

私 は 職業 上 己の 爲 とか 人の 爲 とか 云 ふ 言葉から 出立して 其 先へ 進む 箸の 所 を ツイ わき 道へ それて 職業 上 

の 片輪と いふ 事 を 御 話し ゝ出 したから、 序に 其 片輪の 所 置に ついて 一 言 申 上け て、 又 己の 爲 人の 爲の 本論 

に 立ち 歸 りたい。 順 字の 亂れ るの は 口に 驅られ る 講演の 常と して 御 許し を 願 ひます。 

むかしかたぎ  ， 

そこで 世の中で は —— ことに 昔の 道 德觀ゃ 昔 堅氣の 親の 意 a や 又は 一 般 世間の 信用な どから 云 ひます と、 

あの人 は 家業に 精 を 出す、 感心 だと 云って 賞め そやし ます。 所謂 家業に 精 を 出す 感心な 人と いふの は 取 も 

直さす 眞黑 になって 働いて 居る 一般的の 知識の 缺 乏した 人間に 過ぎない の だから 面白い。 露骨に 云へば 自 

ら 進んで 不具になる やうな 人間 を 世の中で は 賞め て 居る のです。 それ は 鬼に 角と して 現今の やうに 各自の 

職業が 細く 深くな つて 知識 や 興味の 面積が 日に く 狭められて 行くならば、 吾人 は 表面上 社會的 共同生活 

を營 んでゐ ると は 申しながら、 其 實銘々 孤立して 山の 中に 立て 籠もって ゐ ると 一 般で、 隣り合せ に 居をト 

して 居ながら 心 は 天涯に 懸け離れて 暮 して 居る とで も 評する より 外に 仕方がない 有 樣に陷 つ て來 ます。 是 

では 相互 を 了解 す る 知識 も 同情 も 起り やうが なく、 折角 かたまって 生きて 居 て も 内部 の 生活 は 寧ろ .-、/ ラ バ 

ラで 何の 連鎖 もない。 丁度 乾涸びた 耩の樣 な もので 一粒々々 に 孤立して るるの だから 根ッ から 面白くない 

でせ う。 人間の 職業が 專門 的に なって 又 各々 自分の 專 門に 頭 を 突 込んで 少しで も 外面 を 見渡す 餘裕 がな く 

なると 當 面の 事 以外 は 何も 分らなくなる。 又 分らせ やうと いふ 興味 も 出て 來 にくい。 夫で 差 支ない と 云へ 


ば 夫 迄で あるが、 現に 家業に はいくら 精通しても 又い くら 勉强 しても 夫許ぢ やど こか 不足な 訴が 内部から 

萌して 来て 何となく 充分に 人間的な 心 持が 味へ ない の だから 已を 得ない。 從 つて 此 孤立 支 離の 弊 を 何とか 

して 矯めなければ ならなくなる。 夫 を 矯める 方法 を 御 話しす るた めに 態々 此 壇上に 現 はれた ので はない か 

ら 詳しい 事 は 述べません が、 述べる にした 所で 大體 は旣に 諸君 も 御 承知の 事で あるが、 まあ 物の 序 だから 

一 言 それに 觸れて 置き ませう。 旣に 個々 介 立の 弊が 相互の 知識の 缺乏と 同情の 稀簿 から 起った とすれば、 

我々 は 自分の 家業 商 寶に逐 はれて 日 も 亦 足らぬ 時閒 しか 有た な；；， 身分で あるに も拘 はらす、 其 乏しい 餘裕 

を 割いて 一 般の 人間 を廣く 了解し 又 之に 同情し 得る 程度に 互の 溫味を 醸す 法 を 講じなければ ならない。 夫 

に は 斯うい ふ公會 堂の 樣な もの を 作って 時々 講演者な どを聘 して 知識 上の 啓發を はかる の も 便法で ありま 

すし、 又 さう 知的の 方面ば かりで は 窮屈す ぎる から、 所謂 社交 機閼を 利用して、 互の 歡情 を罄 すの も 良法 

であり ませう。 時として は 方便の 道具と して 酒 や 女 を 用 ひても 好い 位の もので せう。 實業 家な どが 六づか 

し い 相談 を する のに 却って 見 當逢 の 待合な どで 落 合 つ て 要領 を 得て ゐ るの も、 全く 酒色 とい ふ 人間の 窮屈 

を融 かし 合 ふ 機械の 具った 場所で、 其 影響の 下に、 角の 取れた 同情の ある 人間ら しい 心 持で 相互に 所 置が 

出來 るから だら うと 思 ひます。 現に 事が 纏る と 云 ふ實用 上の 言葉が 人間と して 彼我 打ち解けた 非實 川の 快 

感狀 態から 出. |斗 しなければ ならない ので も 分り ませう。 斯う 云 ふと 私が 酒 や 女 を 無喑に 推薦す る樣で 一 寸 

可笑しい が、 私の 申 上け る 主意 はたと ひ 弊害の 多い 酒 や 女 や 待合な どが 交際の 機關 として 上流の 人に 用 ひ 

られ るので も、 人間 は 個々 別々 に 孤立して 互の 融和 同情 を 眼中に 置かす、 た V 自家 專 門の 職業に のみ 腐心 

して は 居られな いもの だと 云 ふ 例に 御 話した 位の ものであります。 本 來を云 ふと 私 はさう 云 ふ 社交 機關ょ 

り も、 諸君が 本業に 費やす 時間 以外の 餘 裕を擧 ゆて 文學書 を御讃 みに ならん 事 を 希望す るので あります。 

是は 我が 田へ 水 を 引く 樣な 議論に も 見えます が、 元 來文擧 上の 書物 は 専門的の 述作で はない、 多く 一般の 
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人間に 共通な 點に 就て 批評な り敍述 なり 試みた 者で あるから、 職業の 如何に 拘 はらす、 階級の 如何に 拘ら 

す 赤裸々 の 人間 を 赤裸々 に 結び付けて、 さう して 凡ての 他の 墻壁を 打破す る 者であります から、 吾人が 人 

間と して 相互に 結び付く ために は 最も 立派で 又 最も 弊の 少ない 機關 だと 思 はれる のです。 少く とも 藝妓を 

上け て 酒 を飮ん だと 同等 以上の 效果が ありさう に 思 はれる のであります。 あなた 方 も 斯うい ふ公會 堂へ わ 

ざ わざ 此の 暑い のに 集まって、 私の やうな 者の 言 ふこと を默 つて 聽 くやうな 勇氣が あるの だから、 さう 云 

ふ樂な 時間 を 利 ffl して 少し 御讀 みに なったら 如何 だら うと 申したい のです。 職業が 細かくな り又忙 がしく 

なる 結果 我々 が 不具になる が、 夫 はどうして 矯正す るかと いふ 問題 はま づ此 位に して、 此 講演の 冒頭に 述 

ベた 己の 爲 とか 人の 爲 とかい ふ 議論に 立ち 歸 つて 其 約り を 付け. て此 講演 を 結びたい と 思 ひます。 

それで 前 申した 己の 爲に すると か 人の 爲に すると かいふ 見地から して 職業 を觀 察する と、 職業と いふ も 

の は 要するに 人の 爲に する もの だとい ふ 事に、 どうしても 根 本義 を 置かなければ なりません。 人の 爲 にす 

る 結果が 己の 爲 になる の だから、 元は どうしても 他人 本位で ある。 旣に 他人 本位で あるから に は 種類の 選 

め やす 

擇 分量の 多少 凡て 他 を 目安に して 働かなければ ならない。 要するに 取捨 興 廢の權 威 共に 自己の 手中に はな 

い 事になる。 從 つて 自分が 最上と 思 ふ 製作 を 世間に 勸 めて 世間 は 一 向 顧みなかったり 自分 は 心 持が 好くな 

いので 休みた くても 世間 は 平日の 如く 要求 を恣 にしたり 凡て 己 を 曲け て 人に 從 はなくて は 商寶に はなら な 

い。 この 自己 を 曲け ると いふ 事 は 成功に は 大切で あるが 心理的に は 甚だ 厭な ものである。 就中 最も 厭な も 

の は 如何な 好な 道で も ある 程度 以上に 强 ひられて 其 性質が 次第に 嫌悪に 變 化する 時に ある。 所が 職業と か 

專 門と か いふ もの は 前 申す 通り 自分の 需川 以上 其方 面に 働 い て さう し て 其 自分に 不要な 部分 を擧け て 他の 

使用に 供す るの が S1 的で あるから、 自己 を 本位に して 云へば 當 初から 不必要で も あり、 厭で も ある 事 を强 

ひて 遣る とい ふ 意味で ある。 よく 人が 商賨 となると 何でも 厭になる もの だと 云 ひます が 其 厭になる 理由 は 


全く 之が 爲 なのです。 苟も 道樂 である 間 は 自分に 勝手な 仕事 を 自分の 適宜な 分量で やる の だから 面白い に 

逢ない が、 其 道樂が 職業と 變 化する 釗那に 今迄 自己に あった 權 威が 突然 他人の 手に 移る から 快樂が 忽ち 苦 

痛になる の は已を 得ない。 打ち明けた 御 話が 己の 爲に すれば こそ 好な ので 人の 爲に しなければ ならない 義 

務を 括り付けられ、 ば 何う したって 而 白く は 行かない に 極って るます。 元 來己を 捨てる とい ふこと は、 道 

德 から 云 へ ば已を 得す 不德も 犯さう し、 知識から 云 へ ば 己の 程度 を 下け て 無知な 事 も 云 はう し、 人情から 

云 へ ば 己の 義理 を 低く して 阿漕な 仕 打 もしゃう し、 趣味から 云 へ ば 己の 藝術眼 を 下け て 下劣な 好尙に 投じ 

やうし、 十中八九の 場合 惡ぃ 方に 傾き 易い から 困る ので ある。 例へば 新聞 を瑭へ て 見ても、 あまり 下品な 

事 は 書かない 方が 宜 いと 思 ひながら、 旣 に商賣 であれば 販賫の 形勢から 考へ營 業の 成立す る 位に は 俗衆の 

御機嫌み-取らなければ 立ち行かない。 要するに 職業と 名のつ く 以上 は 趣味で も德義 でも 知識で も 凡て 一 般 

社會が 本尊に なって 自分 は此 本尊の 鼻息 を 伺って 生活す るが 自然の 理 である。 

た V 茲 にどう しても 他人 本位で は 成立たない 職業が あります。 それ は 科擧者 哲學者 もしくは 藝術 家の 樣 

な もので、 是等 はま あ 特別の 一 階級と でも 見做す より 外に 仕方がな いのです。 哲舉 者と か科學 者と いふ も 

の は 直接 世間の 實 生活に 關 係の 遠い 方面 をのみ 研究して ゐ るの だから、 世の中に 氣に 入らう としたって 氣 

に 入れる 譯 でもな し、 世の中で も是 等の 人の 態度 如何で 其 研究 を 買ったり 買はなかった りする 事 も 極めて 

少ない に は 違ない けれども、 あ、 云 ふ 種類の 人が 物好きに 實驗 室へ 入って 朝から 晚 まで 仕事 をしたり、 又 

は書齋 に閉ぢ 籠って 深い 考に 沈んだり して 萬 事 を 等閑に 附 して ゐ る有樣 を 見る と、 世の中に あれ 程 己の 爲 

にして 居る もの はないだ らうと 思 は.^ に は ゐられ ない： E です。 それから 藝術家 もさう です。 かう もしたら 

もっと 評判が 好くなる だら う、 あ  > もしたら まだ 活計 向の 助けになる だら うと 傍の 者から 見れば 色々 忠告 

のしたい 所 も あるが、 本人 は诀 して そんな 作 略 はない、 た V 自分の 好な 時に 好な もの を 描いたり 作ったり 

.  二 五 七 


ぉぉ^』" 人力 旣义 間であって 相 應に蓄 的嗜 欲の ある ^無論 だから 多少 世間と 折 合って 

n0^0H,^ まあ 大體 から 5 と 臭 中心で、 ，卑近の 意味の I からお へお 

れ程 の はない、 是れ 謹樂な もの はない 位です。 旣に御 話 をした f 凡そ 職業し UL"^ 

人^にす る、 卽ち世 S 好に まると 一 般の御 機 f 取る 所^け お^ 

"^ふと 續 本位 8f とか 慕 者と か 又 霧 家と かいふ もの"" コ^お お 

おお U ぜ "は い： ils で I は 名前に は 職業と しひ 在す ぉ酙 お ^ お 

Myf,  i 記れ ない 程 割に 合 はない 報酬 を 受けて るるので 此邊の 消 I まよく 分る で" う 0  Mri^i 

^接 m と 取引して は 食って 行けない から 大抵 は 政府 の" に大 おか 何^  ^ 

漏： 漏 漏；： れ r いで 自 

"ひ-、 ^西 生きて るる 間 は 常に 物 Is 乏に 苦しめられて t した。 又 f 個" の | で 

びれ""^ 1^:! お 122 行 杯と 云 極端な 息 本位の 道樂 生活" あ""。^ 

リ^" "P3^"l? 坐禪の 工夫 をし ます。 默 然と 坐して るる 事が 何で 人の 爲 になり U 

』っ ぽ, ^^、^：! 世間と は爵涉 である 點 か-見 立派な 證 あであります。 

の爲 になり、 精神的に 己 お に" 程 t4S おお ュ n おは 多い 程 物質的に 己 

以 土.， 丄 けた 科 Is 者 もしくは 霧 家， w 類が 職業と して 優に 存在し 得る か は 疑問と して、 是は自 


己本 位で なけ.^ n 到底 成功し ない こと だけ は 明かな 樣 であります。 何故 なれば 是等 が认 g 爲に すると 己と 

、 ふ もの は^くな つて 仕舞 ふからで あります。 ことに 藝術 家で 己の 無い 藝術 家は蟬 の脫殼 同然で、 殆ど 役 

こ 立たない。 自分に 氣の乘 つた 作が 出来なくて た V 人に 迎 へられたい 一 心で 遣る 仕事に は 自己と いふ 精神 

が 籠る 害がない。 凡てが 借り物に なって 魂の 宿る 餘地 がなくなる 許です。 私 は藝術 家と 云 ふ 程の もので も 

ないで、 まあ 文學 上の 述作 を やって 居る から、 矢張り 此 種類に 屬 する 人間と 云って 差 支ないで せう。 しか 

も 何 か 書いて 生活費 を 取って 食って 居る のです。 手 短 かに 云へば 文學を 職業と して ゐ るので す。 けれども 

私が 文學を 職業と する の は、 人の 爲に する 卽ち己 を 捨て 、 世間の 御機嫌 を 取り^た 結果と して 職業と して 

居る と 見る より は、 己の 爲に する 結果 卽ち 自然なる 藝術的 心 術の 發 現の 結果が 偶然 人の 爲 になって 人の 

氣 -2 人った 丈の 報酬が 物質的に 自分に 反響して 來 たの だと 見る のが 本當 だら うと 思 ひます。 若し 是が天 力 

ら、 ハ よかり の 職業であって、 根本的に 己を枉 けて 始て 存在し 得る 場合に は、 私 は斷然 文學を 止めな け 

れぱ ならない かも 知れぬ。 幸 ひに して 私自身 を 本位に した 趣味な り 批判な りが、 偶然に も 諸君の 氣に 合つ 

て、 其氣に 合った 人 だけに 讀 まれ、 氣に 合った 人 だけから 少なくとも 物質的の 報 棚、 (或は 感謝で も宜 こ，^ 

を晷 つ、 今日 迄 押して 来たので ある。 いくら 考 へても 偶然の 結果で ある。 此 偶然が 壞れた 日に は 何方 本位 

こする かとい ふと、 私 は 私 を 本位に しなければ 作物が 自分から 見て 物に ならない。 私ば 力り ぢゃ^ レ^! 

も藝術 家で ある 以上 はさう 考へ るで せう。 從て かう 云 ふ 場合に は、 世間が 藝術家 を 自分に 引付ける よりも 

自分が 藝術 家に 食 付いて行 くより 外に 仕樣がない のであります。 食 付いて行かなければ そ.^ までと レふ話 

である。 藝術 家と か擧 者と かいふ もの は、 此點に 於て 我儘の ものであるが、 其の 我儘な 爲に 彼^^の 道に 於 

て 成 s する o. 他の 言葉で 云 ふと、 彼等に とって は 道 樂卽ち 本職な ので ある。 彼等 は 自分の 妇 きな 時 自分 

6 好きな もので なければ、 書き もしなければ 斿へ もしない。 至って 撗 着な 道 樂者 であるが 旣 にお 質 上道樂 

二 五 九 
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本位の 職業 をして 居る の だから 已むを得ない のです。 さう いふ 人 をして 己 を 捨てなければ 立ち行かぬ 樣に 

强 ひたり 又は 否應 なしに 天然 を枉 けさせた りする の は、 まづ 其の 人 を 殺す と 同じ 結果に 陷 るので す。 私 は 

新聞に 閼係 があります が、 幸に して 社主から して モッ と賫れ 口の 宜 いやうな 小說を 書け とか、 或は モッと 

澤山 書かな くち や 不可ん とか、 さう 云 ふ外壓 的の 注意 を 受けた こと は 今日 迄頓と ありませ ぬ。 社の 方で は 

私に 私 本位の 下に 述作す る 事 を 大體の 上で 許して 吳 れつ、 ある。 其の 代り 月給 も 昇け て吳れ ない が、 いく 

ら 月給 を 昇 ゆて 吳れて も 斯う 云 ふ 取扱 を變 じて 萬 事營業 本位 丈で 作物の 性質 や 分量 を 指定され て は 夫 こそ 

大いに 困る のであります。 私ば かりで はない 凡ての 藝術家 科學者 哲學者 はみ なさう だら うと 思 ふ。 彼等 は 

1 も 一 一 もな く道樂 本位に 生活す る 人間 だからで ある。 大變 我儘の やうで ある けれども、 事實 さうな ので あ 

る。 從 つて 恒産の ない 以上 科學 者で も哲擧 者で も 政府の 保護 か 個人の 保護がなければ まあ 昔の 禪佾 位の 生 

活を 標準と して 募さなければ ならない 笞 である。 直接 世間 を 相手に する 藝術 家に 至って はもし 其 述作な り 

製作が どこか 社會の 一部に 反響 を 起して、 其 反響が 物質的 報酬と なって 現 はれて 來 ない 以上 は 餓死す るよ 

り 外に 仕方がない。 己を枉 ける とい ふ 事と 彼等の 仕事と は 全然 妥協 を 許さない 性質の もの だからで ある。 

はじめ 

私 は 職業の 性質 やら 特色に 就て 首に 一 言 を 費やし、 開化の 趨勢 上 其 社 會に及 ほす 影響 を 述べ、 最後に 職 

業と 道 樂の關 係を說 き、 其 末 段に 道樂的 職業と いふ やうな 一 種の 變體の ある 事 を 御 吹聽に 及んで 私 杯の 職 

業が どの 點迄 職業で どの 點 迄が 道樂 であるか を 諸君に 大 體理會 せしめた 積り であります。 これで 此 講演 を 

終ります。 


現代 日本 の 開化 

I 明治 四十 四 年 八月 和歌 山に 於て 逑 I . 

甚だお 暑い ことで、 斯う 暑くて は 多 人 數ぉ寄 合 ひに なって 演說 などお 聽 きになる の は 定めしお 苦しいだ 

らうと 思 ひます。 殊に 承れば 咋日も 何 か 演說會 があった さう で、 さう 同じ 催しが 鑌い てはい くら 中らない 

はやり すぎ 

保證の ある もので も 多少 は 流行 過の 氣 味で、 ぉ聽 きになる の も 餘程御 困難 だら うと 御 察し 申します。 が演 

說を やる 方の 身に なって 見ても さう 樂で はありません。 殊に 只今 牧 君の 紹介で 漱石 君の 演說 は迂餘 曲折の 

妙が あると か 何とかい ふ廣告 めいた 贊辭を 頂戴した 後に 出て 同 君の 吹聽 通り を 遣らう とすると 恰も 迂餘曲 

折の 妙 を 極める 爲の 藝當を 御覽に 入れる 爲に 登壇した やうな もので、 苟も 其 妙 を 極めなければ 降りる こと 

が出來 ないやうな 氣 がして、 いやが 上に 遣りに くい 羽目に 陷 つて 仕舞 ふ譯 であります。 實は 此處へ 出て 參 

る 前 一 寸 先番の 牧 君に 相談 を 掛けた 事が あるので す。 是は內 々です が 思 ひ 切って 打明けて 御 話し、 て 仕舞 

ひます。 と 云 ふ 程の 祕密 でもありません が、 全くの 所 今日の 講演 は 長時間 諸君に 對 して 御 話 をす る 材料が 

不足の やうな 氣 がして ならなかった から、 牧 さんに あなたの 方 は 少し は 伸ばせます かと 聞いた のです。 す 

ると 牧君は 自分の 方 は 伸ばせば 幾らでも 仲び ると 氣 丈夫な 返事 をして 吳れ たので、 忽ち 親船に 乘っ たやう 

な 心 持に なって、 それ ぢゃァ 少し 伸ばして 戴きたい と 賴んで 置きました。 其の 結果と して 冒頭 だか 序論 だ 

かに 私の 演說の 短評 を 試みられ たの はもと く 私の 注文から 出た 事で 甚だ 有難い に は 違ない けれども、 其 

代り 厭に 遣り 悪くな つて 仕舞った 事 も 亦爭 はれない 事實 です。 元來 がさう 云 ふ 情ない 依 賴を敢 てす る 位で 

すから 曲折 どころではない、 眞 直に 行き 富って ビタリと 終 ひになる べき 演說 であります。 なか/ \ もって 

抑揚 頓挫 波 潤 曲折の 妙 を 極める だけの 材料 杯は藥 にした くも 持 合せて 居りません。 とさう 言った 所で 何も 

二 穴 I 
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唯ボ ンャリ 演壇に 登った 譯 でもない ので、 此處へ 出て 來る 丈の 用意 は 多少 準備して 參 つたに は 違ない ので 

す。 尤も 私が 此 和歌 山へ 參る やうに なった の は 常 初からの 計畫 ではなかった のです が、 私の 方で 近畿 地方 

を 所望した ので 社の 方で は 和歌 山 を 其 中へ 割り振って 吳れ たのです。 御蔭で 私 もま だ 見ない 土地 や 名所 杯 

を 捜る 便宜 を 得ました の は 好都合です。 其 序に 演說 をす る —— ので はない 演說の 序に 玉津島 だの 紀三 井寺 

杯 を 見た 譯 であります から 此 等の 故 跡 や 名勝に 對 しても 空手で は參れ ません。 御 話 をす る 題目 はちゃん と 

東京 表で 極めて 參 りました。 

其 题目は 「現代 日本の 開化」 と 云 ふので、 現代と 云 ふ 字 は 下へ 持って来ても 上へ 持つ 飞 来ても 同じ 事で、 

「現代 日本の 開化」 でも 、「日本 現代の 開化」 でも 大して 私の方では 構 ひません。 「現代」 と 云 ふ 字が あつ 

て 「日本」 と 云 ふ 字が あって 「開化」 と 云 ふ 字が あって、 其の 間へ 「の」 の 字が 入って 居る と 思へば 夫 丈 

の 話です。 何の 雜作 もな く 唯 だ 現今の 日本の 開化と いふ、 斯う 云 ふ 簡單な ものです。 其 開化 を どうす るの 

だと 聞かれ、 ば、 實は 私の 手際で はどう も 仕樣がない ので、 私 はた > 開化の 說明 をして 後 は あなた 方の 御 

髙 見に 御 任せす る 積であります。 では 開化 を說 明して 何になる？ と 斯う 御 聞きになる かも 知れない が、 私 

は 現代の 日本の 開化と いふ 事が 諸君に よく 御 分りに なって 居るまい と^ふ。 御 分りに なって 居な からう と 

思 ふと 云 ふと 失禮 です けれども、 どうも これが 一般の 日本人に^ く 呑み込めて 居ない 樣に思 ふ。 私 だって 

夫 程 分っても 居ない のです。 けれども まづ 諸君よりも そんな 方面に 餘計頭 を 使ふ餘 一裕の ある 境遇に 居り ま 

すから、 斯うい ふ 機會を 利用して 自分の 思った 所 丈 を あなた 方に 聞いて 頂かう とい ふの が 主眼な のです。 

どうせ あなた 方 も 私 も 日本人で、 現代に 生れた もので、 過去の 人間で も 未來の 人間で も 何でもない 上に 現 

に 開化の 影響 を 受けて 居る の だから、 現代と 日本と 開化と 云 ふ 三つの 言葉 は、 どうしても 諸君と 私と に 切 

つても 切れない 離すべからざる 密接な 關 係が あるの は 分り切った 事です が、 夫に も拘ら す、 御 互に 現 比の 


日本の 開化に 就て 無頓着で あったり、 又は 餘り ハツ キリした 理會を 有って ゐ なかったならば、 萬 事に 勝手 

が 惡ぃ譯 だから、 まあ 互に 研究 もし、 又 分る 丈 は 分らせて 置く 方が 都合が 好から うと 思 ふので あります。 

それに 就て は 少し 學究 めきます が、 日本と か 現代と かいふ 特別な 形容詞に 束縛され ない 一般の 開化から 出 

立して 其 性質 を 調べ る 必要が あると 考 へます。 御 互 ひに， 開化と 言 ふ 言葉 を 使って 居って、 日に 何遍も 繰 返 

して 居る けれども、 果して 開化と は どんな もの だと 煎じ詰めて 聞き 亂 されて 見る と、 今迄 互に 了解し 得た 

と 許り 考 へて 居た 言葉の 意味が 存外 喰 遠って 居たり 或は 以ての外に 漠然と 瞹 味であった りする の はよ く 有 

る 事 だから 私 は先づ 開化の 定義から 極めて 懸 りたい のです。 

尤も 定義 を 下す に 就て は 餘程氣 を 付けない と 飛んでも ない 事になる。 之 をむ づ かしく 言 ひます と、 定義 

I  こ は tt 

を 下せば 其 定義の 爲に 定義 を 下された ものが ビタリと 糊 細工の 樣に硬 張って しま ふ。 複雜な 特性 を 簡單に 

纏める 擧 者の 手際と 腦カ とに は 敬服しながら も 一 方に 於て 其迂 濶を惜 まなければ ならない 樣な 事が 彼等の 

下した 定義 を 見る とよく あります。 其 弊 所 を 極 分り 易く  一  口に 御 話 すれば 生きた もの を 故と 四角四面の 棺 

の 中へ 入れて 殊更に 融通が 利かない 樣 にす るからで ある。 尤も 幾何 舉 杯で 中心から 圓 周に 到る 距離が 悉く 

等しい もの を 圓と云 ふと やうな 定義 は あれで 差 支ない、 定義の 便宜が あって 弊害の ない 結構な ものです が、 

是は i 莨 世間に 存在す る圓 いもの を說 明す ると 云 はんより 寧ろ 理想的に 頭の 中に ある 圓と いふ もの を 斯く約 

束 上 取り極めた 迄で あるから 古注 今來變 りつこな いので 何處 迄も此 定義 一 點 張りで 押して 行かれる のです。 

其 他 四角 だら うが 三角 だら うが 幾 II： 的に 存在して 居る 限り は 夫々 の 定義で 一 且 纏めたら 诀 して 動かす 必要 

もない かも 知れない が、 不幸に して 現實 世の中に ある 圓 とか 四角と か 三角と かいふ もので 過去 現在 未來を 

逋 じて 動かない もの は 甚だ 少ない。 ことに 夫 自身に 活動力 を 具へ て 生存す る ものに は變化 消長が 柯 處迄も 

付け 纏って 居る。 今日の 四角 は 明日の 三角に ならない とも 限らない し、 明日の 三角が 又い っ圓く 崩れ 出さ 

二  i 
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ない とも 云へ ない。 要するに 幾何 擧の樣 に 定義が あって 其 定義から 物を斿 へ 出した のでな くって、 物が あ 

つて、 其 物を說 明す る爲に 定義 を 作る となると 勢 ひ 其 物の 變化を 見越して その 意味 を 含ました もので なけ 

れば 所謂 杓子定規 とかで 一向 氣の 利かない 定義に なって 仕舞 ひます。 丁度 汽車が ゴ ー ッと馳 けて 来る、 其 

運動の 一 瞬間 卽ち 運動の 性質の 最も 現 はれ 惡ぃ 刹那の 光景 を 寫眞に 取って、. 是が 汽車 だくと 云って 恰も 

汽車の 凡て を 一 枚の 裏に 寫し 得た 如く 吹聽 すると 一 般 である。 成程 何處 から 見ても 汽車に 違あります まい o 

けれども 汽車に 見逃して はならない 運動と いふ ものが 此寫眞 のうちに は 出て るない の だから i 莨 際の 汽車と 

は 到底 比較の 出来ない 位 懸絶して ゐ ると 云 はなければ なりますまい。 御存じの 琥珀と 云 ふ ものが ありませ 

う。 琥珀の 中に 時々 蠅が 人った のが ある。 透かして 見る と蠅に 違ありません が、 要するに 動きの 取れな， い 

蠅 であります。 蠅 でない と は 言へ ぬで せう が活 きた 蠅とは 云へ ますまい。 擧 者の 下す 定義に は此寫 眞の汽 

車 や 琥珀の 中の 蠅 に似て 鮮 かに 見える が 死んで ゐ ると 評しなければ ならない ものが ある。 夫で 注意 を 要す 

ると いふので あります。 つまり 變化 をす る もの を捉 へて 變化を 許さぬ かの 如く ビタリと 定義 を 下す。 巡査 

と 云 ふ もの は 白い 服 を 着て サ —ベ ルを下 ゆて 居る もの だ 杯と 天から 極められた 日に は 巡査 も 遣り切れな い 

でせ う。 家へ 歸 つて 浴衣 も 着換へ る譯に 行かなくなる。 此の 暑い のに 劎 ばかり 下け て 居なければ 濟 まない 

の は 可哀想 だ。 騎兵と は 馬に 乘る ものである。 是も御 尤には 違ない が、 幾ら 騎兵 だって 年が年中 馬に 乘り 

つ Y けに^って 居る 譯 にも 行かな いぢゃありません か。 少し は 下りたい でさ ァ。 斯う 例を擧 ければ 際限が 

ないから 好 加減に 切り 上け ます。 實は 開化の 定義 を 下す 御 約束 をして 喋 舌って ゐた處 が 何時の間にか 開化 

は そっち 返け になって 六づ かしい 定義 論に 迷 ひ 込んで 甚だ 恐縮です。 か 此位沽 意 をした 上で さて 開化と は 

何者 だと 纏めて 見たら 幾分 か攀 者の 陷り 易い 弊害 を 避け 得られる し 又 其 便宜 を も 受ける 事が 出来る だら う 

と 思 ふので す。 


で 愈 開化に 出 戾りを 致します が、 開化と 云 ふ もの も、 汽車と か蠅 とか 巡査と か 騎兵と か 云 ふやうな もの 

の 如くに 動いて 居る。 それで 開化の 一瞬間 を 取って カメラに ビタリと 入れて、 さう して 是が 開化 だと 提け 

て 歩く 譯には 行きません。 私は咋 日和 歌の 浦 を 見物し ましたが、 あすこ を 見た 人のう ちで 和歌の 浦 は大變 

浪の 荒い 所 だと 云 ふ 人が ある。 かと 思 ふと 非常に 靜 かな 所 だ と 云 ふ 人 も ある。 どっちが 宜ぃ のか 分らない。 

段々 聞いて 見る と、 一方 は浪の 非常に 荒い 時に 行き、 一方 は 非常に 靜 かな 時に 行った 違から 話が かう 表裏 

して 来たので ある。 固より 見た 通なん だから 兩方 とも 噓 ではない。 が又兩 方と も本當 でもない。 是に 似寄 

りの 定義 は、 あっても 役に立たぬ こと はない。 が、 役に立つ と 同時に 害 を 爲す事 も 明かなん だから、 開化 

の 定義と 云 ふ もの も、 可成 はさう 云 ふ 不都合 を 含んで ゐ ない 樣に致 したいの が 私の 希望であります。 が、 

さう すると ボ ン ャリ して 來る o 恨む らく はボ ン ャリ して 來 る。 けれども ボ ン ャリ しても 外の ものと 區 別が 

出来れば それで 宜 いでせ う。 さっき 牧 君の 紹介が あった 樣に夏 目 君の 講演 は 其 文 孝の 如く 時と すると 門口 

から 玄關へ 行く 迄に うんざり する 事が ある さう で 誠に 御氣の 毒の 話 だが、 成程 遣って 見る と 其 通り、 是で 

漸く玄 關迄 着きました から 思 ひきって 本當の 定義に 移り ませう。 

開化 は 人間 活力の 發 現の 經路 である。 と 私 は 斯う 云 ひたい。 私許ぢ やない、 あなた 方 だって さう いふで 

せう。 尤も さう 云った 所で 別に 書物に 書いて ある 譯 でも 何でもない、 私が さう 言 ひたい 迄の 事で あるが 其 

代り 珍ら しく も 何ともない。 が是れ 頗る 漠然として 居る。 前口上 を 長々 述べ立てた 後で 此 位の 定義 を 御 吹 

聽に 及んだ 丈で は 餘り人 を 馬鹿にし てるる やうです が、 まあ 其處 から 定めて 掛ら ない と瞹昧 になる から、 

實は已 を 得ない のです。 それで 人間の 活力と 云 ふ ものが 今 申す 通り 時の 流 を 沿うて 發 現しつ、 開化 を 形造 

つて 行く うちに 私 は 根本的に 性質の 異 つた 一 一種 類の 活動 を 認めたい、 否 確かに 認める のであります。 

其 二通りの うち 一 つ は 積極的の もので、 一 つ は 消極的 かもので ある。 何 か 月並の 樣 な講釋 をして 濟 みま 
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せんが、 人間 活力の 發現上 積極的と 云 ふ 言葉 を 用 ひます と、 勢力の 消耗 を 意味す る 事になる。 又もう 一 つ 

の 方 は 是とは 反對の 消耗 を 出 來る丈 防がう とする 活動な り 工夫な り だから 前のに 對 して 消極的と 电 したの 

であります。 此 二つの 互 ひに 喰 違って 反の 合 はない やうな 活動が 入り 亂れ たり コ ンガラ カツたり して 開化 

と 云 ふ ものが 出來 上る のであります。 是 でも まだ 抽象的で 能くお 分りに ならない かも 知れません が、 もう 

いのち せい 

少し 進めば 私の 意味 は 自ら 明暸 になる だら うと 信じます。 元來 人間の 命と か 生と か稱 する もの は 解 It 次第 

.  ザん 

で 色々 な 意味に もな り 又六づ かしく もなります が 要するに 前 申した 如く 活力の 示現と か 進行と か持續 とか 

評する より 外に 致し方の ない 者で ある 以上、 此 活力が 外界の 刺戟に 對 して どう 反應 する かとい ふ點を 細か 

に觀 察すれば それで 吾人 人類の 生活 狀態も 略 了解が 出来る 樣な譯 で、 其 生活 狀 態の 多人数の 集合して 過去 

から 今日に 及んだ ものが 所謂 開化に 外なら な いのは 今更 申 上け る 迄 もあります まい。 偖 吾々 の 活力が 外界 

の 刺戟に 反應 する 方法 は 刺戟の 複雜 である 以上 固より 多 趣 多 檨千差 萬 別に 違ない が、 耍 する， に 刺戟の 來る 

たびに 吾が 活力 を 成るべく 制限 節約して 出来る 丈 使 ふまい とする 工夫と、 又 自ら 進んで 適 意の 刺戟 を 求め 

能 ふ 丈の 活力 を 這 裏に 消耗して 快 を 取る 手段との 二つに 歸 着して 仕舞 ふやう 私は考 へて るるので あります。 

で 前の を 便宜の ため 活力 節約の 行動と 名 づけ 後者 を かりに 活力 消耗の 趣向と でも 名 づけて 置き ませう が、 

此 活力 節約の 行動 は どんな 場合に 起る かと 云へば 現代の 吾々 が 普通 用 ひる 義務と いふ 言葉 を 冠して 形容す 

べき 性質の 刺戟に 對 して 起る のであります。 從 來の德 育法 及び 現今 とても 敎育 上で は 好んで 義務 を 果す敢 

爲邁往 の氣象 を獎勵 する 樣 です が是は 道德 上の 話で 道德 上しかなくて はならぬ 若しくはし かする 方が 社會 

の 幸福 だと 云 ふ 迄で、 人間 活力の 示現 を觀 察して 其 組織の 經緯 一 つ を 司 どる 大事 實 から 云へば 何う しても 

今 私が 申し 上け た樣 に解釋 する より 外 仕方がない のであります。 吾々 もお 互に 義務 は盡 さなければ ならん 

ものと 始終 思 ひ、 又 義務 を盡 した 後 は 大變心 持が 好い ので あるが、 深く 其 裏面に 立ち入って 內 省して 見る 


と、 願く は此 義務の 束縛 を 免 かれて 早く 自由にな りたい、 人から 强 ひられて 已を 得すす る 仕事 は 出 來る丈 

分量 を壓 搾して 手 輕に濟 ましたい とい ふ 根性が 常に 胸の 中に 付け 纏って ゐる。 其 根性が 取 も 直さす 活力 節 

約の 工夫と なって 開化なる もの ， 1 大 原動力 を 構成す るので あります。 

斯く 消極的に 活力 を 節約し やうと する 奮 鬪に對 して 一 方で は 又 積極的に 活力 を 任意 隨 所に 消耗し やうと 

いふ 精神が 又 開化の 一 半 を 組み立て 、居る。 其發 現の 方法 も 亦 世が 進めば 進む 程複雜 になる の は常然 であ 

るが、 之 を 極 約め て どんな 方面に 現 はれる かと 說明 すれば 先づ 普通の 言葉で 道樂 とい ふ^のつ く 刺戟に 對 

し 起る もの だとして 仕舞へば 一番 早 分りであります。 道樂と 云へば 誰も 知って るる。 釣魚 をす ると か 玉 を 

突く とか、 碁 を 打つ とか、 又は 鐵砲 を擔 いで 獵に 行く とか、 いろくの ものが ありませ う。 是 等は說 明す 

るが もの はない 悉く 自 から 進んで 强 ひられ ざるに 自分の 活力 を 消耗して 嬉しがる 方であります。 尙 進んで 

は此 精神が 文學 にもな り科擧 にもな り 又は 哲擧 にもなる ので、 一 寸見 ると 甚だ 六づ かしけ な もの も 皆 道樂 

の發 現に 過ぎない のであります。  ， 

此ー ー樣の 精神 卽ち 義務の 刺戟に 對 する 反 應 としての 消極的な 活力 節約と 又 道樂の 刺戟に 對 する 反 應 とし 

ての 積極的な 活力 消耗と が 互に 竝び 進んで、 コンガ ラ カツて 變 化して 行って、 此複雜 極" なき 開化と 云 ふ 

ものが 出來 るの だと 私 は考へ てゐ ます。 其 結果 は 現に 吾々 が 生息して るる 社會 の實況 を目擊 すれば すぐ 分 

ります。 活力 節約の 方から 云へば 出来るだけ 勞働を 少なく して 可成 僅かな 時間に 多くの 働き をし やうく 

と 工夫す る。 其の 工夫が 積り 積って 汽車 汽船 は 勿論 電信 電話 自動車 大變な ものになります が、 元を亂 せば 

面倒 を 避けたい 潢 着心の 發 達した 便法に 過ぎないで せう。 此 和歌 山 市から 和歌の 浦 迄 一 寸使 ひに 行って 來 

いと 言 はれた 時に、 出來 得るなら 誰し も 御免 蒙りたい。 がどうしても 行かなければ ならない とすれば 可成 

樂に 行きたい、 さう して 早く 歸 りたい a 出来る 丈 身 體は使 ひ 度ない。 其 所で 人力 审も 出來 なければ ならな 
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ぃ譯 になります。 其 上に 贅澤を 云へば 自轉 車に する でせ う。 尙 我儘 を 云 ひ 募れば 是が 電車に も變 化し 自動 

車 又は 飛行 器に も 化けなければ ならなくなる の は 自然の 數 であります。 是 に反して 電車 や 電話の 設備が あ 

るに しても 是非 今日は 向 ふ迄步 いて 行きたい と 云 ふ道樂 心の 增長 する 日 も 年に 一 一度 や 三度 は 起ら な いと も 

限りません。 好んで 身體を 使って 疲勞を 求める。 吾々 が 毎日 やる 散歩と いふ 贅澤も 要するに 此 活力 消耗の 

部類に 屬 する 積極的な 命の 取扱 方の 一部分な のであります。 が 此の 道 樂の增 長した 時に 幸に 行って 來 いと 

いふ 命令が 下れば 丁度 好い が、 まあ 大抵 はさう 旨く は 行かない。 云 ひ 付かった 時 は 多く 歩きたくない 時で 

ある。 だから 歩かないで 用 を 足す 工夫 をし なければ ならない。 となると 勢 ひ 訪問が 郵便に なり、 郵便が 電 

報に なり、 其 電報が 又 電話になる 理窟です。 詰る 所 は 人間 生存 上の 必要 上 何 か 仕事 をし なければ ならない 

の を、 ならう 事なら しないで 用 を 足して さう して 满 足に 生きて ゐ たいとい ふ 我儘な 了簡、 と 申し ませう か 

义 はさう く 身 を 粉に してまで 働いて 生きて るるん ぢゃ 割に 合 はない、 馬鹿にす るない 冗談 ぢ やねえ とい 

ふ發 憤の 結果が 怪物の 樣に 辣腕な 器械 力と 豹變 したの だと 見れば 差 支ないで せう。 

此 怪物の 力で 距離が 縮まる、 時間が 縮まる、 手數が 省け る、 凡て 義務的の 努力が 最少 低額に 切 詰められ 

た 上に 又 切 詰められて 何處迄 押して 行く か 分らない うちに、 彼の 反對の 活力 消耗と 名 づけて 置いた 道樂根 

性の 方 も 亦 自由 我儘の 出来る限り を盡 して、 是亦 瞬時の 絕間 なく 天然 自然と 發 達しつ 、留め 度 もな く 前進 

する ので ある。 此道樂 根性の 發展 も道德 家に 言 はせ ると 怪しからん とか 言 ひませ う。 が 夫 は德義 上の 問暧 

で事實 上の 問題に はなり ません。 事實の 大局から 云へば 活力 を 吾 好む 所に 消費 するとい ふ此 工夫 精神 は 一 一 

六 時 中休みつ こなく 働いて、 休みつ こなく 發展 してる ます。 元々 社會が あれば こそ 義務的の 行動 を餘 儀な 

くされる 人間 も 放り出して 置けば 何 處迄も 自我 本位に 立脚す るの は當然 だから 自分の 好いた 刺戟に 精神な 

り身體 なり を しゃう とする の は 致し方 もない 仕儀で ある。 尤も 好いた 刺戟に 反應 して 自由に 活力 を 消 


耗 すると 云った つて 何も 惡ぃ事 をす ると は 限らない。 道樂 だって 女 を 相手に する 許が 道樂ぢ やない。 好き 

な眞似 をす ると は 開化の 許す 限りの あらゆる 方面に 亙っての 話であります。 自分が 晝 がかき たいと 思へば 

出来る 丈畫 ばかり か 、うとす る。 本が 讀 みたければ 差 支ない 以上 本ば かり 讀 まう とする。 或は 擧 ST か 好-た 

と 云って、 親の 心 も 知らないで、 書齋へ 入って 靑く なって 居る 子息が ある。 傍から 見れば 何の 事 か 分らな 

い。 親父が 無理算段の 擧資を 工面して 卒業の 上 は 月給で も 取らせて 早く 隱居 でもした いと 思つ C ゐ るのに、 

子供の 方で は 活計の 方なん か 丸で 無頓着で、 た  >  天地の 眞 理を發 見した い 杯と 太平 樂を竝 ベ て 机に 靠れて 

苦り切って ゐ るの も ある。 親 は 生計の 爲の 修業と 考へ てゐ るのに 子供 は 道樂の 爲の擧 問との み合點 してる 

る。 斯う 云 ふ 樣な譯 で 道樂の 活力 は 如何なる 道 德學者 も杜絕 する 譯に いかない。 現に 其の 發現は の 中に 

どんな 形に なって、 どんなに 現れて 居る かと 云 ふこと は、 此競爭 劇甚の 世に 道樂 なんどと てんで 其 存在の 

權利を 承認し ない 程 家業に 勵 精な 人で も 少し 注意され、 ば 肯定し ない 譯に 行かなくなる でせ う。 私 は昨晚 

和歌の 浦へ 泊り ましたが、 和歌の 浦へ 行って 見る と、 さがり 松 だの 權現樣 だの 紀三 井寺 だのい ろ，/^ の も 

のがあります が、 其 中に 東洋 第一 海拔ー 一 百 0< と 書いた H レ-、 Ml タ— が 宿の 裏から 小高：， 石山の 巔へ ！e えす 

見物 を 上け たり 下け たりして るるの を 見ました。 實は私 も 動物園の 熊の 樣 にあの 鐵の 格子の 檻の 中に 入つ 

て 山の 上へ 上 けられた 一人であります。 が あれ は 生活 上 別段 必要の ある 場所に ある 譯 でもなければ 又 夫 程 

大切な 器械で もない、 まあ 物 数奇で ある。 唯 上ったり 下ったり する 丈で ある。 疑 もな く道樂 心の 發 現で、 

くらし むき 

好奇心 兼 廣告欲 も手傳 つてる るか も 知れない が、 まあ 活計 向と は閼 係の 少ない ものです。 これ は 一 例です 

が 開化が 進む につれ て 斯う 云 ふ 贅澤な もの  >  數が 殖え て來 るの は 誰でも 認識し な ぃ譯に 行かないで せう。 

加 之 此贅澤 が 日に 增し 細かくなる。 大きな もの、 中に 輪が 幾つ も 出来て 漏斗み た 樣に段 々深くなる。 と 同 

時に 今迄 氣の 付かなかった 方面へ 段々 發展 して 範 園が 年々 廣 くなる C 
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要するに 只今 申し 上け た 一 一つの 入り 亂れ たる 經路、 卽ち 出来るだけ 努力 を 節約した いと 云 ふ 願望から 出 

て 来る 種々 の發 明と か 器械 力と か 云 ふ 方面と、 出来るだけ 氣 儘に 勢力 を 費したい と 云 ふ 娱樂の 方面、 是が 

經 となり 緯 となり 千 變萬化 錯綜して 現今の 樣 に混亂 した 開化と 云 ふ 不可思議な 現象が 出来る のであります。 

そこで さう 云 ふ もの を 開化と すると、 茲に 一種 妙な パラドックスと でも 云 ひませ うか、 一寸 聞く と 可 笑 

しいが、 實は 誰し も 認めなければ ならない 現象が 起り ます。 元来 何故 人間が 開化の 流れに 沿うて、 以上 二 

種の 活力 を發 現しつ 、 今日に 及んだ かと 云 へ ば 生れながら さう 云 ふ 傾向 を 有つ て 居る と 答 へ るより 外に 仕 

方がない。 之 を 逆に 申せば 吾人の 今日 ある は 全く 此の 本来の 傾向 あるが ために 外な らんので あります。 猶 

進んで 云 ふと 元の 儘で 懐手 をして るて は 生存 上 どうしても 遣り 切れぬ から、 夫れ から 夫れ へと 順々 に 押さ 

れ 押されて 斯 く發展 を^け たと 言 はなければ ならない のです。 して 見れば 古來 何千 年の 努力と 歳月 を擧け 

て 漸くの 事 現代の 位置 迄 進んで 来たので あるから して、 苟 くも 此ー 一種 類の 活力が 上代から 今に 至る 長い 時 

間に 工夫し 得た 結果と して 昔よりも 生活が 樂 になって ゐ なければ ならない 害であります。 けれども 實際は 

何う • か？ 打明けて 申せば 御 互の 生活 は 甚だ 苦しい。 昔の 人に 對 して 一 歩 も讓ら ざる 苦痛の 下に 生活して る 

るの だと 云 ふ 自覺が 御 互に ある。 否 開化が 進めば 進む 程 競 爭が益 劇しくな つて 生活 は 愈 困難になる やうな 

氣 がする。 成程 以上 一 一種の 活力の 猛烈な 奮闘で 開化 は 贏ち 得た に 相違ない。 然し 此 開化 は 一 般に 生活の 程 

度が 高くな つたと いふ 意味で、 生存の 苦痛が 比 较的柔 けられた とい ふ譯 ではありません。 丁度 小擧 校の 生 

徒が 學 問の 競爭で 苦しい のと 大 學の舉 生が 學 問の 競 爭で 苦しい のと、 其の 程度 は逡 ふが、 比例に 至って 

は 同じ ことで ある 如く、 昔の 人間と 今の 人間が どの位 幸福の 程度に 於て 違って 居る かと 云へば —— 或は 不 

幸の 程度に 於て 違って 居る かと 云へば II 活力 消耗 活力 節約の 兩 工夫に 於て 大差 は あるか も 知れない が、 

生存 競爭 から 生す る 不安 や 努力に 至って は 決して 昔より 樂 になって るな い。 否 昔より 却つ て 苦しくな つて 


るる かも 知れない。 昔 は 死ぬ か 生きる かの 爲に爭 つた ものである。 夫 丈の 努力 を敢 てし なければ 死んで 仕 

舞 ふ。 已むを得ないから やる。 加 之 道 樂の念 は 鬼に 角 道 樂の途 はま だ 開けて 居なかった から、 斯うしたい、 

あ、 したいと 云 ふ 方角 も 程度 も 至って 微弱な もので、 たまに 足 を 伸したり 手 を 休めたり して、 满 足して ゐ 

た 位の もの だら うと 思 はれる。 今日は 死ぬ か 生きる か. の 問題 は 大分 超越して ゐる。 それが 變 化して 寧ろ 生 

きる か 生きる かと 云 ふ競爭 になって 仕舞った のであります。 生きる か 生きる かと 云 ふの は 可笑しう ござい 

ますが A の狀 態で 生きる か B の狀 態で 生きる かの 問題に 腐心し なければ ならない とい ふ 意味であります o 

活力 節減の 方で 例 を 引いて お 話 をし ますと、 人力車 を 挽いて 渡世に する か、 又は 自動車の ハ ン ドル を 握つ 

て暮 すかの 競爭 になった のであります。 どっち を 家業に したって 命に 別條 はない に 極って ゐ るが、 どっち 

へ 行っても 勞カは 同じ だと は 云 はれません。 人力車 を 挽く 方が 汗が 餘程 多分に 出る でせ う。 自動車の 御者 

になって お 客 を乘せ れば —— 尤も 自動車 を 有 つ 位なら お 客を乘 せる 必要 もない が —— 短 い 時間で 長い 所が 

走れる。 糞 力 はちつ とも 出さないで 濟む。 活力 節約の 結果 樂に 仕事が 出来る。 されば 自動車の ない 昔 はい 

ざ 知らす、 ー苟 くも 發 明され る 以上 人力車 は 自動車に 負けなければ ならない。 負ければ 追 付かなければ なら 

ない。 と 云ふ譯 で、 少しで も 勞カを 節減し 得て 優勢なる ものが 地平線 上に 現 はれて 茲にー つの 波瀾 を 誘 ふ 

と、 丁度 一種の ® 氣壓と 同じ 現象が 開化の 中に 起って、 各部の 比例が とれ 平均が 囘復 される 迄 は動搖 して 

已 めら れ ない のが 人間の 本来であります。 積極的 活力の 發 現の 方から 見ても 此 波動 は 同じ ことで、 早い 話 

が 今まで は 敷 島 か 何 か 吹かして 我慢して 居った のに、 隣り の 男が 旨 さう に 埃 及 煙草 を 喫んで 居る と 矢つ 張 

り そっちが 喫み たくなる。 叉 喫んで 見れば 其の 方が 旨い に 逢ない。 仕舞に は數 島な ど を 吹かす もの は 人間 

の數へ 入らない やうな 氣 がして、 どうしても 埃 及へ 喫み 移らなければ ならぬ と 云 ふ 競爭が 起って 來る。 通 

俗の 言葉で 云へば 人間が 贅澤 になる。 道 擧者は 倫理的の 立場から 始終 奢侈 を戒 しめて ゐる。 結構に は 違な 
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いが 自然の 大勢に 反した 訓戒で あるから 何時でも 駄目に 終る とい ふ 事 は 昔から 今日 迄 人間が どの位 贅澤に 

なった か考 へて 見れば 分る 話で ある。 斯く 積極 消極 兩 方面の 競 爭が 激しくなる のが 開化の 趨勢 だと すれば、 

吾々 は 長い 時日のう ちに 種々 樣々 の 工夫 を 凝し 智慧 を 絞って 漸く 今日 迄發展 して 来た やうな もの、、 生活 

の 吾人の 内 生に 與 へる 心理的 苦痛から 論 すれば 今 も 五十 年 前 も、 又は 百年 前 も、 苦し さ 加減の 程度 は 別に 

變り はない かも 知れない と 思 ふので す。 それ だからして 此位勞 力 を 節減す る 器械が 整った 今日で も、 又活 

力 を 自由に 使 ひ 得る 嫂樂の 途が備 つた 今日で も 生存の 苦痛 は 存外 切な もので，  或は 非常と いふ 形容詞 を 冠ら 

しても 然るべき 程度 かも 知れない。 是程勞 力 を 節減 出来る 時代に 生れても 其 忝け なさが 頭に 應 へなかった 

り、 是程 蜈樂の 種類 ゃ範圍 が擴大 されても 全く 其 有難 味が 分らなかった りする 以上 は 苦痛の 上に 非常と い 

ふ 字を附 加しても 好い かも 知れません。 是が 開化の 産んだ 一 大パ ラ ドック ス だと 私 は考へ るので あります o 

これから 日本の 開化に 移る のです が、 果して 一般的の 開化が そんな ものである ならば、 日本の 開化 も 開 

化の 一 種 だから それで 宜 から うぢ やない かで 此 講演 は 濟んで 仕舞 ふ譯 であります。 が 其處に 一 種 特別な 事 

情が あって、 日本 S. 開化 はさう いかない。 何故 さう は 行かない か。 夫れ を說 明す るの が 今日の 講演の 主眼 

である。 と 申す と 玄關を 上って 漸く 茶の間 あたりへ 來た 位の 氣 がして 驚く でせ う。 然し さう 長く はあり ま 

せん、 奥行 は 存外 短 かい 講演です。 やって る 方 だって 長いの は 疲れます から 出来る 丈 努力 節約の 法則に 從 

つて 早く 切り 上け る 積です から、 もう 少し 辛抱して 聽 いて 下さい。 

それで 現代の 日本の 開化 は 前に 述べた 一 般の 開化と 何 處が違 ふかと 云 ふの が 問題です。 若し 一 言に して 

此 問題 を 诀し やうと するならば 私 はかう 斷 じたい、 西洋の 開化 (卽ち 一般の 開化) は內發 的であって、 日 

本の 現代の 開化 は外發 的で ある。 こ、 に內發 的と 云 ふの は 内から 自然に 出て 發展 すると 云 ふ 意味で 丁度 花 

が 開く やうに おの づ から 蕾が 破れて 花瓣が 外に 向 ふの を 云 ひ、 又外發 的と は 外から おつかぶ さった 他の 力 


で 巳む を 得す ！ 種の 形式 を 取る の を 指した 積な のです。 もう  一 ロ說 明し ますと、 西洋の 開化 は 行雲流水の 

如く 自然に 動いて ゐ るが、 御 維新 後 外國と 交渉 を 付けた 以後の 日本の 開化 は 大分 勝手が 違 ひます。 勿論 何 

處の 國だ つ て隣づ き 合が ある 以上 は 其 影響 を受 ける のが 勿論 の 事 だ から 吾 日本と 雖も昔 からさう 超然と し 

て 只 自分 丈の 活力で 發展 した 譯 ではない。 ある 時 は 三韓 又 或 時 は 支那と いふ 風に 大分 外國の 文化に かぶれ 

た 時代 も あるで せう が、 長い 月日 を 前後 ぶっ通しに 計算して 大體の 上から 一 瞥 して 見る とま あ 比較的- s: 發 

的の 開化で 進んで 來 たと 云へ ませう。 少なくとも 鎖 港 排外の 空氣で 一 一 百年 も魔醉 した 揚句 突然 西洋 文化の 

刺戟に 跳ね 上った 位 强烈な 影響 は 有史 以來 まだ 受けて ゐ なかった と 云 ふの が適當 でせ う。 日本の 開化 は あ 

の 時から 急 劇に 曲折し 始め のであります。 又 曲折し なければ ならない 程の 衝動 を 受けた のであります。 

之 を 前の 言葉で 表現し ますと、 今迄 内發 的に 展開して 來 たのが、 急に 自己本位の 能力 を 失って 外から 無理 

いやおう  ♦ 

押しに 押されて 否應 なしに 其 云 ふ 通りに しなければ 立ち行 かないと いふ 有樣 になった のであります。 夫が 

1 時で はない。 四 五ト年 前に 一 押し 押された なり じっと 持ち" 應 へて るるなん て樂な 刺戟で はない。 時々 に 

押され 刻々 に 押されて 今日に 至った 許りでなく 向後 何年の 間 か、 又は 恐らく 永久に 今日の 如く 狎 されて 行 

かなければ 日本が 日本と して 存在 出來 ない の だから 外發 的と いふより 外に 仕方がない。 其 理由 は 無論 明白 

ザん  ぶ 

な 話で、 前 詳しく 申 上け た 開化の 定義に 立戾 つて 述べるならば、 吾々 が 四 五十 年 前 始めて 打つ かった、 又 

今でも 接觸を 避ける 譯に 行かない かの 西洋の 開化と いふ もの は 我々 よりも 數ト 倍勞カ 節約の 機關を 有する 

開化で、 又 我々 よりも 數 十倍 嫂 樂道樂 の 方面に 積極的に 活力 を 使用し 得る 方法 を 具備した 開化で ある。 粗 

末な 說明 では あるが、 詰り 我々 が內發 的に 展開して 十の 複雜の 程度に 開化 を 漕ぎつ けた 折も折、 圖ら ざる 

天の 一 方から 急に 一 一十三 十の 複雜の 程度に 進んだ 開化が 現 はれて 俄然と して 我等に 打って 懸 つたので ある。 

此壓 迫に よって 吾人 は已を 得す 不自然な 發 展を餘 儀な くされる ので あるから、 今の 日本の 開化 は 地道に の 
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そりの そりと 歩く のでな くって、 や ッと氣 合 を 懸けて はぴ よいく と 飛んで 行く ので ある。 開化の あら ゆ 

る 階段 を 順々 に 踏んで 通る 餘裕を 有たない から、 出来る 丈 大きな 針で ほっく 縫って 過ぎる ので ある。 足 

の 地面に 觸れる 所 は 十 w< を 通過す るう ちに 僅か  一 《< 位な もので、 他の 九 0< は 通らない のと 一 般 である。 私 

の外發 的と い ふ 意味 は 是で略 御 了解に なったら うと 思 ひます。 

さう 云 ふ外發 的の 開化が 心理的に どんな 影響 を 吾人に 與ふ るかと 云 ふと 一寸 變な ものになります。 心理 

學の講 筵で もない のに 六づ かしい 事 を 申 上 ゆるの も 如何と 存じます が、 必要の 個所 丈 を 極 簡易に 述べて 再 

び 本題に 昃る 積であります から、 暫く 御 辛抱 を 願 ひます。 我々 の 心は絕 間な く 動いて 居る。 あなた 方 は 今 

私の 講演 を聽 いてお いでになる、 私 は 今 あなた 方 を 前に 置いて 何 か 言って 居る、 雙方 共に 斯う 云 ふ 自覺が 

ある。 それに 御 互の 心 は 動いて ゐる。 働いて ゐる。 これ を 意識と 云 ふので あります。 此 意識の 一部分、 時 

に 積れば 一 分 間 位の 所を絕 間な く 動いて ゐる 大きな 意識から 切り取って 調べて 見る と 矢張り 動いて ゐる。 

其 動き 方 は 別に 私が 發 明した 譯 でも 何でもない、 只 西洋の 學 者が 書物に 書いた 通り を 尤と思 ふから 紹介す 

る だけであります が、 凡て 一 分 間の 意識に せよ 三十 秒閒の 意識に せよ 其 内容が 明瞭に 心に 映す る點 から 云 

へば、 のべつ 同程度の 强さを 有して 時間の 經 過に 頓着な く 恰も 一 つ 所に こびり 付いた 檨に 固定した もので 

はない。 必す 動く。 動く につれ て 明かな 點と 喑ぃ點 が出來 る。 其 高低 を 線で 示せば 平たい 直線で は 無理な 

^ みが 

ので、 矢張り 幾分 か 勾配の 付いた 弧線 卽ち 弓形の 曲線で 示さなければ ならなくなる。 こんなに 說明 すると 

却って 込み入って 六づ かしくなる かも 知れません が、 擧者は 分った 事 を 分りに く、 言 ふ もので、 素人 は 分 

ら ない 事 を 分った 樣に呑 込んだ 顔 をす る もの だから 非難 は 五分々々 である。 今 云った 弧線と か 曲線と かい 

ふ 事 を も そっと 碎 いてお 話 をす ると、 物 を 一寸見る のに も、 見て 是が 何で あるかと 云 ふこと がハ ツキ リ分 

るに は 或る時 間 を 要すろ ので、 卽ち 意識が 下の 方から 一 定の 時間 を經て 頂點へ 上って 來てハ ッ キリして、 


あ、 是だ なと 思 ふ 時が くる。 それ を猶 見詰めて 居る と 今度 は 視覺が 鈍くな つて 多少 ほんやり し 始める の だ 

から 一 且 上の 方へ 向いた 意識の 方向が 又 下 を 向いて 喑く なり 懸ける。 是 は實驗 して 御覽 になる と 分る。 實 

驗と 云っても 機械 杯 は 要らない。 頭の 中が さうな つて 居る の だから 只 試し さへ すれば 氣が 付く のです。 本 

を讀む にしても A と 云 ふ 言葉と B と 云 ふ 言葉 と 夫から C とい ふ 言葉が 順々 に 竝んで 居れば 此 三つの 言葉 を 

順々 に 理解して 行く のが 當り前 だから A が 明かに 頭に 映る 時 は B はま だ 意識に 上らない。 B が 意識の 舞臺 

に 上り 始める 時にはもう A の 方 は 薄 ほんやり して 段々 識 域の 方に 近づいて くる。 B から C へ 移る とき は是 

と问じ 所作 を 繰 返す に過ぎないの だから、 いくら 例 を 長く しても 同じ 事であります。 是は 極めて 短 時 問の 

意識 を擧 者が 解剖して 吾々 に 示した ものであります が、 此 解剖 は 個人の 一 分 間の 意識の みならす、 一 般社 

會の 集合 意識に も、 夫から 又 一 日 一 月 もしくは 一 年 乃至 十 年の 間の 意識に も應 用の 利く 解剖で、 其 特色 は 

多人數 になった つて、 長時間に 亘 つたって、 一向 變り はない 事と 私 は 信じて るるので あります。 例へ て 見 

れば あなた 方と いふ 多人数の 圑體が 今 此處で 私の 講演 を聽 いてお いでになる。 聽 いて 居ない 方 も あるか も 

知れない が、 まァ聽 いて 居る とする。 さう すると 其 個人で ない 集合 體の あなた 方の 意識の 上に は 今 私の 講 

演 の內容 が 明かに 入る。 と 同時に、 此 講演に 來る前 あなた 方が 經驗 された 事、 卽ち 途中で 雨が 降り出して 

着物が 濡れた とか、 又 蒸し暑くて 途中が 難儀であった とかい ふ 意識 は 講演の 方が 心 を 奪 ふに つれて、 段々 

不明瞭 不確寳 になって くる。 又此 講演が 終って 場外に 出て 涼しい 風に 吹かれで も すれば、 ぁゝ 好い 心 持 だ 

とい ふ 意識に 心 を專領 されて 仕舞って 講演の 方はビ ッ タ リ 忘れて 仕舞 ふ。 私から 云 へ ば 全く 有難くない 話 

だが 事實だ から 巳 を 得ない ので ある。 私の 講演 を 行住坐臥 共に 覺ぇ てい らっしゃ いと 一 K つても、 心理 作用 

に 反した 注文なら 誰も 承知す る 者はありません。 是と 同じ 樣に あなた 方と 云 ふ 矢張り 一 筒の 圑體の 意識の 

內容を 檢 して 見る と假令 一 ヶ月に 亘 らうが 一 年に 百 一ら うが 一 ヶ月に は 一 ヶ月 を 括るべき 炳乎 たる 意識が あ 
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り、 又 一年に は 一年 を 纏める に 足る 意識が あって、 夫から 夫へ と 順次に 消長して るる ものと 私 は斷定 する 

のであります。 吾々 も 過去 を 顧みて 見る と中學 時代と か大學 時代と か 皆 特別の 名のつ く 時代で 其 時代々々 

の 意識が 纏って 居ります。 日本人 總體の 集合 意識 は 過去 四 五 年 前に は 日露 戰爭の 意識 丈にな^ 切って 居り 

ました。 其 後 日英 同盟の 意識で 占領され た 時代 もあります。 斯く 推論の 結果 心理 擧 者の 解剖 を擴 張して 集 

合の 意識 や 又 長時間の 意識の 上に 應 用して 考 へて 見ます と、 人間 活力の 發展 の經路 たる 開化と いふ ものの 

動く ライン も 亦 波動 を 描いて 弧線 を 幾 個 も 幾 個 も 繋ぎ 合せて 進んで 行く と 云 はなければ なりません。 無論 

描かれる 波の 數は 無限 無數 で、 其 一波々々 の 長短 も 高低 も 千 差 萬 別で ありませ うが、 矢張り 甲の 波が この 

波 を 呼出し、 乙の 波が 又 丙の 波 を 誘 ひ 出して 順次に 推移し なければ ならない。 一言に して 云へば 開化の 推 

移 はどうしても 内發 的で なければ 嘘 だと 申 上け たいので あります。 一 寸 した 話が 私 は 今此處 で演說 をして 

居る。 すると 夫 を 御 聞きになる 貴方が たの 方から 云へば 初めの 十分 間 位 は 私が 何 を 主眼に 云 ふか 能く 分ら 

ない、 二十 分 目 位に なって 漸く 筋道が 付いて、 三十 分 目 位に は 漸く 油が のって 少し は 一寸 面白くな り、 四 

十分 目に は 又 ほんやり し 出し、 五十 分 目に は 退屈 を 催し、 一時間 目に は 欠伸が 出る。 とさう 私の 想像 通り 

行く か 行かない か 分りません が、 もし さう だとす るなら ば、 私が 無理に 此處で 二 時間 も 三時 間 も 喋 舌って 

は、 あなた 方の 心理 作用に 反して 我を張る と 同じ 事で 诀 して 成功 は出來 ない。 何故かと 云へば 此 講演が 其 

場合 あなた 方の 自然に 逆った 外發 的の ものになる からであります。 いくら 咽喉 を 絞り 聲を嗄 らして 怒鳴つ 

て 見た つて 貴方が たはもう 私の 講演の 要求の 度を經 過した の だから 不可ません。 あなた 方 は 講演よりも 茶 

菓子が 食 ひたくな つたり 酒が 飮 みたくな つたり 氷水が 欲しくな つたり する。 其方が. s: 發的 なの だから 自然 

の 推移で 無理の ない 所な ので ある a 

是丈說 明して 置いて 現代 日本の 開化に 後戾 をしたら 大低 大丈夫で せう。 日本の 開化 は 自然の 波動ん」 描い 


て 甲の 波が 乙の 波 を 生み 乙の 波が 丙の 波 を 押し出す やうに S 發 的に 進んで ゐ るかと 云 ふの が當 面の 問題な 

のです が殘 念ながら さう 行って 居ない ので 困る のです。 行って 居ない と 云 ふの は、 先程 も 申した 通り 活力 

節約 活力 消耗の 1 一大 方面に 於て 丁度 複雜の 程度 一 一十 を 有して 居った 所へ、 俄然 外部の 壓迫で 三十 代 迄 飛び 

付かなければ なら なくなつ たのです から、 恰も 天狗に さら はれた 男の 樣に 無我夢中で 飛び付いて 行く ので 

す。 其經路 は殆ん ど自覺 してるな い 位の ものです。 元々 開化が 甲の 波から この 波へ 移る の は 旣に甲 は飽ぃ 

て 居た、 まれない から 內部 欲求の 必要 上す るりと 新ら しい 一 波 を開展 する ので S- の 波の 好 所 も 惡所も 酸い 

も 甘い も 甞め盡 した 上に 漸く 一  生面 を 開いた と 云って 宜しい。 從 つて 從來經 驗し盡 した 甲の 波に は 衣を脫 

いだ 蛇と 同樣 未練 もなければ 殘り 惜しい 心 持 もしない。 のみなら す 新たに 移った この 波に 揉まれながら 毫 

も 借り着 をして 世間 體を 繕って ゐ ると いふ 感が 起らない。 所が 日本の 現代の 開化 を 支配して ゐる波 は 西洋 

の 潮流で 其 波 を 渡る 日本人 は 西洋人で ない の だから、 新ら しい 波が 寄せる 度に 自分が 其 中で 食欲 をして 氣 

彔 をして ゐる 樣な氣 持になる。 新ら しい 波 は 鬼に 角、 今し がた 漸くの 思で 脫 却した 舊ぃ 波の 特質 やら 眞相 

やら も辨 へる ひまの ない うちにもう 棄 てなければ なら なくなって 仕舞った。 食膳に 向って 皿の 數を 味ひ盡 

す 所 か元來 どんな 御馳走が 出た かハ ッ キリと 眼に 映 じない 前にもう 膳 を 引いて 新ら しいの を竝 ベら れ たと 

同じ 事であります。 斯ふ云 ふ 開化の 影響 を 受ける 國民は どこかに 筌 虛の感 がなければ なりません。 又 どこ 

かに 不満と 不安の 念 を 懐かなければ なりません。 夫 を 恰も 此 開化が 内發 的で V も あるかの 如き 顔 をして 得 

意で るる 人の あるの は 宜しくない。 それ は 餘程ハ ィ カラです、 宜しくない。 處馄 でも ある。 輕薄 でも ある。 

自分 はま だ 煙草 を 喫っても 碌に 味 さ へ 分らない 子供の 癖に、 煙草 を 喫って さも 旨 さうな 風 をしたら 生意氣 

でせ う 0 夫を敢 てし なければ 立ち行かない 日本人 は 隨分悲 酸な 國 民と 云 はなければ ならない。 開化の 名 は 

下せない かも 知れない が、 西洋人と 日本人の 社交 を兒て も 一 寸氣が 付く でせ う。 西洋人と 交際 をす る 以上、 
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日本 本位で はどうしても 旨く行きません。 交際し なくと も宜 いと 云へば 夫 迄で あるが、 情けない かな 交際 

しなければ 居られな いのが 日本の 現狀 であり ませう。 而 して 強い ものと 交際 すれば、 どうしても 己 を棄て 

て 先方の 習 惯に從 はなければ ならなくなる。 我々 が あの人 は 肉刺の 持ち 樣も 知らない とか、 小刀の 持ち 樣 

も 心得ない とか 何とか 云って、 他 を 批評して 得意な の は、 つまり は 何でもない、 た V 西洋人が 我々 より 强 

いからで ある。 我々 の 方が 强 ければ 彼方に 此方の 眞似を させて 主客の 位地 を 易へ るの は 容易の 事で ある。 

がさう 行かない から 此方で 先方の 眞似 をす る。 しかも 自然 天然に 發展 して 來た 風俗 を 急に 變へ る譯 にい か 

ぬから、 た 器械 的に 西洋の 禮式 杯を覺 える より 外に 仕方がない。 自然と 內 に醱酵 して 醸された 禮式 でな 

いから 取って つけた 樣で 甚だ 見苦しい。 是は 開化 ぢ やない、 開化の 一 端と も 云へ ない 程の 些細な 事で ある 

が、 さう 云 ふ 些細な 事に 至る まで、 我々 の 遺って るる 事 は内發 的で ない、 外發 的で ある。 是を I 言に して 

云へば 現代 日本の 開化 は 皮相 上滑りの 開化で あると 云 ふ 事に 歸 着す るので ある。 無論 一 から 十まで 何から 

何までと は 言 はない。 複雜な 問題に 對 して さう 過激の 言葉 は愼 まなければ 惡 いが 我々 の 開化の 一部分、 或 

は 大部分 はいくら 己 惚れて 見ても 上滑りと 評する より 致し方がない。 倂 しそれ が惡 いからお 止しな さいと 

云 ふので はない。 事實 已むを得ない、 淚を 呑んで 上滑りに 滑って 行かなければ ならない と 云 ふので す。 

それで は 子供が 背に 負 はれて 大人と 一所に 步 くやうな 眞似を やめて、 じみちに 發展の 順序 を盡 して 進む 

事 はどうしても 出来まい かとい ふ 相談が 出る かも 知れない。 さう いふ 御 相談が 出れば 私 は 無い 事 もない と 

御 答 をす る。 が 西洋で 百年 か、 つて 漸く 今日に 發展 した 開化 を 日本人が 十 年に 年期 をつ  >  めて、 しかも 空 

虛の謖 を 免 かれる やうに、 誰が 見ても 內發 的で あると 認める 樣な 推移 を やらう とすれば 是亦 由々 しき 結果 

に陷 るので あります。 百年の 經驗を 十 年で 上滑り もせす 遣りと け やうと するならば 年限が 十分 一 に 縮まる 

丈 わが 活力 は 十倍に 增 さなければ ならん の は 算術の 初歩 を 心得た もの さへ 容易く 首肯す る 所で ある。 是は 


擧問を 例に 御 話 をす るの が 一 番早 分りで ある。 西洋の 新ら しい 說 など を 生嗨 りに して 法螺 を 吹く の は 論外 

として、 本 常に 自分が 研究 を 積んで 甲の 說 から 乙の 說に 移り 又 こから 丙に 進んで、 毫も 流行 を 追 ふの 陋態 

なく、 又 ことさらに 新奇 を 街 ふの 虛榮 心なく、 全く 自然の 順序 階級 を 發 的に 經て、 しかも 彼等 西洋人が 

百年 も掛 つて 漸く 到着し 得た 分化の 極端に、 我々 が 維新 後 四 五十 年の 敎 育の 力で 達した と假定 する。 體カ 

腦カ 共に 吾等^りも 旺盛な 西洋人が 百年の 歳月 を 費した もの を、 如何に 先 謳の 困難 を 勘定に 入れない にし 

た 所で 僅か 其 半に 足らぬ 歳月で 明々 地に 通過し 了る としたならば 吾人 は此 驚くべき 知識の 收穫を 誇り 得る 

と 同時に、 一 敗 また 起つ 能 はざる の神經 衰弱に 罹って、 氣息奄 々として 今や 路傍に 呻吟し つ、 ある は 必然 

の 結果と して 正に 起るべき 現象で ありませ う。 現に 少し 落ち 付いて 考 へて 見る と、 大學の 敎授を 十 年間 一 

生 懸命に やったら、 大抵の 者 は神經 衰弱に 罹りが ちぢ やないで せう か。 ビンく して 居る の は、 皆 噓の舉 

者 だと 申して は 語弊が あるが、 まあ 何方 かと 云へば 神經 衰弱に 罹る 方が 當り 前の 樣に思 はれます。 擧者を 

例に 引いた の は單に 分り 易い 爲で、 理窟 は 開化の どの 方面へ も應 用が 出来る 積です。 

旣に 開化と 云 ふ ものが 如何に 進歩しても、 案外 其 開化の 賜と して 吾々 の受 くる 安心の 度 は 微弱な もので、 

競爭其 他から いらくし なければ ならない 心配 を 勘定に 入れる と、 吾人 の 幸福 は野蠻 時代と さう 變り はな 

さ 、 5 である 事 は 前 御 話し 、 た 通りで ある 上に、 今 言った 現^ 日本が 置かれた る 特殊の 狀況に 因って 吾々 

うは か は  ふん ま  _ 

の 開化が 機械的に 變 化を餘 儀な くされる 爲 にた V 上皮 ふ-滑って 行き、 又 滑るまい と 思って 踏 張る 爲に 紳經 

衰弱になる とすれば、 どうも 日本人 は氣の 毒と 言 はんか 憐れと 言 はんか、 誠に 言語 道 斷の窮 狀に陷 つた も 

のであります。 私の 結論 は 夫 丈に 過ぎない。 あ、 なさい とか、 斯うし なければ ならぬ とか 云 ふので はない。 

どうす る こと も 出来ない、 實に 困った と 嘆息す る 丈で @ めて 悲觀 的の 結論であります。 こんな 結論に は 却 

-， ち 

つて 到着し ない 方が 幸であった のでせ う o 眞と云 ふ もの は、 知らない 中 は 知りたい けれども、 知って から 
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は 却って ァ 、知らない 方が 宜 かった と 思 ふ 事が 時々 あります。 モ— バ サンの 小說 に、 或 男が 內綠の 妻に 厭 

氣 がさした 所から、 置 手紙 か 何 かして、 妻 を 置き去り にした 儘 友人の 家へ 行って 隱れて 居た とい ふ 話が あ 

ります。 すると 女の 方で は大變 怒って とうく 男の 所在 を 捜し 當て 、 怒鳴り込み ましたので 男 は 手 切 金 を 

出して 手を切る 談判 を 始める と、 女 は 其 金 を 床の 上に 叩きつ けて、 こんな ものが 欲しい ので 來 たので はな 

い、 若し 本當 にあな たが 私 を 捨てる 氣 ならば 私 は 死んで 仕舞 ふ、 そこに ある (三階 か 四 階の) 窓から 飛 下 

りて 死んで 仕舞 ふと 1, 一目った。 男 は 平 氣な顔 を 装って どうぞと 云 はぬ 許りに 女 を 窓の 方へ 誘 ふ 所作 をした。 

すると 女 はいきな り馳 けて 行って 窓から 飛 下りた。 死に はしなかった が 生れ も 付かぬ 不具に なって 仕舞 ひ 

ました。 男 も是程 女の 赤心が 眼の 前へ 證據 立てられる 以上、 普通の 輕 薄な 賣女同 樣の觀 をな して、 女の 貞 

節 を 今迄 疑って るた の を 後悔した ものと 見えて、 再び 故の 夫婦に 立ち 歸 つて、 病 妻の 看護に 身 を< 委ねた と 

いふの がモ— パサ ンの 小說の 筋です が、 男の 疑 も 好い加減な 程度で 留めて 置けば 是 程の 大事に は 王 ら なか 

つた かも 知れない が、 さう すれば 彼の 懐疑 は 一 生 徹底的に 解ける 日は來 なかった でせ う。 又 此所迄 押して 

見れば 女の 眞 心が 明かに はなる に はなる が、 取 返しの 付かない 殘 酷な 結 栗に 陷 つた 後から 囘 顧して 見れば， 

矢張り 眞實 懸價 のない 實相は 分らなくても 好い から、 女 を 片輪に させす に 置きたかった のであります。 日 

本の 現代 開化の 眞 相も此 話と 同樣 で、 分らない うちこ そ 研究 もして 見たい が、 斯う 露骨に 其 性質が 分って 

見る と 却って 分らない 昔の 方が 幸福で あると いふ 氣 にもなります。 鬼に 角 私の 解剖した 事が 本 當の所 だ：： U 

すれば 我々 は 日本の 將來 とい ふ ものに 就て どうしても 悲觀 したくなる のであります。 外國 人に 對 して 乃お 

の 國には 富士山が あると 云 ふやうな 馬鹿 は 今日は 餘り云 はない 樣 だが、 戰爭 以後 一 等國 になつ たんだと い 

ふ 高慢な 聲は隨 所に 閬 くや 5 である。 中々 氣樂な 見方 を すれば 出來る もの だと 思 ひます。 では どうして 此 

きふ は  ザん 

急場 を 切り 拔け るかと 質問 されても， 前 申した 通り 私に は 名案 も 何もない。 只 出來る だけ 神經 衰弱に 罹ら 


ない 程度に 於て、 内發 的に 變 化して 行く が 好から うとい ふやうな 體 裁の 好い こと を 言 ふより 外に 仕方がな 

い。 苦い 眞實を 臆面な く 諸君の 前に さらけ出して、 幸福な 諸君に たと ひ 一 時間たり とも 不快の 念を與 へた 

の は 重々 御 詫 を 申し 上 ゆます が、 又 私の 述べ 來 つた 所 も 亦 相 當の論 據と應 分の 思索の 結果から 出た 生眞面 

目の 意見で あると 云ふ點 にも 御 同情に なって 惡ぃ所 は 大目に見て 頂きたい のであります。 
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中. 味 と 形式 

II 明治 四十 四 年 八月 堺に 於て 述 II 

私は此 地方に 居る ものではありません、 東京の 方に 平生 住って 居ります。 今度 大阪の 社の 方で 講演 會を 

諸 所で 開きます に 就て、 助勢 をし ろと いふ 命令 II だか 通知 だか 侬賴 だか 鬼に 角 催しに 參 加し なけれ ばな 

ら ない 樣な 相談 を 受けました。 それで わざく 出て 參 りました。 尤も この 堺 だけで 御 話 をして すぐ 東京へ 

立ち 歸 ると いふ 譯 でもない ので、 現に 明 石の 方へ 行きましたり、 和歌 山の 方へ 參 りましたり、 明日 は又大 

阪で やる 手順に なって 居ります。 無論 話す こと さへ あれば、 何處へ 行って 何 を 遣っても 差 支ない 笞で すが、 

暑中の 際さう く 身 體も續 きませ ぬから、 好い 加减の 所で 斷 りたい と 思って 居ります。 倂 しこの 堺は岱 初 

からの 約束で 是非 何 か 講話 をすべき 箸に なって 居りました から 私の 方 も 夫は覺 悟の 上で 參 りました。 從っ 

てし つかりした 御 話ら しい 御 話し をし なければ ならな；；， 譯 であり ますが、 どうも さう 旨く行か ないから 甚 

だ 御氣の 毒です。 唯今 は 高原 君が 樺 太 旅行 談っ けたり 海豹 島な どの 話 をされ ましたが 實 地の 見聞 談で 誠に 

有益で も あり、 且 面白く 聽 いて 居りました。 私の は 諸君に 興味 又は 利 盆 を與へ ると いふ 點に 於て、 迚も 高 

原 君 ほどに 參り ませぬ。 高原 君 は 御覧の 通り フ ロック コ —トを 着て 居り ましたが、 私&此 通り 背廣で 御免 

蒙る 樣な譯 で、 御 話の 面白さ も亦此 服装の 相違 位 懸隔して 居る かも 知れません から、 先 づ其邊 の 所と 思つ 

て 辛抱して ぉ聽 きを 願 ひます。 髙原君 は 頻りに 聽衆 諸君に 向って 厭に なったら 遠慮なく 途中で 御歸 りな さ 

いと 云 はれた 樣で すが 私 は 厭に なっても 是非 聽 いて 居て 戴きたい ので、 其 代り 高原 君 ほど 長く は 遣り ませ 

ん。 此暑 いのに さう 長く 遣って は 何 だが 腦 貧血で も 起し さう で危險 ですから 出來る だけ 縮めて さっさと 片 

付けます から、 其の 間 は歸ら すに、 暑くても 我慢 をして、 終った 峙に 拍手喝采 をして、 さう して 目 出た く 


閉會 をして 下さい。 

私 は 先年 堺へ來 たこと があります。 是は餘 程 前 私が まだ 書生 時代の 事で、 明治 二十 何年になります か、 

何でも 餘程 久しい 事の やうに 記憶して 居ります。 實を言 ふと 今 登った 高原 君、 あれば 私が 高等 舉 校で 敎へ 

てゐた 時分の 御 弟子であります。 あ、 云 ふ 立派な お 弟子 を 持って 居る 位であります から、 私 も餘程 年を取 

りました。 其 私が まだ 若い 時の 事です からま あ 昔と いっても 宜しう 御座いませう。 今考へ ると 殆ど 其 時に 

見た 堺の 記憶と 云 ふ ものはありません が、 何でも 妙國 寺と 云 ふお 寺へ 行って 蘇 鐵を樑 したやう に覺 えて 居 

ります。 それから 其 御寺の 傍に 小刀 や 庖丁 を賫る 店が あって 記念の ため 一 寸 した 刃物 を 其 所で 求めた やう 

にも 覺 えてる ます。 夫から 海岸へ 行ったら 大きな 料理店が あった やうに も 記憶して ゐ ます。 其 料理店の 名 

いちりき 

はたし か 一 力と か 云 ひました。 凡てが ほんやり して 思 ひ 出す と 丸で 夢の やうであります。 其 夢の やうな 堺 

へへ 「日 圖らす も來て 再び 昔の 町 を 車に 徭られ ながら 通って 見る と 非常に 廣ぃ樣 な 心 持が する。 停車場から 

みちのり  ， 

此會場 迄の 道程 も 大分 あ る。 斯う 申し て は失禮 であるが 昔 見た 時 は 極く ケ チな 所であった かの やうに しか- 

頭に 映 じない のであります。 夫で 車の 上で 感服した やうな 驚いた 樣な顔 をして、 きょろ く 見廻して 來る 

と 所々 の 辻々 に 講演の 看板と 云 ひます か、 廣告と 云 ひます か、 夏 目漱石 君な どと 云 ふやうな 名前が 墨黑々 

と 書いて 壁に 貼り付けて ある。 何だか 雪 右 衞門か 何 かが 輿 行の ため 乘り 込んだ やうで ある。 社の 方から 云 

へば あの方が 宜 いのでせ うが、 夏 目漱石 氏から 云へば あ、 曝し ものになる の は あまり 難 有くない。 猶 車の 

上で 觀 察する と 往來の 幅が 甚だ 狹ぃ。 が 夫 は 問題で はない， 私の 妙に 感じた の は 其 細い 注 來がヒ ッソリ し 

て 非常に 靜 かに 晝寐 でもして ゐる やうに 見えた 事であります。 尤も 夏の 眞午 だから あまり 人が 戶 外に 出る 

必耍 のない 時間だった のでせ う、 私が 此 所に 着いた の は 丁度 十二時 過で ありました。 二階へ 上って 長い 廊 

下の は づれに 見える 會 場の 入口から 中の 方 を 見渡す と、 少し 人の 頭が 黑く 見えた 位で、 市 內がヒ ッソリ し 
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て 居る 如く 聽衆 も亦ヒ ッソリ して 居る。 是は幸 ひだ —— と は 思 ひません、 又 困った と 迄 も 思 ひません。 け 

れ ども まあ 不入り だら うと 考 へながら 控 席へ 入って 休息して るると、 何時の間にやら こんなに 人が 集って 

けち  えら 

來た。 此 講堂に 斯く迄 詰め 懸けられた 人数の 景況から 推す と 堺と云 ふ 所は诀 して 吝な 所ではない、 偉い 所 

に 違 ひない。 市中が あれ 程ヒ ッソリ して 居る に拘ら す、 時間が 來 さへ すれば 是程多 數の聽 衆が お集まりに 

なる の は 偉い、 餘程 講演 趣味の 發 達した 所 だら うと 思 はれる。 私 も 折角 東京から わざく 出て 来た もので 

あります から、 成らう ことならば 講演 趣味の 最も 發達 した 堺の やうな 听で、 一度で も 講演 を すれば 誠に、 い 

しま 

持が 好い。 だから 諸君 も 其の 志を諒 として、 終 ひまで 靜肅 にお 聽 きにな らんこと を 希望し ます。 此位 にし 

て此 所に 張り出した 「中味と 形式」 と 云 ふ 題に でも 移ります かな。 

第一 、 題から して 餘り 面白さう に は 見えません。 中味 は 無論 詰らな さう です。 私 は 擧會の 演說は 時 々依 

轔を 受けて やる 事が あります が、 斯 5 云 ふ 公衆、 卽ち 種々 の 職業 を 有った 方が お集まり になった 席で は餘 

り钾話 をした 經驗 がありません、 又賴 みに も來 ません。 賴 まれても 大抵 は斷 ります。 と 申す の は 種々 の 職 

業 を 有って 居られる 方々 の總 てに 興味の ある やうな こと は、 私の 研究の 範圜、 或は 興味の 範圍 からして 迚 

も 力に 及ばない とい ふ掛 念が あるから です。 で 成るべく は 避けて 居ります が、 已むを 得す 今日の やうな 揚 

合に は、 出 來るだ け 一般の 人に 興味の ある 爲に、 社會 問題と 云 ふやうな もの を擇 みます。 けれども 其社會 

の 見方と か 或は 人間の 觀 察の 仕方と かが 又 自然 私の 今日まで やった 擧問 やら 研究に 煩 はされ て 何う も 好き 

な 方 許へ 傾き 易 いのは 免 かれ 難い 所であります から、 職業の 如何、 興味の 如何に 依って は、 誠に 面白くな 

ぃ駄 辯に 始っ て 下らない 饒舌に 終る こと だら うと 思 ふので す。 のみなら す是 から 遣る 中味と 形式と いふ 問 

題が 今 申した 通り 餘り 乾燥して 光澤 氣の 乏しい みだしな ので 殊更 懸念 をいた します。 が 言 譯は此 位で 澤山 

でせ うから そろ/ \ 先 へ 進み ませう。 


私 は 家に 子供が 澤山 居ります。 女が 五 人に 男が 二人、 ダ めて 七 人、 夫で 一番 上の子 供が 十三です から 赤 

ん坊に 至る 迄 ズッと 順よ く 竝んで まあ 體裁 よく 揃って 居ります。 夫 は 何う でも 宜しい が 斯樣に 子供が 多う 

ございま すから、 時々 色々 の 請求 を 受けます。 跳ねる 馬 を 買って 呉れと か 動く 電車、 を 買って 吳れ とか 色々 

強請られる うちに、 活動 寫眞へ 連れて行 けと 云 ふ 注文が 折々 出ます。 元 來私は 活動 寫眞と 云 ふ もの を餘り 

好きません。 どうも 芝居の 眞似 など をしたり 變な聲 色 を 使ったり して 厭氣 のさす ものです。 其 上 何 ぞ とい 

ふと 擲 つたり 蹴 飛したり 慘 酷な 寫眞を 入れる ので 子供の 敎育上 甚だ 宜しくな いから 可成 遣り 度くない ので 

すが、 子供の 方で は 頻りに 行きた がるので —— 尤も 活動 寫眞と 云った つて 必す 女が 出て 來て 妙な 科 をす る 

と は 極って ゐ ない、 中に は 馬鹿 氣 て 滑稽な の も澤 山あります か ら 子供の 見た が る の も 無理 で はな いか も 知 

れ ません。 で 三度に 一度 は 頑固な 私 もつ い 連れ出される 事が あります。 監督者と 云 ひます か、 何と 云 ひま 

すか、 先づ 案内 者 或はお 傅と でも 云 ふ 格なん でせ う、 暑い 所へ 入って 鼻の 頭へ 汗の 玉を竝 ベて 我慢 をして 

動かす に 居る 事が あります。 すると 子供から よく 質問 を 受けて 弱る のです。 尤も 滑稽 物 や 何 かで 脩 子 を 飛 

ばして 町 內中逐 かけて 行く と 云った 樣な 仕草 は、 只 其 儘の 可 笑 味で 子供 だって 見て ゐ さへ すれば 分ります 

から 質問の 出る 譯 もありません が、 人情 物、 芝居が かった 續き 物になる と 時々 聞かれます。 ^問 は 甚だ 簡 

單で唯 何方が 善人で 何方が 悪人 かと 云 ふ 丈なん です。 私から 云へば 何方も 人間に はなって 居ない、 善人に 

も惡 人に もな つて 居らない。 よしな つて ゐ たって、 幼稚に しろ 筋 は 子供の 頭より 込 入って ゐ るから  一 口に 

判斷を 下して やる 譯には 行かない。 夫で どうも 迷兒 つかされる 事が 度々 出て 來 るので す。 大人から 云へば、 

只 見て ゐて 事件の 進行と 筋の 運び 方 さへ 腑に 落ちれば 夫で 濟む のです けれども、 悲しい かな子 供に は 夫 程 

一部始終 を 呑み込む 頭がない。 と 云って た》 茫然と 慕に 映る 人物の 影が 頻りに 活動す るの を 眺めて ゐる譯 

にも 行かない。 どうかして 此 込み入った 畫の 配合 や 人間の 立ち 廻り を 鷲 抓みに 引つ くるめて 其 特色 を 最も 

二八 五 


二八 穴 

簡明な 形式で 頤 へ 人れ たいに 就て は 巳に 幼稚な 頭の 中に 幾分で も髮爾 出來る 倫理 上の 一 一大 性質 I 善か惡 

か を 取り極めて 此錯雜 した 光景 を 締め括りたい 希望から 斯うい ふ 質問 を 掛ける ものと 思 はれます。 活動 寫 

眞は まだ 宜ぃ。 所がお 伽噺ゃ 歴史の 本な ど を 見て、 昔の 英雄な どに 就いて 矢 張り 同樣に 簡單な 質問 を 掛け 

られる 事が ある。 太閤 樣と正 成と 何方が 偉い とか、 ワシントンと ナポレオンと 何方が 强ぃ とか 常 陸 山と 辨 

慶と 相撲 を 取ったら 何方が 勝つ とか、 中には 返答に 困らな いのも あるが、 多く は 挨拶に 窮 する 問題で ある。 

要するに 複雜な 内容 を 纏め 得る 程度 以上に 纏めた 簡略な 形式に して 見せろ と 逼られ るの だから 困ります。 

尤も 近來 は小舉 校な どで も 生徒に 問題 を 出して 日本の 現代の 人物 中で 誰が 一 番偉 いか 杯と 聞く 先生が ある。 

此間 私が 或る 地方へ 行ったら ある 新聞で さう 云 ふ 問 超 を 出して 小 擧 生徒から 答案の 投書 を 募って 居ました。 

其 中で 自分の 御父さんが 一番 偉い とい ふ 答 を 寄こした のが あると 聞いて 甚だ 面白く 感じました。 自分の 親 

父が 天下一 の 人物 だな ど は 至極 好い 了見で 結構です。 夫は餘 事で あるが、 鬼に 角 先生 や 新聞 杯から して、 

日本に 唯った 一 人 偉い人が あって、 其の 人 は 甲に も 乙に も 丙に も 凌駕して 居る から 中て 、見ろ とい ふ樣な 

數擧 的の 問題 を 出す 世の中 だから 子供から 質問が 出る の も 無理 はない。 倂し 困ります。 楠 正 成と 豐臣 秀吉 

と 何方が 偉い と 云 ふが、 見方で 色々 な 結論 も出來 るし、 さう 白で なければ 黑 といった 風に 手早く 相場 をつ 

ける 譯 にも 行かない し、 要するに 複雜な 智識が あれば ある 程 面 喰ふ樣 になります。 

斯んな 例 を 御 話しす るの は 唯 馬鹿らし いから 御 笑 草に 御 聞きに 入れる 迄の 事 だと 御 思 ひになる かも 知れ 

んが、 實 はさう ではない。 斯う 批評して 見る と 成程 子供 は 幼稚で 氣の 毒な もの だとし か 取れません が、 其 

幼稚で 氣の 毒の 事 を 大人た る 我々 が敢 てして ゐ ろの だから 甚だ 情ない 次第で、 私 は 大人と して 子供 は斯く 

の 如く たわいな いもの だとい ふ 證據に 自分の 娘 や 何 か を 例に 引いた ので はなく、 却て 大人 も亦此 例に 洩れ 

ぬ 迂愚な もの だとい ふ 事 を證 明したい と 思って 一 寸分り 易い 小兒を 例に 用 ひたので あります。 凡て 政治家 


なり 文擧 者な り 或は 實業 家な り を 比較す る 場合に 誰より 誰の 方が 偉い とか 優って ゐる とか 云って、 一 槪に 

上下の 區別を 立て やうと する の は 大抵の 場合に 於て 其 道に 喑ぃ 素人の やる 事であります。 專 門の 智識が 豐 

かで よく 事情が 精し く 分って ゐ ると、 さう 手 短 かに 纏めた 批評 を 頭の 中に 貯 へて 安心す る 心 要 もな く、 又 

批評 をし やうと すれば 複 雜な關 係が 頭に 明暸に 出て くるから 中々 「甲より 乙が 偉い」 とい ふ 簡潔な 形式に 

よって 判斷が 浮んで 來な いのであります。 幼稚な 智識 を 有った 者、 沒 分曉漢 或は 門外漢に なると 知らぬ 事 

を 知らないで 濟 して 居る のが 至當 であり、 又 本人 も 其 積で 平氣で 居る のでせ うが、 何う も處 世上の 便宜 か 

ら さう 無頓着で 居に く、 なる 場合が あるのと、 一 つ は 物數奇 にせよ 問題の 要 點丈は 胸に 疊み 込んで 置く 方 

が 心丈夫な ので、 鬼 角 最後の 判斷 のみ を 要求した がります。 偖 其 最後の 判斷と 云へば 善惡 とか 優劣と かさ 

う 範疇 は澤 山ない のです が 無理に も此 X 度に 合 ふ樣に 何ん な 複雜な もので も 委細 御 構な く 切り 約め られる 

ものと 假定 して か 、 るので あります。 中味 は 込 入つ て 居て 眼が ちらく する 丈 だから 責めて 締 括った 總勘 

定丈 知りたい と 云 ふなら、 まだ 穩當 な點も あるが、 何ん な 動物 を 見ても 要するに 是は牛 かい 馬 かいと 牛馬 

ー點 張りで 凡て 四つ足 を 品 隙され て は 大分 無理が 出來 る。 門外漢と いふ もの は此 無理に 氣が 付かない、 又 

氣が 付いても 構 はない。 どんな 無理な 判斷 でも 與 へて くれさ へ すれば 安心す る。 だからお 上で も 高等官 一 

等を斿 へて 見たり、 二等 を斿 へて 見たり、 或は 學士、 博士 を斿 へて 見たり して 門外漢に 對 して 便宜 を與 へ、 

1 種の 締 括り ある 一 一字 か 三 字の 記 號を本 來の區 別と 心得て 満足す る 連中に 安 慰を與 へて ゐる。 以上 を  一 口 

にして 云へば 物の 内容 を 知り 盡 した 人間、 中味の 內に 生息して ゐる 人間 は 夫 程 形式に 拘泥し ないし、 又 無 

理な 形式 を 喜ばない 傾が あるが、 門外漢に なると 中味が 分らな くっても 鬼に 角 形式 丈 は 知りたがる、 さ- フ 

して 其 形式が 如何に 其 物 を 現す に 不適 當 であっても 何でも 構 はすに 一 種の 智識と して 尊重す ると 云 ふ 事に 

なる のであります o 
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是は複 雜の事 を 簡略の， 例で 御 話 をす るので あります から、 其 積り でお 聽 きを 願 ひます が、 茲に 一 つの 平 

面が あって、 それに 他の 平面が 交叉して 居る とすると、 此 二つの 平面の 關係は 何で 示す かとい ふと、 申す 

迄 もな く其兩 面の 喰 違った 角度で ある。 何方が 高い ので もない 何方が 低い ので もない。 三十 度の 角度 を爲 

して 居る とか、 六十 度の 角度 を爲 してる ると か 云へば 極めて 明瞭で 夫より 以外に 説明す る 事 も 質問す る 事 

も 何にもない のであります。 夫 を此ニ 面が 何時でも 偶然 平らに 竝行 でもして ゐ るかの 如き 了見で、 全體ど 

つちが 高い のです と 聞かなければ 承知が 出來な いのは 痛み入ります。 人間と 人間、 事件と 事件が 衝突した 

り、 捲き 合つ でり、 ぐるく 囘轉 したりす る 時 其 優劣 上下が 明かに 分る やうな 性質 程度で、 其 成 行が 比較 

さへ 出 來れば 宜ぃ譯 だが、 惜しい 哉 この 比較 をす る だけの 材料、 比較 をす る だけの 頭、 纏める だけの 根氣 

がない 爲に、 卽ち 門外漢で あるが 爲に、 どうしても 角度 を 知る ことが 出來 ない 爲に、 上下と か 優劣と か 持 

ち 合せの 定規で 間に合せ たくなる の は 今 申す 通り 門外漢の 通弊であります が、 私の 見る 所では 豈獨り 門外 

漢 のみな らん やで、 專 門の 舉者も 亦 さう 威張れた 義理で もない やうな 槪括 をして 平氣で 居る の だから 驚か 

れ るので す。 

舉 者と 云 ふ もの は、 色々 の 事實を 集めて 法刖を 作ったり 槪括を 致します。 或は 何 主義と か號 して 其 主義 

を 一纏めに 致します。 是 は科學 にあっても 哲學 にあっても 必要の 事で あり、 又 便宜な 事で 誰し も 夫に 異^: 

の ある 笞は 御座いません。 例へば 進化論と か、 勢力 保存と か 云 ふと 其 言葉 自身が 必要で ある 許りでなく、 

ぎん 

實 際の 事實 の. H に 於て 役に立って ゐ ます。 けれども 惡く すると 前 申した 子供 や 門外漢と 同じ 樣に、 内容に 

餘り合 はない 形式 を 翁へ て 唯 表面上の 纏り で 満足して ゐる 事が 往々 ある 樣に思 ひます。 此間私 は或擧 者の 

書いた 本を讀 みました。 夫 は オイケンと 云って、 近頃 獨 逸で、 有名な 學 者の 著 はした ものであります。 尤 

も澤 山の 著述のう ちで 極く 短 かい 一 册を 讀んだ 丈であります が、 鬼に 角 其 人の 說の 中に 斯う 云 ふ 事が 書い 


て ありました。 現代の 人 は 頻りに 自由と か 開放と 云 ふ 樣な事 を 主張す る。 同時に 秩序と か 組 蛾と か 云 ふ も 

の を 要求して 居る。 一 方で は 束縛 を 解いて 自. B にして 貰 はなければ 堪らない と 言って 居ながら、 一 方で は 

(例へば 資本家と 云 ふ樣な ものが) 秩序と か 組織 を 立てなければ 事業が 發展 しないと 騷 いで 居る。 が、 此 

二つの 要求 を 較べる と 明かに 矛盾で ある。 —— 此所迄 は 宜しい のです。 然し オイケン はこの 矛盾 は 何方 か 

に 片付けなければ ならす、 又 片付けら るべき もので あるかの 如き 語氣で 論じて ゐた樣 に 記憶して ゐ ますが 

, —— 卽ち さう 云 ふ樣に 相反す る 事 を 同時に 唱 へて 居って は 矛盾 だから、 モッと 一纏めに して、 意味の ある 

生活 を 人が やって 行かなければ ならぬ と 云 ふ 樣な事 を 言 ふので す。 です が 貝 方方 はま あどう ぉ考へ になり 

ます か。 オイケンの 云 ふ 通りで 宜 いと 御 思 ひです か、 果して 此 矛盾が 一纏めになる ものと お 思 ひに なり ま 

すか。 又 明かに 矛盾して 居る と 云 ふお 考へ であります か。 貴方方に こんな 質問 を 掛けた つて 詰らない、 又 

掛ける 必要 もありません。 が 私 は 何う 考へ て も オイ ケ ンの說 は 無理 だと 思 ふので す。 何故 無理 だと 言 ひま 

すと、 资 本家と か 或は 政府と か、 或は 敎肓 者と か 云 ふ ものが、 總て 多數の 人間 を 相手に して さう して、 In 

か 事 を 手早く 運び、 手際よ く 片付け やうと 云 ふ爲に は、 どうしたって 統一と 云 ふ 事と、 組織と 云 ふ 事と、 

秩序と 云 ふ 事を眞 向に 振篛 さなければ 出来ない 話で ある。 例へば 事業家が 事業 をす る。 其の 爲に 人夫 を 百 

人展 ふ。 職 H を 千 人 雇 ふ。 さう して 彼等の 間に 規律と 云 ふ ものが 無かった ならば、 II 彼等のう ちに は 今 

日 は 頭が痛いから 休む とい ふ もの も 出来 やうし、 朝の 七 時から は 厭 だから 己 は 午後から 出る と 我儘 を 云 ふ 

もの も出來 やうし、 或は 今日は 少し 早く 切り 上け て 寄席へ 行く とか、 或は 今日は 朝 出掛に 酒 を 飲 むんだ と 

か 各々 勝手な 事 を、 ばらく に 行動され て は 折角 一 箇月で 出來る 事業 も 一 年掛 るか 一 一年 掛 るか 見込が 立た 

なくなります。 けれども 何う でせ う 斯う 云 ふ 軍人 敎育者 實業家 杯が 公務 を 仕舞って 家へ 歸 つて さあ 是 から 

が 己の 身體 だとい ふ 場合に、 矢 張 同じ 樣な 窮屈 極まる 生活に 甘ん する でせ うか。 人に よって は寢 食の 時間 
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杯大變 規則正しい 人 も あるか も 知れない が、 原刖 から 云へば 樂に 自由な 骨休め をしたい と 願 ひ 叉 出 來る丈 

其呑氣 主義 を實 行す るの が 一般の 習惯 であります。 すると 彼等に は 明かに 背馳した 兩 面の 生活が ある 事に 

なる。 業務に 就いた 自分と 業務 を 離れた 自分と はどう 見た つて 矛盾で ある。 然し 此 矛盾 は 生活の 性質から 

出る 已を 得ざる 矛盾 だから 形式から 云 へ ば 如何にも 矛盾の 樣 である けれども、 賨 際の 内面 生活から 云 へ ば 

かく 一 ー樣 になる 方が 却って 本來の 調和であって、 無理に それ を 片付け やうと するならば 夫 こそ 眞の 矛盾に 

陷 る譯ぢ やなから うかと 思 ひます。 何故と いふと、 一 つ は 人 を 支配す る爲の 生活で、 一 つ は 自分の 嗜愁 を 

満足 させ る爲の 生活な の だか ら 、 意味が 全く 違 ふ。 意味が 違 へ ば樣 子も逮 ふ の が尤 だと 云 つた 樣な 話で あ 

ります。 反對の 例を擧 けて 今度 は 同じ 事 を 逆に 說 明して 見 ませう。 世間に は藝術 家と いふ 一 種の 職業が あ 

る。 是は 頗る 氣 まぐれ 商 寶で、 共同 的に は诀 して 仕事が 出來 ない 性質の ものであります。 幾ら 八 ケ閒敷 小 

言 を 云 はれても 個人的に こ つ く 遣って 行く のが 原則に な つて ゐ ます。 而も 其 個人が 氣の 向いた 時で なけ 

れば 決して 働け ない。， 又 働かない とい ふ 甚だ 我儘な 自己本位の 家業に なって ゐる。 だから 朝 七 時から 十一 1 

時まで 働かなければ ならない と 云 ふ 秩序 や 組 熾 や 順序が あった 所で、 それだけ 手際の 良い 仕事に 出 來るも 

のでない。 卽ち 自分の 氣の 向いた 時に やった ものが 一番 氣の乘 つた 製作と なって 現 はれる。 從 つて 藝術家 

に對 して は 今 申した 資本家 敎育者 杯の 執務ぶ り や 授業ぶ りは當 嵌らない。 が 其 個人的に 出來 上った 藝術家 

でも、 彼等 同業者の 利益 を圑體 として 保護す る爲に は、 會 なり 俱樂部 なり、 組合な り を 組織して、 规刖其 

他の 束縛 を 受ける 必要が 出來て くる。 彼等の 或 者 は 今 現に 之を實 行し つ 、ある。 して 見れば 放縱 不羈 を 生 

<§ とする 藝術 家です らも 時と 場合に は 組 蛾 立った 會を 起し、 秩序 ある 行動 を 取り、 統 一 の ある 機 關を備 へ 

るので ある。 私 は是を 生活の 兩 面に 伴 ふ 調和と 名 づけて、 诀 して 矛盾の 名 を 下したくない，. • 矛盾に は 違な 

からう が 夫 は單に 形式 上の 矛盾であって 內 面の 消息から 云へば 却って 牛； 活の 融合な ので ある。 


茲に擧 者なる ものが あって、 突然 聲を大 にして、 それ は 明かに 矛盾で ある、 どっち か 一方が 善くって 一 

方が 惡 いに 極って ゐる、 或は 一 方が 一 方より 小さくて 一 方が 大きい に 違 ひない から、 一 纏めに して モッと 

大きな もので 括らなければ ならない と 云ったならば、 此學 者は統 一 好きな 學 者の 精神 は あるに も拘 はらす， 

實 際に は 疎い 人と 云 はなければ ならない。 現に オイケンと 云 ふ 人の 著述 を數多 く は讀ん で 居りません が、 

私の 讀んだ 限りで 云へば、 こんな 非難 を 加へ る ことが 出來る やうに も 思 ひます。 斯う 論じて くると 何だか 

擧者は 無用の長物の 樣 にも 見える でせ うが 私 は 決して そんな 過激の 說を 抱いて ゐる ものではありません。 

擧者は 無論 有益の ものであります。 學 者の やる 統一 、 槪 括と 云 ふ もの 、御蔭で 我々 は 日常 どの位 便宜 を 得 

てゐ るか 分りません。 前に 擧 けた 進化論と 云 ふ 三 字の 言葉 だけで も大變 重寶な ものであります。 倂 しなが 

ら 彼等 擧 者に は 凡て を統 一 したいと いふ 念が 强ぃ爲 に、 出來 得る 限り 何でも 蚊で も統 一 しゃう と あせる 結 

果、 又學 者の 常態と して 冷然た る傍觀 者の 地位に 立つ 裼 合が 多いた め、 た V 形式 丈の 統一 で 中味の 統！ に 

も 何にも ならない 纏め 方 をして 得意になる 事 も 少なくな いのは 爭ふ 可らざる 事實 であると 私 は斷言 したい 

のです。 

冷然た る 傍 觀荇の 態度が 何故に 此弊を 醸す かとの 御 質問が あるなら 私 は 斯う 說 明したい。 一 寸考へ ると， 

はつ.^ り  しっかり 

彼等 は 常人より 判明した 頭 を 有って、 普通の 者より 根氣强 く、 確乎 考へ るの だから 彼等の 纏めた ものに 間 

逢 はない 害 だと、 斯う 云 ふこと になり ますが、 彼等 は 彼等の 取扱 ふ 材料から 一 歩 退いて 佇立む 癖が ある。 

云ひ換 へれば 研究の 對象を 何 處迄も 自分から 離して 眼の 前に 置かう とする。 徹頭徹尾 觀察 者で ある。 観察 

者で ある 以上 は 相手と 同化す る 事 は 殆ど 望めない。 相手 を 研究し 相手 を 知る とい ふの は 離れて 知る の 意で 

其 物に なりすまして 之を體 得する のと は 全く 趣が 違 ふ。 幾ら 科學 者が 綿密に 自然 を 研究した つて、 必竟 す 

るに 自然 は 元の 自然で 自分 も 元の 自分で， 決して 自分が 自然に 變 化する 時期が 來 ない 如く、 哲擧 者の 硏究 
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も 亦 永久 局外者と しての 研究 で^の 相手た る 人間の 性情に 共通の 脈 を 打た して ゐ ない 場合が 多い。 ^校の 

倫理の 先生が 幾ら 偉い 事 を 言った つて、 詰り 生徒 は 生徒、 自分 は 自分と 離れて るるから 生徒の 動作 丈 を 形 

式 的に 研究す る 事 は 出來て も、 事實 生徒に なって 考へ る 事は覺 束ない のと 一 般 である。 傍觀 者と 云 ふ もの 

は 岡目八目 とも 云 ひ、 當局者 は 迷 ふと 云 ふ 諺 さへ ある 位 だから、 冷靜に 構へ る 便宜が あって 觀 察する 事物 

がよく 分る 地位に は 違ありません が、 其 分り 方 は 要するに 自分の 事が 自分に 分る のと は 大いに 趣 を 異にし 

てゐ る。 斯う 云 ふ 分り 方で 纏め 上け たもの は 器械 的に 流れ 易 いのは 常然 であり ませう。 換言すれば 形式の 

上で はよ く 纏まる けれども、 中味から 云 ふと 一向 纏って ゐな いとい ふ 樣な揚 合が 出て 來 るので あります。 

が |S り 外から して 觀察 をして 相手 を 離れて 其 形 を 極める 丈で 内部へ 入り込んで 其 裏面の 活動から して 自か 

ら 出る 形式 を捉へ 得ない とい ふ 事になる のです。 

之に 反して 自 から 活動して ゐる もの は 其 活動の 形式が 明かに 自分の 頭に 纏って 出て 來 ないか も 知れない 

代りに、 觀察 者の 態度 を 維持し がちの 學 者の やうに 表面上の 矛盾な ども 無理に 纏め やうと する 弊害に は陷 

る 憂がない。 先程 オイケンの 批評 を やって 形式 上の 矛盾 を 中味の 矛盾と 取り 違へ て 是非 纏め やうと する は 

迂濶だ と 云って 非難し ましたが、 あの 例に してから が、 もし オイケン 自身が 此 矛盾の 如く 見える 生活の 兩 

面 を 親しく 體 現して、 一方で は 秩序 を 重んじ 一方で は 開放の 必要 を 同時に 感じて 居たならば、 たと ひ 形式 

上 斯う 云 ふ 結論に 到着した 所で、 何う も變 だ何處 かに 手 落が ある 害 だと 先づ自 から 疑 ひ を 起して 內省 もし 

得たら うと 思 ふので す。 いくら 哲舉 的で も、 槪括 的で も、 自分の 生活に 親しみの ない 以上 は、 此槪 括を敢 

てす ると 同時に ハ テ 可笑しい ぞ變 だな と 勘づかなければ なりません。 勘づいて 內 省の 結果 段々 分解の 歩 を 

進めて 見る と、 成程 形式の 方に は それだけの 手 落が あり、 拔 目が あると 云 ふこと が 判然して 來 るべき です。 

だからして 中味 を 持つ て 居る もの 卽ち實 生活の 經驗を 嘗めて ゐる もの は其實 生活が 如何なる 形式になる か 


能く 考 へる 暇 さへ ないか も 知れない けれども * 內容 丈は糙 かに 體 得して るるし、 又 外形 を 纏める 人 は、， 誠 

に 綺麗に 手際よ く 纏める かも 知れぬ けれども、 何虚 かに 手 落が あり 勝で ある。 丁度 文法と 云 ふ もの を 中攀 

の 生徒 杯が 習 ひます が、 文法 を 習った からと 云って 夫が ため 會 話が 上手に はなれす、 f 文法 は 不得意で も 話 

は 達者に やれる 通 辯な どい ふ もの もあって、 其方が 實際 役に立つ と 同じ 事です。 同じ 樣な 例です が 歌 を 作 

る 規刖を 知って 居る から、 和歌が 上手 だと 云ったら 可笑しいで せう、 上手の 作った 歌が 其內に 自然と 歌の 

規則 を 含んで るるので せう。 文法 家に 名文家な く、 歌の 規^ 杯 を 研究す る 人に 驮 人が 乏しい と はよ く 人の 

いふ 所です が、 もし さう すると 折角 斿 へた 文法に 妙に 融通の 利かない 杓子定規の 所が 出來 たり、 又 苦心し 

て 纏めた 歌の 法刖も 時には 好い 歌 を 殺す 道具になる 樣に、 實 地の 生活の 波濤 を もぐって 來 ない 擧 者の 槪括 

は 中味の 性質に 頓着な くた V 形式的に 纏めた 樣な 弱點が 出て くるの も已を 得ない 譯 であります。 尙此理 を 

適切に 申します と、 幾ら 形と 云 ふ ものが はっきり 頭に 分って 居っても、 どれ 程 斯うなら なければ ならぬ と 

いふ 確信が あっても、 單に 形式の 上での み 纏って ゐる 丈で、 事實 それ を實^ して 見ない ときには、 何時で 

も 不安心の ものであります。 それ は 貴方方の 御捋驗 でも 分り ませう。 四 五 年 前日 露 戰爭と 云 ふ ものが あり 

ました、 露西^と 日本と 何方が 勝つ かとい ふ隨 分な 大戰爭 でありました。 日 木の 國是は 詰り 開戰說 で、 と 

うとう あの 露 西 亞と戰 をして 勝ちました が、 あの 戰を 開いた のは诀 して 無謀に やった ので はありますまい- 

必す 相當の 論據が あり、 研究 もあって、 露 西亞の 兵隊が 何 萬 満洲へ 繰 出す うちに は、 日本で は是 だけ 繰 出 

せる とか、 或は 大砲 は 何 門 あると か、 兵糧 は どの位 あると か、 軍資 は どの位で あると か 大抵の 見込 は 立て 

たもので ありませ う。 見込が 立たなければ 戰爭杯 は 出來る 苦の ものではありません。 が 其戰爭 を やる 前、 

やる 間際、 及び やりつ ゝ ある 間、 どの位 心配 をした か 分らない。 と 云 ふの は 如何に 見込の ちゃんと 明かに 

立った ものにせ よた 5 '形式の 上で 纆 つた 丈で は 不安で 堪らない のであります。 當 初の 計畫 通り を 實行 し て 
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さう して 旨く 見込に 違 はない 成績 を 振り返って 見て、 成程と 始めて 合點 して 納得の 行った 樣な顏 をす るの 

は、 いくら 綺麗に 形 丈が 纏って るても 實際 S 經驗 がそれ を證據 立て、 吳れ ない 以上 は 大いに 心細い ので あ 

ります。 つまり 外形と 云 ふ もの は それ 程の 强 味がない とい ふ 事に 歸着 する のです。 近頃 流行る 飛行機で も 

その 通りで、 いろく 舉瑰 的に 考 へた 結 栗， 斯う 云 ふ 風に 羽翼 を附 けて、 斯 5 云 ふやう に 飛ばせば 飛ばぬ 

箸 はない と 見込が つ いた 上で 偖 雛 形 を斿へ て 飛ばして 見れば 果して 飛ぶ。 飛ぶ こと は 飛ぶ ので 一 應 安心 は 

する やうな もの 、 それに 自分が 乘 つて いざと いふ 時 飛べ るか どうかと なると 飛んで 見ない うち は 矢 張 不安 

心 だら うと 思 ひます。 學理 通り 飛行機が 自分 を乘 せて 動いて 吳れた 所で、 始めて 形式に 中味が ビッ タリ 喰 

付いて ゐる 事を證 明す るの だから、 經驗の 裏書 を 得ない 形式 はいくら 頭の 中で 完備して るると 認められて 

も 不完全な 感じ を與へ るので あります。 

して 見る と、 要するに 形式 は 内容の 爲の 形式であって、 形式の 爲 に內容 が出來 るので はない と 云 ふ譯に 

なる。 もう 一歩 進めて 云 ひます と、 內容が 變れば 外形と 云 ふ もの は 自然の 勢 ひで 變 つて 來 なければ なら 

ぬと いふ 理窟に もなる。 傍觀 者の 態度に 甘ん する 舉 者の 局外の 觀 察から 成る 規刖 法刖 乃至 凡ての 形式 や 型 

のために 我々 生活の 內容が 構造 される となると 少しく 筋が 逆になる ので， 我々 の 寳際生 活が 寧ろ 彼等 舉者 

(時に よれば 法律家と 云っても 政治家と いっても 敎育 家と 云つ て も 構 ひません。 鬼に 角學者 的 態度で 觀察 

一 方から 形式 を 整へ る 方面の 人 を 指す のです) に 向って 研究の 材料 を 與へ其 結果と して 一 種の 形式 を 彼等 

が 抽象す る 事が 出來 るので す。 其 形式が 未 來の實 施 上參考 にならん と は 限らん けれども 本來 から 云 へ ば ど 

うしても 是 が原刖 でなければ ならない。 然るに 今此 順序 主客 を 逆 まにして 豫め 一 種の 形式 を事實 より 前に 

備 へて 置いて、 其 形式から 我々 の 生活 を 割出さう とするならば、 ある 場合に は 其處に 大變な 無理が 出な け 

れ ばなら ない。 しかも 其 無理 を 遂行し やうと すれば、 舉 校なら 騷 動が 起る、 ー國 では 革命が 起る。 政治に 


せよ 敎育 にせよ 或は 會社 にせよ、 わが 朝日 社の 如き 新聞に あって すら さう である。 だから ぼ 間で もさ ラ規 

則づ くめに されち や 堪らない とよく 云 ひます C 規則 や 形式が 惡 いの ぢ やない。 其規 刖を當 嵌められる 人間 

の內面 生活 は 自然に 一 つの 規則 を 布衍して ゐる事 は 前 申し 上け た說 明で 旣に 明かな 事實 なの だから、 其內 

面 生活と 根 本義に 於て 牴觸 しない 規刖を 抽象して 標榜し なくて は 長 持が しない。 徒らに 外部から 觀 察して 

綺麗に 纏め 上け た 規則 を さし 突け て 是は擧 者の 斿へ たもの だから 間違 はない と 思って は 却って 間遠になる 

のです。 

お前の 云 ふ 通りに すると、 大變 可笑しい ことがある。 例へ て 見れば 芝居の 型 だ。 又 昔樂の 型と も 云 ふべ 

き譜 である。 又は 謠曲 のごま 節 や 何 かの 樣な ものである。 是 等に は 凡て 一 定の 型が あって、 其 形式 を まづ 

手本に して 却って 形式の 内容 を かたちづくる 聲 とか 身 振と か 云 ふ 方を此 型に あて 嵌る やうに 斿ら へて 行く 

ではない か。 さう して 其聲 なり 身 振な りが 自然と 安らかに 毫も 不満 を 感ぜす に 示された 型通り 旨く 合 ふや 

うに 練習の 結果と して 出來 るで はない か。 或は 舊 派の 芝居 を 見ても、 能の 仕草 を 見ても、 此 所で 足 を此位 

前へ 出す とか、 又 手 を此位 上へ 擧け ると 一 々型の 通りに して、 しかも 自分の 活力 を 其 所に 打 込んで 少しも 

困らない ではない か。 型 を 手本に 與 へて 置いて 其 中に 精紳を 打ち込んで 働け ない 法 はない。 と 斯う 云 ふ 人 

が あるか も 知れない。 けれども 斯うい ふ 場合に は此 型な り 形式な りの 盛らるべき 實質、 卽ち 音樂で 云へば 

聲、 芝居で 云へば 手足な ど だが、 是 等の 實質は 何時も ー樣に 働き 得る、 いは V 變化 のない ものと 見ての 話 

であります。 若し 形式の 中に 盛らるべき 內容の 性質に 變 化を來 すなら ば、 昔の 型が 今日の 型と して 行 はる 

べき 害の もので はない、 昔の 譜が 今日に 通 川して 行く 箸 はない のであります。 例へ て 見れば 人 閒の聲 が 鳥 

の 聲に變 化したら どうしたって 今日 迄の 音 樂の譜 は 通用し ない。 四肢 胸 腰の 運動 だっても 人間の 體質ゃ 構 

造に 今迄と は 違った 所が 出來て 筋肉の 働き 方が 一筋 間違って 来たって、 從來の 能の 型な ど は 崩れな けれ， は 
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ならないで せう。 人盼の 思想 や 其 思想に 伴って 推移す る 感情 も 石 や 土と 同じ やうに、 古今 永久 變ら ない も. 

のと 看做したなら 一 定不變 の 型の 中に 押込めて 敎育 する 事 も出來 るし 支配す る 事 も 容易で せう。 現に 封建 

時代の 平民と 云 ふ ものが、 どの位 長い間 一 種の 型の 中に 窮屈に 身 を 縮めて、 辛抱し つ ゝ , 是は 自分の 天 tl 

に 合った 型 だと 認めて 居った かも 知れません。 佛蘭 西の 革命の 時に、 バ ステュ と 云 ふ 牢屋 を打壞 して 中 か 

ら 罪人 を 引出して やったら、 喜 こぶと 思 ひの 外、 却って 日の 眼 を 見る の を 恐れて、 依然として 喑ぃ 中に 這- 

入って ゐ たがった とい ふ 話が あります。 一寸 可笑しな 話で あるが、 日本で も 乞食 を 三日 すれば 忘れられな 

いと 云 ひます から 或は 本當 かも 知れません。 乞食の 型と か 牢屋の 型と か 云 ふの も 妙な 言葉です が、 長い 年 

月の 間に は 人間 本來の 傾向 もさう いふ 風に 矯める ことが 出来ない とも 限りません。 こんな 例ば かり 見れば 

旣 成の 型で 何 處迄も 押して 行ける とい ふ 結論に もな り ませ 5 が、 夫なら 何故 德川 氏が 亡びて、 維新 S 革命 

がどうして 起った か。 つまり 一 つの 型 を 永久に 持績 する 事 を 中味の 方で 拒む からなん でせ う。 成程 一 時 は 

在来の 型で 抑 へられる かも 知れない が、 どうしたつ て 内容に 伴れ 添 はない 形式 は 何時か 爆發 しなければ な 

ら ぬと 見 る の が 穩當で 合理 的な 兑解 であると 思 ふ 。 

元 來此型 そのものが、 何の 爲に 存在の 權利を 持って ゐ るかと いふと、 前に もお 話した 通り 內容實 質 を 内 

面の 生活 上經驗 する ことが 出來 ない にも 拘 はらす どうで も 纏めて 一 括りに して 置きたい とい ふ 念に 外なら 

ん ので、 會 社の 決算と か學 校の 點數と 同じ 樣に 表の 上で 早吞込 をす る 一 種の 智識 慾、 若く は寳際 上の 便宜 

の爲に 外な らんので あります から、 厳密な 意味で いふと， 型 自身が 獨 立して 自然に 存在す る譯の もので は 

ない。 例へば 茲に 茶碗. か ある。 茶碗の 怆好 といへば 誰に でも 分る が、 其 恰好 丈を殘 して 實質を 取り去らう 

とすれば、 到底 取り去る 事 は出來 ない。 實質を 取れば 形 も 無くなって 仕舞 ふ。 强 ひて 形を存 しゃう とすれ 

ばた ふ 想像 的な 抽象 物と して 頭の 中に 殘 つて 居る 丈で ある。， 丁度 家 を 造る 爲に圖 面 を 引く と 一 般で、 八疊、 


十疊、 床の間と 云 ふやう に 仕切 はついて るても 園 面 は どこまでも 圖 面で * 家と して は 存在 出來 ない に 極つ 

てるる。 ， 要 する に 圖面は 家の 形式な ので ある。 從 つてい くら 形式 を斿 へても それ を 構成す る 物質 次第で は 

思 ひの 儘の 家 は出來 かぬ るか も 知れない のです。 況ん ゃ活き た 人 問、 變 化の ある 人間と 云 ふ もの は、 さ 5 

I 定不變 の 型で 支配され る笞 がない。 攻 をへ おす 人と か、 敎育 をす る 人と か は 無論、 總て 多くの 人 を 統御し 

て 行かう と 云 ふ 人 も 無論、 個人が 個人と 交渉す る 場合に 在つ て すら 型 は 必要な ものである。 會ふ峙 にお 時 

儀 をす ると か 手 を 握ろ とか 云 ふ 型がなければ、 社交 は 成立し ない 事 さへ ある。 けれども 相手が 物質で ない 

以上 は、 卽ち 動く ものである 以上 は、 種々 の 變化を 受ける 以上 は、 時と 場合に 應 じて 無理の ない 型を斿 へ 

て やらなければ 到底 此方の 要求 通りに 運ぶ 譯の もので はない。  ， 

そこで 現今 日本の 社會狀 態と 云 ふ もの は 何う かと 考へ て 見る と 目下 非常な 勢 ひで 變 化しつ 、 ある。 それ 

に 伴れ て 我々 の 内面 生活と 云 ふ もの も 亦、 刻々 と 非常な 勢 ひで 變 りつ ゝ ある。 瞬時の 休息な く運轉 しつ 、 

進んで 居る。 だから 今日の 社會狀 態と、 二十 年 前、 三十 年 前の 社會狀 態と は， 大變 趣きが 違って 居る。 違 

つて 居る からして、 我々 の 内面 生活 も 違って るる。 旣に 内面 生活が 達って るると すれば、 それ を 統一 する 

形式と 云 ふ もの も、 自然 ズレ て來 なければ ならない。 若し 其 形式 をズラ さないで、 元の 儘に 据 ゑて 置いて、 

さう して 何處 まで も 其 中に 我々 の, . -の變 化しつ 、 ある 生活の 內容を 押込め やうと するならば 失敗す るの は 

眼に 見えて るる。 我々 が 自分の 娘 若く は 妻に 對 する 關 係の 上に 於て 御 維新 前と 今日と は どの位 違 ふかと 云 

ふこと を、 貴方方が 御 認めに なったならば、 此邊の 消息 はすぐ 御 分りになる でせ う。 要するに 斯 s 如き 社 

會を總 ベ る 形式と 云 ふ もの は ど 5 しても 變 へなければ 社會が 動いて 行かない。 亂れ る、 纏まらな いと 云 ふ 

ことに 歸着 する だら うと 思 ふ。 自分の 妻女に 對 して さへ も 前 申した 通りで ある。 否 わが 家の 下女に 對 して 

も 昔と は 趣きが 逢 ふなら ば、 敎育 者が 一 般の學 生に 向 ひ、 政府が 一 般の 人民に 對す るの も 無論 手心が なけ 
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れ ばなら ない 害で ある。 內 容の變 化に 注意 もな く 頓着 もな く、 一  定不變 の 型 を 立て ， 、 さ 5 して 其 型 は 唯 

だ 在來 あるから と 云 ふ 意味で、 叉 其 型 を 自分が 好いて 居る と 云 ふだけ で、 さう して 傍觀 者た る擧 者の 樣な 

態度 を 以て、 相手の 生活の 內容に 自分が 觸れる ことなしに 推して 行ったならば 危ない。 

一言に して 云へば、 明治に 適切な 型と 云 ふ もの は、 明治の 社會的 狀況、 もう 少し 進んで 言 ふなら ば、 明 

治の 社會的 狀況を 形造る 貴方方の 心理 狀態、 夫に ビタリと 合 ふやうな、 無理の 饅も 少ない 型で なければ な 

らな いのです。 此頃は 個人主義 がどうで あると か、 自然 派の 小說 がどうで あると か 云って、 甚だ やかまし 

いけれ ども、 斯う 云 ふ 現象が 出て 來 るの は、 皆 我々 の 生活の 内容が 昔と 自然に 違って 來 たと 云 ふ證據 であ 

つて、 在來の 型と 或る 意味で 何處 かしらで 衝突す る爲 に、 昔の 型 を 守らう と 云 ふ 人 は、 それ を 押 潰さう と 

する し、 生活の 內容に 依って 自分自身の 型 を 造らう と 云 ふ 人 は、 それに 反抗す ると 云 ふやうな 場合が 大變 

あり はしない かと 思 ふので す。 丁度 音 樂の譜 で、 聲を譜 の 中に 押込めて、 聲 自身が 如何に 自由に 發 現して 

も、 其の 型に 背かないで 行雲流水と 同じく 極めて 自然に 流れる と 一 般に、 我々 も 一 種の 型 を 社 會に與 へて、 

其の 型 を 社會の 人に 則らし めて、 無理が なく 行く もの か、 或は こ、 で 大いに 考 へなければ ならぬ もの かと 

云 ふこと は、 貴方方の 問題で も あり、 又 一般の 人の 問題で も あるし、 最も 多く 人を敎 育す る 人、 最も 多く 

人 を 支配す る 人の 問題で も ある。 我々 は 現に 社會の 一人で ある 以上、 親 ともなり 子 ともなり、 朋友と もな 

り、 同時に 市民であって、 政府から も 支配され、 敎育も 受け 又 或る 意味で は敎育 もしなければ ならない 身 

體 である。 其 邊の事 を 能く 考 へて、 さう して 相手の 心 輝： 狀 態と 自分と ビッ タリと 合せる やうに して、 傍觀 

者で なく、 若い 人な どの 心 持に も 立 人って、 其 人に 適當 であり、 又 自分に も 尤も だと 云 ふやうな 形式 を與 

へ て敎育 をし、 又 支配して 行かなければ ならぬ 時節で はない かと 思 はれる し、 又 受身の 方から 云へば 斯の 

如き 新ら しい 形式で 取扱 はれなければ. 一 種 云 ふべ からざる 苦痛 を感 する だら うと 考へ るので す。 


中味と 形式と 云 ふこと に 就て、 何故お 話 をした かと 云 ふと、 以上の やうな 譯で此 問題に 就て 我々 が考ふ 

ベ き 必要が ある や うに 思 つ た からであります。 それ を具體 的に ど う 現 はして 宜 いかと 云 ふこと は、 諸君の 

御判斷 であります。 下らぬ こと を 大分 長く 述べ立てまして 御氣の 毒です。 大分 御 疲れで せう。 最後 迄靜肅 

に 御聽き 下す つたの は 講演者と して 深く 謝する 所であります。 
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文藝と 道 德 

—— 明治 四十 四 年 八月 大阪に 於て 述 —— 

私に 此大阪 で 講演 を やる の は 初めて ，、あります。 又 斯う 云 ふ 大勢の 前に 立つ の も 初めて， * あります。 實 

は 演說を やる 積り ではない、 寧ろ 講義 をす る 氣で來 たのです が、 講義と 云 ふ もの は 斯んな 多人数 を 相手に 

する 性質の ものでありません。 是 丈の 聽衆 全體に 通る やうな 聲を 出さう とすれば I 第 一 出る 譯 がない け 

れ ども、 萬 一 出る にしても 十五 分 位で 壇 を 降りなければ 遣り切れないだ らうと 思 ひます。 從 つて、 始めて 

の 事で も あるし 是 程 御 集り になつ た 諸君 の 御 厚意に 對 しても 成るべく 御 満足の 行く やうに、 ト分 面白い 講 

演 をして 歸 りた いのは 山々 である けれども、 然し 餘り 大勢お 出に なった から —— と 云って、 诀 して 詰らぬ 

演說を わざく しゃう 杯と いふ 惡意 は 毛頭 無 いのです けれども、 まあ 成るべく 短 かく 切 上け る 事に して、 

さう して —— まだ 後に も 面白い のが 大分あります から、 其方で 埋め合せ をして、 先 づ數で コナす やうな こ 

とに しゃう と 思 ふ。 實際 此の 暑い のに 斯うお 集まりに なつ て 竹の 皮へ 包んだ 壽 司の 樣に 押し合つ てるて は 

堪 りますまい。 又 講演者の 方で も周圍 前後左右から 出る 人の 息 だけで も —— 一 寸此 所へ 立って 御覽 になれ 

ばす ぐ 分ります が  實際 容易な ものではありません。 實は 斯う 云 ふやう に 原稿紙へ ノ I トが 取って あり 

ますから、 時々 之 を 見ながら 進行 すれば 順 字 もよ く 整 ひ 遺漏 も 少なく、 大變 都合が 好い のです けれども、 

て f 

そんな 手 溫ぃ事 をして るて は 迚も 諸君が おとなしく 聽 いて 罟て 下さる まいと 思 ふから、 所々  ではな い 

はしょ 

大部分 端折って 仕舞って やる 積り であります。 倂し 若し おとなしく 聽 いて 下されば 十分に やる かも 知れな 

い。 遣らう と 思へば 遣れる のです。 

問題 は 彼處に 害いて ある 通り 「文藝 と 道德」 と 云 ふので すが、 钾 承知の 通り 私 は 小説 を 書いたり 批評 を， 


書いたり 大體 文學の 方に 從 事して 居る 爲に 文藝の 方の こと をお 話す る 傾きが 多う ございます。 大 阪へ來 一， し< 

文 藝を談 すると 云 ふことの 可否 は 知りません。 儲ける 話で もしたら 一 番 {且 からう と 思って 居 るんで すが、 

「文藝 と 道德」 では 題 をお 聽 きになった 丈で も 儲かりません。 其內容 をお 聽き になって は尙 儲かりません。 

けれども 別に 損 を するとい ふ 程の 緣 喜の 惡ぃ題 でもな からう と 思 ふので す。 勿論 御聽 になる 時閒 ぐらる は 

損になります が、 其 位な 損 は 不運と 諦めて 辛抱して 聽 いて 戴きたい。 

昔の 道德と 今の 道 德と云 ふ もの、 區別、 それからお 話 をしたい と 思 ひます が II どうも 落 付いて やって 

居られな いやうな 氣 がして 堪らない。 其 前に 一 寸此题 の說明 をし ますが、 「道德 と 文藝」 と ある 以上、 つま 

り文藝 と道德 との 關 係に 歸 着す るの だから、 道 德の關 保し ない 方面、 或は 部分の 文 藝と云 ふ もの は此 所に 

論す る 限りで な い。 從っ て 文藝の 中で も 道德の 意味 を帶 びた 倫理的の 臭味 を脫 却す る 事の 出來な い 文藝上 

の 述作に 就ての お 話と 云っても 宜し、 文藝と 交渉の ある 道德 のお 話と 云っても 宜 いのです。 夫で 先づ 道德 

と 云 ふ ものに 就て 昔と 今の 區 別から お 話 を 始めて 段々 進行す る 事に 致します。 

昔の 道德、 是は 無論 日本での 御 話です から 昔の 道德 といへ ば 維新 前の 道德、 卽ち德 川 氏 時代の 道 德を指 

す ものであります が、 其 昔の 道德は どんな もので あるかと 云 ふと、 貴方方 も 御 承知の 通り、 一 口に 申し ま 

すと、 完全な 一 種の 理想的の 型 を斿へ て、 其の 型 を 標準と して 其 型 は 吾人が 努力の 結果 實 現の 出來る もの 

として 出立した ものであります。 . だから 忠臣で も 孝子で も 若く は 貞女で も、 悉く 完全な 模範 を 前へ 置いて、 

我々 如き 至らぬ もの も 意思の 如何、 努力の 如何に 依って は、 此 模範 通りの 事が 出來 るんだ と 云った やうな 

へ 方、 德篛の 立て 方であった のです。 尤も ー槪に 完全と 云 ひましても、 意味の 取り 方で、 いろくに な 

り ま. ipg 、ども、 此 所に 云 ふの は佛 語な どで 使 ふ 純一 無 雜先づ 混り 氣 のない 所と 見たら 差 支ないで せう。 

例へば 鑛の樣 に 種々 な 異分子 を 含んだ 自然 物で なくって 純金と 云った やうに 精鍊 した 忠 K なり 孝子な り を 
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ねんりき 

意味して 居ります。 斯く 完全な 模型 を 標榜して、 それに 達し 得る 念力 を 以て 修養の 功 を 積むべく 餘偌 なく 

された のが 昔の 德 育であります。 もう 少し 細かく 申す 箸です が、 略して 先づ其 位に して 次に 移ります。 

偖 斯う 云 ふ 風の 倫理 觀ゃ德 育が どんな 影響 を 個人に 與 へどん な 結果 を 社會に 生す るか を考へ て a ますと、 

まづ 個人に あって は旣に 模範が 出來 上り 又 その 模範が 完全 とい ふ 資格 を 具へ たものと して あるの だから、 

どうしても 此 模範 通りに ならなければ ならん、 完全の 域に 進まなければ ならん と 云ふ內 部の 刺激 やら 外部 

の 鞭撻が あるから、 模倣と いふ 意味 は 離れますまい が、 其 代り 生活 全體 として は、 向上の 精神に 富んだ 氣 

槪の强 い 邁往の 勇 を 鼓舞され る樣な 一 稀 感激 性の 活計 を營む やうになります。 又 社會ー 般 から 云 ふと、 旣 

にかう いふ 風な 模範的な 間然す る 所な き 忠臣 孝子 貞女 を 押し立て、、 それらの 存在 を 認める 位 だから， 個 

人に 對 する 一 般の 倫理 上の 要求 は隨分 苛酷な ものである。 又 個人の 過失に 對 して は 非常に 厳格な 態度 を も 

つて 居る。 少しの 過ちが あっても 許さない、 すぐ 命に 關 係して くる。 さう でせ う、 昔の 人 は 何 ぞと云 ふと 

腹 を 切って 申譯 をした の は 諸君 も 御 承知で ある。 今では 容易に 腹 を 切りません。 是は腹 を 切らないで 濟む 

からして 切らないので、 昔 だって 切りたい 腹で は诀 してな かったんで せう。 けれども 切らせられる。 所謂 

詰 腹で 、 社 會の制 isf か 非常に 惡辣 苛酷な た め 生きて 人に 顔が 合 はされ な い か ら無喑 に 安く 命を棄 てるので 

せう Q 

今の 人から 見れば、 完全 かも 知れない が實際 あるかな いか 分らない 理想的 人物 を 描いて、 それらの 偶像 

に 向って 瞬間の 絕閒 なく 努力し 感激し、 發愤 し、 又隨喜 し 仰して、 さう して 社會 から は德義 上の 弱點に 

對 して 微塵の 容赦 もな く 厳重に 取扱 はれて、 よく 人が 辛抱して 居った もの だとい ふ 疑 も 起る が、 是に はい 

ろい ろの 原因 も ありませ う。 第一 にに 今の やうに 科舉 的の 観察が 行 届かなかった。 つまり 人間 はどう 敎育 

したって 不完全な ものであると 云 ふこと に氣が 付かなかった。 不完全な の は、 我々 の 心掛が 至らぬ からの 


撗 着に 起因す るの だからして、 もう 少し 修養して 黑 砂糖 を 白砂糖に 精製す る やうな 具合に 向上し なければ 

ならん とい ふ考で 一 生 懸命に 努力した ので ある。 卽ち 昔の 人に は 批判的 精神が 乏しかった。 昔から 云ひ傳 

へて 居る 孝子と か 貞女と か稱 する ものが、 そっくり 其 儘の 姿で 再現 出來 ると 云 ふ 信念が 强 くて. 批判的に 

是 等の 模範な 視る 精神に 乏しかった と 云 ふの が 重なる 原因で ありませ う。 一 口に 云へば 科 學と云 ふ ものが 

餘り 開けなかった からと 云って 宜ぅ ございます。 のみなら す 其 當時は 交通が 非常に 不便でありまして、 東 

京から 大阪へ 一 寸 手紙 一 本で 呼 出されて 來て 講演 をす ると 云 ふやうな こと すら、 出來 ない と は 限りません 

が、 中々 臆 劫で 斯う 手 輕には 行きません。 來る にしても 駕籠に 搖られ て 五十三次 を 順々 に 越す の だから、 

容易く は 間に合 ひかね ます。 間に合 はないで 濟む とすれば、 私が どんな 人間で あるか は、 諸君に 知れす に 

濟ん で 仕舞 ふ 譯で あ る。 知られなければ 餘程 えらい 人 だと 思って 吳れ やしない かと 思 ふ。 斯う やつ て 演壇 

に 立って、 フロック コ— トも 着す、 妙な 神 戸邊の 商館の 手代が 着る 樣な 背廣 など を 着て ひよこく し 一し- is 

て は 安つ ほくて 不可ない。 ゥン あんな 奴 かと 云 ふ氣が 起る に 極って るる。 が 駕籠の 時代なら さう 迄 器量 を 

下け すに 濟ん だか も 知れない。 交通の 不便な 昔 は、 山の 中に 仙人が 居る と 思って 居った 位 だから" 江戸に 

は漱 石と いって 仙人で はない が、 まあ 仙人に 近い 人間が 居る さう だ 位の 評判で 持ち切つ て 下されば 私も甚 

だ^ 足の 至りであった らうが、 今日 汽車 電話の 世の中で は旣に 仙人 其 物が 消滅した から、 仙人に 近い 人間 

の 價値も 自然 下落して、 商館の 手代 其 儘の 風采 を殘 念ながら 諸君の 御覽に 入れなければ ならない 始末に な 

ります。 次に、 昔 は 階級 制度で 社會が 括られて ゐ たの だから、 階級が 逯 ふと 容易に 接觸 すら 出來 なくなる 

場合 *も 多かった。 今でも 天子 樣 などに は 無喑に 近づけません。 私 はま だ拜謁 をし ません が、 昔 は 一般から 

見て 今の 天皇陛下 以上に 近づき 難い 階級の ものが 澤山 居った のです。 一 國の 領主に 言葉 を 交へ るの すら 平 

民に は 大變な 異例で せう。 土下座と か 云って 地面へ 坐って、 ビタリと 頭 を 下け て、 肝腎の 駕籠が 通る 時に 
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は どんな 顔の 人が るるの か 丸で 物色す る 事が 出來 なかった。 第 一 駕籠の 中には 化物が るるの か人閒 がるる 

のか さへ 分らな か つ た 位の ものと 聞い てるます。 し て 見 ると 階級が 逮 へ ば 種類が 違 ふと 云 ふ 意味に なつ て 

其 極 は どんな 人間が 世の中 にあら うと 不 思議 を 挾む 餘地 のない 位に 自他の 生活に 懸隔 の ある 社 會 制度で あ 

つた。 從 つて 突拍子もない 偉い人 閒卽ち 模範的な 忠臣 孝子 其 他が 世の中に は 現に 居る とい ふ觀 念が 何處か 

にあった に 違ない。 

以上の 諸 原因から して 自然 模範的の 道德を 一 般に强 ひて 怪しまなかった ので ありませ う。 又强 ひられて 

默 つて 居 もし、 或は 自 から 進んで 己に 强 ひもした のでせ う。 所が 維新 以後 四十 四 五 年を經 過した 今日に な 

つて、 此道德 の 推移した 經路を 振 返って 見る と、 ちゃんと 一 定の 方向が あって、 た V 其方 向に のみ 遲 疑な 

く 流れて 來 たやう に 見える の は、 社會の 現象 を 研究す る學 者に 取って 甚だ 典 味の ある 事柄と 云 はなければ 

なりません 。然 らば 維新 後の 道德が 維新 前と どうい ふ 風に 違って 來 たかと 云 ふと、 かの ビタリと 理想 通り 

に定 つた 完全の 道 德と云 ふ もの を 人に 强ふ る 勢力が 渐々 微弱になる 許で なく、 昔渴 仰した 理想 其 物が 何時 

の 間に か 偶像視 せられて、 其 代り 事 實と云 ふ もの を土臺 にして 夫から 道德を 造り 上け つ 、今日 迄 進んで 來 

たやう に 思 はれる。 人間 は 完全な もので ない、 初めは 無論、 何時 迄 行っても 不純で あると、 事 實の觀 察に 

本 い た 主義 を 標榜し たと 云って は 間違 に な るが 、 自然 の 成 行 を 逆に 點撿し て 四十！： 年の 道 德界を 貫 い て ゐ 

る 潮流 を 一 句に つづめて 見る と此 主義に 外な らん 樣に思 はれる から、 つまり は 吾々 が 知らす くの 間に 此 

主義 を實 行して 今日に 至った と 同じ 結果に なった のであります。 偖 自然の 事 實を其 儘に 申せば、 たと ひ 如 

何な 忠臣で も 孝子で も 貞女で も、 一 方から 云へば それぐ 相當の 美德を 具へ てゐ るの は 無論で あるが 之と 

同時に 一 方で は隨分 如何 はしい 缺點を 有って ゐる。 卽ち忠 であり 孝で あり 貞 であると 共に、 不忠で も あり 

不孝で も 不貞で も あろと 云 ふ 事であります。 斯う 言葉に 現 はして 云 ふと 何だか 非常に 惡 くなります が、 如 


何に 至德の 人で も何處 かしらに 惡ぃ 所が ある やうに、 人 も 解釋し 自分で も 認めつ  > あるの は 疑 もない 眞寳 

だら うと 思 ふので す。 現に 私が 斯う やって 演壇に 立つ の は 全然 諸君の 爲に 立つ ので ある、 唯 諸君の 爲に立 

つので ある， と 救世軍の やうな こと を 言った つて 諸君 は 承知し ないで せう。 誰の 爲に 立って 居る かと 聞か 

れ たら、 社の 爲に 立って 居る、 朝日 新聞の 廣告 の爲に 立って 居る、 或は 夏 目 漱石を 天下に 紹介す る 爲に立 

つて 居る と 答 へられる でせ う。 夫で 宜しい。 決して 純 粹な生 一 本の 動機から 此 所に 立って 大きな 聲を 出し 

てゐ るので はない。 此 暑さに 襟の グタ くになる 程 汗 を 垂らし て 迄 諸君の 爲に有 盆な 話 をし なければ 今晚 

眠られな いと 云 ふ 程 奇特な 心 掛は賨 の 所ありません。 と 云った 所で 斯う 見えても、 満更 好意 も 人情 も 無い 

我儘 一 方の 男で もない。 打ち明けた 所 を 申せば 今度の 講演 を 私が 斷 つたって 免職になる 程の 大事 件で はな 

いので、 東京に 寐 てるて、 差 支が あると か 健康が 許さない とか 何とか 蚊と か 言譯の 種を斿 へさへ すれば、 

夫で 濟 むので す。 けれども 諸君の 爲を思 ひ、 又 社の 爲を思 ひ、 と 云 ふと 急に 僞善 めきます が、 まあ 義理 や 

ら 好意 やら を 加味した 動機から 早速 出て 來た とすれば 矢 張 幾分 か 善人の 面影 も ある。 有體 に白狀 すれば 私 

は 善人で も あり 惡人 でも …… 惡 人と 云 ふの は 自分ながら 少々 非道い 樣 だが、 先 づ善惡 とも 多少 混った 人間 

tto も。 -  きた 

なる 一 種の 代物で， 砂 も 附き泥 もつ き 汚ない 中に 金と 云 ふ ものが 有る か 無い か 位に 含まれて 居る 位の 所 だ 

らうと 思 ふ。 私が 斯うい ふ 事 を 平氣で 諸君の 前で 述べて、 それで 貴方方 は 笑って 聽 いて 居る 位な の だから 

今の 人 は 昔に 比べ ると 餘程 倫理 上の 意見に 就ても 寬大 になって るる 事が 分ります。 是が 制裁の 嚴 重で 模範 

的 行動 を 他に 强 ひなければ 巳まない 舊慕 時代で あったら、 斯んな 露骨 を 無遠慮に いふ 私 は 屹度 社長に 叱ら 

れ ます。 もし 社長が 大名だった なら 叱られる 許で なく 切腹 を 仰 付かる かも 知れない 所です けれど、 明治 四 

十四 年の 今日は 社長 だって 默 つて 居る。 さう して 貴方方 は 笑って居る。 是程 世の中 は穩 かにな つて 来たの 

です。 倫理 觀の 程度が 低くな つて 來 たのです。 段々 住み 易い 世の中に なって 御 互に 仕 合で せう。 
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斯く 社會が 倫理的 動物と しての 吾人に 對 して 人間ら しい 卑近な 德義を 要求して 夫で 我慢す る樣 になって、 

完全と か 至極と か 云 ふ 理想 上の 耍求を 漸次に 撒囘 してし まった 結果 はどうな るかと 云 ふと、 先づ從 前から 

存在して るた 評價率 (道德 上の) が 自然の 間に 逢って 来なければ ならない 譯 になります。 世の中 は 恐ろし 

いもので、 漸々 と 道德が 崩れて 來る とそれ を評價 する 眼が 違って 來 ます。 昔ば ぉ辭 儀の 仕方が 氣に 入らぬ 

と 刀の 束へ 手 を 懸けた 事 も ありました らうが、 今ではた とひ 親密な 間柄で も手數 のか/ v る やうな 挨拶 はま 

ら ないやう であります。 夫で 自他 共に 不愉快 を 感ぜす に濟む 所が 私の 所謂 評價 率の 變 化と いふ 意味に なり 

ます。 御 辭儀杯 はほんの 一例です が、 凡て 倫理的 意義 を 含む 個人の 行爲が 幾分 か從 前より は 自由にな つた 

ため、 窮屈の 度が 取れた ため、 卽ち 昔の やうに 强 ひて 行 ひ、 無理に も爲 すと いふ 瘠 我慢 も 壓迫も 微弱に な 

つたた め、 一言に して 云へば 德義 上の 評慣が 何時と なく 推移した ため、 自分の 弱點と 認める やうな こと を 

恐れ もな く 人に 話す のみ か、 其 弱點を 行爲の 上に 露出して 我 も 怪します、 人 も 咎めぬ と 云 ふ 世の中に なつ 

たのであります。 私 は 明治維新の 丁度 前の 年に 生れた 人間であります から、 今日 此聽衆 諸君のお に 御 見え 

になる 若い 方と は 違って、 どっち かとい ふと 中途半端の 敎育を 受けた 海陸 兩棲 動物の やうな 怪し ゆな もの 

であり ますが、 ^等の やうな 年輩の 過去に 比べる と、 今の 若い 人 は餘程 自由が 利いて 居る やうに 見えます 3 

汉社會 が 夫 丈の 自由 を 許して 居る やうに 見えます。 漢學 塾へ 一 一年で も 三年で も 通った 經敏の ある 我々 に ま 

豪く もない のに 豪 さうな 顔 をして 見たり、 性 を 矯めて 瘠 我慢 を 言 ひ 張って 見たり する 癖が 能くあった もの 

です，  今でも 大分 其氣 味が あるか も 知れません が。 —— 所が 今の 若い 人 は 存外 淡 治で、 昔の 樣な 咸&激 

性の 詩趣 を 倫理的に 發揮 する 事 は 出来ない かも 知れない が- 大體 吹き 拔 けの is^ で 何でも 隱 さない 所が 宜 

い。 是は 自分 を 取り繕ろ ひたくな いとい ふ 結構な 精神の 働いて ゐる 場合 も ありませ うし、 又隱 さない 明け 

ッ 放しの 內藏を 見せても 世間で 別段 鼻 を 抓んで 苦い 顔 をす る ものがない からで も ありませ，，^、 私 の^へ 


時々 若い 人な どが 初めて 訪問に 來て、 後から 手紙な どに 其 時の 感想 を 有の 儘に 書いて 送って 吳れる 場合な 

どで さ へ 思 ひも よらぬ 告白 をす る 事が あるから 面白いです。 と 云って 大した 弱點を 見て 吳れと 云 はん 許に 

書く 譯 でもない が、 鬼に 角 此方から 賴 みはしな いので、 先方から 勝手に 寄こす 位の 醉興 的な 閑 文字 卽ち 一 

種 S 意味に 於け る藝術 品な の だから、 もし 我々 の 若い 時分の 氣 持で 書く とすれば、 天下の 英雄 君と 我との 

みと 迄 豪 がらない にせよ、 習俗 的に 高雅な 觀念 を會釋 なく 文字の 上に 羅列して 快よ い 一 種の 刺戟 を 自己の 

倫理 性が 受け る 様に 詩趣 を 發撣す るの が 通例で あるが、 今 例に 引かう とする 手紙な どに はそんな 面影 は 丸 

でない。 先 づ門を 入ったら 胸騒ぎが したと か、 格子 を 開ける 時に ベ ルが 鳴って 益 驚いた. とか、 賴 むと 案内 

を 乞うて 置きながら 取次に 出て 來た 下女が 不在 だと 言って 吳れ、 ば宜 かった と 沓脫の 前で 感じた とか、 夫 

こちら 

が 御宅です とい ふ 一言で 急に 歸 りたい 心 持に 變 化した とか、 所へ 此方へ 上れと 又 取次に 出て 來られ て、 盆 恐 

縮した とか、 凡て さう 云 ふ 弱い 神經 作用が 些の 飾り 氣も なく 出て るる。 德義的 批判 を 含んだ 言葉で 云へば 

臆病と か 度胸がない とか 云 ふべき 弱點を 自由に 白狀 して ゐる。 高が 夏目漱 石の 所へ 來 るのに 斯う ビクく 

する 必要 は あるまい とお 思 ひか も 知れません が實際 あるので す。 然し 私 は是が 今の 靑年 だから あるの だと 

信じます。 舊幕 時代の 文擧 のど こもどう 尋ねても こんな 意味の 訪問 感想 錄は 決して 見當 るまい と 信じます o 

此 春でした が ある 所に 音 樂會が ありました。 其 時に 私の 知った 人が 演奏 臺に 立って 歌 をうた ひました。 私 

まんなか 

は 招待 を 受けて 一番 前の 列の 眞 中に 居て 聽 いて 居ました。 所が その 歌 は 下手でした。 私 は 音樂を 聞く 耳 も 

何も 持たない 素人で は あるが 其 人のう た ひ 振 は 頗る 不味い 樣に 感じました。 あとで 其 人に 會 つて 感じた 通 

り 不味い と 云 ひました。 所が 其 音 樂家は あの 演奏 臺に 立った 時、 自分の 足が ブ ルく顫 へ るのに 氣が 着い 

たかと 私に 聞きます。 私 は氣が 着かなかった けれども 當人 自身 は 足が 顫 へたと 自白す る。 昔なら 縱令 足が 

顫 へても 顫 へない と 云った でせ う。 何とか 負惜 みで も 首 ひたい 位の 所へ 持って 來て、 人の 氣が 付き もしな 
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いのに 自分の 口から 足が ガク くした と 自白す る。 それだけ 今の 人が 淡 治に なった のぢ やないで せう か。 

艾是程 淡 治に なれる 丈 世間の 批判が 寬大 になった のぢ やないで せう か。 人間に 其 位な 弱 點は有 勝の 事 だと 

テ ン から 認めて るるの ぢ やないで せう か。 私 は 昔と 今と 比べ て 何方が 善い とか 惡 いと かいふ 積り ではない、 

n ハ是 丈の 區 別が あると 申したい のであります。 又 過去 四十 何年 間の 道德の 傾向 は 明かに 斯う 云 ふ 方向に 流 

れつ、 あると いふ 事實を 御 認めに ならん 事 を 希望す るので あります。 . 

古今 道 德の區 別 はこれ で 切 上け て 置いて 話 は 突然 文藝の 方へ 移ります。 尤も 文藝の 方の 話 を 詳しく 云 ふ 

積いで はない から、 必要な 說明 丈に 留めて、 極 ざっとした 所 を 申します が、 近年 文藝の 方で 浪漫主義 及び 

自然主義 卽ち 口 マ ン チシズ ムと ナチ ュ ラ リズムと 云 ふ 一 一つの 言葉が 廣く行 はれて 參 りました。 さう して 此 

1 一つの 言葉 は 文 藝界專 有 S 術語で 其 他の 方面に は 全く 融通 S 利かない もので あるかの 如く 取扱 はれて 居り 

ます。 所が 私は是 から 此 二つの 言葉の 意味 性質 を 極めて 簡略に 述べて、 さう して それ を 前 申 上 ゆた 昔と 今 

の 道德に 結び付けて 兩方を 綜合して 御覧に 入れ やうと 思 ふので す。 つまり 浪漫主義 も 自然主義 も 文 藝家專 

有の 言語で はない と 云 ふ 意味が 分れば 其 結果 自然の 勢 ひで 是 等が 又 前說 明した 一 一種の 道 德と閼 係して 來る 

と 云 ふので あります。 

此 浪漫主義 自然主義の 文擧に 就て 一 寸申 上け る 前に 豫め 諸君の 御注意 を 煩 はして 置きたい 事が あります 

が、 前 も 裨斷り 申した 如く 今日のお 話 は 凡て 道德 と文藝 との 交渉 關係 であり ますから、 二種 類の 文擧 のう 

ち (殊に 浪漫主義の 文學 のうち) 道德の 分子の 交って 来ない もの は 頭から 取 除け て考 へて 頂きたい。 夫 か 

ら よし 道 德の 分子が 交って ゐても 倫理的 觀 念が 何等の 挑撥 を 受けない I 否 受け 得べ からざる 底 s 文學も 

亦 取り除け て考 へて 頂きたい。 夫 等 を 除いた 上で 此ー 一種 類の 文學を 見渡して 見る と 浪漫主義の 文擧 にあつ 

て は 其 中に 出て くる 人物の 行爲心 術が 我々 より 偉大で あると か、 公明で あると か、 或は 感激 性に 富んで る 


ると かの 點に 於て、 讀 者が 倫理的に 向上 遷 善の 刺戟 を 受ける のが 其 特色に なって るます。 此影礬 は 昔し 流 

t つた 勸 善懋惡 とい ふ 言葉と 闢係 はあります が、 诀 して 同じで はない。 すっと 高尙の 意味で 云 ふので すか 

ら 誤解の ない 樣に願 ひます。 又 自然主義の 文學 では 人間 を さう 傳說 的の 英雄の 末孫 か 何 かで ある やうに 勿 

體を つけて 有難 さう に は 書かない。 從 つて 讀者も 作者 も 倫理 上の 感激に は 乏しい。 ことによると 人間の 弱 

點丈を 綴り 合せた 樣に 見え る 作物 も出來 るの みならす 往々 其 弱點が わざとら しく 誇張され る. 傾き さ へ ある 

が、， 詰り は 普通の 人間 を 只 有りの 儘の 姿に 描く ので あるから、 道 德に閼 する 方面の 行爲も 疵瑕 交 出す ると 

いふ こと は 免 かれない。 た V 斯う 云 ふ淺閒 しい 所の あるの も 人間 本 來の眞 相 だと 自分 も 首肯き 他に も合點 

させる の を 特色と してる る。 此 二つの 文舉を 詳しく 說明 すれば それだけで 大分 時間が 經 ちます から、 まあ 

誰も 知って ゐる 位の 說 明で 御免 を 蒙って、 此の 二つの 文學が 前の 一 一 傾向の 道 德を其 作物 中に 反射して 居る 

と 云 ふこと にさへ 氣が つけば、 茲に 始めて 文藝 と道德 とが 何れの 點に 於て 關 係が あるかと 云 ふこと も 明か 

になって 來ゃ うと 思 ひます。 

返す，^ 申す やうです が 題が 旣に 文藝 と道德 であり ますから、 道 德の關 係し ない 文藝 のこと は 全然 論外 

に 置いて 考へ ない と 誤解 を 招き 易い のであります。 道 德に關 係の 無 い 文 藝の御 話 を すれば 幾らでも ありま 

むづ 

すが、. 例へば 今 私が 此處へ 立って 六 かしい 顔 をして 諸君 を 眼下に 見て 何 か 話 をして 居る 最； H- に 何 かの 拍子 

で、 卑陋な 御 話で は あるが、 大きな 放屁 を するとす る。 さう すると 諸君お 笑 ふだら うか、 怒る だら うか。 

其 所 か 問題な ので ある。 と 云 ふと 如何にも 人 を 馬鹿にした やうな 申し分で あるが、 私 は 諸君が 笑 ふか 怒る 

かで 此 事件 を 一 一 樣に解 釋出來 ると 思 ふ。 先づ 私の 考 では 相手が 諸君の 如き 日本人なら 笑 ふだら うと 思 ふ。 

尤も 實際 遣って 見なければ 分らない 話 だから 何方でも 構 はん 樣な もの だけれ ども、 どうも 諸君なら 笑 ひさ 

5 である。 之に 反して 相手が 西洋人 だと 怒り さう である。 どうして 斯う 云 ふ 結果の 相違 を來 すかと いふと、 
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それ は 同じ 行 爲に對 する 見方が 違 ふから だと 言 はなければ ならない。 卽ち 西洋人が 相手の 場合に は 私の 卑 

陋の 振舞 を 一 圆 に德義 的に 解釋 して 不德義 II 何も 不德義 と 云 ふ 程の 事 もないで せう が、 兎に角 禮を 失し 

て 居る と 見て、 其方 面から 怒る かも 知れません。 所が 日本人 だと 存外 單 純に 見做して、 德義 的の 批判 を 下 

す 前に 先づ 滑稽 を 感じて 噴き出す だら うと 思 ふので す。 私の 鹿爪らしい 態度と 堂々 たる 演題と に 心 を 傾け 

て， ある 程度 迄 厳 肅の氣 分 を 未来に 延長し やうと いふ 豫 期の ある 矢先へ、 突然 人前で は 憚るべき 異な 音 を 

立てられ たので 其 矛盾の 刺激に 堪 へない からです。 此笑ふ 釗那に は 倫理 上 S 觀念は 毫も 頭 を擡ゅ る 餘地を 

昆 出し 得ない 譯 ですから、 たと ひ 道德的 批判 を 下すべき 分子が 混入して くる 事件に 就ても、 是 を德義 的に 

解釋 しないで、 德義と は 丸で 關係 のない 滑稽との み 見る 事 も 出来る もの だと 云 ふ例證 になります。 けれど 

も 若し 倫理的の 分子が 倫理的に 人 を 刺戟す る やうに 又 それ を無關 係の 他の 方面に そらす 事が 出来ぬ やうに 

作物 中に 入 込んで 來 たなら ば、 道 德と文 藝と云 ふ もの は、 诀 して 切り離す 事の 出来ない ものであります。 

兩者 は元來 別物であって 各獨 立した ものであると 云 ふ 樣な說 も 或る 意味から 云へば 眞理 では あるが、 近來 

の 日本の 文士の 如く 根柢の ある 自信 も 思慮 もな しに 道德は 文藝に 不必要で あるかの 如く 主張す るの は 甚だ 

世人 を 迷 はせ る 盲者の 盲 論と 云 はなければ ならない。 文藝の 目的が 德 義心 を 鼓吹す るの を 根 本義に してる 

ない 事 は 論瑰上 然るべ き 見解で は あるが、 德義 的の 批判 を 許す ベ き 事件が 經 となり 緯 となりて 作物 中に 熾 

り 込まれるならば、 又 其 事件が 德義的 平面に 於て 吾人に 善悪 邪 正の 刺戟 を與へ るなら ば、 どうして 兩者を 

以て 沒 交渉と する 事が 出來 やう。 

道 德と文 藝の關 係 は 大體に 於て 斯の 如き ものであるが、 猶 前に 擧 けた 浪漫 自然 一 一 主義に 就て 是等 がどう 

いふ 風に 道德と 交渉して るる か をもう 少し 明瞭に 調べ て 見る 必要が あると 思 ひます。 卽ち 此の 一 一種の 文學 

に 就て 何處 が道德 的で 何 處が藝 術 的で あるか を 分解 比較して 一 々點檢 する のであります。 かう すれば 文藝 


と 道 德の關 係が 一 暦 明瞭になる のみなら す、 又浪漫 自然 一 一文 學の關 係 も 亦 一 段と 判然す る だら うと 思 ひま 

ザん 

す。 第一、 浪漫派の €： 容 から 言 ふと、 前 申した 通り 忠臣が 出て 來 たり、 孝子が 出て 來 たり、 貞女が 出て 來 

たり、 其 他い ろくの 人物が 出て 來て、 凡て 讀 者の 德性を 刺激して 其 刺激に 依って 事を爲 す、 卽ち讀 者 を 

動かさう と 云 ふ 方法 を 講じます から、 其 刺激 を與へ る點は 取り も 直さす 道義 的で あると 同時に 藝術 的に 違 

ない。 (文 學と云 ふ ものが 感情 性の ものであって、 吾人の 感情 を 挑撥 喚起す るの が 其 根 本義と すれば。) 

斯く 浪漫派 は 內容の 上から 云って 藝術 的で ある けれども、 其 内容の 取扱 方に 至る と 或は 非 藝術的 かも 知れ 

ません。 と 云 ふ 意味 はどう も 其 書き方に よくない 目的が あるら しい。 斯う 云 ふ 事件 を 斯う 寫 して 斯う 感動 

させて やらう とか 斯う 鼓舞して やらう とか、 述作 其 物に 興味が あるよりも、 豫め 胸に 一物が あって、 夫 を 

土 臺に人 を乘せ やうと したがる。 どうも 稍と もす ると 其 所に 厭味が 出て 來る。 私が 今晚 斯う やって 演說を 

する にしても、 私の 一 字 一 句に 私と 云 ふ ものが 附 きまつ はって 居つ て どうかして 笑 はせ て やらう、 どうか 

して 泣かせて やらう と櫟 つたり 辛子 を甞 めさせる やうな 故意の 痕跡が 見え透いたら 定めし 御聽き 辛い こと 

で、 爲に藝 術 品と して 見た る 私の 講演 は 大いに 價値を 損する 如く、 如何に 内容が 良くても、 言 ひ 方、 取扱 

ひ 方、 書き方が、 讀者を 釣って やらう とか、 挑撥して やらう とか 凡て 故意の 趣が あれば、 其 故意と らしい 

所 不自然な 所 は 卽ち藝 術と しての 品位に 闢 つて 來 るので す。 斯うい ふ缺 點を藝 術 上に は 厭味と いって 非難 

する のです。 之に 反して 自然主義から 云へば 道義の 念に 訴へ て藝術 上の 成功 を收 める のが 本領で ないから、 

作 中には 隨分污 ない 事 も 出て 來る、 鼻 持の ならない 事 も 書いて ある。 けれども 夫が 道心 を沈滯 せしめて 向 

下墮 落の 傾向 を 助長す る 結果 を 生 するならば 夫 は 作家 か讀者 かどつ ちかが 惡 いので、 不善 挑撥 も亦诀 して 

此 種の 文舉の 主意で ない 事 は 論理的に 證 明出來 るので ある。 從て 善惡兩 面と もに 感激 性の 素因に 乏しい と 

いふ 點 から 見て、 其 所が 藝術 的で ない と 難 を 打つ 事 は出來 る。 其 代り 其 害 振り や 事件の 取扱 方に 至って は 
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本 來が唯 有の 儘の 姿 を 淡泊に 寫 すので あるから 厭味に 陷る事 は 少ない。 厭味と か 厭味で ない とかい ふ 事 は 

前に も藝術 上の 批判で あると 御斷 りして 置きました が、 是が 同時に 德義 上の 批判に もなる からして 自然 主 

義の 文藝は 内容の 如何に 拘 はらす 矢張り 道德と 密接な 綠を 引いて 居る のであります。 と 云 ふの はた V 有の 

儘 を 街 はないで 眞 率に 書く とい ふの が 厭味の ない 描寫 としての 好 所で あるので あるが、 その 有の 儘 を 街 は 

ないで 眞 率に 書く 所 を藝術 的に 見ないで 道義 的に 批判したら 矢張り 正直と II！  一  II ふ 言葉 を 同じ 事象に 對 して 用 

ひられる の だからして、 藝 術と 道德も 非常に 接續 してる る 事が 分り ませう。 のみなら す藝術 的に 厭味が な 

く道德 的に 正直で あると 云 ふ 事が 此際 同じ 物 を 指して るるば かりで はなく 理知の 方面から 見れば 眞と云 ふ 

資格に 相當 する の だから、 つまり は 一 つの 物 を 人間の 三大 活力から 分 察した と 異なる 所 はない ので ありま， 

す。 三位 一 體と 申しても 可いで せう。 

斯う 分解して 見る と、 一見 道義 的で 貫ぬ いてる る 浪漫派の 作物に 存外 不德義 の 分子が 發 見され たり、 又 

一 寸考 へる と 德義の 方面に 何等の 注意 を拂 はない 自然 派の 流 を 汲んだ ものに 妙に 倫理 上の 佳 所が あったり、 

さう して 其 道義 的で ある や 否やが 一 に 其藝術 的で ある や 否やで 決せられ るの だから、 一 一 者の 關係は 一 歷明 

瞭 になって 來た譯 であります。 又 浪漫、 自然と 名づ けられる 二種の 文藝 上の 作物 中に この 道德の 分子が 如 

何に 蛾 り 込まれる かも 大抵 說 明し 得た 積であります。 

J 猶餘論 として 以上 1 一種の 文藝の 特性に 就て 一 寸 比較して 見ます と、 浪漫派 は 人の 氣を 引立てる やうな 愁 

激 性の 分子に 富んで ゐ るに は 違ない が、 どうも 現世 現在 を 飛び離れて るるの 憾み を 免 かれない。 妄りに 理 

想界 の出來 事み- 點 綴した やうな 傾が あるか も 知れない。 よし 其 理想が 實 現出 來 るに しても 之 を 未来に 待た 

なければ ならない 譯 であるから、 書いて ある 事 自身 は 道義心の 飽満 悅樂を 買 ふに 十分で あると する も、 其 

の貲 己に は切實 の感を 與へ惡 いもので ある。 之れ に反して 自然主義の 文藝に は、 如何に 倫理 上の 弱 點が番 


いて あっても、 其弱點 は卽ち 作者 讀者 共通 ひ弱 點 である 場合が 多い ので、 必竟 する に 自分 を 銶 れ たもので 

ない とい ふ 意味から、 汚い 事で も 何でも 切 實に感 する の は 吾人の 親しく 經驗 する 所であります。 今一 つ 注 

意すべき こと は、 普通 一般の 人間 は 平生 何も 事の 無い 時に、 大抵 浪漫派で ありながら、 いざと なると 卜 人 

が 卜 人 迄 皆 自然主義に 變 すると 云 ふ事實 であります。 と 云 ふ 意味に 傍観者で ある 間 は、 他に 對 する 道義 上 

の 要求が 隨 分と 高い ものな ので、 一 寸 した 紛紜 でも 過失で も 局外から 評する 場合に は大變 苛い。 卽ち 己が 

彼の地 位に るたら こんな 失體は 演じまい と 云 ふ 己 を 高く 見 積る 浪漫的な 考が どこかに 潜んで 居る ので あり 

ます。 偖て 自分が 其 局に 當 つて やって 見る と、 却って 自分の 見縊った 先任者より 烈しい 過失 を 犯し かねな 

いの だから、 其 時 其 場合に 臨む と 本来の 弱點 だらけの 自己が 遠慮なく 露出され て、 自然主義で 何 處迄も 押 

して 行かなければ 遣り切れない のであります。 だから 私は實 行者 は 自然 派で 批評家 は 浪漫派 だと 申したい 

位に 考 へて るます。 次に 御 話した いのは 先年 來 自然主義 を ある 一 部の 人が 唱へ 出して 以後 世間 一 般 では ひ 

どく 之 を 嫌つ て果は 自然主義と い へ ば墮 落と か 猥褻と かいふ ものの 代名詞の 樣 になって 仕舞 ひました。 然 

し 何も さ 5 恐れたり 嫌ったり する 必要 は 毫もない ので、 其 結果の 健全な 方 も 少し は 見なければ なりません。 

元來 自分と 同じ やうな 弱點が 作物の 中に 書いて あつ て、 己と 同じ やうな 人物 か 其 所に 現 はれて 居る とすれ 

ば、 其 弱點を 有する 人間に 對 する 同情の 念 は 自然 起るべき 害であります。 又 自分 も 何時 斯う 云 ふ 過失 を 犯 

さぬ とも 限らぬ と 云 ふ 寂寞の 感も 同時に 之に 伴 ふでせ う。 己 惚の面 を剝ぎ 取つ て眞 直な 腰 を 低く する の は 

寧ろ さう 云 ふ 文學の 影響と 言 はなければ なりません。 若し 自然 派の 作物で ありながら 斯うい ふ 健全な 目的 

を 達する ことが 出来なければ、 夫 こそ 作物 自身が 惡 いので あると 云 はなければ ならない。 惡 いとい ふ 意味 

ぞん 

は 作物が 出來 損って 居る のです、 何處か 缺點が あると 云 ふので す。 前說 明した 言葉 を 川 ひて 評すれば、 さ 

う 云 ふ 作物に は 何 處か不 道德の 分子が ある、 卽ち 何處か 非藝 術の 所が ある、 卽ち何 處か僞 り を 書いて るる 

三 一 = 一 


三  一 ra 

の だとい ふ 事に 歸着 する のです。 有 S 儘の 本當を 有の 儘に 書く 正直と いふ 美德が あれば 夫が 自然と 藝術的 

になり、 其藝術 的の 筆が 又 自然 善い 感化 を 人に 與へ るの は 前段の 分辉的 記述に よってもう 御會 得に なった 

事と 思 ひます。 自然主義に 道義の 分子が あると いふ 事 は あまり 人の 口にしない 所です から 態々 長々 と 辯 じ 

ました。 尤もた 新ら しい 私の 考 だから 御吹聽 をす ると 云 ふ 次第で はあり. ません。 御 承知の 通り 演題が 

「文 藝と 道德」 と いふので すから 特に 此點に 注意 を拂 ふ 必要が あ つたので す。 

是で 浪漫主義の 文擧と 自然主義の 文學 とが 等しく 道 德に闢 係が あって、 さう して 此 二種の 文 舉 が、 冒頭 

に 述べ た 明治 以前の 道德と 明治 以後の 道 德とを ちゃんと 反射して 居る 事が 明暸 になり ましたから、 我々 は 

此 二つの 舶來語 を文擧 から 切り離して、 直に 道德の 形容詞と して ffl ひ、 浪漫的 道德 及び 自然主義 的 道德と 

いふ 言葉 を 使って 差 支ないで せラ。 . 

そこで 私 は 明治 以前の 道 德をロ マ ン チックの 道德と 呼び 明治 以後の 道德を ナチ ユラ リス チックの 道德と 

名 づけます が、 偖 吾々 が 眼前に 此ー 一大 區別 を控へ て 向後 我 邦の 道德は どんな 傾向 を帶 びて 發展 する だら う 

かの 問題に 移るならば 私 は 下の 如く 敢て云 ひたい。 「口 マ ン チックの 道德は 大體に 於て 過ぎ去つ たもので 

ある o」 貴方方が 何故かと 詰問な さるならば 人間の 智識が それだけ 進んだ からと 唯 一 言 答 へ る 丈で ある。 

人間の 智識が それだけ 進んだ。 進んだ に逄 ない。 元は 眞 しゃかに 見えた ものが、 今 はどう 考 へても 眞とは 

見えない。 噓 としか 思 はれない からで ある。 從 つて 實 在の 權威を 失って 仕舞 ふからで ある。 犟に實 在の 權 

威 を 失 ふの みならす、 實 行の 權利 すら 失って 仕舞 ふので ある。 人間の 智識が 發 達すれば 昔の やうに 口 マ ン 

チックな 道德を 人に 强 ひても、 人 は 誰も 躬行す る もので はない。 出来ない 相談 だとい ふ 事が よく 分って 來 

るからで ある。 是丈 でも 口 マ ン チックの 道 德は已 に廢れ たと 云 はなければ ならない。 其 上 今日の やうに 世 

の 中が 複雜 になって、 敎育を 受ける 者が 皆 第一 に 自活の 手段 を 目的と するならば、 天下 國家は あまり 遠 過 


ぎて 直接に 我々 の 眸には 映りに く、 なる。 豆腐屋が 豆 を 潰したり， 吳服屋 が X を 度ったり する 意味で 我々 

も 職業に 從事 する。 上下 擧 つて 奔走に 衣食す る やうに なれば 經世利 民 仁義 慈悲の 念 は 次第に 自家 活計の ェ 

夫と 兩立 しがた くなる。 よし 其 局に 當る 人が あっても s 単に 職業と して 義務 心から 公共の 爲に畫 策 遂行す る 

に 過ぎなくなる。 加 之 日露 戰爭も 無事に 濟んで 日本 も當分 は先づ 安泰の 地位に 置かれる やうな 結果と して、 

天下 國家 を薆 としな いで も、 其 暇に 自分の 嗜欲を 満足す る 計 をめ ぐらしても 差 支ない 時代に なって るる。 

夫ゃ是 やの 影響から 吾々 は 日に 月に 個人主義の 立場から して 世の中 を 見渡す やうに なって るる。 從 つて 吾 

吾の 道德も 自然 個人 を 本位と して 組み立てられる やうに なって るる。 卽ち 自我から して 道 德律を 割り出さ 

うと 試みる やうに なって るる。 是が 現代 日本の 大勢 だと すれば 口 マ ン チックの 道德 換言すれば 我が 利益の 

凡て を 撬牲に 供して 他の 爲に 行動せ ねば 不德義 であると 主張す る やうな ァ ルト ルイス チック 一 方の 見鮮は 

何う しても 空疎に なつ て來 なければ ならな い。 昔の 道德 卽ち忠 とか 孝と か貞 とか 云 ふ 字 を 吟味して a ると、 

當時 の 社會 制度に あ つ て 絕對の 權利を 有して 居つ た 片方 に の み 非常に 都合 の 好い や うな 義務 の 負擔 に 過ぎ 

ない のであります。 親の 勢が 非常に 强ぃ とどう しても 孝を强 ひられる。 强 ひられる と は 常人と して 無理 を 

せす に 自己 本來の 情愛 丈で は堪 へられない 過重の 分量 を 要求され ると いふ 意味であります。 獨り 孝ば かり 

ではない、 忠 でも 貞でも 亦 同 樣の觀 があります。 何しろ 人間 一 生のう ちで 數へ る ほどし かない 僅少の 場合 

に 道義の 情火が パ ッ と燃燒 した 釗那 を捉 へて、 其 熱烈 純 厚の 氣象を 前後に 長く 引き延ばして、 一 一六 時 中 凡 

て あの 如くせ よと 命す るの は 事實上 有り得べ からざる 事 を 無理に 注文す るの だから、 冷 靜な科 學的觀 察が 

進んで 其僞 りに 氣が 付く と 同時に、 權威 ある 道德 律と して 存在 出来なくなる の は 已むを得ない 上に、 社會 

組織が 漸々 變 化して 餘儀 なく 個人主義が 發展 G! 歩武 を 進めて くるならば 猶更 打撃 を 蒙る の は 明かで ありま 
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斯うい ふと 何だか 現在に 甘ん する 成 行 主義の やうに 钾 取りになる かも 知れない が、 さう 誤鮮 されて は 遣 

憾 なので、 私 は 近時の 或 人の 樣に 理想 は 要らない とか 理想 は 役に立た な^とか 主張す る考は 毛頭ない ので 

す。 私 は どんな 社會 でも 理想な しに 生存す る 社會は 想像し 得られな いと 迄 信じて るるので す。 現に 我々 は 

毎日 或る 理想、 其 理想 は 低く も あり 小く も ありませ う、 が 鬼に 角 或る 理想 を 頭の 中に 描き出して、 さう し 

て それ を 明日 實 現し やうと 努力し つ  > 又實 現しつ 、生きて 行く の だと 評しても 差 支ない のです。 人間の 歷 

史は 今日の 不満足 を 次 日 物 足りる 樣に 改造し 次 日の 不平 を 又 其 翌日 柔ら ゆて、 今日 迄つ 》 いて 来たの だか 

ら， 一方から 云へば 正しく 是れ 理想 發 現の 經路に 過ぎん のであります。 苟も 理想 を 排斥して は 自己の 生活 

を 否定す るのと 同樣の 矛盾に 陷 ります から、 私 は 決して さう 云 ふ 方面の 論者と して 諸君に 誤解され たくな 

い。 唯 私の i: 注意 申し 上け たいの は輓 近科擧 上の 發見 と、 科舉の 進歩に 伴って 起る 周密 公平の 觀 察の 為に 

道 德界に 於る 吾々 の 理想が 昔に 比べ ると 低くな つた、 或は 狭くな つたと 云 ふだけ に過ぎない。 だから 昔の 

樣な 理想の 持ち 方 立て 方 も 結構で あるか も 知れぬ が、 又 我々 も 昔の 樣な o マ ンチシ ストで ありたい が、 周 

園の 社會組 糠と 内部の 科學的 精神に も 亦 相 當の權 利 を 持たせなければ 順應 調節の 生活が 出來 にく、 なる の 

で、 自然 ナチ ユラ リス チックの 傾向 を帶 びるべく 餘儀 なくされ るので ある。 けれども 自然主義の 道 德と云 

ふ もの は、 人間の 自由 を 重んじ 過ぎて 好きな 眞似 をさせる とい ふ 虞が ある。 本來が 自己本位で あるから、 

個人の 行動が 放縱 不羈に なれば なる 程、 個人と して は 自由の 悅樂を 味 ひ 得る 满 足が あると 共に、 社會の 一 

人と して はいつ も 不安の 眼を睜 つて 他 を 眺めなければ ならなくなる、 或る時 は 恐ろしくなる。 其 結果 一部 

的の 反動と して は、 浪漫的の 道 德が是 から 起らなければ ならない のであります。 現に 今 小さい 波動と して- 

夫が 起り つ、 あるか も 知れません。 けれども 要するに 小 波瀾の 曲折 を 描く 一 部分に 過ぎない ので 大體の 傾 

向から 云へば どうしても 自然主義の 道德 がま だく 展開して 行く やうに 思 はれます。 以上 を總 括して 今後 


の 日本人に はどう 云 ふ 資格が 最も 望ましい かと 判じて 見る と、 實 現の 出来る 程度の 理想 を懷 いて、 こ、 に 

未來の 隣人 同胞との 調和 を 求め、 又 從來の 弱點を 寛容す る 同情心 を 持して 現在の 個人に 對 する 接 觸 面の 融 

合劑 とする やうな 心掛 I 是が 大切 だら うと 思 はれる のです。 

^日 « 有樣 では 道德 と， 文 藝と云 ふ もの は、 大變 離れて ゐる やうに 考 へて るる 人が 多數 で、 道德を 論す る 

もの は 文 藝を談 する を 屑し とせす、 又 文 藝に從 事す る もの は道德 以外の 別天地に 起臥して るる やうに 獨り 

極めで 吾って るる 如く 見受け ますが、 蓋し 兩方 とも 嘘で ある。 其噓 である 理由 は 今迄 やって 來た 分解で 御 

合點が 行った 笞 であります。 尤も 社 會と云 ふ もの は 何時でも 一 元で は 満足し ない。 物 は 極まれば 通す とか 

いふ 諺の 通り、 浪漫主義 道德が 行き 詰れば 自然主義の 道德が 段々 頭を擡 ゆ、 又 自然主義の 道德の 弊が 顯著 

になつ て 人心が 漸く 厭 氣に襲 はれる と 又 浪漫主義の 道德が 反動と して 起る の は當然 無理であります。 歴史 

は 過去 を 繰 返す と 云 ふの は此 所の 事に 外な らんので すが、 嚴密な 意味で いふと、 擧理 的に 考 へても 又寳際 

に徵 して 見ても、 一遍 過ぎ去つ たもの は诀 して 繰 返されな. いのです。 繰 返される やうに 見える の は 素人 だ 

からで ある。 だから 今 若し 小 波瀾と して 此 自然主義の 道德に 反抗して 起る ものが あるならば、 それ は浪漫 

派に 違 ひない が、 維新 前の 浪漫派が 再び 勃興す る 事 は 到底 困難で ある、 又 駄目で ある。 同じ 浪漫派に して 

も 我々 現在 生活の 陷缺を 補 ふ 新ら しい 意義 を帶 びた 一 種 S. 浪漫的 道德 でなければ なりません。 

道德に 於け る 向後の 大勢 及び 局部の 波瀾と して 目前に 起る ベ き 小 反動 は 要するに 斯の 如き 性質の もので 

あって、 道德 と文藝 との 密接なる 關係も 亦 上說の 如しと すれば、 是 から わが 社會の 要すろ 文藝 とい ふ もの 

も 亦 同じ 方向に 同じ 意味に 於て 發展 しなければ ならな いのも、 亦 多言 を 要せす して 明かな 話であります。 

若し 活社會 の 要する 道德 に反對 した 文藝が 存在 するならば …… 存在す るね らばで はない、 そんな もの は 死 

文藝 としてより 外に 存在 は 出来ない ものである、 枯れて 仕舞 はなければ ならない ので ある。 人工的に 幾ら 
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聲を嗄 らして 天下に 呼號 しても 殆んど 無益 かと 考 へます。 社會が 文藝を 生む か、 又は 文藝に 生まれる か 何 

方 か はしば らく 措いて、 苟も 社會の 道德と 切っても 切れない 綠で 結び付けられ てるる 以上、 倫理 面に 活動 

する 底 S 文 藝は诀 して 吾人 内心の 欲す る 道德と 乖離して 榮 える 譯 がない。 

我々 人間と して 此 世に 存在す る 以上 どう 藻搔 いても 道德を 離れて 倫理 界の 外に 超然と 生息す る 譯には 行 

かない。 道德を 離れる ことが 出來 なければ、 一 見道德 とは沒 交渉に 見える 浪漫主義 や 自然主義の 解釋も 一 

考 して 見る 慣 値が ある。 此ー 一つの 言葉 は文學 者の 專有 物で はなく つて、 貴方方と 切り離し 得べ からざる 道 

德の 形容詞と してす ぐ應 用が 出來 ると 云 ふの が 私の 意見で、 何故 さう 應 用 が出來 るかと いふ 譯と、 かく 應 

用され た 言葉の 表現す る 道德が 日本の 過去 現在に 興味 ある 陰影 を投 けて ゐ ると いふ 事と、 夫から 其 陰影が 

どうい ふ 具合に 未來に 放射され るで あらう かとい ふ豫 想と I まづ是 等が 私の 演題の 主眼な 點 なので あり 

ます 0 


藝術は 自己の 表現に 始 つて、 自己の 表現に 終る ものである。 

唯 斯うい つた 丈で は 人に 通じ 惡ぃ かも 知れない。 よし 通じた 所で 誤解され るか も 知れない。 自分 は 近頃 

述作に 從事 する ごとに、 自分の 懐に 往来して 巳まぬ 此信條 の 意味 を、 機會が あったら 理論的に 布衍して， 

自分と 同じ 傾向 を 有つ てゐ る文藝 家に 相談して 見たい と 思つ てゐ た。 

文展 公開の 當日 場に 入る や 否や 自分の 頭に 閃めいた 第 一 の 色彩 も 亦 金文字で 飾られた 此 一 句に 過ぎな か 

つた。 其 時 自分 は 卒然として、 丁度 好い 折 だから、 平生の 考に、 推論の 練と 磨きと を 加へ て、 理知の 首肯 

く 程度 迄ェ ラボ レ ー シ ヨン の步を 進めて 見やう かと 思った。 然し 此 一 句の 後に は餘 りに 多くの 背景が 潜ん 

でゐる こと をも發 見した。 此 一 一 一行の 中に 孕まれて ゐる 可成 複雜 な內容 を、 明かな 秩序と 段落の 援の 下に、 

水の 流れて 滯ら ざる 滑らか さで 結び 終せ るの は 一 寸 手間が 掛る。 それの みか 餘 程の 紙面が 必要に なって く 

る。 —— 自分 は 斯う も考へ 直して 見た。 それで 折角の 好機 會 では あるが、 自分の 信條に 明白な 理路 を 奥へ 

る 努力 丈 は 又の日に 繰り 延す 事に した。 

けれども 唯 「藝術 は 自己の 表現に 始 つて 自己の 表現に 終る ものである」 と 云った 丈で は、 默 つて ゐた時 

よりも、 好んで 誤解 を s 只 ふとい ふ點に 於て、 自ら 罪を釀 したと 同然の 出過ぎ 口になる。 自分が 文展 に關聯 

して 云 ひ 出した 此 一句に、 簡易な しかも 尤もと 認められ 得べき 意義 を 付ける こと は、 .Gn 分の 文 展に對 する 
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責任 かもしれ ない。 

自分の 冒頭に 述べた 信條 を、 外の 言葉で 云 ひ 易へ ると、 藝 術の 最初 最終の 大目 的 は 他人と は沒 交渉で あ 

ると いふ 意味で ある。 親子 兄弟 は淤 論の 事、 廣ぃ 社會ゃ 世間と も獨 立した、 全く 個人的の めいく 丈の 作 

用と 努力に 外な らんと 云 ふので ある。 他人 を 目的に して 書いたり 塗ったり する ので はなく つて、 書いたり 

塗ったり したい わが 氣 分が、 表現の 行 爲で满 足 を 得る ので ある。 其 所に 藝 術が 存在して るると 主張す るの 

である。 從 つて、 純粹の 意味から いふと、 わが 作物の 他人に 及 ほす 影響に ついては、 道義 的に あれ、 美的 

にあれ、 藝術家 は 顧慮し 得ない 害な ので ある。 夫 を 顧慮す る 時、 彼等 はたと ひ 一 面に 於て 藝術家 以外の 資 

格 を 得る にせよ、 藝術 家と して は旣に 不純の 地位に 墮 在して 仕舞った と自覺 しなければ ならない ので ある。 

悲しい かな 實相を 自白す ると、 我々 は 常に 述作の 上に 於て、 幾分 か 左右 前後 を 顧みつ、、 墮落 的に 仕事 

をして ゐる 場合が 多い。 そのうちで 我々 を 至醇の 境界から 誘き出さう とする 最も 權威 ある 魔 は 他人の 評價 

である。 此 魔に 犯された とき 我々 は 忽ち 己れ を 失 却して しま ふ。 さう して 恰も 偶像 禮拜 者の 如き 陋劣な 態 

度と 心情 を 以て、 見苦しき 媚を 他に 賣ら うとす る。 さう して 常に 不安の 眼 を 輝かし 空疎な 腹 を 抱いて 悶え 

苦しまなければ ならない。 其 所が 問題な ので ある。 

自己 を 表現す る 苦しみ は 自己 を 鞭撻す る 苦しみで ある。 乗り切る の も斃れ るの も 悉く 自力の もたらす 結 

果 であろ。 困應 して 斃れ るか、 半 產の不 满を感 する 外に は、 出來榮 について 最後の 權威が 自己に あると い 

ふ 信念に 支配され て、 自然の 許す 限りの 勢力が 活動す る。 夫が 藝術 家の 强味 である。 卽ち 存在で ある。 け 

れ ども 人の 氣に 入る やうな 表現 を敢 てし なければ ならない と 顧 ^ する 釗那 に、 此カ强 い 自己の 存在 は 急に 

幻滅して、 果敢ない、 虚弱な、 影の 薄い、 希薄の ものが 纔 かに 呼 息をする 丈になる。 此 時の 不安と 苦痛に 

前の それ 等と は 違って、 全く 生 甲斐の ない 苦痛で ある。 自己の 存否が 全く 他力に よって 決せられるならば、 


自己 は 生きて ゐ ると 云 ふ 標札 丈 を 懸けて、 資の命 を旣に 他人の 掌中に 渡した と 同然 だからで ある。 

だから 徹頭徹尾 自己と 終始し 得な い 藝術は 自己に 取つ て 空虚な 藝術 である。 

二 

此 見地から 云 ふと、 新聞 雜 誌に 己れ の 作物 を 公け にしたり、 展覽會 にわが 製品 を 陳列したり、 凡て 形迹 

の 上から、 憐れむべき 虛 弱な 自己 を、 社會 本位の 立場に 投 ゆかけ て 單に其 鼻息 をう か V つてる る 藝術家 は、 

本來の 己れ と は無關 係で あるべき 害の、 毀譽 なり 利害な り を 目的に 努力す る點に 於て、 或はし か 努力す る 

ので は あるまい かと 疑 ひ 得る 隙間 を 有って ゐる點 に 於て、 旣に墮 落した 藝術 家で ある。 不幸に して 罩 純な 

藝術界 にの み 呼吸す る 自由 を 奪 はれた 我々 は、 ある 程度 迄 悉く 墮 落しつ ゝ 述作に 從 事す るので ある。 我々 

ばかりで はない。 古来から 斯道の 名流 大家と 云 はれる 人 も 亦 トが卜 迄此臭 氣を帶 びて 筆 を 取り チゼ ルを使 

つたので ある。 

是は 人間と して 免 かれに くい 缺陷 かも 知れない。 けれども 唯 斯う 眞祁を 曝露した 丈で は藝 術の 一 面を說 

明す ると 同時に、 他の 半面 を 誤解させる 恐が ある。 自分 は 行掛り 上、 もう 少し 明白に 此缺陷 の 意味 を 述べ 

なければ ならない。 我々 の 述作 中 しばしば 經驗 する 不純の 分子 は、 他の 褒貶に せよ、 己れ の 利害に せよ、 

述作の 興味と 倂 行して 同時に 腦髓を 刺戟す る もので はない。 多くの場合に 於て、 述作の 後 か、 若く は 一 區 

切片 付いた 後で 來る ことに 極って るる。 どれ 程 虛榮心 や 利害 心の 强ぃ藝 術 家で も、 筆 を 執って 原稿紙に， M 

つて ゐる 間、 若く は畫 架に 面して パ レ ットを 持つ 間 は、 比較的 純潔な 懷を 抱いて、 無我 無慾に 當 面の 仕事 

を 運んで 行く ので ある。 此 自己に 忠 實な氣 分と、 全 精神 を 傾けて 自己 を 表現し 盡 さなければ 己まない とい 

ふ眞 面目な 努力と 勇氣 とさう して 決心が 普通の 藝術 家に も 具った 德 なので ある。 さう して 本當 S 藝術 家」 
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なれば なる 程 此德が 濃く 強く 自己の 內 生活 を 彩 どるので ある。 だから 藝術 家た るべき 資格 は、 自ら 進んで 

徹底的に 己れ を 表現し やうと する 壯 快な 苦しみに 存す るので、 吐く もの を 吐き出して 仕舞つ て 始めて 出來 

上った 作物の 善悪で 極る ので はない ので ある。 何故かと 聞かれ、 ば、 全 精神 を 打ち込んで 仕事 を 遣れば 遣 

る 程 痛快 だからと 答へ る 外に 仕方がない。 强く 深く 生きた 自覺が 起る からと 說 明しても 同じ 事で ある。 が、 

煎 すれば 必竟 自己 特有の 精神 狀 態で、 他の 評價を 待って 始めて 達し 得られる やうな 餘 所々々 しい 反應 作用 

ではない ので ある。 余の 謠の 先生 は、 自^ 公言す る 如く 大分 臆病な 人らしいが、 舞臺 でなら どんな 地震で 

も 怖く はありません と甞て 余に 告 ゆた 事が ある。 此人は 又舞臺 にあろ 間 はたと ひ 見物が 笑 はう が騷 がう が 

些とも 邪魔に ならない、 あそこへ 出た が 最後 觀客 など はてんで 頭に 這 入って くる 隙が ありません からと 余 

に 話した。 

是が 藝術氣 質の 當體 である。 不幸に して 神聖に 生れなかった 我々 は 朝から 晚迄此 當體を 把持して るる 譯 

に 狩かない。 それで 勇猛 精進の 熱が 退めて、 述作に 結末が 付く や 否や、 待ち兼ねて ゐた 名譽心 やら 利害 心 

やら、 自分で 自分の 腕 を 疑 ふ 不安 やら、 他人の 評判 を 聞いて 此 不安に 氣 休めの 落 付を與 へたい と 願 ふ淺ま 

しい 空賴 みやらが、 人り 替り 立ち 替り 胸のう ち を 攪き亂 すので ある。 けれども 要するに 夫 は 一段落 付いた 

後から 来る 複雜な 波動に 過ぎない。 此 等の 波動 を 認めて、 藝 術を產 する 本來の 刺戟と 思 ふの は 本末 を顚倒 

した 門外漢の 觀察 だと 断言しても 間違 はない 積で ある。 其 證據に は、 丸で 人に 見せる 科簡 もな く、 又 褒め 

られる 目的 もない のに、 單 純な 藝術的 感興に 驅られ て 述作 を 試みなくて は 居られなくなる 場合が、 我々 の 

生涯 中に 屡 起って 来る ではない か。 

文展の 審査と か 及落と かいふ 言葉に 重大な 意味 を 持たせる の は 必竟此 本末 を顚 倒した 癎違 ひから 起る の 

である。 世間 は 知らない 領分の 事 だから 已を 得ない としても、 藝術家 自身が 同じ 癎違ひ をして 騷 ぐなら、 


神聖な 神輿 を ことさらに 山から 擔ぎ 下ろして、 泥 を 塗りに 町の 中 を 引き摺る やうな ものである。 不見識 は 

云 はすと も 知れ 切って ゐる。 極端な 場合に は 其 理知の 程度 さへ 疑 ひたくなる。 

三 

文展が 今日の 樣に 世間から 騷 がれ 出した の は、 當局 者の 勢力に 因る のか、 それとも 審査員の 威望に 基づ 

くの か、 又は 新聞紙の 提灯 持に 歸着 する のか、 自分 はま だ 篤と 其邊を 研究して ゐな いので 何とも 云 ひかね 

るが、 鬼に 角 斯う 八 釜し ぃ機關 にして 仕舞 はれる 以上 は、 藝術家 も 自家 本來の 立場 を 新たに 考へ 直して、 

文 展に對 する 態度 をし かと 極める 必要が ある だら うと 思 ふ。 單に藝 術 家の みで はない、 一般の 社會 も亦廣 

ぃ藝 術と 狹ぃ文 展の關 係 を、 大體の 上で 呑み込んで 置かない と、 善意に 藝術を 誤 まり、 かねて 自己 を 誤 ま 

る譯 になる 丈で ある。 現に 今度 文展に 落第した ため、 妻 君から 離綠を 請求され た晝 家が あると いふ 話を此 

間 聞かされた。 嘘 かも 知れない。 噓 にせよ、 これ 程に 藝術を 侮辱した 噓を 孕ませた 文展 は、 旣に 法外な 暴 

威 を 挾 はさんで、 閒 接ながら 畫家 彫刻家 を威壓 して ゐ ると 見ても 宜 からう。 實際 近頃の 樣に 文展の 及落が 

彼等 間の 大 問題になる 以上 は、 ゆく く は、 御上の 御 服 鏡に 叶って 仕 合せよ く 入選した 作品で なければ 畫 

として 社會 から 取扱 はれなくなる。 それ を 描き 上け た 作家で なければ 叉畫 家と して 世間に 立つ ことが 出來 

ない 樣 になる だら う。 藝術家 をして 本末 を顚 倒して、 天の 命す る 儘に 第一義の 活動 を忠實 に盡 さしめ る 代 

りに、 ひたすら 審査員の 評價ゃ 俗衆の 氣受を 目安に 置きたがる 影の 薄い 飢えた 作品 を 陳列せ しむる 樣 にな 

つて は， 藝 術の ため 由々 しき 大事で ある。 自分 は 作家と 社會 公衆に 向って 此際藝 術の 根 本義 を 協定したい 

と 思 ふの みならす、 かねて 當局 者と 審査員に 向って、 斯道に 於る 自力 他力 ニ宗の 影響 を 鄭重に 商量 せんこ 

とも 希望す るので ある。 
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藝術は 自己の 表現に 始まって 自己の 表現に 終る。 —— 是は 自分の 當 初に 道破した 主張で、 かねて 眞 正な 

る 凡ての 藝術 家の 第一義と する 所でなければ ならない と 思 ふ。 努力の 終結 後に 來る其 他の もの は、 述作の 

白熱が 放散す ると 共に 起る 不純なる 副産物と 見れば 差 支ない。 是も 前に 云った 通りで あるが、 此 等の 濁つ 

た副產 物のう ちで、 比較的 淸淨 なの は、 具眼 者の 品評 を 念頭に 掛けたがる 顧慮の 心的 狀態 である。 旣に顧 

慮の 狀 態と 云へば、 自づ から 信念の 缺乏を 意味す るの だから 其點に 於て、 一 種の 果敢な さを喑 示して ゐる 

かも 知れない。 實際 我々 は 事 實の此 半面 を拈定 する 每に、 必す 自己の 弱い 影 を 憐れみた くなる ので ある。 

此 弱い 影 は、 我々 が 述作に 魂 を 打ち込んで、 强烈 無双に 充實 した 活動 を、 遠慮 會釋 もな く 生き 終せ た 反 

動と して、 俄然と して 其 後から 我々 を 襲 ふので ある。 さう して 先の 强者を 嘲け る 如き ロ氣を 以て、 自己 を 

弱者と 告白し ろと 逼 るので ある。 程度に 差 こそ あれ、 此心狀 の 推移 は、 寒暑の 往来の 如く 必す 我々 の經過 

すべき 順序の やうに なって ゐる。 藝術 本来の 面目から 云へば、 殆 んど齒 する に 堪えない 此 不安の 狀態. か、 

運命の 使者の 如く、 必 すわが 眼前に 幽靈の 如く 現 はれる とすれば、 此狀 態に 確と した 區 切り を 付けて 吳れ 

る 具眼 者の 批判 は、 第二義に 於て 藝術 家に 必要で あるか も 知れない。 文展の 審査員 は 政府と いふ 要らざる 

後 循を脊 負 ふ點に 於て 不都合で は あるが、 此 始末 をして 吳れる 道具と して、 一般の 藝術家 (ことに 靑年藝 

術 家) に 取って 有益に ならない と は 限らない。 自分 は此 第一 一義に 於て 審査に 贊 成しても 好い。 然し 其 前に、 

何う して、 自己に 始 つて 自己に 終るべき 害の 藝 術に、 他人の 批評が 必要に なって くる かも 心理的に 今少し 

立ち入って 吟味して 見たい。 言葉 を 換えて 云へば、 何故 藝術 家に 此 意味の 墮 落が 付け 纏 ふか を、 心 狀の推 

移を迹 づけながら 說 明し やうと 云 ふので ある。 


邵靑 門と いふ 人が、 自分の 室に 閉ぢ 籠って 構想に 耽る ときの 有 樣を敍 して T 兩頰 赤を發 し、 喉 間洛々 聲 

あるに 至る」 と 云って ゐる。 大いに 苦しい 樣だ とも 云って るる。 然し 都合よ く 何物 を か 柿 まへ た ときには、 

大喜びで、 「衣 を牽き 床を遶 つて 狂 呼す」 とも 云って るる。 自分 は 小 供の 時分から 此 所の 文 聿を讀 んで噓 と 

は 思はなかった。 

この 興奮した 狀 態が 取 も 直さす 製作 熱の 高潮に 達した 光景で ある。 此 光景 を 遺漏なく 活演 する 藝術 家の 

前に、 家 も 國家も 存在す る 箸がない。 是非 も 得失 も 付着す る譯 がない。 毀譽 とい ふの も 褒貶と いふの も悉 

く 知らぬ 國の 言葉に 過ぎない。 佛來れ ば佛を 殺し、 祖來れ ば祖を 殺す とい ふの は 正に 此 時の 氣慨 である。 

1 言に して 評すれば、 製作 熱に 驅られ た 藝術家 は、 當 面の 所作 以外に 何物 を も 認めぬ とい ふ 意味で、 殆ん 

ど 絕對の 境に 入った ものである。 

. 其 絕對鄉 が破壞 される と共に、 彼 は 普通の 里に 歸 つて 來 なければ ならない。 さう して 酒から 酲 めた 人の 

眼と、 夢から 飛び起きた 人の 驚きと、 熱の 退いた 人の けろ りと した 顔 付 を 以て、 つい 今 先き の 自分 を不思 

議さ うに 眺めなければ ならない。 不思議 さう に 眺めなければ ならない 程、 同じで あるべき 箸の 自分が、 後 

先で 別人の 樣に違 ふので ある。 藝術 熱の 去った 後の 藝術家 は、 隣り の 甲、 筋 向 ふの 乙と 擇む 所の ない 普通 

の 人に 成り 下って 仕舞 ふので ある。 しばらく 第 一 の 境界 を絕對 とすれば 第一 一の 狀態は 平凡 を 極めた 相對で 

ある。 彼等 は此 平凡なる 心 狀に墮 落して 後、 始めて 自分 對社會 の 關係を 意識す るので ある。 さう して 彼等 

の 人格に 相應な 手段 を盡 して、 單 なる 利害 問題から、 自己の 藝術的 製作に、 世間 的 價値を 付け やうと 試み 

るので ある。 一般の 藝術 家に 共通なる 此俗 慾に 媚びる 意味から 見ても、 文展の 審査 は已を 得ない かも 知れ 

な i 

けれども 是は當 初から 自分の 問題ではなかった ので ある。 自分 はもう 少し 世間離れ のした 上品な 意味で、 

三 二 五 


一 ミー 穴 

何故 藝術 熱の 去った 後の 彼等に、 具眼 者の 批判が 必要で あるか を 物語る 積であった ので ある。 此 義務 を果 

す爲に は、 彼等の 熱に 壟 はれた 時と、 其 熱の 冷め か、 つた 時と を、 前の 樣に 一 般 的にば かり 比較し ないで、 

特に 彼等 自身の 製作に 閼聯 して、 其 差違 を發 見す るの が 一 番胖り 易いだら うと 思 ふ。 

白熱 度に 製作 活動の 熾烈な 時には、 自分 は卽ち 作物で、 作物 は卽ち 自分で ある。 從 つて 二つの もの は 全 

くの 同體 に過ぎない。 然し 其 活動が 終結 を告 ゆると 共に、 作物 は 作物、 自分 は 自分と はっきり 分れて 来る 0 

外の 1 百 葉で 云 ひ 現 はすと、 此時 自分 は 始めて 一 歩 作物から 遠 返く ので ある。 始めて 作物に 對 して 客 觀的態 

度が 取れる やうになる ので ある。 要するに 始めて 一 步 でも 他人ら しく なれる ので ある。 旣に 他人と して、 

幾分で も わが 製作に 對 する 批判が 起る 以上 は、 しかも 其 批判が わが 製作の 存在 上 必要で ある 以上 は、 自己 

對 製作なる 彼我の 閼係 を、 (己れ の 信す る) 具眼 者對 製作の 閼 係に 擴大す るの は已を 得ざる 自然の 順序で あ 

る o 

其 上 彼等 は 時日 を經れ ば經る 程、 己れ の 製作に 對 して 他人ら しく 振舞 ひ 得る とい ふ 事實を 承認す る もの 

である。 己れ の 製作に 對 して 他人ら しく 振舞 はれる とい ふの は、 時日の 間隔と 共に、 わが 製作の 上に 加 ふ 

る わが 批判が、 漸次 最 貭の私 を 離れて 公平に 傾く の 謂に 外なら ない。 從 つて 今日の 自己 は咋 日の 私 を 恥ぢ， 

昨日の 自己 は 又 一昨日の 私 を恥づ ると いふ 論理から、 いつその 事、 全くの 他人に わが 製作 を處 分す る全權 

を 委任して、 當 初から 安必 しゃう とする ので ある。 丁度 醫を 業と する ものが、 親子 兄弟の 病に、 自ら 脈 を 

取る の危 險を囘 避す るのと 一般の 心理で ある。 余は此 意味に 於て、 墮 落と は 知りながら、 具眼 者の 批判に 

信糗 する 藝術 家の 心事 を諒 とする。 さう して 具眼 者と して 期待され つ 、ある 文展の 審査員 諸氏に 向って、 

たと ひ 一 人たり とも 助かるべき 笞の藝 術 的 生命 を、 自己の 粗忽と 放 慢と沒 鑑識と によって 殺さ ざらん 事 を 

切望して 已ま ぬので ある。 


自分の 言 說に は、 鬼 角 個人主義の 立場から 物 を觀る 傾向が 多い。 是は 自由 を 愛する 自分の 天性から 來る 

ので も あらう が、 一 つに は 又 理論の 承認 を 得た 主義と して、 喑に 己れ の 立脚地 を此 所に 定めて るるからで 

も あらう。 自分 は 何時か 此 問題 を もっと 深く 考 へて さう しても つと 明らかに 語りたい と 思って るる。 さう 

して 自分が 如何に 權 威の 局所 集中 を 忌む か を も 明らかに 語りたい。 同時に 衆 を 賴んで 事 を 仕ようと ばかり 

褂る 所謂 モッブなる もの、 勢力の、 如何に 恐るべく、 憎むべく * 且つ 輕 蔑に 値すべき か を も 最も 明らかに 

語りたい。 然し それ は藝術 以外に も 直り 得る 大きな 問題で ある。 此 所では 取扱 ふ餘 地がない。 自分が 單に 

個人た る藝術 家の 心理 を說 明して、 社會の 方から 見た 藝術家 や、 批評家 及び 鑑賞 家の 方から 觀 察した 藝術 

家に 論じ 及ばない の を、 片寄った 態度と 思 ひ 違へ る 人が あるか も 知れない から 一 寸斷 つて 置く ので ある。 

自分 は今斷 つて ゐる 通り、 旣に 孕まれた る 製作 を、 勢 一杯に 産み出す 底の 個人と して 藝術家 を 研究した 

ので ある。 さう して 此 個人と しての 藝術 家に 具眼 者の 批評が 必要で ある 事 を 許した ので ある。 從 つて 行掛 

り 上 彼のた めに 、「如何なる か是 具眼 者」 の 意味 を解釋 して 讀 者に 通じなければ ならない。 

自己から 見て、 具眼の 批評家と いふの は、 自己の 製作が 遣憾 なく 鑑賞 出來る 人より 外に あるべき 笞 がな 

い。 それ を もっと 露骨な 言葉で 現 はすと、 自己が 取 も 直さす 自己の 製作に 對 する 最良 最善の 批評家で ある 

と 云 ふに 過ぎない。 た》 自己 は 自己に 對 して 不公平に 篤く 同情し 過ぎる 掛 念が あるから、 厭々 ながら 評價 

の權 利. を 他人に 托する ので ある。 だから、 此 他人 は 自己と 最も 密 切に 嗜好 上の 氣 脈が 通じて ゐ なくて はな 

ら ない。 從 つて、 もし 同派 同流の 名の 下に、 類 を 以て 集まり 得る 樣 な，、 通俗な 人閒の 一 員と して、 藝術家 

が 存在す るなら ば、 其 藝術家 は、 毫も 評 家に 不自由 を 感じない 譯 である。 然し それ を 裏から 見る と、 自分 
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は 何 流 並 何 派 並の 凡庸な 藝術家 だから、 自分 を 鑑賞したり 批評した りして 吳れる 具眼 者に 困らない と 誇る 

や 5 な もので、 誇る の はやが て 卑しむ 所以になる。 余 は 初めから 個人と しての 藝術を 論じて るるので ある n 

さう して 藝術は 自己の 表現に 始 つて 自己の 表現に 終る と 云 ふので ある。 取 も 直さす、 「特色 ある 己れ」 を忠 

實に^ 揮す る藝 術に 就ての み 余 は 思索 を 費やして 來 たので ある。 圑體が 瓦解して 個人 丈が 存在し、 流派が 

破壞 されて 個性 丈が 輝 やく 時期に 卽 して、 藝術を 云々 する のが 余の 目的で ある。 それでなければ、 我々 の 

美的 經驗 は、 同じ 印象 を 永劫に 繰り返す 丈で、 變化 のない もの を餘り 多く 詰め込む ために、 始終 嘔氣に 煩 

はされ ながら、 腹の 中 は 常に 飢渴 を訴 へ なければ ならな い。 

斯う 觀 察して 來 ると、 必然の 結果と して、 所謂 具眼 者と いふ 意味 も 自然 明瞭に 讀 者の 頭に 浮んで 來 はせ 

まい かと 思 ふ。 余の 持論に 從 へば、 今の 世 は 個人主義の 世で ある。 少く とも 個人主義に 傾きつ 、發, する 

のが 文明の 大勢で ある。 さう 云 ふ 社會に 生れて、 友達 を 作る のに 自分と 氣 質の 同じ やうな 者ば かりとい ふ 

摞準 では、 交際の 出 來る笞 がない 如く、 個性 を發 揮すべき 藝術を 批評す るのに、 自分の 圈內 に跼蹐 して、 

同 臭 同氣の ものば かり 撰擇 するとい ふ 精神で は 審査な どの 出来る 道理がない。 具眼 者なら ば、 己れ に 似寄 

つた もの、 代りに、 己れ に 遠き もの、 己れ に 反した もの、 少なくとも 己れ 以外の 天地 を 開拓して ゐる もの 

に 意 を 注いで、 貧弱なる 自己の 趣味 性に 刺戟 を與 へ、 爛熟せ る 自己の 藝術觀 を啓發 すべきで ある。 約言す 

れば、 同類 相 求む るの 舊態 を棄 つると 共に、 異類 相援 くるの 新 胸懷を 開いて 批判 S 席に 坐る のが、 刻下の 

時勢に 順應 した 具眼 者に 外なら ない ので ある。 

余 は 述作に 從事 する 人間で は あるが、 時間が 許さない ので、 遣憾 ながら 平生は 寄贈の 雜 誌に 載ろ 小説 類 

を 悉く 通讀 する 暇がない。 けれども 年に 三 四 度 は、 義務と しても 屹度 それら を 頭から 仕舞 迄讀み 通す G さ 

うして 讀み 通す 毎に、 いまだ 存在 を 認められない 無名の 作家から、 思 はぬ 利 盆 を 受けた 事 を 感謝し なかつ 


た 試がない。 他人 は 自分より 夫 程 面白い 方面の 經驗と 觀察を 有って ゐ るので ある。 畫も 彫别も 冕樣 では 同 

じだら うと 田-いふ o 

文 展六囘 の 審査に 及第した， 作品が、 千遍 一律の 杓子定規で 場内に 陳列の 榮を 得た ものと は、 た》 瞥^し 

た 丈で も、 考 へられな いが、 あすこに 出て ゐる 以外に、 どんな 個性 を發禪 した 作品が あつたか は 不幸に し 

てま だ鮮诀 されない 問題で ある。 余 は 審杏員 諸君の 眼識に 信 を 置く と共に、 落第の 名譽を 得た る 藝術家 諸 

氏が、 文 展の向 ふ を 張って、 サロン、 デ、 ル フユ ー ゼを 一 日 も 早く 公開 せん 事 を 希望す るので ある。 同時 

に 個人の 圑體 から 成る ヒ ュ 1* サン 會の 如き 健 氣な會 が、 文 展と倂 行して 續々 崛 起せん 事 を 希望す るので あ 

る Q 

「文 展と藝 術」 とい ふ 標題の 下に、 余の 述 ぶべき 事 は 略述べ 盡 した。 然し 是 では 餘り 理窟 張り 過ぎる か 

ら、 自分が 門外漢と して 文 展を觀 た 時の 感想 を、 實 際の 繪畫に 就て、 一 囘か 一 ー囘 書かう と 思 ふ。 云 は W 餘 

興と か 景物と かいふ 位の ものである。 

六 

我々 の 趣味のう ちで 最も 平等に 又 最も 圓满 に、 殆んど 誰彼の 區別 なく 發 達して ゐる もの は、 恐らく 異性 

に對 する 美醜の 判斷 だら う。 

自分 は此間 一 人で 斯う 考 へて 一 寸 可笑しく なった。 が、 滑稽 じみた 其 時の 感じ は诀 して わが 観察の 眞實 

を 弱める に は 足りなかった。 と、 いふの は、 繪 なり 彫刻な り音樂 なり、 所謂 藝 術と 名 けらる ゝ， f の、 鑑賞 

ラ**  ま-つ 

力に は、 個人々々 で隨 分な 差等が あり、 又 相 應な眼 を 有ち 耳 を 有つ 人で も、 ある 場合に は、 巧い のか 扭ぃ 

めか、 殆んど 頭 を 纏めて か、 る 印象に すら 困る のに、 問題が 婦人の 容貌に なると、 誰でも 好き 嫌が 直下に 
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極って 仕舞 ふからで ある。 此點 になる と. 我々 は 實に天 品の 鑑賞 家で、 一 切 時 一 切 所に ふつり と斷 じて 少し 

も 迷 はない。 我々 は 未だ 甞て 朋友の 一 人から、 あの 女の 顔に 惚れ やう か 惚れまい か、 何う した もの だら う、 

とい ふ 相談 を 受けた 例がない。 それの みか、 如何に 傍の ものが 非難 を 加 へ て も、 一 度 好きだ と^ひ 込んだ 

ら 決して 動かない。 實に 羨ましい 信念 を 有って ゐる。 だから 異性の 美醜に 對 する 批判に かけて は、 昔から 

素人 黑 人の 區別を 設ける 必要 もな く、 各々 自己 特有の 標準です ばりく と 好き 嫌 を 定める 丈で、 人 も 怪し 

ます、 自分 も 疑 はすに 今日 迄來 たので ある。 

此位直 覺の鋭 どく 働ら く 女の 眼 鼻で すら、 差 向 ひの 時 満更と も 思 はない もの を、 大勢の 中に 放して、 居 

竝んだ 一 人と して、 改めて 眺めて 見る と、 氣の 毒な 程 引き立た なくなる。 澤 山の 綺麗な 美人が、 人の 注意 

を惹 くた めに、 装 を 凝らして 秋波 を 送る と 同じ 傾の ある 展覽會 を、 自分の 樣な 鈍感な ものが、 群集に 紛れ 

て 素通りに 通り^けた 所で、 鮮 かに 纏った 印象が 殘 らう 害がない。 それ を 心得顔に 何とか 云ったら、 後 か 

ら： えた 噓 になる。 噓 にならない 程度で 感じた 通り を 書けば、 頗る 貧しい ものが 出來 上る。 自分 は 繪ゃ彫 

刻 を 評する 前に、 自分が 是 等の 藝 術に 對 して、 女の 顏を 鑑賞す る 程の 明らかな 直覺を 有って ゐな いの を 深 

く恥づ るので ある。 

實際其 日 は 非常の 混雜 であった。 自分 も 自分の 友人 も 長く は 一 つ 製作の 前に 佇す む 事 を 許されなかった。 

自分 等 は 人の 波に 揉まれながら 部屋から 部屋へ と 移って 行った。 凡ての 感想 は此 せわしない 動徭の 中に、 

問め いたり 消えたり して、 雜沓の 間 を 縫 ひ 廻った ので ある。 

會場を 這 入って すぐ 右に ある 廣ぃ 室を覼 くと、 大きな 晝 ばかり 竝ん でるた。 其 中に 「南海の 竹」 と 題し 

た 金屏風が あった。 南海 か 東海 か は 固より 自分の 關係 する 所ではないが、 其惡 毒い 彩色 は 少なから す 自分 

の 神經を 刺戟した。 竹と いひ 筍と いひ、 筍の 皮と いひ、 悉く 一 種の 田 臭 を 放って、 觀る 者を惱 ませて るる 


やうに 思 はれた。 自分 は此 閒表慶 館で、 猫 兒と雀 を あしらった 稚 邦の 竹 を 見た。 此 むら だらけに 御白 粉 を 

濃く 塗った 田舍 女の 顔に 比較すべき 竹の 前に 立った 時、 自分 は 思 はす 好い 對照 として すっきりと 氣品 高く 

出來 上った 雅 邦の それ を 思 ひ 出した。 此 竹の 向 側に は琉珑 の王樣 がるた。 其 侍女 は數 からい ふと 五六 人 も 

あったら うが、 何れも 御さん どんであった。 其 潢には 春の 山と 春の 水が、 非常に 大きく 寫 されて ゐた。 自 

分 は 其 大きさに 感心した。 

次の 室に は 綺麗な 牡丹が あった。 御 公卿 樣が 大勢る た。 三國 誌の 插畫 にある やうな 男 も 一 一人ば かり ゐた 0 

それから 白樂 天と 鳥 巢和尙 が 問答 をして ゐた。 

其 次の 室の 入口に 近い 所で 「平 遠」 とい ふのに 出會 つた。 芭蕉が あって、 鷂がゐ て、 丸窓の 中に 赤い 着 

物 を 着た 人が ゐた。 さう して 遠くの 方の 樹ゃ 土手 や 水が、 如何にも あっさりと 遠くに 見えた。 自分 は是が 

欲しい と 思った。 目錄を 調べる と、 田 近 忭 邨と いふ 人の 描いた もので、 價は五 百 圓と斷 つてあった。 夫で 

買 ふの は已 めた。 此隣 りに 「火 牛」 が 居た。 名前 は 火 牛 だけれ ども、 實は 水牛で ある。 もし 水牛で なけれ 

ば 河馬で ある。 實に 恐るべく 驚ろ くべき 動物で ある。 その ある もの は 鼻 を 逆さまに して 變な 表情 を 逞し- フ 

して ゐた。 向 ふ 側に は 烏と 鷺が 松の木に 留 つて ゐた。 尤も 鷺の ある もの は 飛んで ゐた。 然し 兩方 とも 生活 

に 疲れて ゐた。 さう して 羽根の 色が 好くなかった。 曲り角に は 大きな 眞黑な 松が 生へ てるた。 此 松に は 風 

も 滅多に 觸る 事が 出來 ない。 蟬杯 はとても く 寄り付け た譯の もので はない。 

よ い  は す 

第五 室に 入ったら、 山水の 景色が 撗に 長く 續 いて ゐる 途中から 拳骨の 樣な 白い ものが 斜に 突き出して ゐ 

た。 友人が あれ は 雲で せう かと 聞いた。 自分 はもし 夫が 雲で ない としたら 何 だら うと 考 へて 見た が、 遂に 
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想像 も 及ばなかった。 其 隣り に 栗鼠が 葡萄の 幹 を 渡って るた。 此 栗鼠の 眼 は 甚だ 複雜 である。 下り やうと 

して 居る でもな く、 留まらう として 居る でもな く、 左う かと 云って >  何を考 へて ゐる でもない が、 決して 

唯の 眼で はない。 自分 は此 眼の 表情 を  一 口で 云 ひ 終せ た 人に 一 一等賞 を捧 けたい。 次に は 木の 股に 鳥が 澤山 

るた。 P 心な 事に いづれ も 鳥ら しい 樣子 をして ゐた。 次に は 象が ゐて、 見 付が あって、 富士山が あった。 

山 王 祭の 繪 ださう である。 それから 屏風に 稻の穗 がー 面に 描いて あった。 此稻の 穗の數 を 知って ゐる もの 

は 天下に 一 人 も あるまい と 思った。 

六 室 は 面白かった。 先づ 第一 に 天孫の 降臨が あった。 天孫 丈あって 大變幅 を 取って ゐた。 出來 得べ くん 

ば、 淺 草の 花屋敷 か 谷 中の 圍子 坂へ 降臨 させたい と 思った。 筋 向 ふに も 昔の 男が 四 五 人 立って るた。 この 

方が 餘程 人間に 近かった。 「甲 ふたる 馬」 とい ふの は、 とても 乘れる 馬で はない から 引っ張って ゐ るの だ 

らうが、 引っ張って ゐる所 を 見る 丈で 好い ので ある。 此馬は 紙 を 切って 張り付け たと 同じ 恰好で、 三角形 

の 趣 を 具へ た 上へ、 思 ひ 切った 色彩 を 施した、 奇拔な ものである。 乘れ なくても 飾って 置けば 宜しい。 馬 

の 主 は 素 明君であった。 素 明君の 通り を橫 丁へ 出る と >  大きな 松に 蔦が 絡んで、 熊笹の 澤山 茂った、 美く 

しい 感じの する 所が 平 田 松 堂 君の 地面であった。 自分 は 友人と 第 七 室に 人った。 

忽ち 大きな 桐の 葉 を 白い 雨が 凄まじく 叩いて るる 大膽な 光景 を 見た。 其 陰に 雀が ざう く 一  列に 竝んで 

雨 を 避けて ゐる。 但し 飛んで ゐ るの も ある。 然し 飛んで ゐ るの は雀ぢ やなから う、 大方 雀の 紋だ らうと 云 

ふ 人 もあった。 自分 は 明治の 書生 廣江霞 舟 君が 桃 山 式の 向 ふ を 張って 描き 上け たやうな 此 「白い 雨」 を愉 

快に 眺めた。 其 隣に ある 「鵜 船」 も 亦 頗る 振った ものである。 船が 平 氣な顔 をして 上下 一 列に 竝んで ゐる。 

煉瓦 を 積んだ やうな 波が 其 間 を 埋めて ゐる。 塀の 中に 船 を 詰め込んで、 撗 から 眺めたら 此位雅 に 見える か 

も 知れない。 


次の 室の 一 番 初めに は 一 一枚 折の 屛風 があった。 其屛風 はべた 一 面 枝 だらけで、 枝 は 又べ た 一 面 鳥 だらけ 

であった。 夫が 面白かった。 そこ を 少し 行く と美く しい 女が 澤山ゐ た。 其 女 は みんな 德川 時代の 女らし か 

つた。 さう して 池 田蕉圍 とい ふ 明治の 女に よつ 丁 描かれた 事 を 申し 合せた 樣に 満足して るるら しく 冕え た o 

其 前に は 天女が 飛 田 周 山 君の ために 彼女 一 代の 歴史 を潢に 長く 開展 してる る。 彼女の 歴史 は 花やかと 云 は 

ん より は 寧ろ 寂び てゐ た。 彼女の 左右 前後に ある 草 や 木 や 水 は 鮮やかに 且つ^く 染められて ゐた。 さう し 

て 至極 眞 面目に 裏表な く榮 へたり 枯れたり した。 此 天女の 一 軒 置いて 隣り に は、 尾 竹 a 觀先 生が しゃも を 

蹴 合 はせ てゐ た。 先生 は 新聞に 堂々 と 署名して、 文 展の繪 を 頭 ごな しに 誰彼の 容赦な く攻擊 する 人で ある。 

自分 は 先生の 男らしい 此 態度に 感服す る ものである。 だから 先生の しゃもに 對 しても 出來 得る 限りの 敬意 

を 表したい 考 である o 

第 九 室に 入って 不可思議な もの を 見た。 何でも 水の 上に 船が 浮いて ゐて、 空から 雪の やうな ものが、 ，ォ 

ッボッ 落ちて 來 る所ぢ やない かと 思 ふ。 題に は r 豐兆」 とあった。 題 も 謎に なって るるの だら う、 今 村 紫 

紅 君の 「近 江 八景」 も此 所に 竝ん でるた。 是は 大正の 近 江 八景と して 後世に 傳 はるか どうか は 疑問で ある 

が、 鬼に 角是 迄の 近 江 八景で はない 樣 である。 だから 人が 珍ら しがる の だら う。 が、 それ は 彼で もない 此 

でもない が 嵩 じて 後の 事と 思 はなければ ならない。 狩 野に も四條 にも 乃至 美術 院派 にも 煩 はされ ない、 全 

く 初、 ひの 鑑賞 家 を 伴れ て來 て、 昔の 八景と 此 八景と 何方が 好い と 聞いたら、 其 男 は 存外 昔の 方を擇 むか も 

知れない。 自分 は 今 村 君の 苦心と 努力 を 尊敬す るから 特に 斯うい ふ 要らざる 皮肉 を 云 ふので ある。 色彩の 

點 になる と 甚だ 新ら しい 樣 では あるが 何だか 自分の 性に 合 はない。 
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木 島 櫻 吞氏は 去年 澤山 s 鹿 を竝べ て 一 一等賞 を 取った 人で ある。 あの 鹿 は 色と いひ 眼 付と いひ、 今 思 ひ 出 

しても 氣 持の 惡 くなる 鹿で ある。 今年の 「寒月」 も 不愉快な 點に 於て は诀 して あの 鹿に 劣るまい と 思 ふ。 

屛 風に 月と 竹と 夫から 狐 だか 何だか 動物が 一 匹る る。 其 月 は 寒いで せう と 云って るる？ 竹 は 夜で せう と 云 

つて ゐる。 所 か 動物 はいへ 晝 間です と 答へ てるる。 鬼に 角屛 風に する よりも 寫眞屋 の 背景に した 方が 適當 

な繪 である。 

a  さるすべり 

次の 室で 感じの 好い 枇杷 だの 百日紅 だの を 見た 後、 とうく 審査員 連の 顔を竝 ベて ゐる第 十一 一室に 出た。 

すると 其 所に 茄子の 葉 を 丁寧に 几帳面に 且つの ベたら に 描いた 屛風 があった。 自分 は 其 前に 立って、 是は 

何の 趣意 だら うと 考 へた。 尤も 茄子 其 物は捥 つて 漬物に しても 恥 かしくな いやうな 好い 色 をして ゐ たに は 

違ない。 今尾景 年 君の 鯉 も 其 近所に 躍って ゐた。 鯉 は 食 ふの も 見る の も餘り 好かない 自分で ある。 ことに 

此 躍り 方に 至って は 甚だ 好かない ので ある。 それで 山 本 春 擧君は 鯉の 代りに 鮎の 泳いで ゐる所 を 描い 一し 呉 

れた。 或 程 鮎 は 正しく 泳いで ゐる。 其 上 岩 も 水 も 大袈裟に 惜氣 なく 描か. れてゐ る。 けれども 斯う 大きく 描 

く 興味 は何處 から 出て 來 たの だら う。 商店で 賴 まれた 廣 告繪ぢ やないで せう かと 友人 は 自分に 語った。 

廣業 大觀ー 一氏 は兩 方と も潇湘 八景 を 見せて るた。 一 一人が 隣り合せ に 同じ 八景 を竝べ てるる の は、 八景 好 

いやと いふ 洒落の 樣 にも 見える。 が 實際兩 方 を觀て 行く と、 丸で 比較に も 何にも ならない 無關 係の 畫 であ 

つた。 廣 業^の は 細い 筆で 念入りに 眞 面目に 描いて あった。 ことに 洞 庭の 名月と いふのに は、 細かい 鱗の 

樣 な^^ 根限り 竝べ盡 して 仕舞った。 此 子供の 樣な 大人の する 丹念 さが、 君の 繪に 一種 重厚の 氣を 添へ て 

ゐる。 自分 は 先刻 茄子の 葉 を 見て、 多少 御 苦 勞の樣 な 感じ を 起した。 然し 此 波に 對 したと き は、 善く 倦ま 

すに 是 丈の 結果 を畫 面に 與 へられた もの だと 敬服した。 實際此 波 は 馬鹿 氣て 器械 的に 描かれて ゐ ながら、 

眼界 を 非常に 大きく する 效杲を 有って ゐる。 夫 だから 子供の やうに 働ら きのない 仕事で ありながら、 遂に 


責 重な 努力に なり 終せ るので ある。 尤も それが 色彩と 相 待って 始めて 達し 得られた 結果で ある 事 は 云 ふ 迄 

もな I 

自分 は廣業 君の 波 を 賞め た。 けれども 斯うい ふ 意味 を帶 びた 仕事 は、 支那 人が 旣に 遣って ゐ やしない か 

とい ふ 疑が ある。 そこへ 行く と廣業 君の 畫は 大觀 君に 比べ て 個性が それ 程 著る しく 出て ゐ ないやう に 思 は 

れる。 歴史的に 畫を 研究した 事の ない 自分で は あるが、 大觀 君^ 八景 を 見る と、 此八景 はどうしても 明治 

の 畫家撗 山 大觀に 特有な 八景で あると いふ 感じが 出て 來る。 しかも それが 强 ひて 特色 を 出さう と 力めた 痕 

迹 なしに、 君の 藝術的 生活の 進化 發展 する 一 節と して、 自然に 生れた やうに 見える。 此間 表装 展覽會 の 時 

に觀た 君の 畫は、 皆 新ら しかった。 けれども 何 か 新ら しい もの を 描かなければ 申し 譯 がない と カ味拔 いた 

結 某、 やけに 喑 中に 飛躍して、 性情から 湧いて 出る 感興 もない のに 筆 を 下した と 思 はれる ものが 多かった 一 

此 八景 は あんな ものから 見る と活 きて るる。 撗 山大觀 君に なって ゐる。 それ を說 明す ると 暇が 要る が、 一 

言で， いふと 君の 繪に は氣の 利いた 樣な 間の 拔 けた 樣な趣 があって、 大變に 巧みな 手際 を 見せる と 同時に、 

變に 無粹な 無頓着な 所 も 具へ てるる。 君の 繪に 見る 脫 俗の 氣は 高士. 禪 僧の それと 違って、 もっと 平民 的に 

呑氣な ものである。 八景のう ちに ある 雁 は 丸で 揚 羽の 鶴の 樣に無 恰好で はない か。 さう して 夫が 平氣 でい 

くつで も 蚊の やうに 飛んで ゐる ではない か。 さう して 雪 だか 陸 だか 分らない 上の 方に 無雜 作に 竝ん でゐる 

ではない か。 仰向いて 夫 を 見て るる ものが、 又 如何にも 屈託が なさ さう ではない か。 同時に 雨に 濡れた 修 

竹の 樣ゃ 霧の 晴れ か、 つた 山 驛の景 色 杯 は、 如何にも 巧みな 筆 を 使って 手際 を 見せて ゐる ではない か。 I 

—好 嫌 は 別と して、 自分 は大觀 君の 畫に 就て 是 丈の 事が 云 ひたいの である。 舟に 乘 つて 月を觀 てるる 男が • 

厭に 反く り 返って、 我 こそ 月 を 觀てゐ ると 云 はぬ 許りの 妙な 感じ を 自分に 與へ た 事 も 序 だから 君に 告 けて 

置きた い。 
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自分 は 安田 靱彥 君の 「夢 殿」 とい ふ 人物 畫を觀 て 何とい ふ 感じ も 興らなかった。 自分の 友人 は 其 前に 立 

つて 面白くな いと 云 ふ 言葉 を 繰り返し てるた。 あとで 聞く と是は 大分 評判の 高い 作 ださう である。 聖德太 

子と かの 表情の、 飽く迄も 莊 重に 落 付いて ゐる うちに、 何處か 微笑の 影 を 含んだ 萌の 見える 所が 大變 能く 

出来 上って ゐ るの ださう である。 それ は 自分の 情緒に 觸れ ない 說明 であるから、 たと ひ肯 がった 所で、 「夢 

殿」 に對 する 愛執の 度を增 減す る譯に 行かない が、 序 だから、 自分が かねて 日本 古 來の佛 像 だの 佛畫 だの 

に 就いて 觀 察した 新ら しいと 思 ふ點を 参考に 述べたい。 

彫像で も畫 像で も宗敎 がかった 意味 を帶 びた 日本 支那の 作品に、 古来から 好男子の るな いのは 爭 ふべ か 

ら ざる 事 實の樣 に 思 はれる。 中に も 寒 山 拾得 だの 五百羅漢 だの 其 他 色々 六づ かしい 名の 付いた 仙人になる 

と、 男 振は甚 しく 振 はない。 我々 は 因習の 結果 其 所に 一 種の 仙氣が あると 認めて るるら しいが、 能く 考へ 

ると、 苟 くも 崇高と か超脫 とかい ふ 出世間的の 偉力 を 有した 精神 上の 德が、 殆んど 畸形と 評しても 然るべ 

き 下品な 容貌に よって 代表され 樣とは 決して 受取れ ない ので ある。 眼 付な り顏 だち なりが 陋 しく なれば な 

ろ 程、 外部に 現 はれた 人格 も 亦其陋 しい 眼 鼻 だち に 正比例した 下劣な 調子 を 反映し なければ ならない のが 

常識に 適った 見解で、 又 哲理に 戾ら ない 斷定 である。 して 見る と、 我々 が 平生 博物館 ゃ竇物 展覽會 で目擊 

する あの 異形の 怪物 は、 彼等が 骨董 的な 相貌 を 有すれば 有する だけ、 彼等の 偉大なる 精神 を 表現 せんとす 

る畫 家な り I 刻 家に 取って 不便 を與 へる 事になる。 そこに 氣が 付くべき 笞の藝 術 家が、 何 を 苦んで 此 不利 

盆な 地位に 陷 いれられながら、 依然として 平凡 を 奇怪の 方面に 超越した 變な頭 や 口ば かり 作って ゐ たか。 

是は 相當の 思索 を 費やして 解決して 然るべき 問題で ある。 た V 習慣と いった 丈で は 自分の 腑に 落ちない。 


自分の 考 によると、 希臉の 神の 像 は、 其 名前の 神で あるに 拘 はらす、 實は 悉く 人間の 像な ので ある。 も 

つと 適切に いふと、 希 膙人は 神 を 彼等 同等の 人間に 引き 下した 所 を 像に したので はなから うかと 思 ふので 

ある。 だから 彼等の 遺した 神 像 はみ な 立派で ある。 立派と いふの は 人間と して 立派な ので ある。 容貌と い 

ひ體 格と いひ、 悉く 人間と して 有し 得らる、 最高 度の 立派 さ を 示現して ゐる もの 許で ある。 從 つて 我々 は 

其 前に 立って， 神の 代表者た る 最も 完全な 人間 を 見る ので ある。 若く は 最も 完全な 人間 を 通じて 祌を 見る 

ので ある。 所が 日本の 佛像は 全く 反 對の遣 口に 出て ゐ る。 神 を 具體 化する ために、 神 を 人間の 程度 迄 引き 

下け た希腋 人に 反して、 我々 は 人間以上の 佛を、 人間の 眼 鼻み-紫 りて 存在 させ やうと 力めた ので ある。 だ 

から 眼と いひ 鼻と いひ、 大きい の 小い のと 云った 所で、 實 はほんの 借物に 過ぎない。 方便と して 眼 鼻 を 使 

ひこ そ すれ、 目的 は 夫 等の 奥に あろ 無形の 或 物で ある。 旣に眼 や 鼻 や 口が 取次 所であって、 代表者で ない 

以上 は、 容貌 其 ものが、 人 問ら しい 色氣 なり 慾氣 なり、 或は 勇氣 なり 思慮な り を、 人間の 程度で 現 はして 

るて は、 佛を 人間ら しくす るに は 都合が 好い かも 知れない が， 人 問 を佛 らしく する ために は 却って 邪魔に 

なる 丈で ある。 其 不純な 感じ を 頭から 拔き 去る 必要から、 彼等 は 人間離れ S- した 不可思議な 容貌 を 骨董の 

如く わざと 具へ てゐ るので はなから うか C  . 

で は此 奇怪な 容貌 を 通じて 佛の 魂が 何う し て 輝き 得 る か。 それが 藝術 家の 靈 腕と い ふ s だら う。 自分 は 

かって 寫眞 版の 古 佛像を 見た 事が ある。 其 像に あら はれた 顔 は 今でも 電車のう ちで 見る 事 S 出來る 普通な 

顔で ある。 けれども 何等 他奇 なき 其 眼 鼻 立の 奥から、 如何に 人間 を 超越した 氣 高い 光が 射し たかは、 忘れ 

やうと しても， 忘れられない 記憶の 一 つで ある。 此 平凡な 顏は實 に 無限の 常 寂と、 絕對の 平和と、 無量の 沈 

着と 莊嚴と を 以て 自分に 臨んだ ので ある。 

此 無名の 藝術 家は诀 して 一 時の 出來 心から こんな 像 を 刻んで 見やう としたので はなから うと 思 ふ。 安田 

三 三 七 


151 一八 

君 も 徒ら な 料簡で 「夢 殿」 などと いふ 六づ かしい 畫题を 擇ん だので は あるまい。 けれども 旣に 人間と して 

夫 程 嘆賞に 價 しない 彼等の 佛敎的 容貌の 裏面に、 形而上の 佛敎 的な 或 物が 何處 にも 陽炎って ゐな いとすれ 

ば、 君の 畫は 失敗 ぢゃ なから うか。 

十 

藝術を 離れて 單に 坊間の I 而 ffl とい ふ 社 會的關 係から 見る と、 今の 西洋 畫家は 日本 畫家 に比べ て遙 かに 不 

利 盆の 地位に 立って るる。 彼等の 多數は 隣り合せ の 文士と 同じく、 安らかに 其 日く を 送る 糧 すら も社會 

から 供給され てゐ ない。 彼等の 製作の. K 部分 は货幣 と 交換され 得べき 市場に 姿 を 現 はす 機 會に會 ふ 的 もな 

く、 永久に 畫 室の 塵の 中に 葬 むられ 去る ので ある。 畫室！ 彼等の 或 もの は 恐らく 自己の 生命 を 葬るべき 畫 

室 すら 有って ゐ ないだら う。 彼等 は 食ふ爲 でな く、 實に 餓える 爲、 谒 する 爲に畫 布に 向 ふ檨な ものである „ 

是程 窮迫の 境遇に 居りながら、 猶 かつ 執念深く パ レット を 握って ゐる もの は餘程 勇猛な 藝術 家で なけれ 

ばなら ない。 自分 は此 意味に 於て 深く 今 り 西洋 畫家を 尊敬す るので ある。 さう して 是等 薄倖の 畫家 によ 

つて 開拓され つ ， ある 我 邦の 畫界 が、 年々 其 努力に よって 而目を 新たに する の を 見る たびに 嘆賞の 聲を惜 

まない ので ある。 斯うい ふ 進境の 一 源 因 は、 無論 文壇の 大勢と 同じく、 活 きた 西洋の 潮流が、 斷 えざる 新 

らしい 刺戟 を、 彼等の 血脈に 注ぎ込んで るるから では あるが、 奮って 衣 ft 問題 以上に も 躍り 出さう とする 

彼等の 藝術的 熱心 も亦大 いな る 原動力と な つ て嗞々 襄に働 い てるる に 違な い。 悲しい かな、 此方 面で 多少 

名 を 知られた 所謂 大家なる ものの 多数が、 新進の 人と 歩調 を 揃へ て 一 樣に 精進して ゐ ない。 自分 は 公言す 

る 如く 斯道に 於て 全くの 門外^で ある。 だから 技巧な ど は 能く 解らない。 夫で ゐて斯 んな失 鱧 を 云 ふの は 

善くない とも 思 ふ。 けれども 亦 感じた 通り を 述べ るの も惡く はない とも 考 へる。 


自分 はかって 故靑木 氏の 遗作展 覽會を 見に 行った 事が ある。 其峙 自分 は鍚の 中央に 立って 一 種 變な心 持 

になった。 さう して 其 心 持 は 自分 を 取り 園む 氏の 畫 面から 自と 出る 靈 妙なる 筌氣 の所爲 だと 知った。 自分 

は 氏の 描いた 海底の 女と 男の 下に 佇んだ。 自分 は 其繪を 欲しい とも 何とも 思はなかった。 けれども 夫 を 仰 

ぎ 見た 時、 いくら 下から 仰ぎ見ても 恥づ かしくな いとい ふ自覺 があった。 斯んな もの を 仰ぎ見て は、 自分 

の 人格に 闢 はると いふ 氣 はちつ とも 起らなかった。 自分に 其 後 所謂 大家の 手に なった もので、 これと同じ 

程度の 品位 を 有つべき 害の 畫 題に 三 四 度出會 つた。 けれども 自分 は诀 して それ を 仰ぎ見る 氣 になら なかつ 

た。 靑木 氏は是 等の 大家よりも 技倆の 點に 於て は 劣って ゐる かも 知れない。 或 人 は 自分に、 彼 はま だ畫を 

仕上け る 力がない とさ へ 告 けた。 それで すら 彼の 製作 は 纏まった 一 種の 氣分を 漲らして 自分 を 壟った ので 

ある。 して 見る と 手腕 以外に も畫に 就て 云 ふべき 事 は澤山 あるの だら うと 思 ふ。 た V 鈍感な 自分に して 果 

して それ を 道 ひ 得る かが 問題な 丈で ある。 

先づ 一 番に和 田 君の 描いた 石黑 男爵の 肖像に 就て 所感 を 述べたい。 诀 して 惡ロを 云 ふ 積で なく、 た V 感 

じた 通り を 自白す ると、 男爵の 顏は 色の 惡ぃ 唐茄子に 似て ゐる。 尤も 男爵の 顔を橫 から^れば 多少 唐茄子 

らしい 所が あるのか^ 知れない から、 是は畫 家の 罪と 許 は 云へ ない。 然し 男^: の 顔が 粉 を 吹いて ゐ るに 至 

つて は、 盆 唐茄子ら しくなる とならな いとに 論な く、 和 田 君の 責任で あろ。 然ら ざれば 光線の 責任で ある 

が、 何う も 左う ではない らしい。 和 田 君 は H 夫人と いふの をもう 一 枚 描いて ゐる。 是 も男锊 同樣 甚だ 不快 

な 色 をして るる。 尤も 窓 掛ゃ何 かに 遮 ぎら れた喑 い 室内の 事 だから 光線が 心 持よ く 通 はない のか も 知れな 

い、 が 光線が 喑 いのでな くって、 H 夫人の 顔が 生れ 付 喑ぃ樣 に 塗って あるから 氣の 毒で ある。 其上此 夫人 

はい や だけれ ども 義理に 肖像 を 描、 して ゐる 風が ある。 でなければ 和 田 君の 方で、 いや だけれ ども 義理に 

肖像 を 描いて やった 趣-か ある。 自分 は 何方 か 知らないが、 隣り に マ ンド リン を 持って 寐 てるる 山 下 君の 女 
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を 見た 時、 猶々 さう いふ 感じ を强 くした ので あ も。 山 下 君の 女 は 愉快に さう して 自然に 寐てゐ る。 吸 をね 

むって るる 疲に潑 綱と 動いて ゐる。 生き生きとした 活力 を 顔に も 手に も身體 にも 蓄は へた 儘、 靜 かに 橫は 

つて ゐる。 自分 は 彼女の 耳の 傍へ 口を付けて * 彼女の 名 を さ 、 やいて 見たい。 然し 眼 を 開いて 此方 を 向い 

てるる H 夫人に は 却って 挨拶す る 勇氣が 出な い 。 

十 一 

「マ ン ドリ— ヌ」 と は 反對の 側から 自分の 興味 を 誘な つた 畫が 四つ 程 ある C 偶然に も 其 H の 二つ は 隣り 

合せに 掛けられ てるた。 さう して 二つと も 線 を 用 ひた 装飾 畫 であった。 細長い パネルめ いたの は. 21 羊 君の 

「川の ふち」 で、 是は 寒い 色 ふ-して ゐた。 稍 四角な 方 は 未^ 君の 「豆の 秋」 で、 是は暖 たかく 出來 てるた。 

花やかな 活躍 を 意味す る 「マ ン ドリ— ヌ」 を 去って、 「川の ふち」 と 「豆の 秋」 の 前へ 來た とき 自分 は、 

音樂 會の歸 りに 山寺の 門 を 潜った やうな 心 持 を 味った。 「マン-ドリ！ ヌ」 の 刺戟性な のに 反して 彼等 S 晝 

は 夫程靜 だった ので ある。 けれども 其靜 さは 歡樂の 後に 來る 反動の 淋味を 以て 自分に 訴 へたので はない。 

彼等 は 其 根 調に 於て、 父母 未 牛； 以前から 旣に 一 種の 落 付 を 具へ てゐ たので ある。 さう して 新ら しい 問題が 

此落 付の 一 一字から 生れる ので ある。 活躍と 常 寂 I 生の 兩面を 語る 此 言葉が 藝 術に 卽 して 如何なる 意義 を 

我々 にもたら すか。 是が 問題で ある。 

活動に は奧 行がない。 あらゆる 力が 悉く 外部に ，M つて 走るならば、 我々 はた V 其 力の 現 はれた 迹丈を 見 

れば 好い。 さう して 唯 問 口の 强烈な 所に 心 を 奪 はれて 居れば、 萬 事 は 其 刹那に 解決され るので ある。 人間 

全體が 皮膚に 發 現し 切った 以上、 裏面 を 舰く必 要はない からで ある。 だから 活動 本位の 畫面は 陽氣で 快活 

である。 けれども 陰性の 畫 になる と， 始めから 何等の 活動 を 示して ゐ ない。 從 つて 我々 は畫の 間口 丈 見て 


安心す る 事が 出來 ない。 此靜 かな 落 付いた 生の 蟇 面に、 何物 か 潜んで ゐ るに 逢ない と 思 ふ。 次に K 潜んで 

るる もの は 赤い もの か黑 いもの か、 何だか 物色して 見た くなる。 其 所で 畫に已 を 得す 奧 行が 出 來て來 る。 

勿論 奧 行と いふの は 筆の 先で 斿ら える 意味の 濃淡で はなく つて、 全く 精神 作 川から 來る 深さに 過ぎない か 

ら、 斯うい ふの は考 へさせる 畫 とも、 象徵 的の 晝 とも、 或は 宗敎籙 を 有った 畫 とも 云 ひ PJ& るの だら う。 

うしろ 

「川の ふち」 はた > の mE 舍 女が 立ちながら、 髮を梳 つて ゐる 傍に、 臼が あったり、 後に 川が あったり、 

其 川の 中に 鳥が 浮いて ゐ たりす る 丈で ある。 自分の 友人 は 此畫の 前に 立って 頻りに 氣に 入った と 云って ゐ 

た。 自分 は 何だか 象徵 的な 所が あるが 夫に して は 物足りな いと 答へ た。 友人 は、 そんな も s ではなから う、 

私に は 此禋. 5 趣が 好く 解る がと 答へ た。 自分に も 趣 は 解った 積で ある。 けれども 單に趣 丈 描いた ものと し 

て は、 描き 方が 矢張り 足りない 樣に思 はれた。 .E 分 は 二三 度 此畫を 振り返って 見た。 さう して 仕舞 迄、 物 

足りた 樣な 物足りな さ を 感じた。 

「豆の 秋」 は晝 として 調った 點 から 云 ふと、 「川 s ふち」 よりも 上に 位する の だら う。 . 四角な 畫 面が 四角 

にき ちんと 纏つ ！」 ゐる うちに、 とても 此 中には 纏められ さう もない 木の 幹がぬ つと 立って ゐ たり、 同じく 

大き 過ぎる やうな 人間が 落付拂 つて 坐って ゐ たりす る。 「豆の 秋 一 は實に 大膽に 沈着に 纏った 畫 であろ。 

おもみ 

だ か ら其 重味 は 寧ろ 構 園の 方 から 來てゐ るら しい 。從 つて 畫の 内面に 意味が あると すれば、 その 意味が 却 

つて 畫 家の 手腕で 作り 上 ゆられて ゐる 樣な氣 がする。 リ ー チ氏は アド、 プ タイ ザ— に 投書して、 此赉 をシ ャ 

,7 ン ヌ の 影響 を 受け て墮 落した もの だと 云 つ て ゐる。 シ ャ ヅ ン ヌ ^ 影響 は 未 醒君も 否定し 得な いか も 知れ 

ない。 けれども 是 は木來 君の 性情に ある 畫風 なので ある。 「木蓮」 と 云 ひ 「水郷」 とい ひ、 今度の 「豆の 

秋」 とい ひ、 いづれ にも 晝 家の 感情が 籠って ゐる。 未醒 とい ふ 人が 本來の 要求に 應 じて、 自己に 最も 適 ゆ S 

な 方法で、 自己 を 最も 切實に 且つ 有意義に 表現した 結果と 見る より 外に 見やう がない ので ある。 自分 は 
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「豆の 秋」 の 色彩 をと くに 心 持よ く 眺めた。  みし 

同じ 意味から 同じ 人の 描いた 「海藻」 とい ふの が 自分 を 引き付けた。 是は 坊主頭の 船頭と 其 足下に ある 

海藻が、 た V 簡單 に寫し 出されて ゐる 丈の スケッチに 過ぎない が、 自分の 所謂 奥行 を此 船頭が 何處 かに 脊 

負って 立って ゐる樣 に 感ぜられた。 .0 分 は不圖 此畫を 見た 時、 虛 子の 書いた 漁夫の 事 を 思 ひ 出した。 其 漁 

夫 は 足下に 藻屑の 散らばって ゐる 砂" おに 坐って、 た、 * 海の 方 を 眺めて ゐ るので ある。 いつ 見ても、 じっと 

遠くの 海の 方 を 眺めて ゐ るので ある。 何 か 意味がなくて はならない ので ある。 さう して 其 意味 は 誰に も 解 

らな いので ある。 

十 二 

同じ 奥行 を 有った 畫の 一 として 自分 は 最後に 坂 本 繁次郞 氏の 「うすれ 日」 を擧 けたい。 「うすれ 日」 は 

小 II である。 牛が 一 疋 立って ゐる 丈で ある。 自分 は元來 牛の 油畫を 好まない。 其 、上 此牛は 自分の 嫌な 黑と 

ぶち 

白の 斑で ある。 其 傍に は 松の 枯木 か 何 か 見す ほらし いものが 一 本 立って ゐる 丈で ある。 地面に は 色の 惡ぃ 

靑 草が、 しかも 漸 との 思で、 少しば かり 生えて ゐる 丈で ある C 其 他 は 砂地で ある。 此 荒涼たる 背景に 對し 

て、 自分 は 何の 詩興 を も 催さない 事を斷 言す る。 それでも 此畫 には奧 行が あるので ある。 さう して 其 奥行 

は 凡て 此 一疋の 牛の、 寂寞と して 野原の 中に 立って るる 態度から 出る ので ある。 牛 は 沈んで ゐる。 もっと 

し ft らく 

銳 どく 云へば、 何か考 へて ゐる。 「うすれ 日」 の 前に 佗んで、 少^ 此變な 牛 を 眺めて ゐ ると， 自分 もい つ 

か此 動物に 釣り込まれる。 さう して 考へ たくなる。 苦し 考 へないで 永く 此畫の 前に 立って ゐる ものが あつ 

たら、 夫 は 牛の 氣 分に 感じない ものである。 電氣 のか、 ら ない 人間の やうな ものである。 

斯うい ふ 意味で 多少 自分に 電氣を かけた 彫刻 はた 5. 一  つし かなかった。 それ は 朝 倉 文 夫君の 「若き 日 6? 


影」 である。 さう して 其 「若き 日の 影」 とい ふ 题を說 明す る もの は 一 人の 若い 男であった。 彼は兩 肱を镇 

にして 立ちながら 何 かに 靠れ てゐ た。 自然の 勢と して 彼の 胸 は 前方に 浮かざる を 得なかった。 けれども 彼 

の 顔 は 寧ろ 俯向いて ゐた。 彼は逞 ましい 骨格の 所有者ではなかった。 彼の 頰が 若く 柔らかい 線で 包まれて 

るる 如く、 彼の 胸膈 の何處 にも 亦 傑 張の 態がなかった。 要するに 彼 は强ぃ 男ではなかった。 さう して 强ぃ. 

人 を 羨 やんでも ゐ なかった。 唯 生れた 通りの 自己 を諦ら めの 眼で 觀 じて ゐた。 自分 は 彼の 姿勢と 彼の 顔 付 

の奧 にある 彼の 心 を 見た 時、 その 淋しき 瞑想 を も 見た。 さう して 朋友と して は 彼に 同情し、 女と して は 彼 

に 惚れて 遣りたかった。 

自分の 所謂 奥行に 關 する 辯と 例と は是 で略盡 きた a 繪畫 彫刻 を 通じて、 此 系統に 屬 する 作 は 他に ないや 

うで ある。 が、 强 ひて 其 句の する もの を 求めるならば、 黑田淸 輝 氏の 「習作」 である。 それに は潢 向の 女 

の 胸 以上が 描いて あった。 女 は 好い 色の 着物 をた つた 一 枚 肩から 外して、 装飾^の 如く 纏って るた。 其 顔 

と 着物と 背景の 調子が ひたりと 喰 付いて 有機的に 分化した 樣な 自然の 落 付 を 自分 は 味 はった ので ある。 さ 

うして 若し 日本の 女 を 品位の ある 畫 らしい ものに 仕上け 得た ものが あると するなら、 此 習作 は 其 一 つに 逡 

ない と 思った ので ある。 けれども 夫 以上 自分 は此 繪に對 して 感 する 事 は出來 なかった。 自分の 友 は 女のぜ 

から 肩の あたり を 見て、 しきりに 堅い くと 云って ゐた。 

友人 は 南薰造 君の 「六月の 日」 の 前に 來て 何う です と 聞いた。 自分 は 畠の 眞 中に 立って 德 利から 水 を 飲 

ん でる る 男が、 法螺貝 を 吹いて るる やう だと 答へ た。 それから 其 男が 南 君の ために ー最 はれて、 今 畠の 眞中 

に 出て 來た所 だとい ふ氣 がする と 答へ た。 自分 は 此閒雜 誌 「白樺」 で 南 君の 書いた 田舍の 盆踊りの 光景 を 

讀ん で大變 面白い と 思った が、 此晝に は あの 文章 程の 旨味がない と 答へ た。 

ヒ ルと いふ 人の 描いた 七面鳥の 前に 來た 時、 友人 はすぐ、 柯 うしても 西洋人 だと 云って 感心した。 自分. 
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は 後から 感心した。 其癖此 七面鳥 は 首から 肩の 邊迄 しか 描いて ないやう に 見えた 位 小さかった ので ある。 

しかも 其 隣り に は不折 君の 巨人が ゐ たので ある。 自分 は不折 君に、 此 巨人 は 互人ぢ やない、 た V の 男 だと 

告 ゆたい。 きたならしい 唯の 男 だと 吿 けたい。 この 日本の 巨人より、 柏亭 君の 外國の 子供の 方が まだ 偉大 

であると 告 けたい。 

以上の 外に 自分 はま だ 色々 の畫を 見た。 さう して 友人と 色々 の 事 を 語った。 最後に 休憩所へ 入った 時、 

自分 は 茶を飮 みながら、 この 恐るべき 群集 は， 皆綺畫 や 彫刻に 與 味が あるの だら うかと いふ 質問 を 掛けた。 

友人 はさ あと 云って 逡 巡して ゐ たが、 やがて、 第一 さう 云 ふ 我々 は 解る 方なん でせ うか、 解らない 方なん 

でせ うかと 聞き返した。 自分 は 苦笑して 默 つた。 審査の 結果に よると 自分の 口 を 極めて 罵った 日本 畫 がー 一 

等 賞 を 得て るる。 自分の 大いに 賞め た 西洋 畫も亦 二等賞 を 取って ゐる。 して 見る と、 自分 は 叢が 解ろ やう 

でも ある。 又 解らない やうで も ある。 それ を 逆にい ふと、 審査員 は畫が 解らない 樣 でも ある。 又 解る や- フ 

でも ある o 


自分 は此 平凡な 題目の 下に 一 種の 藝術觀 乃至 文 藝觀を 述べたい。 自分が 何故 こんな 陳腐な 言葉 を 擇んだ 

かとい ふに， 普通の 人の 使って ゐる 素人と 黑 人と いふ 言葉に は 大分の 誤解が 含まれて るる、 從 つて それ を 

藝術 上に 川 ひる 時に、 ！ 種 滑稽. な 響き を與へ る 例が 多い からで ある。 

普通 世間で は 其 道に 堪能で ない もの を捉 へて、 あれ は 素人 だと 輕蔑 する。 それから 其 道に 熱 達した もの 

を 指して、 あれ は黑人 だと 尊敬す る。 さ- 2M はれる もの もまた 單に此 一 一つの 言葉 丈で 自分の 藝術 上の 位置 

が 極まる かの 如くに 考 へて ゐ るら しい。 例へば： i 畫を 何年 か 稽古した も S は、 世間から 見れば 黑 人に 違な 

いので、 此方 面に 於て 普通の ものよりも 多く 卩 を 聞く 權 利が ある やうに 振舞って 憚らない し、 又繪^ を 持 

つた 事 もない 所謂 素人 は、 さう いふ 人の 前へ 出る と 鼠が 猫 W 前へ 出た やうに 大人しく 控 へて るる。 是は世 

間が 好い加減に 極めた 素人と 黑 人と いふ 言 槳に賊 せられて 自分 達の 立場 を 能く 分析して 見ない 結 mr たらう 

と 思 ふ。  . 

自分 は文藝 上の 作品に 就いて 素人 離れの した さう して 黑人 染みない ものが 一 番好 いとい ふ 事 をよ く 人に 

云った。 今 も 時々 同じ 言葉 を 繰り返し てるる。 然し 素人と 黑 人と いふ 意味 をもづ と瑰智 的に 鮮釋 する 樣に 

なった の は、 近頃 諸 所の 展覽會 で 見た 稽畫 (ことに 日本 畫) が强ぃ 原因に なって ゐる。 自分 W 考へは 最初 

日本 晝の 御手 際に 感心し、 中頃 其 御手 際の 意義 を 疑 ひ、 仕舞に 其 御手 際を輕 蔑し 始めた 時に 漸く 起った の 

である。 だから 變 化しつ 、繼績 した 一 種 S 感情の 骨格の やうな ものである。 其 骨格 は 無論 自分の 作った も 

ので はない。 自然 s 感じの 裏面 を 最初から 組み立て、 ゐ たので ある。 自分 は 自分の 感じ を剝 いで 其 n 部に 
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あ る 骨 組 を發見 したに 過ぎない。 

自分が 此の 骨 組 を點檢 して ゐる 時に、 思 ひ 掛けない 一 一人の 藝術 家が 自分 を 訪ねた。 其 一 一人と も 一 般 から 

は藝術 家と は 呼ばれす に、 同じ 意味で は あるが 一 種 好くない 連想 を 有った 藝人 として 取り扱 はれて ゐる男 

達であった。 彼等 は 自分の 專 門と は 極めて 綠の近 さう で、 さう して 殆んど 交渉の ない 方面に 働ら いて ゐる 

人々 であった。 

1 言で いふと、 彼等 は 舞臺の 人卽ち 俳優な ので ある。 自分 は 世俗の 習 惯に從 つて、 こゝに 彼等 を 菊 五郞、 

吉右衞 門と 呼び捨て に す る 自由 を 有 ちたいと 思 ふ。 

菊 五郎に 會 つたの は 去年の 十一 月末であった。 其の 時 は 紹介 荠 として 長 谷川 時雨 女史 も 見えた。 用談 は 

新しく 狂言 座と いふ 圃體を 作って 藝術 上の 研究 をす るから 贊成 者に なって 呉れと いふ 依賴 であった。 芝居 ■ 

に 不案内な 自分に 取って、 是程 案外な 用件はなかった。 然し 自分 は 今い ふ 通り 素人と 黑 人と いふ 問題 を考 

へて ゐる 際であった ので、 つい 菊 五郎に 向って、 私 は 芝居に 懸けて は 全くの 野蠻人 だが、 野蠻 人の 立場 か 

ら なら 或は 批評が 出來 るか も 知れない と 云った。 すると 菊 五郞は 是非 夫が 聞きたい と 答へ た。 自分 は 又、 

野蠻 人の 批評 は土臺 から 野蠻 的な の だから、 懇意に ならない 以上 は 遣り 惡 いと 云った。 すると 時雨 女史が. 

懇葸 になって 野蠻 的に 遣って 貰 ひたいと 云 ひ 出した。 劇評 家な どになる 考の 毛頭ない 自分 は 少し 言 ひ 過ぎ 

たので ある。 然し 自分から 野蠻人 S 批評 を 求め やうと する 彼等に も野蠻 W 一 一字 は 恐らく 徹底的に 瑰鮮 され 

なかった らうと 思 ふ。 

狂言 座と いふ 圍體は 日本人の 作った 新ら しい 社會 劇で も 遣る 有志 者の 集り だら うと 早合點 した 自分 は、 

菊 五郞に 素人に なれる かと 聞いた。 今の 世 は 素人が 書 を かき、 畫を 描く 時代 だと 云った。 素人が 小 說を作 

る^ 代 だと 云った。 何故と 云へば 藝が是 等 を 遣る ので はない、 人間が 遣る の だからと 云った。 然し 自分の 


云った 事 は 或は 菊 五郎に 通じなかった かも 知れない。  ぎで 

吉右衞 門の 來 たの は それから 三 週間 程經 つた 十二月 下旬の 事で ある。 此時 は小宫 君が 同伴であった。 自 

分と 小宮 君と は 遠慮のない 問 柄 だから、 初對 面の 吉右衞 門 を 前に 置いても 思 ふ樣な 話が 出來 た。 自分 は 日 

本の 歌舞伎 芝居と いふ もの を 容赦な く 攻撃した。 それに 深い 興味 を 有って ゐ る小宮 君の 辯 護のう ちに は、 

自分と 全然 立場 を 異にして ゐ る根據 から 來る ものが 多かった。 自分 は 笑った。 さう 云ふ點 になる と、 此道 

に 親しみの 深い 彼よりも、 門外漢の 自分の 評 憤の 方が 却って 糙か であると 主張した。 小 宮君は 納得し なか 

つた。 自分 は 幕府 を 倒した 蕨 長の 田舍 侍が、 どの位 旗本よりも 野蠻 であった か考 へて 見ろ と 云った。 そん 

な 辯 護 をす る 人 は 恰も 上野へ 立て籠って 官軍に 抵抗した 彰義隊 の樣な もの だと 云った。 羅馬を 亡 ほした も 

の は 要するに 野 蠻人ぢ やない かと も 云った。  ー 

吉右衞 門の 來訪は 菊 五郎の やうに 自分の 署名 調印 を 貰 ふ 目的で も 何でもなかった。 然し 彼 は 新ら しい 脚 

本 を 要求して ゐる らしかった。 自分の 書いた もの を 遣って 見たい とい ふやうな 事 も 口へ 出して 云った。 尤 

も 是は餘 程 前から 小宮 君が 自分に 對 する 要求の 一 つであった。 脚本 を 書く 興味の 深く 乘ら ない 自分 は、 其 

內窨 けたら 書かう とば かり 答 へ て 今日に 及んだ ので ある。 

一 一人の 俳優が 自分の 宅へ 來 たの は 素人と 黑 人の 講釋を 聞く 爲 でも 何でもなかった ので ある。 けれども 自 

分 は 自分と 彼等との 立場 S 比較 やら、 自分の 藝 術に 對 する 考 へやら が 頭の 中に あつたので、 つい 當 面の 川 

談 に關聯 して、 素人と 黑 人の 問題 を 彼等に 向けた ので ある。 しかも 解りに くい 斷片 的な 形式 を 通して 向け 

たので ある。 自分 は 自分の 思想の 影が 明らかに 彼等の 腦 裏に 映らなかった 事 を 知って ゐる。 現に 菊 五郎の 

來た時 傍に 居 合せた 畫を專 門に する 自分の 友達 は、 彼の 歸 つた 後で、 あなたの 云った 事 は 能く 通じな かつ 

たらしいで すねと 自分に 告 ゆた。 然し 自分 を理辉 して 吳れ る此畫 家に 感謝した 丈で、 自分の 心 は 満足し 得 

三 四 七 


三 四 八 

なかった。 有望な 二人の 青年 俳優に 對 する 責任と して のみでな く、 自分の 頭に 對 する 責任と して、 此 問題 

を も つ と 明瞭に も つ と 組 蛾 的に 表現し なければ 濟 まな いや ラな氣 が何處 かに あつ た。 さ うして 自分 は 今 其 

機 會を捉 へたので ある。 

素人と 黑 人の 優劣 は、 此の 二つの 言葉 を 普通の 應川區 域卽ち 藝術界 から 解放して、 漫然と 人間の 上に 加 

へて 見る と 杯 外 判然す る ものである。 世間で は ある 女 を 評して あれ は黑人 だとい つたり、 あれ は 素人 だと 

云ったり して ゐる。 此 裏に 含まれて ゐる 褒貶の 意義 は 品評 者の 隨意 としても、 此の 一 一つの 言葉に よって 代 

表される 事實は 殆んど 爭ふ餘 地の ない 程 明白で ある。  .. 

： 人 は 第一 人付が 好い。 愛想が ある。 氣が 利いて ゐ る。. 交際上 手で、 相手 を 外さない。 数へ 立てれば ま 

だ 幾何で も ある だら う。 然しい くら あっても 其 特色 はつひに 人間の 外部に 色彩 を 添へ る 装飾 物に 就いての 

み 云へ る 事 丈で ある。 いくら 調べて いくら 研究しても、 其の 特色が 人格の 領分に 切り込む 事 は 殆どない の 

である。 況して 精神の 核に 觸れ るな ど、 いふ 深さ は、 夢にも 豫期 する 事が 出來 ない ので ある。 

黑人は 次に 着物の 着こな し 方が おい。 それ か ら 化粧 方が 頗る 上手で あ る。 頭の もので も 穿 物で も 自然と 

粹に出 來てゐ る。 是等も 彼等の 特色と して 著る しく 他の 注目 を 惹く點 に 違ない。 けれども それ は 前に 述べ 

た 特色よりも 猶 人間の 上側に 附着す る ものである。 樣 子の 好い人 だと か惡ぃ 女 だと かいふ 言葉 は" 其樣子 

が 精祌其 物の 表現と 見做す 事の 出來 ない 場合で も、 とにかく 生きた 人間の 一 部分 を 代表す る ものと して、 

一般的に も哲學 的に も、 認められて 差 支ない と 思 ふが、 着物 や 白粉 や 櫛 や 下駄に 至る と、 何う したって 取 

つて 喰つ 付けた ものである。 固より 精神 や 肉 體に關 係がない と斷 一一 一. 1 する のは惡 いか も 知れない。 然し 兩者 

に緣 のない 遠い 所から 來て、 假 りに 身體に 附着して るるの だから、 いかに 自分の 一部分で あるかの 如く 装 

つてる るに しても、 阿 時 切り離され るか 解らない とい ふ 意味から 見て、 自分と は 甚だしく 懸け 隔っ たもの 


である。 いくら 朴の木 炭で 磨いても 1 鶯 s 糞で 洗っても、 頰 骨の 高い の や 額の 出た のは诀 して 改良 出來な 

いのが 好い 證據 である。 

して 見る と 俗にい ふ黑人 S 特色 とい ふ もの は、 人間の 本 體ゃ寳 質と は關 係の 少ぃ 上面 丈 を 得意 に 徘徊し 

てゐる やうに 思 はれる。 此事實 をもう 少し 念 を 入れて 眺めて るると、 一 見 人 を 引き付ける 魅力 を 有った 黑 

人と いふ ものが、 存外 詰らなく 見えて 來る。 彼等の 特色 は 彼等に 固有の もので はない、 誰でも 眞 似の 出 來 

る 共有 的な もの だとい ふ氣 にな る。 必要な の は 練習と 御 浚 丈で、 其 外 殆ど 何にも 要らない とい ふ 事が 鮮 る。 

要するに 黑 人の 誇り は葷に 技巧の 一 一字に 歸 着して 仕舞 ふ。 さう して そんな 技巧 は 大槪の 人が 根氣 よく 丁稚 

奉公 さへ すれば 雜作 なく 達せられる ものであると いふ 心 持になる。 上部 丈の 改良で 事が 濟 むの だから、 精 

神 的の 敎 養よりも 遙に 容易で ある、 容易で あるから 誰に でも 達せられ ると 云 ふので ある。 

自分 はこ、 に擧 けて 評 憤した 黑 人の 特色 を、 繪 畫の黑 人に も、 俳優の 黑人 にも、 乃至 は 文 藝の黑 人 (も 

し 文 藝に黑 人が あると すれば) にも、 應 用したい。 さう して 彼等に 向って、 S 単に 黑人 であると いふ 事 は、 

：餘り 威張れた もので ない とい ふ 氣の毒 な 事 實を告 け たい。 素人で も耸 敬す ベ き だとい ふ 眞瑰を 首肯 はせ た 

い。 腕は藝 術の 凡て-》 はない、 寧ろ 藝術界 に 低級な 位置 を 占める の-か 腕で あると 敎 へたい。 否、 多く  S 場 

合に 黑人 は此 腕の 御蔭で、 藝術 を破壞 する、 墮 落させる、 向上の 邪魔 をされ てるる、 と 主張したい。 黑人 

は此 等の 特色 さへ 發揮 すれば それで 十分 だと 思 ふなら、 人間 は權 謀術數 さへ 練習 すれば それで 澤山 だと 考 

へる と 同じで ある。 誰が 權 謀術數 丈で 人間に なれる と 思 ふか。 人間 は權謀 術数よりも う 少し 高い もので あ 

る o 

良寬 上人 は 嫌 ひな もの、 うちに 詩人の 詩と 書家の 書 を 平生から 數 へて ゐた。 詩人の 詩、 書家の 書と いへ 

ば、 本職と いふ 意味から 見て、 是程 立派な もの はない 笞 である。 それみ-嫌 ふ 上人の 見地 は、 黑 人の 臭を惡 
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む 純粹で ナイ —ヴな 素人の 品格から 出て るる。 心の 純なる ところ、 氣の 精なる あたり、 そこに 摺れ 枯らし 

にならない 素人の 尊 さが 潜んで ゐる。 腹の 穴 H: しい 癖に 腕で 搔き 廻して るる 惡辣 がない。 器用の やうで 其實 

は 大人ら しい 稚氣 に充， ちた 厭味がない。 だから 素人 は 拙 を 匪す 技巧 を 有しない 丈で も黑 人より 增し だと 云 

はなければ ならない。 自己に は 巽 面目に 表現の 要求が あると いふ 事が、 藝 術の 本體を 構成す る 第一 の 資格 

である。 旣に此 資格 を 頭の， 裡に 認めながら、 籀 かつ 黑 人の 特色 を 羨む の は， 君子の 品性 を與 へられて， 0 る 

て れんて くだ 

癖に、 手練手管の 修業 をし なければ 一 人前で ない と悲觀 する や 5 な ものである。 

自分 は 俗間で 婦人 丈に 就いて 川 ひる 黑 人と いふ 言葉から 出立した。 其 言葉 を 解剖して 見る と、 毫も 內容 

を 改めないで、 其 儘藝術 上の 專門 家に 應 用が 出來 たので ある。 さう して 其 結論 は 藝術界 の 所謂 黑 人に 對し 

て氣の 毒な ものに なって 仕舞った ので ある。 彼等 をして 自分の 說を 成程と 首肯 はしめ るに は是で 十分 だと 

自分 は考 へ てるる。 

然し 念の 爲め だから、 晳 らく 今迄の 局面 を 一 掃して、 更に 新ら しい 所から 黑 人と 素人 を 比較して 見や 5 

と 思 ふ。 ある もの を觀 察する 場合に、 先づ 第一 にわが 眼に 人る の は 其 輪廓で ある。 次に は 其 局部で ある。 

次に は 局部の 又 局部で ある。 觀察ゃ 研究の 時間が 長ければ 長い 程、 段々 細かい 所が 眼に 入って 來る、 盆 小 

さい 點に氣 が 付いて 來る。 是は 凡ての 物に 對 する 我々 の 態度であって、 殆ど 例外 を 許さない 程應 用の 廣ぃ 

自然の 順序と 見ても 差し 支ない。 だから 藝 術の 研究 も亦此 階段 を 追って 進んで 行く に 違ない" 所謂 黑 人と 

いふ もの は 此道を 素人より 先へ 通り越した ものである。 さう して 其處に 彼等の 自負が 潛 んでゐ るら しい。 

彼等の 素人に 對 する 輕 蔑の 念 も 亦其處 から 湧いて 出る らしい。 けれども それ は 彼等が 彼等の 徑路を 誤解し 

て評價 づけた 結果に 過ぎない と， 自分 は斷 言して 憚らない。 彼等の 徑路は 單に大 から 小に 移りつ、 進んだ 

ので ある。 淺ぃ 所から 深い 所に 達しつ  > あるので もなければ、 上部から 內 部に (立體 的に) 突き 込んで 行 


きつ、 あるので もない。 大通り を 見直した から 裏通り を 見る、 裏通り を 歩き 終った から、 潢丁ゃ 露路を 一 

つ 一 っ观 いて ゐ ると いふ 順序なら、 たと ひ 泥 板の 上 を 一 軒々々 數 へて 廻っても、 研究の 性質に 變 化の 来る 

箐 がない。 それ を 低い 平面から 高い 平面に 移された 樣に思 ふの は、 所諝黑 人の イリ ュ —ジョンで" ^凡な 

黑人 は皆此 イリ ュ— ジョ ンに醉 はされ てるる ので ある。 單に是 丈なら 彼等の 藝 術に 及 ほす 害毒 は 左程 大し 

たもので ないか も 知れない。 けれども 彼等 は此 甘い イリ ュ— ジョ ンに 欺かれて、 大事な もの を何處 かへ 振 

り 落して 氣が 付かす にゐ るので ある。 

觀 察が 輪廓に 始まって 漸々 局部に 移って 行く とい ふ 意味 を 別の 言葉で 現す と、 觀察が 輪廓 を 離れて 仕舞 

ふとい ふ 事に 歸着 する。 離れる の は 忘れる 方面へ 一 歩 近寄る のと 同然で ある。 しかも 其^ 部に 注ぐ 熟 心 か 

强 ければ 强ぃ 程 輪廓の 觀念 は 頭 を 去る 譯 である。 だから 黑人は 局部に 明るい 癖に 大體を 眼中 に 置かない 變 

人に 化けて 來る。 さう して 彼等の 得意に 遣って 退ける 改良と か 工夫と いふ もの は 悉く 部分的で ある。 さう 

して K 部分的 S 改良な り 工夫な りが 毫も 全體に 響いて 居ない 場合が 多い。 大きな 眼で^ ると 何の 爲 にあん 

な 所に 苦心して 喜んで ゐ るの か氣の 知れない 小刀細工 をす るので ある。 素人 は 馬鹿々々 しいと 思っても、 

先が 黑人 だと 遠慮して 何も 云 はな い。 すると 黑人 は益增 長して た > 細かく 細かくと 切り込んで 行く。 それ 

で 自分 は 立派に 進歩した ものと 考 へる らしい。 高い 立場から 兌 下す と是は 進歩で なくって、 墮落 である。 

根 本義 を 棚へ 上け て 置いて、 末節にば かり 齷齪す る 自分の 態度に 氣が ついたら 黑人 自身 もし か 認めな けれ 

ばなる ま い。 

素人 は 固より 部分的の 研究な り觀 察に 缺 けて るる。 其 代り 大きな 輪廓に 對 しての 第 一 印象 は、 此 輪廓の 

なかで 金魚の やうに あぶく 浮いて ゐる黑 人より は鮮 かに 把捉す る ことが 出來 る。 黑 人の やうに 細かい 銳 

ど さは 得られない かも 知れない が、 ある 藝術全 體をー 眼に 握る 力に 於て、 麼爛 した黑 人の 眸 よりも 懺に潑 
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綱と して ゐる。 富士山の 全 體は富 十： を 離れた 時 にの み 判然と 眺められ るので ある。 

ある 藝， 術の 門を潛 る釗那 に、 此危險 は旣に 其藝術 家の 頭に 落ち か ， つて ゐる。 虛 心に 門 を潛っ て さ へ さ 

うで ある。 與 へられた 輪廓 を 是認して、 是は 破れない もの-たと 觀 念した 以上、 彼の 仕事の 自由 は 到底 毫釐 

の 間 をう ろつ いて ゐる に過ぎない。 だから 在 來の型 ゃ法刖 を土臺 にして 成立して るる 保守的の 藝 術になる 

と、 個人の 自由 は 殆ど 殺されて るる。 其覺 悟で なければ 這 入る 譯に 行かない。 能で も 踊で も守舊 派の 繪畫 

でも みんな さう である。 斯うい ふ藝 術になる と、 當 初から 輪廓 は 神聖に して 犯す ベ からすと いふ 約束の 下 

に 成立す るの だから、 其 中に 活動す る 藝術家 は、 たと ひ 輪廓 を 忘れないでも、 忘れた と 同じ 結果に 陷 つて > 

た > 五十 步百步 の 間で 己れ の g 由 を 見せ やうと 苦心す る 丈で ある。 素人の 眼 は、 此の方 面に 於ても、 ！ 目 

の 下に 藝 術の 全景 を 受け 人れ ると いふ 意味から 見て、 黑 人に 優って るる。 

斯うなる と 俗にい ふ黑 人と 素人の 位置が. H 然顚 倒しなければ ならない。 素人が 偉く つて 黑 人が 詰らない。 

一 寸聞 くと 不可解な パラに ックス では あるが、 さう いふ 見地から 一般の 歴史 を 眺めて 見る と、 是は 寧ろ 當 

然の やうで も ある。 昔から 大きな 藝術家 は 守成 者で あるよりも 多く 創業者で ある。 創業者で ある 以上、 其 

人は黑 人で なくって 素人で なければ ならない。 人の 立てた 門 を潛 るので なくって、 自分が 新しく 門 を 立て 

る 以上、 純然たる 素人で なければ ならない の で， ある。 

自分 はま だ 云 ふ ベ き 事が 澤山殘 つて ゐる やうに 思 ふけれ ども、 急 いで 此稿を 書き 上け なければ ならな い 

事情が あるので、 是丈 にして 一 先 筆 を 措く 事に する。 茲に いふ 黑 人と いふの は 無論 ロハの 黑人を 指す ので、 

素人と いふの は 藝術的 傾向 を帶 びた 普通の 人間 を いふので ある。 偉い 黑人 になれば 局部に 明らかな と 同時 

に 輪廓 も 頭に 入れて ゐる 害で あるし、 詰らない 素人に なれば！ IS 部 も 輪廓 も滅 茶々々 で醉ら ない ① だから、 

そんな 人々 は 自分の 論す る 限で はない ので ある。 それから 俗にい ふ 通人と いふの は黑 人の 馬鹿な のよりも 


すっと 馬鹿な もの だから、 是も 評論の 限で ない 事を斷 つて 置きたい 


三 五 ai 

私の 個人主義 

—I 大正 三年 十 一 月 二十 五日 學ぉ院 輔仁會 に 於て 述 I 

私 は 今日 初めて 此舉 習院 とい ふ もの、 中に 這 入りました。 尤も 以前から 學習院 は 多分 此見當 だら う 位に 

^ つ きり 

考 へて ゐ たに は 相違ありません が、 判然と は 存じませんでした。 中へ 這 入った の は 無論 今日が 初めて V 御 

座い ます o 

先程 岡 田さん が 紹介 旁 一 寸御 話に なった 通り 此春何 か 講演 をと いふ 御 注文で ありまし たが、 ^當時 は 何 

か 差 支が あって、 II 岡 田さん の 方が 當 人の 私より よく 御 記憶と 見えて 貴方が たに 御 納得の 出来る やうに 

ロハ 今御說 明が ありまし たが、 鬼に^: 一  先 づ御斷 り を 致さなければ ならん 事に なりました。 倂し唯 御 斷りを 

致す の も 餘り失 鱧と 存じまして、 此 次に は參 ります からと いふ 條件を 付け 加へ て 置きました。 其 峙念 のた 

め 此次は 何時頃になります かと 岡 田さん に 伺 ひましたら、 此 年の 十月 だとい ふ 御 返事であった ので、 心の 

うちに 春から 十月 迄の 日數 を大體 繰って 見て、 それ 丈の 時間が あれば そのうちに 何う にか 出來る だら うと 

思った ものです から、 { 且 しう 御座いま すと はっきり 御受合 申した のであります。 所が 幸か不幸か 病 氣に罹 

りまして、 九月 一 杯 床に 就いて 居ります うちに 御 約束の 十月が 參 りました。 十月に はもう 臥せって は 居り 

ませんで した けれども、 何しろ ひよ ろくす るので 講演 は 一 寸六づ かしかった のです。 然し 御 約束 を 忘れ 

て はならない のです から、 腹の 中で は、 今に 何 か 云って 來られ る だら うくと 思って， 內々 は 恐がって る 

ました o 

其う ち ひよ ろく も 遂に 癒って しまった けれども、 此方から は 十月 末 迄 何の 御沙汰 もな く 打ち過ぎ まし 

た。 私 は 無論 病氣の 事み-御 通知 はして 置きませんで したが、 一 一三の 新聞に 一 寸出 たとい ふ 話です から、 或 


は K 邊の 事情 を 察せられて、 誰か V 私の 代りに 講演 を やって 下さった の だら うと 推測して 安心し 出し まし 

た。 所へ 又 岡 田さん が 又 突然 見えた のであります。 岡 田さん はわ ざく 長靴 を 穿いて 见 えたので あります „ 

(尤も 雨の 降る 日であった からで も ありませ うが、) さう 云った 身斿 えで、 早稻 田の 奧迄來 て 下す つて、 例 

の 講演 は 十 一 月の 末 迄 繰り 延ばす 事に したから 約束 通り 遣って 貰 ひたいと いふ 御 口上な のです。 私 はもう 

責任 を 逃れた やうに 考へ てゐ たもので すから 實は少 々驚ろ きました。 然し まだ 一 ヶ月 も 餘裕が あるから、 

其 間に 何う かなる だら うと 思って、 宜しう 御座いま すと 又 御 返事 を 致しました。 

右の 次第で、 此 春から 十月に 至る 迄、 十月 末から 又 十 一 月 一 一十 五日に 至る 迄の 間に、 何 か 纏った 御 話 を 

すべき 時間 はいくら でも 掠 えられる のです が、 どうも 少し 氣 分が 惡 くって、 そんな 事 を考へ るの が 面倒で 

堪らなくな りました。 そこで まあ 十 一 月 一 一十 五日が 來る迄 は 構 ふまい とい ふ潢 着な 料簡 を 起して、 する す 

る べったりに 其 日く を 送って ゐ たのです。 いよいよと 時日が 逼 つた 二三 日 前にな つて、 何か考 へな けれ 

ばなら ない とい ふ氣が 少しした のです が、 矢張り 考 へる のが 不愉快な ので、 とうく 繪を 描いて 暮らして 

:H 舞ました。 綺を 描く とい ふと 何 かえらい ものが 描け る やうに 聞え るか も 知れません が、 寶は 他愛 もない 

ものみ-描いて、 それ を 壁に 貼り付けて 一 人で 一 一日 も 三日 もほん やり 眺めて ゐる 丈な のです。 昨日でした 力 

或 人が 來て、 此繪は 大變而 白い II いや 面白い と 云った のではありません、 面白い 氣 分の 時に 描いた 畫ら 

しく 見える と 云って 吳れ たのでした。 それから 私 は 愉快 だから 描いた ので はない、 不愉快 だから 描いた の 

だと 云って 私の 心の 狀態を 其 男に 說 明して 遣りました。 世の中に は 愉快で 凝と して ゐられ ない 結果 を畫に 

したり、 書に したり、 又は 文に したりす る 人が ある 通り、 不愉快 だから、 どうかして 好い 心 持に な， いたい 

と 思って、 肇を 執って 畫 なり 文章な り を 作る 人 もあります。 さう して 不思議に も此ー 一つの 心的 狀 態が 結果 

に 現 はれた 所 を 見る と 能く 一  致して るる 場合が 起る のです。 然し 是 はほんの 序に 申し 上 ゆる 事で、 話の 筋 
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に關 係した 問題で もありません から 深く は 立ち入りません。 —— 何しろ 私 は-ての 變な畫 を 眺める 丈で、 講 

賓の 內容を ちっとも 組み立て すに 暮らして しまった のです。 

そのうち  いや 

其 2： 愈 二十 五日が 來 たので、 否で も應 でも 此 所へ 顔 を 出さなければ 濟 まない 事に なりました。 それで 今 

朝 少し 考を 纏めて 見ました が、 準備が どうも 不足の やうです。 迚も 御 満足の 行く やうな 御 話 は出來 かね ま 

すから、 せ (積り で 御 辛 防 を 願 ひます。 

此會は 何時頃から 始まって 今日 迄續 いて ゐる のか 存じません が、 其 都度 貴方が たが 他所の 人 を 連れて来 

て、 講演 をさせる の は、 一般の 惯例 として 毫も 不都合で ない と 私 も 認めて るるので すが、 また 一方から 見 

ると、 それ 稃ぁ なた 方の 希望す る やうな 而 白い 講演 は、 いくら 何 所から 何ん な 人 を 引 張って 來ても 容易に 

聞かれる もので はなから うと も 思 ふので す。 責 方が たに はた  > 他所の 人が 珍ら しく 見える ので はあります 

まい か。 

私が 落語家から 聞いた 話の 中に 斯んな 諷刺 的の があります。 I 昔し ある 御大 名が 一 一人 目黑邊 へ^ 狩に 

行って、 所々 方々 を馳け 廻った 末、 大變 空腹に なった が、 生憎 辨當の 用意 もな し、 家来と も 離れく にな 

つて 口腹 を充 たす 糧を 受ける 事が 出來 す、 仕方なし に 二人 は 其 所に ある 汚ない 百姓家へ 馳け 込んで、 何で 

も 好い から 食 はせ ろと 云った さう です。 すると 其 農家の 爺さんと 婆さんが 氣の 毒が つて、 有 合せの 秋刀魚 

を 炙って 二人の 大名に 麥钹 を勸 めた と 云 ひます。 二人 は 其 秋刀魚 を 肴に 非常に 旨く 钣を濟 まして、 其 所 を 

立 出た が、 翌日に なっても 咋 日の 秋刀魚の 香が ぶんく 鼻を衝 くと いった 始末で、 どうしても 其 味 を 忘れ 

る 事が 出來 ない のです。 夫で 一 一人のう ちの 一 人が 他 を 招待して、 秋刀魚 S 御馳走 をす る 事に なりました。 

其 旨 を 承 はって 驚ろ いたの は家來 です。 然し 主命です から 反抗す る譯 にも 行きません ので、 料理人に 命じ 

て 秋刀魚の 細い 骨 を 毛拔で 一 本 一 本拔 かして、 それ を 味 淋か何 かに 漬けた の を、 程よ く燒 いて、 主人と 客 


とに 勸 めました。 所が 食 ふ 方 は 腹も减 つてる す、 又 馬鹿丁寧な 料理 方で 秋刀魚の 味 を 失った 妙な 肴 を 箸で 

突つつ いて 見た所で、 些とも 旨くない のです。 其 所で 二人が 顔 を 見合せ て、 何う も 秋刀魚 は 目黑に 限る ね 

と 云つ た 樣な變 な 言葉 を發 したと 云 ふの が 話の 落に なって るるので すが、 私から 見る と、 此舉 習院 とい ふ 

立派な 舉 校で、 立派な 先生に 始終 接して るる 諸君が、 わざく 私の やうな ものの 講演 を、 春から 秋の 末 迄 

待っても 御 聞きに ならう とい ふの は、 丁度 大牢の 美味に 飽 いた 結果、 目黑の 秋刀魚が 一 寸味 はって 見た く 

なった ので はない かと 思 はれる のです。 

此 席に 居られる 大森 敎授は 私と 同年 か 又は 前後して 大舉を 出られた 方です が、 其大 森さん が、 かって 私 

に 何う も 近頃の 生徒 は 自分の 講義 をよ く聽 かないで 困る、 どうも 眞 面目が 足りないで 不都合 だとい ふやう 

な 事 を 云 はれた 事が あります。 其 評 は此擧 校の 生徒に 就いて ではなく、 何虡 かの 私立 擧 校の 生徒に 就いて 

だったら うと 記憶して ゐ ますが、 何しろ 私 は 其 時大淼 さんに 對 して 失 禮な事 を 云 ひました。 • 

此 所で 繰り返し ていふの も 御恥づ かしい 譯で すが、 私 は 其 時、 君な どの 講義 を 有難が つて 聽く 生徒が 何 

處の國 にる る もの かと 申した のです。 尤も 私 の 主意 は 其 時 の大淼 君に は 通じ て ゐ なかった か も 知 れ ません 

から、 此機會 を 利 川して、 誤解 を 防いで 置きます が、 私 どもの 書生 時代、 あなたがたと 同年輩、 もしくは 

もう 少し 大きくな つた 時代、 に は、 今の 貴方が たより 餘程 横着で、 先生の 講義な どは殆 んど聽 いた 事が な 

いと 云っても 好い 位の ものでした。 勿論 是は私 や 私の 周圍の もの を 本位と して 述べ るので あります から、 

圈 外にゐ たものに は 通用し ないか も 知れません けれども、 何う も <fr の 私から 振り返って！：^ ると、 そんな 氣 

うはべ 

が何處 かです る やうに 思 はれる のです。 現に 此私は 上部 丈 は？ J 順ら しく 見えながら、 诀 して 講籙 などに 耳 

を 傾ける 性質ではありませんでした。 始終 怠けての らくら してる ました。 其 記憶 ももって、 眞 面目な 今の 

生徒み-見 ると、 何う しても 大淼 君の やうに、 彼等 を攻擊 する 勇氣が 出て 來な いのです。 さう 云った 意味 か 
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らして、 つい 大 森さん に對 して 濟 まない 亂暴を 申した のであります。 今日は 大森 君に 詫 まる 爲に わざく 

出掛けた 次第ではありません けれども、 序 だから みんなの るる W で、 謝罪して 置く のです。 

話が つ い 飛んだ 所 へ 外れて しまいました から、 再び 元へ 引き返して 筋 S 立つ やうに 云 ひます と、 つまり 

斯うなる のです。 

せ. 貝 方が たは 立派な 學 校に 入って、 立派な 先生から 始終 指導 を 受けて ゐ らっしゃる、 又 K 方 々の 專問的 も 

しく は 一般的の 講義 を 毎日 聞いて る らっしゃる。 それ だのに 私見た やうな もの を、 殊更に 他所から 連れて 

來て、 講演 を聽 かう となされ るの は、 丁度 先刻 御 話した 御大 名が 目黑の 秋刀魚 を赏翫 したやうな もので、 

つ. まり は 珍ら しいから、 一 口 食って 見ようと いふ 料簡 ぢゃ ないかと 推察され るので す。 實際 をい ふと、 私 

じ や や. & 

の やうな ものよりも、 貴方が たが 毎日 顔 を 見て ゐ らっしゃる 常 還 ひの 先生の 御 話の 方が 餘程 有益で も あり、 

かつまた 面白から うと も 思 はれる のです。 たと ひ 私に した 所で、 もし 此學 校の 敎授 にで もな つて るたなら 

ば、 單に 新ら しい 刺戟の ない とい ふ 丈で も、 此 位の 人数が 集って 私の 講演 を御聽 きになる 熱心な り 好奇心 

なり は 起るまい と考 へ るので すが どんな もので せう。 

私が 何故 そんな 假定 をす るかと いふと、 此私は 現に 昔し 此擧 習院 の敎師 になら うとした 事が あるので すり 

尤も 自分で 運動した 譯 でもない のです が、 此學 校に るた 知人が 私 を 推薦して 吳れ たのです。 其 時分の 私 は 

卒業す る 間際まで 何 をして 衣食の 道 を 講じて ぃゝ か 知らなかった 程の 迂潤 者でした が、 さて 念 世間へ 出て 

見る と， 懷手 をして 待って ゐ たって、 下宿料が 入って 來る譯 でもない ので、 敎育 者に なれる かなれ ないか 

の 問題 は 鬼に 角、 何處 かへ 潛り 込む 必要が あつたので、 つい 此 知人の いふ 通り 此擧 校へ 向けて 運動 を 開始 

した 次第であります。 其 時分 私の 敏が 一 人 ありました。 然し 私の 知人 は 私に 向って しきりに 大丈夫ら しい 

事み-いふので、 私の 方で も、 もう 任命され たやうな 氣分 になって、 先生 は どんな 着物 を 着なければ ならな 


いの か 杯と 訊いて 見た ものです。 すろ と 其 男 は 千 -1- 一 ング でなくて は敎 場へ s: られ ない と 云 ひます から、 

私 はま だ 事の 極らない 先に、 モ ー 二 ンダを 誹らえ てし まった のです。 其癖舉 習院と は何處 にある 舉校か 能 

く 知らなかった の だから、 頗る 變な ものです。 偖愈モ —二 ング が出來 上って 見る と、 豈 計らん や 折角 賴み 

にして ゐた學 習 院の方 は 落第と 事が 極った のです。 さう してもう 一 人の 男が 英語 敎師の 空位 を充 たす 事に 

なりました。 其 人 は 何とい ふ 名でした か 今 は 忘れて 仕舞 ひました。 別段 悔しく も 何ともなかった からでせ 

う。 何でも 米國歸 りの 人と か 聞いて るました。 —— それで、 もし 其 時に その 米國歸 りの 人が 採 川され すに- 

此 私が まぐれ 當 りに 擧習院 の敎師 になって、 しかも 今日 迄永續 して るたなら、 斯うした 鄭重な 御 招き を受 

けて、 高い 所から 貴方が たに 御 話 をす る 機會も 遂に 來 なかった かも 知れますまい。 それ を此 春から 十 一 月 

迄 も 待って 聽 いて 下さろうと いふの は、 取 も 直さす、 私が 學習院 の 敎師に 落第して、 責 方が たから 目黑の 

秋刀魚の やうに 珍ら し がられて るる 證據 ではありません か。 

私 は是か ら擧 習院を 落第して か ら 以後 の 私に 就いて 少々 申 上け やうと 思 ひます。 是 は 今迄 御 話 を して 來 

た 順序 だからと いふ 意味よりも、 今日の 講演に 必要な 部分 だからと 思って 聽 いて 頂きたい のです。 

私は擧 習院は 落第した が、 モ— -1 ング丈 は 着て ゐ ました。 それより 外に 着るべき 洋服 は 持って ゐ なかつ 

たの だから 仕方が ありません。 其モ —一一 ン グを 着て 何處へ 行った と 思 ひます か？ K 時分 は 今と 違って 就職 

どちら 

の途は 大變樂 でした。 何方 を 向いても 相當の ロは閗 いて ゐた樣 に 思 はれる のです。 つまり は 人が 拂 底な 爲 

だった のでせ う。 私の やうな もので も 高等 舉 校と、 高等 師範から 殆んど 同時に 口が 掛 りました。 私 は髙等 

擧校 へ 周旋して 吳れた 先 S に 半分 承諾 を與 へ ながら、 高等 師範の 方 へ も 好い 加减な 挨拶 をして しまったの 

で、 事が 變な 具合に もつれて 仕舞 ひました。 もとく 私が 若い から 手ぬ かりやら、 不行届 勝で、 とうく 

自分に 祟って 來 たと 思へば 仕方が ありま せんが、 弱らせられた 事 は事實 です。 私 は 私の 先輩なる 高等 擧校 
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の 古參の 敎授の 所へ 呼びつ けられて、 此方へ 來る やうな 事 を 云 ひながら、 他に も 相談 をされ て は、 仲に 立 

つた 私が 闲. ると 云って 譴責され ました。 私 は 年の 若い 上に、 馬鹿の 肝癩 持です から、 一 そ 双方と. も斷 つて 

しまったら 好いだら うと 考 へて- 其手續 きを 遣り 始めた のです。 すると 或 H 當 時の 高等 學 校長、 今では 糙 

か 京都の 理科 大舉長 をして ゐる久 原さん から， 一寸 學校 迄來て くれと いふ 通知が あつたので、 早速 出掛け 

て 見る と、 其 座に 一お 等 師範の 校長 嘉納 治 五郎さん と、 それに 私 を 周 旄 して 吳れた 例の 先輩が るて、 相談 は 

極った、、 此方に 遠慮 は 要らない から 高等 師範の 方へ 行ったら 好から うとい ふ 忠告です。 私 は 行 掛り上 否 だ 

と は 云 へ ません から 承諾の 旨 を 答 へ ました。 が 腹の 中で は 厄介な 事に なって しまったと 思 はざる を 得な か 

つたので す。 とい ふ もの は今考 へる と勿體 ない 話です が、 私 は 高等 師範な ど を 夫 程 有難く 思って ゐ なかつ 

たのです。 嘉納さん に 始めて 會 つた 時 も、 さう あなたの 樣に敎 育 者と して 學 生の 模範に なれと いふ やうな 

注文 だと、 私に はとても 勤まり かねる からと 逡 巡した 位でした。 嘉納さん は 上手な 人です から、 否 さう 正 

直に 斷 わられる と、 私 は 益 貴方に 來て 頂きた くな つたと 云って、 私 を 離さなかった のです。 斯うい ふ譯 で、 

未 熱な 私 は 双方の 舉 校を懸 持し やうな ど 、 いふ 慾 張 根性 は 更になかった に拘 はらす、 關係 者に 要らざる 手 

數を 掛けた 後、 とうく 高等 師範の 方 へ 行く 事に なりました。 

然し 敎育 者と して 偉くな り 得る やうな 資格 は 私に 最初から 欠けて ゐ たのです から、 私 はどう も 窮屈で 恐 

れ人 りました。 嘉納さん も 貴方 は あまり 正直 過ぎて 闲 ると 云った 位です から、 或は もっと 潢着を 極めてる 

ても宜 かった のか も 知れません。 然し 何う あっても 私に は不 向な 所 だとし か 思 はれませんでした。 奥底の 

ない 打ち明けた 御 話 をす ると、 當 時の 私 はま あ 肴 星が 菓子屋へ 手傳 ひに 行った やうな ものでした。 

一 年の 後 私 はとうく H 舍の 中舉へ 赴任し ました。 それ は 伊豫の 松 山に ある 中舉 校です。 責 方が たは 松 

山の 中擧と 聞いて 御 笑 ひになる が、 大方 私 S 書いた 「坊ちゃん」 でも 御覧に なった のでせ う。 「坊ちゃん」 


の 中に 赤 シャツと いふ 揮 名 を 有って ゐる 人が あるが、 あれ は 一 體 誰の 事 だと 私 は 其 時分よ く 訊かれた もの 

です。 誰の 事 だって、 當峙其 中 學に文 學士と 云ったら 私 一 人な のです から、 もし 「坊ちゃん」 の 中の 人物 

を 一 々實 在の ものと 認めるならば、 赤 シャツ は卽 ちかう いふ 私の 事に ならなければ ならん ので、 —— ^だ 

有難い 仕  <la せと. S. 上け たいやうな 譯 になります。 

松 山に もた つた 一 ケ年 しか 居りませんでした。 立つ 時に 知事が 留めて 吳れ ましたが、 もう 先方と. s: 約が 

出 來てゐ たので、 とうく 斷 つて 其 所 を 立ちました。 さう して 今度 は 熊 本の 高等 擧 校に 腰 を据 ゑました。 

斯うい ふ 順序で 中舉 から 高等 擧校、 高等 擧 校から 大舉と 順々 に 私は敎 へて 來た 經驗 み-有つ てるます が、 た 

だ小學 校と 女 擧校丈 はま だ 足 を 入れた 試が 御座いません。 

熊 本に は 大分 長く 居りました。 突然 文部省から 英國 へ留舉 をして は 何う かとい ふ. SZ 談 のあった の は、 熊 

本へ 行って から 何年 目に なり ませう か。 私 は 其時留 學を斷 わらう かと 思 ひました。 それ は 私の やうな もの 

が、 何の 目的 も 有た すに、 外國へ 行った からと 云って、 別に 國 家の 爲に 役に立つ 譯 もなから うと 考へ たか 

ら です。 然るに 文部省の 内意 を 取次いで 呉れた 敎 頭が、 それ は 先方の^ 込みな の だから、 君の 方で 自分 を 

評 憤す る 必要 はない、 鬼 も 角 も 行った 方が 好から うと 云 ふので、 私 も 絶對に 反抗す る瑰山 もない から * 命 

令 通り 英國へ 行きました。 然し 果せる かな 何もす る 事がない のです。 

それ を說 明す るた めに は、 夫 迄の 私と いふ もの を ー應御 話しし なければ ならん 事になります" 其 御 話が 

卽ち 今日の 講演の 一 部分 を 構成す る譯 なのです から 其 積で 御 聞き を 願 ひます。 

私 は 大舉で 英文 學と いふ 專問を やりました。 其 英文 擧と いふ もの は 何ん な もの かと 御 尋ねになる かも 知 

れ ません が、 それ を 三年專 攻 した 私に も 何が ：！： だか まあ 夢中だった のです。 其 ^は.. チクソ ンと いふ 人が 敎 

師 でした。 私 は 其 先生の 前で 詩 を讀 ませられたり 文 孝を讀 ませられたり、 作文 を 作って、 冠詞が 落ちて る 
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ると 云って 叱られたり、 發 音が 間違って ゐ ると 怒られたり しました。 試驗に はゥォ ー ヅゥォ —スは 何年に 

生れて 何年に 死んだ とか、 シ ェ クス ビヤの フォ リオ は 幾通り あるかと か、 或は ス コ ットの 書いた 作物 を 年. 

代 順に 竝 ベて 見ろ とかい ふ 問題ば かり 出た のです。 年 s 若い あなた 方に も 略 想像が 出來 るで せう、 果して 

これが 英文 學か 何う だかと いふ^が。 英文 擧は しばらく 措いて 第一 文 學とは 何う いふ もの だか、 是 では 到 

底 觯る箦 がありません。 それなら 自力で それ を 窮め 得る かと 云 ふと、 まあ 盲目の 垣覜 きとい つた やうな も 

ので、 圆書 館に 入って、 何處を どううろ ついても 手掛 がない のです。 是は 自力の 足りない 許で なく 其 道に 

關 した 書物 も 乏しかった の だら うと 思 ひます。 鬼に 角 三年 勉强 して、 遂に 文舉 は脬ら すじ まひだった ので 

す。 私の 煩悶 は 第一 此 所に 根ざして ゐ たと 申し 上 けても 差 支ないで せう。 

私 はそんな あやふやな 態度で 世の中へ 出て とうく 敎師 になった とい ふより 敎師 にされ て 仕舞った ので 

す。 幸に 語 事の 方 は 怪しい にせよ、 何う か 斯う か 御茶 を 濁して 行かれる から、 其 日々々 はま あ 無事に 濟ん 

でゐ ましたが、 腹の 中に 常に 空虚でした。 筌虛 なら 一 そ 思 ひ 切りが 好かった かも 知れません が、 柯 だか 不 

愉快な 煑ぇ 切らない 漠然たる ものが、 至る所に 潜んで るる やうで 堪 まらない のです。 しかも 一方で は 自分. 

の 職業と してる る敎師 とい ふ ものに 少しの 興味 も 有ち 得ない のです。 敎育 者で あると いふ 素因の 私に 缺 S 

して ゐる事 は 始めから 知って るました が、 た^ T 敎 場で 英語 を敎へ る 事が 旣に 面倒な の だから 仕方が ありま 

せん。 私 は 始終 中腰で 隙が あったら- 自分の 本領へ 飛び移らう くとの み 思って るた のです が、 さて 其 本 

領と いふの が ある やうで、 無い やうで、 何處を 向いても、 思 ひ 切って やっと 飛び移れな いのです。 

私は此 世に 生れた 以上 何 かしなければ ならん、 と 云って 何もして 好い か 少しも 見當が 付かない。 私 は 丁 

度 霧の 中に 閉ぢ 込められた 孤獨の 人間の やうに 立ち竦んで しまった のです。 さう して 何處 からか 一 筋の 日 

光が 射して 來 ないか 知らん とい ふ 希望よりも、 此方から 棵照燈 を 用 ひて たった 一 條で 好い から 先 迄 明らか 


に 見たい とい ふ氣 がしました。 所が 不幸に して 何方の 方角 を 眺めても ほんやり してる るので す。 ほうつ と 

してる るので す。 恰も 籙の 中に 詰められて 出る 事の 出來 ない 人の やうな 氣持 がする のです。 私 は 私の 手に 

た、" 一 本の 錐 さへ あれば 何處か 一 ケ所 突き破つ て兒 せる の だが と、 焦燥り 拔 いたので すが、 生憎 其 錐 は 人 

から 與 へられる 事 もな く、 又 自分で 發 見す る譯 にも 行かす、 た 腹の 底で は此先 自分 はどうなる だら、 フと 

思って、 人知れ す 陰 繫な日 を 送った のであります。 

私 は 斯うした 不安 を 抱いて 大學を 卒業し、 同じ 不安 を 連れて 松 山から 熊 本へ 引越し、 又 同様の 不安 を 胸 

の 底に 璺んで 遂に 外國迄 渡った のであります。 然し 一 旦外國 へ留學 する 以上 は 多少の 責任 を 新たに 自覺さ 

せられる に は 極って ゐ ます。 それで 私 は 出來る だけ 骨 を 折って 何 かしゃう と 努力し ました。 然し 何ん な 本 

を讀ん でも 依然として 自分 は囊 S 中から 出る 譯に參 りません。 此鎪を 突き破る 錐 は 倫敦中 探して 歩いても 

見 付り さう になかった のです。 私 は 下宿の 一 間の 中で 考 へました。 詰らない と 思 ひました。 いくら 書物 を 

讀ん でも 腹の 足に はならない の だと 諦め. ました。 同時に 何の 爲に害 物を讀 むの か 自分で も 其 意味が 解ら な 

くな つて 來 ました。 

此時私 は 始めて 文 學とは 何ん な もので あるか、 その；^ 念 を 根本的に 自力で 作り 上 ゆるより 外に、 私 を 救 
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ふ途 はない のた と 悟った のです。 今迄 は 全く 他人 本位で、 根の ない 萍の やうに、 其 所 いら を でたらめに 漂 

よって ゐ たから、 駄目で あつたと いふ 事に 漸く 氣が 付いた のです。 私の こ、 に 他人 本位と いふの は、 自分 

の 酒 を 人に 飮んで 貰って、 後から 其 品評 を聽 いて、 それ を 理が非でも さう だとして 仕舞 ふ 所謂 人 眞似を 指 

すので す。 一 口に 斯う 云って 仕舞へば、 馬鹿らしく 聞こえる から、 誰も そんな 人眞似 をす る譯 がない と不 

審 がられる かも 知れません が、 事實は 決して さう ではない のです。 近頃 流行る ベ ルグ ソンで も オイケンで 

もみん な 向 ふの 人が 鬼 や 角い ふので 日本人 も 其 尻 馬 に乘 つて 騷ぐ のです。 まして 其 頃 は 西洋人の いふ 事 だ 
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と 云へば 何でも 蚊で も肓從 して 威張った ものです。 だから 無 喑に片 假名 を竝べ て 人に 吹聽 して 得意がった 

男が 比々 皆是 なりと 云 ひたい 位 ごろ/^ して ゐ ました。 他の惡 口ではありません。 斯うい ふ 私が それ 

だった のです。 譬 へば ある 西洋人が E. とい ふ 同じ 西洋人の 作物み-評 したの を讀ん だとす ると、 其 評の 當否 

は 丸で 考へ すに、 自分の 腑に 落ち やうが 落ちまい が、 無 喑に其 評 を觸れ 散らかす のです。 つまり 鵜 呑と 云 

つても よし- 又 機械的の 知識と 云っても よし、 到底 わが 所有と も 血と も 肉と も 云 はれない、 餘 所々々 しい 

もの を 我物顔に 喋 舌って 步 くので す。 然るに 時代が 時代 だから、 叉 みんなが それ を 賞め るので す。 

けれども いくら 人に 賞め られ たって、 元々 人の 借 着 をして 威張って ゐる S だから、 内心 は 不安です。 手 

もな く 孔雀の 羽根 を 身に 着けて 威張って るる やうな ものです から。 それでもう 少し 浮華 を 去って 摯寳に 就 

かなければ、 自分の 腹の 中 は 何時 迄經 つたって 安心 は出來 ない とい ふ 事に 氣が つき出し たのです。 

たと へば 西洋人が 是は 立派な 詩 だと か、 口調が 大變 好い とか 云っても、 それ は 其 西洋人の 見る 所で、 私 

の參考 にならん 事 はない にしても、 私に さう 思へ なければ、 到底 受賫 をすべき 箦の もので はない のです。 

私が 獨 立した 一 個の 日本人であって、 決して 英國 人の 奴婢で ない 以上 はこれ 位の a 識は國 民 S 一  員と して 

具へ てるなければ ならない 上に、 世界に 共通な 正直と いふ 德義を 重ん する 點 から 見ても、 私 は 私の 意：^ を 

曲け て はならない のです。 

然し 私 は 英文 舉を 專攻す る。 其本裼 の 批評家 のい ふ 所と 私 の考と 矛盾し て は 何う も 普通 S 揚合氣 が がけ 

る 事になる。 そこで 斯うした 矛盾が 果して ：！： 處 から 出る かとい ふ 事を考 へなければ ならなくなる。 風俗、 

人情、 習惯、 溯って は國 民の 性格 皆此 矛盾 S 原因に なって ゐ るに 相違ない。 それ を、 普通の 學 者は單 に 文 

擧と科 擧とを 混同して、 S 'の國 民に 氣に 入る もの は 屹度 乙の 國 民の 賞 讚 を 得る に 極って ゐる、 さう した 必 

然 性が 含まれて ゐ ると 誤認して か、 る。 其 所が 間違って ゐ ると 云 はなければ ならない。 たと ひ此 矛盾 を融 


和す る 事が 不可能に しても、 それ を說 明す る 事 は 出 來る箦 だ。 さう して 單に 其說明 丈で も 日本の 文壇に は 

1 道の 光明 を 投け與 へる 事が 出 來る。 —— 斯う 私 は 其 時 始めて 悟った のでした。 甚だ 通^の 話で 慚愧の 至 

であります けれども、 事實 だから 僞ら ない 所 を 申し 上 ゆるので す。 

私 は それから 文 藝に對 する 自己の 立脚地 を 堅める ため、 堅める とい ふより 新ら しく 建設す る爲 に、 文藝 

と は 全く 綠 のない 書物 を讀み 始めました。 一 口で いふと" 自己本位と いふ 四 字 を 漸く 考 へて、 其 自己本位 

を立證 する 爲に、 科舉 的な 研究 やら 哲學 的の 思索に 耽り 出した のであります。 今 は 時勢が 違 ひます から、 

此邊の 事 は 多少 頭の ある 人に は 能く 解せられ て ゐる箐 です が、 其^ は 私が 幼稚な 上に、 世間が まだ それ 程 

進んで ゐ なかった ので、 私の 遣り方 は 實際已 を 得なかった のです。 

私は此 自己本位と いふ 言葉 を 自分の 手に 握って から 大變强 くな りました。 彼等 何者 ぞ やと 氣慨が 出 まし 

た。 今迄 范 然と 自失して ゐた 私に、 此 所に 立って、 この 道から 斯う 行かなければ ならない と 指 3! をして 吳 

れ たもの は 實に此 自我 本位の 四 字な のであります。 

自白 すれば 私 は 其 四 字から 新たに 出立した のであります。 さう して 今の 樣 にた  >  人の 尻^にば かり 乘っ 

て筌騷 ぎ をして ゐる やうで は 甚だ 心 元ない 事 だ から、 さ う 西洋人 振ら ないで も 好 いとい ふ 動かす ベから ざ 

る 理由 を 立派に 彼等の 前に 投ゅ 出して 見たら * 自分 も 嘸 愉快-たらう， 人 も 嘸 喜ぶ だら うと 思って、 著書 其 

他 W 手段に よって、 それ を 成就す るの を 私の 生涯の 事業と しゃう と考 へたので す。 

其 時 私の 不安 は 全く 消えました。 私は輕 快な 心 を もって 陰^な 倫敦を 眺めた のです。 比喩で. a. すと、 私 

は 多年の 間換惱 した 結 梨 漸く 自分の 鶴嘴み」 がちり と鑛 脈に 堀り 常て たやうな 氣 がした のです。 猶繰り 返し 

ていふと、 今迄 霧の 屮に 閉ぢ 込まれた ものが、 ある 角度の 方向で、 明らかに 自分の 進んで 行くべき 逍を敎 

へられた 事になる のです。 
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斯く 私が 啓發 された 時 は、 もう 留舉 してから、 一年 以上 經 過して るた のです。 それで とても 外國 では 私 

の 事業 を 仕上る 譯に 行かない、 鬼に 角 出来る 丈 材科を 纏めて、 本國へ 立ち 歸 つた 後、 立派に 始末 を 付け や 

うとい ふ氣 になり ました。 卽ち 外國へ 行った 時よりも 歸 つて 來た 時の 方が、 偶然ながら ある 力 を 得た 事に 

なる のです a 

所が 歸るゃ 否や 私 は 衣食の 爲に 奔走す る 義務が 早速 起り ました。 私 は 髙等學 校へ も 出ました。 大舉へ も 

出ました。 後で は 金が 足りない ので、 私立 學校も 一 軒 稼ぎました。 其 上 私 は神經 衰弱に 罹りました。 最後 

に 下らない 創作な どを雜 誌に 載せなければ ならない 仕儀に 陷 りました。 色々 の 事情で、 私 は 私の 企てた 事 

業 を 半途で 中止して しま ひました。 私の 著 はした 「文 學論」 は その 記念と いふよりも 寧ろ 失敗の 亡骸です o 

然も 畸形 兒の 亡骸です。 或は 立派に 建設され ない うちに 地震で 倒された 未成 市街の 廢墟 S やうな ものです。 

然しながら 自己本位と いふ 其 時 得た 私の 考は 依然としてつ S, いて ゐ ます。 否 年を經 るに 從 つて 段々 强く 

なります。 著作 的事粱 として は、 失敗に 終りました けれども、 其 時 確かに 極った 自己が 主で、 他は賓 であ 

ると いふ 信念 は、 今日の 私に 非常の 自信と 安心 を與 へて 吳れ ました。 私 は 其引弒 きとして、 今日 猶 生きて 

るら れる やうな 心 持が します。 實は 斯うした 高い 壇の 上に 立って、 諸君 を 相手に 講演 をす るの も 矢張り 其 

力の 御蔭 かも 知れません。 

以上 はた V 私の 經驗 だけ を ざっと 御 話しした のであります けれども、 其 御 話し を 致した 意味 は 全く 貴方 

がた の 御參考 になり はしまい かとい ふ 老婆心から なのであります。 貴方が たは 是 からみん な 舉校を 去って、 

世の中へ 御 出掛になる。 それに はま だ 大分 時間の か ゝる方 も 御座いませ うし、 又は 追 付け 實社界 に 活動な 

さる 方 も あるで せう が、 いづれ も 私の 一度 經 過した 烦悶 (たと ひ 種類 は 遠っても) を 繰返しが ちな もの ぢ 

やなから うかと 推察され るので す。 私の やうに 何處か 突き 拔け たくっても 突き 拔 ける 譯 にも 行かす、 何 か 


摑 みたく つても 藥鐯頭 を摑む やうに つるく して 焦燥れ つたくな つたり する 人が 多分 ある だら うと 思 ふの 

です。 もし 貴方が たのうち で旣に 自力で 切り開いた 道 を 持って るる 方 は 例外で あり、 又 他の 後に 從 つて- 

それで 満足して ノ在來 の 古い 道 を 進んで 行く 人も惡 いと は诀 して 申しません が、 (自己に 安心と 自信が しつ 

かり 附隨 して ゐ るなら ば、) 然し もし 左右で ない としたならば、 何、 フ しても、 一 つ 自分の 鶴嘴で 堀り 當 てる 

所 迄 進んで 行かな くって は 行けないで せう。 行けない とい ふの は、 もし 堀り 中て. る 事が 出來 なかったなら、 

其 人 は 生涯 不愉快で、 始終 中腰に なって 世の中に まごく して ゐ なければ ならない からです。 私の 此點を 

カ說 する の は 全く 其爲 で、 何も 私 を 模範に なさい とい ふ 意味で は诀 してない のです。 私の やうな 詰らない 

もので も、 自分で 自分が 道 をつ けつ /'進み 得た とい ふ 自覺が あれば、 あなた 方から 見て 其 道が 如何に 下ら 

ない にせよ、 それ は 貴方が たの 批評と 觀 察で、 私に は 寸毫の 損害がない のです。 私自身 は それで 満足す る 

接り であります。 然し 私自身が それが ため、 自信と 安心 を 有って るるから といって、 同じ 徑路が 方が た 

の 模範になる とは^して 思って はゐ ない のです から、 誤解して は 不可 せん C  • 

それ は 鬼に 角、 私の 經驗 したやうな 煩悶が 貴方が たの 場合に も赝 起る に 違 ひない と 私 は 鑑定して ゐ るの 

です が、 何う でせ うか。 もし 左右 だとす ると、 何 かに 打ち 當る迄 行く とい ふ 事 は、 擧問 をす る 人、 敎育を 

K 乂 ける 人が、 生涯の 仕事と しても、 或は 十 年 二十 年の 仕事と しても、 必要 ぢ やないで せう か。 あ、 此處に 

おれの 進む ベ き 道が あった！ 漸く 堀り 當 てた！ 斯うい ふ 感投詞 を 心の底から 叫び 出される 時、 あなたがた 

は 始めて 心 を 安ん する 事が 出來 るので せう。 容易に 打ち 壞 されない 自信が、 其 叫び 聲 とともに むくく 首 

を擡 けて 來 るので はありません か。 旣に其 域に 達して るる 方 も多數 のうちに は あるか も 知れません が、 若 

し 途中で 霧 か 露の ために 換惱 して ゐられ る 方が あるならば、 何ん な犧 牲を拂 つても、 あ ゝ此所 だとい ふ 堀 

當 て る 所 迄 行 つたら 宜 からう と 思 ふので す。 必す しも 國家 の爲 ばかり だからと 云 ふので はありません。 义 
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あなた 方の 御 家族の 爲に 申し 上け る 次第で もありません。 費 方が た 自身の 幸福の ために、 それが 絕 對に必 

要ぢ やない かと 思 ふから 申 上 ゆるので す。 もし 私 S 通った やうな 道 を 通り過ぎた 後なら 致し方 もない が、 

もし 何處 かに こだわりが あろなら、 それ を 踏 潰す 迄 進まなければ 駄目です よ。 —— 尤も 進んだ つて！ I： う 進 

んで 好い か 解らない の だから、 何 かに 打つ かる 所 迄 行く より 外に 仕方がな いのです。 私 は 忠告が ましい 事 

を 貴方が たに 强 ひる 氣は 丸でありません が、 それが 將來 貴方が たの 幸福の 一 つになる かも 知れない と 思 ふ 

と默 つてる られ なくなる のです。 腹の 中の 煑ぇ 切らない、 徹底し ない、 あ、 でも あり 斯うで も あると いふ 

やうな 海鼠の やうな 精神 を 抱いて ほんやり して 居て は、 自分が 不愉快で はない か 知らん と 思 ふから いふの 

です。 不愉快で ない と 仰し やれば 夫 迄です、 又 そんな 不愉快 は 通り越して ゐ ると 仰し やれば、 それ も 結構 

であります。 願く は 通り越して ありたい と 私 は 祈る のであります。 倂し此 私 は 學校を 出て 三十 以上 迄 通り 

越せなかった のです。 其 苦痛 は 無論 鈍痛で はありました が、 年々！ i 々感 する 痛に は 相違なかった ので あり 

ます。 だから 若し 私の やうな 病氣に 罹った 人が、 もし 此中 にあるならば、 何う. ぞ 勇猛に 御 進みに ならん 事 

を 希望し て 巳まない のです。 もし 其 所 迄 行ければ、 此處に おれの 尻 を 落ち つ け る si 所が あつたの だとい ふ 

事實を 御發見 になって、 生涯の 安心と 自信 を 握る 事が 出來 る やうに なると 思 ふか ら 申し 上 ける のです。 

今迄 申し 上け た 事は此 講演の 第 一 篇 に相當 する ものです が、 私は是 からせ ハ 第一 ー篇に 移らう かと 考 へます。 

擧習院 とい ふ 學校は 社會的 地位の 好い人が 這 入る 擧 校の やうに 世閒 から 見 傚され て 居ります。 さう して 夫 

が 恐らく 事實 なので せう。 もし 私の 推察 通り 大した 貧民 は此 所へ 來 ないで、 寧ろ 上流 社會の 子弟ば かりが 

橥 まって るると すれば、 .2 後 貴方が たに 附隨 してく る もの ゝ うちで 第一 番に擧 けなければ ならな いのは 權 

力であります。 換言す ると、 あなた 方が 世間へ 出れば、 貧民が 世の中に 立った 時よりも 餘計權 力が 使へ る 

とい ふ 事な のです。 前 申した、 仕事 をして 何 かに 堀り 中て るまで 進んで 行く とい ふ 事 は、 つまり あなた 方 


の 幸福の 爲め 安心の 爲 めに は 相違ありません が、 何故 それが 幸福と 安心と を もたらす かとい ふと、 貴方方 

の 有って 生れた 個性が そこに 打つ かって 始めて 腰が すわる からでせ う。 さう して 其 所に 尻 を 落 付けて 漸々 

前の 方へ 進んで 行く と 其 個性が 盆發展 して 行く からでせ う。 ぁゝ此 所に おれの 安住の 地位が あつたと、 あ 

なた 方の 仕事と あなたがたの 個性が、 しっくり 合った 時に、 始めて 云 ひ 得る のでせ う。 

是と 同じ やうな 意味で、 今 申し 上け た權 力と いふ もの を 吟味して a ると、 權 力と は 先刻 御 話した 自分の 

個性 を 他人の 頭の 上に 無理矢理に 壓し 付ける 道具な のです。 道具 だと 斷然云 ひ 切って わるければ、 そんな 

道具に 使 ひ 得る 利器な のです。 

權 力に 次ぐ もの は 金力です。 是も 貴方が たは 貧民よりも 餘 計に 所有して 居られる に 相違ない。 此 金力 を 

同じく さう した 意味から 眺める と、 是は 個性 を擴 張す るた めに、 他人の 上に 誘惑の 道具と して 使 ffl し 得ろ 

至極 重寶な ものになる のです。 

して 見る と權 力と 金力と は 自分の 個性 を 貧乏人より 餘 計に、 他人の 上に 押し 被せる とか、 又は 他人 を 其 

方面に 誘き 寄せる とかい ふ點に 於て、 大變 便宜な 道具 だと 云 はなければ なりません。 斯うい ふ 力が あるか 

ら、 偉い やうで るて、 其實 非常に 危險 なのです。 先刻 申した 個性 はお もに 學問 とか 文藝 とか 趣味と かに 就 

いて 自己の 落ち 付くべき 所 迄 行って 始めて 發展 する やうに 御 話し 致した のです が、 實を いふと 其應 W は甚 

だ廣 いもので、 覃 に擧藝 丈に はと > まらない のです。 私の 知って ゐる ある 兄弟で、 弟の 方 は 家に 引 込んで 

書物な ど を讀む 事が 好きな のに 引き 易へ て、 兄 は 又 釣 道樂に 憂身 を やつして 居る のがあります。 すると 此 

兄が 自分の 弟の 引 込 思案で た V 家にば かり 引 籠って ゐ るの を 非常に 忌ま はしい もの ， やうに 考へ るので す o 

必竟は 釣 をし ないかち あ、 いふ 風に 厭世的になる の だと 合點 して、 無 喑に弟 を 釣に 引 張り出さう とする の 

です。 弟 は 又 それが 不愉快で 堪らない の だけれ ども、 兄が 高壓 的に 釣竿 を擔 がしたり、 魚 籃を提 けさせた 
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りして、 釣堀へ 隨行を 命す る もの だから、 まあ 目 を 瞑って 食つ 付いて行って、 氣 味の 惡ぃ鲋 など を 釣って 

いやく 歸 つてく るので す。 それが 爲に 兄の 計畫 通り 弟の 性質が 直った かとい ふと、 決して さう ではない * 

盆此 釣と いふ ものに 對 して 反抗 心 を 起して くる や 5 になります。 つまり 釣と 兄の 性質と は ぴたりと 合って 

其 間に 何の 隙間 もない のでせ うが、 それ は 所謂 兄の 個性で， 弟と は 丸で 交渉がない のです。 是は 固より 金 

力の 例ではありません、 權 力の 他 を威壓 する 說 明になる のです。 兄の 個性が 弟を壓 迫して 無理に 魚 を 釣ら 

せる のです から。 尤も ある 場合に は、 —— 例へば 授業を受ける 時と か、 丘ハ隊 になった 時と か、 又 寄宿 舍で 

も 軍隊生活 を 主位に 置く とか I 凡て さう 云った 場合に は 多少 此高壓 的 手段 は 免 かれますまい。 然し 私 は 

重に 貴方が たが 一 本 立に なって 世間へ 出た 時の 事 を 云って るるの だから 其 積で 聽 いて 下さらなくて は 困り 

ます。 

そこで 前 申した 通り 自分が 好い と 思った 事、 好きな 事、 自分と 性の 合 ふ 事， 幸に そこに 打つ かって 自分 

の 個性 を發展 させて 行く うちに は、 自他の 區別を 忘れて， 何う か あいつ も おれの 仲間に 引き摺り込んで 遣 

らうと いふ 氣 になる。 其時權 力が あると 前 云った 兄弟の やうな 變な關 係が 出來 上る し、 又 金力が あると、 

それ を 振り 蒔いて、 他 を 自分の やうな ものに 仕 立 上け やうと する。 卽ち金 を 誘惑の 道具と して、 其の 誘惑 

の 力で 他 を 自分に 氣に 入る やうに 變 化させ やうと する。 どっちに しても 非常な 危險が 起る のです。 

それで 私 は 常から 斯う 考 へて ゐ ます。 第一 に 貴方が たは 自分の 個性が 發展 出來る やうな 場所に 尻 を 落ち 

付けべ く、 自分と ぴたりと 合った 仕事 を發 見す る 迄 邁進し なければ 一 生の 不幸で あると。 然し 自分が それ 

丈の 個性 を 尊重し 得る やうに、 社會 から 許されるならば、 他人に 對 しても 其 個性 を 認めて、 彼等の 傾向 を 

尊重す るの が理 の當然 になって 來 るで せう。 それが 必要で かつ 正しい 事と しか 私に は 見えません。 自分 は 

天性 右 を 向いて るるから、 彼奴が 左 を 向いて るるの は 怪しからんと いふの は 不都合 ぢ やない かと 思 ふので 


す。 尤も 複雜な 分子の 寄って 出來 上った 善惡 とか 邪 正と かいふ 题 になる と、 少々 込み入った 解剖の 力 を 

借りなければ 何とも 申されません が、 さう した 問題の 閼 係して 来ない 場合 もしくは 關 係しても 面倒で ない 

場合に は、 自分が 他から 自由 を 享有して ゐる 限り、 他に も 同程度の 自. 5 を與 へて、 同等に 取り扱 はな けれ 

ばな らん 事と 信す るより 外に 仕方がな いのです。 

近- 0 自我と か自覺 とか 唱 へ てい くら 自分の 勝手な 眞似 をしても 構 はない とい ふ符徵 に 使 ふやう です が、 

其 中には 甚だ 怪しい のが 澤 山あります。 彼等 は 自分の 自我 を飽迄 尊重す る やうな 事 を 云 ひながら、 他人の 

自我に 至って は 毫も 認めて ゐな いのです。 苟し くも 公平の 眼 を 具し 正義の 觀念を 有つ 以上 は、 自分の 幸福 

のために 自分の 個性 を發展 して 行く と 同時に、 其 自由 を 他に も與 へなければ 濟 まん 事 だと 私 は 信じて 疑 は 

ない のです。 我々 は 他が 自己の 幸福の ために、 己れ の 個性 を 勝手に 發展 する の を、 相當の 理由な くして 妨 

害して はならない のであります。 私 は 何故 こ、 に 妨害と いふ 字 を 使 ふかと いふと" 貴方が たは 正しく 妨害 

し 得る 地位に 將來 立つ 人が 多い からです。 貴方が たのうち に は 權カを 用 ひ 得る 人が あり、 又 金力 を 用 ひ 得 

る 人が 澤山 あるから です。 

元來 をい ふなら、 義務の 附着して 居らない 權 力と いふ ものが 世の中に あらう 箦 がない のです。 私が 斯 5 

やって、 高い 壇の 上から 貴方方 を 見下して、 一 時間な り 一 一時間な り 私の 云 ふ 事を靜 肅に聽 いて 頂 だく 權利 

を 保留す る 以上、 私の 方で も 貴方方 を靜肅 にさせる 丈の 說を 述べ なければ 濟 まない 喾 だと 忍 ひます。 よし 

平凡な 講演 をす るに しても、 私の 態度な り樣 子な りが、 貴方が た をして 禮を 正さし むる 丈の 立派 さ を 有つ 

てゐ なければ ならん 苦の ものであります。 た V 私 は 御 客で ある、 貴方が たは 主人で ある、 だから 大人しく 

しなくて はならない、 と 斯う 云 はう とすれば 云 はれない 事 もないで せう が、 それ は 上面の 禮式 にと  >  まる 

事で、 精神に は 何の 關係 もない 云 は V 因襲と いった やうな ものです から、 てんで 議論に はならない のです。 
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別の 例を擧 けて 見ます と、 責 方が たは 敎 場で 時々 先生から 叱られる 事が あるで せラ。 然し 叱りつ & しの 先 

生が もし 世の中に あると すれば、 其 先生 は 無論 授業 をす る 資格の ない 人です。 叱る 代りに は 骨 を 折って 敎 

へ て吳れ るに 極って ゐ ます。 叱る 權 利な もつ 先生 は 卽ち敎 へ る 殺 務をも 有って るる 箦 なのです から。 先生 

は 規律 をた-》 すため、 秩序 を 保った めに 與 へられた 權利を 十分に 使 ふでせ う。 其 代り 其權 利と 引き離す 事 

の出來 ない 義務 も盡 さなければ、 敎師の 職 を 勤め 終せ る譯に 行きますまい。 

金力に 就いても 同じ 事であります。 私の 考 によると、 責任 を 解し ない 金力 家 は、 世の中に あって ならな 

いものな のです。 其 譯をー 口に 御 話しす ると 斯うなります。 汆錢 とい ふ もの は 至極 重寶な もので、 何へ で 

も 自由自在に 融通が 利く。 たと へば 今 私が 此 所で、 相場 をして 卜 萬 圓 儲けた とすると、 其 十 萬圓で 家屋 を 

立てる 事 も出來 るし、 書籍 を 買 ふ 事 も出來 るし、 又は 花柳 社 が を賑 はす 事 も出來 るし， つまり どんな 形に 

でも 變 つて 行く 事が 出來 ます。 そのうち でも 人間の 精神 を 買 ふ 手段に 使 川出來 るの だから 恐ろしい では あ 

りません か。 卽 ちそれ を 振り 蒔いて、 人間の 德 義心 を K ひ 占める、 卽ち其 人の 魂を墮 落させる 道具と する 

のです。 相場で 儲けた 金が 德義的 倫理的に 大きな 威力 を 以て 働ら き 得る とすれば、 何う しても 不都合な 應 

用と 云 はなければ ならない かと 思 はれます。 思 はれる のです けれども、 實際 その 通りに 金^ 活動す る 以上 

は 致し方がない。 た V 金 を 所有して ゐる 人が、 相 當の德 義心 を もって、 それ を 道義 上 害の ないやう に 使 ひ 

こなす より 外に、 人心の 腐敗 を 防ぐ 道 はなくな つてし まふので す。 それで 私 は 金力に は必す 責任が 付いて. 

廻らなければ ならない とい ひたくな ります。 自分 は今是 丈の 富の 所有者で あるが、 それ を 斯うい ふ 方面に 

斯う 使へば、 斯うい ふ 結果になる し、 あ、 いふ 社會 にあ、 用 ひれば あ 、いふ 影響が あると 呑み込む 丈の 見 

識を 養成す る 許で なく、 其昆 識に應 じて、 責任 を 以て わが 富 を 所 置し なければ、 世の中に 濟 まない と 云 ふ 

のです。 いな 自分自身 にも 濟 むまい とい ふので す。 


今迄の 論旨 を かい 摘んで 見る と、 第！ に 自己の 個性の 發展を 仕遂け やうと 思 ふなら ば、 同時に 他人の 個 

性 も 尊重し なければ ならない とい ふ 事。 第二に 自己の 所有して ゐる權 力 を 使用し やうと 思 ふなら ば、 それ 

に附隨 して ゐる 義務と いふ もの を 心得なければ ならない とい ふ 事。 第三に 自己の 金力 を 示さう と 願 ふなら、 

それに 伴 ふ 責任 を 重 じなければ ならない とい ふ 事。 つまり 此三ケ 條に歸 着す るので あります。 

是を 外の 言葉で 言 ひ 直す と、 苟し くも 倫理的に、 ある 程度の 修養 を 積んだ 人で なければ、 個性 を 發展す 

る 憤 値 もな し、 權カを 使 ふ價値 もな し、 又 金力 を 使 ふ 憤 値 もない とい ふ 事になる のです。 それ をもう 一遍 

云ひ換 へる と、 此 三者 を 自由に 享け樂 しむた めに は、 其 三つの ものの 背後に あるべき 人格の 支配 を 受ける 

必要が 起つ て來 ると いふので す。 もし 人格の な いものが 無喑 に 個性 を 發展し やうと すると、 他 を 妨害す る、 

權カを 用 ひやう とすると、 濫用に 流れる、 金力 を 使 はう とすれば、 社會の 腐敗 を もたらす。 隨分 危險な 現 

象を呈 する に 至る のです。 さう して 此 三つの もの は、 貴方が たが 將來に 於て 最も 接近し 易い もので あるか 

ら、 貴方が たは 何う しても 人格 S ある 立派な 人間に なって 置かなくて は 不可いだ らうと 思 ひます。 

話が^し 潢 へそれ ますが、 御存じの 通り 英吉利と いふ 國は 大變 自由 を 尊ぶ 國で あります。 それ 程 自由 を 

愛する 國 でありながら、 叉 英吉利 ほど 秩序の 調った 國 はありません。 實を いふと 私 は 英吉利 を 好かない の 

です。 嫌 ひで は あるが 事實 だから 仕方なし に 申し 上け ます。 あれ 程 自由で さう して あれほど 秩序の 行き届 

いた 國は 恐らく 世界中に ないで せう。 日本な ど は 到底 比較に もな りません。 然し 彼等 はた V 自由な ので は 

ありません。 自分の 自由 を 愛する とともに 他の 自由 を 尊敬す る やうに、 小 供の 時分から 社 會的敎 育 をち や 

んと 受けて ゐ るので す。 だから 彼等の 自由の 背後に は 屹度 義務と いふ 觀 念が 伴って るます。 England 

expects  every  man  to  do  his  duty といった 有名な ネル ソ ンの言 葉 は 決して 當座 限りの 意味の もので は 

ない のです。 彼等の 自由と 表裏して 發 達して 來た 深い 根柢 ももった 思想に 違ない のです。 
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彼等 は 不平が あると 能く 示威運動 を 遺り ます。 然し 政府 は 決して 干渉が ましい 事 をし ません。 默 つて 放 

つて 置く のです。 其 代り 示威運動 を やる 方で もちやん と 心得て ゐて、 無喑に 政府の 迷惑に なるや 5 な亂暴 

は 働かない のです。 近来 女 權擴張 論者と 云った やうな ものが 無嗜 に狼籍 をす る やうに 新聞な どに 見えて る 

ますが、 あれ はま あ 例外です。 例外に して は數が 多過ぎろ と 云 はれ、 ば それ迄で すが、 何う も 例外と 見る 

より 外に 仕方がない やうです。 嫁に 行かれない とか、 職業が 見付からない とか、 又は 昔し から 養成され た、 

女 を 尊敬 するとい ふ氣 風に 付け込む のか、 何しろ あれ は英國 人の 平生の 態度で はない やうです。 名畫を 破 

る-， 監獄で 絕食 して 獄丁を 困らせる、 議會 のべ ンチへ 身 體を縛 S 付けて 置いて、 わざく 騷々 しく 叫び 立 

てる。 是は 意外の 現象です が、 ことによると 女 は 何 をしても 男の 方で 遠慮す るから 構 はない と いふ 意味で 

遣って ゐ るの かも 分りません。 しかし まあ 何う いふ 理由に しても 變刖 らしい 氣 がします。 一般の 英國氣 質 

とい ふ もの は、 今 御 話しした 通り 義務の 觀念を 離れない 程度に 於て 自由 を 愛して ゐる やうです。 

それで 私 は 何も 英國を 手本に するとい ふ 意味で はない のです けれども、 要するに 義務 心 を 持って ゐ ない 

自由 は 本 常の 自由で はない と考 へます。 と 云 ふ もの は、 さう した 我儘な 自由 は 決して 社會に 存在し 得ない 

ほか 

からであります。 よし 存在しても すぐ 他から 排斥され 踏み潰され るに 極って るるから です。 私は責 方が た 

が 自由に あらん 事 を 切望す る ものであります。 同時に 責 方が たが 義務と いふ もの を 納得 せられん 事 を 願つ 

て已 まない のであります。 斯うい ふ 意味に 於て、 私 は 個人主義 だと 公言して 憚らない 積です。 

此 個人主義と いふ 意味に 誤舴 があって は 不可 せん。 ことに 貴方が たの やうな 御 若い 人に 對 して 誤解 を 吹 

き 込んで は 私が 濟 みません から、 其邊 はよ く 御注意 を 願って 置きます。 時間が 逼 つてる るから 成る ベ く單 

簡に說 明 致します が、 個人の 自由 は 先刻 御 話した 個性の 發展上 極めて 必要な ものであって、 其 個性の 發展 

がまた 貴方が たの 幸福に 非常な 關係を 及 ほす の だから、 何う しても 他に 影響の ない 限り、 僕 は 左 を 向く、 


君 は 右 を 向いても 差 支ない 位の 自由 は、 自分で も 把持し、 他人に も附與 しなくて はなるまい かと 考 へられ 

ます。 みれ が 取 も 直さす 私の いふ 個人主義 なのです。 金力 權 力の 點に 於ても 其 通りで、 俺の 好かない 奴 だ 

から 疊ん でし まへ とか、 氣に喰 はない 者 だから 遣っ付けて しまへ とか、 悪い 事 もない のに、 た それ 等 を 

濫用したら 何う でせ う。 人間の 個性 は それで 全く 破壞 される と 同時に、 人間の 不幸 も 其 所から 起ら なけれ 

ばな りません。 たと へば 私が 何も 不都合を働ら かないのに、 單に 政府に 氣に 入らない からと 云って、 警視 

總監が 巡査に 私の 家 を 取り 卷 かせたら 何ん な もので せう。 警視 總監に 夫 丈の 權カは あるか も 知れない が、 

德義 はさう いふ 權 力の 使用 を 彼に 許さない のであります。 又は 三 井と か 岩 崎と かいふ 豪商が、 私 を 嫌 ふと 

いふ 丈の 意味で、 私の 家の 召使 を買收 して 事 ごとに 私に 反抗 させたなら、 是又 何ん な もので せう。 もし 彼 

等の 金力の 背後に 人格と いふ ものが 多少で もあるなら ば、 彼等 は 決して そんな 無法 を 働ら く氣に はなれな 

いのであります。 

斯うした 弊害 はみ な 道義 上の 個人主義 を 理解し 得ない から 起る ので、 自分 だけ を、 權 力なり 金力な りで、 

1 般に 推し 廣め ようとす る 我儘に 外な らんので あります。 - ねから 個人主義、 私の こ、 に 述べる 個人主義と 

いふ もの は、 诀 して 俗人の 考 へて るる やうに 國 家に 危險を 及 ほす もので も 何でもな いので、 他の 存在 を 尊 

敬す ると 同時に 自分の 存在 を 尊敬 するとい ふの が 私の 解釋 なのです から、 立派な 主義 だら うと 私は考 へて 

ゐ るので す。 

もっと 解り 易く 云へば、 黨派 心が なくって 理非が ある 主義な のです。 朋黨を 結び 圑隊を 作って、 權カゃ 

金力の ために 盲動 しないと いふ 事な のです。 夫 だから 其 裏面に は 人に 知られない 淋し さも 潜んで ゐ るので 

す。 旣に黨 派で ない 以上、 我 は 我の 行くべき 道 を 勝手に 行く 丈で、 さう して 是と 同時に、 他人の 行くべき， 

道を妨 けない の だから、 ある 時 ある 裼 合に は人閒 がば らくに ならなければ なりません。 其 所が 淋しい の 
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です。 私が かって 朝日 新聞の 文藝 瀾を擔 任して ゐた 頃、 だれで あつたか、 三 宅 雪嶺さん の 惡ロを 書いた 事 

が ありました。 勿論 人身攻撃 ではない ので、 た V 批評に 過ぎない のです。 然も 夫が たった 二三 行あった の 

です。 出た の は 何時頃でした か、 私 は檐任 者であった けれども 病氣 をした から 或は 其 病氣中 かも 知れす、 

又は 病氣 中で なくって， 私が 出して 好い と 認定した のか も 知れません。 鬼に 角 その 批評が 「朝日」 の文藝 

li に 載った のです。 すると 「日本 及び 日本人」 の 連中が 怒りました。 私の 所へ 直接に は 懸け 合はなかった 

けれども、 當時 私の 下働き をして ゐた 男に 取消 を 申し込んで 來 ました。 それが 本人から ではない のです。 

雪嶺さん の 子分 II 子分と いふと 何だか 博奕 打の 樣で可 笑いが、 I まあ 同人と いった やうな もので せう、 

何う しても 取り消せと いふので す。 それが 事實の 問題なら？ j です けれども、 批評なん だから 仕方がない 

ぢ やありません か。 私の方では 此方の. E 由 だとい ふより 外に 途 はない のです。 しかも さう した K 消 を 申し 

込んだ 「日本 及び 日本人」 の 一部で は每號 私の 惡ロを 書いて るる 人が あるの だから 猶の事 人 を 驚ろ かせる 

のです。 私 は 直接 談判 はしませんでした けれども、. 其 話 を 間接に 聞いた 時、 變な心 持が しました o とい ふ 

の は、 私の 方 は 個人主義で 遣って るるのに 反して、 向 ふ は黨派 主義で 活動して ゐる らしく 思 はれた からで 

す。 當時私 は 私の 作 を わるく 評した もの さへ、 自分の 擔 任して るる 文 藝瀾へ 載せた 位です から、 彼等の 所 

謂 同人なる ものが、 一度に 雪嶺さん に對 する 評語が 氣に 入らない と 云って 怒った の を、 驚ろ きもした し、 

又變 にも 感じました。 失禮 ながら 時代 後れ だと 思 ひました。 封建時代の 人間の 圑隊の やうに も考 へました。 

然し さう 考 へた 私 は 遂に 一 種の 淋し さを脫 却す る譯に 行かなかった のです。 私 は 意見の 相違 は 如何に 親し 

い 間柄で も、 41： うする 事 も 出来ない と 思って るました から、 私の 家に 出入り をす る 若い 人達に 助言 はして 

も， 其 人々 の^ 見の 發 表に 抑壓を 加へ る やうな 事 は、 他に 重大な 理由の ない 限り、 決して 遣った 事がない 

のです。 私 は 他の 存在 を それ 程に 認めて ゐる、 卽ち 他に 夫 丈の 自由 を與 へて ゐ るので す。 だから 向 ふの 氣 


が 進まない のに、 いくら 私が 汚辱 を感 する やうな 事が あっても、 诀 して 助力 は賴 めない のです。 其 所が 個 

人 主義の 淋し さです。 個人 主 毂は人 を 目標と して 向背 を 決する 前に、 まづ 理非 を 明らめて、 去就 を 定める 

の だから、 或 場合に はたった 一 人 ほつ ちに なって、 淋しい 心 持が する のです。 それ は 其 苦 です。 横雜 木で 

も 束になって るれば 心丈夫で すから。 

それからもう 一 つ 誤解 を 防ぐ 爲に 一 言して 置きたい のです が、 何だか 個人主義と いふと 一 寸國家 主義の 

反對 で， それ を 打ち 壞す やうに 取られ ますが、 そんな 理窟の 立たない 漫然と した もので はない のです。 一 

體何々 主義と いふ 事 は 私の あまり 好まない 所で、 人間が さう 一 つ 主義に 片付けられる もので は あるまい と 

は 思 ひます が、 說 明の 爲 ですから、 こ、 に は已を 得す、 主義と いふ 文字の 下に 色々 の 事 を 申し 上 ゆます。 

或 人 は 今の 日本 は 何う しても 國家 主義で なければ 立ち行かない やうに 云 ひ 振らし 又 さう 考へ てるます。 し 

かも 個人主義なる もの を 蹂躪し なければ 國 家が 亡びる やうな 事 を 唱道す るの も 少なく はありません。 けれ 

ども そんな 馬鹿 氣た害 は 決して あり やうがない のです。 事實 私共 は國家 主義で も あり、 世界主義 でも あり、 

同時に 又 個人主義 でも あるので あります。 

個人の 幸福の 基礎と なるべき 個人主義 は 個人の 自由が 其 内容に なって ゐ るに は 相違ありません が、 各人 

の 享有す る 其 自由と いふ もの は國 家の 安危に 從 つて、 寒暖計の やうに 上った， り 下ったり する のです。 是は 

理論と いふよりも 寧ろ 事實 から 出る 理論と 云った 方が 好い かも 知れません、 つまり 自然の 狀態ガ さ -フ なつ 

て來 るので す。 國 家が 危く なれば 個人の 自由が 狭められ、 國 家が 泰平の 時には 個人の 自由が 膨張して 來る、 

それが 常然の 話です。 苟 くも 人格の ある^ 上、 それ を 踏み 違へ て、 國 家の 4J びる か 亡 びない かとい ふ 場合 

に、 疳遠 ひもして 只 無喑に 個性の 發展 ばかり 目 懸けて ゐる人 はない 害です。 私の いふ 個人 主羲 のうちに は、， 

火事が 儕んでも まだ 火事 頭巾が 必要 だと 云って、 用 もない のに 窮窟 がる 人に 對 する 忠告 も 含まれて るると 
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考 へて 下さい。 また 例になります が • 昔し 私が 高等 學 校に ゐた 時分、 ある 會を 創設した ものが ありました。 

その 名 も 主意 も 詳しい 事 は 忘れて しま ひました が、 何しろ それ は國家 主義 を 標榜した 八 釜し ぃ會 でした。 

勿論 惡ぃ會 でも 何でもありません。 當時. の 校長の 木下廣 次さん など は 大分 肩 を 入れて ゐた樣 子でした。 其 

會員は みんな 胸に めだる を 下け てるました。 私 はめ だる 丈 は 御免 蒙り ましたが、 それでも 會 員に はされ た 

のです。 無論 發起 人で ないから、 隨分 異存 もあった のです が、 まあ 入っても 差 支な からう とい ふ 主意から 

入會 しました。 所が 其發會 式が 廣ぃ 講堂で 行な はれた 時に、 何 かの 機でした らう、 一人の 會 員が 壇上に 立 

つて 演說 めいた 事 を 遣りました。 所が 會員 ではあった けれども 私の 意見に は 大分 反 對の所 もあった ので、 

私 は 其 前隨分 其會の 主意 を攻搫 して ゐ たやう に 記憶して ゐ ます。 然るに 愈發會 式と なって、 今 申した 男の 

演 說を聽 いて 見る と、 全く 私の 說の 反駁に 過ぎない のです。 故意 だか 偶然 だか 解りません けれども 勢 ひ 私 

は それに 對 して 答 辯の 必要が 出て 來 ました。 私 は 仕方なし に、 其 人の あとから 演壇に 上りました。 當 時の 

私の 態度な り 行儀な り は 甚だ 見苦しい もの だと 思 ひます が、 それでも 簡潔に 云 ふ 事 丈 は 云って 退けました。 

では 其 時 何と 云った かと 御 尋ねになる かも 知れません が、 それ は颇 る簡單 なのです。 私 は 斯う 云 ひました。 

— 國家は 大切 かも 知， れな いが、 さう 朝から 晚迄國 家々々 と 云って 恰も 國 家に 取り付かれ たやうな 眞似は 

到底 我々 に 出來る 話で ない。 常住 坐臥國 家の 事 以外 を考 へて ならない とい ふ 人 は あるか も 知れない が、 さ 

ぅ間斷 なく 一  つ 事を考 へて ゐる人 は事實 あり 得ない。 豆腐屋が 豆腐 を寶 つて あるく の は、 诀 して 國 家の 爲 

に賣 つて 歩く ので はない。 根本的の 主意 は 自分の 衣食の 料 を 得る 爲 である。 然し 當人は ど 5 あらう とも 其 

锆果は 社き に 必要な もの を 供 するとい ふ點に 於て、 間接に 國 家の 利益に なって ゐる かも 知れない。 是と同 

ひる 

じ 事で、 今日の 午に 私 は 飯 を 三 杯た ベた、 晩に は 夫 を 四 杯に 殖やした とい ふの も必 すし も國 家の 爲に增 減 

したので はない。 正直に 云へば 胃の 具合で 極めた ので ある。 然し 是等も 間接の 又 間接に 云へば 天下に 影響 


しないと は 限らない、 否觀 方に よって は 世界の 大勢に 幾分 か閼 係して るない とも 限らない。 然しながら 肝 

心の 當人 はそんな 事を考 へて、 國 家の 爲に钣 を 食 はせられ たり、 國 家の 爲に顔 を 洗 はせられ たり、 又國家 

の爲に 便所に 行かせられ たりして は大變 である。 國家 主義 を獎勵 する の はいくら しても 差 支ない が、 事實 

出來 ない 事 を 恰も 國 家の 爲 にす る 如くに 装 ふの は僞 りで ある。 —— 私の 答 辯 は ざっと こんな もので ありま 

した o 

一 體國 家と いふ ものが 危ぐ なれば 誰 だって 國 家の 安否 を考 へない もの は 一 人 もない。 國が 强く戰 ゆの 憂 

が 少なく、 さう して 他から 犯される 憂がなければ ない 程、 國家的 觀念は 少なくな つて 然るべき 譯で、 其筌 

虛を充 たす 爲に 個人主義が 這 入って くるの は 理の常 然と 申す より 外に 仕方がな いのです。 今の 日本 は それ 

程 安泰で もないで せう。 貧乏で ある 上に、 國が 小さい。 從 つて 何時 どんな 事が 起って くる かも 知れない。 

さう いふ 意味から 見て 吾々 は國 家の 事 を考へ てゐ なければ ならん のです。 けれども 其 日本が 今が今 潰れる 

とか 滅亡の 憂目に あ ふと かいふ 國柄 でない 以上 は、 さう 國 家々々 と騷ぎ 廻る 必要 はない 箸です。 火事の 起 

ら ない 先に 火事 装束 をつ けて 窮屈な 思 ひ をしながら、 町内 中駔け 歩く のと 一般であります。 必竟 する に斯 

うい ふ 事 は實際 程度問題で、 愈 戰爭が 起った 時と か、 危急存亡の 場合と かに なれば、 考 へられる 頭の 人、 

II 考 へなくて は ゐられ ない 人格の 修養の 積んだ 人 は、 自然 そちらへ 向いて 行く 譯で、 個人の 自由 を 束縛 

し 個人の 活動 を 切り詰めても、 國 家の^に 盡す やうになる の は 天然 自然と 云って ぃゝ 位な ものです。 だか 

ら此 一 一つの 主義 はいつ でも 矛盾して、 何時でも 撲殺し 合 ふな ど 、 いふ やうな 厄介な もので は 萬々 ない と 私 

は 信じて ゐ るので す。 此點に 就いても、 もっと 詳しく 申し 上け たいので すけれ ども 時間が ないから 此 位に 

して 切り 上け て 置きます。 た ir もう 一 つ 御注意までに 申し 上け て 置きた いのは、 國家 的道德 とい ふ もの は 

個人的 道德 に比べる と、 すっと 段の 低い ものの 樣に 見える 事です。 元來國 と國と は辭令 はいくら 八签 しく 
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つても、 德 義心 はそんな にあり やしません。 詐欺 を やる、 誤魔化し を やる、 ぺ テンに 掛ける、 减茶苦 茶な 

ものであります。 だから 國家を 標準と する 以上、 國家を 一 園と 見る 以上、 餘程 低級な 道德に 甘んじて 平氣 

でゐ なければ ならない のに、 個人主義の 基礎から 考へ ると、 それが 大變 高くな つて 來 るので すから 考 へな 

ければ なりません。 だから 國 家の 平穏な 時には， 德 義心の 高い 個人主義に 矢 張 重き を 置く 方が、 私に は ど 

うしても 當然の やうに 思 はれます。 其邊は 時間が ないから 今日は それより 以上 申 上 ゆる 譯に參 り ませし o 

私 は 折角の 御 招待 だから 今日 まかり 出て、 出 來る丈 個人の 生涯 を 送らるべき 貴方が たに 個人主義の 仏 要 

を說 きました。 是は 貴方が たが 世の中へ 出られた 後、 幾分 か 御 参考になる だら うと 思 ふからで あります。 

Bk して 私の いふ 事が、 あなた 方に 通じた か 何う か、 私に は 分りません が、 若し 私の 意味に 不明の 所が ある 

とすれば、 夫 は 私の 言 ひ 方が 足りない か、 又は 惡ぃ からだら うと 思 ひます。 で 私の 云 ふ 所に、 もし 曖昧の 

點 力あるなら、 好い加減に 極めないで、 私の 宅 迄 钾出 下さい。 出 來る丈 は 何時でも 說明 する 積であります 

力ら。 又 さう した 手 數を盡 さないでも、 私の 本意が 充分 御會 得に なったなら、 私の 満足 は是に 越した 事 は 

ありません。 餘り 時間が 長くな ります から 是で 御免 を 蒙ります。 


津 田靑楓 君の 畫 

私は津 S 靑楓 君の 日本 畫を みて 何時でも、 ぢ V むさ いぢ やない かと 云 ひます。 其 所に は 無論 非難の 意味 

が 籠も つて ゐ るので すから、 津田君 の 方で も 中々 承知 しません。 僕はぢ JT むさい 立場で も つ て畫を 描く ん 

だなん て 妙な 事 を 主張し ます。 凡そ 晝の 資格と 云へば、 嚴肅 でも、 崇高で も、 潇洒 でも、 輕快 でも、 みん 

な 資格になる にに 相違ありません が、 ち V むさいの は 何う 考 へたって 藝術 的の もの ぢゃ あり. ^せん。 私 は 

苦笑して 議論 を已 めて しま はなければ なりません。 然し 退いて 考へ ると、 津田 君の 主張 は 表面上 無茶の や 

うです が、 其內 部に 立ち入って 見る と、 中々 意味が あります。 律 田 君 は 自分の 心 持 を 能く 表現 出来ない の 

で、 斯んな 不合理な 事 をい ふの だら うと も 思 ひます。 とい ふの は、 津田 君の 描いた もの を 見る と、. 製作 自 

身が 津田 君の 口より 遙 かに 巧みに 其邊の 消息 を 物語って ゐ るからで あります。 

津田 君の 畫には 技巧がない と共に、 人の 意を迎 へたり、 世に 媚びたり する 態度が どこに も 見えません。 

一直線に 自分の 藝術的 良心に 命令され た 通り 動いて 行く 丈です。 だから 傍から 見る と、 自暴に 急いで ゐる 

やうに も 見えます。 又 何うな つたって 構 ふ もの かとい ふ投け 遣りの 心 持 も 出て 來 るので す。 惡く 云へば 智 

慧の 足りな ぃ藝術 の 忠僕 の や うな も のです。 命令が 下る か 下らない うちに、 もう 手 を 出し て 相手 を 遣 つ 附 

けて しまって ゐ るので す。 從っ てまと もであります。 然し 訓練が 足りません、 洗練 は 無論ありません。 ぐ 

じ やぐ じ やと 一 氣 に片附 ける 丈です。 幸 ひな 事に は此ぢ むさい 蓬 頭垢 面と いった 風の 所に、 彼の 僞らざ 

る 天 眞の發 現が 伴な つて ゐる のです。 利害の 念 だの 野心 だの 毀譽 褒貶の 苦痛 だのと いふ 一 切の 鹿勞 俗累が 

混入して るない のです。 さう して 其 好 所 を 津田君 は自覺 してる るので す。 だから 他が ぢ V むさいと 云って 
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攻擊 しても 恬 として 顧ない ばかり か、 却て ぢ 2- むさいの が藝術 上の 一 資格で でも あるかの 如き 斷 見さへ 振 

り 廻したがる のです。 私 は津田 君の 氣分を 今の 儘に して 置いて、 津田 君の 頭に もっと 智慧 を與 へたい と 思 

ひます。 智慧と 云った つて、 小智 小慧を 通り 過ごした 大きな 能力 を 指す のです。 器用 だと か、 利 巧 だと か、 

氣が 利いて ゐる とか、 凡て 津田 君の 美質 を破壞 する 樣な 小道具で はない のです。 あの 猛烈な 藝術的 本能に、 

洗練と 統 一 と淨 化と 渾 成と を與へ る 一 種の 高い 理智の 力 を 指す のです。 此 至大な 德が 熟練の 結果と して 外 

部から 手に入るべき もの か、 又は 修養の 效能 として 内部に 醱酵 すべき もの か、 或は 内外 相 待って 津田君 を 

歩 一 歩と 高い 所に 誘導して 行って 吳れる もの か、 それ は 私に も 解りません。 私 はた V 津田 君が 漸を 追ひ曆 

を 重ねて、 さう いふ 立派な 藝術的 境界に 達せられん 事 を 切望す るので あります。 私の やうな 素人 眼から 今 

の 畫界を 見渡す と、 そんな 人 はま だ何處 にも 見當 たらない やう だから、 猶津田 君に さう 成って 貰 ひたいの 

です。 

津田 君の 西洋 畫に 就いても、 ほんの  一 口し か 云へ ません。 津田君 は 人物よりも 風景、 風景よりも 靜物を 

描く 人です。 是は 色々 の 制限が あって、 自然 さう しなければ ならなくなる のでせ うが、 一 方から いふと、 

叉津田 君の 牲質 をよ く 現 はして ゐ ます。 曾て 或 文士が 津田 君に 向って 「君 もさう 德 利に 花ば かり 描いて ゐ 

ないで、 ちと 銘酒屋の 女で も 描かない と 時勢 後れになる ぜ」 と 云った 事が ある さう です が、 津田君 はたと 

ひ 時勢 後れに なっても、 靜 物が 描きたい の だら うと 思 ひます。 その 特色 さへ 認める 事の 出來 ない 文士 こそ、 

津田 君から 云へば、 他の 個性 を 斟酌 しないと いふ 點に 於て、 現に 時勢 後れ かも 知れません。 

津田君 は 色彩の 感じの 豐 富な 人です。 パレット を 見る と 其 人の 畫の 色が 分る とい ひます が、 津田君 は 臨 

機 應變に 色々 な 取り合せ をして、 夫々 趣の ある 色彩 を 出す やうです。 た V 或 ー點に 就いて、 津田 君と 私と 

は 色彩の 感じが 全く 反對 です。 津田君 は 私の 好かない もの を平氣 にごて く 使 ひます。 其 所になる と 私 は 


辟易し ます。 

折角の 御 眩 頃で 是 丈の 事 を 書きました。 無論 畫家 としての 津田 君の 情 値 を 何う 斯う するとい ふ 程の 大し 

たもので はありません。 まあ 一場の 茶話し 位な 所です から、 其 積り で 御 讀みを 願 ひます。 貴誌の 埋め草に 

される 分 は 厭 ひません が、 若し 他に 立派な 評論な どが あって、 不足な く 頁 を 揃へ る 事が 出来るなら、 是ぉ 

掲載 を 御 見合せ 下す つた 方が、 却て 私の 素志に 適 ふ 位の ものな のです。 
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また 正月が 來た 

また 正月が 來た。 振り返る と 過去が 丸で 夢の やうに 見える。 何時の 間に 斯う 年齢 を 取った もの か 不思議 

な 位で ある。 

此 感じ をもう 少し 强め ると、 過去 は 夢と して さへ 存在し なくなる。 全くの 無に なって しま ふ。 實際 近頃 

„s 私 は 時々 た V の 無と して 自分の 過去 を觀 する 事が しばく ある。 いつぞや 上野へ 展覽會 を 見に 行った 時、 

公園の 森の 下を步 きながら、 自分 は 或 目的 ももって 先刻から 足 を 運ばせて るるに も拘 はらす、 未だ 曾て 一 

寸も 動いて ゐな いの だと 考 へたり した。 是は 耄碌の 結果で はない。 宅 を 出て、 電車に 乘 つて、 山 下で 降り 

て、 それから 靴で 大地の 上 をし かと 踏んだ とい ふ 記憶 を糙 かに 有った 上の 感じな ので ある。 自分 は 其 時 終 

日 行いて 未だ 曾て 行かす とい ふ 句が 何處 かに ある や うな 氣が した。 さう し て 其 句 の 意味 は 斯う い ふ 心 持 を 

表現した もので はなから うかと さ へ 思った。 

これ を もっと 六づ かしい 哲學 的な 言葉で 云 ふと、 畢竟す るに 過去 は 一 の假 象に 過ぎない とい ふ 事に もな 

る。 金剛 經 にある 過去 心 は 不可 得な りと いふ 意義に も 通す るか も 知れない。 さう して 當來の 念々 は 悉く 釗 

那の 現在から すぐ 過去に 流れ込む ものであるから、 又 瞬刻の 現在から 何等の 段落な しに 未來を 生み出す も 

ので あろから、 過去に 就て 云 ひ 得べき 事 は 現在に 就ても 言 ひ 得べき 道理で あり、 また 未來に 就いても 下し 

得べき 理窟で あると すると、 一 生 は 終に 夢よりも 不確實 な ものに なって しま はなければ ならない。 


斯うい ふ a 地から 我と いふ もの を觯釋 したら、 いくら 正月が 來て も、 自分 は诀 して 年齡を 取ろ 箐 がない 

ので ある。 年齢 を 取る やうに 見える の は、 全く 曆と 鏡の 仕業で、 其 曆も鏡 も實は 無に 等しい ので ある。 

驚くべき 事 は、 これと 同時に、 現在の 我が 天地 を 蔽ひ盡 して 儼^して ゐ ると いふ 確實 な事寳 である。 一 

擧手 一 投 足の 末に 至る 迄此 「我」 が 認識し つ 、絶えす 過去へ 繰越して るるとい ふ 動かしが たい 眞 境で ある。 

だから 其 處に眼 を 付けて 自分の 後 を 振り返る と、 過去 は 夢 所ではない。 炳乎 として 明らかに 刻下の 我 を 照 

しつ > ある 探 照燈の やうな ものである。 從 つて 正月が 来る たびに、 自分 は 矢張り 世間 並に 年齢 を 取って 老 

い 朽ちて 行かなければ ならなくなる。 

生活に 對 する 此 二つの 見方が、 同時にし かも 矛盾な しに 兩存 して、 普通に いふ 所の 論理 を 超越して ゐる 

異樣な 現象に 就いて、 自分 は 今 何も 說明 する 積 はない。 又 解剖す る 手腕 も 有たない。 た  > 年頭に 際して、 

自分 は 此ー體 ニ樣の 見舴を 抱いて、 わが 全 生活 を、 大正 五 年の 潮流に 任せる 覺悟 をした 迄で ある。 

若し 無に 卽 して 云へば、 自分 は 今度の 春を迎 へる 必要 も 何もない。 否 明治の 始めから 生れない のと 同じ 

やうな ものである。 然し 有に な づんで 云へば、 多病な 身 體が又 一 年生き 延びる につけて、 自分の 爲 すべき 

事 は それ 丈 量に 於て 增す のみなら す、 質に 於ても 幾分 か 改良され ない とも 限らない。 從 つて 天が 自分に 又 

一年の 壽命を 借して 呉れた 事 は、 平常から 時間の 缺乏を 感じて るる 自分に 取って は、 何の 位の 幸福になる 

か^らない。 自分 は出來 る丈餘 命の あらん 限り を 最善に 利用した いと 心掛けて ゐる。 

趙 州和尙 とい ふ 有名な 唐の 坊さん は、 趙 州古佛 晚年發 心と 人に 云 はれた 丈あって、 六十 一 になって から 

初めて 道に 志した 奇特な 心懸の 人で ある。 七 歳の 童兒 なりと も、 我に 勝る ものに は 我れ 卽ち 彼に 問 はん、 

百 歳の 老翁な りと も 我に 及ばざる 者に は 我れ 卽ち 佗を敎 へ んと 云って、 南 泉と いふ 禪 坊さんの 所 へ 行って 

二十 年間 倦ます に 修業 を籀賴 したの だから、 卒業した 時にはもう 八十に なって しまったの である。 夫から 
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趙 州の 親 音院に 移って、 始めて 人 を 得度し 出した。 さう して 百 二 4- の 高齢に 至る 迄 化導 を專ら にした。 

毒 命 は 自分の 極める もので ないから、 固より 豫測は 出来ない。 自分に 多病 だけれ ども、 趙 州の 初發 心の 

時よりも まだ 十 年 も 若い。 たと ひ 百 二十 迄 生きない にしても、 力の 績く 間、 努力 すれば まだ 少し は 何 か 出 

來る樣 に 思 ふ。 それで 私 は 天篛の 許す 限り 趙 州の 颦 になら つて 奮勵 する 心 組で ゐる。 古 佛と云 はれた 人の 

眞似も 長命 も、 無論 自分の分 でない かも 知れない けれども、 羸弱なら 羸弱な りに、 現に わが 眼前に 開展す 

る 月日に 對 して、 あらゆる 意味に 於ての 感謝の 意 を 致して、 自己の 天分の 有り 丈を盡 さう と 思 ふので ある- 

自分 は 「點 頭錄」 の 最初に 是 丈の 事 を 云って 置かない と 氣が濟 まなくな つた。 

軍國 主義 

今度の 歐 洲戰爭 が爆發 した 常時、 自分 は 或 人から 突然 質問 を 掛けられた。 

「何ん な 影響が 出て 來 るで せう」 

「左 樣」 

自分 は寳 際考 へろ 暇 を 有たなかった。 けれども 答へ なければ ならなかった。 

「何ん な 影 i- が 出て 來 るか、 來て 見なければ 無論 舴 りません けれども、 何しろ 吾々 が是 はと 驚ろ くや ラ 

な目覺 ましい 結果 は豫朋 しにくい やうに 思 ひます。 元來 事の 起り が宗敎 にも 道義に も 乃至 一般人 類に 共通 

な 深い 根柢 を 有した 思想な り 感情な り 欲求な りに 動かされ たもので ない 以上、 何方が 勝った 所で、 善が 滎 

える とい ふ譯 でもな し、 又 何方が 負けた にした 所で、 M が 勢 を 失 ふとい ふ 事に もなら-ず、 美が 輝を减 する 


とい ふ 羽目に も陷 る危險 はな いぢゃありません か」 

自分 はさ ラ云ひ 切って 仕舞った。 さう して 戰爭の 展開す る 場面が 非常に 廣ぃ釗 に、 又 それに 要する 破壤 

的 動力が 凄じい 位 猛烈な 割に、 案外 落 付いて ゐられ るの は、 全く 此 見解が 知らす く 胸の 禋 にある からだ 

らうと、 私 かに 自分で 自分 を判斷 した。 

資際 此戰爭 から 人 問の 信仰に 革命 を 引き起す やうな 結 菜 は 出て 來 やうと も 思 はれない。 又 從來の 倫理 觀 

を 一 變 する やうな 段落が 生じ やうと も考 へられない。 これが 爲に 美醜の 標準に 狂 ひが 出 やうと は猶更 懸念 

できない。 何の 方面から 見下 も、 吾々 の 精神 生活が 急 劇な 變化を 受けて、 所謂 文明なる もの、 本流に、 强 

い 角度の 方向 轉換が 行 はれる 虞 はない ので ある。 

戰爭と 名のつ くもの、 多く は 古来から 大抵 斯んな もの かも 知れない が、 ことに 今度の 戰爭 は、 其 仕懸の 

空前に 大袈裟な 丈に、 や > ともす ると 深みの 足りない 裏面 を對 照と して 却て 思 ひ 出させる 丈で ある。 自分 

は 常に あ S 彈 丸と あの 硝槃と あの 毒 瓦斯と それから あの 肉圍と 鮮血と が、 我々 人類の 未來の 運命に、 何の 

位の 貢獻 をして るるの だら うかと 考 へる。 さう して 或る時 は氣の 毒になる。 或る時 は 悲しくなる。 又 或る 

時 は 馬鹿々々 しくなる。 最後に 折々 は 滑稽 さ へ感 する 場合 も あると いふ 殘 酷な 事實を 自白せ ざる を 得ない- 

左樣 したす-場から 眺める と、 如何に 凄じい 光景で も、 如何に 腥 ぐさい 舞臺 でも、 それに 相應 した 內面 的^ 

^を 具へ て 居ない とい ふ點に 於て、 又 それに 比例した 强 硬な 脊髓を 有して 居ない とい ふ 意味に 於て、 謹 

な 活動 寫眞 だの 輕 浮な セ ンセ— ショナ ル小說 だのと 擇ぶ 所がない やうな 氣 になろ。 たと ひ 殺 偽に 參加 する 

人々 個々 の 頭上に は、 千 差 萬 別の 悲劇が 錯綜 紛糾して、 時々 刻々 に 彼等の 運命 を變 化しつ > あらう とも、 

それ は當座 限りの 影響に 過ぎない C 永久に 吾人 一 般の內 面 生活 を變 色させる やうな 强ぃ 結果 は 何 處か らも 

生れて 來 ない。 とすると、 今度の 戰爭は 有史 以來 特筆大書すべき 深刻な 事實 であると 共に、 まことに 根の 
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張らない 見掛 倒しの 空々 しい 事實 なので ある。 

然しもう 少し 低い 見地に 立って、 もっと 手近な 所 を 眺める と、 此戰爭 の 當然將 來に齎 すべき 結果 は、 い 

くらで も 吾々 の 視線の 中に 這 入って 來 なければ ならない。 政治 上に せよ、 經濟 上に せよ、 向後 解決され ベ 

き 諸問題 は 何の 位 彼等の 前に 潢 はって ゐ るか 分らない と 云っても 好い 位で ある。 

其 中で 事件の 當 初から 最も 自分の 興味 を惹 いた もの、 又 現に 惹 きつ、 ある もの は、 軍國 主義の 未來 とい 

ふ 問題に 外なら なかった。 人道の 爲の爭 ひと も、 信仰の 爲の鬪 ひと も、 又 意義 ある 文明の 爲の 衝突と も 見 

做す 事の 出来ない 此 砲火の 饗 を、 自分 はた  > 軍國 主義の 發現 として 考へ るより 外に 翻譯の 仕樣がなかった 

からで ある。 歐 洲大亂 とい ふ複雜 極まる 混亂 した 現象 を、 斯う 繋 攫に 纏めて 觀 察した 時、 自分 は 始めて 此 

戰爭に 或 意味 を 附着す る 事が 出来た。 さう して 重に 其 意味から ばかり 勝敗の 成 行 を 眺める やうに なった。 

從 つて 個人と しての 同情 や 反感 を 度 外に 置く と、 獨逸 だの 佛蘭西 だの 英吉利 だのと いふ 國名 は、 自分に 取 

つてもう 重要な 言葉で も 何でもなく なって 仕舞った。 自分 は軍國 主義 を 標榜す る獨 逸が、 何の 位の 程度に 

於て 聯合 國を 打ち破り 得る か、 又 何れ 程 根强く それらに 抵抗し 得る か を 興味に 充 ちた 眼で 見詰める より は、 

遙 により 銳ぃ 神經を 働かせつ、、 獨 逸に 因って 代表され た軍國 主義が、 多年 英佛に 於て 培養され た 個人の 

自由 を 破壞し 去る だら うか を觀 望して ゐ るので ある。 國土ゃ 領域 ゃ羅甸 民族 や チュ— ト ン 人種 や 凡て 具象 

的な 事項 は、 今の 自分に 左した 問題に なって るない。 

獨 逸は當 初の 豫期 に反して 頗る 强ぃ。 聯合 軍に 對 して 是程 持ち應 へ やうと は 誰し も 思って るなかった 位 

に 強い。 すると 勝負の 上に 於て、 所謂 軍國 主義なる もの ゝ價値 は、 もう 大分 世界 各國に 認められ たと 云 は 


なければ ならない。 さう して 向後 獨 逸が 成功 を收 めれば 收 める 程、 此價値 は漸々 高まる 丈で ある。 英. Hn 利 

の やうに 個人の 自由 を 重ん する 國が、 强制徵 兵 案 を 議會に 提出す るの みならす、 それが 百五對 四百 三の 大 

多數を 以て 第 一 讀會を 通過した の を 見ても、 其 消息 はよ く 窺 はれる だら う。 

かって ギッシングの 書いた もの を讀ん だら * 小さい うち 舉 校で 體 操を强 ひられる のが、 非常の 苦痛と 不 

快 を 彼に 與 へたと いふ 事が 精し く 述べて あった 末に、 もし わが 英國で 本人の 意志に 逆って 迄 も 徵丘ハ を强制 

する やうに なった と假定 したら、 自分 は 何ん な 心 持になる だら う、 さ、 フ いふ 事實は 萬々 起る 箦 はない の だ 

けれども、 た V 想像して 見て さへ 堪 へられな いと 附け 加へ てあつた。 ギッシングの やうに 獨居を 好む 人 は 

特別 だと 云 ふか も 知れない が、 英國 人の 自由 を 愛する 念と 云ったら、 殆ど 第一 一の 天性と して 一 般に 行き渡 

つてる るの だから、 强制徵 兵に 對 する 嫌悪の 情 は、 誰し も ギッシングに 讓ら ない と 見ても 間違 はない ので 

ある。 其 英國で 無理に も 國民を 兵籍に 人れ やうと する のに は 至大の 困難が あると 思 はなければ ならない。 

其 W 難 を 冒して 新しい 議案が 持ち出され、 又 其 議案が 過半の 多數に 因って 通過され たと すると、 現に 非常 

な變 化が 英國 民の 頭の 中に 起り つ、 ある 證據 になる。 さう して 此變化 は 旣に獨 逸が 眞 向に 振り翳し てるる 

軍國 主義の 勝利と 見る より 外に 仕方がない。 戰爭 がま だ 片付かない うちに、 英國は 精神的に もう 獨逸に 負 

けたと 評しても 好い 位の ものである。 

ミ 

開戦の 劈頭から 首都 巴 里 を 脅かされ やうと した 佛蘭西 人の 腦 裏に は英國 民よりも 遙に 深く 此軍 國屮^ S 

影響が 刻み付けられ たに 違ない。 た M じさへ 何う して？ I 逸に 復讎して やらう かと 考へ續 けに 考 へて 来た 彼 

等が、 愈と なると、 却て 其獨 逸の 爲に 領土の 一部分 を 蹂躪され るば かり か， 政廳 さへ 遠い 所へ 移さな けれ 
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ばなら なくなつ たの は、 彼等に 取って 甚だ 痛ましい 事實 である。 其 事實を 眼前に 見た 彼等の 精神に、 一種 

の强ぃ 感銘が 起る の も 亦 必然の 結果と 云 はなければ なるまい。 飛行船から 投下され た爆彈 以外に、 まだ 寸 

土も敏 兵に 踏まれて るない 英國 に比铰 すると、 此 精神的 打撃 は 更に 幾 倍の 深刻 さ を 加 へ てるる と 見る のが 

正に妥 當 の見辉 である。 

不幸に して 强制徵 兵 案の 樣に 自分の 想像 を 事實の 上で 直接 確め て 吳れる 程の 鮮やかな^ 象が、 佛蘭 西で 

はま だ 起って るない から、 自分 は 自分の 隨說を さう 手際よ く寳 際に 證 明す る譯に 行かない。 けれども 戰爭 

の經 過に つれて、 彼等の 公表す る 思想な り 富 說 なりに 現れて 来る 變 化を迹 付ければ、 自分の 考 への 大して 

正鵠 を 失って るない 事 丈 は略憷 なやう に 思 はれる。 此 間或雜 誌で 「力」 とい ふ觀 念に 就て 獨佛兩 者 を比铰 

した パラ ント とい ふ 人の 文章 を 讀んだ 時、 自分 は 盆 其感を 深く した。 

彼 は 「力」 とい ふ考 への 中に、 獨 逸人の 混入した 不純な 槪念 を列擧 した 末、 佛蘭 西の それ も 矢張り 變に 

歪んで しまったと いふ 事 を 下の 樣に說 いてる る。 

『佛蘭 西で は 科 寧 的に 所謂 「力」 とい ふ ものが 正義 横 利の 觀 念と 衝突した つ ル— テル 式獨逸 式で はない 

が、 ルソ ー 式、 ト ル スト ィ式、 四海同胞 式、 平和 式、 平等 式、 人道 式なる 此觀 念のために 本来の 「力」 と 

いふ 考 へがつ い 曲 ゆられて、 不德 不仁の 馬 性を帶 びる やうに なって しまった。 そこで 正義と 人道と 平和の 

爲に此 「力」 とい ふ もの を輕 蔑し 且 否定し なければ なら なくなった。 さう して 美と 正義 を 一 致させ、 美 

と 調和 を 一 致させる 美舉を 建設した。 奮闘 も 差別 も 自然の 法刖 であると いふ 事 を 忘れた。 美 其 物 も 一 種の 

「力」 であり、 又 「力」 の發 現で あると いふ 事 を 忘れた。 正義 其 物 も 本来の 意味から 云へば 平衡 を 得た 

「力」 に過ぎないと いふ 事 を 忘れた。 「力」 の 方が 原始的で、 正義の 方 は 却て 轉來 的で あると いふ 事， ら忘 

れた。 斯んな 僻見に 比べ ると 二 ー チェの 方が 何の 位 尤もで あつたか 分らない。 ：：： そこで 吾々 は 何う して 


も 「力」 とい ふ 觀念を こ、 で 一 新す る 必要が ある。 さう して 本當の 意味で もう  一 ^それ を 評惯の 階敉 中に 

人れ 易へ なければ ならない。 自然の 法刖を 現す とい ふ點に 於て 「力」 は科舉 的な ものである。 勝利 を冀ふ 

人間の 精神 を 現す とい ふ點に 於て 「力」 は 高尙な ものである。 吾々 はもう 權 利と 「力」 と を對立 させろ 事 

を已 めなければ 行けない。 權 利が なくって 負ける の はま だし も だが、 權 利が ある 上に 負ける の は 二重の 败 

北で ある。 最大^ 損害で ある。 無上の 不幸で ある』 

冗漫と 難^と を 恐れて、 わざと 大意 丈 を抄譯 した 此 一節 を 讀んで 見ても、 相手の 軍國 主義が 何ん な 風に 

佛鋭 西の 思想界の 一部に 食 ひ 入りつ 、あるかが 解る だら う。 

四 

すると 戰爭 のま だ 落着 しないう ちから、 年來獨 逸に よって 摞榜 された 軍國的 精神なる もの は旣に 献國を 

動かし 始めた ので ある。 遠い 東の 果に 住んで るる 吾々 の 視聽を 刺戟す る 位强く 彼等の 心 を 動かし 始めた の 

である。 さう して 此 影響 はたと ひ 今度の 戰爭が 片付いても、 容易に 彼等の 腦 奥から 拭 ひ 去る 事が 出來 ない 

ので あろ。 軍に 過去の 經驗を 痛切に 記憶すべく 餘儀 なくされた 結果と して 拭 ひ 去る 事が 出来ない ばかりで 

なく、 未来に 對 する 配慮から しても 到底 此影饗 を 超越す る 譯には 行かない ので ある。 

待對世 凡ての.^ が 悉く 條件 つきで 其 存在 を 許されて るる 以上、 向後に 囘復 されべ き歐洲 S 平和に 

も、 亦絕 對の權 威が 伴って るない 事 だけ は 誰の 眼に も 明かで ある。 然し 彼等が 其 平和の 必要 條件 として、 

それと は 全く 兩立 しがたい 腕力の 一 一字 を 常に 念 IS に 置くべく 强 ひられる に 至って は、 彼等と 雖も 今更な が 

ら 天の アイ 口  二  —に 驚かざる を 得まい 3 現代に 所謂 列强の 平和と はつ まり 腕力の 平均に 外なら ない とい ふ 

平凡な 理窟 を 彼^ は 又 新しく 天から 敎 へられた ので ある。 土俵の 眞 中で 四つに 組んで 勅かない 力士 は、 外 

三 九 一 


ミ九 二 

觀上 至極 平和 さう に 見える。 今迄 彼等の 享有した 平和 も、 實は それ 程に 高價 で、 又 それ 程に 苦痛 性 を帶び 

てゐ たので ある。 しかも 彼等 は 相撲 取の やうに それ を自覺 してるな かった ために 突然 罰せられた。 換言す 

れば 生存 上腕 力の 必要 を 向後 當 分の 間 忘れる 事の 出来ない やうに 遣 付けられた。 軍國 主義が 今迄 彼等に 及 

ほした、 又是 から 先 彼等に 及 ほすべき 影響 は诀 して 淺 いもので はない。 又 短い もので はなから う。 

普 魯西人 は 文明の 敏 だと 叫んで 見たり、 獨 逸人が 傍に ゐ ると 食った 物が 消化れ ないで 困る と 云ったり し 

た-一— チヱ は、 偉大なる 「力」 の 主張者であった。 不思議に も 彼の カ說 した 議論の 一 面 を、 彼の 最も 忌み 

悪んだ 獨 逸人が、 今 政治的に 又國際 的に、 實 行して るるので ある。 さう して 成效 してる るので ある。 軍國 

主義の 精神に は 一 時 的 以上の 眞理 が何處 かに 伏在して るると 認めても 差 支ない かも 知れない。 

然し 自分の 軍國 主義に 對 する 興味 は、 此處迄 観察して 來 ると 其處で 消えて しま はなければ ならない。 自 

分 はこれ 以上 同じ 問題に 就いて 考 へる 必要 を 認めない。 又 手 數も厭 はしい 氣 がする。 自分 はもつ と 髙ぃ揚 

所に 上りた くなる。 もっと 廣ぃ 眼界から 人間 を 眺めた くなる。 さう して 今獨 逸を縱 潢に且 獰猛に 活躍 させ 

てるる 此軍國 主義なる もの を、 もっと 遠距離から、 もっと 小さく 觀 察したい。 

將來に 於け る 人間の 生存 上 赤裸々 なる 腕力の 發 現が、 大 仕掛の 準備、 卽 ち戰爭 とい ふ 形式 を 以て 世の中 

に 起る とすれば、 それ を解釋 する もの は、 腕力の 發現 そのものが 目的で 人間が 戰爭 をす るので あると する 

か、 又は 目的 は 他に あるが、 それ を 遂行す る 手段と して 已を 得す 戰爭 に訴 へたの だとし なければ ならない。 

然し 戰爭其 物が 面白く つて 戰爭 をした ものが 昔から ある だら うか。 ナボレ ォ ンの樣 な 此方 面の 天才で すら、 

夜 打 朝懸、 軍 さの 懸 引に 興味 は 有って るた かも 知れない が、 た V 戰 ひたいから 戰 つたの だと は 受け取れな 

い。 たと ひ 露骨な 腕力 沙汰が 個人の 本能 だとしても、 相手 を 殺したり 傷け たりし ない 程度に 於て 其 本能 を 

満足させる のが 人情で ある。 一 日に 何千 何 萬と いふ 人命 を 賭に して 此 本能に 飽满 の悅樂 を與 へる のが 戰爭 


であると は、 誰し も 云 ひ 得まい。 すると 戰 爭は戰 爭の爲 の戰爭 ではなく つて、 他に 何等かの 目的がなくて 

はならない、 畢竟す るに 一 の 手段に 過ぎない とい ふ 事に 歸 着して しま ふ。 

何れの 方面から 見ても 手段 は 目的 以下の ものである。 目的よりも 低級な ものである。 人間の 目的が 平和 

にあら うと も、 藝術 にあら うと も、 信仰に あらう とも、 知識に あらう とも、 それ を 今 批判す る餘裕 はない 

が、 とにかく 戰爭が 手段で ある 以上、 人間の 目的で ない 以上、 それに 成 效の實 力 を付與 する 軍國 主義なる 

もの も 亦 決して 活力 評價 表の 上に 於て、 诀 して 上位 を 占むべき もので ない 事 は 明かで ある。 

自分 は獨 逸に よって 今日 迄 鼓吹され た 軍國的 精神が、 其敵國 たる 英佛に 多大の 影響 を 奥へ た 事 を 優に 認 

める と 同時に、 此 時代錯誤 的 精神が、 自由と 平和 を 愛する 彼等に 斯く 多大の 影 饗を與 へた 事 を 悲しむ もの 

である。 

トライ チケ 

歐洲 戰爭が 起って から、 獨 この 擧者 思想家の 言論 を實際 的に 解釋 する ものが 鑌々 出て 來た。 

最初 英吉利の 雜 誌に は 二 ー チ ヱと いふ 名前が 頻りに 見えた。 二  —チ ヱ は 今度の 事件が 起る 十 年 も 前、 旣 

に 英語に 翻譯 されて ゐる。 英吉利の 思想界に あって 別に 新ら しい 名前で もない。 然し 彼等 は 其 名^に 特別 

な 新ら しい 意味 を 着けた。 さう して 彼の 思想 を此大 戰爭の 影響 者で ある 如くに 言 ひ 出した。 是は 誰の 眼に 

も 映る 程屢 繰り返された。 基督の 道德 は奴隸 の道德 であると 罵った の は 正に 一 1 1 チェで あると 同時に * ビ 

ス マ ー クを 憎み トライ チケを 侮った の も 二— チェで あると すると、 彼が 斯うい ふ 解釋を 受けて 満足す るか 
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どうか は 疑問で ある。 本人の 思 はく 如何 は 別問题 として、 彼の 唱道した 超人 主義の 哲學 が、 此際遝 こに 取 

つ て , 何れ 程 役 ： ！ 立って る るか も 遠方 に 生れた 自分 に は殆ん ど見當 が 付かな い。 

佛蘭 西の 一 批評家 は 「所謂 獨乙的 發展」 とい ふ 題目の 下に、 へ ー ゲルと ビ ス マ— クとヰ リア ムー 一世の 名 

を列擧 した。 彼 はへ— ゲルの 樣な純 梓の 哲. 舉者を 軍人 政治家と 結び付ける 許り か、 其 思想が 彼等 軍人 攻治 

家の 實 行に 深い 闕係を 有して るるの だとい ふ 事を說 明し やうと 試みた。 彼の 云 ふ 所に よると、 普魯 西の 軍 

國 主義 は へ ー ゲ ル の 観念論の 結果に 外な らんと いふので ある。 I 元來獨 乙の アイ.. チア リズ ム は觀 念の 科 

畢 であって、 其觀念 なる ものが 又大ぃ に 感情的 分 子 を 含ん でる る。 文字の 示現 通り 單 なる 冥想 や 思索で な 

くって、 場合が 許すならば、 何時でも 實行 的に 變 化する のみなら す、 時として は 侵略的に さへ なり かねな 

い 程 毒々 しい ものである。 アイ.. チア リズムが 論議の 援助 を 受けて、 主 觀客觀 の 一 致 を發 見した が 最後、 こ 

こに 外界と 內界の 墻壁を 破壊して、 凡て を 吸 收し盡 さなければ 巳まない 事になる。 アイデア リズムから 思 

ひも 寄らな い 物質主義が 現 は れて くる。 是 は 最初から 無閼 心で 出立し な ぃ哲舉 として、 陷る ベ き當然 の 結 

杲 である。 

此 批評家の 云 ふ 事が、 果して 眞 相の 解 釋 であろ か 何う か、 是も 自分に は 分らない。 唯 遠くに るて、 其 土 

地の 空氣を 呼吸し ない 所爲 か、 斯うい ふ 說明は 自分から 見て 何う も切實 でない やうな 氣 がする。 奇拔な 事 

は 突飛な 位 奇拔と は 思 ふが、 それが ため 却って 成程と 首肯し がた くなる 位な ものである。 

例を擧 ければ まだ 澤山 あるが、 さう 一 々も覺 えてるな いから、 まづ此 位に して 置いて、 自分 は 一 寸斯、 フ 

いふ 現象に 就いて こ、 に插話 的ながら 考 へて 見たい と 思 ふ 事が ある。 

英佛の 評 ii 家 は 現在の 戰爭を 單に當 面の 事實 としてば かり 眺めて， 0 ない のみなら す、 又 それ を 政治 上の 

問 IS1 としてば かり 考へ てるない のみなら す、 其 背後に 必す或 思想家な り擧 者な りの 言 說を大 いなる 因子と 


して 數 へたがって るる 傾向に 見える。 實際 歐洲の 思想家 や 學者 は それ 程實社 會を勁 かしてる るの だら うか 0 

自分 は 日露 戰爭が 、 我 日本の 生んだ 大哲擧 者の 影 を 蒙 つ て發 現し たと は诀 して 思 はな い。 日 淸戰爭 も 

其 通りで ある。 戰爭 はとに かく， 其 他の 小事 件に せよ、 我 日本に 起った 歴史的 事實の 背景に、 思想家の 思 

想 を基點 として 据ゑ 得る もの は殆ん どない やうに 思 ふ。 現代の 日本に 在って 政治 は 飽く迄も 攻治 である。 

思想 は 又 何 所 迄 も 思想で ある。 二つの もの は 同じ 社會 にあって、 てんでん ばら- (- に 孤立して るる。 さう 

して 相互の 間に 何等の 理解 も 交渉 もない。 たまに 兩 者の 連鎖 を 見出す かと 思 ふと、 それ は發寶 禁止の 形式 

に 於て 起る 抑壓 的な ものば かりで ある。 山陽の 日本 外史が 維新の 大業に 醱酵 分と なって 交り 込んだ の は、 

例外 中の 例外で、 しかも それ は 明治 大正 以前の 事實 に過ぎない。 日本の 思想家が 貧弱な の だら うか。 日本 

の 政治家の 眼界が 狹 いの だら うか。 又は 西洋の 批評家の 解釋に 誇張が 多過ぎる の だら うか。 自分 は 三つと 

も 否定す る譯に 行くまい と 思 ふ。 さう して 其內で 西洋の 批評家の 誇張が 一 番 少ない やうに 思 ふ。 

もし トライ チケの 名が 二 ー チ ヱ やへ I ゲ ルと 同じ 意味に 於て 此戰爭 の 引合に 出るならば、 自分 は 少なく 

とも 是 丈の 事 を 頭のう ちに 入れて 置く 方が 便利 だと 考 へる。 さう すれば 大した 困難と 誤解な しに、 現下 獨 

こに 於る 彼の地 位が、 比較的 明瞭に 想像され 得る からで ある。 

一一— チヱ やへ I ダル は此 事件 後に 復活した 名前で はない。 只 在来の 名，； 1 に英佛 人が 新ら しい 意 殺 を 付け 

た 丈で ある。 疾 うから 知れて るる 彼等の 內容 を、 一 種の 刺戟に 充 ちた 異樣の 眼で、 特別に 眺めた 丈で ある。 

トライ チケも 復活した 名で ないか も 知れない。 けれども 前者と 違って、 此際 新ら しい 鮮釋を 受けろ 必要の 

ない 名で ある。 今迄の トライ チケを 今迄 通りに 見て るれば、 視線の 角度 を 改める 必要 も 手數も 要らないで、 
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すぐ 彼と 今度の 戰爭 との 關 係が 觯 るので ある。 彼の 說 は-一 ー チヱ 程 高踏的でなかった。 孤峯 頂上から 下界 

へ 向って 命令す るが 如き 態度で、 詩の やうな 哲學、 又 哲擧の や- フな 詩を絕 叫し はしなかった。 無論へ ー ゲ 

ル 程 神秘の 雪のう ちに 隱れ て 辨證の 稻妻を 双手に 弄す る 人ではなかった。 彼 は 最初から 確賨に 地上 を步 い 

てるた。 のみなら す 彼の 眼界 は 狹ぃ獨 こに よって 東西南北 共に 仕切られ てるた。 從 つて 今更 新ら しく 彼 を 

翻譯 する 必要 もなければ 又し やうと した 所で 其餘地 もない ので ある。 た W 當 時の 彼を當 時の 儘 引き延ばし 

て、 今の 戰爭 に連續 させさへ すれば、 それで 兩 者の 關係は 可な り 判然す るので ある。 自分 はわ ざと 兩 者の 

關 係と 云った。 實は 彼が 今次の 大戰爭 に 及 ほした 影響と 云 ひたいの であるが、 それ は -1 — チェ やへ ー ゲル 

の 場合と 同じく、 影響の 程度から いって、 自分に は 能く 解らない から、 仕方なし にさう いふ 言葉 遣 ひ を 遠 

慮した。 しかも 其 上に 前述べ た 通り、 彼我 國 情の 差違 竝 びに 批評家の 誇張な ど を 念； s に 置いて、 是 かに ト 

ライ チケを 一 督 しゃう とする ので ある。 

千 八 百 三十 四 年 ドレスデンに 生れた 彼 は、 父が 軍籍に 在った 闢 係から 云っても、 母が 士官の 娘であった 

因緣 から 見ても、 兵士た るべき 運命 を 有って 生れた と 同じ 事であった。 小 供の 時、 疱瘡に 罹った のと、 そ 

れに 引き 續 いて 耳の 病氣に 冒された ので、 幸か不幸か、 彼 は 彼の 旣定の 行路 を 全然^ 捨てなければ ならな 

くな つた。 

然し 十四 位から 彼の 父に 送る 手紙の 中には、 もう 政治 上の 意見な どが ちら ほら 散見し 始めた さう である。 

さう して 十六になる かならない 內に、 彼 はいつ の 間に か 熱烈なる 獨こ 統一 論者に なって 仕舞った。 無論 普 

魯西を 盟主と しなければ ならない とい ふの が、 彼の 當 初からの 主張であった。 彼が ライブ チッヒ に 遊學し 

た 頃、 敎授の 講義 は 碌に 聽 きもせ す、 手當り 次第に 一 人 ほつ ちの 亂 讀を恣 まにした 時で すら、 書物から 得 

る 凡ての 知識 は， みな 此普魯 西 中心の 國 家と いふ 大 理想 を 構成す る爲に 利用され たので あろ。 


彼 は マキ ァゴル を讀ん だ。 正義 だら うが 道德 だら うが、 國家 S 爲 ならば、 何時 犧牲に 供しても 差 支ない 

もの だとい ふ 信念 を 抱く やうに なった。 專政 だら うが 壓 制たら うが 苟も 國 家の 統一 を 維持し、 又國 家の 

威力 を增 進す る 以上 は * いくら 何う 用 ひても 構 はない もの だとい ふ诀 論に 到着した。 さう して 其 意見 を 彼 

の 父に 書いて 遣った。 是は 彼が ゲッ チン ゲ ンで 修業して ゐる 頃で、 年齒 にす ると 一 一十一 一三の 時の 事で ある。 

三 

東西南北 どちらの 方角 を 眺めても、 彼の 眼に 映す る もの は 悉く 獨 こ の 敵であった。 彼 は 魯西亞 を輕 蔑し 

た。 年來獨 乙の 統一 に反對 する 澳地利 も、 彼の 惽惡を 免 かれなかった。 ミルトンと シェ クス ビヤ を 嘆美し 

ながら も、 それらの 詩人 を 有する 英吉利 は、 彼から 見る と獨 この 發展に 妨害 ある 一種の 邪魔物に 過ぎな か 

つた。 彼 は 到底 ー戰爭 しなければ 濟 まない と考 へた。 さう して 其戰爭 から 眞に强 固に して 健全な 獨 こが 生 

れて來 ると いふ 事 を 信じて 疑はなかった。  . 

多 數の聽 講生を 有する 彼 は、 此 目的 を もって 大擧で 普 國史を 講じ 出した。 ごたくした 小 邦 は みんな 取 

り 潰して しま はなければ ならない とい ふ 彼の 本意 は、 此ー 事で も 窺 はれた。 彼 は 自ら 小 邦に 生れた 事 を 忘 

れた。 彼の 父に 對 する 義理 も 忘れた。 彼 は 父に 向って 云った。 

「親子の 情 合の ために 自分の 信念 を枉 ける 事 は、 私に は 何う しても 出来ません」 

彼は此 言葉と 共に ライブ チッヒ を 去った。 再び 招かれて 其處で 演說を 試みた 時、 彼 は獨乙 統一 のために、 

燄の やうな 熱烈の 言 辭をー 一 萬の 聽 衆の 上に 浴せ 掛けた。 無 邪氣な 彼等 は 呆然と して 驚ろ いた。 

所へ ビス マ ー クが現 はれた。 さう して ビ ス マ ー クは 彼の 要する 理想の 人物であった。 ビ ス マ ー クの 時め 

く 普魯西 政^ は 猶の事 統一 の 中心に ならねば ならなかった。 彼の 所謂 「國 家」 とならねば ならなかった。 
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「第一 に 自由、 夫から 統一」 とい ふ 叫び 聲を 無意味な ものと して 聞き流した 彼 は、 「第一 に國 家の 權利、 夫 

から 國家」 とい ふ 旗轔を 無遠慮に 押し立てた。 さう して 其國 家は卽 ち普魯 西で ある、 他の 小 邦 は 幾多の 観 

牲を 甘んじても、 此 中央政府 s 意志と 命令に 從 はなければ ならない とい ふの が 彼の 意見で あつ た。 

『國 家の 實質 とも 見 傚し 得べき 「力」 を 有たない 小 邦が、 何で 國家を 代表す る 事が 出來 よう』 

彼 は 斯うい つて、 多くの 小 邦 を 睥睨した。 其 S に は 彼の 故郷の サクソ -1 — も 無論 含まれて ゐた。 

千 八 百 六十 七 年 ビス マ ー クの 力に よって 成就され た 北^ この 聯合 は、 此 意味から 見て、 彼の 理想 を ある 

程度 迄 ^食に した ものに 達なかった。 其結染 として 凡てに 課せられ たる 義務 兵役と、 其 義務 兵役から 生す 

る 驚ろ くべき 多くの 軍隊と は、 支配 權を 有する 普魯 西に 取って 大 いなる 力であった。 それ を SI こ 勢力の 增 

進に 必要な 條件、 卽ち 西方 發展 策に 應 用した のが 卽ち普 佛戰爭 なので ある。 

彼の 敎授を 受けた 多くの 學生は 其時從 軍した。 彼等の 一 人が 熱烈な 告別の 辭を 述べ .§ 、「どんな 镜牲 を 

，つても 勝て」 と 云った 彼 は、 忽ち ヒ ー ロー として 靑 年から 目され る やうに なった。 彼 は 固より 獨 この 勝 

利 を 信じて 疑はなかった ので ある。 さう して 不思議の 沈 默に陷 つた かと 思 ふと、 彼 は 負けた 佛蘭 西に 課す 

べき 條 件の 項目 を 其 間に 調べ 出した。 彼はァ ルサス、 0  — レンの 歴史 を 研究した 末、 此ニ州 は 元々 獨 この 

もので あつたの だから、 戰勝後 は 當然舊 主 の 手に 歸 るべき もの だとい ふ 說を發 表した。 

四 

獨こは 勝った。 獨こ 帝國は 成立した。 彼が 十 年の 問 夢に 迄 見た 希望 は 遂に 達せられた。 

「統一 の 星 は 上った C 其 途を妨 ぐる もの は災を 蒙れ」 

是が かの 雷 葉であった。 此 光輝 ある 哧 期に 際會し ながら、 猶 且つ 厭世 哲^ を 說くハ ルト マ ンの 如き は举 


竟す るに 一 種の 精神病 者に 過ぎない と 彼は斷 言した。 其 癖 意志の 肯定 は國 家と して 第 一 の 義務で あると 主 

張す る.^ は、 ハルト マ ン によって 復活され たる 意志の 哲學、 卽ち 宇宙 實 在の 中心 點を 意志の 上に 置く 哲擧 

によって 大いに 動かされ たので ある。 彼は實 社^; を 至極 手荒い ものに 考 へた。 仁義 博愛 は 口に 云 ふべ くし 

て 政治 上に 行 ふべき もので な いと 信じた。 斯 くして 彼 は あらゆる 人道的 及び 自由主義の 運動に 反對 したの 

である。  

自分 は トライ チケの 影響で 今度の 歐洲 戰爭が 起った と は 云 はない。 彼の 生 時に あって すら、 彼 は ビス マ 

1 ク S 顧問で もなければ 又 助言者で もなかった。 彼の 主張と ビ ス マ ー クの實 行と は 寧ろ 偶然に 一 致した の 

だら う。 たと ひ 彼が 镙血 宰相の^ 歌 者であった にした 所で、 謳歌され る ビス マ ー クの 方で は、 夫 程 彼の 言 

論に 動かされ てるなかった かも 知れない。 それに も拘 はらす 結果から 云へば、 彼 は ビス マ ー クの 政治 上で 

斷 行した 事 を、 彼の 擧說と 言論に よって 一 々裏書した と 云っても 差 支ない ので ある。 さう して 今日の 獨こ 

が、 社會 主義者 其 他の 反抗に 關 せす、 當 時の 方針 を 其 儘耱績 して、 其 極 今度の 大亂を 引き起した とすれば _ 

思想家と して トラ イチ ケの獨 こに 對 する 立場 も 亦 自然 明瞭に なった 譯 である。 

是 丈の 關係を 明かに すると、 自分の 癖と して、 又 根本 問題に 立ち返って、 質問が 起した くなる。 

「トライ チケの 鼓吹した 軍國 主義、 國家 主義 は 畢竟 獨乙 統一 の爲 ではない か。 其 統一 は 四 園の 壓迫を 防 

ぐた めで はない か。 旣に 統一が 成立し、 帝國が 成立し、 侵略の 虞な くして 獨こが 優に 存在し 得た 曉には 撒 

囘 すべき 性質の もので はない か。 もし 永久に 此 主義で 押し通す とならば、 論理 上此 主義 其 物に 憤 値が なく 

て はならない。 さう してせ (價 値に よって 此 主義の 存在が 保證 されなければ ならない。 そんな 憤 値が 果して 

何處 から 出て 來る だら うか」  も. 

固 人 S 場合で も唯喧 華に 强 いのは 自漫 にならない。 徒らに 他 を 傷める 丈で ある。 國と國 とも 同じ 事で、 
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葷に 勝つ 見込が あるから と 云って、 妄りに 干戈 を 動かされて は 近所が 迷惑す る 丈で ある。 文明 を破壤 する 

以外に 何の 效果 もない。 勝った もの は 勝った 後で、 其 損害 を 償 ふ 以上の 貢獻 を、 大きな 文明に 對 してし な 

ければ ならない 害で ある。 少なくとも 其心掛 がなくて はならない 害で ある。 自分 は 今の 濁 乙に それ 丈の 事 

を 仕 終せ る 精神と 實 力が あるか 何う かも 危ぶまざる を 得ない ので ある。 

すると トライ チケの 主張 は獨乙 統一 前に は 生存 上有效 でも あり 合理的で もあって、 今の 獨 こに は 無效で 

不必要で 不合理な もの かも 知れない とい ふ 事に 歸着 する。 

然しながら 彼 は 云った。 I 

「ヰ リア ム 帝は獨 こに 祖國 を與 へたる のみなら す、 より 平衡 を 得た る 又より 合理的なる 支配の 下に 文明 

世界 を 置いた。 全世界 を 健全 にす るは獨 この 事業な りと 云った 詩人 ガイベルの 言葉 は 今 に實 現ぜられる だ 

らう」 

して 見る と トライ チケ は、 獨こ が全歐 のみなら す、 全世界 を 征服す る 迄、 此軍國 主義 國家 主義で 押し通 

す 積だった かも 知れない。 然しながら、 我々 人類が 悉く 獨 こに 征服され た 時、 我々 は 其 報酬と して 獨 こか 

ら 果して 何 を給與 される の だら う。 獨 こも トライ チケ もま づ其處 から 說 明して か、 ら なければ ならない。 

五、 1、 1 II 二 1 


大 擧を辭 して 朝日 新聞に 這 人ったら 逢 ふ 人が 皆 驚いた 顔 をして 居る。 中には 何故 だと 聞く ものが あろ。 

大決斷 だと 褒める ものが ある。 大學を やめて 新聞 屋 になる 事が 左程に 不思議な 現象と は 思はなかった。 余 

が 新聞 星と して 成功す るかせ ぬか は 固より 疑問で ある。 成功せ ぬ 事を豫 期して 十餘 年の 徑路を 一 朝に 轉じ 

たの を 無謀 だと 云って 驚くなら 尤 である。 かく 申す 本人 すら 其の 點に 就て は 驚いて 居る。 然しながら 大學 

の樣 な榮譽 ある 位置 を 抛って、 新聞 星に なった から 驚く と 云 ふなら ば、 やめて 貰 ひたい。 大學 は名譽 ある 

舉 者の 巢を 喰って ゐる所 かも 知れない。 尊敬に 價 する 敎授ゃ 博士が 穴 籠り をして るる 所 かも 知れない。 二 

三十 年 辛抱 すれば 勅任官に なれる 所 かも 知れない。 其 他 色々 便宜の ある 所 かも 知れない。 成程 さう 考 へて 

見る と 結構な 所で ある。 赤門 を 潜り込んで、 講座へ 這 ひ 上らう とする 候補者 は I- 勘定して 見ない から、 

幾人 あるか 分らない が、 一 々聞いて 步 いたら 餘程 ひま を 潰す 位に 多いだら う。 大學の 結構な 事 は 夫で も 分 

る。 余 も 至極 御 同意で ある。 然し 御 同意と 云 ふの は 大擧が 結構な 所で あると 云 ふ 事に 御 同意 を 表した のみ 

で、 新聞 屋が不 結構な 職業で あると 云 ふ 事に 贊 成の 意 を 表したん だと 早合點 をして はいけ ない。 

i 聞 星が 商賨 ならば、 大學屋 も商賫 である。 商賣 でなければ、 敎授ゃ 博士に なりたがる 必要 はなから ぅ0 

月俸 を 上け て もら ふ 必要 はなから う。 勅任官になる 必要 はなから う o 新聞が 商寶 である 如く 大舉も 商賣で 

ある。 新聞が 下卑た 商寶 であれば 大學も 下卑た 商賫 である。 只 個人と して 營業 してる るのと、 御上で 御營 

業になる のとの 差 丈け である。 

大擧 では 四 年間 講義 をした。 特別の 恩命 を 以て 洋行 を 仰つ けられた 一 一年の 倍 を 義務 年限と すると 此 四月 
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で 丁度 年期 は あける 譯 になる。 年期 は あけても 食へ なければ、 いつ 迄 も嗯り 付き 獅嚙 みつき、 死んでも 離 

れ ない 積で もあった。 所へ 突然 朝日 新聞から 入社せ ぬかと 云 ふ 相談 を 受けた。 镥 任の 仕事 はと 聞く と 只 文 

藝に關 する 作物 を 適宜の 量に 適宜の 時に 供給 すれば よいとの 事で ある。 文藝 上の 述作 を 生命と する 余に と 

つて 是程難 有い 事 はない、 是程 心持ちの よい 待遇 はない、 是程 名譽な 職業 はない。 成功す るか、 しない か 

杯と 考 へて 居られる もの ぢ やない。 博士 や 敎授ゃ 勅任官 杯の 事 を 念頭に かけて、 うんく、 きゅうく 云 

つてる られる もの ぢ やない。 

大擧で 講義 を するとき は、 いつでも 犬が 吠えて 不愉快であった。 余の 講義の まづ かった の も 半分 は此犬 

の爲 めで ある。 學 力が 足らない からだ 杯と は诀 して 思 はない。 舉 生に は 御氣の 毒で あるが、 全く 犬の 所爲 

だから、 不平 は 其方へ 持って行って 頂きたい。 

大舉で 一 番 心持ちの 善かった の は圖書 館の 閱覽 室で 新着の 雜誌杯 を 見る 時であった。 然し 多忙で 思ふ樣 

に 之 を 利用す る 事が 出来なかった の は殘念 至極で ある。 しか も 余が 閱覽室 へ 這 入 ると 隣室に 居 る 館員が 、 

無喑に 大きな 聲で話 をす る、 笑 ふ、 ふざける。 淸 興を妨 ける 事 は 莫大であった。 ある 時 余 は 坪井畢 長に 害 

面 を 奉って、 恐れながら 御成 敗 を 願った。 舉長は 取り合 はれなかった。 余の 講義の まづ かった の は 半分 は 

是が爲 めで ある。 擧 生に は 御 氣の毒 だが、 圖書 館と 學長 がわる いの だから、 不平が あるなら 其方へ 持って 

行って 貰 ひたい。 余の 舉 力が 足らん の だと 思 はれて は 甚だ 迷惑で ある。 

新聞の 方で は 社へ 出る 必要 はない と 云 ふ。 毎日 書齋で 用事 を すれば 夫で 濟 むので ある。 余の 居 宅の 近所 

にも 犬 は 大分 居る、 圖書 館員の 樣に騷 ぐ もの も 出て 來 るに 相違ない。 然し それ は 朝日 新聞と は 何等の 閼係 

もない 事 だ。 いくら 不愉快で も、 妨害に なっても、 新聞に 對 して は 面白く 仕事が 出来る。 雇人が 雇主に 對 

して 面白く 仕事が 出来れば、 是が眞 正の 結構と 云 ふ ものである。 


大擧 では 講師と して 年俸 八 百圓を 頂戴して るた。 子供が 多くて、 家賃が 高くて 八百圓 では 到底暮 せない < 

仕方がな いから 他に 二三 軒の 舉校 を馳け あるいて、 漸く 其 日 を 送って 居た。 いかな 漱石も かう 奔命に つか 

れて は祌經 衰弱になる。 其 上 多少の 述作 はやらなければ ならない。 醉 興に 述作 をす るから だと 云 ふなら 云 

はせ て 置く が、 近 來の漱 石 は 何 か 書かない と 生きて るる 氣 がしない ので ある。 夫 丈け ではない。 敎 へる 爲 

め、 又は 修養の 爲め 書物 も讀 まなければ 世間へ 對 して 面目がない。 漱石は 以上の 事情に よって 神經 衰弱に 

陷 つたので ある。 

新聞社の 方で は敎師 として かせ-ぐ 事 を 禁じられた。 其 代り 米鹽の 資に窮 せぬ 位の 給料 を くれる。 食って 

さ へ 行かれ ， ば 何も 苦しんで ザ ットの イツ トのを 振り 廻す 必要が あらう。 やめるな と 云っても やめて 仕舞 

ふ。 & めた 翌日から 急に 脊 中が 輕 くな つて、 肺臓に 未曾有の 多量な 空 氣が這 入って 來た。 

舉校を やめてから、 京都へ 遊びに 行った。 其 地で 故 舊と會 して、 野に 山に 寺に 社に、 いづれ も敎 場より 

は 愉快であった。 鶯は身 を 逆 まにして 初音 を 張る。 余 は 心を筌 にして 四 年来の 塵 を 肺の 奥から 吐き出した s 

是も 新聞 星に なった 御蔭で ある。 

人生 意 氣に感 すと か 何とか 云 ふ。 變り 物の 余を變 り 物に 適する 樣な 境遇に 置いて くれた 朝日 新聞の 爲め 

に、 變り 物と して 出來 得る 限り を 龕す は 余の 嬉しき 義務で ある。 
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元  日 

元日 を 御 目 出たい ものと 極めた の は、 一 體何處 の 誰か 知らないが、 世閒が 夫に 雷同して るるう ち は 新聞 

社が 困る 丈で ある。 雜錄 でも 短篇で も小說 でも 乃至 は 俳句 漢詩 和歌で も、 苟も 元 HI の 紙上に あら はれる 以 

上 は、 いくら 元日ら しい 顔 をした つて、 元日の 作で ない に 極まって るる。 尤も 師走に 想像 を 逞しく して は 

ならぬ と 申し渡された 次第で ないから、 節季に 正月ら しい 振 をして 何 か 書いて 置けば、 年内に 餅を搗 いと 

いて 一夜 明ける や 否や 雜煑 として 頰 張る 位の ものに は 遠 ひない が、 御 目 出たい 實景の 乏しい 今日、 御 目 出 

たい 想像な ど は 容易に 新聞社の 頭に 宿る もので はない。 それ を 無理に 御 目 出たがら うとす ると、 所 ^太 倉 • 

の 粟 隙々 相 依る とい ふ 頗る 目出度くない 現象に 腐 化して 仕舞 ふ。 

諸君 子 は 巳む を 得す 年に ちなん で、 鷄の事 を 書いたり、 犬の 事 を 書いたり する が、 これ は 寧ろ 駄洒落 を 

引き延ばした 位の もので、 要するに 元日 及び 新年の 實 質と は 痛痒 相 冒す 所な き 閑 事業で ある。 いくら 初 刷 

だって、 そんな 無駄話で 十 頁 も 二十 頁 も 埋められた 日に は、 元日の 新聞 は單に 重量に 於て 各社と もに 競爭 

する 譯 にな るんだ から、 其 出 來不出 來に對 する 具眼の 審判 者 は、 讀 者のう ちで た V 屑屋 丈 だら うと 云 はれ 

たって 仕方がない。 

されば と 云って、 旣に 何十 頁と 事が 極まって る 上に、 頭數を 揃へ る 方が 便利 だと 云ふ譯 であって 見れば、 

たと ひ 具眼 者が 屑屋 だら うが 經師星 だら うが 相手 を 擇んで 筆 を 執る なんて 賛澤の 云 はれた 家業 ぢ やない J 

去年 は 「元旦」 と 見出し を 置いて 一 寸考 へた。 何も 浮がん で來 なかった ので、 一 咋 年の 元日の 事 を 書いた。 

一昨年の 元 m に虛 子が 年始に 來 たから、 東北と 云ふ謠 をうた つたと ころ、 廐 子が 鼓 を 打ち出し たので、 余 


の 謠が大 崩れに なった とい ふ 一 段 を 編輯へ 廻した。 實は 本當の 元日なら、 余の 謠は もっと 上手に なって る 

譯 だから、 其 上手に なった 所 を 有りの 儘に 告白したかった の だか、 如何せん、 笨を 執って る 時 は、 元日に 

まだ 間が あつたし、 且虛 子が 年始に 見える とも 見えない とも 極まって るなかった 上に、 謠 をうた ふ 事 も 全 

然 未定だった ので、 營業 上巳む を 得す 一年 前の 極めて 告白し 難い 所 を 告白した ので ある。 此 順で 行く と 今 

年 は 又 去年の 元日 を讀 者に 御覧に 入れなければ ならん 譯 であるが、 さう く 過去の まづぃ 所ば かり 吹聽す 

るの は、 如何にも 現在の 己に 對 して 侮辱 を 加へ る やうで 濟 まない 氣 がする から 故意と 略した。 それで 猶の 

事 塞へ た。 

元日 新聞へ 載せる ものに は、 どうも 斯う 云 ふ 困難が 附帶 して 弱る。 現に 今 原稿紙に 向って るるの は、 實 

を 云 ふと 十一 一月 一 一十三 日で ある。 家で は 餅 もま だ 搗 かない。 町內で 松飾り を 立てた もの は 一 軒 もない。 机 

の 前に 坐りながら 何 を 書かう かと 考へ ると、 書く 事の 困難 以外に 何だか 自分 一 人 御先 走って る 樣な氣 がす 

ろ。 それに も拘ら す、 書いて る 事が 何處 となく！ 8 の 香を帶 びて ゐ るの は、 正月 を迎 へる 想像力が 豐 富な 

ためで はない。 何でも 接ぎ 合 はせ て 物にしなければ ならない 義務 を 心得た 文孥者 だからで ある。 もし 世間 

が 元日に 對 する 僻見 を撤囘 して、 吉凶 禍福 共に こもごも 起り 得べき、 平凡 且亂雜 なる 一 日と 見做して 吳れ 

る樣 になったら、 余 も亦餘 所行き の 色 氣を拔 いて 平常の 心に 立ち返る 事が 出來 るから、 たと ひ 書く 事に 醉 

拂 ひの 調子が 失せない にしても、 もっと 樂 に片附 けられる だら うと 思 ふ。 尤も さう なれば、 初 刷の 頁 も 平 

常に 復 する 譯 だから， とくに 元日に 限って 書かねば ならぬ 必要 も 消滅す るか も 知れない。 それ も 物淋しい 

樣だ が、 咋 今の 如き 元日に 對 して 調子 を 合 はせ た 文章 を 書かう とする の は、 丁度 文部大臣が 新しい 材料の 

ない のに 拘ら す、 あらゆる 卒業式に 臨んで 祝詞 を讀 むと 一般で ある。 
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余と 萬 年 筆 


此閒魯 庵 君に 會 つた 時、 丸 善の 店で 一 日に 萬 年 筆が 何 本位 賫れる だら うと 尋ねたら、 魯庵君 は 多い 時 は 

百 本位 出る さう だと 答へ た。 夫で は 一本の 萬 年 筆が どの位 長く 使へ る だら うと 聞いたら、 此閒 撗濱の もの 

で， ベ ンは まだ 可な り だが、 軸が 减 つたから 軸 丈 易へ て 吳れと 云って 持って 來 たのが あるが、 此人は 十三 

年 前に 一 本 買った ぎりで、 其 一 本 を 今日 迄絕 えす 使用して ゐ るの だとい ふから、 是が まあ 一 番長い 例ら し 

いと 話した。 して 見る と 普通の 場合で はいくら 残酷に 使っても 大抵 六 七 年の 保 證は附 けられる のが、 一般 

の 萬 年 筆の 運命ら しい。 一 本で 夫 程 長く 使へ る ものが 日に 百 本 も 出る と 云へば 萬 年 筆 を 需用す ろ 人の 範圍 

は 非常な 勢 ひ を 以て 廣 がりつ ， あると 見ても 满更 見當違 ひの 觀察 とも 云 はれない 樣 である。 尤も 多 い 中に 

は 萬 年 筆道樂 とい ふ樣な 人が あって、 一本 を 使 ひ 切らない うちに 飽きが 來て、 又 新しい の を 手に 人れ たく 

しま らく  i 

なり、 之 を 手に入れて 少時す ると、 又 種類の 違った 別の ものが 欲しくなる といった 風に、 夫から 夫へ と 各 

種の ぺ ンゃ軸 を 試みて 嬉しがる さう だが、 是は 今の 日本に 澤山 あり 得る 道樂 とも 思へ ない。 西洋で は烟管 

に 好み を 有って、 大小 長短 色々 取り 交ぜた 一 組 を 綺麗に 煖爐の 上な どに 竝 ベて 愉快が る 人が ある。 單に蒐 

集 狂と いふ 點 から 見れば、 此烟管 を 飾る 人 も、 盃を 寄せる 人 も、 瓢箪 を 溜める 人 も、 皆 同じ 興味に 驅られ 

るので、 同種類の もののう ちで、 素人に 分らない 樣な 微妙な 差別 を 銳敏に 感じ 分ける 比較 力の 優秀 を 愛す 

るに 過ぎない。 萬 年 肇狂も 性質から 云へば、 多少 實 用に 近い 點で、 以上と 區 別の 出來 ない 事 もない が、 强 

ひて 無くても 濟む もの を 五つ も 六つ も 取り 揃 へ るの だから 今擧 けた 種類の 蒐集 狂と 大した 變 りのある 箸が 

ない。 た》 其數に 至って は、 少なくとも 目下の 日本の 狀態 では、 西洋の 烟管氣 狂の 十分の 一 も 無から うと 


思 ふ。 だから 丸 善で 賫れる 一 日に 百 本の 萬 年 筆の 九十 九 本 迄 は、 尋常の 人間の 必要に 逼られ て 机上 若しく 

は ポケット 內に 備へ附 ける 實 用品と 見て 差 支へ あるまい。 じて 見る と、 萬 年 筆が 輸入され てから 今日^-こ. 

旣に 何年 を經 過した か 分らない が、 鬼に 角 高 憤の 割に は 大變儒 用の 多い ものに なりつ  > あるの は 爭ふ可 か 

ら ざる 事 實の樣 である。 

萬 年 筆の 最上 等になる と 一本で 三百 圓も する のが あると かいふ 話で ある。 丸 善へ 取り寄せて あるので も 

旣に 六十 五圓 とかい ふ 高價な ものが あると か 聞いた。 固より 一 般の需 川 は十圓 内外の 低廉な 種類に 限られ 

てゐ るの だら うが、 夫に しても、 一つ ー錢の ペン や 一 本三錢 の水肇 に比べる と 何百 倍と いふ 髙 價に當 たる 

の だから、 それが 日に 百 本 も 賫れる 以上 は、 我々 の 購買力が 此の 便利で は あるが 賛澤 品と 認めなければ な 

らな いもの を 愛玩す るに 適 當な位 進んで 來た のか、 又は 座右に 缺 くべ からざる 必要品と して 價の廉 不廉に 

拘ら す重竇 がられる のか 何方 かで なければ ならない。 然し 今 其 原因 を 一 つに 片附 ける の は 愚の 至りと して、 

又 事實の 許す 如く、 しばらく 兩 方の 因 數が相 合して 此 需用 を 引き起した として、 余 はとく に 余の 見地から 

見て、 後者の 方に 重き を 置きたい ので ある。 

自白す ると 余 は 萬 年 筆に 餘り深 ぃ緣故 もなければ、 又 人に 講釋 をす る 程に 精通して ゐな い 素人な ので あ 

る。 始めて 萬 年 筆 を 用 ひ 出してから 僅か 三 四 年に しかなら ない ので も 親しみの 蒲い 事 は 明らかに 分る。 尤 

も 十一 一年 前に 洋行 するとき 親戚の ものが 錢別 として 一 本吳れ たが， 夫 はま だ 使 はない うちに 船の なかで 機 

械體 操の 眞似 をして すぐ 壞 して 仕舞った。 夫から 外國 にる る 間 は 常にべ ンを 使って 事 を 足して るた し、 歸 

つてから 原稿 を 書かなくて はならない 境遇に 置かれても、 下手な 字 をべ ンで がしく 書いて 濟 ましてる た。 

それで 三 四 年 前にな つて 何故 萬 年 筆に 改めようと 急に 思 ひ 立った か、 其 理由 は 今一 寸思ひ 出せない が、 第 

1 に 便利と いふ 實際 的な 動機に 支配され たの は 事 實に違 ひない。 萬 年 筆に 就いて 何等の 經驗 もない 余 は 其 
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四 IO 

|& 丸 善から ベ リカ ンと稱 する の を 一 一本 買って 歸 つた e さう して 夫 をい まだに 用 ひて るるので ある。 が、 不 

幸に して 余の ベ リ カン に對 する 感想 は 甚だ 宜しくなかった。 ペリカン は 余の 要求 しないのに 印 氣を無 S 曰に 

ほた く 原稿紙の 上へ 落としたり、 又は 是非 墨色 を 出して 貰 はなければ 濟 まない 時、 頑として 要求 を拒雜 

したり、 隨分 持主 を 虐待した。 尤も 持主た る 余の 方で もべ リカ ンを 厚遇し なかった かも 知れない。 Is! な 

余 は印氣 がなくなる と、 勝手次第に 机の 上に ある 何ん な印氣 でも 構 はすに ぺ リ カン の 腹の 中へ 注ぎ込んだ。 

又 ブリュ ー . ブラックの 性來嫌 ひな 余 は、 わざく セ ビヤ 色の 墨 を 買って 來て、 遠慮なく ペリ 力 ンのロ を 

割って 呑ました。 其 上 無 經驗な 余 は 如何にべ リカ ンを 取り扱 ふべき か を 解し なかった。 現にべ リ カンが 如 

何に 出^っても、 余 は 未だ かって 彼 を 洗濯した 試しがなかった。 夫で ペリ 力 ンの 方で も 半ば 余に 愛想 を盡 

かし、 余の 方で も 半ば ぺ リカ ンを 見限って、 此 正月 「彼岸 過 迄」 を 筆 するとき は 叉 一 時弋 退歩して、 ぺ ン 

とさう してべ ン 軸の 舊 弊な 昔に 逆昃り をした。 其 時 余 は 始めて 離別した 第一 の 細君 を 後から 懷 かしく 思 ふ 

p く、 一旦 見棄 てた ペリカンに 未練の 殘 つてる る 事を發 見した ので ある。 唯の ぺ ンを用 ひ 出した 余 は、 g 

氣の 切れる 度 毎に 墨壺 のなかへ 筆 を 浸して 新たに 書き 始める 煩 はし さに 堪 へなかった。 幸 ひに して 余の 原 

稿が 夫 程の 手數が 省け たと て 早く 出來 上がる 性質の もので もな し、 又べ ンに すれば 余の 好む セ ビヤ 色で 自 

由に 原稿紙 を 彩 どる 事が 出來 るので、 まあ 「彼岸 過 迄」 の 完結 迄 はべ ンで 押し通す 積り でるたが、 其诀心 

の 底に は 何う しても 多少の 負け 惜み が籙 もってる た樣 である。 

余の 如く 機械的の 便利に は 夫 程 重き を 置く 必要の ない 原稿ば かり 書いて るる もので すら、 又 買 ひ 損なつ 

たか、 使 ひ 損なった ため、 萬 年 筆に は 多少 手 古 擦って るる もので すら、 愈 萬 年 筆 を全廢 するとな ると 此位 

の 不便 を感 する 所 を もって 見る と、 其 他の 人が 憤の 如何に 拘ら す、 毛筆 を 棄てぺ ンを棄 てて 此方に 向 ふの 

は 向 ふ 必要が あるからで、 財力 ある 責 公子 ゃ道樂 息子の 玩具に 都合の い、 贅澤品 だから 賫れ るので は ある 


まい。 

萬 年 筆の 丸 善に 於け る 需用 を さう 脬釋 した 余 は、 各種の 萬 年 筆の 比較 研究 やら、 一 々の 利害得失 やらに 

就いて 一 言の 意見 を 述べる 事の 出来ない の を 大いに 時勢 後れの 如くに 恥ぢ た。 酒呑が 酒 を 解す る 如く、 筆 

み-執る 人が 萬 年 筆 を 解し なければ 濟 まない 時期が 來 るの はもう 遠い 事で はなから うと 思 ふ。 ペリ 力 ン 丈の 

經驗で 萬 年 筆 は 駄目 だとい ふ 僕が 人から 笑 はれる の も 間 もない 事と すれば、 僕 も 笑 はれない 爲に、 少し は 

外の 禹年筆 も 試して みる 必要が ある だら う。 現に 此 原稿 は魯庵 君が 使って 見ろ といって わざく 謄 つて 吳 

れた オノトで 書いた ので あるが、 大變心 持よ くす らく 書け て 愉快であった。 ペリカン を 追 ひ 出した 余 は 

其姊 妹に 當 たる ォ ノト を 新しく 迎 へ 入れて、 それで 萬 年 筆に 對 して 幾分 か 罪 亡 ほし をした 積り なので ある ( 

II 四 五、 六 
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『幻影の 盾』 自序 

一 心 不亂と 云 ふ 事 を、 目に 見えぬ^ 力 を かり、 鏢緲 たる 背景の 前に 寫し 出さう と考 へて、 此趣向 を 得た。 

是を 日本の 物語に 書き下さなかった のは此 趣向と わが 國の 風俗が 調和す まいと 思うた からで ある。 淺擧に 

て 古代 騎士の 狀況に 通せす、 從 つて 敍事妥 當を缺 き、 描景眞 相 を 失する 所が 多から う、 讀 者の 誨を待 つ。 

— 三 氏、 ー1 1 


I 麵譯 『ヲ— ヅヲ— スの 詩』 序 


われ 若し わが 隣人と 一 微塵の 異なるな くんば 誰か 我 存在の 價 値を認 むる もの あらん。 詩人の 傳 ふべき は 

貂を續 ぐに 貂を 以てする の才 あるが 故に あらす。 太 倉 G 粟陳々 相 依る。 昔 人 旣に之 を 忌めり。 

ヲ— ヅヲ— スの詩 別に 一 家の 機抒 ありて 漫に 他人の 籁 下に 立た す。 題 を 村翁に 藉り 興を澗 花に 托す。 此 

1 事旣に 彼を傳 ふるに 足る。 獨造 憂々 なれば 片言 も 又 百 代の 師 たり。 好悪 は 問 ふ 所に あ^す。 

浦瀨 君の 譯詩 十數篇 多く は 斷篇に 過ぎす。 且其措 辭構句 湖畔 詩人の 面目 を寫 して 遺憾な しと 云 ふ 可ら す。 

然れ ども 寸に 進む は 尺の 意な り。 傳ふ 可き を傳 へんと す 其 志旣に 可な り。 譯 して 成る 更に 可な り。 譯の難 

き は 原作の 難き より 難し。 易き を棄 て、 難き を擇む 最も 可な り。 飢る時 は 半嚮も 滋味 長し。 ^のヲ ー ヅラ 

,1 スの名 を 聞いて 未だ 其 詩を讀 まざる もの 或は 此篇 に對 して 食指の 動く を 癒し 得ん。 これ を 序と す。 

明治 =1 十八 年 六月 
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『吾輩 は 猫で ある』 上篇自 事 


「吾輩 は 猫で ある」 は雜 誌ホト 、 ギスに 連載した 績き 物で ある。 固より 纏った 話の 筋を讀 ませる 普通の 

小說 ではない から、 どこで 切って 一 册 としても 興味の 上に 於て 左した る 影響の あらう 害がない。 然し 自分 

の考 ではもう 少し 書いた 上で と 思って 居た が、 書肆が 頻りに 催促 をす るのと、 多忙で 意の 如く 稿 を 績ぐ餘 

暇がない ので、 差し 當り是 丈 を 出版す る 事に した。 

自分が 旣に雜 誌へ 出した もの を 再び 單行 本の 體裁 として 公に する 以上 は、 之 を 公に する 丈の 價 値が ある 

と 云 ふ 意味に 解釋 される かも 知れぬ。 「吾輩 は 猫で ある」 が 果して それ 丈の 憤 値が あるかな いか は 著者の 

分と して 言 ふべき 限りで ない と 思 ふ。 た V 自分の 書いた ものが 自分の 思 ふ 樣な體 裁で 世の中へ 出る の は、 

内容の 價値 如何に 關ら す、 自分 丈 は 嬉しい 感じが する。 自分に 對 して は 此事實 が 出版 を 促が すに 充分な 動 

機で ある。 

此書を 公け にす るに 就て 中 村不折 氏は數 葉の 插晝を かいて くれた。 橋 口 五葉 氏 は 表紙 其 他の 模樣を 意匠 

して くれた。 兩 君の 御蔭に 因って 文窣 以外に 一種の 趣味 を 添へ 得た る は 余の 深く 德 とする 所で ある。 

自分が 今迄 「吾輩 は 猫で ある」 を 草し つ 、あった 際、 一 面識 もない 人が 時々 書信 又は 繪端書 杯 を わざ わ 

ざ 寄せて 意外の 褒辭を 賜 はった 事が ある。 自分が 書いた ものが 斯んな 見す 知らす の 人から 同情 を 受けて 居 

ると 云 ふ 事を發 見す るの は 非常に 難 有い。 今 出版の 機 を 利用して 是 等の 諸君に 向って 一 言 感謝 s 意 を 表す 

る o 

此書は 趣向 もな く、 構造 もな く、 尾 頭の 心 元な き 海鼠の 樣な 文章で あるから、 たと ひ此 一 卷で 消えて な 


くな つた 所で I 向 差し 支へ はない。 又實際 消えて なくなる かも 知れん。 然し 將來 忙中に 閑 を 偷んで 硯の塵 

を 吹く 機會が あれば 再び 槁を續 ぐ 積で ある。 猫が 生きて 居る 間 は I - 猫が 丈夫で 居る 間 は II 猫が 氣が向 

くと き は —— ^も 亦 筆 を 執らねば ならぬ。 

明治 II 一十 八 年 九月 
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漾虛 集』 自序 


「漾虛 集」 と は 新しい 名の 樣 であるが、 集中の 文 は皆雜 誌の 上で、 一度 讀 者の 眼に 觸れ たる もの、 みで 

ある。 過去 一 年間の 短篇 を蒐 めて、 重ねて 世に 問 ふの 意 は 頗る 單純 である。 雜誌 以外の 讀 者が 一 人で も餘 

計 出來れ ばい、 と 思 ふ 希望の 外に は 何等の 主張 もない。 

ホト、 ギス、 擧燈、 中央 公論、 七 人、 帝 國文學 の 編輯 者が 自家 誌上に あら はれた る 作物 を、 こ ゝに轉 載 

する に當 つて、 快く 許諾 を與 へられた る を 謝す。 

不折、 五葉 一 一氏の 好意に よって 此集も 幸に 余の 思 ふ 樣な體 裁に 出來 上った の は、 余の 深く 得と する 所で 

ある。 

集中の 諸 篇が雜 誌に あら はれた る當 時、 有益なる 批評 を 賜りた る 君子す くな からす、 こ、 に 一 言 を 述べ 

て 感謝の 意 を 致す。 • 

明治 111 十九 年 四月 


『吾輩 は 猫で ある』 中篇 自序 

「猫」 の 稿 を繼ぐ ときには、 大抵 初篇と 同じ 程な 枚數に 筆を櫊 いて、 上下 二 册の葷 行 本に しゃう と 思つ 

て 居た。 所が 何 かの 都合で 頁が 少し 延びた ので 書肆 は 上中下に したいと 申出た。 其 邊は營 業 上の 閼 係で、 

著作者た る 余に は 何等の 影響 もない 事 だから、 それ も 善から うと 同意して、 先 づ是丈 を 中篇と して 發 行す 

る 事に した。 

そこで 序 を かくと きに 不圖思 ひ 出した 事が ある。 余が 倫敦に 居る とき、 亡友 子規の 病 を 慰める 爲め、 當 

時 彼 地の 模樣を かいて 遙々 と 一 ニニ 囘 長い 消息 をした。 無聊に 苦んで 居た 子規 は 余の 書翰 を 見て 大に 面白 か 

つたと 見えて、 多忙の 所 を 氣の毒 だが、 もう 一度 何 か 書いて くれまい かとの 依賴 をよ こした。 此時 子規 は 

餘 程の 重態で、 手紙の 文句 も 頗る 悲酸 であった から、 情誼 上 何 か 認めて やりたい と は 思った もの、、 こち 

らも 遊んで 居る 身分で はなし、 さう 面白い 種 を あさって あるく 樣な 閑日月 もなかつ たから、 つい 其 儘に し 

て 居る うちに 子規 は 死んで 仕舞った。 

筐 底から 出して 見る と、 其 手紙に はかう ある。 

僕 ハモ ー ダメ  ニナ ッテシ マッタ、 每日譯 モナ ク 號泣シ テ居ル ャゥナ 次第 ダ、 ソ レダ カラ 新聞 雜 誌へ モ少 

シモ書 力 ヌ。 手紙 、ノ 一  切廢 止。 ソレ ダカ ラ 御無沙汰 シ テス マ ヌ。 今夜 ハ フ ト思ヒ ツイ テ 特別 二 手紙 ヲ カク- 

イツ カヨ コシ テク レ タ君ノ 手紙 ハ 非常-一 面白 力 ッ タ。 近來僕 ラ喜バ セ タ 者ノ隨 一 ダ。 僕ガ昔 カラ 西洋 ヲ見 

タガッ テ居タ ノ ハ君モ 知ッテ ルダ 口—。 夫ガ 病人 -1 ナツ テシ マツ タノ ダカ ラ殘 念デタ マ ラナ イノ ダガ、 君 

ノ 手紙 ヲ見テ 西洋 へ 往 タヤ ゥナ氣 二 ナツ テ 愉快 デタ マラ ヌ。 若 シ書ケ ルナ ラ僕ノ 目 ノ明ィ テル 內 一一 今一 便 

四 一七 
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ョコシ テク レヌカ (無理 ナ 注文 ダガ) 

晝 ハガキ モ馐ニ 受取 タ。 倫 敦ノ燒 芋 ノ味ハ ド ン ナカ 聞 キタイ。 

不折ハ 今 巴 里 二 居テコ ー ラン ノ處 へ通ッ テ居ル サゥ 、、チヤ ナイ 力。 君 二 逢 フタ ラ瞪節 一 本 贈 ルナ ド 、 ィフ 

テ居 タガ、 モ 1 ソン ナ者 《食 フテシ マツ テア ル マイ。 

虚子ハ 男子 ヲ擧 ゲタ。 僕 ガ年尾 トッケ テャ ッタ。 

鍊鄉死 一 1 非 風 死 一一 皆 僕 ヨリ 先-一死 ン デシ マッタ。 

僕 ハ迚モ 君-一 再會ス ル コトハ 出来 ヌト 思フ。 萬 1 出來 タト シテ モ 其時ハ 話モ出 來ナク ナツ テ ルデァ 口 ー。 

窗 ハ僕ハ 生キテ ヰルノ ガ苦シ イノ ダ。 僕ノ 日記-一 ハ 「古白 曰來」 ノ 四字ガ 特書シ テア ル處ガ アル。 

書 キタイ r ハ 多ィ ガ苦シ イカ ラ許シ テク レ 玉へ。 

明治 三十 四 年 十 一 月 六日 燈 下-一書 ス 

東京 子 規拜 

倫敦 -1 テ 

漱石兄  • 

此 手紙 は 美 濃 紙へ 行書で 書いて ある。 筆力 は 垂死の 病人と は 思へ ぬ程糙 であ ぷ。 余 は 此ザ紙 を 見る度に 

何だか 故人に 對 して 濟 まぬ 事 をした やうな 氣 がする。 書きたい こと は 多い が 苦しい から 許して くれ 玉 へ と 

ある 文句 は露佯 りの ない 所 だが、 書きたい 事 は 書きたい が、 忙 がしい から 許して くれ 玉へ と 云 ふ 余の 返 尊 

に は少々 の 遁辭が 這 入って 居る。 憐れなる 子規 は 余が 通信 を 待ち暮らしつ、、 待ち暮らした 甲斐 もな く 呼 

吸 を 引き取つ たので ある。 

子規 はにくい 男で ある。 甞て 「墨汁 一滴」 か 何 かの 中に、 獨こ では 姉 崎 や、 藤 代が 獨こ 語で 演說 をして 


大喝 采を 博して るるのに 漱石は 倫敦の 片田舎の 下宿に 燻って、 婆さん ゆら いぢめ られ てるる と 云 ふ 樣な事 

を かいた。 こんな 事 を かくと き は、 にくい 男 だが、 書きたい こと は 多い が、 苦しい から 許して くれ 玉へ 杯 

と 云 はれる と氣の 毒で 堪らない。 余 は 子規に 對 して 此氣の 毒 を 晴らさな いうちに， とうく 彼 を 殺して 仕 

舞った。 

子規が いきて 居たら 「猫」 を 讀んで 何と 云 ふか 知らぬ。 或は 「倫敦 消息」 は讀 みたい が 「猫」 は 御免 だ 

と 逃け るか も 分らない。 然し 「猫」 は 余 を 有名に した 第一 の 作物で ある。 有名に なった 事が 左程の 自慢に 

はならぬ が、 「墨汁 一滴」 の 5 ちで 喑に余 を激勵 した 故人に 對 して は、 此作を 地下に 寄す るの が 或は 恰好 か 

も 知れぬ。 季子 は劎を 墓に かけて、 故人の 意に 酬いた と 云 ふから、 余 も 亦 「猫」 を碣 頭に 獻 じて、 往日の 

氣の毒 を 五 年後の 今日に 暗 さう と 思 ふ。 

子規 は 死ぬ 時に 糸瓜の 句 を 咏んで 死んだ 男で ある。 だから 世人 は 子規の 忌日 を 糸瓜 忌と 稱へ、 子規 自身 

の 事 を 糸瓜 佛と なづけて 居る。 余が.！. 餘年前 子規と 共に 俳句 を 作った 時に 

長 けれど 何の 糸瓜と さがりけ り 

と 云 ふ 句 を ふらく と 得た 事が ある。 糸瓜に 緣が あるから 「猫」 と共に 併せて 地下に 捧 ける。 

どっしりと 尻 を 据えた る 南瓜 かな 

と 云 ふ 句 も 其 頃 作った やう だ。 同じく 瓜と 云 ふ 字の つく 所 を 以て 見る と 南瓜 も 糸瓜 も 親類の 間柄 だら う。 

親類 付合の ある 南瓜の 句 を 糸瓜 佛に 奉納す るのに 別段の 不思議 もない 箸 だ。 そこで 序ながら 此 句も靈 前に 

献上す る 事に した。 子規 は 今 どこに どうして 居る か 知らない。 恐らく は据 ゑるべき 尻がない ので 落 付 をと 

る 機械に 窮 してる る だら う。 余 は 未だに 尻 を 持って 居る。 どうせ 持って ゐる もの だから、 先づ どっしりと、 

おろして、 さう 人の 思 はく 通り 急に は 動かない 積り である。 然し 子規 は 又 例の 如く 尻 持たぬ わが 身に つま 

四 一九 
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されて、 遠くから 余の 事 を 心配 するとい けない から、 亡友に 安心 をさせる 爲めー 言斷 つて 置く。 

明治 三十 九 年 十月 


『鶉 醇 自 序 


蕖中收 むる 所 三篇、 ^材 一 ならす、 趣旨 固より 同じから す。 著者 はた > 此三篇 によって、 其腦 中に 漂へ 

る 或 物に 一 種の 體を與 へたる を 信す。 

天下、 著者に ちかき 或 物 を 抱いて、 之 を撺へ 難き に 苦しむ もの あらん。 之 を 柿へ て 明かなら ざる を 憂. ふ 

る もの あらん。 之 を 明かに して 表現の 術な きに 困す る もの あらん。 もし 「鶴 籠」 が是 等の 士に 幾分の 慰藉 

を 奥 ふ る を 得ば 著者の 願 は 足る。 

著者の 描け る ものが、 如何に 讀 者の 心に 映 じて、 如何に 讀 者の 情 を 動かす か は、 著者の 問 ふ 所に あらす。 

杏 問 はんと 欲する も 著者の 權 外に 落つ。 「鶉 籠」 を 公け にした る 著者 は、 た 5T 之 を 公け にした る 迄にて、 

毫も 讀 者の 情緒と 感興と に 干渉して、 内部の 生命 を 支配す るの 意 あらす。 

只 文章 は 趣味 を 生命と す。 文章に して 趣味な き は 天日の 冷やかな るが 如し。 卒然として 存在の 憤 値 を 失 

す。 「鶉 篛」 の 如何に 天下に 解釋 せらる、 か は 著者の 薆 ふる 所に あらす。 獨り 一個 半 個の 青年あって、 

「鶉 籀」 の爲 めに 其 趣味 を あやまられて 流 俗に 墮 落したり と 云 は 鶉 籠」 を 公け にした る 著者 は 終生の 

恥辱な り。 

著者が 「鶴 籠」 を 公け にした る は 此危險 を 冒して、 苟も 名 を 一 代に 馳 せんとす る 客氣に 鼷られ たるが 爲 

めにあら す。 「鶴 籠」 は 天下 青年の 趣味 をして I 厘 だに 墮 落せし むる の 虞な き 作品た る を 信じ たれば なり。 

明治  一 II 十九 年 十 1 月 
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四 ニニ 

Is 『千 代 紙』 序 


拜啓。 書物の 名前 は 怠 千代紙と 御 定めの 由。 千代紙 は 至極 思つ きと 存候。 表紙の 意匠 は 東洋 城擔 任の 由 0 

先日 面 會の折 色合模 樣等逐 一 講釋を 承 はり 候。 校正 も 小宮氏 引受けの よし。 是又 好都合に 候。 發刊の 日 は 

君 もうれ しく 候。 兩人も 嬉しく 候。 小生 もうれ しく 候。 さて 頂戴の 榮螺は 大いに 結構、 あれ も 甚だ うれし 

く 候。 以上。 


II き 『野 葡 萄』 序 

「野葡萄」 に 序 を 書け と 云 はれた とき、 何 か 書かう と受 合った 儘、 書く 事 をつ ひ 忘れて 京都へ 立って 仕 

舞った。 京都で は 花に 雨に 神社に 佛閣 に、 古め いた 春の 見物に 忙しくて" 眼 も 足 も 足らぬ 位、 心 を そらに 

身 を さかに、 洛中 洛外 を 鶯とゝ もに 飛び あるいて、 序の 事な ど はまる で 思 ひ 出せなかった。 歸 つてから は 

茫然と して 四 五日 を 晩春の 頰 杖に 暮らして、 閑寂の 趣 を S 腐と 奈良漬に 得た 代りに、 義務 も 勉强も 夢に さ 

へ 見る 暇はなかった。 

「野葡萄」 の 序 は斯樣 にして 遲れ たので ある。 申譯 がない。 €1 己の 文集な り 詩集な り を 公け に するとき 

は發 行の 日が 待ちに 待 たれる ものである。 晚村君 も 定めて 「野葡萄」 の 上梓 を 急がれた 事で あらう。 只 放 

埒 なる 余の 藕事 打ち 遣りなる にも 閼 はらす、 一 日の 年長なる に 遠慮して 今日 迄 催促せられ なかった ものと 

見える。 猶々 申し 譯 がない。 

然し 余が 適當の 時間 内 に 義務 を果 さなかった 爲 めに 果 したよりも 却って 面白い 結果が 生じた と 思 ふ。 序 

の 依囑を 受けた 當時は 余 は大擧 講師であった。 侬囑 せられた 晚村君 は 無論 大擧 講師 だからと 云うて 余を擇 

ばれた ので はない。 けれども 世間の 俗人 は 余が 大學 に關 係が あるから 賴ん だと 思 ふか も 知れない。 從 つて 

大舉 講師なる 余が 晚村 君の 詩文 集の 序 を かけば 間接に 詩人 晚村 君に 累を なす 譯 になる。 余 も 心持ちが よく 

ない。 半月 ほど 京都に 遊んで 舊 廬に歸 つた 余 は 最早 講師で はない。 十餘年 前に 卒業した と 云 ふより 外に 大 

擧とは 何等の 闢係 もない 身分と なった。 「野葡萄」 の 序 を かくに は 文科 大學の 先生が 書く ので はない。 個 

人の 漱 石が 書く ので ある。 個人の 漱石を 擇んで 序 を 書かせる 晚村君 は、 個人 漱 石に 一 種の 興味 を 有する 外 
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に 何等 利害の 考へ はない 害で ある。 この 義務 を 果す漱 石 は 江湖の 處士 として 詩人 晚村 君の 依 囑に應 じた 迄 

である。 洒 然として 愉快 を感 する。 

「野葡萄」 のうちに 収められた 幾篇の 短詩 短文 はよ く晚村 君の 性情 を 流露して、 學位 擧祿に 好悪 を 左右 

せられざる 君が 人格 を證 明して 餘り ある ものと 信す る。 

明治 四十 年 四月 二 十 三 日 


『吾輩 は 猫で ある』 下篇 自序 


「猫」 の 下卷を 活字に 植 ゑて 見たら 頁が 足りない から、 もう 少し 書き足して くれと 云 ふ。 書肆 は 「猫」 

を 以て： W 縮 自在と 心得て 居る らしい。 いくら 猫で も 一旦 甕へ 落ちて 往生した 以上 は、 さう 安つ ほく 復活が 

出 來る譯 の もので はない。 頁が 足らん からと 云 ふて、 おい それと 甕から 這 ひ 上る 樣 では 猫 S 沽券に も闢は 

る 事 だから 是丈は 御免 蒙る ことに 致した。 

「猫」 の 甕へ 落ちる 時分 は、 漱石 先生 は、 卷 中の 主人公 苦沙彌 先生と 同じく 敎師 であった。 甕へ 落ちて 

から 何 ヶ月 經っ たか 大往生 を遂 けた 猫 は 固より 知る 箸がない。 然し 此序を かく 今日の 漱石 先生 は旣 に敎師 

ではなく なった。 主人 苦沙彌 先生 も 今頃 は 休職 か、 免職に なった かも 知れぬ。 世の中 は 猫の目 玉の 樣 にぐ 

る-ぐる 廻轉 して ゐる。 僅か 數 ヶ月のう ちに 往生す るの も出來 る。 月給 を 棒に振る もの も 出来る。 暮も過 ざ 

正月 も 過ぎ、 花 も 散って、 また 若葉の 時節と なった。 是 からどの 位廻轉 する かわからない、 只 長へ に變ら 

ぬ もの は 甕の 中の 猫の 中の 眼 玉の 中の 瞳 だけで ある。 

明治 四十 年 五月 
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四 二 穴 

1 i 著 『東京 見物』 序 

棕.； - 先生が 「東京：^ 物」 を 出版され るに 就て、 漱 石の 序文が 欲しい との 御意で ある。 遙 かなる 麩 町から 

子規の 啼 く西片 町へ 書 を 致して 序を徵 された る 文 言に は 君 程 序文の 上手な 男 はない と ある。 「東京 見物」 

は 頁が 足りない から 約 一 ニニ 百 頁が た 君の 序文で 埋合 はせ をしたい と ある。 

序文の 名手 を 以て 棕十 先生の 知遇 を 辱 ふせる 漱石 はい やで も應 でも 何 か 書かねば 濟 まぬ 義理と なった。 

書かねば 折角の 知遇 を筌 ふす るの みならす 漸くに して 羸ち 得た る 名手の 稱號を 召し 上 けられる 恐れが ある。 

但し 諸事 節 儉の際 一 一三 百 頁 はちと 贅澤の 沙汰 かと 思 はれる。 士は 己れ を 知る もの、 爲 めに 死す と あるから 

は 一 三 一 百 頁 は 愚か 千 頁で も 御 間に合せ たいは 山々 であるが、 物價 騰貴に つれて 武. H 道 も 餘程高 憤に 相 成つ 

た 今日に 在って は、 如何な 知己で も 1 一三 頁で 助辨 される のが 紳士の 德義 である。 

「東京 見物」 が 東 朝 紙上に あら はれた のが 余の 入社と 前後した 爲め、 且は其 筆致の 「猫」 に似て 居る 爲 

め、 掲載の 當時 は漱石 だくと 云 ふ 評判が 大分 八 釜 敷かった。 餘計 なお 世話で ある。 餘計 なお 世話 を燒か 

れた爲 め、 棕十 先生 は 余に 對 して 「どうも 御迷惑で ：：： 」 と 云 ひ、 余 は棕. T 先生に 向って 「どう 仕り まし 

て、 あなた こそ 嘸 …… 」 と 云った。 考 へて 見る と此 挨拶 も餘 計な 事で ある。 餘 計な 世話 を燒 くもの が あれ 

ば こそ、 餘 計な 挨拶 もせねば ならぬ 仕義 となる。 餘計を 始めた もの は、 餘 計の 累を貽 す ものである。 少し 

は考 へる がい、。 

然し 「東京 a 物」 がそれ 程 「猫」 に似て 居るならば まあ 兄弟分の 間柄なん だら う。 昔し 薩 摩の 男と 下宿 

をして 居た 時分、 其 男が 何 ぞと云 ふと 脶間聲 を 張り 上け て、 だれと かさんと 誰と かさん は 兄弟分 ぢゃ ごわ 


はん〗 と？ たも？。  15  一  9si 音で、 矢つ， 「猫」 の 兄 If 所で ある。 此 I を か 

u^h, あ^^ は H 頃 f なった-うと 聊か 懐古 S 念に 禁 えん。 0^^^ 

^見物」 ド" と 「翁 は 猫」 さん は 兄弟 害 や ごわ はんかと 餘 計な 町 f た" 

UFMUlfi, 憐れに も ある。 あの f 捜し出し S 十 先生の 前" 


四十 年 六月 
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四 二 

is 『名 著 新譯』 序 


余の ポ —に閼 する 知識 は 極めて 乏しい。 取り立て ， 人の 前に 述 ぶべき 程の 材料 も 意見 も 有って 居らぬ の 

は 勿論で ある。 

た  > かって 彼の 作物 を 讚んだ 時の 感じが 漠然と 今日 迄殘っ てるる。 何でも 非常な 想像 家の 樣な心 持が す 

る。 しかも 其 想像 は 人情 や 性格に 閼 する 想像で はない と 思 ふ。 事件の 構造に 對 する 想像 だと 思 ふ。 さう し 

て 其 事件が あり ふ れた 日常 見聞の 區域 を脫し て 驚く ベ く愕 くべ き 別世界の 消息で あると 思 ふ。 愕く ベ き别 

世界と 云 つ て も 有名な レ ヴ ン の 詩に あら はれた 樣な內 面 的に 玄祕の 韻を帶 びて 居る ので はな い。 大體 はも 

つと 程度の 低い 外面 的の 不思議で 好奇心 を 釣って るる。 だから 極端に 其 弊 所 を 云 ふと 荒 唐不稽 に陷り 易い。 

然し それ を 飽く迄も、 明晰に、 緻密に あるとき は殆ん ど科擧 的と も 云 ひ 得べき 程の 描寫を 以て 敍述 して 居 

る。 そこに かれの 想像の 豐膽な 所と 織 細な 所が あら はれて るる。 普通の 人なら ば とても 思 ひつけない。 思 

ひつ いても かう 詳しく は 書け ない。 所 を 彼は此 等の 愕 くべき^ 想 譚に對 して、 恰も 眼前に 展開す る 活動 寫 

眞を 凝視し て 筆記す る樣な 態度で 書き 卸し てゐ る。 

ボ ー は 又 短篇 作家と し て 有名な 男で あ る。 今 で も 短篇 を 論す ると きに ボ." の 引合 に 出ぬ 場合 は殆ん どな 

い。 此點 から 見て. ネ ー は 所謂 三卷 小説の 例 を 打破した 獨創的 作家と 云っても 好い。 從 つて 其 作物 は 歴史的 

價 値が ある。 長短に 關 して 小說の 比铰 研究 をし やうと 思 ふ もの は 是非共 一 度はポ ー を 通って 来なければ な 

ら ない o 

現今 は 短篇 小說が 大分 流行して 來た。 其 元祖 はボ— である。 ブレット、 ハ ー ト である。 さう して 兩 人と 


も 亞米利 加 人で あるの は從來 人の 逮 注意した 事實 である。 現代の 短篇 小說が 果して 此ー 一人の^ 米 利 加 人の 

大 影響 を 蒙つ て發 達した もの か、 又は 時代の 趨勢が 此 種の 產出を 巳むな く 作家に 促が した 自然の 結粜 であ 

るか は、 しばらく 論ぜす とする も 彼が 短篇 作家と して 一 體を 創開した 功績 は 歴史的に 永く 記憶すべき 事實 

である。 

本 間 君が. ネ ー の 短篇 集 を 出版 さる、 に 就て 余に 序を徵 せられた C 余の 不學 なる は 前に 述べた 通で あるか 

ら、 本閒 君の 譯 文に 序 を 書く 程の 資桔 はない と 思って ゐ るが、 以上の 理由で、 本 間 君の 努力 は、 わが 文界 

に對 して 決して 貢獻 する 所の ない 仕事と は 認められない。 そこで 數言を 述べ て 本 間 君の 爲に此 序 を 作る。 

明治 四十 年 九月 
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Isisl 共著 「草雲雀」 序 

「草雲雀」 の 著者 森 田、 生 田、 川下の 三 君が 揃って 大學を 出た の は 去年の 事で ある。 從 つて 此集は 三 君 

が在學 中の 餘暇 になった 短篇の みを收 めた ものに 過ぎぬ。 

然し 在擧 中の 餘暇 になった ものに は、 人の 知れぬ 苦心と 努力が 籠って ゐる。 寸陰を 惜み分 陰を偷 んで溥 

くに 草し 暴た 一 句 一 行 は、 閑居 平日の 縷々 數萬 首よりも 貴重で ある。 從 つて 最も 切實な 言語より 外 は臚列 

せぬ 事と なる。 「草雲雀」 は 三 君に 取って 實に此 種の 感懐に 富んだ 作物の みで あらう と 思 はれる。 卽 ちず 

寧の 煩し き 朝夕に さへ、 抑 へんと して 抑へ がた き 多 意味なる W 面 生活の 一端が、 文學の カを藉 りて、 實世 

界の 表面に 發揚 した 自己の 本色と 云 ふても 差 支な からう。 此點 から 見ても 「草雲雀」 は 只 一片 好奇の 念に 

齷られ た 閑 文字で はない。 又は 茫漠たる 過去 を 忘れぬ 爲 めに 一 冊の 形に 纏めた 記念で もない。 眞摯 なる 述 

作で ある。 之 を 世に 公に する の は 單に三 君に 取って 有意義なる のみなら す、 又 世閒に 取って 有意義で ある * 

先頃 森 田 君に 逢った 時、 「草雲雀」 を 校正して 居る と 時々 冷汗が 出る と 云 はれた。 其 時 余 は 成程 面白い と 

感じた。 と 云 ふの は、 此 言語が 單に 普通の 謙遜の 爲ゃ 又は 自己の 拙劣 を自覺 した 爲に 出た のでない 力ら で 

ある。 何故 冷汗が 出る かと 云 ふと、 述作の 當時は 前後 夢中で 自己の 全 精神 を腹藏 なく 作物の 上に 傾注して 

恽ら なかった から、 偖 筆を擱 いて 改 つた 心 持で 之 を讀み 直す と、 あまり 當 時の 自己が 遠慮なく 赤裸々 に 出 

て K て、 自分が 自分に 對 して 面目がない 樣な氣 持が して 冷汗が 出る ので ある。 從 つて 此 冷汗 は 自己が 自己 

の 作物に 對 して 徹底的に 眞 面目で あつたと 云 ふ 事を證 明す る 以外に 何等の 不名譽 を 意味して 居らぬ。 從っ 

て淼田 君が 校正の 時に 流した 此 冷汗 こそ 此集を 公け にして 然るべき 立派な 理由と なり 得る と 思 ふ。 


三 君 は在學 中から 「明星」 に 「藝 苑」 に相携 へて 寄稿 もしくは 編輯の 筆 を 執って 居られた。 伹し專 門 は 

三 君 共 違 ふ。 森 田 君 は 英文 學で、 生 田 君 は美舉 で、 • 川下 君は獨 文であった。 然し 卒業 も 同年で、 交際 も 

伯仲で、 出 處も如 一 で、 文藝 上の 趣味 も 主張 も 共通で あるから 森 田 君に 就て 云 ひ 得る 所の もの は餘の 二君 

に 就ても 云 ひ 得る 譯 である。 三 君の 作物 を 一 卷に 纏める の は 尤も 其當を 得た もので、 三 君の 作物 を 纏めた 

「草雲雀」 は 前に 云 つ た 意味から 公け にして 世に 問 ふ 價 値の ある 短篇 集で あ る。 

世事 意の 如くなら す 卒業後の 森 田 君 は 英語の 敎科書 を 抱 へ て 電車の 昇降に 忙 はしく、 生 田 君 も 亦 翻譯雜 

纂の 業に 役々 として 明窓淨 几の 暇な きを 嘆 じて るる。 川下 君に 至って は 空しく 志 を 九 原に 齎らして 客舍に 

永眠され た。 三 君の 自得し、 自證 し、 或は 觀 察し 得た る 人生の 敍述 は、 此 短篇に と V まる 譯 ではない。 否 

森 田 生 田 一 一 君に 在って は是 からが 實 に文藝 上の 生命で ある。 然し 以上の 如く 1 一 君 は 齷齪の 活計に 遑 なく、 

殘る 一 人 は旣に 亡き人の 數に 入った とすれば、 此際 「草雲雀」 を 出版す るの は 1 一 君の 面影 を 今日に、 逝け 

る 人の 精神 を 永久に 傳 ふる 好 方便で ある。 余 は 三 君の 友人と して 喜んで 一 言 を 「草雲雀」 の卷 頭に 序す る 

ものである。 

明治 四十 年 十月 
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S 著 『文 學 入門』 序 

學と 名のつ くもの は 世の中に 澤山 あるが、 大抵 は 其 性質 も 範圍も 研究の 態度 も 方法 も 目的 も 一 定 してる 

る。 從 つてい くら 門外漢で も 多少の 敎育 さへ あれば、 こんな もの だら う 位の 想像 はっく。 所が 文學 になる 

と 同じく 學の字 はつ いて 居る が、 理 學化擧 動物 植物の 諸 科 學とは 丸で 趣 を 異にして 極めて 瞹眛な ものに な 

つてる る。 學と云 ふ 名 は あるが どこが 學， だか 薩 張り 分らない。 

普通の 諸 科擧は ある 現象の 研究から 出^して 此 現象と 彼 現象との 閼係を 明瞭に 抽出す る ものである。 で 

は文舉 では 何の 現象 を 研究して 居る かと 云 ふと 一 寸 返事に 困ろ。 では 何も 研究して ゐ ない のかと 云 ふと 大 

いに 研究して 居る。 小說 でも 詩歌で も戲 曲で もみん な 人間と 自然の 研究から 出來 たもので ある。 た V 研究 

の 態度が 普通の 諸 科 舉と趣 を 異にして 居る のみで ある。 た >此 態度が 複雜 なた め區 域の 判然せ ぬ爲、 研究 

者 自身 も此 態度 を とりまとめて 人に 話す 事が 出來 ない。 だから 自身 は 述作の 際此 一 種の 研究 を寳 行して ゐ 

るに も拘ら す、 一 旦 質問に 出逢 ふと 満足な 返事が 出来ない。 文學が 曖昧な 原因の 一 つ は 全く 茲 にある。 

夫から 作 る 方の 側で なく、 作った もの を 取り扱 ふ 側 —— 卽ち 鑑賞 家 と か 批評家 とか 云 ふ 人々 の 態度 力ら 

云っても 同 樣の觀 が ある。 此人々 は 作物 を 材料と して 研究す るの だから、 此點に 於て は 動物 學 者の 動物 を 

材^と したり、 植物 擧 者の 植物 を 材料と する のと 一般で は あるし、 又 現象 を 研究す ると 云ふ點 から 見ても 

似て は 居る が、 偖此 研究の 態度 はと 云 ふと 外のと は餘程 違って るる。 餘程 違って 居ても、 明 嘹に區 別が 出 

來る樣 に 違って 居る の は 結構で あるが、 こ、 でも 亦 曖昧に 違って るる。 古来から して 批評家の 立場と か、 

親 察點を 調べて 見る と、 毫も 貫いて 居ない、 めいく 違って 居る。 單に めいく 逢って るる 丈なら よいが- 


一人が 時と場合によって 違って るる。 それ も 大體， の 計畫を 立てた 上、 確然た る 主義から 割り出して、 臨機 

應變に 違つ て 行くなら 見當 もつ くが 矢 鳕に違 ふので ある。 行き 當り ばったり 違 ひで ある。 其 都度々々 に 思 

ひついた 事 をい 、加減に 云 ふ 樣な違 ひ 方で ある。 其日暮 しの 違 ひ 方で ある。 從 つて 自分で 自分の 研究の 結 

某 を まとめる 譯 にも 行かす、 一 口に 人に 話す 事 も 出来す、 又は 傍觀 者が 是 等の 人の 態度 を 一 括して か- フ云 

ふ 態度で 研究して るるから、 普通の 科舉者 _s 態度と はこ、 迄が 同じで、 こ、 からが 分岐して くると 明嘹に 

呑み込む 譯 にも 行かない。 文學が 瞹眛な 原因の 一 一は 茲 にある。 

早 い 話が 古來 か ら文學 者 杯が 文舉は 如何な る も のぞと 云 ふ 質問に 對 して 答へ た 文學の 定義 を 兌 ると 餘程 

面白い。 千 差 萬 別で ある。 のみなら す 雪 を 攫んで 霞に 腰 を 掛けて ゐる樣 な 不得要領な ものば かりで ある。 

それ は眞 赤な 嘘 だと は 云 はれない 代りに 成程 文學 はそんな ものです かと 合點の 行く もの は 殆どない。 時々 

引用され るブ ルックの 定義な ど は 其 好例で ある。 

それでも 構 はない。 が 時代が 進む と 構 はなくない 人が 澤山 出來 てく る。 構 はない 人が 澤 山に あると、 文 

舉とは どんな もので あるか、 文學 上の 創作と は どんな 研究から 出来る もの か，、 批評と は どんな 研究から 出 

來る もの か、 文擧の 歴史と は どんな もの かな どと 續々 問題が 出て 來る。 績々 問題の 觯诀が 必要に なって く 

る o 

文舉の 性質 も範園 も瞹眛 であった 爲、 又 是等を 明めよう とする 樣な 好奇心に 富んだ 傾向の 人が 此方 面に 

出なかった 爲、 此 種の 問題 は 等閑に 附 せられて 居た。 現に 大擧に 純文擧 科が あっても 其 目的 も 課目 も 方法 

も 頗るし かとした 根柢の 上に 確立され て 居らん の は 全く 此方 面に 於け る 知識が 吾人の 頭腦に 乏しい 爲と云 

はねば ならぬ。 

生 田 君の 著書 は 其 名の 示す 如く 文舉 入門で ある。 入門で は あるが 以上の 如く 此 種の 著書が 拂 底の 今日、 
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ことに 人事 百般の 新 知識の 要求が 熾なる 今日の 日本に 在って は 非常に 有 盆な ものと 信す る" 余 も 色々 な 意 

• 味に 於て 文擧の 研究者で ある。 ことに 生 田 君の 著された 書物の 內容の 如き 問題に 就いては 尠 からぬ 興味 を 

有して 居る。 因つ て數 言を卷 頭に つらねて 刊行の 主意 を贊 成す ると 共に 大 いに 之 を 江湖 の 靑 年の 舉 徒に 推 

薦す るので ある。 

明治 四十 年 十 1 月 


高濱 § 『I  M  =  f 

小 說の稀 類 は 分け 方で 色々 になる。 去れば こそ 今日 迄 西洋人の 作った 作物 を 西洋人が 評する 裼 合に、 便 

宜に應 じて 澤 山な 名 をつ けて ゐる。 傾向 小說、 理想 小說、 浪漫派 小說、 寫實派 小說、 自然 派小說 杯と 云 ふ 

の は、 皆 在來の 述作 を 材料と して、 其 著る しき 特色 を 認める に從 つて 之 を 分類した 迄で ある。 種類 は是丈 

で盡 きたと は 云へ ぬ。 一 たび 見地 を 變れば 新ら しい 名を發 見す るの は 左 迄 W 難で ない。 況んゃ 向後の 作物 

が 舊來の 傾向 を 繰返して 満足せ ぬ 限り、 時と、 場合と、 作家 s 性癖と、 發展の 希望と によって 生面 を 開き 

つ /'推移す ろ 限り、 何 派、 柯 主義と 云 ふ 思 ひも 寄らぬ 名が 續々 出て 來 るの が常然 である。 

虛 子の 作物 を 一 括して、 是は何 派に 屬 する もの だと 在來 ありふれた 範圍 に 押し込め るの は 余の 好まぬ 

所で ある。 是は必 すし も虛 子の 作物が 多 趣 多樣で 到底 槪 括し 得ぬ からと 云 ふ 意味で はない。 又は 虛 子が 空 

前の 大才 で在來 西洋人の 用 を 足して 來た 分類 語で は、 其の 作物に 冠す る 資格がない と 云 ふ 意味で もな い。 

虛 子の 作物 を讀 むにつ けて、 余 は不圖 こんな 考 へが 浮んだ。 天下の 小說を 二種に 區 別して、 其の 區 別に 關 

礎し て^子の 作物に 說き及 ほしたら ど うだらう。 

所謂 一 一種の 小說と は、 餘裕の ある 小說 と、 餘裕 のない 小說 である。 た V 是丈 では 殆んど 要領 を 得ない。 

の み ならす 言 句 に まつ はると 褒貶の 意を寓 して あるかの 樣 にも 聞え る。 かた がた 說明 の 要が ある。 

餘裕の ある 小 說と云 ふの は、 名の 示す 如く 逼ら ない 小說 である。 「非常」 と 云 ふ 字 を 避けた 小說 である- 

不斷 着の 小說 である。 此閒 中流 行った 言葉 を拜 借す ると、 ある 人の 所謂 觸れ ると か觸れ ぬと か 云 ふうちで 

觸れ ない 小說 である。 無論 觸れ ると か觸れ ない とか 云 ふ 字が 瞹昧 であって、 しかも 余に 世間の 人の 用る る 

四  一 二 五 
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通り 好 加减な 意味で 用ゐて 居る の だから、 此 字に 對 して 明かな 責任 は 持たない 積り である。 只 ある 人々 の 

唱 へ る 意味に 於て 觸れ ない 小說と 云ったら 一 番 はや 分りが する だら うと 思って、 瞹 味ながら わざく 此字 

面を拜 借した ので ある。 と 云 ふ もの は、 まづ 字の 定義 は 御 互の 間に 默 契が あると して、 ある 人々 は 觸れな 

ければ 小說 にならない と考 へて 居る。 だから 余 はとく に觸れ ない 小 說と云 ふ 一. 種の 範園 を斿ら へて、 觸れ 

ない 小說も 亦、 觸れた 小說と 同じく 存在の 權 利が あるの みならす、 同等の 成功 を收め 得る もの だと 主張す 

るので ある。 

觸れ ない 小說の 意味 をもう 少し 說明 しないと 余の 所存が 貫徹し まいと 思 ふ。 余 は 自己の 考を 述べて" こ 

んな 風に も 小說は 解釋か 出來る もの だと 讀 * から 認めて 貰へば 好い。 喧嘩 を賫る 料簡で もな し、 賫られ た 

喧嘩 を 買ふ氣 もな い。 從が つ て 思 ふ 通り を 思 ふ 通りに 述べ て 誤解の な い や うに 力めて 置かなければ ならな 

個人の 身の上で も、 一 國 S 歴史で も 相互の 關係 (利害 問題に せよ、 德義 1? 題に せよ、 其 他 種々 な 問題) 

から 死活の 大事 件が 起る ことがある。 すると 渾身 全國 悉く 其 事件に なり 切って 仕舞 ふ。 普通の 人間の 樣に 

行屎走 尿の 用 は 足して 居る が、 用 を 足して 居る か、 居らぬ か氣が 付かぬ 位に 逆上せて 仕舞 ふ。 先達て 友人 

が來 てこん な 話 をした。 小 田 原で 暴風雨が あった 時、 村の 漁船が 二三 杯 沖へ 出て 居て、 どうしても 濤を凌 

いで 磯へ 歸る 事が 出来ない。 村 中 一 人 残らす 渚へ 出て 焚火 をして 浮きつ 沈みつ する 船 を 眺めて 居る 許りで 

ある。 此方から 繩を 持って 波 を 切って、 向う の 船へ 投け 込んで、 其繩を 引いて 陸へ 上け るの が 彼等の 目的 

であろ。 がさう 思 ふ樣に 目的 は 達せら れんので 晚 からかけ て 翌日の 午後の 三時 頃 迄 は 村 中 濱へ總 出の 儘 風 

の 中、 雨 S 中に 立ち 盡 して 居た。 所が 其 長時間の うち 誰 一 人と して 口 を 利いた ものがない 又 誰 一 人と して 

握り 钣ー つ 食った ものがない との 事で ある。 かうな ると 行 屎走尿 すら 便じなくなる。 餘裕 のない 極端に な 


る。 大いに 觸れ てく る。. 同時に 眼前 焦眉の 事件 以外 何にも 眼に 這 入らなくなる。 世界が 一 本筋になる。 平 

面になる。 寢 返り も 出来ない 樣に 窮屈になる。 なっても 構 はない がそれ 許りが 小說 になる と 云 ふ 議論が ど 

うして 出來 る。 世の中 は廣 い。 廣ぃ 世の中に 住み 方 も 色々 ある。 其 住み 方の 色々 を隨綠 臨機に 樂 しむの も 

餘裕 である。 觀 察する の も餘 一裕で ある。 味 はう の も餘裕 である。 此 等の 餘裕を 待って 始めて 生す る 事件な 

り 事件に 對 する 情緒な り は 矢 張 依然として 人生で ある。 活潑々 地の 人生で ある。 描く 攢値も あるし、 讀む 

價値も ある。 觸れた 小說と 同じく 小說 になる。 或 人は淺 いと 云 ふか も 知れない。 淺 いと 云 ふ點に 於て は 余 

も 同感で ある。 然し 價 値がない と 云 ふ 意味に 於て 淺 いと 云 ふなら 間違って 居る。 此 場合に 於け る 深いと か 

淺ぃ とか 云 ふの は 色 S 濃い とか 薄い とか 云 ふのと 一 般で、 濃い から 上等で 滞い から 下等と 云 ふ 評 憤の つけ 

られ る譯の もので は 勿論ない 如く 毫も 作物 を 高下す る 索引に はならない ので ある。 

護謨 を 延ばして、 今少し 引っ張る と 切れる と 云 ふ 所 迄 構 はす 持って行く。 惡 いと は 云 はない。 然し 此所 

迄 引っ張って びんと させな くつち や 駄目 だよ と 云 ふに 至って は、 緊張の 趣 は 解して 居る が 雍容の 味 は 解し 

得ない 人 だと 云 はれても 仕方がない。 のびない 護謨 も ゆとりが あって 面白い と 云 ふ 人 を 屈服させる 譯には 

行かない。 

茶 を 品し 花に 灌 ぐの も 餘, 裕 である。 冗談 を 云 ふの も餘裕 である。 繪畫 彫刻に 閒を 遣る の も餘裕 である。 

釣も謠 も 芝居 も 避暑 も 湯治 も餘裕 である。 日露 戰爭 の永續 せざる 限り、 世間が ボ ル クマ ンの樣 な 人間で 充 

満 しない 限り は餘裕 だらけで ある。 而 して 吾人 も已を 得ざる 場合の 外 は 此餘裕 を 喜ぶ ものである。 從 つて 

此 等の 餘裕 より 生す る 材料 は 皆小說 となって 適當 である。 (喜ぶ から 小説に なると 云 ふと 小 說は娛 樂の爲 

めと 云 ふ 意味になる。 此を 詳しく 說明 しゃう とすると 小說の 目的と 云 ふ 議論になる。 機會を 見て 余 は此點 

に閼す る 自己の 意^ を 述べ たいと 思 ふが、 今 は 詳說す る逞が ないから 別に 云 はぬ。 只 小說は 娛樂を 目的に 
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して はならぬ と 云 ふ 議論 は 成立せ ぬ。 從 つて 嫂樂も 亦 小説の 一 目的と して 存在し 得る もの だと 許り 一 言し 

て 置く。) 

以上 は餘裕 ある 小 說の說 明で ある。 旣 に餘裕 ある 小 說を說 明した 以上 は餘裕 なき 小說も 大槪其 意味が 分 

つた 箸で あるが。 一 言に して 云 ふと セッパ 詰った 小 說を云 ふので あろ。 息の 塞る 樣な小 說を云 ふので ある。 

1 毫も 道草 を 食ったり 寄 道 をして 讪を賫 つて はならぬ 小 說を云 ふので ある。 呑氣な 分子。 氣樂な 要素の な 

い 小 說を云 ふので ある。 たと へば イブ セ ンの 脚本 を 小說に 直した 樣な もの を 云 ふので ある。 大いに 觸れた 

もの を 云 ふので ある。 所謂 イブ セ ンの 書いた もの 杯 は先づ 吾人の 一 生の 浮沈に 關 する 樣な 非常な 大 問題 を 

つら まへ て 来て 其 問題の 解诀 がして ある。 しかも 其 解決が 普通の 我々 が解诀 する 樣な 月並で なくって へ え 

と 驚ろ く樣 な解诀 をさせる 事が ある。 人 は 之を稱 して 第一義の 道念に 觸れ ると も、 人生の 根元に 徹する と 

も 評して 居る。 成程 吾々 凡人より 高く 一  隻眼 を 具して 居ない と あんな 御手 際は覺 束ない。 只此點 丈で も 敬 

服の 至りで ある。 然し 斯樣に 百 X 竿頭に 一 步を 進めた 觯诀を させたり、 月並 を 離れた 活動 を 演出 させたり、 

篇 中の 性格 を 裏返しに して 人間の 腹 W 底に はこん な 妙な ものが 潜んで 居る と 云 ふ 事を讀 者に 示さう とする 

に は 勢ひ篇 中の 人物 を 度外れな 境界に 置かねば ならない。 餘裕を なくなさ なくって はならない。 セッパ 詰 

らせ なくって はいけ ない。 そこで 大抵 は 死活問題が 出て くる。 一世 S 浮沈 問題が 持ち上がって 来る。 (必 

すと は 云へ ない。 人間 は 一 寸風を 引いた のが 動機に なって 内的生活に 一 革命 を 起さぬ と は 限らぬ。 然し 大 

體の 傾向 はと 云 ふと 以上の 如くで ある。) 

斯樣に 小 說をー 一つに 分けて 見た所で 虛 子の 小說は どっちに 屬す るかと 云 ふと 先づ 前者 卽ち 餘裕の ある 方 

面に 屬 すると 思 ふ。 其 餘裕の ある 所が、 ある 一 派 s 人から 見て 氣に 入らぬ 所で あらう と 思 はれる。 だから 

どんな 所に 餘裕が あると 云 ふ 事を說 明したら ば、 是 等の 人々 S 誤觯を 防いで、 幾分 か虛 子の 長所 を發 揮す 


る 方便になる だら うと 思 ふ。 之を說 明す るに は 例 を 引く のが 早^りで ある。 

文章に 泜徊 趣味と 云 ふ 一 種い 趣味が ある。 是は 便宜の 爲め 余の 製造した 言語で あるから 他人に は 鮮り樣 

がな からう が先づ 一 と 口に 云 ふと 一 事に 卽し 一 物に 倒して、 獨特 もしくは 連想の 興味 を 起して、 左から 眺 

めたり 右から 眺めたり して 容易に 去り 難いと 云 ふ 風な 趣味 を 指す ので ある。 だから 泜徊 趣味と いはないで 

も 依々 趣味， 戀々 趣味と 云っても よい。 所が 此 趣味 は 名前の あら はす 如く 出来る 丈長く 一  つ 所に 佇立す る 

趣味で あるから 一 方から 云へば 容易に 進行せ ぬ 趣味で ある。 換言すれば 餘裕が ある 人で なければ 出來 ない 

趣味で ある。 閑人が 買物に 出る と 途中で 引か ゝる。 交番の 前で 鼠 を ぶら 下け て 居る 小佾を 見たり、 天狗 連 

の 御 浚へ を聽 いたりして 肝腎の 買物 は 中々 辨 じない。 所が 忙 がしい 人になる と、 そんな 餘裕 はない。 買物 

に 出たら 買物が 目的で ある。 買物 さへ 買へば、 それで 目的 は 達せられ たので ある。 小 說も其 通りで ある。 

篇 中の 人物の 運命、 ことに 死ぬ るか 活き るかと 云 ふ 運命 丈に 興味 を 置いて 居る と 自然と 餘裕 はなくな つて 

くる。 從 つて セッパ 詰って 泜徊 趣味 は减 じて 來る。 

そこで 泜徊 趣味 も客觀 的と か 主観的と か區別 すれば 色々 になる が、 それ は 面倒 だから 暫 らく 云 はぬ とし 

て も、 虛 子の 小 說には 此餘裕 から 生す る抵徊 趣味が 多い かと 思 ふ。 或 人 は 云 ふか も 知らぬ。 虛 子の 小說は 

皆 短篇で ある。 所謂 牴徊 趣味 は長篇 ならば 鬼に 角、 こんな 短 かいものに そんな 趣味の あら はれる 譯 がない 

と。 所が 事實 は反對 である。 長い ものに なると、 さう 單 調に 進行す る 事が 出来ん から、 自然 だれの 作物で 

も餘 事が 混入して くるし、 又 頁の 數 から 云っても 餘裕は 出来 易い。 だから 長篇 ものに 所々 此 趣味が 散點し 

て 居ても、 取り立て  > これが 作茕の 趣味 だと 言 ひ 切る 譯には 行かない。 所が 短篇 ものに なると 頁数に 限り 

が ある。 其 限りが あるう ちで 人の 眼に つく 樣に此 趣味 を 出す と 云へば 作者の 嗜好 は 判然として 爭 ふべき 餘 

地 はない。 
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虛 子の 「風流 體法」 には子 坊主が 出て くる。 所が 此 小坊主が どうした とか、 かう したと か 云 ふよりも 祇 

圚の 茶屋で 歌 をうた つたり、 酒 を飮ん だり、 仲居が 緋の 前垂 を 掛けて 居たり、 舞子が 京都 風に 帶を 結んで 

居たり する のが 眼に つく。 言葉 を換 へる と、 虛子は 小坊主の 運命が どう 變 つたと か、 ど 5 なって 行く とか 

云 ふ 問題よりも 妓樓ー 夕の 光景に 深い 興味 を 有って、 其 光景 を 思 ひ 浮べて 戀々 たるので ある。 此 光景 を虛 

子と 共に 味 はう 氣が なくって は、 始 から 「風流 谶法」 は 物に ならん。 「斑鳩 物語」 も 其の 通で ある。 所 は 

奈 良で、 物 寂び た 春の 宿に 梭の 音が 聞え ると 云 ふ 光景が 眼前に 浮んで 飽く迄 これに 耽り 得る 丈の 趣味 を 持 

つて 居ない と 面白くない。 お 道さん とか 云 ふ 女が どうしました ねとお 道さん の 運命ば かり 氣 にして 居て は 

極めて 詰らない。 r 樂屋」 も 其 通り、 なかに 出て くる 吉 野さん よりも 能の 樂屋の 景色 や 照 葉 狂 首の 樂屋の 

景色 其 物に 輿 味がない と 極めて 物 足らない 小說 になる かも 知れぬ。 「勝敗」 は 多少 意味が 違 ふが 鬼に 角 腕 

白な 子供と 爺さんの 對話其 物に 泜徊拍 掌の 感を 起さなくて は 意味 さへ 分らなくなる。 子供と 爺さんが 夫 か 

ら先 どうな つたに も、 かうな つたに も 丸で 頭 も 尻尾 も あり やしない。 「八文字」 に 至って は 其 極端で ある。 

かう 云 ふ 立場から して 讀んで 見る と虛 子の 小說は 面白い所が ある。 我々 が氣の 付かない 所 や 言 ひ 得ない 

樣な 所に 泜徊 趣味 を發 揮して 居る。 此 集に は 見えない が 京の 隧道 を 舟で 拔 ける 所 杯 は 未だに 余が 頭に 殘っ 

て 居る。 其 代り 人間の 運命と 云 ふ 事 を 主にして 見る と、 あまり 成效 して 居らん。 只 「大 內旅 宿」 丈 はう ま 

く 出来て 居る。 然し こゝに は泜徊 趣味が 全然 缺 乏して 居る。 (なぜ 「大內 旅 宿」 が 成功して 居る か を說明 

したいが、 長くなる から やめる。 「大内 旅 宿」 杯 は 無餘裕 派の 人で 一 言 も 批評 をした 事がない 樣 であるが、 

あれ は 一 見 平凡な 運命 を かいた やうで、 そのうちに 大 いなろ 曲折と 出来る限りの 複雜の 度 を 4 らんで 居る。 

それで あれ 程の 頁で 濟んで 居る から 低徊趣味 のな いのも 無理 はない。) 

余 は 小 說を區 別して 餘裕 派と 非餘裕 派と して イブセン を 後者の 例に 引いた。 で 前 云った 通り 此種 の小說 


の 特色と して は 人生の 死活問題 を 泣し 來 つて、 切實 なる 運命の 極致 を寫 すの を 特色と する。 讚 者 は 此點を 

舉 けて 此 種の 作物 を 謳歌し、 余 も 亦 此點に 於て 此 種の 作物に 敬服す る。 所で 此種 s 作物に 對 する 賞^の 辭 

を 聞く と 第一 義 とか、 意味が 深いと か、 痛切と か、 深刻と か 云って 居る。 余 は此賞 讚の 辭に 對. して 是非 を 

爭ふ 料簡 はない。 ない が これが 小說の 極致で あるかと 問 はれる と、 さう さなと 首 を 傾けざる を 得ない。 成 

程是 等の 作物 は 第 一 義の 道念に 觸れて 居る かも 知れぬ。 然し 其 第 一 義と いふの は 生死 界 中に 在つ ての 第 一 

義 である。 どうしても 生死 を脫 離し 得ぬ 煩腦 底の 第一義で ある。 人生 觀が是 より 以上に 上れぬ とすると 是 

が絕對 的に 第 一 義 かも 知れぬ が、 もし 生死の 關門を 打破して 一 一 者 を 眼中に 措かぬ 人生 觀が 成立し 得る. とす 

ると 今の所 謂 第 一 義は 却って 第一 一義に 墮在 する かも 知れぬ。 俳味 禪 味の 論が、 )  >  で 生す る。 

余は禪 とい ふ もの を 知らない。 昔し 嫌 倉の 宗演和 尙に參 して 父母 未 生 以前 本来の 面目 はなんだ と 聞かれ 

てぐ わんと 參 つたぎ り まだ 本来の 面目に 御 目に 懸 つた 事の ない 門外漢で ある。 だから こ、 に禪味 杯と いふ 

間 題 を 出す の は 自分が 禪を 心得て 居る から 云 ふので はない。 智識の かいた ものに 悟と はこん な ものである 

と あるから 果して そんな ものなら、 かう 云 ふ 人生 觀が 出来る だら う。 かう 云 ふ、 生觀が 出来るならば 小說 

もこん な 態度に かける だら うと 論す るまでで ある。 

禪 坊主の 書いた 法語と か語錄 とか 云 ふ もの を 見る と 魚が 木に 登ったり 牛が 水底 を あるいたり 怪しからん 

事 許りで あるう ちに、 一 貫して 斯ふ云 ふ 事が ある。 着衣 喫餒の 主人公た る 我 は 何物 ぞと考 へ くて 煎じ 詰 

めて くると、 仕舞に は、 自分と 世界との 障壁が なくなって 天地が 一枚で 出來た 樣な虛 靈皎 潔な 心 持になる。 

それでも 構 はす 元来 吾輩 は 何 だと 考 へて 行く と、 もう 絕體 絶命 にっちもさっちも 行かなくなる、 其 所 を 無 

理 に-ぐいく 考へ ると 突然と 爆發 して 自分が 判然と 分る。 分る とかうな る。 自分 は元來 生れた ので もなか 

つた。 又 死ぬ もので もなかった。 增 しもせ ぬ、 减り もせぬ； I： ん だか 譯の 分らない もの だ。 
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しばらく 彼等の 云 ふ 事 を事寳 として 見る と、 所謂 生死の^ 象 は 夢の 樣な ものである。 生きて 居た とて 夢 

である。 死んだ とて 夢で ある。 生死と も 夢で ある 以上 は 生死 界 中に 起る 問題 は 如何に 重要な 問題で も 如何 

に 痛切な 問題で も 夢の 樣な 問題で、 夢の 樣な 問題 以上に は 登らぬ 譯 である。 從 つて 生死 界中 にあって 最も 

意味の 深い、 最も 第一義なる 問題 は 悉く 其 光輝 を 失って くる。 殺されても 怖くなくなる。 金 を 貰っても 難 

有くなくなる。 辱 しめられても 恥と は 思はなくなる。 と 云 ふ もの は 凡て 是 等の 現象界の 奧に 自己の 本體は 

あって、 此流 俗と 浮沈す るの は 徹底に 浮沈す るので はない。 しばらく 冗談 半分に 浮沈して 居る ので ある。 

いくら 猛烈に 怒っても、 いくら ひいく 泣いても、 怒りが 行き 留り ではない、 淚が 空き 常り ではない。 奧 

にちやん と 立ち退き 場が ある。 いざと なれば 此立 退場へ いつでも 歸られ る。 しかも 此立 退場 は不增 である、 

不减 である。 いくら 天下 樣の御 威光で も 手の つけ 樣 のない 安全な 立 退場で ある。 此立 退場 を 有って 居る 人 

の 喜 怒哀樂 と、 有たない 人の 喜 怒 哀樂と は 人から 見たら I 樣 かも 知れない が 之 を 起す 人 之 を 受ける 人から 

云 ふと 莫大な 相違が ある。 從 つて 流 俗で 云 ふ 第 一 義の 問題 も此 見地に 住する 人から 云 ふと 第一 一義 以下に 墮 

ちて 仕舞 ふ" 從 がって 我等から 云って セッ パ 詰った 問題 も此人 等から 云 ふと 餘裕 S ある 問 题 になる。 

所謂 禪 味と 云 ふ もの を^ 釋 した 人が あるかな いか 知らないが、 禪 坊主の 趣味 だから 禪 味と 云 ふの だら- フ。 

さう して 禪 坊主の 悟りと 云 ふ ものが 彼等の 云 ふ 通りの もので あったなら 余の 解釋に 間違 はなから うと 思 ふ。 

して 見る と禪 味と 云 ふ 事 は喑に 餘裕の ある 文 舉と云 ふ 意味に 一 致す る。 さう して その 餘裕は 生死 以上に 第 

一 義を 置く から 出て くる。 

余は虛 子の 小說を 評して 餘裕が あると 云った C 虛 子の 小說に 餘裕が あるの は 果して 前條の 如く 禪 家の 悟 

を 開いた 爲 かどう だか 分らない。 只 世間で はよ く 俳味 禪 味と 竝 ベて 云 ふ樣 である。 虛子は 俳句に 於て 長い 

間 苦心した 男で ある。 從 がって 所謂 俳味なる ものが 流露して 小說の 上に あら はれた のが 一 見禪 味から 来た 


餘 一裕と 一 致して、 こんな 餘裕を 生じた のか も 知れない。 廑 子の 小說を 評する に 方って は是 丈の 事 を 述べる 

必要が あると 思 ふ。 

尤も 虛子 もよ く 移る 人で ある C 現に 集中で も 「秋風」 なんと 云 ふの は 大分 虱が 違って おる。 それでも 比 

較的 痛切な 題目に 對 する 虛 子の 敍述的 態度 は 依然として 餘裕が ある 樣 である。 虛 f は 畢竟 餘裕 S ある 人 か 

も 知れない。 
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東洋 城 は 俳句 本位の 男で ある。 あらゆる 文擧を 十七 字に したがる 許で はない、 人世 卽 俳句 觀を 抱いて、 

道途に 呻吟して るる。  . 

時々 來ては 作り ませう と 催促す る。 題 を 課して 遣って 見る と 頗る 遲吟 である。 君の 句に は 厭味が ある 杯 

と 云 ふと、 中々 承知し ない。 あなたの は 十八 世紀 だと 云って、 大變 新しが つて ゐる。 

さう 說 明され て 見る と、 左 樣んな 所 も ある やうに も 思 はれる。 實の所 余 は近來 俳句に 全く 興味 を 失って、 

其 後の 動靜を 頓と辨 へない 老骨で ある。 運座 は 無論の 事 出ない。 斯樣 にして 追々 十七 字と 綠が 遠くな つて、 

渐く 忘れ 掛ける と 東洋 城が 遣って 來 るので ある。 

近頃 は 流石の 東洋 城 もさ あ 作り ませう 杯と 筆紙 を 突き付け なくなった。 たまく、 此方から、 おい、 斯 

5 云 ふの は 何う だいと 意見 を 提出す ると、 ふ、 ん なんて 輕蔑 する 事が ある。 そこで 俳句の 話 はせ ぬ 事に し 

た。 

所が 「新 春夏秋冬」 の 第二 卷が 出来た ので， 序 を 書いて 吳れ ろと いふ 注文 を 出した。 ど- フも 書く 資格が 

ない 樣な氣 がする。 けれども 東洋 城と 余 は 俳句 以外に 十五 年 來の關 係が ある。 向 ふで は 今日で も 余 を 先生 

先生と いふ。 余 も 彼の 髭と 金綠 眼鏡 を 無視して、 昔の 腕白 小佾 として 彼 を 待遇して るる。 どうも 書く の は 

御免 だと 斷 わる 資格 も 無い 樣な氣 もす る。 それで 逡 巡して るると 又 催促が 來た。 そこでと うく 書く。 然 

し 俳人と して 書く ので は 無論 ない。 その 昔し 東洋 城 に 始めて 俳句 を敎 へた 事が あると いふ 緣故 によって 書 

くので ある。 東洋 城 .3 人世 卽 俳句 觀は 少なくとも 此 序に 及んで 居らん 事を讀 者に 於て 承知され たい。 


とかくして 鶯 藪に 老いに けり 

明治 四十 二 年 二月 二日 


• 四 四 穴 

繊 = 『俳諧 新 研究』 序 


近頃 は 句作に も 遠ざかつ たが、 古 俳 書になる ともとから 研究した 事がない。 銅 牛 君の 樣な 篤學 者が あつ 

て、 「俳諧 新 研究」 でも 公け にして 吳れ ない と 生涯 「みなし 栗」 の 讀み方 さへ 知らす に 濟んで 仕舞 ふか も 知 

れ ない 所であった。 此瞎漢 に 向って 序 を 書け と 云 はれる 銅 牛 君 は、 狳程 物數奇 であるが、 それ を 平 氣で書 

くの は、 自分が 斯道に 造詣が あると いふ 意味で はない。 銅 牛 君の 研究心に 感服した からで ある。 

銅 牛 君 は 無口な 男で、 其 無口な 所が、 甚だ 銅 牛 然として ゐ るが、 其 容貌 も亦诀 して 銅 牛 を 去る 遠き 距離 

と は 思へ ない。 先達て 一 時間 稈對 座して 俳談を やった 時に つくぐ と 其 眼 口 を 眺めて、 成程 銅 牛と はよ く 

付けた もの だと 思った。 不折 君が 卷 頭に 銅 牛 尊者の 像 を 描く とい ふ 話で あるが、 定めし 銅 牛ら しい 顔が 出 

來る 事で あらう。 

此 無口な 銅 牛 君が 「俳諧 新 研究」 を 著した と 聞いた 時には、 突然 石 女 舞 ひ 木 人語る と 云 ふ 禪語を 憶 ひ 出 

した。 是は 不言不語の 銅 牛が 忽ち 鳴いた からで ある。 

鋼 S 牛の 口より 野 分 哉 

己 酉 十月 


■  T 『煤煙』 第 一 卷序 


「煤 烟」 が 朝日 新聞に 出て 有名に なつてから 後 間もなくの 話で あるが、 著者 は 夫ん- 單行 本と して 再び 世 

間に 公に する 計畫 をした。 書肆 も 無論 贊 成で、 旣に 印刷に 囘 して 活字に 組み込ま うと 迄した 位で ある。 所 

が 其頃內 閣か變 つて、 著書の 儉阅が 急に 八 釜 敷くな つたので、 書肆 は 萬 一 を 慮って、 直接に 警保 局長の 意 

昆を 確め に 行った。 すると 警保 局長 は 全然 出版に 反 對の意 を 仄めかした。 もし 押切って 發資に 至る 迄の 手 

續を しゃう ものなら、 必 す發賣 禁止になる ものと 解釋 して、 書肆， は 引下った。 著者 は已を 得す 「煤 烟」 の 

切 拔帳を 抱いて、 大に 詰まらな がって ゐた。 

所へ ある 氣の 利いた 男が 出て 來て、 「煤 烟」 の 全部 を 出版し やうと すれば こそ 災を 招く 恐れが あるので、 

其 中の 安全な 部分 丈 を 切り離して 小冊子に 纏めたら どんな もの だら うとい ふ 新案 を 提出した。 著者 は 多少 

思考 を 費した 上、 此說に 同意して、 直に 「煤 烟」 の 前半、 卽ち要 吉が鄉 里に 歸 つて 東京に 出て 來る 迄の 間 

を 取 敢す第 一 卷 として 活版に する 事に 诀 心した。 

著者の 選擇 した 部分 は、 「煤 烟」 の 骨子で ない 所から 云へば、 著者に 取って 遺憾 かも 知れない が、 安全と 

云ふ點 から 見れば 是程 安全な 窣 はない。 誰が 讀ん だって 差 支な いんだから 大丈夫で ある。 其 上 余の 視る所 

では、 肝心- S 後編より 却て 出来が 好い 樣に思 はれる。 余 は 「煤 烟」 全部 を讀み 直す 暇がない ので、 I： 然し 

た 判斷を 下す に 躊躇す るが、 當 時の 新聞 は連續 して 缺 かさす 眼 を 通した もの だから、 未だに 殘 つて ゐる其 

時の 印象ば、 恐らく 余に 取って 糙 かな も S だら うと 考へ る。 其 印象 を 平たく 他に 傳へ 得る 樣な 言葉に 引き 

延ばして 見る と 斯うで ある。 —— 「煤 烟」 の 後編 はどう もケレ ンが 多くって や 可ない。 非常に 痛切な こと 

四 四 七 


を^ 樂 半分 人に 見せる 爲に 書いて るる 樣な氣 がする。 所が 前半に は 其 弊が 大分 少ぃ。 一 種の 空氣 がすつ と 

貫いて 陰 礎な 色が 萬遍 なく 自然に 出て ゐる。 此 意味に 於て 著者が 先づ 前編 を 世に 公け にす るの は 余の 贊成 

すろ 所で ある o 

此 前編の 特色と して、 讀 者に 注意した いのは、 事件の 充實と 云 ふ 事で ある。 それ を 少し 布衍して 云 ふと、 

事件が 走 馬燈の 如くに 出て くると 云 ふ 意味で ある。 f 1 つ 外の 言葉で 說明 すると、 事件が 發展 的に 敍せ 

られ ないで、 讀 者を壓 迫す る 程び しくと 竝んで 寄せ掛け るので ある。 恰も 金 を 接ぎ 合せた 樣に 寸分の 隙 

間な く 寄せて くる。 従って 讀者は 息が 繼 けない。 事件に 引き付けられて 息が 繼 けない と 云っても 噓 ではな 

いが、 實を云 ふと、 寧ろ 苦しくて 息 を耱ぐ 餘裕を 著書から 與 へられな いので ある。 此狀態 は 半ば 事件 其 物 

の 性質から 出る 事 も 序に 注意したい。 「煤煙」 の 主人公が 郷里へ 歸 つてから 東京へ 引返す 迄に 遭遇したり 

囘 想したり する 事件 は、 決して 尋常の もので はない。 悉く 飛び離れて 强烈な 色采を 有して るる もの 許で あ 

る。 要吉は 犬の 耳 を豳漬 にして るる 女の 夢を見た と 書いて ある。 主人公 は 一 場の 夢に 至る 迄、 何 か 天下 を 

驚かす 樣な 内容で なければ 氣 がすまない の だとし か鮮釋 出来ない。 

夫 だから 讀 者の 受ける 感じの 中には、 著者が 非常に 苦心した なと 云 ふ 自覺が 起る と 同時に、 それが 自分 

の 額に 反映して 讀む 事が 旣に 苦しくなる 場合 も ある。 又 事件が あまり 派出に 丼んで るるた めに、 (其 調子 は 

厭に 陰繫 では ある けれども) 殆 んどセ ンセ ー ショナ ルな 安つ ほい 小說と 背中 合せ をして ゐる樣 な氣も 起る。 

事件が 是 程充實 してる る 割に 性格が 出て ゐな いのが 不思議で ある。 著者 は あれ 程 性格が 書いて あれば 澤 

山ぢ やない かと 云 ふか も 知れない が、 余 S 云 ふ 性格 は 要吉の 特色 を 指す ので ある。 篇 中に 書いて あるの は 

要吉の 境遇で ある。 是は 濃く 出て るる。 けれども 其 割から 云 ふと 要吉は 薄つ ほい ものである。 何故と 云へ 

ば、 要吉の 首 動が、 か、 る 境遇の 下に 置かれた る 普通の 人の なすべき 言動 以外に は 一 步も 出て るない から 


である。 要吉 でな くっても、 誰 を捉へ て 来ても、 斯 5 云 ふ 境遇の 下に 置いたら、 矢っ張り 要 吉の恿 りに 働 

くだらう と 思 はれる からで ある。 從 つて 是 は要吉 であって、 明吉 でも 太吉 でも 半吉 でもない とい ふ 特殊の 

性格 を與 へて ゐ ない。 余 は 要吉の 言動 を讀ん で要吉 と共に 陰骸に はなる けれど、 成程 要吉と はこん な 種類 

の 人間で あると、 著者から 敎 へられた 事がない。 性格 を 上手に かく 人 は、 これ 程 烈しい 事件の 下に 主ん ヘム 

を 置かないでも、 淡々 たる 尋常の 些事のう ちに 動かす ベ からざる 其 人の 特色 を發 揮し 得る ものである。 

以上 は 余が 「煤煙」 の^ 篇を讀 み 直して 得た 感想で ある。 其當否 はい ざ 知らす として、 此書を 読む 人の 

参考に 多少な り はしまい かと 思って 序文と した。 其 裏面に 追隨 する 長所に 至って は、 讀 者の 一 見して すぐ 

氣の 付く 事の みだから わざと 略した。 

明治 四 十二 年 十月 二十 三日 


B 四 九 


四 五 0 

If 『不 折 俳 畫』 序 


r 不 折俳畫 法」 に は 景物が 多かった が 今度のに は 人物が 過半 を 占めて るる。 考へ ると 俳畫の 人物 程 妙に 

出來 上って る もの はない。 悉く 女に 好かれな いの を 以て 特色と 心得て る 顔ば かりで ある。 グロテスクと 云 

ふ 言葉が あって 美と 區 別す るが 元 來此グ n テ スク なる 言葉が 西洋 語で るに 拘 はらす 其 趣味 は诀 して 西洋 

的で ない。 大抵 は 日本 支那 印度の 美術品に 限って 使 はれて る 樣に思 ふ。 夫 は 何故 だか 一 寸分らない が歐洲 

の樣な 男振りの 好い 國柄 では 器量人ば かり 眼に つくから、 變 挺な 羅漢 や 仙人の 顔 付のう ちで 風雅な 奴 を 撰 

擇 する 程の 趣味 を 養成し にくかった の だら う。 幸に して 我々 は 不思議な 位と ほけ た 面相 を 揃へ て 生活して 

るるので、 長い間に は 何時か 此 とほけ たうちに 一 種の 趣味 を發 見すべく 余義 なくされた 所 を 西洋人に 見 付 

かって、 ついに グロテスクと 云 ふ 名 を 頂戴して 仕舞った のぢ やなから うか。 それ はどうで.^ 好い が此 グロ 

テ スクと 云 ふ 趣味 を 尤も 鮮明 確 的に 發禪 して ゐる もの は俳畫 である。 「 不折 俳畫」 を 一 覽 すれば 誰でも 余 

が說を 否定す る もの は ある ま い。 

此. クロ テス クと云 ふ 趣味 を 力 リカ チ ユア から 得る 面白味と 混同して は 全く 興がな い。 グロ テス ク ではと 

ほけ た 所が 眞 面目に それ 自身に 於て 價値を 構成して ゐ るが カリ カチ ュ ァに 至る と 本來の 面目 を 誇張して 變 

化せし めた 點、 卽ち 彼我 を 比較して 其 間に 調和と 矛盾 を 一度に 兒出 すから 可笑しい ので ある。 だから 俳晝 

と カリカチュア を 一 所に する の は 茶番と 仙人 を 一 っ繩で 束ねる 樣な もので 當を 得ない。 

俳畫は あらゆる 畫 のうちで 尤も 省略 法に 富んだ ものである。 だから 其 特長 は 無理が なく 無雜 作に 省略 さ 

れた 所に ある。 簡易 生活 を瑰 想と した 一部の 日本人の うちに 俳 畫的耍 素 を 4a んで るるの は當然 である。 そ 


の 日本人の 中で もこと に 簡易 生活 を 喜ぶ 坊主 俳人の 類 は 無論 描寫 法に も俳畫 的な 表現 を 有せねば ならぬ と 

思 ふ。 こ、 が 西洋の スケッチと は 違 ふ 所以で ある。 スケッチ は 本來が 大作の ffl 意と して 他日の 材 科に 書き 

溜める もの、 樣に思 はれる が、 俳畫 はさう ではない。 それ 自身に 於て 完全した ものである。 是 より 以上 精 

密に する 事 も複雜 にす る 事 も 不必要な 所が 身上になる。 吾々 文明 人の 生活 は 日に まし 繁劇に なって 行く の 

は 誰し も氣の 付く 事で あるが 斯樣に 複雜な 文明の 潮流に 浴して 流されて るる、 フ ちに、 何 だ 面倒 だ もっとす 

つと 單簡に 願 ひたいな と、 我 知らす 遠い昔 を囘 顧す る 事が ある。 其 時へ いと 云って すぐ 出て くれる もの は 

悱畫 である。 余 は 俳畫を 見る度に 箪 純な 昔に 歸り 得た 樣な心 持が する。 さう して 其 所に 云 ふべ からざる 一 

種の なつかしみ を感 する。 

不折 君の 技倆に 就て は 今更 喋々 する の 必要が ないから わざと 略した。 た > 不折 君が 苦心の 大作 を發 表す 

る 余暇に 斯樣な 小品 を 公け にせら， るゝ の勞を 多と する のみなら す、 多 趣多樣 なる 君の 趣味の 臨機に 流露す 

る 才力に 感謝の 意 を 致さん とする 迄で ある。 

四十 三年 二月 


四 五一 


四 五 二 

長 塚 節 氏の 小說 「土」 

一 方に 斯ん な考 へがあった。 II 

好い 所 を 世間から 認められた 諸 作家の 特色 を 胸に 蔵して、 其 標準で 新しい 作物に 向 ふと、 まだ 其 作物 を 

讀 まない うちに、 早く 旣に 型に 墮 在して ゐる。 從 つて わが 評論 は誠寳 でも、 わが 態度 は獨 立で も、 又 わが 

曾 說 の 内容 は妥當 でも、 始めから 此方に 定まった 尺度 を 持って ゐて、 其 2< 度で 測って ならない もの 迄 も 律 

したがる 弊が 出る。 其 結粜は 働きの ない 死んだ 批評に 陷 つて 仕舞 ふ 事が よく ある。 

夫よりか、 今日 迄 文壇に 認められなかった、 若く は 顧みられなかった、 新しい 特殊な 趣味 を、 ある 作物 

のうちに 發 見して、 それ を 天下に 紹介す る 方が 評 家に 取って 痛快な 場合が 多い。 又 其 特殊な 趣味が 容易に 

多 數に肯 はれない 所 を、 诀然身 を 挺して 唱道す る 所が、 評家會 心の 點 らしい。 文壇 はこれ がた めに、 新領 

土 を 手に入れ たと 同じ 譯 になる からで ある。 

1 方に 又斯ん な事實 があった。 II 

近頃 文 藝の雜 誌が しきりに 殖える。 毎月 活版に 組まれる 創作の 數も餘 程の 數に 上って 來た。 評論の 筆 を 

執る ものが、 一 一 それ を 熟讀 する 機會を 失った。 余の 如き 自家の 職業 上、 文藝 の諸雜 誌に 一 應眼を 通す ベ 

き 義務 を 感じて ゐて さへ 、 多忙の ため 果さ V る 月が 多い。 

漸く 手の 隙いた 頃 を 見 計って、 讀み 落した 諸家の 短篇 物 を 讀んで 行く うちに、 無名の 人の 筆に 成った も 

ので、 名聲の ある 大家の 作と 比べて 遜色の ない もの、 或は ある 意味から 云って、 却て それよりも 優れてる 

ると 思 はれる ものが 間々 出て 來た。 さう して 當 時の 評論 を 調べて a ると、 是 等の 作物が 全く 問題に なって 


居ない。 靑木健 作 氏の 「虻」 杯 は 好例で ある。 

型に 入った 批評家の ために 閑却され、 多忙の ため 不公平 を 甘ん する 批評家の ために 閑却され て は， 作家 

(ことに 新進作家) は氣の 毒で ある。 時と 場合の 許す 限り さう いふ 弊 は 矯正したい。 「朝日」 に 長 塚 節 氏 

の 「土」 を揭 ゆるの も 幾分 か此 主意で ある。 

1 ニニ 年 前節 氏の 佐 渡 記 行 を 讀んで 感服した 事が ある。 記 行文であった けれども 普通. の小說 よりも 面白い 

と 思った。 氏 はま だ 若い 入で ある。 しかも 若い 人に 似合 はす 落ち 付き 拂 つて、 行くべき 路を 行って、 少し 

も 時好 を 追 はない。 是は わざと 流行に 反對 したの 何のと いふ 六づ かしい 意味ではなくて、 氏に は 木 來藝術 

的な 一 片の 性情が あって、 氏 はた  > 其 性情に 從 ふの 外、 他 を 顧みる 暇 を 有たない ので ある。 余 は 其 態度 を 

床しく 思った。 

尤も 今度 載せる 「土」 の 出來榮 は、 今から 先 を 見越した 樣な豫 言が 出 來る程 進行して ゐ ない。 最初 余 か 

ら 交渉した 時、 節 氏 は 自分の 責任の 重い のを氣 遣って 長い間 返事 を 寄こさなかった。 夫から 漸く 遣って^ 

樣と いふ 挨拶が 來た。 夫から 四十 枚 程 原稿が 來た。 豫 告は此 原稿と、 氏の 書信に よって、 草 平氏が 書いた。 

今の所 余 は 「土」 の 一 篇が 5 まく 成功す る 事 を 氏の ために、 讀者 のために、 且 新聞の ために 祈る のみで あ 

る o 

有名な 英國 の碩學 ミル は 若い 時、 同じく 若い テ ュ ソン を 口 ン ドン、 リポジ トリ 紙上に 紹介して、 猶其次 

號に ブラウ 一一 ングを 紹介し やうと した。 主筆から 彼の 批評 は旣に 前號に 載せた とい ふ 返書 を 得て 調べて^ 

ると、 頁の 最後の 一 行に た 》 「ボ ー リン 是は 譫言な り」 とあった。 同雜 誌の 編輯 者が 一 行餘 つた 處へ埋 草 

に 入れた ものである。 ブ. ラウ-一 ングは 後年 人に 語って、 あの 批評の ために 自分が 世間に 知られる 機 會がニ 

十 年後れ たと 云った。 

四 五三 
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余が 新しい 作家 を 紹介す るの は、 ミル を 以て 自ら 任す ると 云 ふより、 か、 ろ 無責任な 評論家の 手から、 

望みの ある 人 を 救 はう とする 老婆心で ある。 

四 三、 六， 九. 


池邊 君の 史論に 就 いて 

II 「明治維新 II 一大 政治家」 序 11 

去年の 秋池邊 君の 「大久 保 利 通論」 が 中央 公論に 出た とき、 余 は それ を 秋期 附錄 中の 最も 興味 ある 一 篇 

として、 樂 しく 通讀 した。 其 頃 余 は痔の 病に 惱ん でゐ た。 池 邊君は 又年來 坐って ゐた 東京 朝日 新聞 卞； 筆の 

地位 を棄 てた。 彼 は 半ば 余の 病床 を 見舞 ふため、 半ば 彼の地 位の 變 動が 余に 及 ほし 得べき 影響に ついて 掛 

念す るた め、 好意 上 必要 上 平生より は 還 余の 家 を 訪れた。 

さう 云ふ會 合の ある 日の出 來事 であるが、 余 は池邊 君に 向って 先達ての 大久保 論 は大變 面白かった と 余 

の實 際に 感じた 通り を告 けた。 實を云 ふと、 毎月 文舉雜 誌に 出る 小說の 評判 は何處 にも 載る やうで あるが， 

斯うい ふ史； f;i めいた ものに なると" 幾ら 面白くても、 文壇で は 丸で 度 外に 置く 傾が あるの を、 余 は 僞狹と 

しか 解釋し 得なかった ので、 とうに 人の 口に 上って 然るべき 彼の 史論 も、 それき り 葬られて 仕舞 ひさうな 

所に、 自 $ の 同情が 起った から、 特に 彼に 對 して 直接 余の 所感 を告 けたので ある。 無論 噓は云 はな かつ 

た。 御世 辭も 使はなかった。 た V 大變 面白かった と告 けた 丈であった。 さう して 余 は 其 場合 池逡 君に、 自 

分が 彼の 史論 を大變 面白く 讀ん だとい ふ事實 を、 自分の 口から 知らせたかった ので ある。 

すると 池邊君 は、 さう か 夫 は 好かった と 云って 左 も 嬉し さうな 顔 をした。 余 も 腹の 中で、 褒め 榮が あつ 

てま あ 好かった と 思った せる か、 何となく 偷快を 感じた。 「何う だら う、 文章が 少し 品が 惡く はないだら 

ちつ 

うか」 と池邊 君が 聞いた。 「いや 些とも そんな 事 はない。 あれで 結構 だ。 た V あの 三分の 二位の 所に、 長 

くなる から 話 を 端折る とい ふやうな 文句が あるが、 あれ は 僕の 樣な讀 者から 見る と 却って 殘念 だ。 出來る 

丈 細かい 點 まで 端折らす に 話して 貰 ひたかった」 と 答へ た。 さう して 池邊 君に、 あ > 云 ふ史傳 だか 評論 だ 

四 五 五 


四 五 穴 

か 分らない、 一 種の 事 實譚兼 批評と いった やうな もの を續 けて 書いて、 あとから 夫 を 一冊な り 二 冊な り 重 

味の ある 書物に 纏めたら 可から うと 勸 めた。 池 邊君も 多少 乘氣 らしく、 漸く 閑散な 身に なった から、 一 つ 

試みて 見やう。 あの 調子で は 本 を 作る 事 も 夫 程 困難で はない やう だからと 云って 別れた。 

夫から 半年 も經 たない うちに 池 邊君は 突然死んで 仕舞った ので、 余の 希望 は、 單に岩 倉、 大久 保、 伊藤 

の 三 政治家に 於て 實 現された 丈に 過ぎなかった。 しかし 其 三篇を 重ねる と 優に 一 卷の頁 を 埋める に 充分な 

程 あるので、 當 時池邊 君の 話 を 筆記した 瀧 田 君が 來て、 余に 序文 樣の もの を 書け とい ふ 注文 を 出した。 夫 

は此 三月 頃の 事と 覺 えてる る、 其 時 余 は 「彼岸 過 迄」 とい ふ 小說を 毎日 一 囘づ、 「朝日」 に 載せて ゐた。 

それで、 もし 序文 を 書く とすれば、 書肆の 要求に よって、 間に合 はせ の もの、 —— と 云 ふより、 自分に 除 

裕 のない 間に合せの 心で 筆 を 執らなければ ならなかった。 それが 池邊 君の 朋友と しての 余に は 如何にも 苛 

かった。 苟し くも 書く 以上 は、 亡友の ために 書く の だとい ふ 純 粹な心 を 有って 書きたい。 其 心が 萌 さない 

のに、 た、 * 賴 まれた から 書き さへ すれば 義務 は濟 むと いふ 當座 逃れの 考で 原稿紙に 向 ふの は、 どう 思 ひ 直 

しても 故人に 對 して 申し 譯 がない やうな 心 持が した。 折角の 侬賴も 斯うい ふ譯で 遺憾ながら 一 度 はとうと 

ぅ斷 つた o 

所が 幸に して 史論の 初版 を 賣り盡 して 一 一版 を 出す 日が 來た。 幸に して 又 「彼岸 過 迄」 を 書き 上け た 余 は， 

君の ために 一 一版の 序 を 草す る 餘裕を 得た。 そこで 筆ん-執って 右の 次第 を 綴って 行く うちに 自然 生前^ 池邊 

君 を 思 ひ 出す 事 も 多くな つた。 

余^ 朝日 新聞に 入社の 際、 仲に 立つ ものが 渐次 往復 S 勞を 重ねた 末、 ほ V 相談が 纏まり かけた 機ん-見て • 

池逡君 は 先 を 越して 向 ふから 余の 家 を 訪問した。 其 時 余 は本鄉 の西片 町に 住んで ゐた。 余 は 其 1 一階に 彼 を 

案内した。 固より 借家の 事で あるから 致し方 もない が、 余の 家 は 頗る 蚊 細く 不安心に 出來 上って ゐた。 余 


の 如き 卑 力な ものが 疊を 踏んでも、 二階 はす しんくと 音が した。 池邊 君の 名 は 其 前から 承知して 知って 

るた が、 顔 を 見る の は 其 時が 始めて なので、 何ん な 風采の 何ん な 恰好の 人 か 丸で 心得なかった が、 出て 面 

接して 見る と 大變に 偉大な 男であった。 顔 も 大きい、 手 も 大きい、 肩 も 大きい。 凡て 大き いづく めで あつ 

た。 余 は 彼の 體 格と、 彼の 坐って ゐる 客間の きゃしゃ 一 方の 骨 組と を 比較して、 少し 誇張の 嫌 は あるが、 

大佛を 待合に 招 じたと 同 樣に不 釣合な 感を 起した。 先づ是 からして が 少し 意表であった。 夫から 話 をした ( 

話 をして るるう ちに、 何う いふ 譯 だか、 余 は 自分の 前に ゐる 彼と 西鄉 隆盛と を 連想し 始めた。 さう して 其 

連想 は 彼が 歸 つた 後 迄も殘 つて ゐた。 勿： fl 西鄉 隆盛に 就て 余 は 何の 知る 所 もなかった。 だから 西鄉 から 推 

し て 池逯を 勢 驚す る譯 はない ので、 寧ろ 池邊 から 推して 西鄉を 想像した ので ある。 西鄉 とい ふ 人 も 大方 こ 

んな 男だった の だら うと 思った ので ある。 此 感じ は诀 してい たづら 半分の ものではなかった。 其 證據に は- 

彼が 歸 つた 後で、 余 はすぐ 中間に 立って 余 を 「朝日」 へ 周旋す る 者に 手紙 を 出した。 其 文句 は 岡より 今覺 

えてる る箦 がない が、 意味 をい ふと、 是迄 話が 着々 進行して 略 纏まる 段に なった に はなった が、 何だか 不 

安心な 所が 何處 かに 殘 つてる た。 然るに 今日 始めて 池 邊に會 つたら 其 不安心が 全く 消えた。 西鄉 隆盛に 會 

つた やうな 心 持が する。 —— ざっと 斯んな ものであった。 池邊 君が 余の 事 を 始終 念頭に 置いて、 余の 地位 

のために 進退 を 賭する 覺 悟で ゐ たとい ふ 話 はつ ぃ此 間池邊 君と 關 係の 深い ある 人の 口 を 通して 余に 傳 へら 

れ たから、 初對 面の 時 彼の 人格に 就いて 余の 胸に 映 じた 此畫像 は 全くの 幻影ではなかった s である。 

然し 西鄉 隆盛 は 別問題で ある。 夫 程 詩的な 連想 を逞 ふす る 余 は 寧ろ 突飛. たと 云 つ て 他から^ はれ るか も 

知れない。 事實 である 以上 固より 笑 はれて 構 はない 積で 書いた に は 相違ない が、 それ を當 面の 問題た る 彼 

の 史論と 結び付けて 考へ ると、 書いた 方が 余に は大變 興味が 深いから 書いた ので ある。 

彼の 史論 (とくに 大久保 論) を 讀んで * 何より 先に 氣の つくの は、 敍述が 維新の 當 時から 征韓 論の 騷ぎ 
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に 至る までの、 日本の 歴史 中 極めて 際どい^ 期に 起った 複雜な 攻治關 係で あるから、 明治の 世に 生れた も 

のなら、 誰の 注意で も牽き 得なければ ならない 大切な 斷 面に 相違ない とい ふ 考に依 傍して 起る、 現在 過去 

の 問題で ある。 吾々 の 運命 を 直接に 支配して ゐる 王政復古 以後 明治 初年 頃の 攻界 は、 吾々 の 脈搏と 一 氣に 

連辂 した 緣の 深い もので は あるが、 誰が ど 5 研究しても 過去の 事柄で あるに は 極って るる。 如何に 觀 察し 

ても囘 顧し なければ 見る 事 も 聞く 事 も出來 ない ので ある。 所が 池逡 君の 話を讀 むと、 其 過去が 逆さに 流れ 

て 現在に 彷徨して 來る。 長 州、 降 州、 勤王、 佐幕、 あらゆる 複雜な 光景が 記憶の 舞臺を 賑やかに する 代り 

に、 美事な パノラマ となって、 現に 眼の 前に 活 きた ま、 展開す る。 從 つて 話 をす る 池 邊君は 決して 過去 を 

振り向い てるない。 正に 維新 前後の 騷 動の 狂瀾の 中に あって、 自由自在に 立ち働ら いて ゐる。 反故 や 書き 

付の 中から 死んだ 歴史の 亡骸 を 掘り出す 擧者的 態度 を 取らないで、 正に 元勳の 一 人と して、 はらく しな 

がら、 前後左右の 事情 を 偵察したり、 批評した りして ゐる。 遠くから 眼鏡 越に 過去 を 眺めないで、 立派な 

志士と して、 自分自身 死生の 衢に出 人して ゐる觀 が ある。 池 邊君は 恐らく さう いふ 風に 生れた 男な の だら 

う。 さう 思 ふと、 池邊 君と 西郷 隆盛 を 連想した 事が 他人に はどうで も、 余に は 愈 面白くな つてく る。 

池 邊君は 大久保 や 岩 倉に つ いで 西鄉 隆盛の 評 を やる 箦で あつたが、 つ い 夫を實 行す る 機 會が來 ない うち 

に 死んで 仕舞った の ださう である。 甚だ 殘 念な 事 をした と 讀者は 思 ふだら う。 余 も 同!^ 者の 一 人で ある。 

然し 若し 余の 幻覺を 極端に 引き延ばす 事 を 許すならば、 余 は池邊 君と 西 鄉をー 人と 見 倣して、 其 西 鄉の池 

邊 から 大久保 や 岩 倉の 批評 を 聞いて ゐる心 持で ゐ たいの だから、 或は 西鄉 論の 出來 なかった 方が、 偶然な 

がら 詩的に は 余に とって 面白い かも 知れない。 

池邊君 は、 西南 戰爭の 時に 有名であった 池逡吉 十郞の 子で ある。 其 時代に はたや 十三 四の 少年であった 

から 坊 かった の だら うが、 もう 少し 年を取って ゐ たら 吃 度 軍に 出て 討死 をした に 違ない。 池 邊君は 討死 を 


しに 生れて 來 たやうな 男らしかった。 さう でな くっても、 今 ニト年 早く 生れたなら， 心す 維新 當 時の 渦中 

に 飛び込んで、 國 家の 爲に 働ら いたに 違ない。 余が 彼に 痔を 切開した 後の 苦痛 を訴 へて、 斯う 臆病で 氣が 

弱く つて は、 慕 末に 生れる 事 は 到底 も出來 ない と 云って 笑った 時、 彼 はさう だ 吾々 も あの 頃 生れて ゐ たら 

多分 は 殺されて ゐる だら うなと 語った 事が ある。 

池邊 君と 余と は 比較的 新ら しい 交際で ある。 然し 新ら しい 割に は 親しい 交際であった。 去年の 秋 社に 或 

る 事件が 起って、 それに 闊 連した 用 向の ため、 互に 話したり 話された りする 必要と 機會 とが 與 へられて か 

ら、 余 は 大分 深く 彼の 心の中に 立ち入る ことが 出來 た。 彼 も 亦 余の 性格の ある 方面 を 漸く 呑み込んだ らう 

と 思 ふ。 もし 池邊 君が 長く 牛； きて ゐ たら、 或は 莫逆の 交りが 二人の 間に 成立し 得た かも 知れなかった。 不 + 

幸に して 其 交りが 熱し 切らない うちに 彼 は 死んだ。 死んだ けれども、 余 は 未だに 彼の 朋友と して 存在す る 

ので ある。 其 朋友の 資格で、 彼の 遺稿の 卷 頭に、 此ー篇 を揭け 得る の は 余の 喜びで あり、 又 余の 誇りで あ 

る o 
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『土』 に 就-いて 

II 長 塚 節 著 「土」 序 II 

「土」 が 「東京 朝日」 に 連載され たの は 一 昨年の 事で ある。 さう して 其 責任者 は 余であった。 所が 不幸 

にも 余 は 「土」 の 完結 を 見ない うちに 病氣に 罹って、 新聞 を 手に する 自由 を 失った ぎり、 又 「上」 の 作者 

を 思 ひ 出す 機會を 有たなかった。 

常 初 五六 十囘 の豫定 であった 「土」 は、 同時に 意外の 長篇 として 發 達して ゐた。 途中で 話の 緒 口 を 忘れ 

そ わぎり 

た 余 は、 再び それ を 取り 上 ゆて、 矢 鳕な區 切から 改めて 讀み 出す 势氣を 鼓舞し にくかった ので、 つい 夫 限 

に 打ち 遣った やうな もの ゝ、 腹の なかで は 私 かに 作者の 根氣と 精力に 驚ろ いて ゐた。 「土」 は 何でも 百 五 

六十 囘に 至って 漸く 結末に 達した ので ある。 

冷淡な 世間と 多忙な 余 は 其 後久し く 「土」 の 事 を 忘れて ゐた。 所が ある 時此間 亡くなった 池邊 君に 會っ 

て 偶然 話頭が 小説に 及んだ 折、 池 逡君は 何故 「土」 は 出版に ならない の だら うと 云って、 大分 長 塚 君の 作 

を 褒めて るた。 池 逡君は 其 常時 「朝日」 の 主筆だった ので 「土」 は始 から 仕舞 迄 眼 を 通した ので あろ。 其 

上 池 逡君は 自分で 文擧を 知らないと 云 ひながら、 せ、 實摯實 な 批評眼 を もって 「土」 を根氣 よく 讀み 通した 

ので ある。 余 は 出版界の 不景氣 のために 「土」 の單行 木が^る 時機が まだ 來な いの だら うと 答へ て 置いた ( 

其 時 心のう ちで は、 隨分 「土」 に比べる と 詰らない もの も 公け にされ る 今日 だから、 出來 るなら 何時か 書 

物に 纏めて 置いたら 作者の 爲に 好から うと 思った が、 不親切な 余 は 其 日. か 過ぎる と、 又 「+|」 の 事 を 丸で 

忘れて 仕舞った。 

すると 此春 になって 長 塚 君が 突然 尋ねて 來て， 漸く 本屋が 「土」 を 引受ける 事に なった から、 序 を 書い 


て吳れ まい かとい ふ依賴 である。 余 は 其 時 自分の 小說を 毎日 一 囘づ ゝ 書いて るた ので、 「土」 を讀み 返す 暇 

がなかった。 已を 得す 自分の 仕事が 濟む迄 待って くれと 答へ た。 すると 長 塚 君 は池邊 君の 序 も 欲しい から 

序でに 紹介して 貰 ひたいと 云 ふので、 余 はすぐ 承知した。 余の 名刺 を 持った 「土」 の 作者が 池邊 君の 玄關 

に 立った の は、 池邊 君の 母堂が 死んで 丁度 三十 五日に 相當 する 日と かで、 長 塚 君 はた V 立ちながら ffl 事 丈 

を賴 んで歸 つた さう であるが、 それから 三日して 肝心の 池 邊君も 突然. U くな つて 化 舞った から、 同 君の 序 

はとうく 手に入らなかった ので ある。 

余 は 「彼岸 過 迄」 を 片付ける や 否や 前約 を 踏んで 「土」 の 校正刷 を讀み 出した。 思った よりも 長篇 なの 

で、 前後 半日と 中 一 日 を 丸 潰しに して 漸く 業を卒 へて 考 へて 見る と、 中々 骨の 折れた 作物で ある。 余 は 元 

來が 安價な 人間で あるから、 大抵 S 人の もの を 見る と、 すぐ 感心したがる 癖が あるが、 此 「土」 に 於ても 

全く さう であった。 先づ 何よりも 先に、 是は 到底 余に 書け る もので ない と 思った。 次に 今の 文壇で 長墚君 

を 除いたら 誰が 書け る だら うと 物色して 見た。 すると 矢 張 誰に も 書け さう にないと いふ 結論に 達した。 

尤も 誰に も 書け ない と 云 ふの は、 文 を 遣る 技倆の 點ゃ、 人間 を 活躍させる 天賦の 力 を 指す ので はない。 

もし 夫れ 丈の 意味で 誰も 長 塚 君に 及ばない とい ふなら、 一方で は 他の 作家 を 侮辱した 言葉に もな り、 又 一 

方で は 長鎵君 を擔ぎ 過ぎる 策略と も 取れて、 何方に しても 作者の 迷惑になる 計で ある。 余の 誰も 及ばない 

とい ふの は、 作物 中に 書いて ある 事件な り 天然な りが、 まだ 長 塚 君 以外の 人の 研究に 上って るない とい ふ 

意味な ので ある。 

「土」 の 中に 出て 來る 人物 は、 最も 貧しい 百姓で ある。 敎育 もなければ 品格 もなければ、 た > 土の 上に 

生み付けられて、 土と 共に 生長した 蛆同樣 に 憐れな 百姓の 生活で ある。 先祖 以來 茨城の 結 城 郡に 居 を 移し 

た 地方の 豪族と して、 多數の 小作人 を 使用す る 長 塚 君 は、 彼等の 獸 類に 近き、 恐るべく 闲遞を 極めた 生活 
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四 穴 二 

狀態 を、 一 から 十 迄 誠 實に此 「土」 の 中に 收め盡 したので ある。 彼等の 下卑で、 淺 薄で、 迷信が 強くて、 

無邪氣 で、 狡猾で、 無欲で、 强 欲で、 殆んど 余 等 (今の 文壇の 作家 を 悉く 含む) の 想像に さへ 上りが たい 

所 を、 ありく と 服に 映る やうに 描寫 したの が 「土」 である。 さう して 「土」 は 長 塚 君 以外に 何人も 手 を 

着けられ 得ない、 苦しい 百姓 生活の、 最も 獸 類に 接近した 部分 を、 精細に 直敍 した ものであるから、 誰も 

及ばない と 云 ふので ある。 

人事 を 離れた 天然に 就いても、 前 同樣の 批評 を 如何な 讀者も 容易に 肯 はなければ 濟 まぬ 程、 作者 は 鬼 怒 

川 沿岸の 景色 や、 空 や、 春 や、 秋 や、 雪 や 風 を 綿密に 研究して るる。 畠の もの、 畔に 立つ 榛の木、 蛭の 聲、 

鳥の 音、 苟 くも 彼の 鄉 土に 存在す る 自然なら、 一 點ー晝 の微に 至る 迄 悉く 其 地方の 特色 を 具へ て敍 述の肇 

に 上って るる。 だから 何處に 何う 出て 来ても 必 す獨特 である。 其獨 特な點 を、 普通の 作家の 手に 成った 自 

然の 描寫の 平凡な のに 比べて、 余 は 誰も 及ばない とい ふので あろ。 余 は 彼の 獨特 なのに 敬服しながら、 そ 

の あまりに 精細 過ぎて、 話の 筋 を 注々 にして 殺して 仕舞 ふ 失敗 を欵 じた 位、 彼 は 精微な 自然の 觀察 者で あ 

る o 

作と しての 「土」 は、 寧ろ 苦しい 讀 みもので ある。 決して 面白い から 讀 めと は 云ひ惡 い〕 第一 に 作 中の 

人物の 使 ふ 言葉が 余 等に は 餘り綠 の 遠い 方言から 成り立って ゐる。 第一 一に 結構が 大きい 割に、 年代が 前後 

數 年に わたる 割に、 周圍に 平たく 發 達したがる 話が， 筋 を くっきりと 描いて 深く f つ > 前へ 進んで 行か 

ない。 だから 全體 として 讀 者に 加速度の 興味 を與 へない。 だから 事件が 錯綜 纏綿して 漣れ ながら 讀者 を 

ぐいく 引 込んで 行く よりも、 其 地方の 年中行事 を 怠りなく 丹念に 平敍 して 行く うちに、 作者の 斿ら へた 

人物が 斷續 的に 活躍す ると 云った 方が 適當 になって 來る。 其 所に 聊か 人 を 魅す る 牽引力 を 失 ふ 恐が 潛んで 

るるとい ふ 意味で も 讀みづ らい。 然し 是等 は單に 皮相の 意味に 於て 讀みづ らいので、 余の 所謂 讀みづ らい 


とい ふ 本意 は、 篇 中の 人物の 心なり 行なり が、 た V 壓 迫と 不安と 苦痛 を讀 者に 與 へる 丈で、 毫も 神の 作つ 

て くれた 幸福な 人間で あると いふ 刺戟と 安 慰 を與へ 得ない からで ある。 悲劇 は 恐し いに 違ない。 けれども 

普通の 悲劇のう ちに は 悲しい 以外に 何 かの 償 ひが あるので、 讀者は 淚の犧 牲を喜 こぶので ある。 が、 「土」 

に 至って は淚 さへ 出されない 苦し さで ある。 雨の 降らない 代りに 生涯 照りつ こない 天氣と 同じ 苦痛で ある ( 

た V 土の 下へ 心が 沈む 丈で、 人情から 云っても 道義心から 云っても、 殆ん ど此壓 迫の 賠償と して 何物 も與 

へられて ゐ ない。 た 土 を 掘り 下 ゆて 喑 い 中へ 落ちて 行く 丈で ある。 

「土」 を讀む もの は、 屹度 自分 も 泥の 中 を 引き摺られる やうな 氣 がする だら う。 余 もさう 云 ふ 感じが し 

た。 或 者 は 何故 長 塚 君 はこん な 讀みづ らい もの を 書いた の だと 疑が ふか も 知れない。 そんな 人に 對 して 余 

はた 一  言、 斯樣な 生活 をして 居る 人間が、 我々 と 同時代に、 しかも 帝都 を 去る 程遠から ぬ 田舍に 住んで 

居る とい ふ悲慘 な事實 を、 ひしと 一度 は 胸の 底に 抱き締めて 見たら、 公 等の 是 から 先の 人生 觀の 上に、 又 

公 等の 日常の 行動の 上に、 何 かの 參考 として 利益 を與へ はしまい かと 聞きたい。 余 はとく に 歡樂に 憧憬す 

る 若い 男 や 若い 女が、 讀み 苦しい の を 我慢して、 此 「土」 を讀む 勇氣を 鼓舞す る 事 を 希望す るので ある。 

余の 娘が 年頃に なって、 音樂會 がどう だの、 帝國 座が どう だのと 云 ひ 募る 時分に なったら、 余 は 是非 此 

「土」 を讀 ましたい と 思って 居る。 娘 は 屹度 厭 だとい ふに 違ない。 より 多くの 興味 を感 する 戀愛小 說と取 

り換へ て吳れ とい ふに 違ない。 けれども 余 は 其 時 娘に 向って、 面白い から 讀 めと いふので はない。 苦しい 

から 讀 めと いふの だと 告 けたいと 思って 居る。 參 考の爲 だから、 世間 を 知る 爲 だから、 知って 己れ の 人格 

の 上に 喑ぃ 恐ろしい 影 を 反射させる 爲 だから 我慢して 讀め と 忠告 したいと 思って 居る。 何も 考へ すに 暖か 

く 生長した 若い 女 (男で も 同じで ある) の 起す 菩提心 や 宗敎心 は、 皆 此喑ぃ 影の 奥から 射して 來 るの だと 

余 は 固く 信じて 居る からで ある。 

四 穴 II 一 


四 穴 四 

長 塚 君の 書き方 は 何 處迄も 沈着で ある。 其 人物 は 皆 有の 儘で ある。 話の 筋 は 全く 自然で ある。 余が 「土」 

を 「朝日」 に 載せ 始めた 時、 北の方の S とい ふ 人が わざく 書 を 余の もとに 寄せて、 長 塚 君が 旅行して 彼 

と面會 した 折の 議論 を 報じた 事が ある。 長 塚 君 は 余の 「朝日」 に 書いた 「満韓 ところぐ」 とい ふ もの を 

S の 所で 一 囘讀ん で，. 漱 石と いふ 男 は 人 を 馬鹿にして 居る といって 大いに 愤慨 した さう である。 漱 石に 限 

ら すー體 「朝日 新聞」 の 記者の 書き振り は 皆 人 を 鹿に して 居る と 云って 罵った さう である。 成程 ^面目 

に 老成した、 殆ん ど嚴肅 とい ふ 文字 を 以て 形容して 然るべき 「土」 を 書いた、 長 塚 君と して は 尤も S 事で 

ある。 r 満韓 ところぐ」 杯が 君の 氣色を 害した の は 左 も あるべき だと 思 ふ。 然し 君から 輕 佻の 疑 を 受け 

た 余に も、 眞 面目な 「土」 を讀む 眼 は あるので ある。 だから 此序を 書く ので ある。 長 塚 君 はた まく  r 満 

韓 ところぐ」 の ー囘を 見て 余の 浮^ を 憤った の だら うが、 同じ 余の 手に なった 外の ものに 偶然 眼 を觸れ 

たら、 或は 反 對の感 を 起す かも 知れない。 もし 余が 徹頭徹尾 r 满韓 ところぐ」 のうちで、 長 塚 君の 氣に 

入らない ー囘を 以て 終始す るなら ば、 到底 長 塚 君の 「土」 の 爲に是 程 一一 一一 n 辭を 費やす 事 は出來 ない 理窟 だか 

ら である o 

長 塚 君 は 不幸に して 喉頭 結核に か、 つて、 此間迄 東京で 入院 生活 をした 居た が、 今 は 養生 旁 旅行の 途に 

ある。 先達て かねて 紹介して 置いた 福 岡 大學の 久保馎 .H からの 來 書に、 長 塚 君が 診察 を 依賴に 見えた と あ 

るから、 今頃 は 九州に 居る だら 5。 余 は 出版の 時機に 後れないで、 病中の 君の 爲に T 土」 に 就いて 是 丈の 

事 を 云 ひ 得た の を 喜 こぶので ある。 余が かって 「土」 を 「朝日」 に 載せ 出した 時、 ある 文 土が、 我々 は 

「土」 など を讀む 義務 はない と 云った と、 わざく 余に 報知して 来た ものが あった。 此時 余は此 文士 は 何 

の 爲に罪 もない 「土」 の 作家 を 侮辱す るの だら うと 思って 苦々 しい 不愉快 を 感じた。 理窟から 云って、 讀 

まねば ならない 義務の ある 小說 とい ふ もの は、 其 小說の 校正 者 か、 S 務 省- s 檢閱官 以外に さう あらう 害が 


ない。 わざく 斷 わらんでも 厭なら 厭で 默 つて 讀ます に 居れば 夫 迄で あろ。 もし 又 名の 知れない 人の 窨ぃ 

たもの だから 讀む 義務 はない と 云 ふなら、 其 人 は 只 名前 丈で 小 說を讀 む、 內容 などにば 頓着し ない、 門外 

漢と 一 般 である。 文士なら ば 同業の 人に 對 して、 たと ひ 無名氏に せよ、 今少しの 同情と 尊敬が あって 然る 

べき だと 思 ふ。 余 は 「土」 の 作者が 病氣 だから、 此 場合に は猶 ほ更ら さう 云 ひたいの である。 

明治 四十 五 年 五月 


ra 穴 穴 

si 北 日本』 序 

余 は 東京の 場末に 生れた ものであるが、 妙な 關 係から 久しい 以前に 籍を 北海道に 移した ぎり、 今に 至つ 

て 依然として 後志 國の 平民に なって ゐる。 原籍の ある 所 を 知らな いのも 變 だと 思って、 機會が あったら 一 

度 海 を 超えて 北の方へ 渡って 見たい 積り でるたが、 つい 積り 計りで 實 行の 诀心は 容易に 出來 す、 來 る年來 

る 年 を 荏苒と 暮らして 仕舞った。 二三 年 前 ある 知人が、 あちらへ 行く から 一所に 行かぬ かと わざく 勸め 

て吳れ たが、 其 時 も 都合が 惡 くて 矢張り 愚圖々 々東京に 殘 つて ゐた。 

戶籍 面から い ふ と 故郷と も い ふ ベ き 北海道で すら 斯の 通り だから、 其 先の 棒 太 へ 旅行な ど は 固より 思 ひ 

も 寄らぬ 事で、 樺 太と 云へば 嘸 寒いだら うと 想像す る 位が せきの 山であった。 所が 去年の 夏 我 社の 講演 會 

があった とき 蟹 堂 君と 同じ 組になって、 堺 と大阪 とニケ 所で、 君の 棒 太談を 一 一席 聞いて から 棒 太が 大いに 

面白くな つた。 「極北 日本」 に は此ニ 席で 述べ 足りない 所が 悉く 布衍して あるの だから、 余から 云へば、 

其 面白さが 又 遺憾な く 布衍され た譯 になる。 

樺 太の 記事 中腽肭 臍の 敍述 は、 此 動物の 生活 狀 態に 喑き余 を、 大いに 驚かした ものである。 然し 君の 筆 

に 上った 長官 や 第 一 部長の 名 も 亦 官吏の 動靜に 無頓着な 余 を 少なから す 刺戟した。 蟹 堂 君が 親しく 大經營 

の 方針 を聽 いたと いふ 平 岡 長官 や、 それから 君が 世話にな つたと いふ 中 川 第一部長 は、 二人共 豫備 門哧代 

に 於け る 余の 同窓で ある。 平 岡 君と は 夫 程 親しくはなかった が、 中 川 君と は 別懇の 間柄であった。 たしか 

擧校を 卒業した 時の 話 だと 記憶して るるが、 知り合 ひの 某々 等が ある 序で 顔 を 合 はした 折、 座 上 を 見廻し 

て此 うちで 誰が 一番 先に 馬車に 乘る だら うとい つた も S は 此中川 君であった。 誰も 答へ ない 先に、 まあ 己 


だら うなと 云った もの も 此中川 君であった。 其 時 居 合 はした 五六の 卒業生の うちで 出 人に 馬車 を 謳って ゐ 

る ものが 今 あるかな いか、 まだ 調べて 見ない 余の 知らう 害 もない が， 少なくとも 中 川 君 丈 は、 馐 かに 橇に 

乘 つて f. 太 を橫 行して ゐ るに 違 ひない。 その 時の 一 人であった 某理學 十： も 近々 樺 太へ 轉任 するとい ふから、 

、 3 れも中 川 君と 前後して 橇に乘 る 事 だら う。 

蟹 堂 君の 肇は 縱潢に 自在で ある。 だから 何でも 構 はす 筆に 任せて 洒落の めし 過ぎる のが、 憾 むらく は 君 

の 文章の 煩 ひに なり はせ ぬかと 危ま ざる を 得ない。 けれども 「極北 日本」 は 高級な 藝術的 作物の 積り で 書 

いたので ない 事 は、 讀者も 承知して 置く 必要が ある。 蟹 堂 君 は 新聞の 讀 みものと して、 其 日々々 をた V 我 

我に 面白く 讀 ませる ため、 成るべく €： 容の 平板 單調を 補 ふ 工夫に 出た ので ある。 だから 蟹 堂 君の 書き方 は、 

葷 に文擧 的と いふ 方面から 見れば 短所 も あらう が、 新聞の 續き 物と いふ 刺激 を 一 位に 置かなければ ならな 

ぃ條 件つ きの 文章 を 本義と して 見る と、 中々 に 成功した 才筆に 相違ない ので ある。 

大正 元年 十月 


四 穴 七 


四 穴 八 

『社會 と 自分』 自序 

此 集に 收 めた 講演 六篇 のうち、 初めの 四 種 は 去年 八月 中大阪 朝日 講演 會 のために 斿ら へ たもので ある。 

頁数の 都合で、 其 後に 付け足した 二種 は、 餘程 以前に * ある 特別の 席上で 述べた もので、 舊稿 として 書架 

の 隅に あつたの を、 今度 一所に 纏めた ので ある。 是 等の 舊 稿は雙 方と も、 もっと 現在の 自分の 意に 充 つる 

やうに 書き直し たいの だけれ ど、 其 暇がない ので 巳む を 得す 元の 儘に して 置いた。 ことに 「文藝 の 哲舉的 

基遨ー は、 隨 分六づ かしい 大 問題 を 左 も 容易 さう に、 從 つて ある 意味から 見て、 幾分 力 軽 俘に 講〜 去つ 

た 趣が あるので、 自分 は 甚だ 遺憾に 思って 居る。 「創作家の 態度」 でも、 今日の 文壇と 閼聯 して もう 少 

し 剴切に 讀 者の 頭に 響く やうに 書き改め たいの だけれ ども、 ^同 樣の譯 で 仕方がない 

此 講演 集の 名 を 講演 集と しないで、 「社會 と 自分」 としたの は、 何れの 講演 も 其 主意 を 抽象して 引き 括ォ 

ば、 要するに 皆 社會對 自分の 閼係を 研究した ものに 過ぎない からで ある。 

大正 元年 十二月 


g お 『傳說 の 時代』 序 

私 は あなたが 家事の 暇 を 偷んで 「傳說 の 時代」 をとう く 仕舞 迄 譯し上 ゆた 忍耐と 努力に 少 からす 感服 

して 居ります。 書物に なって 出る と餘 程の 頁數 になる さう です が 嘸 骨の 折れた 事で せう。 原書 は 私の 手元 

にも あるから 承知して るます が、 I 寸見 ると 四 六 版の 小形の 册 子に 過ぎません けれども、 舌 字 ま 細かし、 

上下 は 詰って るるし、 讀 むのに さへ 隨 分の 時間 は懸 ります。 况 して 一行 毎に 譯 して 行く となったら、 それ 

を專 業に する 男の 手で もさう 容易く は出來 ません。 況して 夫の 世話 をしたり 子供の 面倒 を 見たり 弟の 出入 

に氣を 配ったり する 間に 遣る 家庭的な 婦人の 仕業と して は 全くの 重荷に 相違ありません。 あなた は 前後 \ 

ヶ月の 日子 を 費やし て 思 ひ 立った 翻譯を 成就し たと 云つ て 寧ろ 其 長き に 驚ろ かれる やう だが、 私 は 却って 

其 迅速な の に 感服した いのです。 

出版に 就て 私の 序文が 御 入用 だとの 仰 は 謹んで 承り ましたが、 私 は あらゆる ミスに 就て 何事 もい ふ權利 

を 有たない 無學 者な の だから 少 からす 困却し ます。 私 は 希臊の 神話に 就いて、 あそこ を 少し、 こ、 を 少し- 

と 云った 風に うろ 覺 えに 覺 えて はゐ ますが、  系統的に は 研究 もせす、 批判 もせす、 漫然と 乂 「日 迄經^ して 

來た事 を、 今日 あなたの 前に 自白し なければ なら なくなりました。 あなたの 御譯 しにな つた 原書 は、 今で 

もちやん と 私の 書架の 中に 飾って あります。 それ を 買った の は 何時の 頃の 事か覺 えてるな い 位です から 定 

めし 古い 昔 だら うと 思 ひます。 けれども 其 昔に 買った 本 を、 今日 迄 まだ 一度 も 眼 を 通した 記憶が な いのも 

接 かな 事實 ですから、 私 は 希膙の 神話に かけて は、 あなたよりも 遙 かに 無 知識な のです。 立派な 序文の 書 

け やう 笞が ありません。 

四 穴 九 


四 七 o 

御存じの 通り 私 は 英文 攀 出身の ものです から、 高等 學校 在學の 頃から 歐洲 文擧の 根柢に 潢 はる 1 一つの 寳 

庫 (聖書と 希臊 神話) をい つか 機會を 見て 思 ふま、 熱覽 して 置きたい とい ふ 希望 を 抱いて るました が、 御 

恥づ かしい 事に、 此機會 は 永久に 多忙な 自分の 眼前に 遂に 出現せ すに 濟んで 仕舞 ひました。 

私が 高等 學 校に-.;' る 頃 同級生に 松 本 亦太郞 (今の 文攀 博士) とい ふ 人が るました。 此人は 其 頃 熱心な 基 

督 信者で したが、 ある 時 私に * 聖書 を 日に 何 頁づゝ とか 讀 むと、 丁度 三年 目に 新 舊兩約 全書 を通讀 する 事 

になる といって、 それ を 日課と して 毎日 恵ら す 繰返して るる やうでした。 私 は 其 話 を 聞いた 時、 たと ひ 私 

が 耶蘇 敎徒 でない にせよ、 、パイ ブル は 文學上 必要の 書物 だから、 さう いふ 課程 を こしら へて、 長い間に 通 

讀 したら 嘸 有 盆 だら うと 思って、 旣に 遣り 始めようと 迄诀 心した 事が あります。 然し 好きな 事にば かり 夢 

中に なり 易い、 又 厭な 事に 始終 追 ひ 懸けられて ゐた其 頃の 私に は、 ついに 夫す ら果 さす じ まひに 終り まし 

た。 夫 だから、 私の バイブルに 於け る 知識 は 非常に 貧弱な ものです。 さう して 私の 希臘 神話に 於る 知識 も 

亦、 〕れ に 劣らぬ 程憐な ものな のに 過ぎません。 

それが ため 擧校を 出て 敎師 をして ゐる 時分に は、 よく 雙 方の 故事 故 典で 惱ま されました。 仕方なし にバ 

イブ ルのコ ン コ— ダ ン スを 左右に 置いたり クラシ 力 ル字 詹 とい ふやうな もの を 机上に 具へ たりして、 何う 

か 斯う か 御茶 を 濁して 通りました。 甚だ 切ない 事でした。 切ない 許なら まだし も、 時に よると、 馬鹿々々 

しくて 腹の 立つ 事 さ へ ありました。 

あなたが 何ん な 動機から 神話 を譯 して 御覽 になつ たかは まだ 解らない が、 恐らく 文擧を 研究す る 人の 手 

引 草と して 許で はないで せう。 今の 人の 手に する 文舉 書に は， 井— ナスと かバ ッ カスと かいふ 呑氣な 名前 は 

餘り 出て 來 ないやう です。 希臘 のミソ ロジ ー を 知らなくても、 イブ セ ンを讀 むに は 殆んど 差 支ないで せう- 

もっと 皮肉に いふと、 人生に 切 實な文 舉には 遠い昔し の 故事 や 故 典 は 何う でも 構 はない とい ふ 所に 詰り は 


落ちて 來さ うです。 あなた も それ は 御 承知で せう。 それで ゐ てこん な 夢の やうな もの を 八 ヶ月 も か、 つて 

譯 したの は、 恐らく 餘 りに 切實な 人生に 堪 へられないで、 古い 昔の、 有った やうな 又無い やうな 物語に、 

疲れ 過ぎた 現代的の 心 を 遊ばせる 積り ではなかった でせ うか。 もし 左右な らば 私 も 全く 御 同感で す。 其 意 

珠 を 面倒に 述べ 立てる の は 大袈裟 だから 止します が、 私 は 自分で 小說を 書く と 其 あとが 心持ちが 惡ぃ。 そ 

れで 呑氣な 支那の 詩な ど を 請んで 埋め合せ を 付けて るます。 夫から 大病 中 徒然 を 慰める ため 繪 (繪 とい ふ 

名 はちと 分に 過ぎる から、 繪の やうな ものと 云った 方が 適切です が) 其繪を 描いて 遊んで ゐ ると、 矢張り 

仙人 だの 坊主 だの 山水 だのが 天然 自然 題目になります。 是も ある 意味に 於て あなたの 神話に 丹精 を盡 した 

と 同じ 動機になる ので はありますまい か。 弱い 神經 衰弱 症の 人間が 無！？ に 他の 心 を 忖度して 好い加減な 事 

を 申して 濟 みません。 もし 間違ったら 御 勘 辨を願 ひます。 

最後に 神樣の 名前の 發 音に 就いて 一 寸申上 ゆます。 あなたの 發音法 は 大部分 大陸 讀方 (コ ン チネ ン タ ル. 

メ ソッ に) を ffl るら れた樣 です が、 日本で 云 ひ 慣らされた バ ッ カスと か * 井 ー ナスと か 云 ふの は 英吉利 讀に 

された と 見えます から 其邊は 一 寸讀 者に 注意して 置いて 遣らない と惡 いだら うと 思 ひます。 夫から 又羅甸 

讀 にしても クオ ンチ チイ を 付けて 發音 しないで、 のべつ に 羅馬字 綴りの 讀み 方： a たやう に 遣った のが ある 

なら、 夫 も 序に 斷 つて 置いて 御 遣ん なさい。 

序 を 書きた いのは 山々 です が 序ら しい 序が 書け ない ので 此 手紙 を 書きました。 若し 序の 代りにで も 御 川 

ひが 出來 るなら 何う ぞ御使 ひ 下さい まし。 以上。 

六月 十日 

夏 目 金 之 助 

野 上 八重 子樣 

四 £ 


Q 七 二 

『海の 口 マ ン ス』 序 . 

あなたの 囘航 日記 は 海 を 知らない 人に 取って 興味の 深い ものであります。 又 有益な ものであります。 私 

は 「海の 口 マ ン ス」 と 云 ふ 標題の 下に 此囘航 日記が 公け にされ るの を 喜んで 居ります。 

槪 してい ふと 文筆 は 陸の 仕事です。 陸に 居て 海 を 書く コ ン ラッドの 樣な人 はあり ますが 船に 居て 海の 生 

活を其 日々 々に寫 して 行った 人 は あまりな いと 思 ひます。 それ も 暇の ある 人が 道樂 になら やれる かも 知れ 

まぜん が、 あなたの 樣に 練習に 忙 がしい 身で、 朝タ 仕事に 追 懸けられながら、 疲れた 手に ベ ンを 持つ 事 を 

毎日 忘れす に 何百 日 も 遣り通す とい ふ 事 は 到底 出來る 業で はありますまい。 この 點に 於て あなたの 文章 は 

外の 人の それよりも 遙 かに 骨の 折れた 努力 を 示して 居ります。 この 點に 於て 確かに 世間に 紹介され る 憤 値 

が あると 思 ひます。 

あなた は 普通の 人に 出来な い 事 を爲す つたので す。 御蔭で 普通の 人に 知れな い 事 を 公け にす る 機 會を得 

たのです。 今度の 帆走 は 約 四百 日で 三 萬 六 千 浬 を 走った の ださう です が、 此 未曾有の 囘航 中に 含まれて 居 

あらし  しけ 

る 暴 雨 だの 海 化 だの、 波の 山 だの、 雪の 鬼 だの、 陸で は 百年 經 つても 見る 事の 出來 ない ものが、 た w あな 

たの 忍耐で 握られた ぺ ンの 先からの み 湧いて 出た とすれば、 あなた も 嬉しいで せう。 陸に 居る もの も 嬉し 

いのです。 島 國と名 は 付いて 居ても 海の 生活 を 知らない 日本人 はいくら でも 居ます。 知らないで 知りた が 

つて 居る 人も澤 山あります。 あなた は 斯うい ふ 人に ケ— ブ タウン や、 リオ デャネ イロ や、 フリ ー マントル 

から、 好い 土產 物を携 へて 歸 つて 來 たと 云 はなければ なりません。 

あなたの 文章 は 才筆です。 少しの 淀み もな く、 それから それと 縱潢 にべ ンを釅 使して 行く 御手 際 は殆ん 


ど 素人ら しくありません。 よく あの 忙 がしい 練習船のう ちで、 此 位に 念入りの 文章が 書け るかと 思 ふと 感 

服せ すに は 居られません。 然し そこに あなたの 弱點の 潜んで るる 事 を 忘れて はなり ません。 あなたの 笨は 

達者 過ぎます。 あなた は才に 任せて 書き 過ぎました" 素人ら しくない と 同時に 少し 黑人 臭くな りました。 

私 は あなたの 文 を 讀んで 何故 延ばす ！ 方に のみ 走らないで、 縮める 工夫に 少し 頭 を 使はなかった か を遣憾 

に 思 ふので す。 あなたの 文章 は 私が 昔し 書いた ものの 系統 を何處 かに 引いて 居ます。 それが 私に は 猶更辛 

いのです。 人の 文章が 自分の 文章の 惡ぃ所 に似てる る。 私に 取って 是程 面目の ない 事はありません。 私 は 

「猫」 を 書いて 何遍 か 後悔し ました。 さう して 其 後悔の 過半 は 「猫」 らしい 文 を 請んだ 時に 起った のです n 

あなたが 私の 文 聿を眞 似た と 云って は失禮 です。 然し 私の 文章の 惡ぃ 所が あなたの 文章に も あると 云 ふ 事 

は 疑 もない 事實 です。 私 は 其 後 自分の 非 を 改めた 積り です。 あなた も 今度 第一 一の 「海の 口 マンス」 を 書く 

時には 何う ぞ 私の 忠告 を 利用して、 素人 離れの した、 しかも 黑人 染みない 管 筆で 純粹な もの を 書いて 下さ 

ヽ o 

大正 二 年 十二月 二十日 

夏 目浓石 

太刀 雄樣 
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.  四 七 四 

si 『探 訪畫 趣』 序 

私 は 朝日 新聞に 出る あなたの 描いた 漫晝に 多大な 興味 を 有って るる 一 人であります。 いっか 社の 縑田君 

に 其 話 をして、 あれな りに して 捨て、 しま ふの は 惜しい もの だ、 今のう ちに 纏めて 出版したら 可から うに 

と 云った 事が あります。 其 後 あなた 自身が 見えた 時、 私 は あなたに 自分の 描いた もの は みんな 保存して あ 

るで せう ねと 聞いたら、 あなた は 大抵 散逸して しまった やうに 答 へられた ので 私 は 驚ろ きました C 尤も さ 

うい ふ 私 も隨分 無頓着な 方で、 俳句な どになる と、 作れば 作った なりで、 手帳に も 何にも 書き留めて 置か 

ないた めに、 一 寸 短冊な ど を 突きつ けられて、 忘れた もの を 思 ひ 出す のに 骨の 折れる 場合 もあります が、 

それ は 私が その 道に 重き を 置いて るない 結果 だから、 仕方が ありま せんが、 貴方の 畫は 私の 俳句よりも 大 

事に して 然るべき だと 私 はかね てから 思って ゐ たの だから、 それ を 揃へ て 置かない 貴方の 料簡が 私に は 解 

ら なかった のです。 

あなた は 私に 云 はれて 始めて 氣が 付いた やうに H 場の 中 を 探し 廻った とい ふぢゃありません か。 さう し 

て 漸く それ を 出版す る 丈に 纏めた の ださう です ね。 左右 なれば あなたの 努力が 箪獨に 世間に 紹介され ると 

いふ 點に 於て、 あなた も满 足で せう、 最初 勸 誘した 貴 任の ある 私 も 喜ばしく 思 ひます。 私ば かりで はあり 

ません、 世の中に は 私と 同感の ものが まだ 澤山 あるに 違ない のです。 

普通 漫畫 とい ふ ものに は 二た 通り ある やうです。 一 つ は 世間の 事相に 頓着し ない 藝術家 自身の 趣味な り 

嗜好な り を 表現す る もので、 一 つ は 時事に つれて 其 日々々 の 出來事 を、 ある 意味の 記事 同樣に 描き 去る の 

です。 時と 推し 移る 新聞に は、 無論 後者の 方が 大切で せう が、 あなた は その 方面に 於ての 成功者 ぢゃ なか 


ら、 フ かと 私は考 へる のです。 私が 最初 あなたに 勸 めて、 年中行事と いふ やうな もの を 順次に ならべて 一 卷 

にしたら 何う だら 5 と 云った の は、 是が ためな のです。 見る 人 は 無論 あなたの 畫 から、 何時 何ん な 事が あ 

つた かの 記憶 を 心のう ちに 呼び 起す でせ う、 しかも 責 方の 表現した やうな 特別な 觀察點 に 立って、 自分が 

いまだ かって 經驗 しなかった やうな 記憶 を 新ら しくす るで せう。 此 二つの 記憶が 經 となり 緯 となって、 た 

だで は 得られない 愉快が 頭の 中に 満ちて 來る かも 知れません。 忙 がしい 我々 は 毎日 每日 蛇が 衣 を脫ぐ やう 

に、 我々 の 過去 を 未練な く脫 いで、 ひたすら 先へ 先へ と 進む やうです が、 たまに は 落ち 付いて 今迄 通って 

來た途 を 振り向き たくなる ものです。 其 時 茫然と 考 へて ゐる丈 では、 眼に 映る 過去 は、 映らない 時と 大差 

なき 位に、 貧弱な ものであります。 あなたの 太い線、 大きな 手、 變な 顔、 すべて あなたに 特有な 形で 描か 

れた簡 單な畫 は、 其 時 我々 に 過去 は 斯んな もの だと 敎 へて 吳れ るので す。 過去 はこれ 程 馬鹿 氣て、 愉快で、 

變 てこに 滑稽に 通過され たの だと 敎 へて 吳れ るので す。 我々 は 落 付いた 眼に 笑 ひを湛 へて 又 齷齪と 先へ 進 

む 事が 出來 ます。 あなたの 觀 察に 皮肉 はあります が、 苦々 しい 所 はない のです から。 

もう 一 つ あなたの 特色 を擧 けて 見る と、 普通の 畫 家は畫 になる 所 さへ 見付ければ、 それです ぐ 筆 を 執り 

ます。 あなた は 左右で ないやう です。 あなたの 畫に は必す 解題が 付いて るます。 さう して 其 薛 超の 文章が 

大變 器用で 面白く 書け てるます。 ある ものに なると、 畫 よりも 文章の 方が 優って るる やうに 思 はれる のさ 

へあります。 あなた は 東京の 下町で 育った から、 斯うい ふ 風に 文章が 輕く 書き こなされ るの かも 知れ ませ 

んが、 いくら 文章 を 書く 腕が あっても、 晝が其 腕 を 抑えて 働ら かせない やうな 性質の ものなら それ迄です。 

ミ とき 

面白い 繪說の 書け る箦 はありません。 だから 貴方 は 畫題を 選ぶ 眼で、 同時に 文章になる 畫を 描いた と 云 は 

なければ なりません。 その 點 になる と、 今の 日本の 漫畫 家に あなたの やうな もの は 一人 もない と 云っても 

誇張で はありますまい。 私 は 此繪と 文と をう まく 調和させる 力 を ー曆擴 大して、 大正の 風俗と か 東京 名所 
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とかい ふ 大きな 書物 を、 あなたに 書いて 頂きたい やうな 氣 がする のです。 

六月 十五 日 

夏 目 金 之 助 

岡 本 一平 樣 


「心」 は 大正 三年 四月から 八月に わたって 東京 大阪雨 朝日 へ 同時に 掲載され た小說 である。 

當時 の 豫吿 に は數種 の 短篇 を 合して それに 「心」 とい ふ 標題 を 冠ら せる 積 だと 讀 者に 斷 つたので あるが、 

其 短篇の 第一 に當る 「先生の 遣 書」 を 書き込んで 行く ラ ちに、 豫想 通り 早く 片が 付かない 事 を 發兒 したの 

で、 とうとう その ー篇丈 を單行 本に 纏めて 公に する 方針に 模樣 がへ をした。 

然し 此 「先生の 遺書」 も自 から 獨 立した やうな 义闢係 乃 深い やうな 三 個の 姊妹篇 から 組み立てられ てる 

る 以上、 私 は それ を 「先生と 私」、 r 兩 親と 私」、 「先生と 遺書」 とに 區 別して、 全體に 「心」 とい ふ 見出し 

を附 けても 差 支ない やうに 思った ので、 題 は 元の 儘に して 置いた。 ただ 中味 を 上中下に 仕切った 丈が、 新 

閬に 出た 時との 相違で ある。 

装幀の 事に 今迄 專門 家にば かり 依賴 してる たの だが、 今度 はふと した 動機から 自分で 遣つ て 見る 氣 にな 

つて、 箱、 表紙、 見返し、 扉 及び 奧附 の模樣 及び 題字、 朱印、 險印 ともに、 悉く 自分で 考案して 自分で 描 

いた。 

. 木版の 刻 は 伊上 凡骨 氏 を 煩 はした。 夫から 校正に は 岩波 茂 雄 君の 手 を 借りた。 兩 君の 好意 を 感謝す る。 

大正 三年 九月 
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|| 『南 國へ』 序 

私 は 貴方の 翻 譯を拜 見し ました。 

* 此 作家の 敍述は なだらかで 穩 やかで 讀んで 好い 心 持が します。 それが 構造の 不自然な 所 を 補 ふとい ふよ 

り も、 寧ろ 一 種の 對照 になって 現代の 小說に 見る 事の 出來 ない 配合 を かたちづくつ てるます。 

私が 今迄 讀んだ 小說の 中で、 好きな ものの 一 つと して 何時でも 數 へた いのは 并カ ー、 オフ、 ヱ ー クフィ 

I ルドであります が、 あの 云 ふに 云 はれない 愉快な 平和な 懷 かしい 筌氣の 中から、 骨 組 丈 を 拾 ひ 出す と 矢 

張り 不自然な 構造が 後に 殘 ります。 然し 私 は 其 不自然 さへ ナイ— ヴ な美點 として 認める 位 好きな のです。 

十八 世紀の 小説の 主人公 は、 此翻譯 の 主人の 如く 諸方 を さまよって 夫から 夫へ と 渡って 行く のが 例の や 

うにな つてる ます。 是は 作者の 方で 作物に 變化 をつ ける 手段から 出た もの かも 知れません が、 其變化 はた 

だ 服 先の 變 ると 云 ふ 丈の ものです から 夫 以上の もの は 望めない のです、 又 望まないでも 好い やうな 面白い 

もの も 出て 來 るので す。 

同じ 十八 世紀に ビカ レ ス ク小說 とい ふ 名前の つく 一  種の 小說 があります。 是は 主人公が 冒險 をしながら 

方々 步き廼 るの が 主意で、 性質から いふと まづ 荒つ ほい ものです から、 日本の 講談の 仇 討 位に 相當 する も 

のでせ うが 、 此翻譯 の 主人公の 平 氣な顔 をして 何 處迄も 流浪して 行く 所な ど は 矢 つ 張り 其處 から 系統 を 引 

いてる る やうです。 

太閤 記 十 段 目に 坊主が 湯に 入った かと 思 ふと、 す ぐ 羽 柴筑前 守 秀吉か 何 かにな つてし まふ 所があります 

が、 十八 世紀の 小說 にも あれ 程ぢ やない が、 甲が こに 化けたり 女が 男に 變粧 したりす るの がいくら も あり 


ます。 ジル、 ブラスに も、 今 御 話しした 茅 力 I にも あつたと 思 ひます。 此翻譯 中に も それが ある やうです 

が、 私に は それが 馬鹿々々 しく 感ぜられ るよりも、 草雙 紙の 昔の 世界に 引き入れられた やうで 一寸 愉快な 

のです。 まだい ふ 事 もあります が是で やめます。 此 手紙が もし 序文と して 御用に 立つなら 御 使 ひに なって 

も 構 ひません。 以上 

大正 四 年 一 BJ 十一 一一 日 

夏 目 金 之 助 

木 村 恒樣 
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S 輕 『唐草 表紙』 序 

私 は 貴方から 送って 下さった 校正刷 五 百 八十 頁 を 今日 漸く 讀み 了り ました。 漸くと いふと 厭々 讀んだ や 

うに 聞こえる かも 知れません が、 決して そんな 譯 ではない のです。 多大の 興味ば かり か、 其 興味に 伴 ふ 利 

盆 を も 受けながら、 樂 しく 讀み了 つたので す。 實を いふと 私の 都合 も あり、 又 活字 組 込の 關係も ありして， 

長短 十八 篇の間 を 休み休み 通り 拔 けたの は、 批評 を依賴 した 貴方に も 御氣の 毒です し、 また それ を 御 約束 

した 私に も 多少の 不便 は 出て 來 たに 相違ありません が、 此陷缺 を 避ける 手段 は 御 互になかった のです から， 

それ は雙 方で 我慢す る 事に して、 私の 御作に 對す る ざっとした 考 へ 丈 を 申し 上け ます。 

まづ あなたの 特色と して 第一 に 私の 眼に 映った の は、 燒 かな 情緒 を 濃 やかに しかも 霧 か 霞の やうに、 ほ 

うつと 寫し 出す 御手 際です。 何故 ほうつ としてる るかと いふと、 あなたの 筆が 充分に 冴えて るるに 拘 はら 

す、 あなたの 描く 景色な り、 小道具な りが、 朧月の 暈の やうに 何等か 詩的な 1 想 を フリンジに 帶 びて、 其 

本體 と共に、 讀 者の 胸に 流れ込む からです。 私 は 特に 流れ込む とい ふ 言葉 を此 所に 用 ひました。 もとく 

淡い影の やうな 像です から、 胸 を 突つ くので も、 銳く 刺す ので もない 樣 です。 あなたの 書いた もの、 うち 

に は、 人が 氣 狂になる 所があります。 人が 短刀で 自殺す る 所 も、 短銃で 死ぬ 所 もあります。 是等は 大槪裏 

から 書く か、 又は 極簡單 に敍し 去って 仕舞 はれる ので、 當り 前の 場合で も、 それ 程 苦痛に 近い 强烈な 刺戟 

を 請^に 與 へ ないか も 知れません が、 それでも、 若し 以上に 述べた やうな 詩的の 雰園氣 の 中で 事が 起ら な 

かったなら、 あ、 した 淡い 好い 感じ は與 へられますまい。 

此 ほうつ とした 印象が、 美的な 快感 を 損 はない 程度の 輕ぃ 哀愁と して、 讀 者の 胸に いつの 間に か 忍び込 


む 理由 を、 客觀 的に 翻譯 すると 色々 な 物象と して 排列され ます。 其 内で 私 は 歴史的に 讀 者の 過去 を 蕩瑤す 

る、 草雙 紙と か、 薄喑ぃ 倉と か、 古臭い 行燈 とか、 又は 舊幕 時代から 連綿と つ  >  いてる る舊家 とか、 溫泉 

場と か を 第一 に擧 けたいと 思 ひます。 過去 はほん やりした ものです。 さう して 何處 かに 懷 かしい 句 ひみ-持 

つて ゐ ます o あなた は それ を 巧に 使 ひこな して 居る のでせ う。 

覃に 歴史上の 過去ば かりではありません、 あなた は 自分の 幼時の 追憶 を、 今から 囘 顧して 忘れられな 

い 美く しい 夢の やうに 敍述 して ゐ ます。 私 は 一、 二、 三、 四、 と 段々 讀んで 行く うちに 此 種の 情調が、 私 

の 周圍を 蜘蛛の 絲 s 如く 取り 卷 いて， 散文的な 私 を、 何^の間にか 夢幻の 世界に 連れ込んで 行った の をよ 

く 記憶して ゐ ます。 私の 心 は 次第々々 に 其 中に 引き込まれて、 遂に 「珊瑚 樹の 根付」 迄 行って 全く あなた 

の 爲に擒 にされ て 仕舞った のです C だから 幼時の 記憶と して 其 儘 を敍述 してるな い 「夷 講の 夜の 事で あつ 

た」 に 至って 却って 失望しょう としたの です。 

私は此 種の 筆致 を 解剖して 第一 一番 目に 遠くに 聞こえる 物 賫の聲 だの、 ハ ー モ -1 力の 節 だの、 按摩 S 笛の 

音 だの を擧 けたいと 思 ひます。 凡て 聲は聽 いてる る うちにす ぐ 消える のが 常です。 だから 其 所に は 現在が 

す-ぐ 過去に 變 化する 無常の 觀念か 潜んで ゐ ます。 さう して 其 過去が 過去と なりつ 、も、 猶 意識の 端に 幽靈 

の やうな 朧氣な 姿と なって 佇立んで ゐて、 現在と 結び付いて ゐ るので す。 聲が 一 種 切り捨てられない 夢幻 

的な 情調 を 構成す るの は 是が爲 ではない でせ うか。 新 内と か 端 唄と か歌澤 とか 淨^ 璃 とか、 凡て あなたの 

よく 道具に 使 はれる 音樂 が、 其 上に 專門 的な 趣 を もって、 讀 者の 心 を輕く 且つ 哀れに 動かす の は 勿論の 事 

ですから 申し 上け る 必要 もないで せう。 然し あまり 自分の 好尙に 溺れて 遣り過ぎた 痕 迹を殘 したの もない 

と は 云 はれません。 第一 編の 「硝子 問屋」 の 中には その 筆が あまり 濃く 出過ぎて はるますまい か。 

敍景に 於ても あなた は 矢張り 同じ 筆法で 讀 者の 眼 を 朦朧と 惹き付ける 事が 好で ある やうに 見受けました。 
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要するに 水で も樹 でも、 人の 顔で も 凡て あなたの 眼に うつる もの は、 決して 彫刻 的に あなた を 刺戟して ゐ 

ないやう に 見えます。 全く 繪畫 的に あなたの 眸を彩 どるの だら うと 思 ひます。 しかも アンプ レシ ョ 二 スト 

の それの 如く 極めて 柔 かです。 さう して 何處 かに 判然し ない チヤ— ムを 持って るます。 だから 私 は 「荒 布 

橋」 の 冒頭に 出て くる 燕の 飛ぶ 樣子 や、 「夷 講」 の 酒宴の 有 樣を敍 する くだりに 出會 つた 時、 大變 驚ろ いた 

のです。 ； 一つの もの は 平生の あなたの 筆で 書き こなされ たものと は 思へ ない 位 硬い のです。 

要するに 貴方の 小說に 有り 餘る程 出て くるの は 一 種獨 特のム I ドで せう。 だから 夫が まとまらない 上に、 

筋が 通らない とか、 又は 主人公の 哲學觀 などが 露骨に 出て くると、 一 方が 一 方 を 殺して、 少し 平生の 御手 

際に 似合 はない 段 逢 ひの ものが 出来 はしまい かと 疑 はれます。 「荒 布 橋」 とか 、「岡 田 君の 日記」 とか、 「六 

月の 夜」 の 一 部分と かになる と、 其 所に 手荒で 變に 不調和な ものが 露 はれて ゐる やうです。 其 代りよ し氣 

分 丈の もので も 筋の まとまらない 「河岸の 夜」 といった やうな、 (其 中には 六づ かしい 議論 も 織り込まれて 

はるる が) た V 装飾的で 左程 他 S 情緒 を そ、 る 事の 出来ない もの も あると 申し 添へ なければ なら なくなり 

ます。 惡 口の 序 だから 、「北より 南へ」 とい ふ 短篇の 評 も 此處に 付け 加へ て 置きたい と 思 ひます。 あ、 云つ 

た 調子の もの は、 アナ ト ー ル、 フランスの 短篇に 澤 山あります。 さう して 遺憾ながら 彼の 方が 貴方より す 

つと 旨い と 思 ひます。 

あなたの 作に 就いて 情調と か、 ム— ド とか 云 ふ もの を擧 けて、 それ を 具合 好く 說明 すれば、 旣に 大半の 

批評 は出來 上った やうに 考 へられる のです が、 其ム— ドを 作り 上け るた めに、 河岸の 壽司屋 とか、 通りの 

丸 花と か、 乃至 は 坊間 s 音曲な ど 丈が 道具に なって るるとい ふ 意味で は 決してな いのです。 あなたの 書き 

下す 人間が、 人間と して 一人前に 活動し つ、、 同時に 其 一 篇のム —ドを 構成して るる 事 は 疑 もない 事實で 

す。 亮 さんでも、 京さんでも、 彼等の する 事 は 皆 此兩樣 の 主意 を 同 待に 满 足させて るではありません か。 


「三人の 從 兄弟」 などに なると、 其 上に 又 親父さん の靑 年に 對 する 反抗的な 感情が 一 篇の 主意 もしくは 哲 

理 として 後の方に 出て るます。 

次に あなたの 理解力に 就いて 一 言 其 特色 を 述べたい と 思 ひます。 あなたの 頭の 働ら き は 全く 科擧 的で あ 

りながら、 其 濃 やかな 點が、 あなたの 情緒の 描寫 によく 調和して、 綿密に よく 行き渡って ゐ ます。 さう し 

て 不思議に も それが 普通の ありふれた 作物の やうに、 くだく しくなら ない のです。 いくら 微細な 心的 現 

象の 解剖で も、 又は 外觀 からく る 人間の 精密な 描寫 でも、 诀 して 干 乾びて ゐ ません。 必す 委曲 要領 をつ く 

すの みならす、 其 所に あなた 獨 得の 一種の 趣が 漂って るるので す。 私の 見る 所に よると 其 趣 は あなたの 

觀 察が 突飛に 走らない 程度で、 場合々々 に 適當な 新ら しい 刺戟 を讀 者に 與へ 得る からだら うと 思 ひます。 

「靈岸 島の 自殺」 や 「船室」 の 前半の 如き は、 その 方面の い、 作例と 見て 差 支ないで せう。 ことに 前者に 

於て， ある 男と ある 女の性 的闢 係の 階級 等差が、 あれ 程 細かく 書いて ありながら、 些とも 卑猥な 心 持 を 起 

させす に、 た V 精緻な 觀察其 物と して、 他 をぐ い. く 引き付けて 行く 處 など は、 何う しても 旨い と 云 はな 

ければ なりません。 此小說 は 主人公が 東京へ 出てから の 心の 變 化に、 前半 程 緻密な 且つ 穩當 な、 藝術的 描 

寫が缺 けて ゐる ため、 多少の むらが あると 思 ひます が， 世間で いふ 小說の 意味から 批判す ると、 或は 壓卷 

の 作 かも 知れません。 

要するに 貴方の 書き方 は 絹漉し 豆腐の やうに、 又 婦人の 餅肌の やうに 柔らかな のです。 上部ば かり 手觸 

りが 好い のかと 思 ふと、 中味 迄 ふく/ \ してる るので す。 線で いふと、 外の 人の 文章が 直線で 出 來てゐ る 

のに 反して、 あなたの は 何處も 婉曲な 曲線の 配合で 成り立つ てるろ やうな 氣 がします。 しかも 其 曲線の 力 

—ヴが 非常に 細かい のです。 外の 人が 一 a< で繼ぎ 易へ る 所 を、 あなた は 僅か 一 寸かー 一寸の 長さで 細かに 調 

子よ く櫞ぎ 足して は 前へ 進んで 行く としか 形容 出來 ません。 其 所に あなたの 作物に は、 他に 發見 する 事の 
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出來 ない デリ ケ ー トな 美く しさが 伏在して ゐ るので せう。 もう 一 つ 比喩 を 改めて 云へば、 あなたの 文章 は 

楷書で なくって 悉く 草書です。 それ も懷 素の やうな 奇怪な 又飄 逸な ものではありません、 もっと 柔らかに- 

もっと 穩 やかに、 さう して 時々 粹な所 を 仄かす といった やうな 草書です。 

此 冗長な 手紙が、 もし 貴方の 小說 集の 序文と して 御 役に立つならば 何う ぞ御使 ひ 下さい。 私 は 貴方に 對 

する 愉快な 義務と して、 それ を 認めた のです から。 

一 HJ 十八 日 

夏 目 金 之 助 

木 下 杏太 郞樣 


雄？ 『文藝 批評 論』 序 

作物 を 愛讀 する 人に、 文 藝とは どんな もの か、 君の 讀 破した 範園內 で 好い から、 一 括りに した 所 を敎へ 

て 吳れと 賴んで 見る と、 大抵の もの は 行き 詰る。 丁度 始終 人間と 交際して 生きて ゐ ながら、 人間と は 何ぞ 

やとい ふ 質問に 應 する 事の 出来ない のと. 一 般 である。 

私が 昔し さう いふ 疑問 を 自分で 起して 自分で 苦しんだ 時、 英國で 出來た 書物 を あれ かこれ かと 捜して、 

解決の 手掛り にしゃう と 思った 所、 案外 參考 になる もの は 少なかった。 英國 人の 頭腦が 一般に 寳際 的で あ 

つて 綜合と 抽象に 興味 を 有して るない ため か、 或は 特別に 文藝 方面の 研究 丈が 閑却され てるた ため か、 其 

邊は斷 言し にくい が、 何しろ 斯うい ふ 種類の 著作が 英國に 乏しかった こと は事實 である。 

私 は 日本へ 歸 つて 来てから、 英吉利 人よりも 亞米利 加 人の 方が、 却って 自分 達と 同じ 方向に 動いて ゐる 

ので はない かとい ふ氣 がし 出した。 それ は 私の 參考 にしゃう と 思 ふ 書物が ほつ/、. 亞米利 加 人の 手に よつ 

て發 表され 始めた からで ある。 然し 亞米利 加 は 矢張り 亞米利 加 だとで も 云 はう か、 標題 は 頗る 立派な 癖に、 

取り寄せて 見る と、 實に 中味の ない 詰らない 著述 も 其 中には 隨 分あった。 

ヰン チヱ ス タ— の 「文 藝批 評論」 も實は その 時分 眼 を 通した ので ある。 それ は 今から 殆んど ト年も 前で、 

丁度 出版 當 時の 事と 記憶す るが、 太 學の圖 書 館に 入って、 貪る やうな 勢で、 K から 頁、 孝から 章へ と 眼 を 

移して 行った 私 は、 火變な 愉快 を 感じた。 私 は それが 大學の 書物で ある 事 を 忘れて 無 喑にぺ ンで棒 を 引い 

た。 あとで 自分が 新ら しいの を 買って、 さう して 取り 換 へれば 構 はない とい ふ氣も 交って るた。 

私 は 今 其 書物の 內容を 明瞭に 覺 えてるな い。 けれども 相當の 見識 を もって 要領 を 得た 理論が 書いて ある 
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事 丈 は馑か だと 云っても 差 支な から ふと 思 ふ。 ことに 文藝と は何ぞ やとい ふ 疑問に 鮮诀 を與へ る 著述の 少 

ない 英米に 於て は、 正に 有益で 必要な 刊行物の 一 つに 數 へらるべき もので あら ふと 思 ふ。 

其 後 三 ra 年して から 私 は 早 稻田大 學て此 書物 を 参考書と して 擧 生に 使 はせ てるる とい ふ 話 を 聞いて、 内 

容の 秩序 ある 點 から 見ても、 論旨の 高遠に 失せざる 程度から 見ても、 普通の 講義 杯よりも 却って 恰好 だら 

ふと 考 へた。 

嚴密な 意味で 十 年後の 今の 私が 此書を 評したら、 潜 上の 沙汰ながら、 或は 批判の 餘 地が あるか も 知れな 

い。 然し. H 二 四 年 前に 讀ん だヒ ルンの 「藝術 S 起原」 が 去年 頃 漸く 日本に 譯 されて、 しかも 有益に 行 はれ 

てるる 所から 見る と、 此書を 十 年後に 日本化す るの も、 決して 無駄な 仕事で ない 事は糙 かで ある。 ベ ルグ 

ソンの 「時と 自由意志」 など は 發表後 二十 年に 至って 始めて 英譯 された 位な ものであるから、 讀 者に 其 心 

得さ へ あれば， 譯 者の 意志に 背かない やうに、 旨く 此 書から 得た 知識 を 活用 出来る の は 無論で ある。 

大正 四 年 九月 


縮刷に 際して 

 縮 刷 「社會 と 自分」 自序  

「社 會と 自分」 は 大正 元年の 末に 出版に なった 私の 講演 集で あるが、 今度 それ を 縮刷に したいと いふ 事 

で、 發行 所から 可否の 照會 があった から、 私 は 快よ く 許諾 を與 へた。 

私の 講演が もし 大正 元年に 多少な りと も讀 者の 役に立った とすれば、 大正 四 年の 今日に なっても、 同じ 

程度に 於て、 讀 者の 役に立つ だら うとい ふ 自信 を、 私 は 十分 有って 居る ので ある。 それ は 私が 偉い とい ふ 

意味で はなく、 私の 說が 三年 や 五 年で 時勢 後れに なるや- フな 際どい 題目ば かりに 打ち込まれて 居ない から 

である。 

大正 四 年 十月 
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『金剛 草』 自序 

松 本 君が 私の 文集 もしくは 文纱を 出したい とい ふ 至誠 堂の 依賴を 取次ぎ に 見えた の は 九月 末の 事で あつ 

た G 生憎 私 は 新潮 社の 請求で 「色 鳥」 とい ふ 同じ 種類. S もの をつ い 半月 位". 1 に 公け にした ばかりの 所で あ 

つたので、 君の 勸誘を 斥けなければ ならなかった。 「色 鳥」 でさへ 私の 本意で ない の だからと 云って ー應 

断って 見た。 然し 松 本 君の 決意が 思った より 頑强 なので、 斷 るのに 中々 骨が折れた。 仕方がな いから、 ぢ 

やま あ 方針 を 立て、、 もう 少し 具體 的に 研究して 御覧なさい、 若し 相當の 書物が 編輯され る 見込が 付いた 

ら其時 改めて 御 相談し ませう と 云って 歸 した。 

私 は 固より 碌な 書物の 出来 やう 箸 はない と 信じて ゐた。 一 旦手を 着けた 松 本 君 も 屹度 撤囘 する に 違 ひな 

いと 思って るた。 夫で 松 本 君から 電話で 再度の 面會を 申し込んで 來た 時に、 私 はわ ざと 會見を 避けて 手紙 

で 用 を濟 ました。 到底 貴方の 所期な さる やうな もの は出來 上らない の だから 裨巳 めなさい と 忠告した。 私 

もさ 5 本ば かり 濫發 したく はない とも 申し 添 へ た。 

所が 松 本 君 は 短篇 小說 よりも 長い 書面 を 認めて 樓々 事情 を訴 へて 來た。 君 は旣に 私の 書物 を 買 ひ 集めて 

鈔錄 いため それ を 殘らす 引き裂い てし まった とかい ふので ある。 夫から 至誠 堂へ も 十の 九 迄 私が 承知した 

aa を 明言して しまったと いふので ある。 今更 斷られ て は 本屋に 對 する 自分の 信用に も拘 はるから 枉 けて 承 

知して 吳れ とい ふので ある。 其 中には 下の やうな 文句 さ へ あった。 

r 濫發と 申します の は 他人 s 作物な どに 無喑に 名義 を 貸したり 又は 無責任の 著書 を績 出したり する こと 

です。 …… 倂し 先生の は それと 逢って 只 先生の 作物が 社會 に歡迎 される 爲に處 々方々 から 形 を變へ て發賣 


される のです から、 讀書界 に 於け る 先生の 勢力の 偉大 さ を 示す 事實 に過ぎないと 私 は 思 ひます。 若し 世の 

中に 著作 權と いふ ものがない と假定 したら 如何です。 其 時は賫 行の よい 本 は どし/ \ 翻刻され 又鈔 出され 

る ことで せう。 それ を 世間で 不都合と 認める もの は 誰もあります まい。 …… 苦し 何 か 云 ふ ものが あれば 夫 

は嫉 みです 僻みです。 倂 しそれ にも 程度が あります が、 今度 私 S 御 願 ひする の は少々 力 面が 違って ゐ ます 

から、 もう 一 册位御 許しに なっても 宜しから うかと 存じます」 

此 長い 書面 を 讀んだ 私 はと ラく 承諾 を與 へなければ なら なくなった。 それで は 中味が 「色 鳥」 と 重複 

しない やうに 取捨し、 又 前者が 年代順で あるから 是は 分類 風に 編輯す る やうに と 注意した。 

同じ もの を 縮刷に したり 合本に したりす る 上に、 方々 から 其 一 部分 を 取り集めて 文選 樣の もの を 作る の 

は、 著 著から 見れば I- つもの を 一 一重に も 三重に も讀 者に 强 ひて 賫り 付ける やう. に 見えて 濟 まない ので は あ 

るが、 それ を 買 ふ 人の 方から 見る と、 みんな 向きく があって、 薄い のが 好きだったり、 厚い のが 欲し か 

つたり、 大きい のが 飾りた かったり、 小さい のが 持ち歩きたかった りする の だから、 それぐ 相當の l§m 

に應 じて 出版す るの だと 云 はれ > ば 私 も それ迄で ある。 著者 も 成る ベ く 自分の 書いた ものが 世の中に 廣ま 

るの は名譽 で、 も あり 利益で も あると 考へ る 以上、 わざと それ を控 へる 必要 も 無から うと 思って、 二三 新し 

いもの も 加へ て、 とうく 松 本 君の 勸告 通り 此書を 公け にす る 事に したので ある。 

大正 四 年 十月 五日 
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